
山 岳
、



陸登山靴のパイオニア

…ヤ

キャラバンシューズデラ ・ソ クス 濃紺￥2,300

〃 〃 スタンダード濃紺・赤¥2, 100

〃 〃 ガイドオン| j－ うす茶¥1,650

〃 〃 ハイピ ，ソ ク濃紺・赤¥1,300

姉妹品

リザードエアーマット 大型枕付 ￥2,900

〃 〃 中型枕付 ¥1,550

〃 〃 小 型 ￥1，300

〃 〃 コンビ型 ￥2，700

新製品キャラバンアイゼン ， ￥ 850

製廼元藤倉ゴムエ叢縛式含就
発売元株式会菰山哨粒





アボロバンバにてチョクニャコー夕峰とアルパカの群

Aherdof alpacaandChocnacota (5650m) in the

(photoby l .

コノレティエラ・

Cordi l leraApolobamba background

Yoshizawa）



山

岳

第
五
十
七
年





山
崎
春
雄
氏
（
伊
藤
秀
五
郎
・
藤
島
敏
男
）
…
…
…
…
…
：
…
・
…
・
・
…
・
…
…
・
…
：
：
。
…
…
…

ガ
ル
ッ
エ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
冨
言
の
ｐ
ｚ
ｏ
崎
冒
（
槙
有
恒
・
松
田
雄
一
）
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…

森
本
嘉
一
氏
（
泉
隆
次
郎
）
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
・
…
・
…
…
・
・
・
・
…
…
…
…
…
：
．
…
…
・
・
・

大
島
健
司
氏
（
橋
本
信
行
）
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
：
。
…
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

会
務
報
告
（
一
九
六
一
年
十
月
、
．
〃
“
一
九
六
二
年
九
月
）
…
：
．
…
：
。
…
…
・
…
・
・
…
：
・
・
：田

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
年
譜
（
続
・
補
遺
）
（
一
九
五
四
’
一
九
五
五
年
）
…
・
・
・
・
：
・
・
・
…
。
：
．
．
…
・
…
馬

山
岳
十
話
：
…
：
：
…
…
…
：
。
…
：
…
：
…
・
…
．
：
…
・
…
：
…
：
：
：
。
…
…
…
…
：
…
・
…
槙

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
と
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
！
Ｉ
ペ
ル
ー
‐
と
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
の
山
へ
‐
‐
…
・
・
・
…
吉

ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
山
々
…
…
：
。
…
…
…
…
。
：
…
：
。
…
…
…
…
・
…
。
：
・
・
…
：
．
…
…
…
…
藤

Ｐ
二
九
の
西
面
・
…
…
：
：
…
・
・
・
・
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
。
：
・
・
・
…
．
：
…
…
…
…
篠

未
踏
の
山
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
一
九
六
一
年
）
…
：
．
：
…
・
…
…
：
．
…
…
…
…
．
：
…
…
広

ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
主
峰
の
直
下
ま
で
（
一
九
六
一
年
）
…
…
…
…
：
：
：
…
…
：
．
…
梶

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
頂
記
：
…
・
…
．
：
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
。
…
…
：
…
．
：
…
交

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
ｌ
新
し
い
一
般
ル
ー
ト
の
提
案
‐
‐
‐
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
・
吉

西
部
カ
ラ
コ
ル
ム
紀
行
（
一
九
六
一
年
）
：
：
…
…
：
．
。
…
…
…
…
・
…
：
．
…
…
…
…
：
。
…
．
：
島

劔
岳
「
源
治
郎
尾
根
」
の
由
来
と
当
時
の
思
い
出
：
：
．
…
：
：
…
…
…
：
．
…
…
…
。
：
．
：
…
・
・
・
馬

登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
・
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
…
：
．
…
：
…
・
…
：
．
…
…
…
．
：
・
・
・
金

ｌ追悼

山
岳
第
五
十
七
年
目
次
（
一
九
六
二
年
度
）

有

沢
一
木
高
田
軍

谷
光
一

本
徳
次

野
武
阪
隆澄

場
忠
三

坂
一

。
・
・
：
・
・
・
：
・
・
：
・
申
・
・
：
・
・
一
七
三

．
…
…
…
…
・
・
…
・
・
：
一
天

。
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
へ
七

：
、
。
・
・
・
、
。
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
へ
九

・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
。
．
・
・
・
：
・
・
一
九
二

鍔
澤
隷
・
・
壁
李

郎郎夫正一郎郎治嶺郎恒

交奎美奥三宍奎重美三一



写
真

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ア
ポ
ロ
バ
ン
パ
に
て
（
巻
頭
）

プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰
の
Ｃ
Ⅱ
か
ら
Ｃ
Ⅲ
へ
の
登
行

プ
カ
ヒ
ル
カ
の
Ｂ
Ｃ
で
の
吉
沢
隊
長
と
甘
利
隊
員

ブ
カ
ヒ
ル
ヵ
北
峰
の
頂
塊

プ
ヵ
ヒ
ル
ヵ
北
峰
ｌ
ヤ
ナ
ハ
ン
ヵ
谷
の
東
尾
根
南
部
か
ら
ｌ

チ
ョ
ウ
ピ
・
オ
ル
コ
ー
サ
ュ
ー
ョ
か
ら
ｌ

プ
プ
ヤ
山
群
の
西
面

カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
峰
初
登
頂
成
功
の
一
瞬

コ
ョ
リ
テ
ィ
の
稜
線
め
ざ
し
て
登
る

カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
Ⅱ
．
Ⅲ
．
Ⅳ
峰
と
大
ア
イ
ス
ブ
ォ
ー
ル

コ
ョ
リ
テ
ィ
氷
河
末
端
の
ア
イ
ス
プ
ォ
ー
ル
に
挑
む

カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
Ｂ
Ｃ
の
夜
景
と
ハ
ト
ン
ウ
ー
マ
ー
峰

ワ
ス
カ
ラ
ン
Ｃ
Ｉ
の
夕
暮
れ
と
ワ
ス
カ
ラ
ン
南
峰

Ｐ
調
の
Ｒ
Ｃ
２
か
ら
六
七
○
○
ｍ
峰
と
三
本
槍
を
望
む

Ｂ
Ｃ
か
ら
六
七
○
○
ｍ
峰
、
マ
ナ
ス
ル
及
び
Ｐ
調
を
望
む

住
吉
コ
ル
か
ら
望
ん
だ
ツ
ラ
ギ
氷
河
と
大
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
（
折
込
）

Ｐ
酌
西
尾
根
基
部
の
キ
ャ
ン
プ
付
近
か
ら
北
望
（
折
込
）

リ
ル
ン
氷
河
の
Ｃ
Ｉ
と
Ｃ
Ⅱ
間
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

リ
ル
ン
の
Ｃ
Ｉ
と
Ｃ
Ⅱ
間
の
氷
河
台
地
で
休
む
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー

雪
原
上
の
Ｃ
Ⅲ
と
ア
ン
・
ダ
ワ
４
号
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
及
び
伴
明

リ
ル
ン
氷
河
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
見
た
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
と
ア
イ
ス
ブ
ォ
ー
ル

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ピ
ー
ク
か
ら
望
ん
だ
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク

プ
ル
ビ
・
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
を
登
る

Ｃ
５
か
ら
レ
デ
ィ
ス
・
ピ
ー
ク
を
望
む

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ピ
ー
ク
の
頂
上
に
お
け
る
梶
本
隊
長
と
二
人
の
シ
ェ
ル
パ

機
上
か
ら
見
た
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
南
西
面

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
南
峰
頂
上
直
下
を
登
る
隊
員

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
南
峰
頂
上
の
幕
営

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
南
峰
頂
上
に
立
つ

南
西
か
ら
望
ん
だ
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山

バ
ル
タ
ー
ル
氷
河
か
ら
バ
ッ
ラ
峰
を
望
む

バ
ル
タ
ー
ル
の
癖
へ
１
ス
キ
ャ
ン
プ

ク
ク
ア
イ
氷
河
か
ら
ク
テ
ィ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
を
望
む

バ
ッ
ラ
峰
南
壁
の
威
容

劔
岳
八
シ
峰
第
二
峰
を
降
る
佐
伯
宗
作

積
雪
期
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
（
四
葉
）

山
崎
春
雄
氏
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
氏
、
森
本
嘉
一
氏
、
大
島
健
司
氏

リ
ル
ン
氷
河
で
逝
っ
た
三
氏
の
墓
碑

地
図

プ
カ
ヒ
ル
カ
峰
登
頂
ル
ー
ト
図

フ
カ
ヒ
ル
カ
山
群
概
念
図

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
と
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
概
念
図
（
折
込
）

プ
プ
ヤ
山
群
概
念
図
（
折
込
）

ア
カ
マ
ニ
峰
登
頂
ル
ー
ト
図

カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
山
群
概
念
図

コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
概
念
図

Ｐ
調
西
面
概
念
図
（
折
込
）

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
概
念
図
（
折
込
）

リ
ル
ン
氷
河
雪
崩
発
生
説
明
図

ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
概
念
図

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
ル
ー
ト
図

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
概
念
図

カ
ラ
コ
ル
ム
北
西
部
概
念
図

表
紙
カ
ッ
ト

牧
野
四
子
吉



山岳十話

い
ま
か
ら
六
年
前
の
五
月
、
私
た
ち
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
マ
ナ
ス
ル
に
登
っ
た
・
そ
の
と
き
今
西
寿
雄
君
が
写
し
た
頂
上
の
写
真
は
記
念
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
八
、
二
一
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
峰
の
山
頂
は
、
鋭
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
な
し
て
お
り
、
岩
石
が
黒
白
二
色
に
明
瞭
に
色
分
け

さ
れ
て
い
る
。
黒
色
の
岩
石
が
頂
の
点
を
つ
く
り
、
厚
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
東
面
の
ガ
ケ
に
帯
状
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
黒
色
の
岩
石

の
下
、
西
側
は
白
色
の
岩
石
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
も
ち
帰
っ
た
岩
石
を
見
る
と
、
黒
色
の
方
は
変
成
岩
で
あ
り
、
白
色
の
方
は
花
崗
岩
で

あ
る
。
学
者
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
世
代
か
ら
新
世
代
に
か
け
て
、
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
と
名
付
け
ら
れ
る
地
殻
に
大
き
な
摺
曲

運
動
が
起
こ
っ
て
、
ア
ル
プ
ス
、
ロ
ッ
キ
ー
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
が
隆
起
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
隆
起
し
た
山
は
、

花
崗
岩
が
中
核
で
あ
っ
て
、
横
圧
を
う
け
た
変
成
岩
が
こ
れ
を
囲
む
構
造
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

マ
ナ
ス
ル
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
構
造
面
を
頂
上
の
一
点
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
に
よ
っ
て
で
き
た
摺
曲
山
脈
は
、
景
観
上
一
つ
の
型
を
も
つ
。
そ
れ
は
ア
ル
プ
ス
的
景
観
と
い
わ
れ
る
も
の

山
岳
十
話

一
、
山
の
姿
そ
の
一

槙

有
恒
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で
あ
っ
て
、
隆
起
し
た
山
地
が
氷
雪
、
雨
水
な
ど
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
中
核
の
堅
硬
な
岩
石
が
鋭
い
峰
々
と
な
っ
て
残
る
も
の
で
あ

る
。
日
本
ア
ル
プ
ス
や
日
高
山
脈
も
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
侵
食
に
耐
え
た
山
脈
が
一
年
の
う
ち
も
っ
と
も
気
温
の
高
い
七
、
八
月
に
平
均

気
温
零
度
以
下
を
保
つ
と
き
は
、
そ
れ
か
ら
の
上
部
は
始
終
、
氷
雪
の
地
域
と
な
っ
て
氷
河
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
線
は
山
の

位
置
に
よ
っ
て
高
低
に
違
い
が
あ
る
が
、
雪
線
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
も
ロ
ッ
キ
ー
も
ア
ン
デ
ス
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
、
氷
河

を
い
だ
く
山
々
は
み
な
雪
線
を
越
え
た
高
さ
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
日
本
ア
ル
プ
ス
や
日
高
山
脈
な
ど
に
氷
期
に
氷
河
の
あ

っ
た
痕
跡
は
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
雪
線
以
上
の
山
に
降
っ
た
雪
は
、
も
し
尾
根
が
ゆ
る
や
か
で
あ
れ
ば
尾
根
の
上
に
、
も
し
急
峻
で

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
落
ち
て
谷
を
埋
め
て
氷
河
を
形
成
す
る
。

幾
百
幾
千
年
の
長
い
間
、
降
り
積
も
っ
た
膨
大
な
量
の
雪
は
、
下
方
か
ら
氷
化
し
て
、
自
ら
の
重
量
と
傾
斜
と
に
よ
っ
て
、
谷
に
沿
う

て
谷
の
両
側
お
よ
び
河
床
を
削
り
な
が
ら
流
下
す
る
。
流
下
と
い
っ
て
も
す
べ
り
落
ち
る
の
で
あ
っ
て
、
往
年
ス
イ
ス
の
山
村
に
お
っ
た

と
き
、
そ
こ
の
氷
河
の
流
下
速
度
を
地
質
学
者
が
調
査
し
て
い
た
が
、
一
日
二
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
カ
ラ
コ
ラ

ム
の
零
ハ
ル
ト
ロ
氷
河
な
ど
は
一
日
一
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
動
く
と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
例
外
に
早
い
方
で
あ
ろ
う
。
氷
河

は
流
下
す
る
河
床
の
変
化
に
よ
っ
て
亀
裂
が
は
い
る
。
ク
レ
簿
ハ
ス
と
い
わ
れ
る
が
、
深
い
も
の
は
数
百
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
も
あ

る
。
流
下
し
な
が
ら
山
腹
か
ら
崩
壊
し
た
岩
石
を
運
ん
で
両
側
に
土
手
を
作
っ
た
り
し
て
、
雪
線
ま
で
く
る
と
溶
解
し
て
消
失
し
、
そ
こ

に
も
岩
石
の
堆
積
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
モ
レ
イ
ン
と
い
う
。
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
国
境
の
テ
オ
ド
ル
峠
の
氷
河
の
末
端
に
、
ロ
ー
マ
時
代

の
貨
幣
が
発
見
さ
れ
た
り
す
る
が
、
二
千
年
の
昔
、
峠
越
え
し
た
旅
人
の
遺
物
で
あ
ろ
う
。
中
央
の
山
脈
か
ら
谷
に
流
れ
出
た
水
は
、
は

じ
め
は
流
れ
の
勾
配
も
強
く
、
変
化
に
富
ん
で
大
小
の
滝
が
多
い
。
し
だ
い
に
水
量
を
増
す
に
つ
れ
て
両
岸
を
は
げ
し
く
削
っ
て
Ｖ
字
谷

を
な
す
。
マ
ナ
ス
ル
の
山
麓
に
達
す
る
前
に
通
過
し
た
ブ
リ
・
ガ
ン
ダ
キ
溪
谷
は
こ
の
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
溪
流
は
四
、
五
千

メ
ー
ト
ル
級
の
東
西
に
走
る
山
脈
を
南
北
に
Ｖ
字
型
に
切
っ
て
い
る
も
の
で
、
十
日
間
は
、
そ
の
断
崖
の
中
腹
の
険
岨
な
小
道
を
た
ど
る

の
で
あ
っ
た
。

（ 2）



山岳十話

氷
雪
に
お
お
わ
れ
た
連
山
が
、
す
み
き
っ
た
大
気
の
空
高
く
無
垢
の
光
を
け
わ
し
い
絶
壁
や
山
稜
に
う
け
て
、
音
も
な
く
し
ず
か
に
輝

く
姿
は
、
美
と
力
と
に
み
ち
て
、
祈
り
に
も
似
た
お
ご
そ
か
な
思
い
に
心
を
奪
う
。
ア
ル
プ
ス
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
も
ロ
ッ
キ
ー
も
み
な
そ
の
よ

う
な
山
々
で
あ
っ
た
。
私
は
青
年
時
代
を
こ
の
姿
に
魅
せ
ら
れ
て
飽
く
こ
と
も
な
く
通
っ
た
。
し
か
し
少
年
時
代
に
は
じ
め
た
登
山
は
、

富
士
を
は
じ
め
阿
蘇
や
後
方
羊
蹄
山
な
ど
い
ず
れ
も
火
山
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
の
日
本
ア
ル
プ
ス
は
、
笠
ヶ
岳
が
一
七
八
三
年
南
喬
に
よ
り
、
槍
ヶ
岳
が
一
八
二
八
年
播
隆
に
よ
り
開
か
れ
、
ま
た
剣
岳
に

一
九
○
七
年
陸
地
測
量
部
員
が
錫
杖
な
ど
を
発
見
し
た
と
は
い
え
、
少
数
の
先
駆
者
た
ち
の
秘
境
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
山

そ
の
も
の
を
神
体
と
仰
ぎ
、
山
頂
を
神
の
座
と
し
て
あ
が
め
て
お
っ
た
が
、
仏
教
が
六
世
紀
の
中
葉
に
渡
来
し
て
か
ら
僧
の
山
に
こ
も
っ

て
修
行
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
山
伏
の
役
の
小
角
が
大
峯
を
開
き
、
七
○
一
年
慈
興
が
立
山
を
、
七
一
七
年
泰
澄
が
白
山
を
、
七
八
二

年
勝
道
が
二
荒
山
を
、
七
八
五
年
最
澄
が
比
叡
山
を
、
八
一
六
年
空
海
が
高
野
山
を
開
い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
神
道
と
仏
教
と
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
た
山
へ
の
親
近
の
情
愛
は
、
明
治
中
葉
に
、
山
に
登
る
こ
と
を
楽
し
み
と
す
る
近
代
的

な
趣
味
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
う
け
て
発
達
す
る
に
お
よ
び
、
今
日
に
至
っ
て
も
そ
の
根
底
に
深
く
強
い
伝
統
と
な
っ
て
生
き
て
い

な
趣
味
が
、
ヨ
ー

る
と
思
わ
れ
る
。

雪
や
氷
を
ま
と
う
た
け
わ
し
い
山
脈
と
奔
流
す
る
溪
谷
、
山
麓
を
お
お
う
森
林
帯
と
森
林
帯
を
越
え
た
高
所
の
潅
木
帯
や
草
本
帯
へ
の

変
化
、
生
物
界
も
ま
た
高
度
に
よ
っ
て
生
態
を
異
に
す
る
。
ア
ル
プ
ス
的
景
観
の
山
々
の
空
高
く
う
ち
続
く
壮
麗
さ
は
人
の
心
を
強
く

ひ
く
。
そ
の
最
も
壮
大
な
も
の
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
あ
っ
て
、
亜
熱
帯
の
地
域
に
白
雪
に
輝
く
姿
は
神
秘
的
で
あ
る
。
し
か
し
私
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
壮
大
さ
を
如
実
に
感
じ
た
の
は
二
カ
月
も
山
懐
に
暮
ら
し
た
後
、
ポ
カ
ラ
か
ら
飛
行
機
で
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
帰
る
と
き
、
四
千
メ
ー
ト
ル

の
高
度
を
飛
び
な
が
ら
、
そ
の
雲
上
さ
ら
に
四
千
メ
ー
ト
ル
も
高
く
山
々
が
そ
び
え
る
の
を
な
が
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。

二
、
山
の
姿
そ
の
二

（ 3）



火
山
の
姿
は
摺
曲
山
脈
と
ち
が
っ
て
、
地
下
深
所
か
ら
岩
漿
を
噴
き
あ
げ
堆
積
さ
れ
て
で
き
る
だ
け
に
、
い
つ
も
な
に
か
熱
情
と
も
い

っ
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
「
わ
た
し
や
大
島
御
神
火
育
ち
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
地
球
の
内
部
に
秘
め
ら
れ
た
強
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
奔
放
な
活
動
を
感
ず
る
。
火
山
は
い
く
つ
か
の
型
式
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、

ど
れ
も
噴
出
物
堆
積
の
形
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
山
稜
は
お
お
む
ね
曲
線
的
な
穏
和
な
も
の
で
あ
る
。
火
山
の
稜
線
と
そ
の
す
そ
野

の
描
く
広
大
で
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
は
、
細
分
さ
れ
が
ち
な
わ
が
国
の
風
景
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
牧
歌
的
な
お
お
ら
か
な
解
放
感

を
与
え
て
く
れ
る
。
乙
女
峠
か
ら
な
が
め
る
富
士
ほ
ど
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く
と
し
て
清
ら
か
に
君
臨
す
る
姿
が
あ
ろ
う
か
。
富
士
だ
け
と

は
い
わ
ず
山
々
が
、
私
た
ち
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
情
熱
を
か
き
た
て
る
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
。
山
の
も
つ
性
格
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ

と
も
い
え
る
が
、
都
会
の
煙
に
か
す
ん
で
不
安
な
目
が
、
山
の
も
つ
自
然
の
さ
わ
や
か
な
光
に
、
再
び
幸
福
を
見
出
し
て
よ
み
が
え
る
の

と
も
い
え
る
が
、

鳥
海
、

い
る
。

か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
こ
ろ
の
登
山
の
多
く
は
伝
統
的
に
親
し
ま
れ
た
火
山
に
向
か
っ
た
の
は
自
然
で
あ
っ
た
。
古
く
か
ら
登
ら
れ
た
火
山
に
は
石
室
と

か
室
堂
が
あ
っ
て
宿
泊
も
で
き
た
し
、
登
山
用
具
と
い
っ
て
も
、
草
蛙
、
脚
絆
、
着
莫
麓
に
金
剛
杖
と
い
っ
た
だ
れ
に
も
容
易
に
と
と
の

え
ら
れ
る
用
具
で
あ
る
こ
と
と
か
、
登
山
路
も
な
だ
ら
か
で
格
別
の
技
術
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
そ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
環
太
平
洋
火

山
帯
に
位
置
す
る
わ
が
国
は
、
第
四
紀
以
後
に
活
動
し
た
火
山
だ
け
で
も
二
百
六
十
五
座
も
あ
り
、
有
史
時
代
に
な
っ
て
か
ら
活
動
し
た

も
の
が
四
十
座
以
上
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
土
の
面
積
に
比
べ
て
も
つ
火
山
の
数
は
世
界
最
高
で
あ
り
、
温
泉
の
湧
出
も
三
千
カ

所
を
越
え
、
国
土
造
成
の
と
き
か
ら
現
代
に
ま
で
火
山
活
動
を
見
る
こ
と
を
思
え
ば
、
ま
さ
し
く
火
山
国
な
の
で
あ
る
。
千
島
、
那
須
、

鳥
海
、
富
士
、
乗
鞍
、
大
山
、
霧
島
と
各
火
山
帯
を
な
が
め
て
く
る
と
、
国
土
の
大
き
な
面
積
が
火
山
群
や
そ
の
噴
出
物
で
お
お
わ
れ
て

わ
が
国
の
山
の
性
格
を
つ
く
る
う
ち
、
こ
と
に
著
し
い
も
の
は
森
林
と
思
う
。
気
候
風
土
が
樹
木
の
成
育
に
適
し
て
い
る
た
め
に
、
そ

の
多
種
多
様
な
こ
と
と
、
多
く
の
山
麓
を
お
お
う
広
大
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
に
比
を
見
な
い
と
思
う
。
南
北
に
長
い
島
喚
国
で
あ
る

（4）
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わ
が
国
天
与
の
大
風
景
を
保
護
開
発
し
、
一
般
の
利
用
に
供
す
る
は
国
民
の
保
健
休
養
上
緊
要
な
る
時
務
に
し
て
、
か
つ
外
客
誘
致
に

資
す
る
所
あ
り
と
い
う
の
が
昭
和
六
年
国
立
公
園
法
の
制
定
さ
れ
た
と
き
の
要
旨
で
あ
る
。
二
十
五
年
さ
ら
に
国
立
公
園
に
準
ず
る
地
域

に
対
し
、
国
定
公
園
法
が
制
定
さ
れ
、
三
十
二
年
に
い
た
り
国
立
公
園
法
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
自
然
公
園
法
が
制
定
さ
れ
て
、
国
立
公

園
、
国
定
公
園
お
よ
び
都
道
府
県
立
自
然
公
園
を
一
括
し
て
自
然
公
園
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ま
や
国
立
公
園
は
十
九
カ

所
に
お
よ
び
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
か
け
て
一
都
一
道
三
十
二
県
に
わ
た
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
国
立
公
園
、
国
定
公
園
、
都
道
府
県

立
公
園
と
区
別
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
み
な
す
ぐ
れ
た
自
然
を
保
護
し
、
国
民
の
た
め
の
休
養
、
教
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
十
九
カ
所
の
国
立
公
園
の
う
ち
、
十
五
カ
所
は
山
岳
地
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
士
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
で
あ
る
わ

が
国
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
自
然
公
園
制
度
は
厚
生
省
の
主
管
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
関
連
す
る
官
庁
や
各
種
の
自
然
保
護
団
体
の
協
力
と
ま
っ

て
、
そ
の
目
的
の
達
成
に
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
自
然
保
護
の
骨
格
が
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
そ
の
肉
付
け
を
苦
労
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
保
護
の
運
動
は
世
界
の
文
明
国
で
は
、
い
ず
れ
も
活
発
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
今
日
で
は
利
用
の
面
よ
り

も
、
む
し
ろ
文
化
財
と
し
て
大
切
に
保
存
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
著
し
い
例
は
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ド

イ
ツ
な
ど
で
自
然
を
原
生
の
ま
ま
に
保
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
日
、
機
械
文
明
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
、
人
間
性
の
復
活
を
要
求

だ
け
に
、
屋
久
島
に
は
じ
ま
っ
て
、
北
海
道
に
至
る
山
々
に
見
る
原
生
林
の
美
し
さ
は
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
近
来
乱
伐
の
傾
向
に

あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
の
森
林
か
ら
流
れ
出
る
溪
流
は
、
こ
れ
ま
た
比
を
見
な
い
ほ
ど
清
例
で
あ
る
。
源
流
に
氷
河
を
い
だ
く
も
の

は
、
重
い
氷
河
が
削
る
岩
石
の
粉
末
に
よ
っ
て
混
濁
し
て
い
る
。
ア
ル
プ
ス
、
ロ
ッ
キ
ー
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
溪
流
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
い

つ
も
新
鮮
な
原
生
の
密
林
と
そ
の
中
を
躍
る
美
し
い
溪
流
と
は
、
わ
が
山
々
の
特
色
と
も
い
え
よ
う
。

三
、
風
光
は
万
人
の
も
の

（ 5 ）



今
日
の
わ
が
国
で
は
こ
の
自
然
利
用
の
重
視
に
少
し
く
片
寄
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
と
に
観
光
事
業
の
計
画
に
お
い
て
、
ま
た

風
光
地
に
遊
ぶ
も
の
に
お
い
て
、
自
然
の
破
壊
と
汚
損
と
を
意
に
介
し
な
い
様
子
も
見
受
け
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
自
然
は
有
機
、

無
機
の
要
素
か
ら
、
地
下
、
地
上
す
等
へ
て
の
生
物
お
よ
び
気
候
ま
で
が
一
体
と
な
っ
て
つ
り
合
い
の
と
れ
た
協
同
体
な
の
で
あ
る
。
人
工

を
加
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
つ
り
合
い
の
力
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
す
等
へ
き
で
あ
っ
て
、
ひ
と
た
び
こ
れ
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
、

お
そ
ら
く
再
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
現
状
は
保
護
区
域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
な
か
に
自
由
処
分
可
能
の
土
地
が
散
在
す
る
た
め

に
全
地
域
を
一
括
し
て
保
護
す
る
こ
と
も
む
ず
か
し
く
、
結
局
は
各
方
面
の
利
用
者
の
良
識
に
ま
つ
よ
り
ほ
か
に
道
が
な
い
。
国
民
の
良

識
が
自
然
を
保
護
し
た
例
を
申
し
あ
げ
よ
う
。

ス
イ
ス
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
い
え
ば
、
わ
が
国
で
の
富
士
に
当
た
る
ほ
ど
、
ス
イ
ス
人
に
と
っ
て
は
大
切
な
山
で
あ
る
。
一
八
六
五

年
英
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
イ
ム
パ
ー
の
一
行
七
人
が
初
登
頂
を
な
し
て
の
帰
途
、
た
が
い
に
安
全
の
た
め
に
体
を
結
ん
だ
ロ
ー
プ
が
途
中

で
切
れ
て
、
四
人
が
墜
死
し
た
栄
光
と
悲
劇
の
山
で
有
名
で
あ
る
が
、
二
十
世
紀
の
初
め
、
こ
の
山
頂
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
敷
設
せ
ん

と
す
る
事
業
家
が
現
わ
れ
た
。
そ
し
て
政
府
の
建
設
許
可
ま
で
得
た
。
と
こ
ろ
が
地
元
ス
イ
ス
人
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
山
岳

会
や
自
然
愛
護
者
が
た
ち
あ
が
っ
て
、
ス
イ
ス
国
土
防
衛
連
盟
と
い
う
い
か
め
し
い
名
の
も
と
に
ア
ル
プ
ス
は
売
り
物
で
な
い
と
強
い
運

動
を
起
こ
し
、
つ
い
に
こ
の
計
画
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
私
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
ド
イ
ツ
で
あ
る
大
学
の
教
授
の
家
に
寄
寓
し
て
い
た
が
、
自
然
保
護
の
話
の
と
き
に
、
ド
イ
ツ
で
は
戦

時
物
資
欠
乏
の
と
き
も
、
民
族
発
祥
の
伝
説
の
森
、
シ
ユ
ワ
ル
ッ
ワ
ル
ト
の
樹
木
は
保
護
さ
れ
て
一
本
も
切
ら
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。

か
ろ
う
か
。

思
わ
れ
る
。

す
る
願
い
が
、
再
び
自
然
に
帰
れ
と
い
う
声
と
な
っ
て
力
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
現
代
人
、
こ
と
に
自
然
か
ら
離
れ
た
人
工

的
な
生
活
環
境
に
お
る
も
の
は
、
自
然
に
対
し
て
、
た
と
え
郷
愁
を
い
だ
い
て
も
、
飛
躍
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
帰
り
が
た
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
自
然
を
あ
く
ま
で
人
手
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
理
想
と
、
現
実
の
利
用
を
重
視
す
る
開
発
の
要
求
と
の
競
合
が
あ
る
と

（6）
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こ
の
準
備
品
の
な
か
で
、
い
つ
も
苦
労
す
る
の
が
雨
具
で
あ
る
。
い
ま
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
ナ
イ
ロ
ン
製
の
軽
く
て
便
利
な
雨
具
も
で
き

て
昔
と
は
ち
が
う
が
、
そ
れ
で
も
山
で
あ
う
は
げ
し
い
吹
き
降
り
に
は
苦
労
す
る
。
雨
の
心
配
を
い
つ
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、

わ
が
国
は
雨
が
多
い
。
近
ご
ろ
は
天
候
の
長
期
予
報
も
発
達
し
、
便
利
な
携
帯
ラ
ジ
オ
も
あ
る
の
で
天
気
予
報
を
聞
き
と
っ
て
行
動
す
れ

ば
、
無
理
を
通
さ
な
い
か
、
ま
た
は
局
地
的
な
急
変
の
な
い
限
り
、
悪
天
候
に
そ
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
、
た
え
ず
注
意
す

れ
ば
観
天
望
気
の
経
験
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
土
が
ア
ジ
ア
大
陸
の
周
辺
に
あ
っ
て
、
南
北
に
長
い
島
喚
で
あ
る

う
え
に
、
複
雑
多
機
な
地
形
の
た
め
に
、
大
陸
の
天
候
に
比
今
へ
て
は
な
は
だ
変
化
し
や
す
い
。
こ
の
変
化
を
強
く
受
け
る
の
が
山
で
あ

私
た
ち
が
登
山
と
い
う
の
は
、
自
分
の
足
で
登
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
力
に
よ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
程
の
大
小
に

よ
っ
て
、
違
い
は
あ
る
が
、
登
山
に
必
要
な
食
糧
か
ら
寝
泊
ま
り
の
道
具
ま
で
を
背
負
っ
て
ゆ
く
。
登
山
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
、
大
勢

の
青
年
た
ち
が
重
い
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
列
車
を
待
つ
元
気
な
姿
を
見
る
。
そ
の
重
い
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
中
は
、
め
い
め
い
の
考

え
ぬ
い
た
品
物
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
あ
る
。
登
山
の
楽
し
み
は
準
備
に
か
か
る
と
き
に
始
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
計
画
は
自
分
の
力
量

相
応
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
目
的
の
登
山
に
対
し
て
、
降
っ
て
も
照
っ
て
も
こ
れ
で
大
丈
夫
と
決
意
の
で
き
る
ま
で
に
は
、
い
ろ
い

元
箱
根
新
旧
両
街
道
の
分
岐
点
に
一
個
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
碑
文
は
「
西
暦
千
七
百
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
倫
敦
に
於
い
て
出

版
せ
ら
れ
た
る
ケ
ン
ピ
ア
氏
著
日
本
歴
史
の
序
文
に
曰
く
、
本
書
は
隆
盛
に
し
て
強
大
な
る
帝
国
の
歴
史
な
り
、
本
書
は
勇
敢
に
し
て
不

屈
な
る
国
民
の
記
録
な
り
、
其
人
民
は
謙
譲
、
勤
勉
、
敦
厚
に
し
て
其
拠
れ
る
地
は
最
も
天
恵
に
富
め
り
。
新
旧
両
街
道
の
会
合
す
る
此

地
点
に
立
つ
人
よ
、
此
光
栄
あ
る
祖
国
を
ぱ
さ
ら
に
美
し
く
尊
く
し
て
卿
等
の
子
孫
に
伝
へ
ら
れ
よ
」
と
あ
る
。
私
の
好
き
な
石
碑
な
の

ろ
と
思
案
す
る
。

で
あ
る
。

四
、
山
の
天
候

（ 7）



専
門
家
に
よ
れ
ば
、
わ
が
図
の
気
象
に
夏
冬
を
両
極
と
す
る
特
性
が
あ
る
。
夏
は
小
笠
原
高
気
圧
が
発
達
し
東
高
西
低
の
気
圧
型
と
な

り
、
本
州
を
お
お
う
と
き
は
良
い
天
候
が
続
く
が
、
寒
冷
前
線
が
通
過
し
た
り
停
滞
す
る
と
雷
雨
や
雨
模
様
が
続
く
。
冬
は
シ
ベ
リ
ア
高

気
圧
が
発
達
し
西
高
東
低
の
気
圧
型
と
な
り
、
そ
の
高
気
圧
の
強
弱
に
よ
っ
て
寒
冬
、
暖
冬
と
な
る
。
こ
の
高
気
圧
は
日
本
海
の
湿
気
を

運
び
、
脊
梁
山
脈
に
当
っ
て
多
量
の
降
雨
と
な
る
。
で
あ
る
か
ら
脊
梁
山
脈
の
冬
は
た
い
て
い
風
速
の
大
き
い
吹
雪
の
天
候
が
続
く
。
し

か
も
、
こ
の
状
態
の
と
き
太
平
洋
側
は
快
晴
が
続
く
の
で
あ
る
。

こ
の
両
極
の
気
圧
型
の
中
間
に
春
と
秋
が
存
在
し
、
春
は
高
気
圧
と
低
気
圧
の
東
進
す
る
移
動
が
速
く
、
山
の
天
候
も
変
わ
り
や
す

い
。
初
夏
か
ら
の
梅
雨
で
は
、
そ
の
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
と
き
山
は
荒
れ
模
様
で
あ
る
。
こ
と
に
こ
れ
に
低
気
圧
が
近
づ
く
と
い
わ
ゆ

る
集
中
豪
雨
と
な
っ
て
、
山
間
部
で
は
こ
と
に
は
げ
し
い
。
秋
も
春
と
同
様
、
低
気
圧
と
高
気
圧
と
の
東
進
移
動
が
は
げ
し
く
、
天
候
は

変
わ
り
や
す
い
。
初
秋
は
梅
雨
と
同
様
な
雨
期
で
あ
る
。
ま
た
夏
か
ら
秋
へ
か
け
て
の
台
風
の
と
き
は
、
登
山
は
で
き
な
い
。
秋
の
登
山

で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
冷
雨
や
降
雪
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
わ
が
国
四
季
の
天
候
の
大
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
太
平
洋
側
に
夏
と
冬
の
高
気

圧
が
お
お
い
、
日
本
海
側
に
夏
の
高
気
圧
が
お
お
う
と
き
だ
け
、
山
で
は
い
く
ら
か
長
続
き
す
る
良
い
天
候
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら

数
回
の
登
山
に
よ
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

こ
の
天
候
の
変
化
が
登
山
事
故
発
生
の
大
き
な
一
原
因
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
つ
も
雨
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
も
こ
の
た
め

で
あ
る
。
志
賀
重
昂
先
生
は
名
著
「
日
本
風
景
論
」
の
中
で
、
雲
霧
の
つ
く
る
景
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
登
山
者
に
と
っ
て
は
、
お

山
は
い
つ
も
晴
天
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
う
い
か
な
い
風
土
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
山
で
の
降
雨
は
、
平
地
よ
り
も
量
も
多
く

風
も
は
げ
し
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
山
に
比
今
へ
て
、
ア
ル
プ
ス
も
ロ
ッ
キ
ー
も
、
天
候
の
動
き
は
大
陸
的
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
登
山
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
夏
は
、
乾
燥
期

と
て
、
だ
い
た
い
安
定
し
て
い
る
。
先
年
、
故
秩
父
宮
殿
下
が
、
ア
ル
プ
ス
に
お
登
り
に
な
っ
た
夏
な
ど
は
、
一
ヵ
月
も
好
天
気
に
恵
ま

る
○

（8）



山岳十話

夏
山
の
私
た
ち
に
呼
び
か
け
る
美
し
さ
は
、
こ
の
雪
と
の
境
の
潅
木
や
草
本
の
地
帯
で
あ
る
。
生
物
の
生
態
は
、
環
境
に
適
応
し
て
い

る
ら
し
く
・
そ
の
変
化
を
訪
ね
る
な
ら
、
熱
帯
か
ら
温
帯
、
寒
帯
へ
と
水
平
的
に
追
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
高
山
で
は
こ
の
気
候
的
変
化

が
垂
直
的
に
存
在
す
る
。
さ
す
が
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
そ
の
す
ば
ら
し
い
高
さ
の
た
め
と
位
置
か
ら
、
亜
熱
帯
か
ら
寒
帯
に
い
た
る
変
化
を

お
さ
め
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
自
然
科
学
に
と
っ
て
未
知
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
わ
け
で
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
際
し
て
も
、
い
く
度
か
科
学

白
峯
三
山
、
農
烏
岳
の
残
雪
に
烏
の
姿
が
現
わ
れ
る
と
、
田
植
え
ど
き
に
な
る
と
い
う
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
ソ
ロ
・
ク
ン
ブ
の
村
で
は
、

白
鳥
の
群
れ
が
南
か
ら
北
へ
雪
山
を
越
え
て
渡
る
と
種
ま
き
を
は
じ
め
る
。
ス
イ
ス
の
山
村
で
は
、
六
月
半
ば
に
な
る
と
全
村
の
牛
や
羊

を
ひ
き
つ
れ
て
放
牧
の
た
め
に
ア
ル
プ
に
登
る
。
長
い
間
、
寒
さ
と
雪
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
高
山
に
夏
は
か
け
足
で
や
っ
て
く
る
。

ア
ル
プ
ス
の
山
麓
で
は
、
消
え
る
雪
を
追
う
よ
う
に
、
ク
ロ
カ
ス
の
花
が
山
腹
を
お
お
う
。
マ
ナ
ス
ル
で
や
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
標
高
三
、

八
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
積
雪
を
か
い
て
設
営
し
た
の
は
三
月
下
旬
で
あ
っ
た
が
、
二
、
三
日
の
好
天
続
き
で
、
目
に
見
え
て
雪
は
消

え
、
そ
の
後
一
面
に
黄
や
赤
の
サ
ク
ラ
草
が
咲
き
出
し
た
。
輝
か
し
い
夏
の
太
陽
は
、
高
山
植
物
の
地
域
に
、
あ
ふ
れ
る
紫
外
線
を
投
げ

か
け
て
祝
福
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
事
情
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
。
十
月
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の
大
陸
高
気
圧
が
発
達
す
る
乾
燥
期
と
、
六
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

九
月
い
っ
ぱ
い
尋
ヘ
ン
ガ
ル
湾
に
高
気
圧
が
発
達
し
て
多
量
の
降
雨
と
降
雪
を
山
に
も
た
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
モ
ン
ス
ー
ン
期
と
に
分
か
れ
て

い
る
。
こ
の
雨
期
の
中
間
だ
け
が
登
山
に
適
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
と
き
の
天
候
が
登
山
の
成
否
を
決
す
る
第
一
の
要
因
と
な
っ

い
る
ｃ
）

て
い
る
。

れ
、
十
二
分
に
登
山
に
楽
し
ま
』

－
ト
と
山
と
に
限
ら
れ
て
い
る
。

十
二
分
に
登
山
に
楽
し
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

五
、
夏
山
の
風
物

ア
ル
プ
ス
で
は
、
そ
の
高
度
と
ナ
ダ
レ
の
危
険
の
た
め
に
、
冬
季
登
山
は
安
全
な
ル

（9）



班
を
加
え
、
動
植
物
、
地
質
、
医
学
、
気
象
な
ど
に
つ
い
て
資
料
を
集
め
た
。
そ
の
う
ち
毒
動
植
物
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
か
ら
ゞ
三
巻

に
お
よ
ぶ
英
文
の
報
告
書
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

山
が
ア
ル
プ
ス
的
景
観
観
を
示
す
の
は
、
主
と
し
て
森
林
を
越
え
て
か
ら
の
高
所
で
あ
る
。
ど
の
高
山
に
も
森
林
限
界
と
み
ら
れ
る
高

度
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
上
は
、
雪
や
強
風
や
気
温
の
低
い
た
め
に
喬
木
が
育
た
な
い
の
で
あ
る
。
森
林
の
育
つ
た
め
に
は
、
最
も
高
温

な
七
、
八
月
で
も
平
均
一
○
度
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
ア
ル
プ
ス
の
森
林
限
界
は
、
地
域
に
よ
っ
て
少
差
は
あ

る
が
、
だ
い
た
と
一
千
五
百
メ
ー
ト
ル
辺
で
あ
る
。
お
花
畑
の
あ
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
上
で
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
や
ロ
ッ
キ
ー
は
、
高
緯
度

の
た
め
一
千
メ
ー
ト
ル
前
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
高
温
の
た
め
で
あ
ろ
う
三
千
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
千
メ
ー
ト
ル
辺
が
こ
の
限
界
で
あ
っ
た
。
わ

が
国
の
森
林
の
美
し
い
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
が
、
カ
ナ
ダ
の
ロ
ッ
キ
ー
に
見
た
森
林
は
広
大
で
は
あ
る
が
、
栂
の
類
の
純
林
と
も
い
う

べ
く
、
密
生
し
て
谷
と
山
腹
を
お
お
う
て
い
た
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
千
七
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
松
の
疎
林
が
現
わ
れ
、
そ
の
間
に
真
紅
の
花
の

満
開
す
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
喬
木
を
見
た
。
二
千
メ
ー
ト
ル
辺
か
ら
針
葉
樹
林
と
な
り
、
樹
幹
三
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
栂
の
巨

山
は
現
在
で
は
、
人
手
の
加
わ
ら
な
い
最
後
の
地
域
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
度
に
応
じ
た
植
物
帯
と
と
も
に
、
動
物
も
ま

た
自
然
状
態
の
ま
ま
に
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
自
然
の
状
態
も
狩
猟
者
の
は
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
人
間
を
恐
れ
て
避
け
る
が
、
ロ
ッ
キ
ー

で
は
禁
猟
の
た
め
ヒ
グ
マ
で
す
ら
人
に
お
じ
ず
、
角
の
平
た
い
大
き
な
シ
カ
は
テ
ン
ト
を
の
ぞ
き
こ
む
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ビ
ー
バ
ー
が

河
中
に
巣
を
作
っ
た
り
、
山
羊
の
群
れ
が
山
腹
に
思
い
が
け
い
か
よ
い
道
を
作
っ
て
も
い
た
。
登
っ
た
の
は
ア
ル
バ
ー
タ
と
い
う
山
で
あ

る
が
、
そ
の
山
裾
で
三
葉
虫
の
化
石
も
発
見
し
た
。
わ
が
国
で
も
い
ま
は
カ
モ
シ
カ
は
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
数
儘
ふ
え
て
い
る
が
、
ク

マ
の
姿
も
見
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
も
北
海
道
の
山
で
は
ヒ
グ
マ
が
い
ま
も
推
定
五
千
頭
く
ら
い
は
お
る
と
い
う
話
で
あ

る
。
ア
ル
プ
ス
で
は
カ
モ
シ
カ
が
主
た
る
動
物
で
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
懸
崖
を
群
れ
て
走
る
の
を
な
が
め
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
未
知
の
地
域
だ
け
あ
っ
て
珍
し
い
こ
と
が
多
い
。
低
い
と
こ
ろ
で
は
マ
ラ
リ
ヤ
や
毒
蛇
の
心
配
を
し
血
清
や
予
防
薬
ま
で

木
の
茂
る
林
も
あ
っ
た
。
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山岳十話

「
安
全
な
登
山
を
せ
よ
」
と
い
う
忠
告
は
耳
に
タ
コ
の
で
き
る
ほ
ど
い
わ
れ
て
い
る
。
安
全
な
登
山
と
は
自
分
の
力
量
を
越
え
る
行
動
を

し
な
い
と
い
う
や
き
わ
め
て
平
凡
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
現
実
に
は
行
な
い
が
た
く
、
ま
た
な
か
な
か
行
な
わ
れ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
に
こ
の
平
凡
な
こ
と
が
行
な
い
が
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
力
量
は
、
多
く
の
経
験
の
テ
ス
ト
を
重
ね
て
知

る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
山
に
つ
い
て
の
経
験
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
終
わ
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

登
山
の
よ
ろ
こ
び
の
な
か
に
は
行
動
に
よ
っ
て
満
足
を
得
る
分
野
が
大
き
い
。
老
年
に
な
れ
ば
体
力
の
衰
え
か
ら
行
動
に
規
制
を
う
け

る
が
、
青
年
は
そ
う
で
な
い
。
余
る
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
く
ら
い
の
登
山
は
大
丈
夫
と
決
行
す
る
。
私

は
こ
の
進
取
的
な
勇
気
を
た
た
え
る
。
し
か
し
、
も
し
自
分
の
力
量
に
つ
い
て
顧
み
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
ら
、
そ
こ
に
登
山
の
危
険

が
、
自
分
自
身
の
う
ち
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
、
ど
う
す
れ
ば
自
分
の
力
量
を
越
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
の
道
筋
も
た
い
へ
ん
に
平
凡
な
こ
と
で
あ
る
。
容
易
な
も

の
か
ら
順
を
追
う
て
程
度
を
高
め
、
い
つ
も
余
裕
を
も
っ
て
無
理
を
せ
ず
に
お
登
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、
一
見
こ
の
よ

う
に
消
極
的
で
、
飛
躍
と
魅
力
の
少
な
い
仕
方
が
大
切
で
あ
る
か
を
少
し
く
述
尋
へ
て
み
た
い
・

登
山
が
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
い
つ
も
自
然
的
要
素
と
組
み
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
競
技
は
競

持
っ
て
い
っ
て
い
る
が
、
森
林
に
は
ラ
ン
グ
ー
ル
ザ
ル
が
す
み
、
潅
木
帯
に
は
い
れ
ば
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
い
る
（
こ
れ
は
大
雪
山
に
も
い

る
）
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
五
二
五
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
線
上
の
高
所
ま
で
カ
ラ
ス
が
私
た
ち
を
追
う
て
き
た
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
問
題
は
雪
男
で
あ
る
。
小
川
東
大
教
授
の
ひ
き
い
る
探
検
隊
は
、
降
雪
の
な
い
冬
に
あ
っ
て
足
跡
の
発
見
に
苦
心

さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
未
解
決
の
も
の
で
あ
る
。

山
の
夏
は
す
べ
て
の
生
物
が
活
力
に
み
ち
、
絢
燗
と
し
て
私
た
ち
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

六
、
安
全
な
登
山
の
た
め
に
そ
の
一

（11）



技
者
間
の
問
題
に
し
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
登
山
で
は
、
自
然
的
要
素
が
重
要
性
を
も
っ
て
、
い
つ
も
登
る
場
所
と
時
間
の
関
係
が
つ

い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
山
に
登
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
山
の
位
置
、
高
さ
、
地
形
な
ど
を
含
み
、
時
と
は
、
ど
ん
な
季
節
、
ど
ん
な
天

候
の
と
き
を
選
ん
で
い
る
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
山
が
遠
い
か
近
い
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
か
、
高
さ
は
ど
の
く
ら
い
で

あ
る
か
、
そ
の
高
さ
に
登
る
ル
ー
ト
が
あ
る
か
な
い
か
、
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
あ
る
か
、
ル
ー
ト
の
難
易
の
程
度
は
ど
う
か
、

小
屋
が
あ
る
か
な
い
か
、
い
ま
登
ろ
う
と
し
て
い
る
季
節
は
ど
ん
な
性
質
か
、
そ
し
て
登
る
山
の
高
さ
の
気
温
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
ろ
う

か
、
ま
た
登
る
日
を
加
え
て
の
天
候
の
概
況
は
ど
う
予
報
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
資
料
を
集
め
て
、
お
お
よ
そ
の
見
通
し
を
立
て
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
見
通
し
が
そ
の
ま
ま
す
毎
へ
て
的
中
す
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
え
な
い
ほ
ど
に
、
山
と
天
候
と
の
関
係
は
複
雑
で
変
化
が
多
い
と
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
詳
細
な
資
料
に
よ
る
見
通

し
の
心
構
え
が
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
変
化
に
対
応
す
る
の
に
大
き
な
あ
や
ま
ち
を
せ
ず
に
す
む
。
こ
の
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

山
で
の
行
動
の
判
断
も
、
し
だ
い
に
的
確
に
な
り
安
全
度
を
増
す
で
あ
ろ
う
。

山
と
季
節
と
の
関
係
は
、
さ
き
に
山
の
天
候
で
述
べ
た
よ
う
な
わ
が
国
の
気
象
状
態
か
ら
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
と
に
冬

季
北
西
風
を
う
け
る
日
本
海
側
お
よ
び
脊
梁
山
脈
は
、
い
わ
ゆ
る
豪
雪
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
多
量
の
降
雪
と
、
そ
の
積
雪
と
に
よ
っ
て
、
山

容
を
一
変
す
る
。
こ
の
期
間
の
山
で
は
き
び
し
い
寒
気
の
み
な
ら
ず
、
常
に
吹
雪
と
雪
崩
の
危
険
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
年
間

二
千
ミ
リ
の
降
水
量
の
あ
る
わ
が
国
は
、
山
で
は
も
っ
と
多
量
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
膨
大
な
雨
水
が
山
を
浸
食
し
て
、
地
形
を
急

峻
に
削
る
。
急
峻
な
山
腹
に
多
量
の
降
雪
が
あ
れ
ば
雪
崩
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
積
雪
期
の
山
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
雪
崩
の
危
険
が
あ
り
、

こ
と
に
沢
筋
は
雪
崩
の
集
ま
る
と
こ
ろ
と
い
う
も
過
言
で
な
い
。
雪
崩
の
特
性
も
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
積
雪
期
の
登
山
は
、
雪
崩
の
危

険
の
な
い
ル
ー
ト
以
外
は
な
す
雫
へ
き
で
な
い
。

ま
た
積
雪
期
の
天
候
の
悪
い
こ
と
は
、
強
い
吹
雪
が
幾
日
も
続
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
安
易
に
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

登
山
用
の
食
糧
や
装
備
が
発
達
し
た
と
は
い
え
、
た
と
え
完
全
な
も
の
を
用
意
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
冬
山
の
危
険
が
稀
薄
に
な
る
も
の

（12）



山岳十話

山
と
天
候
を
語
っ
た
が
、
こ
の
自
然
の
理
法
を
よ
く
知
っ
て
、
こ
れ
に
従
い
慎
重
に
適
応
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
力
量
を
知
る
第
一
歩

と
思
わ
れ
る
。
常
識
と
し
て
気
温
は
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
を
増
す
ご
と
に
○
・
五
か
ら
○
・
六
度
く
ら
い
低
減
す
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た
体

感
温
度
と
い
っ
て
体
に
感
ず
る
温
度
を
い
う
が
、
風
速
一
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
一
度
低
減
す
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
目
算
だ
け
で
も
、
夏
四

千
メ
ー
ト
ル
近
い
富
士
に
登
る
に
、
木
綿
の
シ
ャ
ツ
一
枚
で
は
不
適
当
な
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
登
山
の
と
き
は
、
ま
ず

心
を
重
く
装
う
て
、
い
か
に
し
た
な
ら
適
応
し
て
十
分
に
活
動
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
所
で
は
高
度
馴
化
を
行
な
っ
て
体
を
適
応
さ
せ
、
そ
れ
で
も
不
十
分
な
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
辺
に
達
す
れ
ば
、
酸
素

補
給
器
を
使
う
。
み
な
自
然
の
理
法
に
従
っ
た
考
え
で
あ
っ
て
、
装
備
も
食
糧
も
こ
の
見
地
か
ら
と
と
の
え
る
今
へ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
準
備
さ
れ
た
物
を
使
う
に
当
た
っ
て
、
当
人
は
登
山
に
適
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
、
私
は
ロ
ン
ド
ン
で

早
朝
、
公
園
を
重
い
ル
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
う
て
散
歩
す
る
老
人
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
夏
の
登
山
に
対
し
て
訓
練
し
て
い
る
と
語

っ
た
。
近
ご
ろ
は
身
体
訓
練
法
も
科
学
的
に
発
達
し
て
い
る
の
で
、
有
効
な
方
法
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
身
体
の
訓
練
に
よ
っ
て
体
力
を
増
強
す
る
と
同
時
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
気
力
で
あ
る
。
登
山
の
困
難
と
戦
う
と
い
う
こ
と

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
に
対
し
て
自
制
、
忍
耐
し
て
戦
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
最
終
段
階
に
は
体
力
以
上
に
気
力
が
自
ら
を
支
配
す
る

の
で
あ
る
。
単
独
で
登
山
す
る
人
も
あ
る
が
、
た
と
え
そ
の
人
の
力
量
が
す
ぐ
れ
て
お
っ
て
も
危
険
に
対
し
て
は
も
ろ
い
。
仲
間
同
士
で

で
は
な
く
、
も
し
そ
れ
に
あ
ま
り
大
き
な
安
全
感
を
寄
せ
る
な
ら
十
分
な
思
慮
を
欠
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

春
の
山
は
冬
山
の
延
長
で
あ
り
、
晩
秋
の
山
は
冬
山
の
始
ま
り
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
変
わ
り
や
す
い
天
候
と
冷
雨
に
た
た
か
れ
る
こ
と

が
多
く
、
不
完
全
な
装
備
で
は
危
険
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
わ
が
国
で
は
梅
雨
明
け
か
ら
台
風
前
の
期
間
が
登
山
に
適
す
る
と
い
え

よ
う
。

七
、
安
全
な
登
山
の
た
め
に
そ
の
二

（13）



チ
ー
ム
で
行
動
す
る
に
し
く
は
な
い
。
チ
ー
ム
で
は
リ
ー
ダ
ー
の
力
量
、
能
力
が
他
よ
り
す
ぐ
れ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
は
い
つ
も
自
分
の
経
験
や
知
識
を
謙
虚
に
内
省
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
機
に
臨
ん
で
退
く
こ
と
を
知
る

も
の
は
、
よ
き
登
山
者
と
い
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
古
い
山
岳
会
で
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
山
岳
会
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
の
会
で
は
登
山
事
故
防
止
の
た
め
に
、
幾
段
階
か
の
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
と
資
格
と
を
定
め
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
日
本
山
岳
会
が
、
こ
の
数
年
来
、
文
部
省
援
助
の
下
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
訓
練
を

実
行
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
指
導
を
長
く
広
く
継
続
さ
れ
ん
こ
と
が
望
ま
し
い
。

参
考
ま
で
に
統
計
は
少
し
古
い
が
、
登
山
事
故
の
例
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。
気
象
庁
奥
山
技
官
の
昭
和
二
十
六
年
一
月
か
ら
三
十
一
年

十
二
月
に
い
た
る
調
査
資
料
に
よ
れ
ば
、
件
数
二
○
一
、
う
ち
北
ア
ル
プ
ス
五
五
、
谷
川
四
六
、
南
・
中
ア
ル
プ
ス
二
○
、
富
士
山
一
九
、

丹
沢
一
二
な
ど
。
こ
れ
が
月
別
は
、
七
月
五
二
、
五
、
八
月
二
六
、
十
一
月
一
八
、
三
月
一
五
な
ど
。
原
因
別
は
、
転
落
五
六
、
墜
落
四

一
、
吹
雪
一
三
、
冷
雨
二
九
、
雪
崩
一
五
、
暴
風
雨
九
な
ど
。
ま
た
警
察
庁
警
備
局
の
調
査
に
よ
る
昭
和
三
十
四
年
の
遭
難
事
故
は
件
数

二
五
二
、
う
ち
死
者
一
三
四
、
負
傷
者
一
○
七
、
行
方
不
明
二
・
死
者
の
う
ち
転
落
死
六
八
、
天
候
急
変
に
よ
る
疲
労
死
三
七
。
月
別

は
、
五
月
三
四
、
七
月
三
三
、
八
月
三
二
、
十
一
月
二
六
、
三
月
二
五
、
十
月
二
五
、
一
月
一
九
、
四
月
一
七
、
十
二
月
一
五
、
九
月
一

五
月
三
四
、
七
月
三
三
、

右
両
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
四
年
に
い
た
る
三
カ
年
間
に
遭
難
事
故
は
六
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
一
九
四
七
年
か
ら
五
八
年
に
い
た
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
遭
難
事
故
二
九
四
、
う
ち
死
者
一
二
、
負
傷
者
一
八
三
、

事
故
場
所
は
死
者
が
岩
場
八
五
、
雪
上
二
九
、
負
傷
者
は
岩
場
二
二
、
雪
上
六
八
、
経
験
の
有
無
で
は
初
心
者
が
死
者
六
二
、
負
傷
者

六
三
、
中
級
者
が
死
者
一
三
、
負
傷
者
四
三
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
死
者
二
、
負
傷
者
一
三
、
不
明
が
死
者
一
六
、
負
傷
者
四
六
と
な
っ

て
お
り
、
年
齢
別
に
は
二
十
’
二
十
四
才
ま
で
が
最
高
で
、
こ
れ
と
十
五
’
十
九
才
ま
で
の
遭
難
者
は
全
遭
難
者
の
五
割
を
越
え
る
と
伝

え
て
い
る
。
い
ず
れ
の
調
査
も
取
材
点
に
相
違
が
あ
る
が
、
事
故
発
生
の
多
い
月
と
か
場
所
と
か
原
因
に
つ
い
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多

三は
、 、

二
月
三
と
な
っ
て
い
る
。
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山岳十話

修
験
者
の
修
行
し
た
山
に
は
、
い
に
し
え
か
ら
登
山
道
も
宿
泊
所
の
坊
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
は
山
々
を
結
ぶ
道
も
な

く
、
ま
た
山
小
屋
も
な
く
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
ご
ろ
ま
で
は
、
登
山
者
は
地
理
に
明
る
い
猟
師
を
案
内
人
と
し
た
も
の
で
る
。
林

道
も
奥
深
く
ま
で
は
い
っ
て
お
ら
ず
溪
谷
の
源
流
や
尾
根
筋
は
、
林
道
に
は
用
の
な
い
地
域
で
あ
っ
た
。
た
だ
猟
師
だ
け
が
、
カ
モ
シ
カ

（
当
時
は
禁
猟
の
保
護
は
な
か
っ
た
）
や
ク
マ
を
追
い
岩
魚
を
求
め
て
山
と
い
わ
ず
谷
と
い
わ
ず
、
よ
く
歩
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
初
期
の
山
案
内
人
の
功
績
は
大
き
く
、
隠
れ
た
先
駆
者
と
い
え
よ
う
。

当
時
の
す
ぐ
れ
た
案
内
人
は
み
な
猟
師
で
あ
っ
た
。
北
ア
ル
プ
ス
に
は
、
上
高
地
の
上
条
嘉
門
次
、
大
町
の
大
西
又
吉
、
伝
刀
林
蔵
、

芦
峅
の
佐
伯
平
蔵
、
宇
治
長
次
郎
、
ま
た
そ
の
後
に
続
く
も
の
と
し
て
上
高
地
に
は
嘉
門
次
の
セ
ガ
レ
嘉
与
吉
、
内
野
常
次
郎
、
芦
峅
の

佐
伯
栄
作
、
宗
作
兄
弟
、
佐
伯
八
郎
、
志
鷹
光
次
郎
、
佐
伯
福
松
、
佐
伯
文
蔵
、
佐
伯
利
雄
、
中
尾
や
蒲
田
に
松
井
憲
三
、
今
田
重
太

郎
、
中
畠
政
太
郎
な
ど
が
い
た
。
し
か
し
こ
の
二
代
目
の
こ
ろ
に
な
る
と
山
案
内
と
猟
と
を
兼
ね
た
職
業
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら

が
山
を
歩
い
た
の
は
、
晩
春
、
ク
マ
が
冬
ご
も
り
か
ら
出
る
と
き
か
ら
晩
秋
、
積
雪
の
深
く
な
る
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。

私
は
前
に
述
寺
へ
た
人
々
の
う
ち
、
長
次
郎
だ
け
は
知
ら
な
い
が
、
あ
と
は
ど
の
案
内
人
と
も
行
を
と
も
に
し
て
知
っ
て
い
る
。
実
に
彼

ら
は
よ
く
山
を
知
っ
て
い
た
。
方
向
を
測
定
す
る
に
し
て
も
、
徒
渉
の
浅
瀬
を
探
る
に
し
て
も
、
露
営
地
の
選
定
に
し
て
も
、
天
候
の
予

想
に
し
て
も
、
す
べ
て
豊
富
な
経
験
か
ら
く
る
鋭
い
勘
を
も
っ
て
い
た
。
今
日
の
登
山
道
は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
、
彼
ら
が
猟
の
た
め
に
歩

ま
っ
た
く
不
安
の
な
い
登
山
は
望
み
が
た
い
と
し
て
も
、
登
山
者
は
事
故
防
止
に
心
を
い
た
す
寺
へ
く
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
社
会
的
義

務
と
も
思
う
。
安
全
な
登
山
は
、
山
と
天
候
の
自
然
的
要
素
に
対
し
て
登
る
も
の
の
力
量
が
、
余
裕
あ
る
と
き
に
の
み
望
み
う
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。

V、
0

八
、
案
内
人
の
面
影
そ
の
一
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い
た
道
筋
に
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
か
ろ
う
。
た
だ
上
高
地
か
ら
槍
へ
行
く
梓
川
に
沿
う
道
は
、
後
年
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
十
数
回
も
徒
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
山
案
内
人
の
面
影
を
い
ま
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
嘉
門
次
を
通
し
て
語
っ
て
み
た
い
。
嘉
門
次
は
島
々
の
自
宅
で
な
く
な
っ
た

が
、
死
の
床
に
つ
く
ま
で
は
生
涯
、
上
高
地
に
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
た
。
茶
か
っ
色
の
し
ば
犬
を
一
頭
飼
っ
て
い
た
が
、
他
人
に
な
つ

か
な
い
け
わ
し
い
犬
で
、
冬
の
夜
も
屋
外
に
寝
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
年
、
立
山
温
泉
で
、
平
蔵
か
宗
作
の
し
ば
犬
が
朝
、
積
も
る

雪
の
中
か
ら
現
わ
れ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
猟
に
使
う
日
本
犬
は
み
な
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
三
年
の
夏
、
彼
と
前
穂
高

か
ら
奥
穂
高
、
北
穂
高
を
経
て
槍
、
三
俣
蓮
華
、
上
ノ
岳
、
薬
師
へ
と
縦
走
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
は
火
打
石
を
使
っ
て
い
た
。
当
時

の
案
内
人
は
み
な
煙
管
を
使
う
の
で
、
客
人
は
出
発
前
に
彼
ら
の
た
め
に
一
袋
の
キ
ザ
ミ
タ
バ
コ
を
用
意
す
る
慣
例
が
あ
っ
た
。
露
営
の

た
き
火
の
た
め
に
は
、
枯
れ
た
か
ん
ぱ
の
皮
と
付
木
と
を
湿
ら
ぬ
よ
う
油
紙
に
包
ん
で
も
っ
て
い
て
、
雨
の
中
で
も
生
木
を
じ
ょ
う
ず
に

燃
し
た
。
登
山
用
の
テ
ン
ト
は
そ
の
後
に
外
国
の
本
の
さ
し
絵
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
大
型
の
油
紙
を
ハ
イ
松
の
上

に
張
っ
て
、
そ
の
下
に
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
寝
た
。
雨
が
降
れ
ば
起
き
あ
が
っ
て
み
ん
な
で
油
紙
を
か
ぶ
っ
て
し
の
ぐ
の
で
あ
る
。

嘉
門
次
は
綿
入
れ
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
て
、
シ
リ
当
て
の
毛
皮
を
背
に
安
眠
し
て
い
た
。
彼
は
び
っ
こ
で
あ
っ
た
が
、
若
い
こ
ろ

ク
マ
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
穴
に
は
い
り
、
組
み
打
ち
に
な
っ
て
、
か
ま
れ
た
た
め
と
い
っ
て
い
た
。
前
穂
高
を
登
る
と
き
私
に
ネ
コ
の

よ
う
に
歩
け
と
教
え
た
。
踏
む
足
の
下
か
ら
小
石
で
も
け
落
と
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
だ
。
一
言
に
し
て
山
で
の
足
の
運
び
を
教
え

て
い
る
と
思
う
。
薬
師
頂
上
の
祠
に
ね
ん
ご
ろ
に
生
涯
の
猟
の
礼
を
述
寺
へ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
彼
の
最
後
の
登
山
と
な
っ
た
。
自
分
で
も

命
数
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

私
た
ち
が
薬
師
か
ら
再
び
太
郎
兵
衛
平
に
下
り
か
け
て
い
た
と
き
、
濃
霧
に
囲
ま
れ
て
視
界
が
ま
っ
た
く
き
か
な
く
な
っ
た
。
彼
は
腰

を
お
ろ
し
タ
バ
コ
を
吸
い
だ
し
た
。
私
の
催
促
な
ど
に
は
耳
を
か
さ
ず
、
小
一
時
間
も
す
わ
っ
て
い
た
が
霧
に
切
れ
間
が
現
わ
れ
る
と
、

北
か
ら
南
へ
歩
い
て
い
る
は
ず
の
も
の
が
、
逆
に
歩
い
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
老
い
の
影
の
濃
い
彼
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
勘
と
判

（16）
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戦
後
、
山
小
屋
の
施
設
や
登
山
道
の
開
発
な
ど
が
進
み
、
夏
な
ど
は
案
内
人
な
く
し
て
歩
け
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
。
一
に
は
装
備

や
技
術
が
良
く
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
雪
線
下
の
山
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
変
化
は
当
然
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
、
明
治
か
ら
大
正

へ
か
け
て
現
わ
れ
た
よ
う
な
、
山
案
内
人
の
花
々
し
い
時
代
は
再
び
見
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
山
で
の
探
検
的
登
山
時
代

は
遠
く
過
ぎ
去
っ
て
、
山
は
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
小
屋
は
で
き
、
道
は
整
っ
た
と
い
っ

て
も
、
山
は
い
ぜ
ん
と
し
て
深
く
、
天
候
は
変
わ
り
や
す
い
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
い
リ
ー
ダ
ー
を
欠
く
初
心
者
は
事
故
防
止
の
た
め
、
山

に
明
る
い
案
内
人
に
頼
る
寺
へ
き
で
あ
る
。
少
し
く
目
を
国
外
の
山
案
内
人
に
転
じ
て
み
よ
う
。

今
日
に
見
る
登
山
の
仕
方
は
、
百
年
ば
か
り
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
始
ま
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
未
踏
峰
に
向
か
っ
た
先

駆
者
た
ち
は
、
案
内
人
と
し
て
や
は
り
猟
師
を
求
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
内
人
た
ち
は
、
山
麓
に
住
ん
で
い
る
も
の
の
氷
雪
の
高
所
に

は
、
そ
れ
ま
で
は
縁
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
秘
境
に
ひ
と
た
び
そ
の
熱
情
を
傾
け
る
と
な
る
や
、
生
来
の
山
男

だ
け
に
、
険
難
な
登
山
を
こ
な
す
力
量
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
期
登
山
史
に
、
彼
ら
の
勇
敢
な
行
為
や
強
い
責
任
感
の
話
題
は
数

多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
山
の
高
さ
、
む
ず
か
し
さ
が
、
い
つ
ま
で
も
要
求
す
る
よ
う
に
、
こ
の
鍛
え
あ
げ
ら
れ
た
ア
ル
プ
ス
山

案
内
人
の
伝
統
は
今
日
に
続
い
て
い
る
。

ス
イ
ス
で
は
山
案
内
人
の
資
格
は
、
幾
段
階
か
の
国
家
試
験
を
合
格
し
て
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
生
命
の
危
険
を
と
も
な
う
高
所

の
登
山
に
対
し
て
、
十
分
の
技
量
を
も
ち
、
責
任
を
担
う
だ
け
の
資
格
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
確
固
た

る
信
念
を
も
っ
て
お
っ
て
、
未
熟
な
登
山
者
の
過
当
な
山
へ
の
誘
い
を
受
け
た
り
、
悪
天
候
を
お
か
し
て
登
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

断
と
は
さ
え
ざ
え
と
し
て
い
た
。
彼
は
私
の
す
す
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
里
に
出
る
の
は
イ
ヤ
だ
と
い
っ
て
、
ひ
と
り
山
道
を
上
高
地
に

帰
っ
て
行
っ
た
。

九
、
案
内
人
の
面
影
そ
の
二
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私
の
ス
イ
ス
に
行
っ
た
の
は
一
九
一
九
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
育
っ
て
き
た
わ
が
国
の
山
と
は
全
く
様
相
を
異
に
す
る
ア
ル
プ
ス
に

面
し
て
、
氷
雪
の
技
術
と
か
、
岩
登
り
の
方
法
な
ど
を
初
歩
か
ら
習
っ
た
。
わ
が
国
に
は
、
ま
だ
そ
の
技
術
も
用
具
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
私
は
ア
ル
プ
ス
を
し
だ
い
に
体
験
と
し
て
納
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
氷
雪
の
山
に
向
か
っ
た
。

私
の
知
っ
た
案
内
人
た
ち
は
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
村
の
ア
マ
タ
ー
、
フ
リ
ッ
ッ
・
ス
ト
イ
リ
、
エ
ミ
ー
ル
・
ス
ト
イ
リ
、
プ
ラ
バ
ン

ド
、
サ
ン
ク
ト
・
一
ヨ
ラ
ウ
ス
村
の
ク
ニ
ウ
今
ヘ
ル
、
数
年
後
に
カ
ナ
ダ
で
知
っ
た
グ
シ
ュ
タ
ー
ト
村
の
フ
ー
レ
ル
に
マ
イ
リ
ン
ゲ
ン
村
の

コ
ー
レ
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
当
時
、
登
山
界
に
名
を
知
ら
れ
た
そ
う
そ
う
た
る
連
中
で
あ
っ
た
。

ア
マ
タ
ー
は
、
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
の
初
登
肇
を
生
涯
の
念
願
と
し
て
執
心
し
、
フ
リ
ッ
ッ
・
ス
ト
イ
リ
は
が
ん
じ
ょ
う
な
体
躯
で
、
ど

ん
な
緊
張
す
る
よ
う
な
場
面
で
も
パ
イ
プ
を
口
か
ら
離
し
た
こ
と
は
な
く
、
ブ
ラ
等
ハ
ン
ド
は
長
身
美
男
の
村
の
小
学
校
の
先
生
で
あ
っ
た
。

ス
ト
イ
リ
は
牛
、
ブ
ラ
バ
ン
ド
は
キ
リ
ン
、
小
柄
な
私
は
山
羊
と
い
う
の
が
三
人
の
間
の
ア
ダ
名
で
あ
っ
た
。
エ
ミ
ー
ル
・
ス
ト
ィ
リ

は
、
冗
談
を
と
ば
し
な
が
ら
、
メ
ン
ヒ
の
氷
壁
に
、
彼
の
考
案
に
な
る
大
型
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
る
ほ
ど
の
名
人
で
あ
る
。
ク
ニ
ゥ
、
ヘ
ル
は

岩
登
り
の
名
手
で
、
底
抜
け
に
陽
気
で
元
気
な
人
柄
は
人
々
に
好
か
れ
た
。
フ
ー
レ
ル
と
コ
ー
レ
ル
は
私
た
ち
が
カ
ナ
ダ
の
マ
ウ
ン
ト
・

ア
ル
等
ハ
ー
タ
に
登
っ
た
と
き
、
同
国
鉄
に
招
か
れ
て
ジ
ャ
ス
パ
ー
に
来
て
お
っ
た
の
を
、
私
の
誘
い
を
受
け
て
一
行
に
加
わ
っ
た
。
フ
ー

レ
ル
は
そ
の
こ
ろ
す
で
に
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
ブ
ル
ー
ス
隊
長
に
と
も
な
わ
れ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
っ
た
経
験
を
も
っ
て
い
た
が
、
口
数

の
少
な
い
温
厚
な
人
で
あ
っ
た
。
コ
ー
レ
ル
は
彼
の
弟
子
で
、
同
じ
よ
う
に
温
和
な
人
で
あ
る
が
、
と
も
に
山
で
は
す
ば
ら
し
い
働
き
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
に
、
高
所
の
荷
揚
げ
に
使
う
シ
ェ
ル
パ
が
あ
る
。
彼
ら
は
心
か
ら
の
山
好
き
で
み
ご
と
な
協
力
者
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
将
来
は
重
装
備
を
要
し
な
い
登
山
の
案
内
人
に
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
。
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
は
私
た
ち
の
隊
の
シ
ェ
ル
パ
頭
で
あ
っ

た
。
温
和
で
周
密
な
彼
が
、
部
下
お
よ
び
四
百
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
使
う
手
腕
は
絶
賛
に
値
し
た
。
私
は
多
く
の
山
の
人
々
と
交
わ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
み
な
山
で
苦
楽
を
と
も
に
し
た
私
の
師
匠
で
あ
り
、
心
の
友
で
も
あ
る
。

し
た
。

（18）



山岳十話

し
か
る
に
戦
後
わ
が
国
登
山
隊
の
海
外
遠
征
の
盛
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
二
年
、
マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊
に
は
じ
ま
っ
て
十
カ
年
間

に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
か
っ
た
登
山
隊
お
よ
び
科
学
調
査
隊
は
三
十
組
を
越
え
、
初
登
頂
の
山
は
十
指
に
余
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
他
に
ア
ン
デ

ス
に
向
か
う
隊
も
年
を
か
さ
ね
、
そ
の
初
登
頂
の
山
も
十
指
に
近
い
。
婦
人
だ
け
に
よ
る
隊
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ

て
い
る
。
こ
の
盛
ん
な
海
外
登
山
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国
登
山
人
口
四
百
万
と
い
わ
れ
る
山
岳
愛
好
の
基
盤
と
、
そ
の
支
援
と
に

よ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
世
界
第
一
級
の
登
山
国
に
伍
し
て
い
る
。
不
遇
な
河
口
師
の
時
代
に
比
寺
へ
最
近
十
カ
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
の

知
識
、
経
験
と
興
味
の
増
大
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
顧
み
る
に
、
こ
の
進
展
は
偶
然
の
こ
と
で
は
な
く
い
ま
か
ら
四
十
年
ほ
ど
前
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
熱
情
と
、
そ
れ
に
必
要
な
訓

前
ま
で
の
経
過
で
あ
っ
た

日
本
人
と
し
て
、
は
じ
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峠
を
越
え
た
の
は
河
口
慧
海
で
あ
る
。
一
九
○
○
年
夏
、
テ
ィ
ー
ゼ
・
ラ
を
越
え
て
、
チ
等
ヘ

ッ
ト
に
は
い
っ
た
と
き
で
あ
る
。
師
が
第
二
回
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
行
か
ら
帰
ら
れ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
西
蔵
旅
行
記
に
感
激
し
て
お
っ
た
私

は
、
い
ろ
い
ろ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
た
が
、
一
部
の
人
の
無
理
解
を
言
外
に
嘆
い
て
お
ら
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
当

時
、
わ
が
国
の
人
に
と
っ
て
は
、
チ
や
ヘ
ッ
ト
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
、
ま
っ
た
く
の
秘
境
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
一
九
○
八
年
橘
瑞
超
、
野
村
栄
三
郎
の
カ
ラ
コ
ル
ム
越
え
、
一
九
三
一
年
青
木
文
教
の
チ
寺
ヘ
ッ
ト
入
り
、
一
九
一
三

年
多
田
等
観
の
ブ
ー
タ
ン
か
ら
チ
や
ヘ
ッ
ト
入
り
、
一
九
一
八
年
鹿
子
木
員
信
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
偵
察
に
い
た
っ
て
、
は
じ
め
て
目

は
ヒ
マ
ラ
ャ
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
。
一
九
二
七
年
長
谷
川
伝
次
郎
の
カ
イ
ラ
ス
巡
礼
と
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
偵
察
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

風
物
を
み
ご
と
な
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
一
九
三
○
年
三
田
幸
夫
の
ク
ル
地
方
の
冬
季
登
山
に
つ
づ
き
、
一
九
三
六
年
、
堀
田
弥
一
を

隊
長
と
す
る
立
教
大
学
登
山
隊
は
、
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
登
山
と
し
て
、
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
以
上
が
今
次
大
戦

＋
、
山
へ
の
想
念
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練
と
を
積
み
上
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
多
い
登
山
隊
は
、
み
な
未
踏
峰
の
登
頂
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
成
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
登
山
を
十
分
に
味
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
味
わ
い
方
に
つ
い
て
思
い
出
す
の
は
一

九
二
六
年
夏
、
秩
父
宮
様
が
ア
ル
プ
ス
に
登
ら
れ
た
と
き
、
ス
イ
ス
の
山
村
に
ま
で
来
て
、
気
を
配
ら
れ
て
い
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
が
、

私
た
ち
一
行
が
元
気
で
愉
快
そ
う
に
山
か
ら
下
り
て
く
る
の
を
迎
え
て
、
日
本
人
の
登
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
ち
が
う
よ
う
だ
。
少
し

も
苦
労
を
感
じ
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
禅
の
影
響
と
思
う
と
私
に
い
わ
れ
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
は
人
も
知
る
日
本
ア
ル
プ
ス
の
先

駆
者
で
あ
り
、
ま
た
日
本
を
よ
く
知
る
英
国
宣
教
師
で
あ
っ
た
。
私
は
も
と
よ
り
、
失
礼
な
が
ら
宮
様
も
他
の
仲
間
も
、
禅
に
悟
り
を
開

い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
何
が
ウ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
に
、
そ
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
頂
の
ハ
ン
ト
隊
長
の
手
記
に
「
未
踏
の
地
に
達
す
る
可
能
性
、
た
だ
地
球
上
の
最
高
地
点
と
い
う
単
純
な
事
実
Ｉ

こ
の
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
を
駆
り
立
て
る
。
問
題
は
一
切
の
く
だ
ら
ぬ
比
較
を
超
越
し
た
も
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
も
、
ま
た
個
人
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
山
の
挑
戦
が
あ
っ
た
。
他
の
一
切
を
捨
て
て
こ
れ

に
応
じ
よ
う
」
と
。
ま
た
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
オ
十
一
世
（
一
八
五
七
’
一
九
三
九
）
は
有
名
な
登
山
家
で
あ
っ
た
が
「
私
は
高
い
山
頂
に
立

つ
た
び
ご
と
に
、
そ
れ
は
自
分
が
困
難
辛
苦
を
克
服
し
た
と
い
う
よ
ろ
こ
び
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
高
き
に
登
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

歩
前
進
し
神
に
近
づ
く
こ
と
を
得
た
と
い
う
感
に
浸
り
、
ま
っ
た
く
世
俗
的
な
一
切
の
幸
、
不
幸
か
ら
超
越
し
て
精
神
の
深
み
よ
り
わ
き

お
こ
る
と
こ
ろ
の
生
そ
の
も
の
へ
の
歓
び
を
覚
え
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
登
山
魂
は
深
く
か
つ
尊
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
う
一
つ
の
魂
、
そ
れ
は
自
分
は
自
然
と
別
個
の
存
在
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
一
つ
に
生
き
る
こ
と
の
し
あ
わ
せ
を
覚
え
る
も

の
が
私
た
ち
に
あ
る
。
あ
る
い
は
あ
ま
り
に
情
緒
的
、
直
観
的
、
非
合
理
的
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
の
精
神
的
風
土
と

も
い
う
や
へ
き
も
の
の
う
ち
に
育
ま
れ
た
こ
の
よ
う
な
ふ
ん
い
気
が
、
登
山
に
も
現
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
お
わ
り
）

（
附
記
）
本
稿
は
昭
和
三
十
七
年
七
月
下
旬
、
十
回
に
わ
た
っ
て
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌
へ
の
転
載
に
あ
た
り
、
こ
こ
ろ
よ
く
承
諾
さ
れ
た
槙

氏
及
び
毎
日
新
聞
社
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
す
る
。
（
編
者
）
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コルディエラ・ブランカとアポロバンバ

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
人
に
も
一
生
に
少
な
く
と
も
一
度
は
、
つ
く
れ
ば
や
っ
て
く
る
も
の
と
見
え
る
。
コ
ル
デ
ィ
ェ
ラ
・

ブ
ラ
ン
カ
合
○
己
筐
の
国
里
色
目
８
）
白
い
山
脈
）
の
プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰
亀
口
８
三
Ｈ
８
ｚ
ｏ
風
①
》
ｇ
ｇ
Ｂ
ケ
チ
ュ
ァ
語
で
〃
赤
い
山
″
）
に
し
ろ
、

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ア
ポ
ロ
バ
ン
パ
（
９
己
屋
の
国
少
冒
さ
宮
日
冨
ゞ
〃
太
陽
神
の
宿
駅
”
）
の
南
部
に
位
す
る
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
領
内
の
プ
プ
ャ
山
群

亀
匡
冒
冒
》
ケ
チ
ュ
ア
語
の
プ
ュ
プ
ュ
即
ち
〃
黒
雲
の
巨
塊
″
か
ら
の
転
化
か
）
に
し
ろ
、
前
者
は
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
に
残
さ
れ
た
六
○
○
○

メ
ー
ト
ル
以
上
の
最
後
の
処
女
峰
で
あ
り
、
後
者
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ン
（
処
女
峰
）
を
数
多
く
持
っ
た
、
全
く
の
未
踏
査
地
域
。
今
時
こ
ん
な
願

っ
て
も
な
い
よ
う
な
場
所
が
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
残
さ
れ
て
い
た
と
は
本
当
に
夢
み
た
い
な
話
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
う
事
実
を
私
に
直
接
教
え
て
く
れ
た
の
は
次
の
二
冊
の
本
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
白
馬
シ
日
凰
３
口
シ
言
冒
の

］
ｏ
日
自
己
．
巳
ｇ
ｏ
こ
の
中
に
困
胃
ぐ
ｇ
ｚ
・
国
斡
５
の
書
い
た
震
ｚ
①
ぐ
＆
・
國
呂
三
門
８
こ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
今
度
の
わ
れ
わ
れ
の

プ
カ
ヒ
ル
カ
行
に
つ
い
て
大
変
な
世
話
に
な
っ
た
ニ
ッ
ク
・
ク
リ
ン
チ
（
畠
８
富
国
．
Ｑ
旨
ｇ
）
は
、
こ
の
遠
征
隊
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
と
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ

川
Ⅱ
Ⅱ
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
の
山
へ
Ｉ

＝ヒ
ロ

沢

一一一

郎

（21）



プ
カ
ヒ
ル
カ
山
群
の
命
名
法
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ッ
ッ
の
描
い
た
概
念
図
に
お
い
て
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
厚
君
旨
評
言
①
国
閂
）
が
一
九

三
六
年
に
た
っ
た
一
人
で
登
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
南
峰
（
六
○
四
○
メ
ー
ト
ル
）
が
無
名
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
南
、
中
、
北
峰
が
一
つ

ず
つ
上
に
ず
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
ク
リ
ン
チ
の
説
明
に
よ
る
と
、
彼
等
が
行
っ
た
時
（
一
九
五
五
年
）
に
は
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
登
っ
た

と
い
う
南
峰
が
見
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
の
途
中
で
も
天
気
が
悪
く
、
あ
の
堂
々
た
る
南
峰
を
全
然
見
て
い
な

い
。
余
程
運
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
リ
ン
チ
の
住
ん
で
い
た
バ
ー
ク
レ
ー
ａ
①
烏
堅
ｇ
・
○
色
匡
○
日
旨
）
で
、
彼
に
彼
等
の
見
な
い
南

峰
の
写
真
を
見
せ
た
ら
、
非
常
に
驚
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
私
に
く
れ
た
一
九
六
一
年
の
Ａ
Ａ
Ｊ
に
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ッ
の
釦

り
は
覚
え
て
い
な
い
。
多
分
カ
ラ
ー

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

プ
ラ
ッ
ッ
の
報

Ａ
Ａ
Ｃ
で
「
遠
征
」
関
係
事
務
を
担
当
（
一
九
六
一
年
）
し
て
い
る
ア
ダ
ム
ス
・
カ
ー
タ
ー
田
．
シ
忌
日
如
○
胃
厨
Ｈ
）
か
ら
そ
の
後
、
Ａ

Ａ
Ｊ
に
簡
単
な
報
告
を
出
し
て
く
れ
と
の
依
頼
が
来
た
が
、
そ
の
中
で
プ
ラ
ッ
ッ
隊
の
登
っ
た
（
但
し
真
の
頂
上
に
は
立
っ
て
い
な
い
。
然
し
特
徴

あ
る
あ
の
雪
庇
の
頂
下
二
○
フ
ィ
ー
ト
ま
で
行
っ
た
か
ら
、
真
の
頂
上
よ
り
は
高
い
と
い
っ
て
い
る
。
）
峰
を
ア
メ
リ
カ
ン
ス
・
ピ
ー
ク
（
シ
日
凰
８
口
の
ゞ
崩
禺
）

と
書
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
世
話
に
な
っ
た
ク
リ
ン
チ
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
れ
を
ク
リ
ン
チ
峰
と
名
づ
け
て
い
た
が
、
や
は
り
カ
ー

タ
ー
の
い
う
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
プ
ラ
ッ
ッ
の
書
い
て
い
る
山
名
（
Ａ
Ａ
Ｊ
、
一
九
五
六
）
は
、
ア
ン
ヘ
レ
ス
峰
以
外
全
部
訂
正
せ

る
0

ら
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
○
口
ｍ
Ｈ
ｍ
詳
巨
二
四
丘
（
）
口
、
○
自
由
］

勺
匡
ｏ
昏
胃
８
℃
ｚ
旨
汽
Ｑ
旨
呂
．

●

艀
胃
号
閂
麗
）
乞
臼
ｌ
刃
の
の
ｇ
風
さ
匡
旨
。
国
。
の
臣
３
国
ｇ
ｏ
目
・
日
冨
弓
胃
２
巳
。
目
旨
留
巨
国
自
。
扇
８
．
国
の
四
目
２

●

旨
召
自
己
胃
旨
易
○
自
由
日
侭
目
鄙
８
昌
少
昌
号
幽
国
①
×
で
＆
匿
○
旨
閏
丘
昏
吋
日
鳥
冒
ｍ
含
言
苛
降
尉
ｏ
①
貝
良
計
言
脂
順
降
鳫
ｚ
日
昏

告
の
中
で
六
番
目
に
出
て
来
る
名
前
の
人
の
と
こ
ろ
に
、
何
故
照
会
を
出
し
た
の
か
、
こ
れ
は
暗
き

。
多
分
カ
ラ
コ
ル
ム
の
マ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
東
峰
に
つ
い
て
の
問
合
せ
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
二
人
の
間
に
手
紙
の
往
復
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プランカとアポロパンバコルディエラ

ク
リ
ン
チ
達
は
北
峰
へ
行
こ
う
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
峰
の
西
面
を
覗
っ
た
が
、
こ
れ
は
問
題
外
。
然
し
急
斜
面
を
ア
メ
リ
カ
人
峰
の
東

稜
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
そ
れ
を
頂
上
ま
で
つ
め
、
そ
こ
か
ら
急
傾
斜
の
氷
壁
を
コ
ル
に
下
っ
て
北
峰
に
登
る
と
い
う
こ
と
の
可
能
性
を
発

見
し
た
（
だ
が
事
実
は
、
こ
れ
も
相
当
な
も
の
で
あ
る
）
・
そ
れ
に
は
も
う
一
つ
こ
の
コ
ル
に
テ
ン
ト
を
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
食
糧
も
残
り
少
な

く
な
り
、
そ
れ
を
や
り
と
げ
る
に
は
不
充
分
、
そ
し
て
…
…
号
の
旨
①
ぐ
①
ご
○
ロ
①
Ｈ
①
白
目
＆
８
９
日
己
目
〕
－
２
ａ
侭
ｚ
日
岳
習
８
三
局
８

昏
吋
昏
日
筍
①
の
恩
＆
目
。
ロ
の
．
と
ま
あ
こ
う
い
う
次
第
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
に
は
ラ
ン
や
ヘ
ー
ル
（
困
畠
日
○
且
冒
日
冨
風
）
の
率
い
る
瑞
仏
隊
が
中
央
峰
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
実
際
は
も
う
少
し
低
い
と
思
わ

れ
る
）
を
狙
い
、
ケ
ブ
ラ
ダ
・
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
（
ｐ
巨
号
恩
烏
ｇ
邑
冨
９
局
〃
谷
〃
）
経
由
で
や
っ
て
来
た
。
隊
員
の
中
に
は
偶
然
に
も
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
（
○
冒
○
旨
・
曽
麗
日
）
で
一
緒
に
死
ん
だ
（
一
九
五
九
年
）
ク
ロ
ー
ド
・
コ
ー
ガ
ン
（
Ｑ
色
昌
の
【
○
鴇
ロ
）
と

、
ヘ
ル
ギ
ー
人
の
ス
ト
ラ
ッ
テ
ン
（
Ｑ
四
且
冒
①
く
色
ａ
関
野
国
茸
ｇ
）
の
名
も
見
え
る
。

彼
等
は
ワ
ラ
ス
（
四
目
胃
尉
〕
〃
偉
大
な
る
夜
明
け
〃
と
い
う
意
味
）
か
ら
リ
オ
・
サ
ン
タ
（
四
○
腰
冒
邑
を
下
り
、
カ
ラ
ス
（
ｏ
胃
幽
の
）
よ
り

サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
溪
谷
を
遡
り
、
プ
ン
タ
・
ウ
ニ
オ
ン
（
酉
旨
冨
ご
己
。
口
》
ミ
ｇ
日
・
峠
）
の
下
に
Ｂ
Ｃ
（
筐
匡
日
）
、
四
日
後
に
峻
峰
タ

ウ
イ
ラ
フ
ー
（
弓
四
邑
冒
言
ゞ
畠
ｇ
日
）
の
氷
河
末
端
の
堆
石
上
に
Ｃ
Ｉ
（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、
そ
れ
か
ら
プ
カ
ヒ
ル
カ
山
群
と
タ
ゥ
イ
ラ

フ
ー
の
間
の
コ
ル
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
巨
大
な
氷
河
上
の
雪
原
を
横
断
し
、
中
央
峰
南
面
直
下
に
Ｃ
Ⅱ
（
五
三
九
四
メ
ー
ト
ル
）
を

建
設
し
た
。

は
じ
め
は
東
稜
が
容
易
に
思
わ
れ
た
の
で
こ
れ
に
と
り
つ
い
た
が
、
雪
が
悪
く
数
日
後
に
放
棄
、
今
度
は
西
稜
（
む
し
ろ
南
稜
か
）
へ
の

び
上
っ
て
い
る
南
東
支
稜
を
攻
撃
し
、
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
と
闘
い
、
一
日
の
ビ
バ
ー
ク
の
後
漸
く
西
稜
に
出
た
。
最
初
は
い
け
る

と
思
え
た
が
、
頂
上
か
ら
四
、
五
○
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
大
き
な
ク
レ
バ
ス
に
ぶ
つ
か
り
（
稜
線
上
に
大
小
の
ク
レ
雫
ハ
ス
が
あ
る
の
が
、
・
ヘ
ル

１
ア
ン
デ
ス
の
特
徴
の
一
つ
）
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
も
乗
り
こ
え
ら
れ
ず
、
遂
に
退
却
と
決
っ
た
。

プ
カ
ヒ
ル
カ
の
中
央
峰
は
、
懸
垂
氷
河
が
山
頂
に
お
か
れ
た
よ
う
に
大
き
な
氷
塔
か
ら
出
来
て
い
る
（
南
緯
八
度
五
○
分
の
氷
雪
の
特
質
に
ょ

（23）



る
）
。
二
週
間
早
か
っ
た
ら
雪
橋
に
よ
り
通
過
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

二
度
目
の
中
央
峰
攻
撃
は
イ
タ
リ
ー
の
今
へ
ル
ガ
モ
隊
（
ｇ
＆
嵐
○
口
①
呼
侭
煙
日
用
８
）
隊
長
は
Ｂ
・
ベ
ル
レ
ン
デ
ィ
印
目
。
国
旦
①
昌
昌
）
が
一
九

六
○
年
に
行
っ
た
。
ル
ー
ト
は
大
体
ラ
ン
寺
ヘ
ー
ル
隊
と
同
じ
。
但
し
Ｂ
Ｃ
は
瑞
仏
隊
の
Ｃ
Ｉ
の
地
点
。
Ｃ
Ｉ
が
コ
ル
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、

Ｃ
Ⅱ
は
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
（
瑞
仏
隊
の
最
高
Ｃ
と
同
じ
）
。
Ｃ
Ⅲ
は
西
稜
上
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
に
設
置
し
て
、
そ
こ
か
ら
頂
上
攻
撃
も
行
っ

た
。
然
し
オ
ー
、
ハ
ー
ハ
ン
グ
に
近
い
深
い
雪
壁
に
阻
ま
れ
、
頂
下
二
○
メ
ー
ト
ル
に
し
て
涙
を
呑
ん
だ
。
そ
れ
で
も
瑞
仏
隊
よ
り
は
三
○

メ
ー
ト
ル
高
く
登
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
攻
撃
隊
は
○
巴
侭
昌
》
團
吋
冒
色
〕
酉
一
○
巳
・
記
○
ｍ
ｍ
の
昼
の
四
名
か
ら
な
っ
て
い
た
。
（
Ｑ
号

と
宮
口
○
岸
四
冒
旨
○
〉
《
《
四
ぐ
騎
冨
冒
の
ご
豊
①
ご
》
ぐ
ｇ
、
伊
悶
旨
閣
・
Ｚ
・
宇
鈩
ら
ｇ
）

最
後
が
一
九
六
一
年
、
山
名
の
不
明
確
な
こ
と
か
ら
一
橋
隊
と
は
競
合
の
形
と
な
っ
た
が
、
実
際
は
別
々
の
峰
で
あ
っ
た
。

詳
細
は
ま
だ
不
明
だ
が
ト
リ
ー
ノ
か
ら
来
た
イ
タ
リ
ー
隊
で
、
隊
長
は
ジ
ウ
ゼ
ッ
・
へ
．
デ
ィ
オ
ニ
シ
ー
（
⑦
旨
の
①
弓
①
目
○
口
国
〉
四
七
才
）
。

ル
ー
ト
は
守
ヘ
ル
ガ
モ
隊
と
全
然
同
じ
。
南
東
支
稜
の
登
肇
に
は
や
は
り
え
ら
く
時
間
が
か
鼻
り
、
且
つ
苦
労
し
た
ら
し
い
。
然
し
登
肇
隊

は
六
月
一
三
日
、
一
橋
の
第
二
隊
が
北
峰
に
立
っ
た
の
と
殆
ん
ど
同
じ
時
刻
に
、
彼
等
も
又
雲
に
つ
つ
ま
れ
た
中
央
峰
の
初
登
頂
に
成
功

し
た
と
い
う
。
四
七
才
の
隊
長
も
そ
の
中
に
い
た
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
賞
讃
し
て
い
い
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
隊
の
丸
山
と
倉
知
の
二

名
は
北
峰
登
頂
後
、
わ
れ
わ
れ
の
Ｃ
Ⅱ
か
ら
イ
タ
リ
ー
隊
の
Ｂ
Ｃ
を
訪
れ
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
但
し
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
予
定
に
な

か
っ
た
行
動
な
の
で
、
他
の
隊
員
に
大
変
な
心
配
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
日
位
の
違
い
は
大
勢
に
は
影
響
し
な
い
と
し
て
も
、
精

神
的
な
苦
痛
は
大
き
い
。
遠
征
に
お
い
て
は
そ
れ
が
た
と
え
国
際
親
善
に
役
立
つ
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
自
分
勝
手
な
行
動
、
隊
長
の
許

可
の
な
い
こ
と
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
隊
員
と
し
て
の
資
格
を
放
棄
す
る
に
等
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
私
に
と
っ
て
い
ま
だ
に
解
せ
な
い
の
は
、
ラ
ン
、
ヘ
ー
ル
に
し
て
も
二
つ
の
イ
タ
リ
ー
隊
に
し
て
も
、
何
故
一
番
高
い
北

峰
を
狙
わ
ず
、
そ
れ
よ
り
五
、
六
○
メ
ー
ト
ル
も
低
い
中
央
峰
を
一
所
懸
命
に
攻
撃
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
彼
等
が
北

峰
が
ア
メ
リ
カ
隊
に
よ
っ
て
、
す
で
に
一
九
五
五
年
に
登
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
誤
認
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
よ
り
外
は
な
い
。
そ
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そ
し
て
そ
の
頂
上
か
ら
南
方
に
延
々
と
の
び
る
処
女
峰
の
宝
庫
、
プ
プ
ャ
山
群
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
報
告
を
私
は
冒
冑
言
．

９
号
の
己
①
貝
、
号
①
旨
筐
肩
口
‐
ぐ
①
Ｈ
①
旨
の
》
岳
認
で
見
た
。
彼
の
《
《
Ｐ
且
ｇ
‐
〆
ロ
ロ
監
農
鼻
息
３
号
Ｈ
の
①
冨
旨
目
呼
月
胃
＄
魑
号
冒
号
ｍ

ｐ
の
具
吻
合
の
ロ
シ
言
呂
ぐ
の
風
冒
⑳
ゞ
の
中
の
結
語
に
こ
う
書
い
て
あ
る
。
Ｉ
目
の
鴨
畠
匡
鴨
民
の
号
号
爲
国
。
。
罠
。
ａ
筐
：
胃
唄
冒
。
号

ぐ
屋
①
言
①
口
侭
冨
斥
色
目
員
①
自
国
堅
日
閏
〕
ｏ
言
ロ
ロ
言
弄
四
目
日
①
⑦
①
画
侭
の
昌
狩
①
．
冒
夢
【
①
目
尻
憲
津
①
目
ロ
ロ
』
国
四
国
序
ロ
〕
四
旦
号
儲
①
国
⑦
国
５
口

巨
且
の
旨
陸
巨
弓
自
国
号
醜
唱
。
の
の
①
津
冨
昌
の
巨
閂
号
儲
目
胃
．
Ｉ

私
の
心
は
こ
れ
を
読
ん
で
お
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
カ
ル
ル
は
も
う
一
つ
、
ア
ポ
ロ
、
ハ
ン
や
ハ
北
部
の
カ
イ
ェ
ホ
ン
（
９
斤
吉
目
・
認
瞳
日
）
ス
。
へ
イ
ン
語
で
〃
狭
い
廊
下
状
の
谷
″
）
の
南
東

尾
根
上
に
、
五
九
九
八
メ
ー
ト
ル
の
未
登
峰
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
一
つ
登
っ
て
や
れ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
シ
ま
で
来
る
な
ら
序

で
に
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
の
最
高
峰
た
る
チ
ャ
ウ
ピ
・
オ
ル
コ
（
Ｑ
国
匡
宮
Ｏ
Ｈ
８
》
ｇ
虐
日
》
ケ
チ
ュ
ア
語
で
〃
中
心
の
山
″
。
こ
の
辺
の
地
名
は
ア
イ
マ
ラ
語

と
ケ
チ
ュ
ア
語
が
錯
綜
し
て
い
て
や
や
こ
し
い
。
そ
れ
に
両
語
が
同
じ
場
合
も
あ
る
の
で
全
く
厄
介
で
あ
る
。
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
発
行
の
地
図
に
は
ヤ
グ
ワ
・
ヤ
グ
ワ
閨
侭
匡
画
禺
國
‐

ぬ
匡
騨
と
あ
る
・
意
味
不
明
。
）
並
び
に
そ
の
付
近
に
あ
る
手
応
え
の
あ
る
山
に
も
登
り
た
い
も
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
え
ら
い
大
仕
掛

け
な
欲
ば
つ
た
計
画
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
折
角
南
米
く
ん
だ
り
ま
で
行
く
ん
な
ら
、
可
能
な
限
り
広
く
歩
こ
う
で
は
な
い

が
初
登
頂
し
た
。

う
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
益
々
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

プ
ヵ
ヒ
ル
ヵ
の
方
の
前
置
き
が
大
部
長
く
な
っ
た
が
、
次
は
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
の
方
の
故
事
来
歴
に
移
ろ
う
。

ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
の
南
部
に
ゥ
エ
ラ
ン
カ
ョ
ッ
ク
（
西
宮
：
旨
。
邑
○
。
）
麗
患
日
）
と
い
う
山
が
あ
る
。
別
名
を
カ
ニ
ウ
マ
峰
（
○
自
旨
目
鰯
》

ア
ィ
マ
ラ
語
で
〃
汚
な
い
水
″
の
意
）
、
又
は
ハ
ッ
チ
ャ
・
ク
チ
ュ
峰
（
言
８
言
○
口
。
旨
〉
ア
イ
マ
ラ
語
で
〃
大
き
な
（
片
）
隅
″
、
大
氷
河
の
曲
り
角
に
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
が
、
こ
の
山
は
一
九
五
七
年
七
月
一
八
日
北
稜
か
ら
ド
イ
ツ
山
岳
会
の
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
カ
ル
ル
隊
（
弓
①
目
角
厨
且
）
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か
、
と
い
う
こ
と
も
私
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
訳
で
あ
る
ｃ

さ
て
そ
こ
で
ア
ポ
ロ
や
ハ
ン
、
ハ
北
部
ま
で
足
を
伸
ば
す
と
な
る
と
、
又
そ
こ
の
研
究
も
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
へ
丁
度
旨
い
具
合

に
、
私
が
ロ
ン
ド
ン
の
地
理
学
協
会
で
発
行
し
て
い
る
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
九
六
○
年
三
月
号
を
克
明
に
読
ん
で
い

た
時
、
偶
々
そ
の
二
三
頁
に
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
イ
ン
ピ
ア
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
が
出
し
た
ジ
ォ
フ
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ト
ａ
の
○
岸
①
園

。
即
自
）
を
隊
長
と
す
る
ア
ポ
ロ
や
ハ
ン
、
ハ
遠
征
隊
が
、
そ
の
報
告
書
を
協
会
に
寄
贈
し
た
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
。
地
図
が
四
枚
、

そ
の
他
に
ス
ケ
ッ
チ
も
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
を
入
手
し
た
経
路
に
つ
い
て
話
す
と
、
可
な
り
長
く
な
る
の
で
こ
塁
で
は
省
い
て
お
こ
う
。

ク
リ
ン
チ
も
タ
ス
マ
ニ
ア
の
レ
イ
キ
ン
も
、
こ
れ
に
は
一
役
買
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
へ
ル
ー
と
ボ
リ
ヴ
イ
ア
の
国
境
は
、
大
体
西
経
六
九
度
の
線
に
沿
っ
て
南
北
に
の
び
て
い
る
。
そ
の
一
部
が
ア
ポ
ロ
、
ハ
ン
尋
ハ
山
群
の
背

ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ヴ
ィ
ー

稜
を
通
っ
て
い
る
の
だ
。

一
九
二
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
英
国
の
地
理
学
協
会
は
、
。
へ
ル
ー
並
び
に
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
両
政
府
の
合
議
に
な
る
国
境
確
定
委
員
会

の
依
頼
に
よ
っ
て
、
専
門
家
を
現
地
に
派
遣
し
、
二
五
万
分
の
一
の
地
図
を
作
成
し
た
。
登
山
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、
外
国
人
が
ア

ポ
ロ
バ
ン
バ
に
入
っ
た
大
規
模
な
遠
征
隊
と
し
て
は
こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
年
代
は
暗
っ
き
り
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
九
三
二
年
以
前
に
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
の
陸
軍
大
尉
が
パ
ロ
マ
ニ
・
グ
ラ
ン
デ

弓
巴
○
日
四
己
の
国
且
①
》
弓
＄
日
）
に
登
っ
た
と
い
う
。
（
卑
芦
の
罠
呂
少
匡
庁
戸
《
《
目
①
シ
言
ｇ
》
》
后
駕
・
己
．
届
ｅ

そ
れ
か
ら
が
近
代
的
な
遠
征
、
登
山
と
な
る
訳
で
、
そ
の
第
一
が
前
述
の
ド
イ
ツ
隊
、
こ
れ
は
一
九
五
七
年
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
ア

ポ
ロ
バ
ン
零
ハ
の
中
央
部
で
活
動
し
た
。
チ
ャ
ウ
ピ
・
オ
ル
コ
の
第
一
登
、
コ
ロ
ロ
合
○
巨
○
》
＄
忌
日
》
ｌ
昏
冒
な
ら
単
に
〃
山
”
と
い
う
ア
ィ

マ
｜
フ
語
）
、
そ
の
他
の
初
登
頂
を
や
っ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
の
遠
征
隊
は
Ｃ
Ａ
Ｉ
、
ミ
ラ
ノ
支
部
が
派
遣
し
た
も
の
で
、
隊
長
は
ロ
マ
ー
ノ
・
メ
レ
ン
デ
ィ
昂
。
日
目
。
旨
①
胃
９
９
。

こ
れ
は
主
と
し
て
北
部
を
歩
い
て
い
る
が
、
登
っ
た
山
の
高
度
が
全
然
出
鱈
目
、
二
○
○
’
三
○
○
メ
ー
ト
ル
も
公
式
の
も
の
よ
り
高
く
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そ
し
て
一
九
六
一
年
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
隊
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
橋
大
学
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
は
同
校
の
創
立
八
五
周
年
と
同
校
山

岳
部
の
四
○
年
（
私
は
そ
の
誕
生
以
来
の
部
員
で
あ
る
）
を
記
念
し
て
組
織
さ
れ
派
遣
さ
れ
た
。
名
目
は
立
派
だ
が
資
金
集
め
に
は
苦
労
し
た
。

個
人
的
に
は
会
社
を
ほ
っ
ぽ
り
出
し
、
家
庭
の
こ
と
も
忘
れ
て
出
か
け
て
し
ま
っ
た
私
を
狂
い
扱
い
に
し
た
人
も
あ
る
。
常
識
的
に
は
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
兎
に
角
、
一
橋
関
係
だ
け
で
は
な
い
多
く
の
理
解
あ
る
先
輩
、
同
輩
、
後
輩
の
諸
氏
、
朝
日
新
聞
社
、
日
本

山
岳
会
そ
の
他
の
登
山
団
体
の
人
々
、
そ
れ
に
外
国
の
登
山
家
達
の
支
持
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
遂
に
日
本
を
後
に
目
的
地
に
向
う
こ

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
自
分
達
の
登
っ
た
山
に
や
た
ら
に
イ
タ
リ
ー
人
の
名
前
や
イ
タ
リ
ー
山
岳
会
峰
な
ど
と
つ
け
て
み
た
り
、
そ
の

作
っ
た
地
図
を
見
る
と
妙
な
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
る
。
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
パ
チ
ェ
タ
・
デ
・
イ
ス
カ
イ
ク
ル
ス
（
シ
冨
呂
①
冨
号

房
①
畠
自
匡
園
》
普
通
の
解
釈
で
は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
、
〃
二
つ
の
十
字
路
（
架
）
の
峠
″
と
な
る
。
ア
パ
チ
ェ
タ
又
は
ア
パ
チ
タ
は
ケ
チ
ュ
ア
語
で
い
う
と
、
〃
旅
の
途
中
で
死

ん
だ
人
を
埋
め
た
仮
の
墓
の
上
に
積
上
げ
た
石
の
塔
″
〃
仮
の
墓
″
新
し
く
は
〃
聖
所
”
と
な
る
が
、
ア
イ
マ
ラ
語
で
は
〃
山
の
頂
上
″
又
は
〃
高
く
て
寒
い
所
″
と
い
う
意

味
で
あ
る
）
の
上
を
大
き
な
河
が
北
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
し
、
私
の
登
っ
た
カ
カ
ワ
イ
チ
ョ
（
○
四
ｓ
冒
亀
ｏ
言
．
農
ｇ
日
〕
ケ
チ
ュ
ァ
語
で

〃
烏
の
山
″
）
及
び
そ
の
付
近
の
稜
線
も
何
一
つ
入
れ
て
な
い
。
兎
に
角
大
変
な
遠
征
隊
で
は
あ
る
。

次
は
前
出
一
九
五
九
年
の
Ｇ
・
Ｃ
・
ブ
ラ
ッ
ト
隊
。
彼
等
は
主
と
し
て
中
東
部
で
活
動
し
て
い
る
。
彼
等
の
報
告
は
Ｐ
．
シ
、
〕
・
己
ｇ
〕

公
ら
ｚ
且
○
号
少
冒
さ
冨
日
冨
壱
》
耳
⑦
①
○
津
ｇ
ｏ
，
即
座
芹
及
び
⑦
。
］
・
ぐ
巳
．
眉
・
顧
鼻
吟
口
の
。
、
己
ｇ
》
《
両
〆
亘
日
昌
○
国
○
口
吾
の

国
。
牙
旨
‐
Ｆ
昌
冒
匙
閂
ご
》
ご
弓
・
国
．
富
の
ぎ
。
巨
昌
の
に
も
出
て
い
る
か
ら
読
ん
で
頂
き
た
い
。
尚
こ
の
年
に
は
。
へ
ル
ー
の
モ
ラ
レ
ス

（
旨
。
且
①
の
）
よ
り
の
情
報
に
よ
る
と
、
メ
キ
シ
コ
隊
が
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
に
入
っ
た
と
い
う
が
詳
報
が
な
い
。

一
九
六
○
年
に
は
ス
イ
ス
の
前
出
ラ
ン
、
ヘ
ー
ル
が
フ
リ
ア
カ
（
旨
匿
＆
）
プ
ー
ノ
、
ア
レ
キ
パ
、
ク
ス
コ
へ
の
鉄
道
の
分
岐
点
）
か
ら
ワ
ン
カ
ネ

（
国
巨
自
８
己
の
）
経
由
で
ア
ナ
ネ
ア
（
Ｐ
目
目
の
四
ゞ
麗
筐
目
）
に
挑
ん
だ
が
、
頂
上
ま
で
は
行
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ラ
ン
寺
ヘ
ー
ル
は
〃
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
悲
運
児
″
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ア
ン
デ
ス
で
も
又
恵
ま
れ
ぬ
山
男
で
あ
る
。
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一
橋
大
学
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
隊
員

隊
長
吉
沢
一
郎
（
当
時
五
七
才
、
以
下
皆
同
じ
）
電
通
映
画
社
専
務
を
棒
に
振
り
遠
征
隊
に
参
加
、
帰
国
後
電
通
社
長
吉
田
秀
雄
氏
そ
の
他

の
人
々
の
取
計
ら
い
に
よ
り
、
全
日
本
広
告
協
議
会
の
事
務
局
長
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
。
昭
和
三
年
、
東
京
商
科
大
学
山
岳
部
卒
業
。

副
隊
長
甘
利
仁
朗
（
二
七
才
）
昭
和
三
三
年
一
橋
大
学
（
こ
れ
も
山
岳
部
組
）
卒
業
。
八
王
子
に
て
ワ
ヵ
、
ハ
衣
料
自
営
。
日
本
山
岳
会
の
講

習
会
に
は
講
師
と
し
て
時
々
顔
を
出
す
。

隊
員
中
村
保
（
二
六
才
）
昭
和
三
三
年
卒
。
石
川
島
播
磨
重
工
勤
務
。
長
身
で
ボ
サ
ッ
と
し
た
猫
背
の
彼
が
、
昭
和
三
四
年
の
暮
も

押
し
詰
っ
た
あ
る
曇
っ
た
日
の
夕
方
、
突
然
映
画
社
に
い
た
私
を
訪
ね
、
ア
ン
デ
ス
ヘ
行
き
ま
せ
ん
か
と
切
り
出
し
た
。
こ
の
日
か
ら
私

の
生
活
は
変
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

隊
員
丸
山
則
二
（
二
六
才
）
昭
和
三
三
年
卒
。
三
井
物
産
勤
務
。
途
中
か
ら
山
岳
部
に
入
っ
て
来
た
の
で
、
隊
員
に
加
え
る
に
は
多
少

問
題
が
あ
っ
た
が
、
中
村
と
と
も
に
ス
・
へ
イ
ン
語
を
勉
強
し
て
い
た
の
で
、
渉
外
係
と
し
て
参
加
さ
せ
た
。

隊
員
中
川
滋
夫
（
一
三
才
）
昭
和
三
六
年
卒
。
伊
藤
忠
商
事
に
入
社
が
決
定
し
て
い
た
が
、
帰
国
ま
で
延
ば
し
て
貰
っ
た
．
会
社
は
喜

ん
で
Ｏ
Ｋ
し
て
く
れ
た
。
伊
藤
忠
も
偉
い
が
、
色
々
の
意
味
で
こ
ん
な
優
秀
な
人
間
は
い
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
好
意
は
会
社
に
と
っ

て
も
、
決
し
て
ム
ダ
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

隊
員
中
島
寛
（
一
三
才
）
右
に
同
じ
。
出
発
前
に
日
立
金
属
入
社
決
定
。
中
川
に
い
っ
た
こ
と
は
そ
の
儘
、
中
島
及
び
日
立
金
属
に

と
が
出
来
た
訳
だ
。

あ
て
は
ま
る
く

隊
員
倉
知
敬
（
一
三
才
）
経
済
学
部
在
学
中
、

序
で
に
ポ
ー
タ
ー
も
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

昭
和
三
七
年
卒
業
予
定
。
よ
く
小
ま
め
に
働
ら
い
て
く
れ
た
。
学
生
は
彼
一
人
。

ワ
ラ
ス
（
・
へ
ル
ー
）
で
傭
っ
た
も
の
三
人
。
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Ｕ
仁
。
四
コ
「
ｏ
ｍ
Ｏ
①
コ
ヰ
凹
一

ｕ
ご
両
』
て
卦
井
原
寺
斗
う
ご
申
Ｓ
矧
細
茄
到
眼
写
ｊ
刀
仁
Ｏ
①
ゴ
ー
「
Ｏ
四
ｚ
Ｏ
「
庁
①
い
の
①
．
｛
「
○
ョ
芹
丁
①
ｍ
Ｏ
仁
竿
一
①
「
コ
ロ
①
「
庁
○
｛
許
ゴ
①
①
①
い
《
ユ
Ｑ
ｍ
の
○
｛
く
い
。
ロ
ゴ
①
「
一
。
①
く
四
二
①
く

Ｕ
戸
」
Ｏ
①
ゴ
ー
「
。
①
ｚ
Ｏ
「
蕨

ジ
ョ
の
『
’
０
四
コ
い
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天
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｜
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四
天
一
コ
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ａ
三
①
「
凹
刀
Ｕ
Ｏ
ｌ
Ｏ
び
①
ヨ
ロ
⑪
．
３
天
①
コ
ヰ
○
ョ
の
、
一
一
仁
Ｋ
Ｏ
（
麗
呂
ョ
）
．
ｒ
①
い
『
『
．
①
帆
三
Ｅ
①
「
の
ｍ
一
コ
牙
①
｛
○
「
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四
○
Ｆ
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『
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囲
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Ｕ
Ｆ
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匡
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四
四
．
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ｒ
①
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○
四
コ
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①
の
コ
ー
コ
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Ｏ
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庁
ゴ
の
ロ
○
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コルディエラ・ブランカとアポロバンパ

（
○
ｍ
望
①
ゆ
ず
）

｝
ｐ
匡
巳
へ
○

エ
ミ
ー
リ
オ
・
ア
ン
ヘ
レ
ス
（
国
昌
冒
シ
侭
①
庁
め
》
鼠
）
一
九
五
一
年
、
仏
白
隊
（
コ
ー
ガ
ン
）
の
ア
ル
パ
マ
ョ
攻
撃
に
ア
リ
エ
ロ

（
Ｐ
国
①
同
。
〕
馬
方
）
と
し
て
参
加
。
一
九
五
三
年
、
ハ
ン
ス
・
キ
ン
ッ
ル
（
国
目
ｍ
園
ロ
ュ
）
の
ド
イ
ツ
科
学
隊
に
加
わ
り
ワ
イ
ワ
シ
ュ

（
国
匡
昌
冒
幽
の
ｇ
ｏ
一
九
五
四
年
、
レ
イ
・
オ
ー
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
Ｐ
国
警
○
風
①
ロ
冒
侭
の
鄙
）
の
北
米
隊
に
傭
わ
れ
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
や
コ
ン

ト
ラ
イ
ェ
ル
バ
ス
（
○
○
貝
国
冨
①
吋
冨
印
）
に
入
る
。
一
九
五
五
年
、
ク
リ
ン
チ
等
の
プ
カ
ヒ
ル
カ
山
群
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
（
国
警
筐
貸
且
①

卑
艮
閏
）
と
し
て
加
わ
る
。
ア
ン
ヘ
レ
ス
峰
と
は
彼
の
名
を
と
っ
た
も
の
。
一
九
五
六
年
、
Ｇ
・
バ
ン
ド
（
の
８
個
の
国
目
ｅ
隊
と
と
も

に
ヴ
ィ
ル
ヵ
バ
ン
バ
（
ぐ
号
酌
盲
目
富
）
山
群
に
入
り
、
プ
マ
シ
ョ
亀
匡
白
色
の
崖
○
）
、
ワ
ガ
ル
ン
チ
ョ
（
国
目
色
鴨
盲
目
呂
○
）
等
偵
察
。
一
九

五
七
年
、
Ｈ
・
ク
リ
ェ
ル
（
国
目
の
固
目
）
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
に
参
加
、
ワ
イ
ワ
シ
ュ
の
ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ
色
冨
印
冨
目
＆
）
、
エ
ル
・
ト

ロ
（
匡
弓
。
ｇ
）
等
に
挑
む
。
一
九
五
九
年
、
シ
ェ
ッ
ッ
（
詞
匡
①
島
の
。
ざ
厨
）
の
ス
イ
ス
隊
に
従
っ
て
ヴ
ィ
ル
カ
バ
ン
バ
入
り
。
同
じ
く

モ
ラ
ー
レ
ス
と
ワ
ス
ヵ
ラ
ン
。
又
オ
ー
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
隊
と
ワ
ン
ッ
ァ
ン
（
国
目
員
“
目
）
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
ヘ
も
行
っ

て
い
る
。
一
九
六
○
年
、
ベ
ル
ガ
モ
隊
と
と
も
に
プ
カ
ヒ
ル
カ
の
中
央
峰
へ
。
一
九
六
一
年
、
一
橋
隊
、
プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰
。

尚
、
エ
ミ
ー
リ
オ
の
兄
弟
は
三
人
と
も
有
名
且
つ
有
能
な
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

デ
メ
ト
リ
オ
（
ロ
①
日
①
ａ
Ｏ
ｚ
胃
弓
匡
且
国
①
ロ
○
ｍ
茸
○
目
〕
曽
）

一
九
五
八
年
、
モ
ラ
ー
レ
ス
に
従
っ
て
ワ
ス
カ
ラ
ン
へ
。
一
九
六
○
年
、
ド
ミ
ン
ゲ
ス
ｅ
ｏ
目
侭
①
、
）
の
ブ
ラ
ジ
ル
隊
に
つ
い
て
ブ

ラ
ン
ヵ
山
群
。
職
業
は
仕
立
屋
。

パ
ブ
ロ
（
甸
釦
ご
○
昌
日
里
＄
男

一
九
五
七
年
、
瑞
仏
隊
に
傭

（
呵
釦
乏
○
昌
日
里
＄
国

尚
、
彼
の
両
親
の
名
は
閣
冒
昌
○
邑
①
ゆ
く
胃
盟
の
及
び
蜀
昌
○
国
（
）
託
①
の
ど
冒
邑
で
あ
る
と
い
う
。

日
＄
〉

］
年
、
瑞
仏
隊
に
傭
わ
れ
、

等
に
行
く
。
一
九
六
○
年
、

画
』
）
ラ
ン
寺
ヘ
ー
ル
に
つ
い
て
プ
カ
ヒ
ル
カ
中
央
峰
、
プ
カ
ラ
ン
ラ
Ｓ
ｐ
８
田
口
国
）
、
カ
イ
ェ
シ
ュ

ヶ
ン
ダ
ー
（
〆
①
己
①
『
）
の
北
米
隊
と
と
も
に
ウ
ル
タ
（
白
日
）
、
チ
ョ
ピ
カ
ル
キ
ー
名
言
豆
８
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昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）

（
三
月
一
七
日
）
中
村
、
丸
山
、
昭
川
丸
（
川
崎
汽
船
）
に
て
横
浜
発
。

（
四
・
二
）
中
川
、
中
島
、
倉
知
、
荷
物
（
約
三
屯
）
と
と
も
に
玖
馬
丸
（
川
崎
汽
船
）
に
て
横
浜
発
。

（
五
・
九
）
吉
沢
、
甘
利
、
羽
田
発
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
。

（
五
・
九
）
吉
沢
、
甘
利
、
羽
、

ポ
リ
ヴ
ィ
ア
の
ラ
・
パ
ス
で
山
岳
会
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
傭
っ
た
ポ
ー
タ
ー
は

ベ
ナ
ン
シ
オ
（
ぐ
の
ロ
閏
凰
○
℃
色
呂
卸
急
畠
』
ｇ
）

彼
等
山
岳
会
の
幹
部
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
、
ヘ
ナ
ン
シ
オ
は
ド
イ
ツ
及
び
英
国
隊
に
つ
い
て
二
回
ア
ポ
ロ
バ
ン
パ
に
、
そ
の
他
レ

ァ
ル
の
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
及
び
イ
リ
マ
ニ
に
も
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
雪
の
上
で
は
四
○
’
五
○
キ
ロ
の
荷
を
背
負
う
と

い
っ
た
が
、
事
実
は
反
対
で
、
こ
ん
な
役
に
立
た
な
い
ポ
ー
タ
ー
な
ん
て
滅
多
に
い
な
い
。
雪
上
技
術
も
な
っ
て
な
い
し
、
三
、
四
年
前

に
行
っ
た
と
こ
ろ
な
の
に
、
疎
に
地
理
も
覚
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

フ
ー
リ
オ
（
冒
一
旨
○
ケ
２
口
①
〕
届
）

、
ヘ
ナ
ン
シ
オ
の
妻
君
の
弟
だ
と
い
う
。
大
人
し
い
青
年
だ
が
、
遠
征
隊
に
つ
い
て
来
る
だ
け
の
資
格
は
な
い
。
荷
も
余
り
担
げ
な
い

し
、
二
人
と
も
料
理
は
出
来
な
い
。
出
来
る
の
は
ラ
ジ
ウ
ス
に
火
を
つ
け
て
、
ア
グ
ワ
・
カ
リ
エ
ン
テ
（
少
唱
四
○
農
①
具
の
》
お
湯
）
を
つ

く
る
こ
と
だ
け
。
そ
れ
で
も
一
人
一
日
一
五
、
○
○
○
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
ス
（
約
五
○
○
円
）
だ
っ
た
。
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
に
は
こ
の
程
度
の
人

夫
し
か
い
な
い
こ
と
を
、
よ
く
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
五
・
二
五
）
リ
マ
発
、
［

（
五
・
二
七
）
ワ
ラ
ス
発
。
ワ

（
五
・
一
九
）
全
員
リ
マ
集
結
。

遠
征
日
誌

ラ
ス
着
。

(30)



コルディエラ・プランカとアポロパンバ

（
六
・
一
七
）
全

（
六
・
二
二
）
Ｂ

ｐ
８
）
経
由
。 全

（
八

（
八

へ

八

へへへへへ

八八七七七
（
七
・
四
）
リ
マ
発
、
ボ
”

（
七
・
六
）
ラ
・
パ
ス
着
。

（
六
・
二
八
）
ワ
ラ
ス
発
、
リ
マ
着
。

（
七
・
四
）
リ
マ
発
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
ヘ
。

（
六
・
二
五
）
ワ
ラ
ス
菫
有
。

（
五
・
三
一
）
プ
カ
ヒ
ル
カ
の
Ｂ
Ｃ
（
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
着
。

（
六
・
一
）
ル
ー
ト
偵
察
、
高
所
キ
ャ
ン
プ
の
建
設
開
始
。

（
六
・
二
）
Ｃ
Ｉ
（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

（
六
・
七
）
Ｃ
Ⅱ
（
五
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

（
六
・
一
○
）
Ｃ
Ⅲ
（
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

（
六
・
一
二
）
プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰
（
六
○
五
○
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂

（
六
・
一
三
）
同
じ
く
（
甘
利
、
丸
山
、
倉
知
）
。

プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰

同
じ
く
（
甘
利
、

六
）
全
員
第
二
Ｂ
Ｃ
集
結
。
声

七
）
二
隊
に
分
れ
て
プ
プ
ャ
小

一
四
）
全
員
第
二
Ｂ
Ｃ
帰
着
。

一
五
）
ラ
・
パ
ス
発
、
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
ヘ
・

一
六
）
チ
ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
（
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
に
第
一
Ｂ
Ｃ
建
設
。
登
頂
峰
に
つ
い
て
は
一
覧
表
参
照
の
こ
と
。

三
○
）
先
発
隊
第
一
Ｂ
Ｃ
よ
り
プ
ョ
プ
ョ
の
第
二
Ｂ
Ｃ
（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
移
動
。

六
）
全
員
第
二
Ｂ
Ｃ
集
結
。
こ
の
間
先
発
隊
は
プ
プ
ャ
山
群
の
偵
察
を
行
う
。

七
）
二
隊
に
分
れ
て
プ
プ
ャ
山
群
へ
出
発
。
一
三
日
ま
で
に
五
峰
登
頂
（
一
覧
表
参
照
）
。

一
七
）
ラ
・
パ
ス
一
有
０

一
六
）
第
二
Ｂ
Ｃ
撤
収
、
ラ
・
パ
ス
に
向
う
。

員
Ｂ
Ｃ
集
合
。

Ｂ
Ｃ
撤
収
、
帰
途
帰
途

に
つ
く
。

ボ
マ
バ
ン
バ
（
犀
）
日
口
冨
日
冨
ゞ
〃
豹
の
い
る
宿
場
″
）
、
パ
サ
カ
ン
チ
ャ
（
石
麗
画
８
口
島
巴
、
ワ
ヤ
ン
カ
（
西
屋
巴
冨
‐

（
中
村
、
中
川
、
中
島
）
。

(31)



ア
ン
デ
ス
特
に
。
へ
ル
ー
及
び
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
南
米
背
稜
山
脈
の
天
候
は
、
五
、
六
、
七
の
三
カ
月
間
非
常
に
安
定
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
然
し
一
般
に
規
則
に
は
例
外
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
ふ
で
も
そ
れ
は
適
用
さ
れ
る
。

特
に
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
の
北
部
に
位
し
、
而
も
そ
の
最
も
東
に
張
り
出
し
直
接
ア
マ
ゾ
ン
地
帯
に
面
し
て
い
る
プ
ヵ
ヒ
ル
ヵ

山
群
の
場
合
に
は
、
そ
の
例
外
現
象
が
極
め
て
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
が
晴
れ
て
い
て
も
Ｃ
Ⅱ
、
Ｃ
Ⅲ
等
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
時

に
は
雲
、
譲
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所
で
は
午
前
中
か
ら
午
後
に
か
け
て
ガ
ス
に
被
わ
れ
る
こ
と

が
屡
々
で
、
難
所
の
登
肇
に
は
可
な
り
の
障
害
に
な
る
。

（
八
・
二
二
）
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
十

（
八
・
二
三
）
ラ
・
パ
ス
発
、

（
八
・
二
四
）
プ
ー
ノ
経
由
為

（
八
・
二
六
）
マ
ー
チ
ュ
ー

（
八
・
二
九
）
ク
ス
コ
よ
ｈ
糸

（
九
・
一
）
全
員
リ
マ
集
結
。

ラ
・
パ
ス
発
、

ポ
リ
ヴ
ィ
ア
大

マ
ー
チ
ュ
ー

（
一
○
・
二
）
隊
長
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
で
講
演
の
後
、
バ
ー
ク
レ
ー
（
カ
リ
ブ
ォ
ル
｜
テ
）
の
フ
ァ
ー
ク
ハ
ー
ル
及
び
ク
リ
ン
チ
を

訪
問
、
報
告
並
び
に
ヨ
セ
『
ミ
テ
見
学
を
行
い
、
ホ
ノ
ル
ル
経
由
に
て
羽
田
着
。

（
一
○
・
一
七
）
甘
利
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
て
の
自
社
の
用
件
を
済
ま
せ
、
ア
ラ
ス
カ
経
由
に
て
羽
田
帰
着
。

（
二
・
三
○
）
経
済
調
査
、
船
の
都
合
等
で
リ
マ
に
残
っ
て
い
た
中
村
、
丸
山
、
中
川
、
中
島
、
倉
知
の
五
人
は
、
一
○
月
二
三
日
カ
ィ
ャ
ォ
に
て
川

崎
汽
船
の
第
五
真
盛
丸
に
乗
船
、
太
平
洋
を
無
事
の
り
こ
え
て
横
浜
に
入
港
、
午
前
二
時
上
陸
。
こ
れ
で
全
員
無
事
故
で
故
国
に
戻
る
こ
と
が
出

来
た
。

第
一
部
プ
カ
ヒ
ル
カ
北
峰
の
初
登
頂

ペ
ル
ー
岸

プ
ー
ノ
経
由
ク
ス
コ
着
。

統
領
と
会
見
。

ラ
・
パ
ス
発
、
ペ
ル
ー
に
向
う
。

・
ピ
ヒ
チ
ュ
ー
そ
の
他
に
向
う
。

ク
ス
コ
よ
り
飛
行
機
に
て
リ
マ
へ
（
隊
長
）
。
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氷
も
硬
軟
色
々
あ
る
が
、
硬
い
と
こ
ろ
で
は
ピ
ッ
ケ
ル
も
う
け
つ
け
な
い
。
ハ
ー
ケ
ン
も
平
型
、
筒
型
は
ダ
メ
、
た
た
い
て
い
る
う
ち

に
頭
が
曲
っ
て
し
ま
う
。
．
の
字
型
の
は
よ
か
っ
た
よ
う
だ
。

雪
が
急
斜
面
に
腰
ま
で
潜
る
ほ
ど
つ
い
て
い
る
の
で
、
確
保
の
た
め
に
は
可
な
り
長
い
（
一
メ
ー
ト
ル
位
）
而
も
軽
い
ス
ノ
ー
。
、
ハ
ー
が

必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
四
○
本
持
っ
て
い
っ
た
が
、
殆
ん
ど
み
ん
な
使
い
且
つ
お
い
て
来
て
し
ま
っ
た
。
日
本
を
出
る
時
、

手
違
い
で
出
来
る
の
が
遅
く
、
到
々
船
便
に
間
に
合
わ
ず
、
飛
行
便
で
持
っ
て
い
っ
た
た
め
、
え
ら
い
高
価
な
も
の
に
つ
い
た
が
、
こ
れ

が
な
か
っ
た
ら
成
功
は
覚
つ
か
な
か
っ
た
ろ
う
。

ア
イ
ゼ
ン
は
十
二
本
爪
が
有
効
、
縄
梯
子
、
脚
立
、
と
も
に
役
に
立
つ
。

く
り
の
写
真
が
よ
く
あ
る
が
、

と
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

雪
と
氷
は
緯
度
（
南
緯
八
度
）
の
関
係
か
ら
か
非
常
に
ね
ば
り
が
あ
る
し
、
氷
は
硬
い
。
他
の
場
所
を
知
ら
な
い
か
ら
比
較
は
出
来
な
い

が
、
雪
庇
の
発
達
が
極
端
で
、
こ
れ
に
よ
る
事
故
の
発
生
も
珍
ら
し
く
な
い
。
高
い
稜
線
上
に
直
角
に
巨
大
な
ク
レ
ゞ
ハ
ス
が
出
来
る
の

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
ろ
う
か
（
勿
論
例
外
は
あ
る
と
思
う
が
）
。
頂
上
が
雪
や
氷
で
出
来
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
そ
っ

く
り
の
写
真
が
よ
く
あ
る
が
、
全
く
あ
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
少
く
と
も
ブ
ラ
ン
カ
で
は
、
あ
る
峰
か
ら
峰
へ
の
縦
走
な
ん
て
い
う
こ

夜
明
け
が
お
そ
く
、
そ
の
反
埜

は
気
持
ち
を
非
常
に
楽
に
す
る
。

そ
の
反
対

ヤ
ナ
ハ
ン
カ
谷
（
匿
い
口
國
富
回
国
》
ケ
チ
ュ
ァ
語
で
〃
黒
い
雪
″
）
の
イ
チ
ガ
イ
コ
宮
島
侭
巴
８
．
〃
小
牧
場
″
）
に
Ｂ
Ｃ
を
設
け
た
翌
六
月
一
日

（
曇
後
晴
）
か
ら
、
早
速
攻
撃
体
制
に
移
る
。

●

偵
察
、
ハ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
建
設
、
登
頂
、
Ｂ
Ｃ
撤
収

に
黄
昏
が
殆
ん
ど
な
い
か
ら
ビ
余
ハ
ー
ク
の
覚
悟
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
代
り
、
強
風
が
吹
か
な
い
こ
と
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●

リ
マ
か
ら
コ
ノ
コ
チ
ャ
の
峠
（
ｏ
Ｏ
ｐ
Ｏ
８
ｏ
富
．
き
ぎ
日
．
ケ
チ
ュ
ァ
語
で
”
温
い
湖
″
、
湖
は
ア
イ
マ
ラ
語
で
は
コ
ー
ダ
９
．
菌
と
な
る
）
を
越
え
ワ
ラ

ス
、
ワ
ラ
ス
か
ら
ユ
ン
ガ
イ
角
巨
侭
畠
．
こ
れ
も
”
温
い
〃
）
を
経
て
ヤ
ン
ガ
ヌ
コ
負
四
口
唱
冒
巨
８
》
ワ
ラ
ス
の
博
物
館
長
に
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
程

古
い
ケ
チ
ュ
ア
語
と
か
い
う
）
。
そ
れ
か
ら
本
当
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
三
日
続
け
て
Ｂ
Ｃ
に
つ
い
た
の
だ
が
、
途
中
に
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の

峠
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
皆
ソ
ロ
チ
ェ
（
高
山
病
）
は
通
過
済
み
。
全
員
健
康
状
態
は
上
乗
で
あ
っ
た
。

中
島
と
エ
ミ
リ
オ
が
ま
ず
先
陣
だ
。
一
段
上
に
出
る
と
左
に
大
き
な
草
つ
き
の
壁
が
現
わ
れ
、
岩
の
バ
ン
ド
が
幾
つ
も
階
段
状
を
な
し

て
重
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
ル
ー
ト
と
な
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ケ
ル
ン
が
あ
る
。
六
年
前
に
ア
メ
リ
カ
隊
が
立
て
た
も

の
。
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
氷
河
の
末
端
に
出
る
。
Ｃ
Ｉ
は
こ
こ
に
き
め
る
。
ア
メ
リ
カ
隊
と
同
じ
場
所
。
ク
リ
ン
チ
達
の
媒

た
あ
と
が
二
カ
所
、
平
ら
に
な
っ
て
残
っ
て
い
た
。

氷
河
末
端
の
突
破
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
結
局
左
側
の
三
○
メ
ー
ト
ル
の
壁
（
約
五
○
度
）
に
ザ
イ
ル
を
固
定
し
て
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
。

無
線
機
は
旨
く
働
ら
い
て
く
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｉ
間
登
り
二
時
間
半
、
下
り
一
時
間
半
、
但
し
私
は
四
時
間
か
か
っ
た
。

六
月
二
日
（
晴
）
は
甘
利
他
Ｃ
Ｉ
入
り
。
三
日
（
曇
後
晴
）
ク
リ
ン
チ
尾
根
下
北
氷
河
の
偵
察
ｂ
四
日
（
晴
後
ガ
ス
、
夜
雨
、
雷
）
氷

河
末
端
か
ら
登
り
左
（
南
）
へ
少
し
ず
つ
雪
面
を
登
っ
て
い
く
と
大
雪
原
に
出
る
。
こ
の
中
心
に
デ
ポ
ー
を
つ
く
る
。
二
隊
に
分
れ
て
ク

リ
ン
チ
尾
根
右
の
北
氷
河
上
部
と
下
部
を
探
る
。
上
部
か
ら
ク
リ
ン
チ
尾
根
を
こ
え
て
南
氷
河
に
入
れ
れ
ば
近
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
尾

根
の
南
側
は
全
部
断
崖
で
下
降
不
可
能
。
下
部
を
探
っ
て
い
た
中
村
達
が
遂
に
立
派
な
岩
棚
を
発
見
し
て
南
氷
河
へ
の
鍵
を
握
っ
た
。

五
日
（
晴
後
ガ
ス
）
ボ
ッ
カ
。
六
日
（
奏
後
曇
）
動
か
ず
。
七
日
（
上
は
曇
時
々
雨
、
下
は
晴
後
ガ
ス
、
Ｂ
Ｃ
は
晴
）
甘
利
、
中
川
、

南
氷
河
の
Ｃ
Ⅱ
（
五
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
予
定
地
到
着
後
Ｃ
Ｉ
へ
戻
る
。
八
日
（
晴
）
Ｃ
Ⅱ
建
設
。
岩
棚
か
ら
氷
河
の
尾
根
に
出
て
南
氷
河
に
下

る
と
こ
ろ
に
（
五
○
度
）
四
○
メ
ー
ト
ル
一
本
固
定
す
る
。
隊
長
Ｃ
Ｉ
入
り
。
九
日
（
快
晴
）
中
村
達
、
南
氷
河
を
登
り
Ｃ
Ⅲ
（
五
四
○
○
メ

ー
ト
ル
）
予
定
地
発
見
。
途
中
に
三
○
メ
ー
ト
ル
一
本
固
定
。
隊
長
Ｃ
Ⅱ
を
見
下
ろ
す
と
こ
ろ
ま
で
丸
山
と
往
復
。
一
○
日
（
晴
曇
晴
）

Ｃ
Ⅲ
建
設
。
途
中
の
ク
レ
バ
ス
に
ア
ル
ミ
の
脚
立
、
Ｃ
Ⅲ
下
に
縄
梯
子
。
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プカヒルカ群概念図
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六
月
二
一
日
（
上
方
、
曇
、
雪
、
曇
、
下
方
、
晴
、
曇
）
中
村
、
中
川
、
中
島
の
三
人
。
Ｃ
Ⅲ
（
五
・
四
○
）
、
甘
利
隊
引
返
点
（
九
・
○
○
）
。

こ
こ
ま
で
は
固
定
綱
が
あ
っ
た
の
で
三
時
間
半
で
来
る
。
こ
れ
か
ら
は
手
探
り
の
前
進
と
な
る
。
サ
ブ
ザ
ッ
ク
は
一
五
キ
ロ
、
ビ
バ
ー
ク

の
用
意
あ
り
。
四
○
メ
ー
ト
ル
一
杯
の
ト
ラ
バ
ー
ス
か
ら
上
の
台
地
へ
の
急
氷
壁
の
登
肇
。
．
の
字
二
八
セ
ン
チ
の
氷
ハ
ー
ケ
ン
三
本
で

這
い
上
る
。
ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
ト
の
連
続
。
上
の
台
地
に
あ
が
る
と
初
め
て
北
峰
の
全
貌
が
眼
に
入
っ
て
来
た
。

意
外
な
こ
と
に
今
ま
で
苦
労
し
て
登
鑿
し
続
け
て
来
た
氷
河
が
、
北
峰
と
ア
メ
リ
カ
人
峰
と
の
間
か
ら
落
ち
て
い
る
大
氷
河
の
末
端
に

過
ぎ
ず
、
そ
の
先
遥
か
の
彼
方
ま
で
雪
に
被
わ
れ
た
大
氷
原
が
続
い
て
い
る
。
而
も
こ
の
境
目
に
幅
一
○
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
不
明
の
薄
気

味
悪
い
巨
大
な
ク
レ
バ
ス
が
拡
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

朝
か
ら
ガ
ス
に
包
ま
れ
通
し
、
雲
さ
え
降
っ
て
来
る
の
で
陰
う
つ
な
こ
と
こ
の
上
な
し
。
そ
れ
に
何
処
を
み
て
も
渡
れ
そ
う
の
な
い
こ

の
大
ク
レ
バ
ス
だ
っ
た
。
最
後
の
手
段
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
詰
っ
た
底
の
浅
く
な
っ
た
ク
レ
バ
ス
の
中
に
下
り
て
み
る
。
大
き
な
ロ
ー

ソ
ク
の
よ
う
な
氷
塔
の
上
が
、
ア
ッ
パ
ー
・
リ
ッ
プ
の
雪
庇
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
川
ト
ッ
プ
で
二
○
メ
ー
ト
ル
の
テ
ラ
テ
ラ
な
青
氷
の
壁
を
筆
じ
登
る
。
氷
パ
イ
ル
で
ス
テ
ッ
プ
を
き
り
、
ハ
ー
ケ
ン
四
本
、
微
妙
な

二
日
（
晴
曇
）
甘
利
、
中
島
、
倉
知
、
Ｃ
Ⅲ
よ
り
試
登
開
始
。
引
返
点
（
五
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
に
固
定
綱
四
本
張
り
（
五
○
、
三
○
、

一
○
、
三
○
メ
ー
ト
ル
）
、
Ｃ
Ⅲ
経
由
Ｃ
Ⅱ
に
下
る
。
隊
長
、
中
川
の
案
内
で
Ｃ
Ⅱ
に
登
る
。

甘
利
等
は
七
時
一
五
分
に
Ｃ
Ⅲ
を
出
発
。
台
地
か
ら
氷
河
の
本
流
に
下
り
、
左
側
の
氷
爆
の
中
に
入
っ
た
が
、
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
落
ち

て
い
る
の
で
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
ぬ
け
る
。
ル
ン
ゼ
を
見
上
げ
る
と
幾
段
も
の
ク
レ
バ
ス
が
見
え
、
前
途
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

氷
曝
右
側
の
壁
に
ル
ー
ト
を
求
め
、
四
○
メ
ー
ト
ル
六
ピ
ッ
チ
。
ク
レ
バ
ス
の
端
に
出
る
。
大
ク
レ
バ
ス
の
上
の
急
な
雪
壁
ト
ラ
バ
ー

ス
、
三
ピ
ッ
チ
。
そ
の
上
の
青
氷
の
急
壁
、
五
ピ
ッ
チ
。
こ
れ
は
特
に
悪
い
。
六
ピ
ッ
チ
の
間
に
ス
ノ
ー
・
バ
ー
三
本
、
ア
イ
ス
・
ハ
ー

ケ
ン
八
本
、
固
定
綱
。
氷
棚
に
出
た
と
こ
ろ
で
二
時
と
な
っ
た
の
で
引
返
す
。

第
一
登
頂
隊
の
行
動

（37）



第
二
の
甘
利
隊
は
第
一
隊
が
一
二
日
に
Ｃ
Ⅲ
に
戻
っ
て
来
な
い
の
で
、
多
少
心
配
だ
っ
た
が
兎
に
角
出
発
。
天
候
不
良
（
曇
一
時
小

雪
、
晴
、
曇
）
。
一
時
間
で
引
返
点
に
つ
く
。
こ
の
頃
、
上
の
テ
ラ
ス
に
第
一
隊
の
姿
が
見
え
た
。
テ
ラ
ス
の
上
で
一
時
間
半
も
待
っ
た
。

彼
等
も
疲
れ
て
い
る
と
み
え
、
な
か
な
か
下
り
て
来
な
い
。
然
し
そ
の
成
功
を
知
っ
て
と
も
に
喜
ぶ
。

頂
上
で
雪
面
を
な
ら
し
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
ガ
ス
の
晴
れ
間
を
待
っ
た
が
ダ
メ
、
第
一
隊
が
埋
め
た
旗
を
掘
出
し
ス
ノ
ー
・
バ
ー

に
つ
け
て
立
て
る
。
三
○
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
時
に
、
と
う
と
う
ガ
ス
が
晴
れ
て
く
れ
た
。
あ
と
で
き
く
と
、
丁
度
こ
の
頃
、
イ
タ
リ
ー
の

デ
ィ
オ
ニ
シ
ー
隊
は
、
同
じ
く
ガ
ス
に
包
ま
れ
た
一
つ
南
の
中
央
峰
に
立
っ
て
い
た
ら
し
い
。

前
に
述
雫
へ
た
よ
う
に
プ
カ
ヒ
ル
カ
に
お
い
て
は
風
は
あ
っ
て
も
弱
く
、
烈
風
が
な
い
の
で
ビ
バ
ー
ク
し
て
も
安
心
だ
．
気
温
は
プ
ラ
ス

三
○
度
か
ら
マ
イ
ナ
ス
二
○
度
Ｃ
。
従
っ
て
こ
の
温
度
差
に
堪
え
ら
れ
る
身
体
の
持
ち
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
湿
度
は
低
い
の

で
登
筆
は
快
的
で
あ
る
。
ガ
ス
は
し
ょ
っ
中
出
る
が
、
午
後
四
時
か
ら
朝
の
九
時
ま
で
は
大
体
安
定
し
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
を
要
す
る
ア
ク
ロ
バ
ー
ト
。
そ
れ
で
も
一
時
間
半
で
氷
塔
を
登
り
切
り
、
裏
側
に
あ
っ
た
雪
橋
を
渡
っ
て
対
岸
の
中
段
に
無
事

立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
午
後
二
時
半
で
あ
る
。
こ
の
頃
天
候
は
益
々
悪
化
し
て
来
た
。

主
稜
線
目
指
し
て
黙
々
と
大
雪
原
を
横
切
っ
て
い
く
。
ク
レ
バ
ス
二
カ
所
、
二
回
と
も
左
へ
廻
り
込
ん
で
向
側
に
出
る
。
コ
ル
に
達
し

な
い
内
に
ガ
ス
が
切
れ
て
北
峰
が
又
現
わ
れ
て
来
た
。
．
ル
よ
り
少
し
高
い
南
側
で
稜
線
に
出
る
。
五
時
で
あ
っ
た
。
頂
上
直
下
は
一
○

○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
急
な
雪
壁
だ
。
自
分
の
年
だ
け
歩
い
て
呼
吸
を
整
え
る
。

頂
上
に
は
六
時
一
五
分
に
つ
い
た
．
Ｃ
Ⅲ
か
ら
一
二
時
間
半
か
か
っ
た
訳
だ
。
こ
こ
は
雪
庇
の
上
で
非
常
に
不
安
定
。
ガ
ス
の
切
れ
る

の
を
待
っ
た
が
、
諦
ら
め
て
六
時
四
五
分
、
旗
を
残
し
て
下
る
。

漆
黒
の
暗
闇
の
中
を
ラ
イ
ト
だ
け
で
雪
壁
下
降
。
大
ク
レ
バ
ス
の
上
唇
で
ビ
バ
ー
ク
と
す
る
（
九
時
）
。

装
備
は
完
壁
だ
が
、
零
下
二
○
度
Ｃ
で
は
仮
睡
も
許
さ
れ
な
い
。
南
十
字
星
が
中
天
に
か
か
る
。
一
杯
の
ミ
ル
ク
で
夜
明
け
を
待
つ

装
備
は
完
壁
だ
が
、

た
。
一
三
日
無
事
Ｃ
Ⅲ

へ
○

（38）
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底
雪
崩
も
表
層
雪
崩
も
殆
ん
ど
な
い
。
総
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
。
随
分
お
っ
か
な
い
の
が
、
方
々
に
立
っ
て
い
る
。
雪
は
乾
季
で
も
山

上
で
は
殆
ん
ど
毎
日
降
る
。
然
し
量
も
少
な
く
、
よ
く
乾
い
た
雪
で
あ
る
。

一
三
日
、
隊
長
は
Ｃ
Ⅱ
よ
り
Ｃ
Ｉ
に
戻
り
、
更
に
足
を
の
ば
し
て
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。
一
四
日
（
晴
、
曇
、
時
々
雪
）
中
島
一
人
Ｃ
Ⅱ
よ
り

約
二
時
間
で
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
登
頂
成
功
を
隊
長
に
報
告
。

こ
こ
で
序
で
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ア
ル
パ
マ
ョ
（
ど
忌
日
畠
○
）
が
、
も
し
プ
カ
ヒ
ル
カ
の
北
峰
を
六
○
五
○
メ
ー
ト
ル

と
し
た
場
合
、
決
し
て
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
で
な
い
こ
と
。
多
分
、
五
九
八
○
メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
余
り
間
違
い
の
な
い
高
度

と
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
の
山
を
シ
ッ
キ
ム
の
シ
ニ
オ
ル
チ
ュ
ー
に
も
比
す
べ
き
、
世
界
で
最
も
美
し
い
山
の
一
つ
に

数
え
て
い
る
人
も
多
い
が
、
そ
れ
は
西
側
か
ら
み
て
の
こ
と
で
、
東
面
か
ら
で
は
決
し
て
美
し
く
な
い
。
だ
か
ら
ど
う
と
い
う
の
で
は
な

い
が
、
一
応
ご
報
告
し
て
お
く
次
第
。
尚
ア
ル
パ
マ
ョ
と
は
〃
土
砂
の
流
れ
〃
と
い
う
意
味
ら
し
い
。

舜
聖

謡
』
蕊
鯲
邑 |“
届
尋
急
津
計
ご
司
尋
言
嘩
Ⅱ
己
罫
急
寺
謡
唖
蕊
鯲
ご
豊
軸
ｇ
守
引
琶
哩
弼
ｇ
寺
Ⅱ
ろ
覇
ｇ
津
守
（
詞
斤
諒
遷
時
尋
◇

皿
鹸

｜
皿
、

典
ご
灰
や
卦
詩
編
崩
湿
朝
囲
州

●
白
ｌ
詞
片
’
○
国

（
聖
一
小
一
一
（
》
韮
一
一
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七
月
一
四
日
、
中
村
と
中
島
は
一
足
先
に
三
井
金
属
提
供
の
ジ
ー
プ
（
但
し
ガ
ソ
リ
ン
は
こ
っ
ち
も
ち
）
に
乗
っ
て
ラ
・
パ
ス
（
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
）

を
あ
と
に
ス
チ
ェ
ス
（
普
呂
①
の
）
に
向
っ
た
。
そ
の
付
近
の
偵
察
と
馬
の
交
渉
の
た
め
で
あ
る
。

本
隊
は
一
五
日
、
ボ
リ
ビ
ア
・
ト
ヨ
タ
販
売
の
カ
ミ
ョ
ン
（
ト
ラ
ッ
ク
）
で
出
発
。
チ
チ
カ
カ
湖
（
弓
旨
８
８
・
認
忌
日
）
昔
ア
ィ
マ
ラ
族
が
戦

、
、
、
、

い
の
時
に
あ
げ
た
ト
キ
の
声
だ
と
い
う
説
が
あ
る
）
の
東
岸
と
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
（
○
○
己
屋
①
国
困
①
巴
》
〃
壮
厳
な
山
脈
″
）
の
間
を
行
く
の
だ
か

ら
景
色
は
悪
か
ろ
う
筈
が
な
い
。
振
り
返
え
る
と
、
ラ
・
パ
ス
（
旨
顧
園
．
韻
ｇ
日
》
〃
平
和
″
）
に
君
臨
す
る
イ
リ
マ
ニ
（
昌
冒
凹
昌
）
震
９

日
学
古
形
は
目
言
冨
②
目
色
昌
．
〃
輝
く
膳
又
は
コ
ン
ド
ル
〃
ア
イ
マ
ラ
語
。
厩
且
島
の
『
は
国
旨
‐
ロ
目
陣
‐
己
〔
乱
昏
目
屋
号
尋
呉
①
同
〕
だ
と
い
う
。
旨
・
く
．
国
邑
冒
角
口
は
最

も
古
い
記
録
に
盲
亭
冨
目
画
昌
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
意
味
は
不
明
だ
と
い
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
達
は
〃
永
遠
に
″
と
い
う
意
味
だ
と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
が
。
カ
ス
テ
ィ
ヤ

ー
ノ
で
は
イ
ー
イ
言
一
と
発
音
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ラ
・
パ
ス
の
人
は
皆
ス
・
ヘ
イ
ン
流
に
イ
リ
マ
ニ
と
発
音
し
て
い
た
）
が
次
第
に
地
平
線
の
上
に
小
さ
く
な
っ

上
す
る
。
朝
ラ
・
パ
ス
を
、

間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
っ
た
。

乃
木
大
将
と
ス
テ
ッ
セ
ル
が
会
見
し
た
満
州
の
泥
小
屋
の
よ
う
な
家
に
泊
る
。
翌
朝
は
寒
く
て
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
ず
、

陽
の
出
る
の
を
待
っ
た
。
東
の
山
の
裏
に
プ
プ
ャ
山
群
の
一
角
が
見
え
た
。
多
分
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ョ
ッ
ク
（
国
巨
の
旨
胃
邑
。
。
〕
認
圏
目
）
だ
と

思
う
が
、
あ
ん
な
丸
い
山
に
登
る
ん
で
す
か
と
、
甘
利
に
は
余
り
気
が
進
ま
な
い
ら
し
い
。
兎
に
角
行
っ
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ

と
に
、
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
議
論
を
す
る
の
は
、
私
は
大
嫌
い
で
あ
る
。

昼
前
に
ス
ッ
チ
ェ
ス
に
つ
い
た
。
部
落
と
い
っ
て
も
二
、
三
軒
し
か
見
え
な
い
。
遠
く
か
ら
み
る
と
モ
レ
ー
ン
の
丘
に
こ
ろ
が
っ
て
い

て
い
く
、
。

チ
チ
カ
カ
湖
畔
に
あ
る
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
の
一
番
西
に
あ
る
町
、
プ
エ
ル
ト
・
ア
コ
ス
タ
（
囚
の
耳
。
Ｐ
８
の
国
〉
〃
岸
辺
の
港
″
）
か
ら
今
度
は
北

す
る
。
朝
ラ
・
パ
ス
を
出
て
ウ
ャ
ウ
ャ
（
昌
匿
昌
盲
》
ア
イ
マ
ラ
語
で
、
〃
野
天
の
大
き
な
囲
い
場
〃
）
に
つ
い
た
の
は
夜
の
八
時
、
約
一
二
時

第
二
部
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
北
部

（40）
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甘
利
隊
の
行
動
（
竈
罷
詫
聖
肇
。
恩
且
．
）

七
・
一
九
（
晴
）
甘
利
、
中
川
、
中
島
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
、
フ
ー
リ
オ
。
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
チ
ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
（
緑
湖
）
を
経
て
氷

河
の
末
端
に
Ｃ
Ｉ
（
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。

七
・
二
○
（
曇
後
雪
）
甘
利
、
中
川
、
北
氷
河
偵
察
。
中
島
と
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
は
国
境
稜
上
の
コ
ル
か
ら
チ
ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
峰

（
五
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
と
イ
チ
コ
ョ
角
。
匡
８
号
．
五
五
八
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
。
後
者
は
下
か
ら
は
山
に
見
え
る
が
、
登
っ
て
み
る
と
稜

上
の
肩
に
過
ぎ
な
い
の
で
勘
定
に
入
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

七
・
一
二
（
晴
）
Ｃ
Ｉ
よ
り
コ
ル
を
越
え
て
ポ
リ
ヴ
ィ
ァ
側
に
入
り
、
Ｃ
Ⅱ
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
す
る
。

こ
れ
か
ら
又
・
へ
ル
ー
領
に
入
る
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
な
い
運
ち
ゃ
ん
が
ゴ
ね
出
し
た
。
君
は
ト
ラ
ッ
ク
の
一
部
な
ん
だ
か
ら
そ

ん
な
も
の
は
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
と
、
無
理
に
運
転
台
に
の
ぼ
ら
せ
る
。

東
側
に
は
も
う
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
の
中
央
部
が
眼
の
前
に
迫
っ
て
来
て
い
る
。
ス
ッ
チ
ェ
ス
河
を
バ
チ
ャ
バ
チ
ャ
と
車
の
儘
渡
る
と
も
う

．
へ
ル
ー
領
。
驚
い
た
こ
と
に
幅
の
広
い
大
き
な
道
が
ず
っ
と
北
方
に
続
い
て
い
る
。
軍
用
道
路
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
た
。

午
後
早
く
チ
ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
に
つ
い
た
。
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
。
今
日
か
ら
又
半
月
ば
か
り
こ
こ
で
頑
張
る
の
で
あ
る
。

七
月
一
七
日
か
ら
行
動
開
始
。
四
隊
に
分
け
て
付
近
の
偵
察
を
行
い
大
体
見
当
が
つ
い
た
。
一
八
日
は
一
日
休
養
。
一
九
日
、
甘
利
隊

は
東
方
に
向
い
、
中
村
隊
は
北
方
へ
姿
を
消
し
た
。

い
。
朝
は
マ
イ
ス
（
唐

て
い
ら
れ
る
も
の
だ
。

る
岩
か
と
思
っ
た
の
が
、
近
ず
く
と
ア
ド
寺
へ
で
つ
く
っ
た
家
だ
っ
た
り
す
る
。

先
発
の
中
村
が
眠
む
そ
う
な
顔
を
ダ
う
し
の
な
い
格
好
で
、
そ
の
家
の
一
つ
か
ら
出
て
来
た
。
食
事
が
ひ
ど
い
の
で
相
当
参
っ
た
ら
し

い
．
朝
は
マ
イ
ス
（
唐
も
ろ
こ
し
）
の
チ
ラ
ホ
ラ
こ
ろ
が
っ
て
い
る
ス
ー
プ
、
昼
は
パ
パ
（
じ
ゃ
が
芋
）
、
夜
は
？
な
し
、
こ
れ
で
よ
く
生
き

（41）



七
・
一
三
（
晴
後
曇
）
甘
利
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
の
二
人
、
パ
ロ
言
一
・
グ
ラ
ン
デ
（
思
さ
日
画
凰
⑦
国
ａ
①
》
副
＄
目
）
往
復
。
中
川
、

中
島
は
Ｃ
Ⅱ
よ
り
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
山
群
の
最
高
峰
チ
ャ
ウ
ピ
・
オ
ル
コ
（
⑦
冨
巨
宮
○
Ｈ
８
．
ｓ
虐
目
〉
ア
イ
マ
ラ
語
で
〃
中
央
の
山
″
）
に
登
る
。

氷
河
と
雪
稜
の
長
い
登
肇
、
登
り
は
七
時
間
、
下
り
は
三
時
間
。
氷
河
上
は
軟
雪
、
膝
下
ま
で
潜
る
。
ワ
カ
ン
を
お
い
て
来
て
し
ま
っ
て

残
念
だ
っ
た
。
雪
壁
の
各
所
に
ク
レ
バ
ス
あ
り
。
一
時
間
に
一
つ
位
、
中
に
は
一
メ
ー
ト
ル
幅
の
も
の
も
あ
っ
た
。
東
西
に
延
び
た
細
長

残
念
だ
っ
た
。
雪
壁
の
や

七
・
二
三
（
晴
）
甘
利
、
中
川
、
中
島
の
三
人
サ
ュ
ー
ョ
命
邑
昌
○
・
留
呂
目
）
に
登
る
。
直
射
日
光
ひ
ど
し
。
は
じ
め
雪
深
く
、
急
に

な
る
と
硬
く
な
る
。
雪
壁
を
筆
じ
て
ト
レ
ス
・
ム
ヘ
ー
レ
ス
Ｐ
閉
目
Ｈ
①
ｍ
旨
且
閂
①
、
》
〃
三
人
姉
妹
”
、
急
な
尾
根
筋
に
ロ
ー
ソ
ク
の
よ
う
な
氷
峰
が
三

つ
な
ら
ぶ
）
と
サ
ュ
ー
ョ
の
コ
ル
に
出
る
。
傾
斜
四
五
度
の
雪
稜
、
青
氷
あ
り
。
頂
上
は
庇
、
上
は
洗
面
器
位
の
大
き
さ
。
帰
え
り
は
ア
ブ

ザ
イ
レ
ン
の
連
続
、
夜
、
九
時
一
五
分
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
Ｃ
Ⅱ
に
戻
っ
た
。

七
・
二
四
（
晴
）
Ｃ
Ⅱ
撤
収
、
Ｃ
Ｉ
へ
・

七
・
二
五
（
晴
）
Ｃ
Ｉ
撤
収
、
Ｂ
Ｃ
へ
。

い
頂
上
。
滞
頂
一
時
間
。

七
・
二
三
（
晴
）
甘
利

な
る
と
硬
く
な
る
。
雪
睦

く
。
八
畔

を
要
す
。

七
・
二
七
（
晴
）
吉
沢
、
中
島
の
二
名
。
十
日
前
に
丸
山
と
今
へ
ナ
ン
シ
オ
が
偵
察
に
入
っ
た
谷
を
入
る
。
遠
く
か
ら
み
る
と
丁
度
真
白

い
烏
が
羽
を
拡
げ
た
よ
う
に
見
え
る
格
好
の
い
い
山
。
こ
ん
な
山
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
湿
地
帯
、
澄
ん
だ
湖
、
沢
登
り
、
ガ

ラ
場
、
氷
河
、
雪
原
、
四
○
メ
ー
ト
ル
六
ピ
ッ
チ
の
雪
稜
、
そ
し
て
頂
上
に
立
つ
・
午
後
四
時
。
サ
ュ
ー
ョ
、
ト
レ
ス
・
ム
ヘ
ー
レ
ス
、

チ
ャ
ウ
ピ
オ
ル
コ
、
同
北
峰
の
大
パ
ノ
ラ
マ
・
氷
河
を
済
ま
せ
谷
へ
入
っ
て
暗
く
な
る
。
ヘ
ッ
ド
・
ラ
ン
プ
で
疲
れ
た
足
を
引
ず
っ
て
行

く
。
八
時
四
五
分
、
Ｂ
Ｃ
着
。
甘
利
は
二
人
の
帰
え
り
が
余
り
に
遅
い
の
で
、
捜
索
に
出
か
け
る
寸
前
で
あ
っ
た
。
一
二
時
間
と
一
五
分

カ
カ
ワ
イ
チ
ョ
初
登
頂

（42）



コルデイエラ・ブランカとアポロバンパ

七
・
一
九
（
晴
）
中
村
、
丸
山
、
倉
知
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
人
ポ
ー
ョ
、
ベ
ナ
ン
シ
オ
の
五
名
、
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
北
方
に
向
う
。
ア
パ
チ

ェ
タ
・
デ
・
イ
ス
カ
イ
ク
ル
ス
（
シ
冨
呂
①
国
鳥
目
の
８
胃
昌
圃
・
畠
ｇ
日
）
を
こ
え
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
へ
流
れ
て
い
く
ヴ
イ
ス
カ
チ
ャ
ニ

谷
（
く
誌
８
号
昌
一
）
を
下
り
、
オ
コ
ル
ル
ニ
谷
（
Ｏ
ｏ
８
昌
日
ｇ
と
の
合
流
点
に
あ
る
ル
ス
ニ
（
胃
、
匡
昌
）
で
一
泊
。
馬
七
頭
に
荷
を
積

ん
だ
が
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か
直
ぐ
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ
て
し
め
直
し
。
馬
は
道
を
外
れ
て
文
字
通
り
の
道
草
を
食
う
・
’

七
・
二
○
（
晴
）
谷
奥
に
見
え
る
白
い
山
は
プ
イ
ナ
パ
タ
弓
昌
口
四
冒
国
〉
認
ｇ
日
・
プ
イ
ナ
は
峠
の
向
側
に
あ
る
ボ
リ
ヴ
イ
ア
の
部
落
パ
タ
は

〃
山
頂
″
）
で
あ
る
。
二
時
間
で
谷
開
け
、
二
軒
の
家
あ
り
、
ア
ン
コ
カ
ラ
魯
国
８
。
自
画
）
と
い
う
。
お
ば
あ
さ
ん
の
写
真
を
と
っ
た
ら
泥

を
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
。
更
に
登
る
と
又
谷
は
一
層
開
け
パ
ン
パ
と
な
り
、
ア
ル
パ
カ
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
道
は
急
に
左
へ
曲

り
急
登
。
ア
リ
ェ
ロ
達
は
馬
の
足
を
い
た
め
る
の
で
今
コ
ネ
出
し
た
が
、
何
と
か
な
だ
め
て
登
ら
せ
る
。
傾
斜
が
緩
く
な
っ
て
又
平
地
、
今

度
は
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。
岩
の
畦
に
リ
ス
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
走
る
。
懸
垂
氷
河
が
左
手
に
、
そ
し
て
又
右
手
に
現
わ
れ
、
道
は
モ

国
境
峠
の
手
前
に
平
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
小
さ
な
湖
が
あ
る
。
絶
好
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
振
り
か
え
る
と
カ

ィ
ェ
ホ
ン
が
谷
の
向
い
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
た
。
ア
リ
エ
ロ
に
は
一
週
間
後
に
又
来
る
よ
う
に
い
っ
て
別
れ
る
。

レ
ー
ン
の
上
を
通
る
。

七
・
二
八
（
晴
）
、
七
・
二
九
（
晴
）
、
中
川
と
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
が
カ
イ
ェ
ホ
ン
（
９
－
亙
○
ロ
》
留
隠
日
》
普
通
カ
リ
ホ
ン
ｏ
島
。
目
と
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
。
〃
峡
ぃ
谷
間
″
の
意
味
）
の
第
二
登
を
狙
っ
て
出
か
け
た
が
、
マ
ル
公
の
お
か
げ
で
登
頂
な
ら
ず
。
ビ
、
ハ
ー
ク
の
練

習
に
行
っ
た
よ
う
な
も
の
。
頂
下
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
行
っ
た
の
だ
が
、
マ
ル
は
急
な
氷
壁
に
お
じ
け
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
・
日
本
の
登

山
家
は
足
は
早
い
し
、
悪
場
で
も
大
胆
だ
と
び
っ
く
り
し
て
い
る
。

中
村
隊
の
行
動

１
１
チ
ャ
ウ
ピ
オ
ル
コ
北
峰
他
Ｉ
Ｉ
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七
・
二
一
（
晴
、
ガ
ス
）
チ
ャ
ウ
ピ
オ
ル
コ
北
峰
の
偵
察
。
砂
地
の
コ
ル
か
ら
右
手
の
尾
根
に
続
く
ガ
レ
場
を
登
り
、
雪
の
尾
根
に
出

て
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
・
北
峰
の
前
衛
峰
と
の
間
の
広
い
雪
尾
根
に
達
す
る
に
は
、
一
カ
所
非
常
に
急
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ポ
ー
ョ
が
全
く
初
心
者
の
た
め
に
苦
労
す
る
。
広
い
尾
根
に
出
れ
ば
あ
と
は
前
衛
峰
直
下
の
壁
状
の
急
斜
面
ま
で
簡
単
で
あ
る
。
ガ

ス
が
出
て
来
た
。
前
衛
峰
直
下
ま
で
行
き
、
大
ク
レ
や
ハ
ス
に
阻
ま
れ
一
応
引
返
す
こ
と
に
し
た
。

丸
山
具
合
悪
し
。
ポ
ー
ョ
は
こ
の
病
人
の
丸
山
を
Ｃ
Ｉ
に
残
し
、
峠
向
う
の
プ
イ
ナ
ヘ
行
き
一
晩
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。
彼
は
登
山
家

と
し
て
は
ワ
ザ
も
精
神
も
ゼ
ロ
に
近
い
。

七
・
一
三
（
晴
）
Ｃ
Ｉ
か
ら
北
峰
で
は
遠
す
ぎ
る
の
で
、
広
い
尾
根
の
五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
Ｃ
Ⅱ
を
つ
く
る
。
今
へ
ナ
ン
シ

オ
を
ポ
ー
タ
ー
に
使
っ
た
が
、
歩
き
方
も
知
ら
ず
、
気
力
も
乏
し
い
、
急
斜
の
下
り
で
は
荷
を
持
っ
て
や
る
仕
末
。
午
後
二
時
に
Ｃ
Ⅱ
を

建
て
、
、
ヘ
ナ
ン
シ
オ
は
途
中
ま
で
倉
知
が
送
り
、
Ｃ
Ｉ
に
戻
ら
せ
た
。

七
・
二
三
（
快
晴
）
Ｃ
Ｉ
か
ら
一
昨
日
の
引
返
し
点
ま
で
は
八
方
尾
根
の
よ
う
に
広
い
尾
根
。
直
下
は
急
だ
が
前
日
の
ス
テ
ッ
プ
を
利

用
、
ク
レ
、
ハ
ス
の
直
登
は
や
め
、
四
○
メ
ー
ト
ル
一
杯
左
へ
出
て
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
。
そ
こ
か
ら
氷
の
大
斜
面
が
は
じ
ま
る
。

中
村
ト
ッ
プ
、
ピ
ト
ン
を
打
ち
、
丹
念
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
。
小
ク
レ
尋
ハ
ス
で
ビ
レ
ー
、
更
に
四
○
メ
ー
ト
ル
で
露
岩
の
左
側
に
入
っ

て
二
ピ
ッ
チ
、
ス
ノ
ー
．
、
ハ
ー
を
打
ち
込
む
。
こ
こ
で
倉
知
ト
ッ
プ
。
露
岩
の
上
の
前
衛
峰
へ
の
最
後
の
氷
壁
（
五
五
度
）
を
慎
重
に
ス
テ

ッ
プ
、
三
○
メ
ー
ト
ル
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
ビ
レ
ー
、
中
村
ト
ッ
プ
二
○
メ
ー
ト
ル
、
堅
氷
に
ス
テ
ッ
プ
、
前
衛
峰
下
の
緩
い
と
こ
ろ
に
出

る
。
氷
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
不
慣
れ
で
、
ス
テ
ッ
プ
が
大
き
過
ぎ
消
耗
ひ
ど
し
。

前
衛
峰
で
一
時
間
の
休
憩
後
、
広
い
雪
尾
根
を
進
む
。
北
峰
直
下
は
急
な
リ
ッ
ジ
、
左
側
の
斜
面
に
移
る
。
最
後
の
雪
庇
と
雪
庇
の
間

の
リ
ッ
ジ
の
消
え
る
部
分
、
こ
こ
の
ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
ト
に
時
間
が
か
か
る
。

Ｃ
Ⅱ
を
六
時
半
に
出
て
、
野
球
場
の
よ
う
に
広
々
と
し
た
頂
上
に
立
っ
た
の
が
午
後
二
時
一
○
分
。
東
側
に
続
い
て
い
る
尾
根
上
に
あ

る
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
白
い
峰
（
ハ
ナ
コ
及
び
タ
ロ
ウ
と
仮
称
）
。
そ
れ
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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七
・
二
七
（
晴
）
丸
山
、

ま
っ
た
。
Ｋ
は
倉
知
の
Ｋ
・

丸
山
と

七
・
二
六
（
晴
）
中
村
、
丸
山
、
倉
知
の
三
人
登
頂
、
こ
れ
が
山
名
（
仮
称
）
の
由
来
。
サ
ユ
ー
ョ
の
東
に
イ
タ
リ
ー
隊
の
登
っ
た
旨
の

園
の
、
冒
且
①
Ｈ
の
、
〃
三
人
姉
妹
″
が
あ
る
の
か
ら
思
い
つ
い
た
名
前
。
頂
上
は
三
人
が
坐
れ
る
岩
の
台
と
な
っ
て
い
る
。

七
・
二
四
（
快
晴
）
丸
山
と
ポ
ー
ョ
。
丸
山
は
Ｃ
Ｉ
に
来
て
か
ら
ず
っ
と
具
合
が
悪
か
っ
た
が
、
こ
の
日
は
じ
め
て
山
に
登
る
。
こ
の

山
は
。
へ
ル
ー
領
の
方
へ
張
り
出
し
て
お
り
、
遠
目
に
は
美
し
い
。
ポ
ー
ョ
は
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
二
度
丸
山
の
確
保
で
助
か
っ
た
。

こ
の
山
は
ア
ポ
ロ
、
ハ
ン
や
〈
北
部
で
は
最
も
難
し
い
岩
登
り
の
道
場
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ー
隊
も
こ
れ
に
は
登
っ
て
い
な
に

七
・
二
八
（
晴
）
中
村
隊
、
国
境
峠
Ｃ
Ｉ
よ
り
Ｂ
Ｃ
帰
着
。

下
り
は
ス
ノ
ー
・
バ
ー
を
有
効
に
使
っ
て
快
的
な
ア
ブ
ザ
イ
レ
ン
、
Ｃ
Ⅱ
へ
は
七
時
一
五
分
に
戻
っ
た
。
三
時
間
と
四
五
分
。

七
・
二
四
（
晴
）
Ｃ
Ｉ
に
戻
る
。

ネ
ヴ
ァ
ド
．
Ｎ
・
Ｋ
（
ｚ
の
ぐ
且
。
ｚ
【
．
ゞ
闇
ｇ
ｇ
）

ネ
ヴ
ァ
ド
・
Ｋ
（
ｚ
の
ぐ
且
。
〆
．
〕
ｇ
９
日
）

プ
イ
ナ
パ
タ
（
四
目
冒
冨
．
認
８
日
）

ロ
ス
・
ト
レ
ス
・
オ
ン
ブ
レ
ス

（
Ｆ
ｏ
の
弓
民
①
の
国
○
日
胃
①
ｍ
》
駅
ｇ
日
》
〃
三
人
兄
弟
″
）

倉
知
、
花
子
峰
の
方
へ
登
る
つ
も
り
で
出
か
け
た
が
、
悪
い
雪
庇
に
妨
げ
ら
れ
、
結
局
Ｋ
の
方
へ
曲
っ
て
し

（45）



八
・
三
（
晴
）
五
時
起
床
、
七
時
に
な
ら
ぬ
と
陽
が
当
ら
ぬ
の
で
猛
烈
に
寒
い
。
七
時
半
出
発
。
兎
に
角
、
頂
上
か
ら
東
へ
の
び
る
前

峰
へ
の
尾
根
の
コ
ル
に
登
る
予
定
で
、
ガ
レ
場
を
登
り
、
五
○
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る
側
壁
に
突
貫
す
る
。

壁
下
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
、
ア
イ
ゼ
ン
は
使
わ
な
い
。
倉
知
ト
ッ
プ
で
最
初
の
一
ピ
ッ
チ
。
ロ
ッ
ク
・
ハ
ー
ケ
ン
で
ビ
レ
ー
。
久
振
り
の

岩
登
り
で
あ
る
。
逆
層
で
ホ
ー
ル
ド
と
ス
タ
ン
ス
に
苦
労
す
る
。
浮
石
多
し
。
神
経
消
耗
、
三
○
度
位
の
雪
面
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
の
雪
壁

を
、
左
に
右
に
と
禁
じ
て
行
く
。
雪
質
が
い
い
の
で
高
度
は
は
か
ど
る
。
岩
の
傾
斜
し
た
、
ハ
ン
ド
で
小
休
止
。

そ
れ
か
ら
可
な
り
急
な
八
○
メ
ー
ト
ル
位
の
雪
壁
を
登
っ
て
コ
ル
に
達
し
た
。
こ
こ
か
ら
頂
上
は
見
え
な
い
が
、
二
時
頃
に
は
つ
く
だ

ろ
う
と
考
え
る
。
コ
ル
の
反
対
側
に
は
バ
ン
パ
が
這
上
っ
て
来
て
い
る
。
向
側
か
ら
取
付
い
た
方
が
遥
か
に
楽
で
あ
っ
た
。

コ
ル
か
ら
又
逆
層
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
ガ
リ
ー
か
ら
右
の
ス
ラ
ブ
へ
。
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
む
リ
ス
も
な
い
。
次
は
急
な
雪
の
ル
ン

ゼ
、
四
○
メ
ー
ト
ル
で
岩
壁
に
つ
く
。
左
へ
バ
ン
ド
伝
い
に
五
○
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
バ
ー
ス
。

次
に
岩
と
雪
の
交
っ
た
壁
を
七
ピ
ッ
チ
、
右
に
続
く
雪
の
、
ハ
ン
ド
を
少
し
い
く
。
そ
し
て
岩
と
雪
の
接
触
面
に
出
る
。
雪
面
の
傾
斜
は

非
常
に
急
で
、
下
の
方
は
全
然
見
え
な
い
。
上
は
オ
ー
、
ハ
ー
ハ
ン
グ
。
仕
方
な
く
岩
と
雪
の
接
点
を
い
く
、
岩
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
あ
る
。
ピ

星
が
出
て
来
た
。

八
・
二
（
晴
）
中
川
と
倉
知
。
昨
日
は
ト
ラ
ピ
チ
ェ
（
岸
幽
胃
嚴
）
に
行
き
、
カ
ミ
ョ
ン
の
交
渉
を
し
た
が
ダ
メ
。
ア
ナ
ネ
ァ
ｓ
冒
冒
の
巴

の
部
落
ま
で
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
不
調
。
七
月
三
○
日
に
隊
長
等
が
プ
プ
ヤ
ヘ
移
っ
て
か
ら
も
う
三
日
目
だ
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
行
け
る

の
か
、
少
し
ば
か
り
心
配
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
ト
ヨ
タ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
る
ま
で
五
日
は
か
か
ろ
う
。
倉
知
は
も
う
六
日
も
こ
こ
チ
ョ
ク

ニ
ャ
コ
ー
タ
の
Ｂ
Ｃ
に
い
る
の
で
、
頭
に
来
た
ら
し
く
、
さ
か
ん
に
ポ
ー
タ
ー
に
当
り
散
ら
す
。

ア
シ
エ
ン
ダ
か
ら
遊
び
に
来
て
い
た
男
の
馬
に
サ
ブ
ザ
ッ
ク
を
く
く
り
つ
け
、
今
へ
ナ
ン
シ
オ
を
馬
方
に
し
て
夕
方
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
す

る
。
隊
長
の
許
可
な
く
、
難
し
そ
う
な
山
へ
行
く
の
で
気
が
ひ
け
る
。

岩
峰
直
下
に
入
っ
て
い
る
沢
に
入
り
、
し
き
り
に
帰
え
り
た
が
っ
て
い
た
寺
へ
ナ
ン
シ
オ
を
解
放
し
て
や
る
。
ツ
ェ
ル
ト
で
ビ
、
ハ
ー
ク
、
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九
時
半
、
倉
知
先
に
下
る
。
ザ
イ
ル
は
下
の
雪
溪
ま
で
届
か
な
い
・
右
の
岩
場
を
下
り
る
と
岩
棚
ら
し
い
・
ラ
イ
ト
は
益
々
ポ
ン
ャ
リ

し
て
く
る
。
い
よ
い
よ
急
な
傾
斜
、
そ
こ
で
中
川
、
空
中
に
振
ら
れ
、
岩
壁
に
左
膝
を
イ
ヤ
と
い
う
ほ
ど
ぶ
つ
つ
け
る
。
ま
だ
雪
溪
ま
で

三
○
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
ら
し
い
。
一
○
時
だ
、
ピ
録
ハ
ー
ク
と
決
定
。
石
を
落
と
し
、
尻
を
の
せ
る
場
所
を
つ
く
り
、
ハ
ー
ケ
ン
で
ジ
ッ
ヘ

ル
す
る
。
寒
く
て
眠
ら
れ
な
い
。
だ
が
風
が
な
い
だ
け
幸
い
で
あ
る
。
午
前
一
時
頃
月
が
出
た
。

八
・
四
（
晴
）
七
時
メ
タ
を
つ
け
、
ミ
カ
ン
の
缶
詰
を
あ
た
た
め
て
食
う
。
七
時
半
出
発
、
岩
壁
は
さ
し
て
急
な
ら
ず
、
一
ピ
ッ
チ
で

雪
溪
に
達
す
る
。
二
ピ
ッ
チ
八
○
メ
ー
ト
ル
下
る
と
ガ
レ
場
、
八
ピ
ッ
チ
左
へ
下
る
。
草
付
に
出
た
。
バ
ン
パ
、
尾
根
一
つ
越
え
て
テ
ン

労る
、 ○

時
間
か
か
っ
た
訳
だ
。

完
全
に
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
少
し
で
も
下
っ
て
お
こ
う
。
北
東
稜
が
楽
そ
う
に
見
え
た
の
で
そ
れ
を
下
る
。
ラ
イ
ト
を
つ
け
一
○
○

メ
ー
ト
ル
ば
か
り
下
り
、
東
に
続
く
稜
線
上
の
ピ
ー
ク
の
肩
に
つ
く
。

そ
れ
か
ら
雪
の
ル
ン
ゼ
を
下
っ
た
。
八
○
メ
ー
ト
ル
で
岩
場
。
中
川
の
ラ
イ
ト
薄
く
な
る
。
ア
ブ
ザ
イ
レ
ン
の
準
備
、
倉
知
睡
く
な

る
。
四
○
メ
ー
ト
ル
の
メ
イ
ン
・
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
と
八
ミ
リ
の
サ
ブ
ザ
イ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
が
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
の
に
苦

倉
知
は
お
そ
い
か
ら
戻
ろ
う
と
い
う
。
三
時
三
○
分
だ
っ
た
。
中
川
ト
ッ
プ
で
雪
壁
を
登
る
と
》
一
五
メ
ー
ト
ル
で
守
ハ
ン
ド
に
達
し

た
。
左
に
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
、
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
、
倉
知
続
く
。
そ
の
上
が
又
ガ
ラ
ガ
ラ
で
ホ
ー
ル
ド
な
し
。
雪
壁
に
達
し
て
ホ
ッ
と
す
る
。

六
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
小
さ
な
コ
ル
。
四
時
二
○
分
、
そ
ろ
そ
ろ
暗
く
な
っ
て
来
た
。
頂
上
ま
で
ど
の
位
か
か
る
の
か
、
改
め
て
そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
の
に
驚
い
た
。
頂
上
か
ら
は
何
本
か
の
岩
稜
が
四
方
に
出
て
い
る
。
そ
の
岩
稜
の
い
く
つ
か
を
横
切
り
な
が
ら
登
っ
て

い
る
訳
だ
。
リ
テ
ィ
パ
タ
の
方
か
ら
続
い
て
来
て
い
る
雪
稜
が
急
に
な
っ
て
い
る
。
陽
が
お
ち
ジ
ッ
ヘ
ル
が
寒
い
。
六
○
度
近
い
急
な
雪

の
ル
ン
ゼ
。
頭
上
の
岩
を
す
ぎ
る
と
又
雪
壁
。
稜
線
に
出
た
。
五
○
メ
ー
ト
ル
先
に
頂
上
あ
り
、
六
時
三
○
分
、
あ
た
り
薄
暗
し
。
二

ツ
ケ
ル
と
パ
イ
ル
で
必
死
に
登
る
。

工
作
に
一
時
間
を
要
し
た
。
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ト
に
辿
り
つ
く
。

Ｂ
Ｃ
に
向
う
途
中
で
マ
ル
テ
イ
ー
ネ
ス
と
ポ
ー
ョ
に
あ
う
。
ア
ル
フ
ァ
米
を
た
い
て
持
っ
て
来
て
く
れ
た
●
有
難
く
頂
だ
い
に
及
ぶ
。

寺
ヘ
ナ
ン
シ
オ
は
岩
の
崩
れ
る
音
を
聞
き
、
二
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
伝
え
た
ら
し
い
。
！

七
・
二
九
（
晴
）
“
プ
プ
ャ
ヘ
行
く
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
が
予
定
の
日
に
来
な
い
。
予
め
打
合
せ
て
お
い
た
ポ
リ
ヴ
ィ
ァ
山
岳
会
の
無
責
任

と
無
能
さ
に
呆
れ
、
且
つ
腹
が
立
つ
。
こ
の
儘
無
為
に
過
す
訳
に
も
い
か
な
い
の
で
、
甘
利
、
中
島
、
ポ
ー
ョ
の
三
名
が
ト
ラ
ピ
チ
ェ
ヘ

行
く
や
こ
う
い
う
場
合
で
も
ポ
ー
ヨ
は
鞍
の
つ
い
た
一
番
い
い
馬
に
ポ
イ
と
乗
っ
て
し
ま
っ
て
知
ら
ん
顔
。
謙
譲
の
気
持
ち
な
ん
て
い
う

の
は
ミ
ジ
ン
も
な
い
。
四
時
間
か
か
る
ｑ
一
ピ
ア
ー
ヘ
五
○
○
ソ
ー
レ
ス
（
二
、
三
日
間
）
と
い
う
こ
と
で
小
型
ト
ラ
ツ
ク
が
傭
え
た
。
，
午

後
遅
く
ト
ラ
ピ
チ
ェ
の
人
達
が
荷
物
の
分
量
を
見
に
Ｂ
Ｃ
に
来
た
。
彼
等
が
戻
る
時
、
ボ
リ
ビ
ア
・
ト
ヨ
タ
に
「
カ
ミ
ョ
ン
送
れ
」
と
い

う
電
報
を
書
い
て
渡
す
。
こ
れ
は
ト
ラ
ピ
チ
ェ
か
ら
無
線
で
フ
リ
ァ
カ
或
い
は
。
フ
ー
ノ
経
由
で
ラ
・
パ
ス
へ
届
け
ら
れ
る
と
い
う
。

七
・
三
○
（
晴
後
襄
）
八
時
、
カ
ミ
ョ
ネ
ー
タ
で
第
一
隊
出
発
、
吉
沢
、
甘
利
、
中
村
、
丸
山
、
中
島
の
五
名
。
あ
と
は
ク
ジ
の
結
果

七
・
三
○
（
晴
後
壼

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ヤ
ウ
ヤ
に
Ｃ
Ａ
Ｂ
（
。
号
鈩
且
旨
○
胃
冒
旨
口
Ｃ
）
の
ピ
ー
タ
ー
が
い
た
。
一
緒
に
プ
ョ
プ
ョ
の
Ｂ
Ｃ
へ
来
る
。
Ｃ
Ａ
Ｂ
の
カ
ミ
ョ

ン
は
途
中
で
エ
ン
コ
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
：

い
い
加
減
に
見
当
を
つ
け
て
バ
ン
パ
の
上
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
で
は
一

寸
味
え
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
皆
の
ガ
ャ
ガ
ャ
い
う
の
を
少
し
も
聞
か
ず
、
一
直
線
に
車
を
走
ら
せ
た
が
、
こ
の
方
が
結
局
勝
ち
で
あ
っ

た
○

プ
ョ
プ
ョ
部
落
の
対
岸
、
丘
陵
下
の
平
地
を
第
二
Ｂ
Ｃ
と
す
る
（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
ポ
ッ
ン
と
一
つ
だ
け
テ
ン
ト
を
建
て
る
。
さ

プ
プ
ヤ
亀
ｇ
ご
“
）
へ
の
移
動
と
偵
察
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八
・
一
（
晴
）
九
時
、
吉
沢
、
甘
利
、
中
村
、
中
島
と
カ
ヒ
チ
ャ
タ
峠
（
９
喜
鈎
国
）
に
偵
察
に
行
く
。
一
○
時
大
き
な
ラ
ゴ
Ｐ
侭
。
ゞ

湖
）
《
が
出
て
来
た
。
峠
の
ケ
ル
ン
に
つ
い
た
の
は
一
○
時
半
、
ア
ポ
ロ
季
ハ
ン
、
ハ
の
峠
と
い
う
の
は
ダ
ラ
ダ
ラ
登
り
が
実
に
長
い
。

左
側
の
岩
山
に
登
っ
て
み
る
と
プ
プ
ヤ
の
山
群
が
ず
ら
り
。
知
っ
て
い
る
の
は
一
番
左
の
ウ
エ
ラ
ン
カ
ョ
ッ
ク
だ
け
。
そ
れ
か
ら
右
に

顕
著
な
処
女
峰
が
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｆ
と
六
峰
続
い
て
い
る
。
こ
の
山
群
は
下
の
バ
ン
パ
か
ら
は
前
山
に
隠
れ
て
み
え
な
い
。
残

さ
れ
て
い
た
理
由
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
土
民
調
査
に
よ
る
と
そ
れ
ら
の
山
名
は
次
の
如
く
な
る
。

（
Ａ
）
カ
サ
ラ
ラ
（
○
搦
胃
胃
画
“
３
９
日
）
〃
頭
を
切
ら
れ
た
山
”
）
・
‐
（
Ｂ
）
力
ニ
サ
ヤ
（
○
画
己
困
冒
〉
雪
ｇ
目
》
〃
家
の
あ
る
汚
な
い
土
地
”
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
山
の
頂
上
に
乳
首
み
た
い
な
も
の
が
見
え
た
の
で
、
〃
オ
ッ
ー
パ
ィ
山
罵
ぐ
且
。
目
の
冨
〃
と
い
う
愛
称
を
お
く
っ
た
）
。
（
Ｃ
）
ト
ル
レ
・
ポ
リ
ヴ
イ
ア
ー

ノ
（
目
○
目
の
国
○
一
弓
一
四
口
○
〉
高
度
は
不
明
だ
が
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
位
か
、
槍
ヵ
岳
の
よ
う
な
黒
い
岩
峰
で
、
双
眼
鏡
で
み
る
と
狭
い
頂
上
に
雪
が
載
り
、
左
側
の
稜
線
上

に
は
小
槍
、
孫
槍
が
一
一
一
本
立
っ
て
い
る
。
そ
の
下
の
急
な
氷
河
は
崩
岩
の
た
め
褐
色
に
汚
れ
て
い
た
。
〃
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
の
塔
〃
と
は
わ
れ
わ
れ
が
つ
け
た
仮
称
で
あ
る
。
こ
の

岩
峰
は
反
対
側
か
ら
だ
と
簡
単
に
登
れ
る
こ
と
が
あ
と
で
わ
か
っ
た
）
。
（
Ｄ
）
カ
ヴ
ァ
ヤ
ニ
Ｓ
ｍ
ぐ
昌
四
風
）
雪
ｇ
目
》
〃
嶮
し
い
砕
石
地
“
）
・
（
Ｅ
）
ヤ
ナ
オ

た
○

七
・
三
一
（
晴
）
第
一
回
の
プ
プ
ヤ
偵
察
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
山
群
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
よ
り
以
前
に
、
そ
れ
が
あ
る
の
か
な
い

の
か
と
い
う
不
安
さ
え
持
っ
て
い
た
と
（
中
島
記
）
。
中
島
と
ピ
ー
タ
ー
は
プ
ョ
プ
ョ
峰
の
前
に
あ
る
岩
山
に
登
る
。
ピ
ー
タ
ー
の
足
弱

く
、
少
し
も
は
か
ど
ら
ぬ
の
で
途
中
か
ら
追
い
返
し
た
。

こ
の
岩
峰
か
ら
更
に
一
時
間
歩
く
。
眼
前
に
プ
プ
ャ
の
白
い
山
波
が
展
開
。
チ
ャ
ウ
ピ
オ
ル
コ
付
近
に
比
べ
て
一
段
と
険
し
そ
う
だ
。

五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
位
の
岩
山
の
上
に
立
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
。
荘
然
と
こ
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
み
と
れ
る
。
何
故
こ
れ
ほ
ど
の
山
が
、
今
ま
で

人
の
手
に
触
れ
ら
れ
ず
に
残
っ
て
い
た
の
か
。
異
常
の
興
奮
を
感
じ
な
が
ら
Ｂ
Ｃ
に
か
け
戻
る
。

甘
利
も
カ
ニ
ゥ
マ
（
９
口
旨
白
煙
》
”
汚
な
い
水
″
）
部
落
へ
の
プ
ン
タ
（
峠
）
ま
で
登
り
、
こ
れ
も
そ
の
素
晴
し
さ
に
感
激
し
て
戻
っ
て
来

っ
ば
り
Ｂ
Ｃ
ら
し
く
な
い
。
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ル
コ
（
閨
画
ご
色
９
８
）
認
ｇ
旨
〉
〃
黒
い
山
″
）
。
（
Ｆ
）
ア
カ
マ
ニ
（
Ｐ
３
白
色
己
〕
３
９
日
）
〃
東
の
水
〃
、
こ
の
山
は
ブ
ラ
ン
ヵ
の
タ
ウ
ィ
ラ
ブ
、
Ｉ
に
一
寸
似
て

い
て
、
相
当
登
り
甲
斐
の
あ
る
山
に
見
え
る
）
。

レ
ア
ル
の
イ
ヤ
ン
プ
ー
（
昌
四
日
冒
ゞ
〃
兄
と
一
緒
″
と
い
う
意
）
と
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
（
シ
ロ
８
盲
目
四
）
〃
白
い
水
〃
）
は
遠
い
が
流
石
に
大
き
照

振
り
返
え
る
と
コ
ロ
ロ
（
９
巨
○
》
＄
忌
日
）
と
ヌ
ビ
ー
ａ
自
画
》
臼
ら
日
）
に
続
い
て
、
ア
ポ
ロ
ゞ
ハ
ン
等
ハ
北
部
の
山
々
が
全
部
見
え
る
。

峠
の
下
の
カ
ニ
ウ
マ
の
部
落
が
眼
下
に
近
い
。
足
の
下
に
化
石
層
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
小
貝
の
も
の
が
多
い
・

八
・
六
（
晴
）
チ
ヨ
ク
ニ
ャ
コ
ー
タ
か
ら
中
川
他
プ
ョ
プ
ョ
着
。
兎
に
角
、
全
員
そ
ろ
っ
た
。
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
山
岳
会
の
無
責
任
な
行
動

に
つ
い
て
は
一
切
省
い
て
お
く
。
テ
ン
ト
も
四
つ
張
ら
れ
て
、
ど
う
や
ら
Ｂ
Ｃ
の
格
好
が
つ
い
た
。
今
日
は
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
の
独
立
祭
（
一

八
一
五
年
）
で
村
人
は
皆
酔
っ
ぱ
ら
い
に
な
る
。
そ
れ
で
も
一
ピ
ア
ー
ヘ
（
一
回
の
旅
）
二
万
Ｂ
Ｓ
（
七
○
○
円
）
に
し
た
ら
馬
が
集
ま
っ
て
来

た
0

翌
日
の
午
前
一
時
。

八
・
七
（
晴
）
吉
沢
、
甘
利
、
丸
山
、
中
川
、
ポ
ー
ョ
の
隊
。
モ
ラ
ー
ダ
峠
（
昌
○
国
鳥
）
越
え
、
カ
ニ
ゥ
マ
の
上
流
に
下
り
、
ゥ
エ

ラ
ン
カ
ョ
ッ
ク
の
西
南
壁
下
に
Ｃ
Ｉ
（
五
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設
け
た
。

八
・
八
（
晴
）
甘
利
、
ポ
ー
ョ
、
カ
サ
ラ
ラ
峰
の
南
尾
根
に
挑
ん
だ
が
、
ポ
ー
ョ
が
足
手
ま
ど
い
に
な
っ
て
遂
に
放
棄
。

カ
ニ
サ
ャ
峰
初
登
頂
。
丸
山
、
中
川
。
Ｃ
Ｉ
よ
り
氷
河
と
ガ
ラ
場
の
境
目
を
登
り
、
そ
の
頂
上
か
ら
氷
河
に
移
る
。
南
東
壁
に
と
り
つ

き
稜
線
に
出
た
の
が
四
時
五
○
分
。
頂
上
（
五
・
四
○
’
六
・
二
○
）
。
ゥ
エ
ラ
ン
ヵ
ョ
ヅ
ク
と
の
コ
ル
に
下
り
、
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
た
の
は

カ
ヴ
ァ
ャ
ニ
峰
初
登
頂

八
・
一
○
（
晴
）
甘
利
、
丸
山
、
中
川
。
Ｃ
Ｉ
（
八
・
三
○
）
Ｃ
Ⅱ
（
五
・
○
○
）
更
に
上
方
偵
察
。

プ
プ
ヤ
山
群
Ａ
隊
の
活
動
（
９
国
冨
冒
．
ｇ
ぐ
騨
冒
昌
冒
の
胃
。
農
。
。
）
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八
・
二
（
晴
、
曇
）
Ｃ
Ⅱ
か
ら
主
稜
線
上
の
コ
ル
に
登
り
、
南
に
辿
っ
て
反
対
側
の
氷
河
に
下
る
。
氷
壁
を
一
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り

下
る
と
岩
尾
根
に
達
し
、
こ
れ
を
捲
い
て
氷
河
の
主
流
に
出
る
。
雪
は
多
い
が
風
も
な
く
至
極
の
ん
び
り
。
こ
れ
を
登
り
再
び
主
稜
線
上

の
コ
ル
に
出
る
。
主
稜
は
青
氷
で
北
東
面
に
こ
れ
を
さ
け
る
。
然
し
ク
レ
や
ハ
ス
も
あ
り
、
氷
も
硬
い
。
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
の
に
苦
労
す

る
。
再
び
主
稜
に
出
て
頂
上
（
一
蒔
半
）
。
ガ
ス
出
る
。
下
り
ハ
ー
ケ
ン
五
本
、
帰
幕
七
時
。

ゥ
エ
ラ
ン
カ
ョ
ッ
ク
の
第
二
登

八
・
一
三
（
晴
、
ガ
ス
、
曇
）
吉
沢
、
丸
山
、
”
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
、
ポ
ー
ョ
の
四
人
。
Ｃ
Ｉ
八
時
半
発
。
例
に
よ
り
ポ
ー
ョ
は
何
も
持

た
ず
に
サ
ッ
サ
と
行
っ
て
し
ま
う
、
噸
な
り
つ
け
て
荷
を
か
つ
が
せ
る
。
ウ
エ
ラ
ン
峰
の
西
尾
根
（
岩
尾
根
）
を
登
り
つ
め
る
。
北
斜
面
に

は
全
然
雪
が
な
い
。
全
く
面
白
い
も
の
だ
。
尾
根
を
東
に
辿
り
、
氷
河
に
移
り
、
そ
れ
か
ら
が
長
か
っ
た
。
危
い
ど
こ
ろ
は
な
い
が
全
く

ゥ
ン
ザ
リ
す
る
。
ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
人
二
人
に
ラ
ッ
セ
ル
を
や
ら
せ
た
が
、
角
度
が
急
で
（
殆
ん
ど
真
直
）
、
又
噸
鳴
り
つ
け
る
。

私
は
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
完
全
に
へ
ば
り
坐
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
す
っ
か
り
ガ
ス
に
包
ま
れ
た
。
然
し
又
最
後
の
勇

気
（
？
）
を
振
い
興
こ
し
、
丸
山
の
リ
ー
ド
で
歩
き
出
す
。
不
思
議
に
疲
労
が
ど
こ
か
へ
消
え
た
。
マ
ル
と
ポ
ー
ョ
が
先
に
登
っ
て
旗
を
埋

め
た
頂
上
に
、
し
ば
ら
く
立
っ
て
い
た
ら
、
ガ
ス
を
通
し
て
ま
だ
高
い
（
約
一
尺
）
ピ
ー
ク
が
雪
庇
の
向
う
に
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
行
く
。

そ
の
先
は
も
う
ず
っ
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
ガ
ス
の
中
で
写
真
を
と
っ
て
貰
う
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
八
時
間
だ
っ
た
心

甘
利
と
中
川
が
西
南
壁
の
氷
壁
を
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
る
筈
な
の
で
、
大
き
な
声
を
出
し
て
呼
ん
で
み
た
が
、
返
事
は
な
か
っ
た
。
然
し

彼
等
の
た
め
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
標
識
旗
を
立
て
な
が
ら
下
っ
て
行
く
。

五
八
三
六
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
は
へ
五
七
才
と
し
て
は
日
本
人
の
最
高
記
録
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
自
分
は
、
こ
の
辺
が
限
界
だ

と
ツ
ク
ヅ
ク
思
う
。
い
き
の
苦
し
い
こ
と
。

Ｃ
Ｉ
に
つ
い
た
の
は
夜
の
八
時
、
甘
利
組
が
戻
っ
て
来
た
の
は
そ
れ
か
ら
ま
だ
四
時
間
後
だ
っ
た
。

八
・
一
四
（
晴
、
曇
）
Ｃ
Ｉ
撤
収
二
時
半
、
前
の
晩
に
来
た
馬
に
荷
を
つ
け
、
来
た
道
を
そ
の
儘
引
返
し
、
プ
ョ
プ
ョ
の
Ｂ
Ｃ
に
つ
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戸

急な雪の斜面のトラ
バース, 60m

ハ イ

b－l

l－2 氷のつまった岩の急
なルンゼ, 50m

浮石の多い岩壁

40･-50･の氷壁にス
テップ, 401n
40m

左よりにややゆるい

45.の氷へき,25111,
クレバスで小さな穴
をみつけてやっと三

人集まる (2.00)

左上にややゆるい，
401n

３
４
５
６
７

－
一
一
一
一

２
３
４
５
６

7－8

8－9 氷庇をこえる

9－頂上ゆるい斜面

アヵマニ峰ルート図
コルディェラ・アポロバンバ

ププヤ山群

（52）



コルディエラ・ブランカとアポロバンバ

素
晴
し
い
氷
峰
が
三
つ
あ
る
。

ヤ
ナ
オ
ル
コ
峰
初
登
頂

八
・
・
七
（
晴
）
中
村
、
中
島
、
倉
知
の
三
人
。
人
夫
二
名
、
馬
五
頭
、
内
三
頭
荷
物
運
び
。
モ
ラ
ー
ダ
峠
ま
で
は
Ａ
隊
と
一
緒
。
カ
ニ

ウ
マ
に
下
り
、
今
度
は
カ
ニ
サ
ヤ
か
ら
西
に
出
て
い
る
ア
マ
ゾ
ン
と
の
分
水
嶺
を
こ
え
、
平
ら
な
と
こ
ろ
で
一
泊
（
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。

八
・
八
（
晴
）
‐
ア
マ
ゾ
ン
側
は
岩
の
ゴ
ッ
ゴ
ッ
し
た
支
尾
根
が
沢
山
出
て
お
り
且
つ
急
で
あ
る
。
第
三
の
峠
を
こ
え
、
カ
ニ
サ
ヤ
湖
に

つ
き
荷
を
下
ろ
す
。
Ｃ
Ｉ
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
人
手
で
荷
上
げ
。

八
・
九
（
晴
）
Ｃ
Ⅱ
（
五
三
五
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
・
人
夫
二
名
、
臨
時
の
ア
イ
マ
ラ
一
名
を
加
え
て
ポ
ッ
カ
。
ベ
ナ
ン
シ
オ
は
全
然
ダ
メ
。

い
た
の
は
五
時
で
あ
っ
た
。
中
村
隊
は
も
う
戻
っ
て
い
た
。

八
・
一
二
（
晴
）
三
人
。
Ｃ
Ⅱ
（
一
○
・
○
○
）
ｌ
尾
根
合
点
（
二
・
○
○
）
Ｉ
頂
上
（
一
・
一
五
’
二
・
三
○
）
Ｉ
Ｃ
Ⅱ

（
六
・
○
○
）
頂
上
は
雪
稜
の
一
部
、
東
側
三
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
と
こ
ろ
に
平
ら
な
岩
場
あ
り
。

八
・
一
三
（
晴
後
曇
）
Ｃ
Ⅱ
（
正
午
）
１
１
カ
ニ
サ
ャ
湖
（
二
・
三
○
）
－
１
八
月
七
日
の
天
幕
地
（
六
ゞ
○
○
）

八
・
一
四
（
曇
後
晴
）
八
時
出
発
、
プ
ョ
プ
ョ
Ｂ
Ｃ
着
三
時
。
あ
と
か
ら
Ａ
隊
も
無
事
到
着
し
た
。
全
員
集
結
。

八
・
一
○
（
晴
）
三
人
。
Ｃ
Ⅱ
（
七
・
一
五
）
Ｉ
頂
上
（
三
・
○
○
）
Ｉ
ビ
バ
ー
ク
（
七
・
三
○
）
見
取
図
参
照
の
こ
と
。

八
・
二
（
晴
）
ビ
バ
ー
ク
（
七
・
○
○
）
Ｉ
Ｃ
Ⅱ
（
二
・
三
○
）

ア
ヵ
マ
ニ
の
南
に
は
も
う
雪
を
つ
け
た
峰
は
な
い
。
ヤ
ナ
オ
ル
コ
の
彼
方
、
カ
ヴ
ァ
ャ
ニ
の
東
稜
の
端
れ
に
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の

ア
カ
マ
ニ
峰
初
登
頂

プ
プ
ヤ
山
群
Ｂ
隊
の
行
動

（53）



難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
も
こ
れ
で
終
っ
た
。
本
当
に
全
部
終
っ
た
の
だ
。
。
へ
ル
ー
の
プ
カ
ヒ
ル
カ
で
一
カ
月
。
そ
し
て
こ
の
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
で
一
ヵ
月
、

山
の
中
を
う
ろ
つ
く
こ
と
正
味
二
カ
月
。
よ
く
も
全
員
無
事
で
、
今
日
ま
で
生
き
の
び
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

思
い
返
せ
ば
色
々
の
こ
と
が
矢
張
り
あ
っ
た
。
議
論
も
し
た
。
癩
に
さ
わ
っ
た
こ
と
は
数
え
れ
ば
二
十
件
以
上
も
あ
る
。
遠
征
と
は
何

ぞ
や
、
と
い
う
こ
と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
十
の
処
女
峰
を
含
む
十
七
の
山
へ
登
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

何
と
い
っ
て
も
人
間
的
な
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
私
達
を
教
え
導
き
且
つ
蔭
の
力
と
な
っ
て
下
さ
っ
た

日
本
山
岳
会
の
人
達
は
じ
め
多
く
の
支
援
者
に
、
心
か
ら
お
礼
を
い
お
う
。
こ
れ
を
忘
れ
た
ら
そ
れ
こ
そ
バ
チ
が
当
る
。
皆
様
ど
う
も
有

現
地
で
色
々
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
お
礼
は
別
の
機
会
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
（
終
り
）

ｕ
や
弛
含
旧
刈
・
剖
弗
．
口
易
く
易

（
○
．
己
．
シ
己
○
ざ
宮
目
冨
）

ｕ
や
礼
令
、
叩
・
山
叩
く
ご

（
○
○
吋
竺
建
庁
局
回
国
毎
口
○
画
）

E

結
び

封

報

ｌ
誠
汁
椛
訓
蒋
弧
汎
餅
甫
蕊
煕
湿
編
Ｉ
泌
州

困
苦
韻
執
（
ら
臼
）

丑
耶
“
４
や
叩
き
Ｉ
計
測

一
一
輻
雪
当
字
蝿
郵 弧拙芭

l l l l l"

鯲鯲詞
Ｅ
的
Ｓ
帥
粟

斗
与
Ｅ
（
可
争
い
刈
訓
）

咄
Ｓ
詞
斤

謝
Ｓ
蓋 房
》
》
一
聖
旨
隅

（54）
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司
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§
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程
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司
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》
四
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Ｃ
）

陣
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四画

軋
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応
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８
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ｏ
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｜
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コルディエラ・ブランカとアポロパンパ

弓

ｕ
や
礼
へ
旧
刈
・
剖
弗
口
心
さ
、
易

（
○
○
ａ
．
シ
己
○
さ
言
冒
冨
）

ｕ
や
弧
へ
川
凧
叩
・
凱
叫
寺

（
○
○
Ｈ
ｇ
弔
匡
己
匡
］
画
）

､ 建 竜 奄 弓 奄 竜 垂 達ミ ミ

Ⅱ－三

| ： ： ｜ 皆 ｜ 皆 ｜ ： ｜ ：
到
、
い
『

割
～
四
t。

電

L

（
房
電
鍵
⑭
）
’
四
一
ヰ
謹
・
４
号
寸
へ
－
瓠
メ

、
ノ
ロ
４
附
肌
．
、
Ⅷ
、
丸

（
固
堅
○
目
色
員
⑦
厨
ご
」
①
）

（
砦
電
準
今
）
｜
学
吾
三
〆
丑
耶

壬
丑
洛
Ｓ
Ｅ

半
き
ぐ
瓜
・
斗
苧
ｕ

（
○
ケ
鼬
匡
亘
○
『
ら
○
）

牛
１
－
山
麗
呂

画
ヰ
堂
ゞ
丑
三
》
丑
耶

（
⑫
色
］
］
巨
哩
○
）
（
骨
や
唖
、
つ
印
の
）

羊
寺
母
氏
・
斗
守
ｕ
詩
蕪
９
９

画
吾
茸
〆
恥
雪
吾
滑
Ｓ
Ｅ

（
○
冨
匡
且
Ｃ
Ｈ
ｏ
ｏ
ｚ
ｏ
員
①
）
（
こ
》
窟
巴

軋
へ
千
入
閏
段
ｇ

（
勺
巳
旨
四
目
菌
）
（
屍
・
雪
↑
）
彗
計
匡
弗
－
山

ロ
メ
・
｝
で
メ
・
ヰ
ミ
山
マ
メ
副
ｇ

Ｐ
ｏ
の
弓
Ｈ
＄
国
○
日
耳
①
の
）
（
易
．
Ｅ
、
）
営
丑
茸
》
計
匡
妙
雪
川
シ
Ｓ
躯
（

剖
唖
剖
元
尻
甑
ｇ

（
ｚ
①
ぐ
ａ
Ｏ
５
（
畠
・
亀
嵯
）
彗
普
匡
妙
雪
吋
雪
添

避
卦
口
へ
中
山
窟
ｇ

（
⑦
“
８
冒
畠
呂
○
）
（
弓
・
唾
曽
）
首
叫
記
丑
耶
狐
Ｓ
Ｅ

誹
唖
刈
元
ｚ
・
閑
．
紹
邑

（
ｚ
①
ぐ
且
○
ｚ
，
〆
．
）
（
旨
、
隠
印
）
首
丑
三
池
雪
丑
一
一
／
”

卦
Ⅲ
牛
寺
雪
ｇ

Ｓ
包
凰
の
畠
”
）
（
届
．
⑭
忠
）
首
計
匡
量
二
剣
Ｓ
母
が

剖
卦
４
Ⅲ
巴
ｇ

（
崖
８
日
“
己
）
（
扇
響
さ
い
）
首
吾
茸
“
丑
卵
“
恥
雪
刑
Ｓ
共

（
。
“
ぐ
畠
“
己
）
（
昂
．
さ
い
）
首
ヰ
堂
．
苫
Ｅ
・
丑
三
口
歸
戸
、
ぐ
〆
鴇

ご
配
剤
寺
Ⅲ
閏
ｇ

寺
斗
斗
や
ｕ
認
ｇ

角
画
旨
画
Ｒ
Ｏ
Ｃ
）
（
昂
逸
忌
）
首
丑
茸
〃
丑
耶
“
”
森
戸
一
独
言
Ｅ

ｑ
Ｈ
叩
く
計
叫
哩
、
語
患

画
叶
諸
》
計
Ｅ

（
国
ロ
①
嚴
己
、
巴
ざ
。
）
（
ら
．
腫
巴

彗
一
ヰ
堂
．
苫
Ｅ
・
丑
一
一

扉
（
、
ぐ
急

丑
茸
》
計
Ｅ
ゞ
妙
雪
川
シ
Ｓ
躯
（

普
匡
妙
雪

”
毒
害
僻

丑
三
／
”

吾
滑
Ｓ
Ｅ

創
昔

〆
入
ヘ
マ
、
鍬
）

宮
蕪

剣
Ｓ
母
が
甜
舛
言
什
苦

ゞ
詩
驍’

（55）



同同同|同同同同隊副隊縁
隊 員
員長長の

ll ll l l l l ll ll ll l l l l l l 顔

西横小野長南田三藤川ぶ
れ

村山川村井井中沢木村、-／

ペ
ル
ｌ
・
ア
ン
デ
ス
の
山
々

助仁 弘英外一高大

格成彦晃光弘治三嶺膳
へハヘへへへへへへへ

28 21 21 24 252526 30 34 44
曹曹営曾曾曾ゞ曾営一

関
学
大
文
学
部
教
授
、
史
学
専
攻
文
博
、
学
術
調
査
担
当
。

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
写
真
部
勤
務
、
登
肇
リ
ー
ダ
ー
、
取
材
担
当
、
写
真
映
画
撮
影
。

後
藤
回
漕
店
勤
務
、
サ
プ
リ
ー
ダ
ー
、
記
録
係
、
輸
送
関
係
と
録
音
取
材
担
当
。

田
中
電
線
勤
務
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
食
料
係
。

丸
善
石
油
勤
務
、
渉
外
係
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
測
量
担
当
。

武
田
薬
品
工
業
勤
務
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
医
療
係
、
学
術
調
査
補
佐
。

野
村
商
店
勤
務
、
装
備
係
。

文
学
部
学
生
四
年
、
装
備
係
、
気
象
係
。

商
学
部
学
生
四
年
、
食
料
係
。

ペ
ル
ー
新
報
社
勤
務
、
現
地
参
加
、
現
地
渉
外
進
行
係
。

藤
木
高
嶺

（56）



ペルー・アンデスの山々

ゞ
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
市
を
一
九
六
一
年
五
月
二
十
五
日
早
朝
出
発
、
途
中
ワ
ラ
ス
で
一
泊
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
山
ろ
く
の
ム
ー
シ
ョ
部
落
に

テ
ン
ト
を
張
っ
て
基
地
と
し
た
の
が
五
月
二
十
六
日
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
見
る
ワ
ス
カ
ラ
ン
峯
は
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
山
群
の
中

で
、
一
段
と
高
く
王
様
然
と
し
て
そ
び
え
、
全
く
威
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ワ
ス
カ
ラ
ン
は
こ
れ
ま
で
世
界
各
国
の
登
山
隊
に
よ
っ
て
登

ら
れ
て
は
い
る
が
、
私
達
も
こ
ん
ど
の
遠
征
で
ワ
ス
カ
ラ
ン
を
第
一
目
標
に
し
た
こ
と
を
誇
り
に
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
実

際
、
周
囲
の
山
々
が
、
た
と
え
未
登
峯
で
あ
っ
て
も
、
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
い
、
小
細
工
で
登
る
、
つ
ま
ら
ぬ
山
に
見
え
た
も
の
だ
。

ム
ー
シ
ョ
か
ら
中
間
に
キ
ャ
ン
プ
を
一
つ
張
っ
て
、
延
二
十
六
頭
の
馬
を
使
い
、
一
・
八
ト
ン
の
荷
物
を
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
四
二
○

○
メ
ー
ト
ル
）
に
荷
上
げ
し
た
の
が
五
月
二
十
九
日
。
翌
三
十
日
、
い
よ
い
よ
登
山
活
動
を
開
始
し
た
。
六
月
二
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
五
一

○
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
荷
上
げ
を
完
了
。
、
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
は
と
き
ど
き
真
っ
黒
な
牛
が
数
頭
現
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
人
里
離
れ
た
山
奥

で
育
て
る
闘
牛
用
の
牛
と
知
っ
て
驚
い
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
違
っ
て
ポ
ー
タ
ー
が
い
な
い
が
、
ア
リ
エ
ロ
（
馬
方
）
と
馬
が
利
用
出
来
る
の

は
非
常
な
利
点
だ
。
馬
は
人
夫
の
数
倍
以
上
の
荷
を
か
つ
ぐ
し
、
食
料
や
テ
ン
ト
の
必
要
も
な
い
し
、
ま
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
ら
な

い
。
し
か
し
シ
ェ
ル
パ
が
い
な
い
の
で
、
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
以
上
は
隊
員
達
だ
け
で
荷
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
達
は
テ
ス

ト
の
意
味
で
、
現
地
人
の
バ
ル
ガ
ス
兄
弟
二
人
を
使
っ
て
み
た
。

四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
が
氷
河
の
末
端
で
、
そ
の
周
辺
は
無
数
の
ク
レ
バ
ス
が
あ
っ
て
通
過
に
困
難
を
き
わ
め
た
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
か
ら

上
は
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
連
続
で
、
な
か
な
か
ル
ー
ト
が
分
ら
ず
、
四
日
間
で
延
今
へ
十
二
人
の
偵
察
隊
員
を
出
し
て
、
よ
う
や
く
第

二
キ
ャ
ン
プ
の
設
営
地
点
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
は
南
峯
と
北
峯
の
コ
ル
（
ガ
ル
ガ
ン
タ
と
言
う
）
か
ら
二
○
○
メ
ー

ト
ル
程
下
の
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
に
と
り
囲
ま
れ
た
不
安
定
な
場
所
だ
っ
た
。
登
頂
へ
の
カ
ギ
は
、
こ

の
ガ
ル
ガ
ン
タ
に
い
た
る
ま
で
の
高
さ
五
五
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
、
い
か
に
し
て
乗
り
切
る
か
に
か
か
つ

１
ワ
ス
カ
ラ
ン
峯
（
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
最
高
峯
）

｝
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て
い
る
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
の
途
中
調
大
き
な
計
算
違
い
が
生
じ
た
。
崇
ハ
ル
ガ
ス
兄
弟
は
隊
員
の
倍
も
の
荷
物
を
軽
く
か
つ
ぐ
ほ
ど
だ

が
、
巨
大
な
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打
っ
て
登
る
隊
員
が
足
を
ふ
み
は
ず
し
、
ほ
ん
の
二
、
三
メ
ー
ト
ル
ザ
イ
ル
に
宙
ぶ
ら

り
ん
に
な
っ
た
の
を
見
て
、
肝
を
つ
ぶ
し
、
荷
物
を
置
い
て
一
目
散
に
降
り
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
逃
げ

帰
っ
た
尋
ハ
ル
ガ
ス
君
は
、
山
に
ナ
ラ
ン
ハ
（
オ
レ
ン
ジ
の
こ
と
）
を
供
え
、
な
に
や
ら
呪
文
を
と
な
え
、
山
の
た
た
り
が
恐
ろ
し
い
と
言
っ

て
、
そ
れ
以
後
高
所
で
は
全
く
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
手
痛
か
っ
た
。
六
月
四
日
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
設
営
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
と
く
ら
べ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
短
か
い
と
い
う
こ
と
は
山
に
入
り
や
す
い
と
い
う
利
点
だ
が
、
逆
に
考
え
る
と
高
山
病
の
影
響

を
受
け
や
す
い
と
い
う
結
果
に
も
な
る
。
つ
ま
り
港
に
着
い
た
隊
員
が
、
文
字
通
り
海
抜
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
わ
ず
か
三
日
間
で
、
四
○

○
○
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
と
登
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
体
の
高
度
順
応
が
追
い
つ
か
な
い
の
だ
。
そ
の
た
め
に
、
ゞ
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン

プ
か
ら
第
一
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
と
設
営
さ
れ
る
と
、
人
員
配
置
を
つ
る
や
へ
式
に
交
替
さ
せ
、
高
度
に
順
応
さ
せ
る
の
に
予
想
以
上
の
日
数

を
食
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
者
は
や
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
、
す
で
に
高
山
病
に
や
ら
れ
、
頼
り
に
し
て
い
た
優
秀
な
隊
員
が
、
最
後
ま
で

使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
作
戦
上
大
打
撃
だ
っ
た
。
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
キ
ャ
ン
プ
で
食
欲
全
く
な
く
、
睡
眠
の
と
れ
な
い
隊

員
を
、
一
気
に
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
お
ろ
す
と
、
む
し
や
む
し
や
食
っ
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
み
ち
が
え
る
程
元
気
に
な
る
。
酸
素
不

足
が
、
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
い
ち
じ
る
し
さ
は
驚
く
べ
き
だ
。
は
げ
し
い
人
員
交
替
に
は
、
超
小
型
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
・
ト
ー
キ
ー
が
大
活

躍
だ
っ
た
。
こ
れ
は
国
産
の
パ
ン
コ
ム
・
ハ
ン
デ
ィ
ー
・
ト
ー
キ
ー
で
、
大
阪
市
大
の
森
本
隊
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

も
う
一
つ
の
・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
特
徴
は
、
温
度
差
の
は
げ
し
い
こ
と
。
熱
帯
の
氷
山
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
、
日
中
氷
河
上
に
立

っ
て
い
る
と
、
直
射
日
光
の
下
で
は
、
着
て
い
る
黒
い
ズ
ボ
ン
が
こ
げ
く
さ
く
な
る
程
暑
く
、
朝
晩
は
零
下
三
十
度
を
超
え
る
寒
さ
。
最

高
の
温
度
差
は
摂
氏
で
七
十
度
を
記
録
し
た
。
こ
の
温
度
差
に
体
を
調
節
す
る
の
が
大
へ
ん
だ
し
、
な
に
よ
り
問
題
な
の
は
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
動
す
る
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
や
ク
レ
、
ハ
ス
だ
っ
た
。
今
朝
、
脚
立
を
ブ
リ
ッ
ジ
に
し
て
渡
っ
た
ク
レ
、
ハ
ス
が
、
そ
の
日
の
午
後
に

は
、
も
う
渡
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
、
あ
の
固
い
崩
れ
そ
う
に
思
わ
れ
な
い
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
が
、
轟
音
た
て
て
く
ず
れ
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ペルー・アンデスの山々

去
る
と
い
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
の
だ
。
六
月
十
五
日
、
シ
ウ
ラ
・
チ
コ
で
三
名
遭
難
死
し
た
ド
イ
ツ
隊
も
、
こ
の
温
度
差
に
よ
る
氷

壁
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
だ
。
又
現
地
で
聞
い
た
話
だ
が
、
数
年
前
ワ
ス
カ
ラ
ン
北
峯
に
登
頂
し
た
メ
キ
シ
コ
隊
が
、
下
山
の
ル
ー
ト
を
ク

レ
寺
ハ
ス
に
は
ば
ま
れ
、
十
五
日
間
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
、
遭
難
寸
前
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
ル
ー
ト
の
誘
導
で
、
よ
う
や
く
脱
出
出
来
た

こ
と
も
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず
け
た
も
の
だ
。

さ
て
、
六
月
五
日
第
一
次
登
頂
隊
員
、
野
村
、
横
山
の
二
名
が
南
峯
（
六
七
六
八
メ
ー
ト
ル
）
を
目
指
し
て
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
あ
と
に
し

た
。
し
か
し
前
夜
く
ず
れ
た
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
た
め
、
ル
ー
ト
を
見
失
い
、
ガ
ル
ガ
ン
タ
ヘ
の
ル
ー
ト
偵
察
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

六
月
七
日
、
第
二
次
登
頂
隊
員
、
南
井
、
小
川
は
南
峯
へ
の
途
中
で
濃
霧
に
登
路
を
失
っ
て
失
敗
。
最
高
所
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま

で
、
約
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
が
あ
り
、
し
か
も
傾
斜
が
急
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
高
度
で
は
か
な
り
苦
し
い
も
の
だ
。
三
分
の

一
し
か
な
い
酸
素
の
中
で
ス
ピ
ー
ド
を
要
求
さ
れ
る
の
だ
。
六
月
九
日
、
第
三
次
登
頂
隊
員
三
沢
、
田
中
が
南
峯
を
、
第
四
次
登
頂
隊
員

藤
木
、
西
村
が
北
峯
を
め
ざ
し
て
午
前
六
時
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
た
。
北
峯
組
の
私
と
西
村
隊
員
は
、
ガ
ル
ガ
ン
タ
か
ら
の
急
斜

面
を
南
峯
組
と
競
争
す
る
よ
う
に
一
歩
々
々
よ
じ
登
っ
て
ゆ
く
。
正
午
、
途
中
の
肩
（
私
達
は
大
広
間
と
呼
ん
だ
）
に
着
い
た
。
南
峯
組
は
急

斜
面
に
へ
ば
り
つ
い
た
ま
ま
少
し
も
動
か
ず
、
し
ば
ら
く
す
る
と
降
り
は
じ
め
る
の
が
見
え
た
。
あ
と
で
分
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
三

沢
隊
員
が
高
山
病
に
や
ら
れ
断
念
し
た
の
だ
。
北
峯
は
南
峯
よ
り
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
が
、
平
均
傾
斜
は
五
十
度
以
上
と
い
う
南

峯
よ
り
は
る
か
に
け
わ
し
い
。
二
十
歩
登
っ
て
は
大
き
く
息
を
し
、
ま
た
二
十
歩
と
、
何
百
回
も
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
頂
上
直
下
一
五

○
メ
ー
ト
ル
の
垂
直
に
近
い
氷
壁
に
出
た
。
当
然
ア
イ
ス
・
ハ
ー
ケ
ン
を
使
用
す
ゃ
へ
き
場
所
だ
っ
た
が
、
時
間
と
疲
労
を
考
え
、
い
ち
か

ば
ち
か
、
ア
ン
ザ
ィ
レ
ン
の
ま
ま
、
た
だ
登
り
た
い
一
心
で
よ
じ
登
っ
た
。
前
に
出
歯
の
よ
う
に
突
き
出
た
ア
イ
ゼ
ン
の
ツ
ァ
ッ
ケ
が
急

斜
面
に
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。
頂
上
寸
前
、
西
村
隊
員
が
わ
た
し
に
先
を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
る
。
頂
上
に
立
つ
・
午
後
三
時
半
。
し
か

し
私
達
は
目
の
く
ら
む
思
い
が
し
た
。
右
手
北
の
方
に
、
は
る
か
に
ガ
ス
を
す
か
し
て
四
つ
五
つ
の
ピ
ー
ク
が
重
な
っ
て
見
え
る
で
は
な

い
か
。
下
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
見
え
る
頂
上
は
手
前
の
ピ
ー
ク
で
、
ほ
ん
と
う
の
頂
上
は
さ
ら
に
奥
に
あ
っ
た
。
私
は
た
め
ら
っ
た
。
こ
こ
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を
頂
上
と
し
て
引
き
返
す
か
、
そ
う
し
な
い
と
明
る
い
う
ち
に
下
山
で
き
な
い
。
い
ま
い
ま
し
い
ガ
ス
め
。
し
か
し
二
人
は
だ
ま
っ

て
、
ザ
イ
ル
を
ひ
き
ず
っ
た
ま
ま
並
ん
で
稜
線
を
歩
き
は
じ
め
た
。
ま
る
で
夢
遊
病
者
の
よ
う
だ
。
三
つ
、
四
つ
、
五
つ
の
ピ
ー
ク
を
越

え
た
。
目
の
前
に
突
然
巨
大
な
雪
庇
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
先
は
断
崖
絶
壁
だ
。
あ
あ
こ
こ
が
頂
上
だ
。
と
き
に
午
後
四
時
二
十
五
分
。

二
人
は
感
激
に
抱
き
合
っ
た
。
風
が
強
く
、
推
定
温
度
零
下
二
十
五
度
。
ガ
ス
の
晴
れ
間
に
写
真
を
と
る
。
ピ
ッ
ケ
ル
に
は
。
へ
ル
ー
・

日
本
の
国
旗
、
関
学
の
校
旗
、
朝
日
新
聞
社
旗
を
結
ぶ
。
十
六
ミ
リ
で
お
互
い
に
写
し
あ
う
。
五
時
、
六
六
五
五
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
を
あ

と
に
す
る
。
ど
す
黒
い
青
空
の
中
に
キ
ラ
キ
ラ
無
数
に
輝
く
星
を
認
め
た
。
ま
だ
星
の
見
え
る
時
間
で
は
な
い
。
錯
覚
か
も
知
れ
な
い

が
、
こ
れ
が
真
昼
の
星
と
い
う
や
つ
か
と
二
人
は
う
な
ず
き
合
っ
た
。
神
秘
的
な
一
瞬
だ
っ
た
。
急
斜
面
の
途
中
の
大
広
間
に
出
た
と
き

は
す
で
に
七
時
、
ま
っ
く
ら
や
み
だ
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
隊
は
月
明
り
を
利
用
し
て
午
後
九
時
に
下
山
し
て
い
る
が
、
私
達
に
は
月
も
味

方
し
な
い
の
だ
。
日
本
の
空
よ
り
は
る
か
に
多
い
満
天
の
星
の
数
、
こ
の
無
数
の
星
を
消
す
南
峯
の
山
容
を
た
よ
り
に
一
歩
一
歩
慎
重
に

く
だ
る
。
ガ
ル
ガ
ン
タ
に
た
ど
り
つ
く
。
こ
の
コ
ル
は
、
日
本
の
山
と
は
け
た
違
い
の
広
さ
、
ヘ
ヅ
ド
ラ
ン
プ
を
頼
り
に
一
時
間
さ
ま
よ

い
歩
き
、
い
よ
い
よ
ピ
鑓
ハ
ー
ク
を
す
る
決
心
を
し
た
と
き
、
西
村
隊
員
が
ア
イ
ゼ
ン
で
空
缶
を
け
っ
た
。
奇
跡
！
目
の
前
に
踏
み
跡
が

あ
る
で
は
な
い
か
。
空
缶
は
、
登
る
途
中
二
人
で
食
、
へ
た
ゆ
で
あ
ず
き
の
缶
だ
っ
た
。
勇
気
百
倍
、
踏
み
跡
通
り
進
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り

は
ク
レ
や
ハ
ス
地
帯
で
、
し
か
も
落
し
穴
が
多
い
。
登
る
と
き
に
踏
み
は
ず
し
、
交
互
に
落
ち
た
ク
レ
零
ハ
ズ
が
大
き
な
口
を
開
け
、
通
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
別
の
ル
ー
ト
を
さ
が
し
て
は
又
踏
み
跡
を
た
ど
る
。
や
が
て
第
二
キ
ャ
ン
プ
の
真
上
に
出
た
。
最
後
の
六
○
メ
ー
ト
ル

の
垂
直
の
氷
壁
を
懸
垂
で
降
り
切
っ
た
。
時
に
午
後
九
時
十
分
。
延
々
十
五
時
間
の
戦
い
は
終
っ
た
。
テ
ン
ト
に
は
い
っ
た
二
人
は
、
あ

た
た
か
い
ミ
ル
ク
を
一
杯
の
ん
で
、
そ
の
ま
ま
ぶ
つ
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。

十
一
日
午
前
五
時
、
第
五
次
登
頂
隊
員
田
中
、
小
川
が
い
よ
い
よ
南
峯
を
め
ざ
し
て
登
っ
て
行
っ
た
。
南
峯
は
四
度
目
で
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
だ
。
急
斜
面
を
登
る
十
時
ご
ろ
か
ら
濃
い
ガ
ス
に
ま
か
れ
、
前
途
を
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
巨
大
な
ク
レ
尋
ハ
ス
に
出
あ
い
な
が
ら
も
よ

く
克
服
、
午
後
二
時
二
十
分
つ
い
に
頂
上
（
六
七
六
八
メ
ー
ト
ル
）
を
き
わ
め
た
。
二
人
は
飛
び
上
っ
て
喜
び
、
氷
の
上
を
こ
ろ
が
り
回
っ

（60）



ペルーー・アンデスの山々

コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
は
．
へ
ル
ー
南
東
部
に
あ
る
ヴ
ィ
ル
カ
ノ
ー
タ
山
脈
の
北
部
に
位
置
を
し
め
、
全
長
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
広
大

な
氷
雪
の
連
峯
で
、
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
数
多
く
、
し
か
も
こ
の
山
群
一
帯
は
人
跡
未
踏
で
あ
る
。
ま
た
イ
ン
カ
帝
国
終
息
の
地
と

も
云
わ
れ
、
す
で
に
そ
の
近
く
で
古
代
イ
ン
カ
時
代
と
思
わ
れ
る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
無
数
の
彩
色
土
器
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
…
：
．
…
以

上
が
一
九
五
九
年
度
竹
田
隊
の
遠
征
の
み
や
げ
話
で
、
私
達
が
コ
ョ
リ
テ
ィ
を
主
目
標
に
し
た
わ
け
で
、
登
山
と
学
術
調
査
を
併
行
さ
せ
、

史
学
専
攻
文
博
の
川
村
教
授
を
隊
長
と
し
て
出
馬
願
っ
た
わ
け
で
も
あ
っ
た
。

先
発
隊
が
日
本
か
ら
リ
マ
市
に
到
着
直
後
、
・
へ
ル
ー
山
岳
会
、
空
軍
省
な
ど
を
お
と
ず
れ
て
調
今
へ
た
結
果
、
コ
ョ
リ
テ
イ
峯
の
存
在
す

る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
百
キ
ロ
に
達
す
る
氷
雪
の
連
峯
で
は
な
い
。
も
っ
と
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
い
低
い
山
で
あ
る
こ
と
。
主
峯
は
コ
ョ
リ

テ
ィ
と
地
元
で
は
呼
ん
で
い
る
が
ア
ャ
カ
チ
山
群
で
は
な
い
か
。
空
軍
省
の
地
図
に
は
全
く
空
白
部
に
な
っ
て
い
る
。
考
古
学
の
権
威
等
ハ

イ
ョ
ン
教
授
に
よ
れ
ば
、
地
理
的
に
こ
の
あ
た
り
は
イ
ン
カ
遺
跡
の
発
掘
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
東
大
の
泉
教
授
も
日
本

を
出
る
時
話
し
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ョ
リ
テ
ィ
で
は
毎
年
六
月
氷
河
上
で
お
祭
り
が
あ
り
、
多
勢
の
イ
ン
デ
ィ
オ
達
が
集
ま
る
と

言
う
牧
師
さ
ん
が
現
わ
れ
、
写
真
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
。
立
派
な
教
会
ま
で
あ
る
で
は
な
い
か
。
あ
る
者
は
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
頂
に
十
字
架

た
。
地
元
の
人
に
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
砂
糖
と
タ
バ
コ
と
ナ
ラ
ン
ハ
を
供
え
下
山
の
途
に
つ
い
た
。

下
山
の
途
中
、
ガ
ル
ガ
ン
タ
で
サ
ポ
ー
ト
隊
の
野
村
、
横
山
に
会
う
。
ク
レ
等
ハ
ス
地
帯
で
、
先
頭
を
歩
い
て
い
た
野
村
が
落
し
穴
の
ク

レ
バ
ス
を
ふ
み
は
ず
し
、
ザ
イ
ル
に
宙
づ
り
に
な
っ
て
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
落
ち
こ
ん
だ
。
疲
れ
は
て
た
体
力
を
し
ぼ
っ
て
ひ
っ
ぱ
る

と
、
周
囲
が
さ
ら
に
く
ず
れ
ぱ
じ
め
る
の
で
、
危
険
で
手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
羽
毛
服
や
テ
ル
モ
ス
を
ザ
イ
ル
に
結
ん
で
野
村
隊
員
に
届

け
、
そ
の
間
に
二
人
が
別
の
ル
ー
ト
か
ら
向
う
側
に
渡
り
、
両
方
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
、
一
時
間
半
も
要
し
て
救
出
し
た
時
に
は
皆
抱
き

合
っ
て
喜
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
南
北
両
峯
登
頂
と
い
う
輝
や
か
し
い
記
録
を
打
ち
た
て
る
事
が
出
来
た
。

２
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
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ペルー・アンデスの山々

六
月
二
十
八
日
、
ク
ス
コ
を
出
発
。
最
初
テ
ィ
ン
キ
を
基
地
と
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ス
・
へ
イ
ン
隊
に
教
え
ら
れ
た
通
り
、
さ
ら
に
東

に
進
み
マ
ワ
ヤ
ニ
と
い
う
部
落
を
基
地
と
し
た
。
こ
こ
は
ク
ス
コ
か
ら
キ
ン
セ
ミ
ル
に
通
ず
る
ト
ラ
ッ
ク
道
路
の
中
間
で
高
度
四
一
○
○

メ
ー
ト
ル
、
ク
ス
コ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
八
時
間
だ
っ
た
。
七
月
一
日
、
二
日
両
日
に
わ
た
り
、
馬
二
十
四
頭
を
使
っ
て
コ
ョ
リ
テ
ィ
の
雫
ヘ

ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
に
入
っ
た
。
こ
こ
は
マ
ワ
ヤ
ニ
か
ら
真
北
に
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
わ
ず
か
三
時
間
の
行
程
だ

っ
た
。
し
か
も
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
周
辺
に
は
数
戸
の
部
落
が
あ
り
、
教
会
ま
で
あ
る
の
に
驚
い
た
。
立
派
な
道
も
続
い
て
い
る
し
、
ア

ル
パ
カ
の
大
群
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
山
も
予
想
以
上
に
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い
が
、
氷
河
は
発
達
し
て
い
て
、
な
か
な
か
魅
力
の
あ
る
ョ

－
ロ
ツ
パ
心
ア
ル
プ
ス
的
な
山
だ
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
ス
ペ
イ
ン
隊
の
踏
み
跡
が
残
っ
て
い
る
。

を
起
し
た
の
は
、
私
達
が
登
っ
た
件

が
シ
イ
て
い
る
と
思
っ
た
も
の
だ
。

が
立
っ
て
お
り
、
巡
礼
登
山
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
と
言
う
。
も
し
ア
ヤ
カ
チ
山
群
と
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
が
同
一
な
ら
ば
一
九
五
九
年
の

『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
記
載
さ
れ
、
主
峯
の
一
つ
コ
ル
ケ
プ
ン
コ
は
す
で
に
登
ら
れ
て
い
る
。
私
達
は
全
く
迷
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
ワ
ス
カ
ラ
ン
を
先
に
登
り
、
コ
ョ
リ
テ
ィ
を
第
二
の
目
標
に
え
ら
ん
だ
の
だ
。

六
月
二
十
三
日
、
イ
ン
カ
の
廃
都
ク
ス
コ
市
に
到
着
し
た
。
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
ス
。
へ
イ
ン
隊
が
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
か
ら
下
山
し
た

ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ワ
ス
カ
ラ
ン
に
向
う
と
の
こ
と
。
さ
っ
そ
く
ホ
テ
ル
に
ス
・
へ
イ
ン
隊
を
た
ず
ね
て
み
た
。

二
週
間
で
主
な
ピ
ー
ク
を
こ
と
ご
と
く
登
っ
て
来
た
と
い
う
。
先
手
を
う
た
れ
た
私
達
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
・
へ
ル
ー
山
岳
会

の
話
で
は
、
ス
。
へ
イ
ン
隊
は
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
に
入
る
予
定
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
避
け
て
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
、
コ
ョ
リ
テ
ィ
に
登
っ

た
の
だ
。
し
か
し
私
達
は
、
前
も
っ
て
・
へ
ル
ー
山
岳
会
の
ス
タ
ー
ン
会
長
や
モ
ラ
レ
ス
氏
と
も
相
談
の
上
、
ひ
そ
か
に
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
初

登
頂
の
計
画
を
最
大
目
標
に
し
て
い
た
の
で
、
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
を
残
し
て
く
れ
た
ス
・
へ
イ
ン
隊
に
逆
に
敬
意
を
表
し
た
も
の
だ
。
あ
と
で

分
っ
た
こ
と
だ
が
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
北
峯
に
登
っ
た
ス
・
へ
イ
ン
隊
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
こ
み
、
一
人
死
亡
一
人
重
傷
の
事
故

を
起
し
た
の
は
、
私
達
が
登
っ
た
時
よ
り
も
、
さ
ら
に
氷
の
状
態
が
悪
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
私
達
の
無
事
を
喜
こ
び
、
私
達
の
計
画
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七
月
四
日
、
六
日
と
二
つ
に
分
れ
て
最
高
峯
コ
ョ
リ
テ
ィ
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
目
指
し
た
。
ス
。
へ
イ
ン
隊
も
避
け
た
急
峻
な
氷
河
の

ダ
イ
レ
ク
ト
・
ル
ー
ト
と
稜
線
ル
ー
ト
を
え
ら
び
、
五
時
間
半
で
全
員
登
頂
（
隊
長
を
除
く
九
人
）
に
成
功
し
た
。
頂
上
に
立
っ
て
驚
い
た
こ

と
に
、
さ
ら
に
北
に
大
き
な
氷
河
を
は
さ
ん
で
、
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
ピ
ー
ク
が
五
つ
六
つ
な
ら
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

前
進
キ
ャ
ン
プ
を
コ
ル
ヶ
プ
ン
コ
氷
河
の
中
央
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
出
し
、
七
月
七
日
、
三
沢
、
南
井
隊
員
が
東
端
の
コ
ル
ケ

プ
ン
コ
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
そ
の
隣
の
ア
ヤ
カ
チ
Ⅳ
峯
（
五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
、
さ
ら
に
七
月
九
日
、
田
中
、
野
村
、
小
川
隊
員
が
ア

ヤ
ヵ
チ
ー
峯
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、
同
Ⅱ
峯
（
五
四
五
○
メ
ー
ト
と
、
同
Ⅲ
峯
（
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
次
々
と
登
頂
、
目
ぽ
し
い
ピ
ー
ク
全
部

を
足
下
に
お
さ
め
た
。
こ
の
な
か
で
ア
ャ
カ
チ
ー
峯
は
関
学
隊
の
初
登
頂
だ
っ
た
。

私
達
一
行
に
は
途
中
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ド
エ
ニ
ャ
ス
君
（
妬
）
と
い
う
ク
ス
コ
市
警
の
巡
査
が
同
行
し
た
。
ク
ス
コ

の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
警
察
長
官
が
私
達
の
護
衛
の
た
め
に
、
特
別
に
政
府
の
命
令
で
派
遣
し
て
く
れ
た
も
の
・
彼
は
ク
ス
コ
大
学
の
法
科
学
生

で
も
あ
り
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
隊
と
山
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
山
男
で
、
し
か
も
英
語
、
ケ
チ
ュ
ア
語
が
話
せ
る
の
で
、
大
へ
ん
貴
重
な
存

在
だ
っ
た
。
ケ
チ
ュ
ァ
語
の
話
せ
る
巡
査
が
来
た
た
め
に
、
部
落
の
イ
ン
デ
ィ
オ
達
は
す
っ
か
り
お
そ
れ
を
な
し
、
お
び
え
な
が
ら
も
、

彼
の
言
う
こ
と
に
は
絶
対
服
従
し
た
。
猟
銃
を
持
っ
て
尋
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
周
辺
を
走
り
廻
っ
て
は
兎
、
カ
モ
、
パ
ト
（
白
鳥
の
よ
う
な
烏
）

を
と
っ
て
来
て
、
器
用
に
料
理
し
て
隊
員
を
喜
ば
せ
た
り
、
あ
る
時
は
コ
ン
ド
ル
を
撃
っ
て
来
て
皆
を
驚
か
し
た
。
七
日
の
夕
方
、
二
人

の
役
人
が
馬
で
テ
ン
ト
を
訪
ね
て
来
た
。
何
ご
と
か
と
驚
い
た
が
、
国
勢
調
査
だ
っ
た
。
私
達
も
．
へ
ル
ー
の
在
留
外
国
人
と
し
て
こ
ん
な

山
奥
で
人
口
に
加
え
ら
れ
た
わ
け
だ
。
八
日
、
。
へ
ル
ー
新
報
の
編
集
長
で
あ
る
西
村
隊
員
が
、
休
暇
の
都
合
で
一
人
下
山
し
て
行
っ
た
。

私
達
は
地
図
を
作
る
と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
た
の
で
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
レ
や
ヘ
ル
測
量
機
で
コ
ョ
リ
テ
イ
山
群
周
辺
を
、
丹
念
に
測
量

し
て
歩
い
た
。
二
十
キ
ロ
も
あ
る
機
械
を
、
稜
線
ま
で
か
つ
ぎ
あ
げ
る
の
は
大
へ
ん
だ
っ
た
。
こ
れ
は
三
沢
、
南
井
隊
員
が
担
当
し
て
く

れ
た
。
私
達
は
測
量
は
素
人
だ
か
ら
、
決
め
ら
れ
た
法
則
通
り
に
測
量
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
行
く
も
の
で
、
日

本
光
学
が
特
別
に
一
言
ン
の
連
動
装
置
を
作
っ
て
く
れ
た
便
利
な
し
ろ
も
の
。
南
極
や
マ
ナ
ス
ル
で
使
用
し
た
も
の
と
殆
ん
ど
同
じ
。
さ
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さ
き
の
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
で
は
予
期
し
て
い
た
学
術
調
査
の
対
象
が
全
く
な
く
、
遺
跡
や
土
器
類
の
破
片
す
ら
発
見
出
来
ず
、
こ
の
た

め
川
村
隊
長
は
ク
ス
コ
市
を
中
心
に
イ
ン
カ
遺
跡
の
調
査
や
資
料
集
め
の
た
め
に
、
七
月
十
五
日
隊
と
別
れ
て
マ
ワ
ャ
ニ
部
落
を
あ
と
に

し
て
ク
ス
コ
市
に
向
っ
た
。
川
村
教
授
に
は
補
佐
役
と
し
て
長
井
隊
員
が
同
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
ヘ
は
藤
木
副
隊
長
以

下
七
人
の
隊
員
と
、
巡
査
の
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
の
八
人
に
な
っ
た
。
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
よ
る
と
Ｉ
峯
か
ら
Ⅳ
峯
ま
で

あ
り
、
Ｉ
峯
（
六
○
三
五
メ
ー
ト
ル
）
と
Ⅳ
峰
（
六
一
六
六
メ
ー
ト
ル
）
は
一
九
五
三
年
八
月
す
で
に
ド
イ
ツ
隊
に
よ
り
初
登
頂
さ
れ
て
い
る
。
一

九
五
七
年
の
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
隊
は
、
そ
の
周
辺
の
未
登
峰
を
数
多
く
登
っ
た
が
、
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
Ⅱ
峯
、
Ⅲ
峰
は
手
つ
か
ず
だ

っ
た
。
い
わ
ば
、
け
わ
し
さ
の
た
め
に
残
さ
れ
た
未
登
峰
で
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
隊
、
ア
メ
リ
カ
隊
、
そ
の
他
の
外
国
隊
が
か
ね
て
か
ら
ね

ら
っ
て
い
た
ピ
ー
ク
で
、
南
部
ヴ
ィ
ル
カ
ノ
ー
タ
に
残
さ
れ
た
最
後
の
山
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
西
面
は
頂
上
直
下
か
ら
垂
直
な
岩
壁
が
露
出
し
、
全
く
手
が
か
り
も
な
い
の
で
、
と
に
か
く
東
面
に
廻
り
こ
む
作
戦
で
、
マ
ワ
ャ

ニ
部
落
を
七
月
十
六
日
に
出
発
し
た
。
二
十
頭
の
馬
と
ア
リ
エ
ロ
（
馬
方
）
二
人
、
イ
ン
デ
ィ
オ
数
名
が
荷
上
げ
に
同
行
、
約
一
ト
ン
を

運
ん
だ
。
シ
ギ
リ
ー
ナ
・
コ
ー
チ
ャ
（
青
い
湖
の
意
）
湖
畔
で
一
泊
、
十
七
日
、
ピ
チ
タ
・
コ
ー
チ
ャ
（
ひ
も
の
湖
の
意
）
湖
畔
に
到
着
、
、
ヘ
ー

々叩
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
た
。
こ
こ
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
湖
に
は
パ
ト
や
カ
モ
が
泳
ぎ
、
ハ
ト
ン
ゥ
ー
マ
山
群
、
ワ
イ
ナ
・

表
ア
ウ
サ
ン
ガ
テ
山
群
な
ど
に
と
り
囲
ま
れ
た
、
ま
こ
と
に
眺
望
絶
佳
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
だ
っ
た
。
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
山
群
の
真
北
に
位

ンァ
置
す
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
肝
心
の
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
は
Ｉ
峯
の
頭
が
少
し
見
え
る
だ
け
だ
っ
た
。

岸
七
月
二
十
日
、
い
よ
い
よ
最
大
の
目
標
め
ざ
し
て
全
員
で
荷
上
げ
を
開
始
し
た
。
氷
河
の
シ
メ
跡
を
思
わ
せ
る
ガ
ラ
ガ
ラ
の
悪
路
を
踏

ぺ
み
越
え
、
東
側
に
廻
り
こ
み
、
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
山
群
と
ハ
ト
ン
ウ
ー
マ
山
群
に
は
さ
ま
れ
た
凹
凸
の
は
げ
し
い
氷
河
を
南
に
進
み
、
や
が

て
山
群
を
一
気
に
踏
破
し
た
の
で
、
予
定
を
切
り
つ
め
て
七
月
十
二
日
マ
ワ
ヤ
ニ
に
下
山
し
た
。

３
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
初
登
頂

（65）
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ペルー・アンデスの山々

て
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
Ⅱ
峰
、
Ⅲ
峰
直
下
に
出
て
、
氷
河
上
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
地
点
を
み
つ
け
荷
物
デ
ポ
し
た
。
目
前

に
も
の
す
ご
い
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
が
そ
び
え
、
こ
の
未
踏
の
両
峰
は
周
囲
の
ど
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
手
ご
わ
く
感
じ
ら
れ
た
。
翌
二
十
一

日
の
二
回
目
の
荷
上
げ
で
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
、
田
中
、
三
沢
の
二
人
を
偵
察
隊
員
と
し
て
残
し
た
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
稜
線
に
い

た
る
ま
で
の
垂
直
に
近
い
約
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
は
、
全
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
程
で
、
こ
こ
を
な
ん
と
か
乗
り
切

る
た
め
の
ル
ー
ト
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
が
先
決
問
題
だ
。
二
十
二
日
、
三
沢
、
田
中
は
、
八
時
間
か
か
っ
て
わ
ず
か
二
五
○
メ
ー
ト
ル
し

か
の
ぼ
れ
ず
、
ア
イ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
落
下
も
し
ば
し
ば
で
危
険
を
感
じ
て
引
き
返
す
。
二
十
四
日
、
野
村
、
小
川
は
十
時
間
も
か
か
っ

て
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
ぼ
り
、
あ
と
稜
線
ま
で
ひ
と
い
き
と
い
う
と
こ
ろ
で
断
念
。

二
十
五
日
野
村
、
小
川
両
隊
員
が
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
を
こ
こ
ろ
み
る
。
十
時
間
か
か
っ
て
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
う
ま
く
乗
り
切
る

こ
と
に
成
功
、
そ
の
夜
二
人
は
や
っ
と
腰
か
け
ら
れ
る
せ
ま
い
氷
の
テ
ラ
ス
を
み
つ
け
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
ビ
バ
ー
ク
す
る
。
南
十

字
星
が
美
し
く
輝
や
き
、
寒
い
長
い
夜
を
慰
め
る
よ
う
だ
っ
た
。
疲
労
の
た
め
う
と
う
と
し
て
、
大
切
な
パ
ン
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
絶
壁
に

落
し
て
し
ま
っ
た
の
は
致
命
的
に
思
わ
れ
た
。
翌
朝
、
携
燃
で
ゆ
で
あ
ず
き
の
カ
ン
ヅ
メ
一
つ
を
温
た
め
、
二
人
で
分
け
て
食
べ
、
ナ
イ

フ
リ
ッ
ジ
を
慎
重
に
進
ん
だ
。
頂
上
直
下
の
大
ク
レ
バ
ス
を
回
り
、
二
十
六
日
午
後
零
時
四
十
分
、
つ
い
に
カ
イ
ャ
ン
ガ
テ
Ⅱ
峰
（
五
九

三
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
頂
上
は
雪
庇
に
お
お
わ
れ
－
人
し
か
立
て
な
い
の
で
、
交
代
で
ピ
ッ
ケ
ル
に
。
へ
ル
ー
、
日
本
の

両
国
旗
を
結
び
つ
け
て
ふ
り
か
ざ
し
た
。
危
険
の
た
め
に
初
登
頂
の
感
激
は
あ
ま
り
味
わ
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
朝
か
ら
何
も
食
べ
ず
フ

ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
下
山
し
て
き
た
二
人
は
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
た
ど
り
つ
く
と
精
根
つ
き
は
て
て
、
氷
河
上
に
ぶ
つ
倒
れ
、
男
泣
き
に
泣

い
て
喜
ん
だ
。
三
十
五
時
間
の
苦
闘
で
か
ち
得
た
大
記
録
に
ふ
さ
わ
し
く
印
象
的
だ
っ
た
。

一
日
お
い
て
二
十
七
日
、
田
中
、
横
山
両
隊
員
が
Ⅲ
峰
（
五
九
六
九
メ
ー
ト
ル
）
を
め
ざ
し
て
出
発
し
た
。
前
日
の
踏
み
跡
を
た
ど
っ
て
正

午
前
に
は
稜
線
に
た
ど
り
つ
き
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
一
寸
刻
み
に
進
み
頂
上
直
下
に
出
た
。
と
こ
ろ
が
頂
上
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
大
の
ア
イ

ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
ご
う
音
を
た
て
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
く
ず
れ
落
ち
、
一
時
は
断
念
し
た
が
、
勇
気
を
ふ
る
っ
て
登
り
つ
め
た
。
頂
上
は
カ
ミ

（67）



ソ
リ
の
刃
の
よ
う
に
き
り
立
っ
て
お
り
、
到
底
立
て
な
い
。
手
を
い
っ
ぱ
い
の
ば
し
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
頂
上
に
立
て
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
が
身
代

わ
り
に
立
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
米
、
独
の
登
山
隊
が
か
ね
て
か
ら
ね
ら
っ
て
い
た
両
峰
に
一
歩
先
ん
じ
て
つ
い

に
日
の
丸
の
旗
を
う
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
成
功
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
私
達
が
ワ
ス
カ
ラ
ン
、
コ
ョ
リ
テ
ィ
山
群
で
す

で
に
高
度
順
応
が
出
来
て
い
た
こ
と
。
氷
河
や
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
ス
ケ
ー
ル
、
技
術
面
で
、
す
で
に
な
れ
て
い
た
こ
と
。
す
で
に
成

果
を
挙
げ
た
あ
と
だ
っ
た
の
で
、
カ
イ
ヤ
ン
ガ
テ
は
も
し
失
敗
し
て
も
良
い
、
た
だ
寺
へ
ス
ト
を
尽
す
だ
け
だ
と
い
う
無
欲
の
登
山
。
こ
れ

ら
が
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
出
来
た
も
う
一
つ
の
登
頂
が
七
月
三
十
日
に
な
さ
れ
た
。
藤
木
、
三
沢
、
南
井
の
三
隊
員
と
、
ヴ

ィ
ク
ト
ー
ル
巡
査
の
四
人
が
、
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
１
峰
の
北
西
面
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
西
面
か
ら
の
ル
ー
ト
は
、
岩
場
と
ア
イ

ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
連
続
で
、
Ｉ
峯
に
登
っ
た
ド
イ
ツ
隊
も
避
け
た
ル
ー
ト
だ
。
さ
て
、
コ
ョ
リ
テ
ィ
以
来
四
十
日
間
同
行
し
た
ヴ
ィ
ク
ト

ー
ル
君
は
、
か
ね
が
ね
自
分
も
ど
こ
か
の
ピ
ー
ク
に
登
り
た
い
と
私
に
も
ら
し
て
い
た
が
、
政
府
の
命
令
で
護
衛
の
た
め
に
同
行
し
て
い

る
彼
に
、
も
し
も
の
事
が
あ
っ
て
は
申
し
訳
な
い
、
国
際
親
善
上
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
私
は
許
さ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
彼
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。

出
発
前
夜
、
隊
員
か
ら
借
り
た
装
備
一
式
を
、
ま
く
ら
も
と
に
な
ら
べ
て
、
は
し
ゃ
い
だ
格
好
は
、
遠
足
前
夜
の
小
学
生
の
よ
う
だ
っ

た
。
ド
イ
ツ
隊
と
山
に
入
っ
た
と
い
う
だ
け
に
、
技
術
面
も
ま
あ
ま
あ
だ
が
、
と
に
か
く
若
い
巡
査
だ
け
に
体
力
は
大
し
た
も
の
だ
。
午

前
五
時
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
、
前
後
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
君
を
ザ
イ
ル
で
確
保
、
い
く
つ
も
の
オ
ー
バ
ー
・
ハ
ン
グ
の
ア
イ

ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
乗
り
切
り
、
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
午
前
十
一
時
す
ぎ
Ｉ
峰
の
北
に
そ
び
え
る
無
名
の
マ
イ
ナ
ー
・
ピ
ー
ク
（
五
八
八
五
メ

ー
ト
ル
）
の
直
下
に
出
た
。
ま
ず
三
沢
が
ト
ッ
プ
で
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
馬
乗
り
に
な
っ
て
進
ん
だ
。
こ
の
ピ
ー
ク
は
中
天
に
ヤ
リ
の
よ

う
に
そ
そ
り
立
ち
、
最
後
の
四
十
メ
ー
ト
ル
は
き
り
た
っ
た
急
斜
面
で
六
十
度
は
あ
る
だ
ろ
う
。
途
中
何
度
か
た
め
ら
い
な
が
ら
も
登
り

き
り
、
頂
上
寸
前
の
浅
い
ク
レ
バ
ス
に
身
を
沈
め
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
君
に
花
を
持
た
せ
る
た
め
、
三
沢
と
南
井
が
上
下
か
ら
彼
を
確

（68）
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保
、
一
歩
一
歩
慎
重
に
進
ん
で
行
く
。
や
が
て
三
沢
の
頭
を
乗
り
越
え
、
頂
上
の
雪
庇
の
下
に
立
つ
。
向
う
側
に
張
り
出
し
た
危
険
き
わ

ま
る
雪
庇
の
上
に
進
も
う
と
す
る
。
お
ど
ろ
い
て
「
パ
レ
、
パ
レ
」
「
ス
ト
ッ
プ
、
ス
ト
ッ
プ
」
と
さ
け
ぶ
。
し
か
し
彼
は
雪
庇
を
知
ら

な
い
か
ら
更
に
登
ろ
う
と
必
死
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
の
綱
引
き
だ
。
よ
う
や
く
気
が
つ
き
、
こ
こ
が
頂
上
だ
と
分
る
と
ピ
ッ
ケ
ル
を

高
く
ふ
り
か
ざ
し
た
。
と
き
に
午
後
一
時
。
感
激
の
あ
ま
り
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
君
は
、
わ
め
き
、
歌
い
、
さ
わ
ぎ
、
一
向
に
降
り
て
来
よ
う

と
は
し
な
い
の
だ
。
二
十
分
も
し
て
や
っ
と
あ
き
ら
め
て
降
る
。
待
ち
か
ま
え
て
い
た
私
と
南
井
に
抱
き
つ
い
て
喜
こ
ぶ
。

そ
れ
か
ら
三
人
は
交
代
で
頂
上
に
立
つ
・
私
達
が
頂
上
に
立
っ
て
も
感
激
は
ホ
ン
の
一
瞬
で
、
危
険
の
た
め
に
あ
ま
り
感
激
は
味
わ
え

ず
、
キ
ャ
ン
プ
に
た
ど
り
つ
い
て
は
じ
め
て
、
こ
の
足
が
あ
の
頂
き
を
踏
ん
で
来
た
の
だ
と
、
し
み
じ
み
感
激
を
味
わ
う
の
に
ひ
き
か

え
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
君
の
感
激
ぶ
り
を
見
て
、
国
民
性
の
相
違
と
は
い
え
、
う
ら
や
ま
し
く
さ
え
思
っ
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
下
山
の
途

中
、
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
こ
ん
だ
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
君
が
、
前
後
か
ら
ザ
イ
ル
で
確
保
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
死
の
悲
鳴
を
あ
げ
、

そ
れ
以
後
さ
っ
き
ま
で
の
は
し
ゃ
ぎ
よ
う
は
ど
こ
え
や
ら
、
三
日
間
も
口
を
き
か
な
か
っ
た
の
は
気
の
毒
で
も
あ
り
、
お
か
し
く
も
あ
っ

た
。
さ
て
、
こ
の
無
名
峰
は
あ
と
で
彼
の
名
を
と
っ
て
ピ
コ
・
デ
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
、
つ
ま
り
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
峰
と
命
名
し
た
。
こ
の
こ

と
は
の
ち
ほ
ど
・
へ
ル
ー
山
岳
会
長
Ｈ
・
Ｒ
・
ス
タ
ー
ン
氏
も
ゴ
ン
ザ
レ
ス
警
察
長
官
も
喜
こ
ば
れ
、
私
は
。
へ
ル
ー
山
岳
会
の
終
身
会
員
と

し
て
特
別
の
栄
誉
を
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
。

（
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
イ
ン
デ
ィ
オ
の
こ
と
）

今
度
の
私
達
の
遠
征
で
自
慢
出
来
る
こ
と
の
一
つ
に
、
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
食
テ
ン
（
食
堂
専
用
テ
ン
ト
の
こ
と
）
が
あ
る
。
燃
料
は
す
雲
へ

て
丸
善
石
油
の
ツ
バ
メ
プ
ロ
パ
ン
を
使
用
し
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
す
ゃ
へ
て
馬
が
荷
上
げ
す
る
と
い
う
利
点
を
利
用
し
て
、
一

個
二
十
五
キ
ロ
も
あ
る
プ
ロ
パ
ン
の
ボ
ン
ベ
を
数
個
運
ん
だ
も
の
だ
。
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
、
へ
か
ら
ガ
ス
レ
ン
ジ
を
五
台
も
な
ら
べ
た
食
天

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
庭
の
台
所
以
上
に
豪
勢
な
も
の
と
な
っ
た
。

食
料
は
な
ん
と
い
っ
て
も
皆
の
活
動
源
だ
し
、
又
前
後
四
カ
月
に
わ
た
る
長
期
間
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
他
の
遠
征
隊
に
は
み
ら
れ
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が
三
十
種
、
嗜
好
食
は
五
十
塞

辛
料
を
十
種
類
程
用
意
し
た
。

献
立
は
食
料
係
の
田
中
、
横
山
両
隊
員
が
割
ぱ
う
学
校
に
通
っ
て
研
究
し
た
り
、
神
戸
女
学
院
の
お
料
理
の
先
生
を
新
妻
に
持
つ
田
中

隊
員
が
奥
さ
ん
と
二
人
で
考
案
し
た
り
し
た
。
巻
ず
し
、
ち
ら
し
ず
し
、
す
き
焼
き
、
水
だ
き
、
丼
も
の
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
ハ
ン
等
ハ
ー
グ
か

ら
お
好
み
焼
き
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
も
お
手
の
も
の
で
、
土
用
の
入
り
に
は
マ
ム
シ
が
食
尋
へ
ら
れ
る
と
い
っ
た
具
合
。
た
く
あ
ん
の
缶
詰
に

飽
き
て
く
る
と
、
キ
ャ
寺
へ
シ
の
漬
物
ま
で
こ
し
ら
え
て
く
れ
た
も
の
だ
。

、
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
周
辺
に
い
つ
も
む
ら
が
っ
て
く
る
の
が
土
人
の
イ
ン
デ
ィ
オ
達
だ
。
生
れ
な
が
ら
ハ
ダ
シ
で
一
生
風
呂
に
も
入

ら
な
い
。
ア
ル
パ
カ
や
リ
ャ
マ
を
追
い
、
荒
地
を
耕
や
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
り
、
み
じ
め
な
生
活
を
つ
↑
つ
け
て
い

る
。
彼
等
が
キ
ャ
ン
プ
に
や
っ
て
く
る
の
は
、
私
達
の
捨
て
る
空
缶
、
袋
類
を
拾
う
た
め
な
の
だ
。
だ
か
ら
い
つ
で
も
キ
ャ
ン
プ
の
ま
わ

り
は
き
れ
い
な
も
の
、
も
し
日
本
の
山
に
も
イ
ン
デ
ィ
オ
達
が
や
っ
て
来
た
ら
さ
ぞ
き
れ
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
笑
っ
た
。

粗
末
な
土
器
し
か
持
た
な
い
彼
等
に
と
っ
て
は
、
空
缶
は
食
器
や
容
器
と
し
て
貴
重
品
な
の
だ
。
そ
こ
で
私
達
も
空
缶
を
捨
て
ず
に
、

空
缶
を
与
え
て
は
荷
物
を
か
つ
が
せ
た
り
、
水
を
汲
ま
し
た
り
、
鉄
砲
で
撃
っ
た
ゥ
サ
ギ
の
料
理
を
さ
せ
た
。
カ
ィ
ャ
ン
ガ
テ
の
尋
ヘ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
は
ピ
ー
ス
の
空
缶
四
個
と
大
き
な
マ
ス
二
匹
と
交
換
し
て
傑
作
だ
っ
た
。
彼
等
は
ハ
ダ
シ
の
ま
ま
で
氷
河
の
上
で
も
、

サ
ボ
テ
ン
畑
の
上
で
も
走
っ
て
行
く
の
に
は
全
く
あ
き
れ
る
。
そ
の
足
の
裏
は
象
の
足
の
よ
う
に
固
く
、
登
山
靴
よ
り
丈
夫
な
の
だ
。
馬

に
け
ら
れ
て
大
ケ
ガ
を
し
た
イ
ン
デ
ィ
オ
に
注
射
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
で
腕
を
ふ
く
脱
脂
綿
が
よ
ご
れ
な
い
の

だ
。
隊
員
た
ち
に
ビ
タ
ミ
ン
注
射
を
す
る
と
き
は
、
真
つ
く
る
に
よ
ご
れ
る
の
に
不
思
議
な
こ
と
だ
。
食
物
の
せ
い
か
、
乾
燥
し
て
い
る

せ
い
か
、
一
生
風
呂
に
入
ら
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
自
然
に
出
来
て
い
る
も
の
だ
な
と
感
心
し
た
。

な
い
コ
リ
よ
う
だ
っ
た
。
食
料
の
殆
ん
ど
は
日
本
か
ら
持
っ
て
来
た
も
の
で
、
現
地
で
買
っ
た
も
の
は
野
菜
、
果
物
、
肉
類
だ
け
。
一
日

四
千
五
百
カ
ロ
リ
ー
を
基
準
と
し
て
主
食
は
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ン
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
ラ
ー
メ
ン
等
十
種
類
、
副
食
は
百
五
十
種
、
調
味
料

が
三
十
種
、
嗜
好
食
は
五
十
種
と
い
う
、
ハ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
で
、
現
地
で
カ
モ
、
ウ
サ
ギ
等
を
撃
っ
て
食
、
へ
る
た
め
に
は
特
に
香
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ペルー・アンデスの山狩

無
事
山
行
を
成
功
裡
に
終
え
た
一
行
は
、
ク
ス
コ
周
辺
の
イ
ン
カ
遺
跡
を
見
学
、
イ
ン
カ
最
大
の
遺
跡
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
廃
城
を
た
ず

ね
、
更
に
北
の
ア
マ
ゾ
ン
上
流
キ
ャ
バ
ン
バ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
に
働
く
日
本
人
技
師
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
先
に
六
月
二
十
四
日
ク

ス
コ
で
行
わ
れ
た
イ
ン
カ
最
大
の
祭
り
イ
ン
テ
ィ
・
ラ
ィ
ミ
ィ
（
太
陽
の
大
祭
）
の
圧
巻
を
見
る
事
が
出
来
た
の
は
誠
に
幸
運
だ
っ
た
。
南

部
。
へ
ル
ー
の
旅
行
で
は
チ
チ
カ
カ
湖
を
お
と
ず
れ
、
ト
ト
ラ
葦
で
作
っ
た
人
工
的
な
浮
島
に
住
む
ウ
ル
ス
族
の
生
態
を
見
る
事
が
出
来
た

の
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。
ボ
リ
ヴ
ィ
ャ
に
越
境
し
て
チ
ュ
ワ
ナ
コ
の
遺
跡
も
見
学
、
さ
ら
に
ア
レ
キ
ッ
パ
市
、
タ
ク
ナ
市
を
経
て
チ
リ

ー
の
ア
リ
カ
を
た
ず
ね
、
八
月
二
十
三
日
リ
マ
市
に
ひ
き
あ
げ
て
来
た
。

私
達
の
遠
征
に
当
初
か
ら
御
協
力
、
御
支
援
を
賜
わ
っ
た
日
本
山
岳
会
の
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

木
が
一
本
も
は
え
て
い
な
い
か
ら
燃
料
は
何
を
使
う
の
か
と
思
っ
た
が
、
こ
れ
は
牛
の
糞
だ
っ
た
。
乾
燥
し
た
草
ば
か
り
食
今
へ
た
牛
が
、

糞
を
乾
燥
地
に
落
す
の
だ
か
ら
、
ま
る
で
牛
は
固
形
燃
料
を
落
し
て
歩
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
私
達
も
石
を
積
ん
で
カ
マ
ド
を
作

り
、
牛
の
糞
を
拾
い
集
め
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
焼
い
て
み
た
が
、
ま
ず
、
く
さ
く
な
く
、
火
力
が
強
く
、
火
持
ち
の
よ
い
の
に
全
く
あ
き
れ

て
し
ま
っ
た
。
た
め
し
に
巨
大
な
ヤ
シ
を
一
つ
日
本
に
持
ち
か
え
っ
た
が
、
湿
度
の
高
い
日
本
で
は
威
力
を
充
分
発
揮
出
来
な
か
っ
た
。

イ
ン
デ
ィ
オ
達
も
日
が
く
れ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
っ
た
チ
チ
ャ
と
い
う
酒
を
飲
み
、
さ
び
し
そ
う
な
ワ
イ
ノ
民
謡
）
を
歌

い
、
し
い
た
げ
ら
れ
な
が
ら
も
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
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Ｐ
二
九
の
よ
う
な
山
が
、
そ
う
簡
単
に
登
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
初
め
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
悪
の
場
合
は
今
ヘ

ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
設
営
も
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
マ
ナ
ス
ル
と
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
中
間
に
あ
る
山
だ
け
に
、
今
ま
で
に

多
く
の
日
本
人
に
観
察
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
案
外
一
回
で
登
頂
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
度
の
遠
征
は
偵
察

が
主
で
あ
っ
て
も
、
登
頂
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
登
頂
も
し
た
い
。
そ
う
な
る
と
隊
の
構
成
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

来
る
。
最
初
は
隊
長
以
下
六
名
と
い
う
予
定
だ
っ
た
が
、
偵
察
、
登
頂
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
も
少
し
隊
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
結
局
つ
ぎ
の
八
名
に
な
っ
た
。

隊
長
篠
田
軍
治
阪
大
工
学
部
。

副
隊
長
住
吉
仙
也
川
崎
病
院
。

隊
員
尾
藤
昭
二
阪
大
武
田
外
科
医
療
、
食
糧
。

Ｐ
二
九
の
西
面

は
じ
め
に

篠
田
軍
治
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P二九の西面

＊

今
ま
で
に
手
に
入
っ
た
資
料
か
ら
、
Ｐ
二
九
を
西
北
面
か
ら
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
比
較
的
早
く
決
定
し
た
。
西
北
面
に
入
る
に
は
キ

ャ
ラ
、
ハ
ン
の
出
発
点
が
ポ
ヵ
ラ
に
な
り
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
谷
に
入
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
麓
に
近
づ
く
の
に
は
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の

谷
を
つ
め
る
の
と
、
ト
ン
ジ
ェ
附
近
か
ら
入
る
の
と
、
そ
れ
ら
の
中
間
か
ら
入
る
の
と
三
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

″

山
本
光
二
大
和
銀
行
会
計
、
食
糧
。

″

西
川
元
夫
近
畿
日
本
鉄
道
装
備
通
信
。

〃

兼
清
喜
雄
日
立
製
作
所
装
備
。

″

山
本
信
樹
日
産
自
動
車
装
備
、
気
象
。

″

小
秋
元
隆
邦
東
京
放
送
報
道
。

仕
事
の
分
担
に
兼
務
が
多
か
っ
た
の
は
、
偵
察
の
段
階
が
長
い
と
予
想
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
住
吉
は
唯
一
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
と

い
う
意
味
で
、
医
療
の
方
の
責
任
者
か
ら
除
い
た
の
で
あ
る
。
留
守
責
任
者
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
経
験
者
を
、
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
一
方
で
は
隊
を
弱
体
化
す
る
怖
れ
が
あ
る
。
そ
の
点
、
随
分
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
結
局
、
徳
永
篤
司
に
事

務
局
長
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、
私
の
持
論
通
り
に
な
っ
た
。

阪
大
山
岳
会
と
し
て
は
、
こ
の
計
画
以
外
に
田
島
汎
の
立
案
し
た
サ
イ
パ
ル
が
あ
り
、
Ｐ
二
九
に
絞
ら
れ
て
来
た
の
は
一
九
五
九
年
の

初
め
の
頃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は
一
九
六
○
年
の
夏
か
ら
で
あ
っ
た
か
ら
、
登
山
手
続
、
準
備
な
ど
は
あ
わ

た
だ
し
い
中
に
経
過
し
、
一
九
六
一
年
二
月
一
七
日
の
サ
ー
ダ
ナ
号
で
尾
藤
、
山
本
光
、
西
川
、
兼
清
の
先
発
四
人
が
大
阪
市
大
、
岳
連

両
隊
と
共
に
神
戸
を
出
帆
し
、
篠
田
、
住
吉
、
山
本
信
、
小
秋
元
の
本
隊
が
三
月
一
○
日
エ
ア
・
イ
ン
デ
イ
ア
で
羽
田
を
出
発
し
、
カ
ル

カ
ッ
タ
に
向
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
ル
ー
ト
の
選
定
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＊
慶
応
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
の
各
位
及
び
今
西
寿
雄
氏
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

イ
ン
ド
測
量
局
の
地
図
で
は
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
か
ら
の
尾
根
は
南
西
に
延
び
て
、
ム
シ
・
コ
ー
ラ
と
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
と
の
合
流

点
附
近
に
及
ん
で
お
り
、
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
源
頭
は
マ
ナ
ス
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
昨
年
の
慶
応
隊
の
結
果
で
は
、
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の

源
頭
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
で
あ
っ
て
、
マ
ナ
ス
ル
と
ム
シ
・
コ
ー
ラ
と
の
間
に
は
尾
根
が
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
こ
の
分
水
嶺
の
北
に
相
当
な
川
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ナ
ス
ル
隊
や
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
に
参
加
し
た
数
人
の
方
の

＊

意
見
を
綜
合
す
る
と
、
ト
ン
ジ
ェ
附
近
に
は
そ
れ
ら
し
い
谷
は
な
か
っ
た
。
ト
ン
ジ
ェ
と
ジ
ャ
ガ
ー
ト
の
中
間
あ
た
り
で
、
マ
ル
シ
ャ
ン

デ
イ
の
河
原
が
開
け
た
と
こ
ろ
に
滝
が
落
ち
込
ん
で
い
て
、
そ
の
水
量
が
相
当
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
そ
の
谷
に
相
当
す
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
少
し
南
に
寄
り
過
ぎ
て
い
る
。
今
西
寿
雄
氏
の
ナ
ム
ン
．
、
ハ
ン
ジ
ャ
ン
か
ら
の
写
真
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う

し
て
も
マ
ナ
ス
ル
か
ら
三
本
歯
を
通
っ
て
ト
ン
ジ
ェ
附
近
ま
で
達
し
て
い
る
尾
根
の
南
側
に
、
相
当
な
谷
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
谷
は
深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
ん
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
、
ト
ン
ジ
ェ
か
ら
入
る
の
に
は
意
外

し
、
こ
の
谷
は
深
い
ゴ
、

＊
こ
れ
は
タ
ー
ル
と
い
う
茶
店
が
二
軒
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
本
谷
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
分
水
嶺
は
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
分
水
嶺
の

北
側
が
降
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
住
吉
は
三
月
二
七
日
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ポ
カ
ラ
に
飛
び
、
機
上
か
ら
の
観
察
結
果
で
は
、
北

か
ら
の
氷
河
が
こ
の
分
水
嶺
に
突
き
当
っ
て
い
る
形
だ
か
ら
、
相
当
な
断
崖
が
想
像
さ
れ
る
と
悲
観
的
な
意
見
に
な
っ
た
。
私
も
小
秋

元
、
ビ
ナ
ヤ
と
共
に
同
じ
コ
ー
ス
を
三
月
二
九
日
に
飛
ん
だ
。
そ
の
時
は
住
吉
の
と
き
ほ
ど
天
気
は
よ
く
な
か
っ
た
が
三
千
メ
ー
ト
ル
以

上
は
よ
く
見
え
て
、
観
察
の
結
果
で
は
分
水
嶺
の
尾
根
と
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
末
端
と
の
間
に
は
相
当
な
距
離
が
あ
る
か
ら
、
ど
こ

か
に
カ
ー
ル
地
形
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
降
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う
に
思
え
た
。
こ
う
し
た
事
情
と
三
千
メ
ー
ト
ル
附
近
の
雪

が
例
年
よ
り
も
確
か
に
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
、
最
初
の
偵
察
隊
は
南
斜
面
か
ら
と
い
う
こ
と
に
し
て
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
谷
に
入
れ

な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
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P二九の西面

＊
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー
や
日
立
の
干
渉
フ
ィ
ル
タ
ー
を
双
眼
鏡
に
つ
け
て
観
察
し
た
結
果
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
わ
な
い
と
明
瞭
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

ポ
ヵ
ラ
で
ポ
ー
タ
ー
の
集
り
が
悪
る
か
つ
た
た
め
、
尾
藤
、
兼
清
は
一
日
遅
れ
て
出
発
し
、
一
○
日
に
ク
デ
イ
に
着
き
、
二
日
に
は

マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
左
岸
の
山
を
で
き
る
だ
け
高
い
所
ま
で
登
る
つ
も
り
で
出
掛
け
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
住
吉
の
手
紙
を
持
っ
た
ポ
ー
タ

ー
と
途
中
で
出
合
い
、
ジ
ャ
ガ
ー
ト
の
対
岸
の
チ
プ
ラ
あ
た
り
か
ら
登
る
ル
ー
ト
が
有
望
な
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
装
備
そ
の
他
を
多

少
変
更
す
る
た
め
に
、
夕
刻
ク
デ
ィ
に
引
返
し
て
来
た
。
そ
し
て
翌
一
二
日
再
び
チ
プ
ラ
に
向
け
て
出
発
し
た
。
西
尾
根
の
続
き
か
、
ダ

ハ
レ
の
裏
山
あ
た
り
に
湖
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
登
路
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
聞
き
込
み
で
知
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
住
吉
の
手
紙
で
チ
プ
ラ
か
ら
行
け
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

尾
藤
隊
は
チ
プ
ラ
の
附
近
の
サ
ン
ジ
ャ
プ
ル
に
湖
を
知
っ
て
い
る
人
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
湖
が
ド
ウ
ド
。
ポ
カ
リ
と
言
っ
て
牛
乳

の
よ
う
に
濁
っ
て
い
て
、
神
聖
な
所
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
西
尾
根
の
支
尾
根
へ
向
い
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に
達
し
て
、
湖
へ
は

岩
峯
を
巻
い
て
行
け
ば
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
が
、
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
・
ル
ー
ト
と
し
て
は
見
込
薄
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
、
一
六
日

等
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
帰
着
し
た
。

最
初
の
偵
察
隊
は
四
月
四
日
午
後
、
住
吉
、
西
川
、
こ
う
．
テ
ン
ジ
ン
、
ク
ン
ガ
・
ノ
ル
ブ
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
と
常
傭
ポ
ー
タ
ー
二

人
、
ポ
ー
タ
ー
七
人
計
十
四
人
で
出
発
し
た
。
本
隊
は
四
月
六
日
ポ
カ
ラ
を
出
発
し
、
九
日
ク
デ
ィ
に
到
着
し
た
．
こ
の
日
、
ナ
ル
マ
、

ダ
サ
ダ
、
パ
グ
ル
ン
パ
ニ
と
一
六
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
の
尾
根
を
通
っ
て
い
る
間
に
、
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
や
分
水
嶺
附
近
の
地
形
を

遠
望
し
て
、
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
続
き
は
分
水
嶺
（
西
尾
根
）
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
が
、
ト
ン
ジ
エ
方
面
の

＊

岩
峰
は
相
当
に
険
し
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
偵
察
隊
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
、
山
本
光
、
山
本
信
を

る
こ
と
に
し
た
。

二
日
に
出
発
さ
せ
た
。

翌
一
七
日
や
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
・
フ
を
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
合
流
点
の
附
近
ま
で
移
動
し
、
一
八
日
に
は
篠
田
、
尾
藤
、
シ
ェ
ル
パ
ー
、
ボ
ー
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＊

そ
れ
に
よ
る
と
、
住
吉
は
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
西
尾
根
の
コ
ル
に
達
し
、
目
の
前
に
マ
ナ
ス
ル
、
Ｐ
二
九
を
源
頭
と
す
る
大
き
な
氷

河
（
ツ
ラ
ギ
氷
河
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
）
が
あ
り
、
そ
の
上
流
は
大
き
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
、
下
流
は
壮
大
な
土
か
ぶ
り
の
氷
河
と
な
っ

て
、
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
で
大
き
く
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
北
に
流
れ
、
末
端
に
大
き
な
湖
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
下
流
で
は
左
折
し
て
ト
ン
ジ

ェ
方
面
に
向
っ
て
お
り
、
こ
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
ル
ー
ト
と
し
て
選
べ
な
い
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

＊
い
つ
の
間
に
か
「
住
吉
コ
ル
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
を
見
つ
け
る
の
に
は
相
当
苦
心
し
た
。
山
本
（
光
）
は
対
岸
の
慶
応
隊
の
Ｂ
Ｃ
附
近
に

登
っ
て
み
て
、
こ
の
コ
ル
以
外
に
西
尾
根
を
越
え
る
ル
ー
ト
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

問
題
は
こ
の
氷
河
の
モ
レ
ー
ン
上
を
寺
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
ど
の
ル
ー
ト
を
と
っ
て
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
を
進
め
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
距
離
的
に
考
え
て
ト
ン
ジ
ェ
か
ら
入
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
き
な
氷
河
が
今
ま
で
未
知
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
ト
ン
ジ
エ
方
面
に
は
入
っ
た
人
が
な
か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
ト
ン
ジ
ェ
方
面
か
ら
入
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
ム
シ
・
コ
ー
ラ
か
ら
で
も
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
を
越
え
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
に
は
違
い
な
い

が
、
不
可
能
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
、
キ
ャ
ラ
録
ハ
ン
は
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
谷
へ
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
一
八
日
に
住
吉
、
山

本
光
が
帰
っ
て
来
た
の
で
、
一
日
準
備
し
て
、
二
○
日
に
新
し
く
雇
っ
た
ポ
ー
タ
ー
八
一
名
と
共
に
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
に
移
っ
た
。
二
○
日
ツ

ル
寺
へ
シ
、
一
二
日
ダ
ハ
レ
泊
り
、
三
一
日
ダ
ハ
レ
の
人
夫
の
一
寸
し
た
ス
ト
が
起
こ
っ
た
が
、
チ
ト
ラ
、
カ
ル
ヵ
泊
り
、
翌
二
三
日
も
ポ

ー
タ
ー
の
ス
ト
が
あ
っ
た
が
、
か
ま
わ
ず
登
っ
て
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
、
後
に
「
雲
上
カ
ル
カ
」
と
命
名
し
た
所
に
達
し
た
。

チ
、
ヘ
ッ
ト
人
に
よ
る
コ
ル
の
途
中
ま
で
の
荷
上
げ
は
二
五
日
に
終
了
、
こ
れ
と
併
行
し
て
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
も
荷
上
げ
を
続
け
、
住

吉
、
西
川
は
一
足
先
き
に
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
の
選
定
に
出
掛
け
、
本
隊
は
肛
門
腫
瘍
の
イ
ラ
・
テ
ン
ジ
ン
を
残
し
て
、
三
○
日

タ
ー
ニ
で
ム
シ
・
コ
ー
ラ
左
岸
の
尾
根
へ
西
尾
根
の
偵
察
に
向
っ
た
。
ム
シ
・
コ
ー
ラ
を
つ
め
て
、
ツ
ル
寺
へ
シ
の
直
下
の
竹
橋
ま
で
来
る

と
、
ツ
ル
尋
へ
シ
の
茶
店
に
シ
ェ
ル
パ
が
二
人
降
り
て
来
て
い
る
と
の
情
報
が
入
っ
た
の
で
、
直
ち
に
連
絡
す
る
と
住
吉
か
ら
の
手
紙
を
持

と
、
ツ
ル
雫
へ

っ
て
い
た
。
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カイヤンカテのベースキャンプ夜景一正面はハトンウーマ第1峰
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(byT. Fujiki )
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P二九の西面

西
尾
根
の
雲
上
カ
ル
カ
に
到
着
し
た
日
は
、
初
め
て
全
員
が
顔
を
合
せ
た
日
で
あ
っ
た
．
ポ
カ
ラ
滞
在
中
に
も
バ
イ
ロ
ワ
か
ら
兼
清
が

飛
来
し
た
と
き
も
一
応
全
員
が
揃
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
兼
清
は
す
ぐ
に
同
じ
飛
行
機
で
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
査
証
そ
の
他
の
用
事
で
出
発
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、
落
ち
つ
い
て
話
を
す
る
暇
も
な
か
っ
た
。
ム
シ
・
コ
ー
ラ
の
谷
を
登
っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
て
来
た
と
き
も
、
西

川
だ
け
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
雪
崩
の
観
察
を
す
る
た
め
に
残
留
し
た
の
で
、
や
は
り
全
員
は
揃
わ
な
か
っ
た
。

サ
ー
ダ
ナ
号
で
出
発
し
た
四
人
は
、
二
月
一
七
日
神
戸
出
帆
、
本
隊
は
三
月
一
○
日
羽
田
発
、
そ
し
て
サ
ー
ダ
ナ
号
が
カ
ル
カ
ッ
タ
へ

入
港
し
た
と
き
に
は
篠
田
、
住
吉
、
小
秋
元
の
三
人
は
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
出
発
し
た
後
で
あ
っ
た
。
残
り
の
隊
員
が
荷
物
と
共
に
バ
イ
ロ
ワ

経
由
で
ポ
カ
ラ
ヘ
到
着
し
て
、
初
め
て
大
部
分
の
隊
員
が
揃
っ
た
が
、
兼
清
が
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
戻
っ
て
来
た
と
き
に
は
住
吉
、
西
川
は

偵
察
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
後
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
具
合
で
全
員
が
揃
う
と
急
に
賑
や
か
に
な
る
。
雲
上
カ
ル
カ
は
南
斜
面
で
快
適
な
所
で
、
薪
も
多
い
の
で
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ

こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
条
件
が
悪
い
・
四
月
一
七
日
に
住
吉
が
コ
ル
か
ら
初
め
て
、
マ
ナ
ス
ル
、
Ｐ
二
九
、

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
間
か
ら
出
て
、
大
き
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
か
ら
土
か
ぶ
り
の
氷
河
と
な
り
大
き
く
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
北
に
向
か

い
、
末
端
に
氷
河
湖
を
も
つ
幅
約
一
キ
ロ
の
こ
の
氷
河
を
発
見
し
た
と
き
は
、
あ
ま
り
に
も
請
条
と
し
て
、
絶
え
ず
上
昇
気
流
の
た
め
に

雪
と
霞
を
降
ら
し
て
い
る
こ
の
谷
筋
は
、
全
く
地
獄
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
上
に
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
は
北
斜
面
の
燃
料

の
全
く
無
い
地
点
で
あ
る
。
、
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
Ｕ
字
型
の
峡
谷
の
陰
と
い
う
の
は
、
標
高
は
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
ま
り
高

い
と
は
言
え
な
い
が
確
か
に
よ
く
な
い
。
し
か
し
、
雲
上
カ
ル
カ
を
今
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）
と
し
て
、
こ
こ
を
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
。

ァ
は
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

に
は
大
部
分
が
氷
河
の
ほ
と
り
の
寺
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
。

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
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キ
ャ
ン
プ
（
Ａ
Ｃ
）
と
仮
定
す
る
と
、
Ａ
Ｃ
か
ら
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
の
に
高
い
コ
ル
を
越
す
こ
と
は
い
か
に
も
ま
ず
い
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
環

境
は
悪
く
て
も
Ｂ
Ｃ
は
こ
こ
に
選
ぶ
よ
り
外
に
方
法
は
無
か
っ
た
。
結
果
は
予
想
し
た
如
く
晴
れ
た
日
で
も
午
後
は
上
昇
気
流
に
よ
る
雪

と
霞
、
そ
れ
が
落
ち
尽
す
と
ま
た
強
い
日
射
、
ま
た
雪
と
霞
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
五
月
末
の
撤
収
の
頃
ま
で
緑
と
い
う
も
の

と
霞
、
そ
れ
が
落
ち
尽
す
と
ま
１

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

状
況
を
観
察
さ
せ
た
。

西
尾
根
の
基
部
は
断
崖
と
な
っ
て
南
峰
の
近
く
に
続
い
て
い
る
の
で
、
登
路
と
し
て
は
問
題
外
で
あ
る
。
唯
一
の
考
え
ら
れ
る
登
路

は
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
氷
河
を
登
り
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
を
越
え
て
雪
原
状
の
所
へ
出
て
、
マ
ナ
ス
ル
と
の
間
の
鞍
部
へ
出
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ィ

ス
フ
オ
ー
ル
の
落
差
は
一
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
平
均
し
て
三
○
度
を
越
え
る
傾
斜
で
あ
る
。
左
岸
は
断
崖
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も

登
路
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
右
岸
だ
け
で
あ
る
。
右
岸
に
し
て
も
非
常
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
住
吉
も
暇
さ

え
あ
れ
ば
ア
イ
ス
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る
。

右
岸
に
は
の
し
か
か
る
よ
う
に
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
末
端
が
蔽
い
か
ぶ
さ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
な
だ
れ
が
落
ち
る
。
ま
た
ア
ィ

ス
フ
オ
ー
ル
と
土
か
ぶ
り
の
氷
河
と
の
境
界
が
岩
壁
に
な
っ
て
切
れ
て
い
て
、
小
さ
な
な
だ
れ
が
落
ち
る
。
前
者
を
Ｂ
な
だ
れ
、
後
者
を

Ａ
な
だ
れ
と
言
う
こ
と
に
し
て
、
四
月
十
八
日
以
後
偵
察
隊
の
西
川
を
残
留
さ
せ
て
、
雲
上
カ
ル
ヵ
か
ら
毎
日
コ
ル
へ
登
っ
て
な
だ
れ
の

寒
さ
が
ゆ
る
む
と
共
に
な
だ
れ
の
発
生
場
所
も
次
第
に
高
い
所
に
移
っ
て
行
き
、
時
に
は
Ｐ
二
九
頂
上
直
下
の
岩
壁
の
基
部
の
末
端
の

氷
が
崩
れ
て
、
岩
壁
一
面
に
幅
一
丁
四
キ
ロ
程
度
の
も
の
が
落
ち
て
来
て
、
土
か
ぶ
り
の
氷
河
ま
で
達
し
、
し
か
も
幅
一
キ
ロ
の
氷
河
を

日
に
舌

な
っ
た
。

こ
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
を
初
め
て
望
見
し
た
と
き
に
は
、
ま
だ
な
だ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
な
く
、
土
か
ぶ
り
の
氷
河
も
上
端
附
近
ま

で
デ
ブ
リ
は
な
か
っ
た
。
四
月
の
末
に
な
る
と
次
第
に
活
溌
に
な
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
で
も
半
日
間
に
Ａ
な
だ
れ
三
回
、
Ｂ
な
だ
れ
は
二

日
に
一
回
程
度
で
あ
っ
た
が
、
五
月
に
入
る
と
共
に
漸
く
劇
し
く
な
り
、
多
い
と
き
に
は
Ａ
な
だ
れ
は
一
時
間
に
八
回
を
越
え
る
ほ
ど
に
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横
ぎ
っ
て
対
岸
に
達
す
る
よ
う
な
も
の
も
何
回
か
観
察
さ
れ
た
。

Ａ
な
だ
れ
は
、
数
は
多
い
が
小
さ
い
の
が
多
い
の
で
、
右
岸
を
通
れ
ば
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
右
岸
は
Ｂ
な
だ
れ
を

ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
に
Ｂ
な
だ
れ
よ
り
も
一
段
上
の
と
こ
ろ
か
ら
な
だ
れ
が
お
こ
る
。
ま
た
、
北
へ
曲
が
っ
て
い
る

氷
河
の
上
流
に
は
、
両
岸
の
マ
ナ
ス
ル
と
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
か
ら
絶
え
ず
落
ち
て
い
る
こ
と
が
、
音
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
右
岸
の
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
部
に
は
、
比
較
的
緩
い
白
い
斜
面
が
見
え
る
が
、
そ
こ
は
言
う
ま
で
も
な
く
な
だ
れ
の
通
路
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
で
の
長
期
間
の
行
動
が
、
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
危
険
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
あ
ら
た

め
て
左
岸
の
岩
壁
の
観
察
が
進
め
ら
れ
、
二
○
○
○
ミ
リ
望
遠
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
要
所
要
所
が
細
か
く
観
察
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
全
く

否
定
的
で
、
そ
の
上
に
左
岸
は
頂
上
直
下
か
ら
の
大
な
だ
れ
を
避
け
る
方
法
が
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
で
の
長
期
の
行

動
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
登
頂
行
動
を
断
念
し
て
、
つ
ぎ
の
行
動
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
五
月
六
日
朝
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
全
員
を
集
め
て
、
隊
の
今
後
の
方
針
、
登
頂
活
動
を
断
念
し
て
今
後
に
備
え
て
氷
河
の
奥
と

Ｐ
二
九
頂
上
附
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
を
含
む
偵
察
と
、
ト
ン
ジ
ェ
・
ル
ー
ト
の
開
拓
に

全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
す
る
と
宣
言
し
た
。

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
登
頂
ル
ー
ト
に
選
ぶ
こ
と
は
、
当
初
か
ら
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
Ｐ
二
九
の
ア
イ
ス

フ
ォ
ー
ル
に
ぶ
つ
か
っ
て
み
る
と
、
あ
ま
り
に
も
想
像
と
か
け
離
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
ハ
ン
ト
の
『
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

登
頂
』
を
取
り
出
し
て
、
ク
ー
ン
ブ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
写
真
を
眺
め
た
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
な
ら
ば
何
と
か
し
て

試
み
る
気
に
な
る
が
、
こ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
両
岸
が
切
り
立
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
悪
い
所
が
多
い
。
ス
イ
ス
隊
に
参
加
し
て
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
ヘ
行
っ
た
サ
ー
ダ
ー
の
ア
ジ
ー
、
ハ
が
、
後
で
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
は
悪
い
所
が
短
か
い
の
で
何
と

か
な
る
が
、
こ
こ
の
ア
イ
ス
ブ
オ
ー
ル
は
悪
い
所
が
桁
違
い
に
長
い
の
で
、
と
て
も
不
可
能
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
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五
月
七
日
は
休
日
に
し
て
、
八
日
か
ら
ま
た
行
動
を
開
始
し
た
。
漸
く
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
た
荷
物
の
一
部
を
、
ま
た
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル

峰
試
登
の
た
め
に
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
日
に
は
全
員
で
氷
河
の
左
岸
を
降
り
、
は
じ
め
て
氷
河
湖
の
左
岸
を
ま
い
て
、
マ

ル
シ
ャ
ン
デ
イ
へ
注
ぐ
支
流
の
源
流
へ
出
た
。
こ
の
あ
た
り
へ
来
る
と
標
高
も
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
っ
て
岳
樺
が
現
わ
れ
、
新

芽
が
出
て
い
る
。
荷
物
を
デ
ポ
し
て
引
き
返
す
途
中
、
湖
畔
の
岩
小
屋
の
中
に
カ
ル
カ
の
材
料
と
思
わ
れ
る
細
い
木
材
を
見
つ
け
た
。

こ
れ
で
こ
の
谷
に
も
、
過
去
に
お
い
て
人
が
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
木
材
は
い
か
に
も
古
い
。
ま
た
こ
れ

よ
り
下
流
に
人
の
入
っ
た
形
跡
が
見
出
だ
せ
な
い
。
今
で
も
人
の
通
れ
る
道
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
こ
の
木
材
を
こ
こ
に
置
い
た
人

は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
何
と
も
推
定
し
難
い
の
が
却
っ
て
無
気
味
で
も
あ
る
。

後
に
な
っ
て
、
こ
の
ド
ナ
・
コ
ー
ラ
の
谷
に
は
猟
師
道
が
あ
っ
て
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
河
畔
の
ナ
ジ
ェ
に
通
じ
て
い
る
こ
と
が
尾
藤
隊

に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
隊
は
、
最
初
西
川
、
山
本
信
、
ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
、
ア
ン
・
ダ
ワ
の
四
人
で
五
月
九
日
出
発
し
た
。

一
二
日
に
住
吉
、
兼
清
、
カ
ル
マ
オ
ン
チ
ュ
ウ
、
ク
ン
ガ
・
ノ
ル
ブ
の
四
人
が
応
援
に
出
掛
け
西
川
と
兼
清
が
交
代
し
た
。
以
下
は
西
川

一
二
日
に
住
吉
、

五
月
九
日
晴
後
雨
、
夜
晴

十
時
出
発
、
氷
河
湖
の
下
端
か
ら
少
し
下
っ
た
所
が
森
林
限
界
、
そ
の
頃
か
ら
雨
が
降
り
出
す
。
日
本
の
早
春
を
思
わ
す
針
の
よ
う
な

雨
に
濡
れ
て
、
石
楠
花
や
樺
の
木
は
新
ら
し
い
芽
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
。
一
五
時
、
昨
日
荷
下
げ
し
て
荷
物
を
デ
ポ
し
た
所
、
広
河
原

に
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
（
こ
の
日
Ｂ
Ｃ
で
は
午
後
は
霞
と
雪
で
あ
っ
た
。
氷
河
湖
の
あ
た
り
か
ら
下
が
雨
に
な
っ
て
い
た
。
）

五
月
一
○
日
曇
、
雪
、
夕
方
晴

の
手
記
で
あ
る
ロ

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
と
偵
察
活
動
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広
河
原
に
来
て
今
朝
が
一
番
良
い
天
気
で
あ
る
。
ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
だ
け
が
今
日
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
戻
る
こ
と
に
し
て
、
他
の
三
人

は
昨
日
見
付
け
た
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
原
に
キ
ャ
ン
プ
Ｒ
Ｃ
２
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
朝
、
良
か
っ
た
天
気
も
、
四
一
○
○
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
に
あ
る
大
岩
庇
の
と
こ
ろ
に
登
り
着
い
た
三
時
頃
に
は
、
真
上
に
少
し
青
空
を
残
し
て
ガ
ス
に
囲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
四
時
半
に
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
に
着
い
た
。
ア
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
は
す
ぐ
広
河
原
に
下
る
。
一
六
時
過
ぎ
ガ
ス
が
晴
れ
て
来
た
の

で
、
キ
ャ
ン
プ
の
裏
の
こ
ぶ
へ
登
る
。
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
か
ら
出
て
い
る
上
下
二
段
の
氷
河
の
合
流
点
が
、
大
雪
原
と
な
っ
て
足
下

に
広
が
り
、
西
へ
ア
イ
ス
ブ
ォ
ー
ル
と
な
っ
て
落
ち
て
い
る
。
上
段
の
氷
河
は
最
後
ま
で
急
峻
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
連
続
で
、
奥
は
ヒ

マ
ラ
ヤ
ひ
だ
と
な
っ
て
稜
線
に
つ
き
上
げ
て
い
る
。
下
段
の
氷
河
は
所
々
に
緑
色
の
断
層
を
見
せ
て
い
る
が
、
大
部
分
が
雪
原
の
よ
う
に

り
哩
不
征
尤
｝
フ
拝
甥
古
蒄

四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
、

五
月
二
一
日
晴

時
帰
着
、

五
月
一

三一Ｊ
天
気
は
曇
っ
て
い
る
が
、
下
流
の
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
上
空
に
少
し
青
空
が
あ
る
。
八
時
、
ト
ン
ジ
ェ
・
ル
ー
ト
偵
察
に
向
う
尾
藤
隊

が
出
発
、
わ
れ
わ
れ
も
少
し
遅
れ
て
出
発
す
る
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
西
面
の
氷
河
は
、
こ
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
す
ぐ
上
で
懸
垂
氷
河
と
な
っ
て
消
え
て
い
る
。
そ
の
氷
河
に
達
す
る

に
は
氷
河
の
北
側
の
草
付
き
の
岩
稜
が
唯
一
の
ル
ー
ト
に
見
え
る
。
高
度
差
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
。
は
じ
め
鹿
道
な
ど
を
辿
っ
て
登
っ
て

行
く
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
高
度
を
か
せ
ぎ
、
一
二
時
三
○
分
氷
河
の
下
の
ガ
ラ
場
、
高
度
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
一
○
時
頃
か

ら
降
り
出
し
た
雪
が
ま
す
ま
す
は
げ
し
く
な
る
。
ガ
ス
も
濃
く
な
り
地
形
の
判
断
も
つ
き
難
い
の
で
引
き
返
す
。
広
河
原
キ
ャ
ン
プ
一
五

時
帰
着
、
尾
藤
隊
は
既
に
戻
っ
て
い
た
。

’
’
１
Ⅱ

今
日
は
氷
河
上
に
キ
ャ
ン
。
フ
を
進
め
る
た
め
の
ボ
ッ
カ
で
あ
る
。
七
時
半
出
発
。
昨
日
ル
ー
ト
が
つ
く
っ
て
あ
る
の
で
、
足
は
は
か
ど

、
岩
の
ガ
ラ
場
を
通
り
過
ぎ
て
一
三
時
半
、
フ
ン
ギ
か
ら
の
氷
河
の
セ
ラ
ッ
ク
帯
の
下
端
の
、
あ
ま
り
広
く
な
い
雪
原
に
達
す
。
高
度

九
○
○
メ
ー
ト
ル
、
こ
こ
を
キ
ャ
ン
プ
地
に
き
め
る
。
半
時
間
ほ
ど
い
て
引
き
返
す
。
広
河
原
の
キ
ャ
ン
プ
へ
一
六
時
半
に
帰
る
。

日

青
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見
え
、
上
段
に
比
べ
れ
ば

マ
ラ
ヤ
ひ
だ
が
見
ら
れ
、

五
月
一
三
日
晴
後
雪

上
段
に
比
べ
れ
ば

下
段
の
氷
河
に
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
七
時
半
出
発
、
一
旦
氷
河
合
流
点
の
雪
原
ま
で
下
っ
て
そ
れ
を
横
切
り
、
ア
イ
ス

フ
オ
ー
ル
帯
に
入
る
。
午
後
に
な
る
と
定
期
便
の
ガ
ス
が
や
っ
て
来
て
、
あ
た
り
を
包
ん
で
し
ま
う
。
た
だ
で
さ
え
視
界
の
き
か
な
い
ア

イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
中
で
、
二
○
分
も
ガ
ス
の
薄
れ
る
の
を
待
っ
た
り
し
て
一
四
時
、
荷
物
を
デ
ポ
す
る
。
高
度
五
二
五
○
メ
ー
ト
ル
、
折

か
ら
降
り
出
し
た
雪
の
中
を
二
時
間
か
か
っ
て
Ｒ
Ｃ
２
に
引
き
返
す
。
キ
ャ
ン
プ
に
は
兼
清
が
来
て
い
た
。

五
月
一
四
日
晴
、
午
後
ガ
ス

五
月
一
四
日
晴
、
岸

五
月
一
五
日
晴
、
午
後
ガ
ス

山
本
は
せ
き
が
ひ
ど
く
体
の
調
子
が
良
く
な
い
。
兼
清
と
二
人
で
Ｒ
Ｃ
３
を
建
設
し
た
ら
こ
れ
に
入
る
こ
と
に
し
て
、
八
時
半
出
発
。

ト
レ
ー
ス
が
あ
る
の
で
足
は
よ
く
伸
び
、
一
昨
日
苦
労
し
た
氷
の
出
て
い
る
急
斜
面
も
楽
に
通
過
で
き
た
。
デ
ポ
地
か
ら
さ
ら
に
一
段
登

っ
た
所
に
雪
を
な
ら
し
、
氷
を
削
っ
て
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
に
す
る
。
高
度
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
一
三
時
、
サ
ポ
ー
ト
の
山
本
と
ア

ン
・
ダ
ワ
は
テ
ン
ト
を
張
り
終
え
て
か
ら
下
る
。

四
時
半
に
目
を
覚
ま
し
て
、
ガ
タ
ガ
タ
し
て
出
発
で
き
た
の
は
六
時
半
。
キ
ャ
ン
プ
自
体
が
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
中
に
あ
る
の
だ
か

ら
、
す
ぐ
迷
路
的
な
上
り
下
り
に
入
っ
て
し
ま
う
。
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
ア
イ
ス
ビ
ル
の
下
を
通
っ
た
り
、
悲
壮
な
決
心
を
し
て
か
ら
ク

レ
零
ハ
ス
を
跳
び
越
え
た
り
し
て
一
○
時
、
高
度
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
高
さ
二
○
メ
ー
ト
ル
余
り
の
氷
河
の
幅
一
杯
に
わ
た
る

氷
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
か
な
り
手
前
に
ハ
ン
グ
し
て
い
る
し
、
上
の
方
に
砕
石
を
含
ん
だ
層
が
あ
り
、
こ
こ
で
二
時
間
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
し

休
養
の
た
め
の
停
滞
。

五
月
一
六
日
晴
、
午
後
ガ
ス

坦
々
と
し
て
い
る
。
し
か
し
稜
線
へ
出
る
に
は
、
こ
れ
も
ま
た
容
易
で
な
い
。
氷
河
の
つ
き
当
り
の
壁
に
は
上

ひ
だ
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
上
部
に
は
懸
垂
氷
河
が
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。
唯
一
の
登
路
は
、
あ
の
三
角
形
の
北
の
一
辺
し
か
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
は
、
稜
線
に
達
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
何
と
か
し
て
稜
線
へ
出
て
、
Ｐ
二
九

と
マ
ナ
ス
ル
と
の
中
間
の
内
院
を
観
察
し
よ
う
と
い
う
望
み
は
絶
た
れ
た
の
で
、
下
の
氷
河
の
一
段
下
の
氷
河
の
跡
を
登
っ
て
稜
線
に
出

る
こ
と
に
し
た
。
山
本
、
兼
清
の
二
人
は
、
二
一
日
二
時
半
頃
遂
に
Ｂ
Ｃ
対
岸
の
コ
ル
に
到
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
谷
も
上

の
方
は
氷
河
で
、
氷
は
意
外
に
硬
く
、
市
販
の
ア
イ
ス
・
ピ
ト
ン
は
一
回
の
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
で
二
ミ
リ
程
度
し
か
入
ら
ず
、
尖
端
が
破
壊

し
た
が
、
東
京
機
器
工
業
で
特
別
に
鍛
造
し
た
も
の
は
威
力
を
発
揮
し
た
。

住
吉
は
Ｒ
Ｃ
１
ま
で
行
き
、
方
針
を
指
示
し
て
帰
っ
て
来
た
。
一
つ
に
は
若
い
層
に
自
主
的
に
行
動
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
自
分
自
身
も

ツ
ラ
ギ
氷
河
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
挑
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
。

山
本
と
兼
清
を
広
河
原
に
残
し
て
、
Ｂ
Ｃ
へ
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
増
援
方
を
頼
み
に
出
発
す
る
。
Ｂ
Ｃ
へ
着
い
た
の
が
三
時
、

尾
藤
か
ら
隊
長
の
発
病
を
知
ら
さ
れ
、
午
後
大
阪
市
大
隊
の
遭
難
を
知
っ
た
。

二
時
Ｒ
Ｃ
２
か
ら
山
本
と
ア
ン
・
ダ
ワ
が
登
っ
て
来
た
。
二
一
時
出
発
。
一
四
時
半
に
Ｒ
Ｃ
２
に
戻
り
、
荷
物
を
ま
と
め
て
一
五
時

広
河
原
の
キ
ャ
ン
プ
へ
四
人
揃
っ
て
下
る
。

た
が
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
方
法
が
み
つ
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
こ
れ
か
ら
先
は
ラ
ダ
ー
か
縄
ぱ
し
ご
な
ど
、
Ｂ
Ｃ
に
あ
る

装
備
が
必
要
な
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
、
一
旦
Ｂ
Ｃ
に
引
き
上
げ
て
陣
容
を
立
て
直
す
こ
と
に
す
る
。
兼
清
は
非
常
に
疲
れ
て
い

る
。
朝
は
す
た
す
た
と
通
れ
た
所
が
、
雪
が
腐
っ
て
足
場
が
き
ま
ら
ず
難
渋
す
る
。
チ
ョ
ッ
ト
油
断
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
す
ぽ
っ
と
腹

ま
で
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
こ
ん
で
ハ
ツ
と
す
る
。
キ
ャ
ン
プ
帰
着
一
三
時
半
。

五
月
一
八
日
晴
、
午
後
ガ
ス

五
月
一
七
日
晴
、
午
後
ガ
ス
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西
尾
根
の
住
吉
コ
ル
か
ら
東
に
寄
っ
た
方
に
懸
垂
氷
河
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
少
し
Ｐ
二
九
の
方
に
寄
っ
た
所
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
白
い

峰
と
岩
の
峰
と
が
あ
る
。
西
尾
根
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
附
近
に
登
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
尾
根
伝
い
に
簡
単
に
行
け
そ
う
だ
。
登
頂
を
断
念
し

た
今
と
な
っ
て
は
、
隊
員
の
中
に
は
雪
線
以
上
で
の
活
動
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
で
帰
る
者
が
出
る
怖
れ
が
あ
る
。
何
と
か
し
て
全
員
雪
線

以
上
で
行
動
さ
せ
た
い
、
そ
れ
に
は
こ
れ
ら
の
山
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
五
月
一
三
日
、
ア
ジ
ー
等
ハ
を
連
れ
て
偵
察
に
行
っ
て
み

た
。

四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
少
し
下
っ
た
所
ま
で
登
っ
て
み
る
と
、
岩
峰
と
こ
れ
よ
り
少
し
高
く
六
二
○
○
メ

＊

－
ト
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
ス
ノ
ー
・
ピ
ー
ク
ま
で
は
広
い
尾
根
と
雪
原
と
で
、
至
っ
て
簡
単
な
よ
う
に
見
え
る
。

＊
最
初
は
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
登
っ
て
確
か
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
の
よ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

東
の
方
の
谷
を
見
る
と
、
お
だ
や
か
な
広
い
氷
河
が
北
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。
上
の
方
は
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
雪
原
に
続
き
、
下

は
ツ
ラ
ギ
氷
河
の
附
近
で
終
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ツ
ラ
ギ
氷
河
と
全
く
対
照
的
な
、
セ
ラ
ッ
ク
一
つ
見
え
な

い
美
し
い
氷
河
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
ガ
ス
が
次
第
に
濃
く
な
っ
て
来
た
。
こ
の
地
点
に
も
う
一
五
分
遅
く
着
い
て
い
た
ら
、
ス
ノ
ー
・

ピ
ー
ク
も
こ
の
美
し
い
氷
河
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

五
月
一
七
日
、
住
吉
は
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
ア
ン
・
ダ
ワ
を
連
れ
て
出
発
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
一
八
日
、

山
本
光
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
も
上
の
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
彼
ら
は
岩
峰
と
雪
峰
の
登
頂
を
果
た
し
た
。
一
九
日
、
住
吉
、
山
本
が
帰
り
、

二
○
日
、
尾
藤
、
小
秋
元
、
ダ
・
ノ
ル
ブ
、
イ
ラ
・
テ
ン
ジ
ン
が
出
発
、
一
二
日
、
Ｂ
Ｃ
に
戻
っ
て
来
た
。

こ
れ
ら
の
登
頂
活
動
が
今
回
の
遠
征
の
最
高
到
達
点
で
あ
り
、
初
登
頂
の
唯
一
の
記
録
に
な
っ
た
。

六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
頂

、
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P二九の西面

ツ
ラ
ギ
氷
河
の
末
端
は
氷
河
湖
を
経
て
北
流
し
、
西
に
向
き
を
変
え
て
ト
ン
ジ
ェ
附
近
で
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
に
注
い
で
い
る
こ
と
は
地

形
か
ら
考
え
て
明
ら
か
で
あ
る
。
私
も
四
月
二
六
日
雲
上
カ
ル
カ
滞
在
中
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
に
行
っ
て
見
た
。
西
尾
根
は
こ
こ
で
南
北
に

分
れ
る
が
、
附
近
に
幾
つ
か
の
池
が
あ
る
。
ダ
ハ
レ
か
ら
も
行
け
る
が
、
チ
プ
ラ
か
ら
チ
尋
ヘ
ッ
ト
人
が
み
そ
ぎ
の
た
め
に
登
る
と
い
う
神

聖
な
湖
、
ド
ゥ
ド
。
ポ
カ
リ
は
こ
の
中
の
ど
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
ツ
ラ
ギ
氷
河
へ
は
越
え
ら
れ
そ
う
も
な
い
、
ま
た
西
尾
根
も
基

部
か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
に
越
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
住
吉
コ
ル
だ
け
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
へ
来
て
、
住
吉
は
い
か
に

も
好
い
ル
ー
ト
を
見
付
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。

北
へ
分
れ
た
尾
根
は
西
に
向
き
を
変
え
、
そ
の
向
う
側
に
川
が
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
ト
ン
ジ
ェ
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な

た
。
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試

き
、
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
か
ら
分
れ
一

し
一
二
時
ま
で
い
て
、
ガ
ス
の
晴
』

○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
観
察
を
し
た
。

ツ
ラ
ギ
氷
河
の
湖
行
に
は
五
月

ま
で
行
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

い
は
ず
だ
。

ツ
ラ
ギ
氷
河
の
奥
は
、
氷
河
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
る
だ
け
に
わ
か
り
難
い
。
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
多
く
の
偵
察
行
動
を
し

〕
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
、
ス
ノ
ー
・
ピ
ー
ク
の
登
頂
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
資
料
が
不
足
な
の
で
西
尾
根
の
続

ゞ
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
か
ら
分
れ
て
北
に
向
か
う
尾
根
へ
も
上
っ
て
も
ら
っ
た
。
五
月
二
五
日
一
○
時
半
、
兼
清
、
山
本
信
は
コ
ル
に
達

三
一
時
ま
で
い
て
、
ガ
ス
の
晴
れ
間
を
見
て
写
真
撮
影
を
し
た
。
二
六
日
に
は
尾
藤
、
・
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
は
左
岸
の
山
に
登
っ
て
六
七

ト
ン
ジ
ェ
・
ル
ー
ト
の
開
拓

そ
の
他
の
偵
察
活
動

二
日
、
篠
田
、
住
吉
、
兼
清
、
ア
ジ
ー
バ
で
出
掛
け
た
が
、
相
当
に
悪
く
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
下

こ
れ
ら
の
偵
察
行
の
到
達
点
は
地
図
に
×
印
で
示
し
て
お
い
た
。
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遠
征
隊
が
ポ
カ
ラ
を
出
発
す
る
頃
ま
で
は
、
こ
の
谷
が
滝
に
な
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
ー
ト
対
岸
附
近
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
ジ
ャ
ガ
ー
ト
対
岸
の
滝
と
い
う
の
は
、
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
を
水
源
と
す
る
短
か
い
川
の
末
端

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
ツ
ラ
ギ
氷
河
か
ら
の
川
は
、
相
当
な
水
量
で
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
イ
へ
注
い
で
い
る
は
ず
で

あ
る
。
滝
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
今
ま
で
に
対
岸
を
通
っ
た
遠
征
隊
の
中
の
誰
か
に
発
見
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
今
ま
で

誰
に
も
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
落
ち
口
が
非
常
に
深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
ト
ン
ジ
ェ
・
ル
ー
ト
の
開
拓
は
下
を
向
い
て
の
山
登
り
、
下
降
ル
ー
ト
の
発
見
で
あ
る
。
住
吉
よ
り
若
い
隊
員
は
阪
大
山
岳

部
の
黒
部
下
廊
下
、
上
廊
下
横
断
当
時
に
活
躍
し
た
連
中
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
尾
藤
は
新
越
乗
越
か
ら
下
廊
下
へ
の
下
降
ル
ー
ト
を
初

め
て
試
み
、
下
向
き
の
山
登
り
の
困
難
さ
を
身
に
し
み
て
体
験
し
て
い
る
。
な
お
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
は
珍
ら
し
い
雪
も
氷
も
な
い
夏

山
で
の
行
動
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
勘
案
し
て
山
本
光
を
加
え
て
、
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
ダ
・
ノ
ル
ブ
と
パ
サ
ン
・
テ
ン
バ
の
二
名
を

同
行
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
は
尾
藤
の
手
記
で
あ
る
。

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
向
う
隊
、
谷
を
下
る
隊
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
備
偵
察
に
出
掛
け
た
。
谷
を
下
る
わ
れ
わ
れ
は
左
岸
を
行
く
べ
き

か
右
岸
を
下
る
べ
き
か
は
、
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
一
応
、
右
岸
を
シ
ェ
ル
パ
を
先
行
さ
せ
る
と
、
湖
か
ら
の
沢
と
六
七
○
○
メ

を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
で
あ
る
。

五
月
九
日
曇

五
月
一
○
日
晴
後
雨

六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
向
う
西
川
、
山
本
信
ら
と
共
に
湖
の
下
端
の
台
地
に
あ
る
Ｒ
Ｃ
１
（
三
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
下
っ
た
。

氷
河
湖
の
標
高
と
ト
ン
ジ
ェ
の
標
高
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
ま
で
の
距
離
を
考
え
る
と
、
谷
は
相
当
な
傾
斜
で
あ
っ
て
、
深
い
ゴ
ル
ジ
ュ

ツ
ラ
ギ
氷
河
へ
ム
シ
・
コ
ー
ラ
側
か
ら
入
る
ル
ー
ト
は
見
つ
か
っ
た
が
、
果
た
し
て
ト
ン
ジ
ェ
方
面
か
ら
入
れ
る
か
ど
う
か
は
全
く
不
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朝
九
時
Ｒ
Ｃ
１
出
発
、
一
気
に
下
降
し
て
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
に
出
た
。
道
は
途
中
か
ら
竹
橋
を
渡
っ
て
左
岸
に
移
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
六
時
ナ
ジ
ェ
部
落
着
。
ナ
ジ
ェ
（
グ
ル
ン
・
一
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
の
住
民
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
仙
湖
の
名
は
二

＊

ヨ
ー
・
ポ
ク
リ
（
乳
の
湖
）
、
②
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
名
は
ド
ナ
・
フ
ン
ギ
（
フ
ン
ギ
は
肩
）
、
③
下
っ
て
来
た
谷
を
ド
ナ
・
コ
ー
ラ

と
言
う
。
ま
た
ナ
ジ
ェ
の
住
民
だ
け
が
こ
の
谷
に
狩
猟
に
入
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
谷
の
道
も
猟
師
道
で
家
畜
の
通
る
道
で
な
い
か
ら
、

悪
い
所
が
何
個
所
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
ナ
ジ
ェ
の
住
民
だ
け
に
知
ら
れ
た
谷
で
あ
り
、
ナ
ジ
ェ
は
登
山
隊
の
来
た
こ
と
の
な
い
部
落
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
谷
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。

＊
こ
の
附
近
で
は
ポ
カ
リ
と
言
わ
ず
に
ポ
ク
リ
と
言
う
。

ナ
ジ
ェ
の
部
落
民
を
一
人
ポ
ー
タ
ー
に
雇
っ
て
、
途
中
の
道
の
補
修
工
作
を
行
な
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
道
工
作
の
腕
前
は
立
派
な
も
の

だ
っ
た
。
大
木
の
切
り
出
し
、
運
搬
、
そ
れ
を
使
っ
て
実
に
要
領
よ
く
道
を
作
っ
た
。
左
岸
か
ら
右
岸
に
移
る
竹
橋
の
所
で
一
泊
し
た
。

て
い
た
・

五
月
一

－
ト
ル
峰
の
氷
河
末
端
か
ら
の
沢
と
の
合
流
点
を
少
し
下
っ
た
所
で
、
彼
ら
は
早
く
も
砂
の
上
に
裸
か
の
足
跡
ら
し
い
も
の
を
発
見
し

た
。
さ
ら
に
森
林
帯
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
明
ら
か
な
踏
み
跡
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
漸
次
明
瞭
な
山
道
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
人
の
泊
っ

た
跡
の
あ
る
岩
小
屋
と
小
屋
掛
け
を
見
つ
け
た
以
上
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
に
通
ず
る
道
の
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

人
跡
未
踏
の
谷
と
の
予
想
を
裏
切
り
、
容
易
に
山
道
が
み
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ネ
パ
ー
ル
が
徹
底
し
た
山
国
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
た
。
か
か
る
平
地
の
な
い
所
で
は
、
お
よ
そ
人
間
が
歩
け
そ
う
な
所
は
ど
こ
で
も
人
の
足
に
踏
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
月
一
四
日
晴
後
雨

日
本
の
五
月
の
よ
う
な
快
適
さ
に
休
養
。

五
月
一
二
日
晴

五
月
一
三
日
晴
後
雨

一
日
晴
後
雪

（87）



五
月
一
四
日
の
日
記
を
見
る
と
「
今
日
は
朝
か
ら
胃
の
調
子
が
悪
く
、
何
だ
か
貧
血
の
気
味
で
九
時
の
気
象
観
測
の
後
で
、
少
し
ふ
ら

ふ
ら
し
た
。
無
理
せ
ず
に
一
日
休
養
」
夜
十
時
頃
就
寝
、
し
ば
ら
く
す
る
と
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た
。
住
吉
の
毎
日
の
古
市
氏
宛
の
手
紙

に
よ
る
と
「
真
夜
中
、
就
寝
中
の
私
の
テ
ン
ト
に
隊
長
が
顔
面
蒼
白
で
来
ら
れ
〃
吐
血
〃
と
の
こ
と
。
急
ぎ
私
の
テ
ン
ト
に
寝
て
い
た
だ

き
、
真
夜
中
の
こ
と
と
て
小
秋
元
（
Ｂ
Ｃ
唯
一
の
隊
員
）
、
シ
ェ
ル
パ
を
騒
が
せ
る
の
も
困
る
し
無
意
味
な
の
で
、
私
一
人
で
隊
長
テ
ン
ト
の

吐
血
処
理
、
湯
タ
ン
ポ
準
備
、
止
血
剤
等
注
射
を
し
ま
し
た
。
夜
二
時
半
頃
や
っ
と
私
も
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
も
ぐ
り
ま
し
た
が
、
隊
長
の
年

令
を
考
え
る
と
夜
明
け
が
待
遠
し
く
、
か
つ
今
後
の
こ
と
を
考
え
て
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
け
て
一
五
日
、
隊
長
吐
血
は
再
度
と
な
く
、
気
分
も
落
着
か
れ
た
様
子
で
、
や
や
愁
眉
を
開
い
た
次
第
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
十
四

日
、
予
定
（
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
偵
察
を
続
行
中
、
私
も
そ
れ
に
加
わ
り
、
指
揮
す
る
）
を
急
変
し
て
、
Ｂ
Ｃ
に
私
一
人
で
帰
っ
て
来

た
の
が
全
く
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
」

一
五
日
に
は
尾
藤
、
山
本
光
も
帰
り
、
ド
ク
タ
ー
は
二
人
に
な
り
、
一
六
日
に
は
ど
う
や
ら
日
記
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
は

胃
潰
瘍
で
吐
血
の
量
は
住
吉
も
驚
い
た
く
ら
い
多
か
っ
た
。

ト
ン
ジ
エ
・
ル
ー
ト
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ト
ン
ジ
ェ
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
か
ら
無
電
で
連
絡
す
る
こ

と
も
可
能
だ
っ
た
が
、
二
人
の
ド
ク
タ
ー
の
意
見
は
心
配
す
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
と
一
致
し
た
ら
し
く
、
一
七
日
の
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ

ー
’
に
托
し
て
、
毎
日
の
古
市
氏
と
留
守
隊
長
の
徳
永
に
知
ら
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
リ
モ
ソ
ン
・
オ
ブ
ィ
サ
ー
の
ロ
ヵ
が
外
務

省
に
報
告
し
て
、
こ
れ
が
Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
通
信
員
に
伝
わ
っ
て
内
地
に
報
道
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
ポ
ヵ
ラ
ヘ
着
い
て
か
ら
知
っ
た
次
第

で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
御
心
配
を
か
け
た
内
地
の
皆
様
に
お
詑
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

八
時
出
発
、
帰
途
本
隊
の
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
を
通
過
さ
せ
る
際
の
諸
問
題
を
考
え
な
が
ら
Ｒ
Ｃ
１
帰
着
。

隊
長
の
発
病
、
大
阪
市
大
隊
遭
難
と
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
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P二九の西面

隊
長
、
大
島
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
死
と
い
う
と
最
悪
の
結
果
で
あ
る
。
大
阪
の
留
守
隊
に
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
経
験
者
が
い
な
い
だ
け
に
、

難
渋
を
極
め
て
い
る
に
違
い
な
い
。
何
と
か
し
て
応
援
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
送
り
た
い
。
し
か
し
明
日
出
発
し
て
強
行
軍
を
し
た
と
し
て

も
、
カ
ト
マ
ン
ズ
着
は
二
八
日
に
な
る
。
こ
れ
で
果
た
し
て
間
に
合
う
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
間
に
合
っ
て
も
、
間
に
合
わ
な
く
て
も
日

本
隊
の
遭
難
で
あ
る
か
ら
、
隊
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
外
科
医
で
あ
り
、
経
験
者
で
あ
る
住
吉
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
も
一
人
は
一
番
英
語
の
達
者
な
西
川
を
出
す
こ
と
に
し
た
。

住
吉
が
帰
っ
て
来
て
相
談
し
て
み
る
と
、
彼
に
は
医
者
と
し
て
、
ま
た
隊
長
は
病
気
で
自
分
は
副
隊
長
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
す

ぐ
に
は
承
諾
し
な
い
。
し
か
し
彼
も
私
の
頑
固
さ
に
免
じ
て
遂
に
承
諾
し
、
翌
二
○
日
午
後
新
ら
し
く
開
拓
さ
れ
た
ト
ン
ジ
ェ
・
ル
ー
ト

を
下
っ
て
行
っ
た
。
住
吉
も
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
挑
む
こ
と
、
ま
た
ト
ン
ジ
ェ
で
越
冬
す
る
こ
と
に
執
着
を
も
っ
て
お
り
、
西
川
は
初
め

て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
い
う
の
に
先
発
、
先
発
で
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
だ
け
は
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
遂
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
経
験

す
る
こ
と
な
く
山
を
降
っ
て
行
く
の
は
、
心
残
り
の
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
二
人
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
期
待
通
り
の
活
躍
を
し
て

く
れ
た
。
ま
た
二
九
日
、
毎
日
新
聞
に
打
っ
た
電
報
で
隊
長
重
態
と
い
う
の
に
、
医
者
で
あ
る
副
隊
長
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
現
わ
れ
た
と
い

う
の
で
、
前
日
「
篠
田
隊
長
重
態
」
で
賑
わ
っ
た
新
聞
紙
上
に
快
方
に
向
か
っ
た
と
い
う
記
事
が
現
わ
れ
、
恢
復
さ
せ
る
た
め
の
必
要
か

ら
か
流
動
物
を
摂
り
出
し
た
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
い
た
が
、
事
実
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
直
後
に
一
七
日
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー

に
托
し
た
手
紙
も
着
い
て
、
大
阪
の
留
守
隊
で
は
徳
永
留
守
隊
長
の
状
勢
判
断
の
適
確
さ
に
驚
い
た
の
で
あ
っ
た
。

住
吉
が
去
っ
て
尾
藤
は
急
に
責
任
重
大
に
な
っ
た
。
医
者
で
あ
る
と
同
時
に
隊
長
の
仕
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
山
本
光

住
吉
が
去
っ
て
宮

市
大
隊
の
遭
難
の
一
三
－
ス
は
一
八
日
午
後
と
一
九
日
朝
の
カ
ト
マ
ン
ズ
放
送
で
聞
い
た
。
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
、
な
だ
れ
の
中
心
が

次
第
に
上
の
方
に
移
っ
て
行
っ
た
感
が
あ
っ
た
時
だ
け
に
、
案
じ
て
い
た
も
の
が
遂
に
最
悪
の
結
果
に
な
っ
て
現
わ
れ
た
と
い
う
感
じ
だ

か
よ
く
補
佐
し
た
。

＝つ

た
0
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Ｒ
Ｃ
１
か
ら
少
し
下
る
と
急
に
谷
が
開
け
、
岳
樺
の
多
い
徳
沢
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
所
に
出
る
。
標
高
も
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
石
楠

花
も
咲
き
、
誰
言
う
と
な
く
樺
河
内
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
の
病
気
も
次
第
に
よ
く
な
っ
た
の
で
、
今
日
二
三
日
は
退
院
の
日
で
あ

る
。
椅
子
に
乗
っ
て
パ
サ
ン
・
テ
ン
録
ハ
と
ダ
・
ノ
ル
ブ
に
交
互
に
か
つ
が
れ
、
尾
藤
が
付
添
っ
て
樺
河
内
に
下
っ
た
。
体
に
は
全
く
こ
た

え
な
い
。
恢
復
し
た
と
言
っ
て
も
二
○
メ
ー
ト
ル
歩
く
の
が
苦
痛
で
あ
っ
た
が
、
樺
河
内
に
来
た
翌
日
に
は
、
も
う
二
○
○
メ
ー
ト
ル
歩

い
て
も
あ
ま
り
苦
し
く
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
眺
め
な
が
ら
、
病
気
保
養
を
す
る
気
持
ち
は
今
ま
で
に
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
長
閑
な
も
の
で
あ
っ
た
。

二
五
日
、
山
本
光
、
ア
ジ
ー
等
ハ
ら
は
谷
を
下
り
道
の
補
修
を
行
な
う
と
共
に
、
ア
ジ
ー
瓢
ハ
は
ト
ン
ジ
ェ
方
面
へ
行
っ
て
人
夫
を
集
め
て

来
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
い
る
問
に
残
り
の
隊
員
と
荷
物
が
集
結
し
、
人
夫
も
二
九
日
に
は
登
っ
て
来
た
。

三
○
日
、
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
入
り
、
そ
の
日
は
右
岸
か
ら
左
岸
に
移
る
竹
橋
の
ほ
と
り
で
泊
り
、
三
一
日
午
後
、
麥
秋
の
ナ
ジ
ェ

到
着
。
途
中
の
道
は
相
当
に
手
入
れ
は
し
て
あ
っ
て
も
、
行
き
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
よ
う
な
大
部
隊
で
は
通
過
困
難
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
悪

い
。
や
は
り
往
路
に
ム
シ
・
コ
ー
ラ
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
。

ナ
ジ
ェ
で
は
農
繁
期
と
橋
の
補
修
に
人
手
を
と
ら
れ
て
、
人
夫
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
。
漸
く
六
月
三
日
に
出
発
で
き
た
。
サ
タ
レ

の
対
岸
ま
で
来
る
と
、
日
本
隊
に
な
じ
み
の
深
い
竹
の
吊
橋
が
落
ち
て
い
て
、
思
わ
ぬ
所
で
川
留
め
。
修
理
が
出
来
上
る
の
を
待
ち
、
こ

こ
に
ワ
イ
ヤ
・
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
吊
橋
を
建
設
中
の
ス
イ
ス
人
ア
シ
ュ
マ
ン
夫
妻
な
ど
に
見
送
ら
れ
、
雨
上
り
の
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
を
下

っ
た
。
そ
し
て
七
日
ク
デ
ィ
に
着
き
、
漸
く
往
き
の
ル
ー
ト
に
合
し
、
二
日
ポ
カ
ラ
着
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
終
え
た
。

ポ
カ
ラ
に
着
い
て
み
る
と
、
内
地
の
大
勢
の
方
々
か
ら
病
気
の
見
舞
状
が
来
て
い
た
が
、
は
じ
め
は
ど
う
し
て
内
地
ま
で
伝
わ
っ
た
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

（90）



P二九の西面

(1)

私
に
と
っ
て
最
も
思
い
出
に
な
っ
た
の
は
、
ダ
ハ
レ
か
ら
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
を
越
え
て
、
偵
察
を
し
な
が
ら
未
知
の
谷
を
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

遠
征
に
当
っ
て
東
京
で
は
日
高
信
六
郎
、
槙
有
恒
、
村
木
潤
次
郎
、
松
田
雄
一
氏
ら
日
本
山
岳
会
の
各
位
、
毎
日
新
聞
の
古
市
美
津
雄

氏
、
大
阪
で
は
赤
堀
阪
大
総
長
を
委
員
長
と
す
る
後
援
会
の
各
位
の
ほ
か
、
関
経
連
、
工
藤
友
恵
氏
ほ
か
財
界
、
日
本
山
岳
会
関
西
支
部

の
方
々
、
実
行
委
員
会
や
準
備
委
員
会
で
活
躍
を
し
て
く
れ
た
Ｏ
Ｂ
、
現
役
の
人
た
ち
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

の
方
々
、

附
記

偵
察
隊
の
と
っ
て
来
た
写
真
そ
の
他
の
資
料
の
整
理
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
の
で
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
Ｐ
二
九
の
西
面

に
関
す
る
限
り
、
考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
は
ツ
ラ
ギ
氷
河
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
が
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
に
は
非
常

に
危
険
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

今
後
登
頂
を
目
指
す
前
に
は
も
う
一
度
、
東
面
を
徹
底
的
に
偵
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
に
か
く
Ｐ
二
九
は
予
想
を
遥
か
に
上
廻
っ
た

困
難
な
山
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
人
に
こ
う
し
た
、
新
ら
し
い
登
山
術
の
開
発
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
む
ず
か
し
い
山
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
度
の
遠
征
に
よ
っ
て
ツ
ラ
ギ
氷
河
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
周
辺
の
地
形
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
氷
河
湖
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
へ
注
ぐ

ド
ナ
・
コ
ー
ラ
の
谷
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
Ｐ
二
九
西
尾
根
の
全
ぼ
う
、
こ
れ
と
本
峰
と
の
間
の
氷
河
、
ま
た
西
尾
根
か
ら
南
へ
出

る
尾
根
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
か
ら
の
尾
根
と
つ
な
が
り
、
そ
の
下
を
ム
シ
・
コ
ー
ラ
が
ト
ン
ネ
ル
状
に
流
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
出
だ
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

登
頂
活
動
と
し
て
は
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
試
登
、
西
尾
根
の
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
登
頂
程
度
で
、
著
る
し
い
成
果
は
挙
げ
る

シ
ェ
ル
パ
は
ア
ジ
ー
バ
以
下
八
名
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
パ
サ
デ
ブ
。
ロ
カ
で
あ
っ
た
。
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②
現
地
民
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
Ｐ
二
九
は
ツ
ラ
ギ
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
発
音
で
あ
る
。
そ
こ
で
氷
河
は
ツ
ラ
ギ
氷
河
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
が
、
ナ
ジ
ェ
の
極
く
一
部
の
者
は
困
開
色
と
呼
ん
で
い
る
ら
し
い
。
Ｐ
二
九
に
し
て
も
ツ
ラ
ギ
（
ム
シ
・
コ
ー
ラ
そ
の
他
）
、

ツ
ラ
ン
ギ
（
チ
プ
ラ
附
近
）
、
シ
ラ
ー
（
ト
ン
ジ
ェ
附
近
）
な
ど
が
あ
る
の
で
、
弓
冒
一
餌
口
唱
と
し
て
み
た
。
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰

も
国
○
口
餌
弔
冒
口
唱
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
ト
ン
ジ
ェ
方
面
で
は
、
こ
の
肩
に
相
当
す
る
言
葉
は
夢
匡
口
四
で
な
し
に
も
巨
盲
ｇ

と
な
る
。
ま
た
ド
ナ
・
フ
ン
ギ
は
前
山
の
こ
と
で
、
本
当
の
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
は
○
房
色
急
勺
巨
言
亀
と
言
う
の
だ
と
い
う
説
も

あ
る
（
ト
ン
ジ
ェ
附
近
）
。
な
お
樺
河
内
の
現
地
名
は
醇
侭
昌
尻
冨
房
四
ら
し
い
。

（92）
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未踏の山ランタン リル

大
阪
市
立
大
学
は
、
旧
大
阪
商
科
大
学
山
岳
部
時
代
か
ら
前
後
五
回
に
わ
た
り
台
湾
、
樺
太
、
朝
鮮
等
へ
遠
征
隊
を
送
る
と
共
に
、
幾

多
の
登
筆
を
行
っ
て
来
た
が
、
戦
後
綜
合
大
学
と
し
て
広
汎
な
分
野
の
部
員
並
び
に
先
輩
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
九
五
三
年

ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
を
組
織
し
、
外
地
山
岳
の
多
角
的
な
研
究
を
進
め
て
来
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
一
九
六
一
年
の
母
校
創
立
八
十
周

年
記
念
に
当
っ
て
、
大
学
、
大
阪
財
界
の
う
し
ろ
だ
て
が
成
り
、
先
輩
現
役
挙
げ
て
の
悲
願
が
結
実
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
地
域
に
登

山
と
調
査
を
目
的
と
し
た
遠
征
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

私
た
ち
の
遠
征
計
画
の
推
移
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
発
足
以
来
、
タ
ル
ン
・
ピ
ー
ク
（
七
一
一
画
九
メ
ー
ト
ル
）
、
ト
ゥ
イ
ン
ズ
（
七
三
五
○
メ

ー
ト
ル
）
、
テ
ィ
ル
ス
リ
（
七
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）
等
が
上
げ
ら
れ
種
々
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
内
外
政
状
況
、
私
た
ち
の
経

験
上
の
問
題
等
か
ら
漸
次
焦
点
が
し
ぼ
ら
れ
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
比
較
的
近
距
離
に
あ
り
、
し
か
も
最
近
十
年
間
に
六
回
の
遠
征
隊
が

送
ら
れ
た
が
未
だ
部
分
的
に
し
か
踏
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
最
近
の
二
回
が
日
本
隊
に
依
っ
て
踏
査
さ
れ
、
他
の
地
域
に
比
寺
へ
資
料
を
得

未
踏
の
山
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
一
九
六
一
年
）

は
じ
め
に

広
谷
光
一

郎
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準
備
段
階
に
お
い
て
の
問
題
は
資
料
の
検
討
で
、
飯
田
隊
、
深
田
隊
、
ラ
ン
ペ
ー
ル
等
に
連
絡
が
と
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
が
、
そ
れ
等
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
地
形
的
特
殊
性
を
充
分
に
考
慮
し
た
登
肇
用
具
、
露
営
用

具
、
通
信
機
、
燃
料
、
食
糧
の
必
要
性
が
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
。

私
た
ち
の
そ
の
よ
う
な
計
画
の
批
判
を
ラ
ン
寺
ヘ
ー
ル
に
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
彼
の
こ
の
山
に
対
す
る
可
能
性
に
就
い
て
の
意
見
と
、
私
共

の
そ
れ
と
が
極
め
て
積
極
的
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
を
得
た
。
即
ち
リ
ル
ン
氷
河
上
部
構
造
は
不
明
な
点
が
多
い
に
し
て
も
、
か
な
ら
ず
や

国
境
稜
線
に
立
つ
見
込
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

聴
取
し
、
両
呼

で
も
あ
っ
た
。

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
を
最
初
に
攻
撃
目
標
と
し
た
ラ
ン
尋
ヘ
ー
ル
は
ゞ
隊
の
小
規
模
が
原
因
で
他
に
転
進
、
つ
い
で
飯
田
隊
は
リ
ル
ン
氷

河
登
華
の
困
難
性
で
サ
ル
バ
チ
ュ
ム
に
向
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
リ
ル
ン
峰
を
偵
察
し
た
深
田
隊
、
リ
ル
ン
氷
河
直
下
ま
で
行
き
氷
河
状
態
を
く
わ
し
く
調
べ
た
飯
田
隊
か
ら
偵
察
の
状
況
を

聴
取
し
、
両
隊
の
も
た
ら
し
た
貴
重
な
写
真
を
も
と
に
計
画
を
練
っ
た
が
、
未
だ
見
ぬ
リ
ル
ン
峰
攻
略
の
計
画
は
空
を
掴
む
よ
う
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

る
こ
と
が
私
た
ち
ヒ
マ
ラ
ヤ
一
年
生
に
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
地
域
に
決
定
し
た
。

こ
の
地
域
は
一
九
四
九
年
テ
ィ
ル
マ
ン
、
一
九
五
一
年
ア
ウ
フ
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
、
一
九
五
二
年
ハ
ー
ゲ
ン
、
一
九
五
五
年
ラ
ン
等
ヘ
ー

ル
、
一
九
五
八
年
深
田
隊
、
一
九
五
九
年
飯
田
隊
等
が
部
分
的
に
踏
査
し
て
お
り
、
登
頂
さ
れ
た
の
は
ラ
ン
寺
ヘ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ド
ー

ム
（
六
八
三
○
メ
ー
ト
ル
）
、
飯
田
隊
の
サ
ル
バ
チ
ュ
ム
（
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
他
で
主
峰
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
七
一
面
五
メ
ー
ト
ル
）
は
勿
論
、

ツ
ン
ガ
最
奥
の
ラ
ン
タ
ン
・
リ
（
七
一
三
九
メ
ー
ト
ル
）
、
ポ
ー
ロ
ン
・
リ
（
七
二
八
四
メ
ー
ト
ル
）
等
の
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
殆
ん
ど
が
未
踏
峰

準
備
、
出
発
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勿
論
こ
の
よ
う
な
順
調
な
歩
み
の
中
に
は
、
内
外
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
協
力
の
た
ま
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
・

入
山
許
可
内
諾
に
前
後
し
て
の
シ
ェ
ル
パ
雇
用
問
題
、
遠
征
資
金
の
調
達
、
学
術
調
査
方
法
の
研
究
、
出
国
交
渉
手
続
等
の
仕
事
の
山

積
の
中
に
、
そ
の
年
の
十
月
、
大
阪
市
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
決
定
さ
れ
た
。

隊
長
森
本
嘉
一
（
虹
歳
）
タ
ー
ナ
ー
伝
諺
（
株
）
会
社
取
締
役
．

副
隊
長
広
谷
光
一
郎
（
躯
〃
）
（
株
）
黒
竜
堂
武
蔵
工
場
勤
務
、
医
博
博
士
。

隊
員
大
島
健
司
（
妬
〃
）
関
谷
産
業
（
株
）
本
粁
勤
務
（
イ
ン
ド
駐
在
）
。

″

藤
本
勇
（
妬
〃
）
世
界
長
（
株
）
勤
務
。

″

近
藤
哲
也
（
型
〃
）
近
畿
建
設
事
務
所
勤
務
、
技
士
。

〃

伴
明
（
虹
〃
）
大
阪
市
大
山
岳
部
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
。

以
上
い
ず
れ
も
日
本
山
岳
会
々
員
。

年
明
け
て
か
ら
は
準
備
に
拍
車
を
か
け
る
と
共
に
、
最
終
的
手
続
き
も
す
ま
せ
、
二
月
十
七
日
隊
員
を
二
つ
に
分
け
、
広
谷
、
藤
本
、

近
藤
、
伴
の
四
名
は
神
戸
港
か
ら
出
発
、
三
月
十
四
日
カ
ル
カ
ッ
タ
に
着
い
た
。

船
中
は
大
阪
大
学
Ｐ
二
九
隊
、
全
日
本
山
岳
連
盟
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
隊
ら
と
同
行
し
、
愉
快
な
船
旅
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
。
三
月

二
日
、
後
始
末
を
済
ま
せ
た
森
本
隊
長
、
大
島
の
二
名
が
離
日
し
、
船
組
よ
り
一
足
先
き
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
し
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
通
関
業
者
で
あ
る
Ｇ
・
Ｒ
・
、
ハ
ル
ワ
ラ
が
三
隊
を
一
手
に
引
き
受
け
た
た
め
か
、
大
量
の
荷
物
の
陸
揚
げ
、
運
輸
の

月
に
は
許
可
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
種
類
毎
に
業
者
の
協
力
を
得
て
試
作
研
究
が
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
は
秋
の
富
士
山
で
の
試
験

を
行
っ
た
後
再
検
討
、
改
良
を
行
い
発
注
し
た
。

他
方
ネ
パ
ー
ル
政
府
へ
の
入
山
許
可
申
請
は
、
一
九
六
○
年
の
五
月
末
外
務
省
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
既
に
内
諾
を
得
て
の
申
請
で
、
九
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1

通
り
に
面
し
た
事
務
所
に
は
机
が
二
つ
、
正
面
の
壁
に
マ
ナ
ス
ル
登
頂
記
録
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
が
デ
カ
デ
カ
と
貼
っ
て
あ
る
。
ア
ク

ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ニ
名
、
ヴ
ァ
イ
ス
・
チ
ェ
ア
マ
ン
の
ウ
ル
ケ
ン
と
早
速
交
渉
に
入
り
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
連
れ
て

来
た
シ
ェ
ル
パ
一
人
に
つ
い
て
、
話
合
い
が
始
め
ら
れ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
し
て
も
一
応
の
線
は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
コ
ッ
ク
の
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
シ
ェ
ル
パ
の
ア
ン
・
ダ

ワ
四
号
に
つ
い
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
て
文
句
な
く
パ
ス
し
た
が
、
問
題
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

パ
・
ノ
ル
ブ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
で
あ
っ
た
。

パ
・
ノ
ル
ブ
は
名
簿
の
ミ
ス
・
プ
リ
ン
ト
を
強
く
主
張
し
て
納
得
さ
せ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
は
彼
の
代
役
で
あ
る
ギ
ャ
ル

ッ
ェ
ン
・
ミ
ク
ッ
ェ
ン
を
断
り
、
ギ
ャ
ル
ッ
千
ン
と
親
し
い
間
柄
に
あ
る
ヴ
ァ
イ
ス
・
チ
ェ
ア
マ
ン
の
ウ
ル
ケ
ン
に
頼
み
込
ん
で
内
諾
さ

カ
ト
マ
ン
ズ
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
事
務
所
を
訪
れ
た
の
は
三
月
二
十
一
日
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
先
着
し
た
森
本
隊
長
と
大
島
、

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
パ
雇
用
交
渉
は
約
一
年
前
か
ら
始
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
と
の
交
渉
の
見
通
し

を
明
か
る
く
し
た
の
は
、
一
九
六
○
年
の
同
志
社
大
学
ア
ピ
隊
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
森
本
隊
長
と
親
し
か
っ
た
ア
ピ
隊
長
津
田
康
裕
氏

は
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
隊
と
の
予
約
以
外
に
未
だ
交
渉
の
な
か
っ
た
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
を
し
て
、
私
た
ち
の
隊
に
加
わ
っ
て
貰
う
よ
う
話
を
う

ま
く
纒
め
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
後
の
再
三
に
わ
た
る
交
渉
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
正
垣
幸
男
氏
及
び
当
時
社
用
で
渡
印
し
て
い
た
大
島
が
中

心
と
な
り
全
て
順
調
に
進
み
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
自
身
に
し
て
も
彼
の
性
格
か
ら
し
て
、
未
知
の
地
域
へ
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ

面
に
負
担
が
大
き
過
ぎ
、
二
週
間
の
足
止
め
を
く
い
、
全
員
カ
ト
マ
ン
ズ
に
合
流
し
た
の
は
三
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。

》
私
た
ち
は
グ
ア
ネ
ス
ウ
エ
ア
ー
に
あ
る
ボ
ド
・
ラ
ナ
氏
の
離
れ
屋
を
宿
舎
に
し
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
編
成
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

で〕

た
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
絡
む
諸
問
題
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先
ず
持
ち
込
ま
れ
た
問
題
は
、
前
日
一
応
解
決
を
見
た
筈
の
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
に
就
い
て
で
あ
る
。
ま
た
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
雇
用

問
題
に
つ
い
て
も
、
規
定
に
従
っ
て
月
一
二
○
ル
ー
ピ
ー
（
印
度
）
を
支
払
う
よ
う
言
っ
て
来
た
。
隊
と
し
て
は
、
一
切
を
解
決
し
て
い

た
問
題
だ
か
ら
と
手
紙
で
連
絡
し
、
翌
二
十
四
日
の
最
終
話
合
い
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
拒
否
理
由
は
、
彼
が
前
々
か
ら
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
斡
旋
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
今
回
も
他

の
隊
と
ナ
ム
チ
ェ
ヘ
行
か
な
か
っ
た
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
隊
と
し
て
は
何
の
手
落
ち
も
な
い
の
に
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
シ
エ

ル
パ
と
の
問
題
を
た
て
に
私
た
ち
の
希
望
に
応
じ
な
い
と
は
何
事
だ
、
彼
を
罰
す
る
な
ら
他
の
方
法
で
処
置
し
、
今
回
の
私
た
ち
に
対
す

ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
は
登
録
済
み
の
者
、
未
登
録
の
者
を
含
め
て
五
名
選
ん
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
所
属
云
々
は
問
題
に
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
譲
歩
し
て
一
人
当
り
五
○
ル
ー
ピ
ー
（
印
度
）
の
ア
ド
バ
ン
ス
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
そ
の
代
り
オ
ー
デ
ィ
ナ
リ
ー
・

ポ
ー
タ
ー
一
○
八
名
に
つ
い
て
は
三
・
五
ル
ー
ピ
ー
（
印
度
）
を
五
・
二
五
ル
ー
ピ
ー
（
ネ
パ
ー
ル
）
に
し
、
ア
ド
バ
ン
ス
は
規
定
の
四
日
分

を
二
日
分
と
し
た
。
要
求
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
一
○
○
ル
ー
ピ
ー
（
ネ
パ
ー
ル
）
は
規
定
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
支
払
わ
な
い
方
針
を
取
っ
た
。

以
上
に
よ
り
未
登
録
の
者
は
新
規
に
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
要
員
と
な
り
、
こ
れ
に
必
要
な
費
用
（
写
真
代
そ
の
他
○
・
二
五
ル
ー
ピ

ー
）
は
私
た
ち
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
二
十
一
日
、
ラ
ジ
オ
．
イ
ン
デ
ィ
ァ
は
ヒ
ラ
リ
ー
卿
の
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
試
登
を
非
難
し
た
。
即
ち
マ
カ
ル
ー
に
行
っ
て
い
る
筈

の
ヒ
ラ
リ
ー
隊
が
、
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
で
シ
ェ
ル
パ
一
名
を
雪
崩
で
負
傷
さ
せ
た
こ
と
か
ら
表
面
化
し
た
も
の
で
、
外
務
省
で
も
お
だ
や

か
な
空
気
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ヒ
ラ
リ
ー
隊
は
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
も
交
渉
が
決
裂
し
て
お
り
、
ク
ム
ジ
ュ
ン
で
彼
が
組
織

し
た
シ
ェ
ル
パ
を
使
用
し
た
こ
と
を
盛
ん
に
報
道
し
、
非
難
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
件
発
生
に
よ
り
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
も
態
度
を
硬
化
し
、
今
迄
の
低
姿
勢
か
ら
そ
の
後
の
交
渉
が
面
倒
な
も
の

と
な
り
始
め
た
。

せ
た
。
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ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
地
域
的
近
さ
か
ら
専
属
の
者
を
雇
用
せ
ず
、
ポ
ー
タ
ー
の
中
か
ら
優
秀

な
者
を
見
付
け
一
日
五
ル
ー
ピ
ー
（
ネ
パ
ー
ル
）
で
使
う
こ
と
と
し
た
．
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
日
Ｂ
Ｃ
ま
で
連
絡
の
手
紙
を
寄
せ
、
ア

ド
バ
ン
ス
問
題
、
賃
金
問
題
等
に
つ
い
て
譲
歩
を
要
求
し
て
来
た
が
、
最
後
迄
受
け
付
け
ず
話
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
で
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
問
題
の
結
着
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
交
渉
に
関
し
て
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン

が
真
剣
に
力
添
え
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
間
に
お
け
る
彼
の
立
場
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、

彼
と
し
て
は
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
正
会
員
と
な
り
、
所
属
の
シ
ェ
ル
パ
を
握
っ
て
、
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ケ
イ
と
挟
を
分
け
る
心

境
で
あ
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
雇
用
し
た
シ
ェ
ル
パ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

醗
匙
閂
管
⑦
冒
言
の
ｐ
ｚ
ｏ
３
口
（
造
）
（
口
四
ユ
①
⑦
一
言
巴

○
○
○
〆
尉
鳥
己
卸
目
の
閂
言
い
（
ら
）
（
こ
）

国
警
酉
鼻
閏
．
シ
ロ
頤
己
四
劃
“
弓
（
誤
）
（
ミ
）

ご

祠
酌
ｚ
ｏ
３
口
（
閾
）
（
費
）

ミ
冨
冒
四
国
蝕
弓
の
閂
言
い
命
ご
（
ご
）

Ｆ
Ｏ
Ｃ
堅
宅
。
鼻
閂
〉
の
○
口
四
日
目
①
国
圃
言
い
（
認
や
）
（
も
犀
○
号
の
）

だ
が
謝
罪
せ
ず
、
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
プ
ラ
イ
尋
ヘ
ー
ト
に
連
れ
て
行
く
よ
う
に
と
述
令
へ
た
。
こ
う
な
る
と
話
は
決
裂
の
一
歩
手
前
で
あ

る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
同
行
さ
せ
る
な
ら
ア
ド
バ
ン
ス
は
支
払
わ
な
い
と
突
込
み
、
そ
れ
な
ら
今
後
す
今
へ
て
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

を
通
さ
ず
勝
手
に
処
置
し
て
も
よ
い
の
か
と
ま
で
主
張
し
た
。
結
局
理
屈
が
か
な
っ
て
す
べ
て
の
こ
と
が
私
た
ち
の
思
惑
通
り
に
決
っ

た
。

る
遺
憾
な
態
度
の
謝
罪
を
求
め
た
。

凸
Ｉ
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未踏の山ランタン。 リルン

シ
ユ
の

思
え
ぬ

三
月
三
十
日
、
待
ち
に
待
っ
た
日
が
や
っ
て
来
た
。
森
本
隊
長
の
日
記
に
は
こ
う
記
し
て
あ
る
。

八
五
時
起
床
、
六
時
頃
か
ら
前
庭
に
続
々
と
ポ
ー
タ
ー
連
中
が
集
っ
て
く
る
。
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
幹
部
連
立
会
い
の
下
に

番
号
札
と
共
に
荷
物
を
分
配
、
例
の
二
本
の
色
帯
を
付
け
た
ワ
イ
ャ
ー
バ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
、
古
い
二
度
目
の
お
勤
め
の
キ
ャ
ン
バ
ス
バ
ッ

グ
（
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
）
、
背
負
子
に
付
け
た
プ
ロ
パ
ン
ポ
ン
今
へ
、
米
や
粉
の
袋
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
梯
子
・
…
．
．
と
さ
ま
ざ
ま
の
荷
物
を
ポ

ー
タ
ー
達
は
う
ま
く
背
負
紐
で
前
額
に
さ
さ
え
て
担
ぐ
。

午
前
八
時
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
命
令
一
下
、
一
路
カ
カ
ニ
の
丘
を
目
指
し
て
出
発
し
た
。
隊
員
六
名
、
シ
エ
ル
パ
五
名
、
ロ
ー
カ
ル
・

ポ
ー
タ
ー
五
名
、
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
ニ
名
、
リ
ェ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
一
名
、
ポ
ー
タ
ー
一
○
八
名
、
総
重
量
三
・
五
ト
ン
の
大
編
成

で
あ
る
。

一
年
三
ヵ
月
か
か
っ
て
や
っ
と
山
登
り
が
始
っ
た
。
ま
た
何
を
か
言
わ
ん
や
で
あ
る
。
ｖ

翌
朝
カ
カ
ニ
か
ら
の
展
望
は
実
に
素
晴
し
か
っ
た
。
朝
霜
の
中
に
バ
ラ
色
に
染
っ
た
マ
ナ
ス
ル
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
、
Ｐ
二
九
、
ガ
ネ
ッ

ュ
の
山
々
を
仰
ぎ
見
て
感
激
の
言
葉
す
ら
な
い
。
思
え
ば
再
び
こ
の
丘
に
登
っ
て
来
て
、
亡
き
友
の
冥
福
を
祈
ろ
う
な
ど
と
は
夢
に
も

勺
尉
四
己
頤
尻
麹
目
吊
（
圏
や
）

“

ミ

ｚ
ｏ
３
屋
（
圏
）

ミミ
弔
儲
、
国
函
弓
昏
國
烏
の
（
腿
）

〆
勉
国
呂
ぽ
い
（
圏
）

ミ

匡
昌
８
口
○
顕
８
い
の
彦
蝕
尻
臥
吾
画
四
シ
冒
禺
ぐ
画
く

一
瞬
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

（
ｚ
閏
月
胃
）

（
〆
、
号
日
四
旨
竺
巨
）

（
閑
旨
己
の
）

（
ミ
）、

（
四
ｍ
）

〈”）



キ
ャ
ラ
バ
ン
は
こ
れ
よ
り
丘
を
一
気
に
下
り
、
谷
間
の
主
要
な
町
ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
に
入
る
。
こ
の
辺
か
ら
い
よ
い
よ
登
り
で
あ

る
。
山
腹
を
上
り
下
り
し
な
が
ら
川
に
沿
っ
た
山
道
の
旅
が
続
く
。
こ
の
街
道
は
チ
や
ヘ
ッ
ト
に
抜
け
る
街
道
で
、
昔
は
隊
商
が
群
を
な
し

て
通
っ
た
旧
道
だ
そ
う
だ
。
チ
今
ヘ
ッ
ト
と
の
国
境
に
は
検
門
所
が
置
か
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
奥
地
に
入
る
に
従
っ
て
、
村
落
も

チ
、
ヘ
ッ
ト
化
さ
れ
、
ラ
マ
教
の
祈
祷
の
旗
や
チ
ョ
ル
テ
ン
が
村
々
の
入
口
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
常
に
七
時
頃
ポ
ー
タ
ー
が
出
発
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
は
朝
食
を
す
ま
せ
て
八
時
前
に
出
る
。

途
中
、
シ
ェ
ル
パ
達
が
先
頭
に
出
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
が
少
し
間
を
お
い
て
続
く
。
彼
等
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
の
炊
事
用
具
と
食
糧

の
一
部
を
持
ち
、
隊
員
は
軽
装
で
各
自
自
由
に
歩
く
。
十
五
時
頃
先
頭
の
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
と
シ
ェ
ル
パ
が
テ
ン
ト
場
を
選
定
し
て
止
る
。

三
十
分
位
し
て
隊
員
が
着
く
と
紅
茶
が
沸
い
て
い
る
と
い
う
寸
法
、
ポ
ー
タ
ー
は
十
五
時
頃
か
ら
十
七
時
頃
迄
に
着
く
。

四
月
四
日
、
ド
ン
チ
ェ
手
前
の
テ
ン
ト
場
か
ら
少
し
登
り
尾
根
の
端
を
捲
い
た
ら
、
チ
ョ
ル
テ
ン
の
横
か
ら
、
目
指
す
ラ
ン
タ
ン
・
リ

ル
ン
が
顔
を
出
し
た
。
ト
リ
ス
リ
河
の
源
流
、
チ
等
ヘ
ッ
ト
国
境
の
山
波
に
続
い
て
一
段
と
高
く
、
約
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
リ
ル
ン
西
稜

の
岩
峰
が
雪
を
か
ぶ
り
、
三
つ
の
突
起
を
東
に
越
え
て
純
白
の
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
西
面
と
南
稜
が
ク
ッ
キ
リ
と
見
え
る
。
西
稜
は
南
面

が
き
つ
く
、
何
処
か
ら
も
取
付
け
そ
う
に
な
い
。

私
た
ち
は
そ
の
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
六
日
目
に
ラ
ン
タ
ン
谷
と
の
合
流
点
シ
ャ
ブ
ル
寺
ヘ
ン
シ
ー
に
着
い
た
。
シ
ャ
ブ
ル
寺
ヘ
ン
シ
ー
は
、
ト

リ
ス
リ
河
の
右
岸
か
ら
ラ
ン
タ
ン
谷
が
入
り
、
立
派
な
釣
橋
が
か
か
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
渡
っ
た
本
流
側
に
三
十
戸
程
の
部
落
が
あ
る
。

ラ
ン
タ
ン
谷
の
入
口
は
非
常
に
狭
い
谷
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
地
方
の
住
民
も
通
過
し
な
い
ら
し
く
、
道
は
こ
れ
よ
り
大
き
な
尾
根
を

越
え
、
シ
ャ
ル
パ
ガ
オ
ン
に
抜
け
ラ
ン
タ
ン
谷
に
入
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
史
に
有
名
な
テ
ィ
ル
マ
ン
が
初
め
て
紹
介
し
た
〃
世
界
一
美

し
い
谷
〃
、
ラ
ン
タ
ン
谷
は
広
く
、
奥
深
く
、
し
か
も
明
か
る
い
緑
の
色
が
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
光
る
谷
で
あ
る
。
出
発
以
来
八
日
目
、

私
た
ち
は
ラ
ン
タ
ン
部
落
に
到
着
し
た
。
日
本
隊
を
迎
え
る
の
は
三
度
目
と
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
大
歓
迎
を
受
け
、
そ
の
夜
は
一
同
部
落

の
有
力
者
の
家
に
招
か
れ
、
〆
ロ
キ
シ
ー
や
チ
ャ
ン
を
大
い
に
飲
ま
さ
れ
御
機
嫌
で
あ
っ
た
。
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
音
頭
で
シ
ェ
ル
パ
や
村
娘
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未踏の山ランタン。 リルン

隊
員
用
テ
ン
ト
Ｈ
、
シ
エ
ル
パ
用
テ
ン
ト
目
、
リ
エ
ゾ
ン
用
テ
ン
ト
Ｈ
、
キ
ッ
チ
ン
用
テ
ン
ト
㈲
、
食
堂
用
テ
ン
ト
Ｈ
を
張
り
、
個
人

用
具
が
支
給
さ
れ
、
慌
た
だ
し
く
Ｂ
Ｃ
設
営
が
終
っ
た
頃
、
外
に
は
雪
が
降
り
出
し
た
。

夜
、
隊
長
は
全
員
を
集
め
明
日
か
ら
の
計
画
を
話
し
た
。

Ｈ
約
十
日
間
の
リ
ル
ン
偵
察
期
間
を
持
つ
こ
と
。

目
近
藤
隊
員
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
他
二
名
は
一
週
間
の
予
定
で
ツ
ン
ガ
氷
河
を
踏
査
し
、
第
二
次
計
画
の
準
備
を
行
う
こ
と
。
以
上
が

目
近
藤
隊
員
、
－

ひ
だ

ラ
ン
タ
ン
か
ら
道
は
次
第
に
氷
河
の
容
相
を
現
わ
し
、
谷
筋
の
真
正
面
に
美
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
裳
を
飾
り
付
け
た
キ
ャ
ン
ジ
ュ
ン
が
見
え

て
く
る
。
約
二
時
間
程
で
ス
イ
ス
人
の
住
む
キ
ャ
ン
ギ
ャ
ン
グ
・
《
コ
ン
パ
に
着
く
。
ハ
イ
ン
ッ
氏
は
人
の
好
さ
そ
う
な
紳
士
で
、
つ
い
数

週
間
前
こ
こ
に
来
た
と
か
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
る
。
ガ
ス
が
か
か
っ
て
視
界
が
き
か
な
く
な
っ
た
が
、
ゴ
ン
パ
か
ら
左
に
折
れ
リ
ル
ン
氷

河
最
末
端
に
入
る
。
地
面
が
摺
曲
し
て
、
至
る
所
に
巨
大
な
岩
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
。
約
二
時
間
登
り
、
水
場
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
予
定
地

四
月
八
円
兵
カ
ト
マ
ン
ズ
の
幻

最
後
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
移
っ
た
。

に
到
着
す
る
。

た
0

そ
の
概
要
で
あ
る
。

た
ち
の
踊
り
が
催
さ
れ
、
そ
の
矯
声
が
夜
遅
く
ま
で
山
峡
に
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

四
月
八
日
へ
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ポ
ー
タ
ー
達
を
解
雇
し
た
私
た
ち
は
、
ポ
ー
タ
ー
を
編
成
替
え
し
、
一
部
の
荷
物
を
ラ
ン
タ
ン
に
残
し
、

リ
ル
ン
峰
偵
察
の
第
一
段
階
は
Ｈ
氷
河
取
付
き
位
置
の
決
定
、
○
ラ
ク
パ
ッ
ェ
・
ピ
ー
ク
か
ら
の
氷
河
上
部
構
造
の
観
察
、
自
南
稜
偵

四
月
九
日
早
朝
、
近
藤
ら
の
ツ
ン
ガ
上
部
偵
察
隊
が
出
発
し
た
。
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
が
第
一
便
Ｂ
Ｃ
設
営
の
報
を
持
っ
て
下
山
し

第
一
期
登
筆

(rO1;)



南
稜
、
西
面
を
諦
め
た
直
後
、
一
部
の
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
は
氷
河
取
付
地
点
に
Ｃ
Ｉ
（
四
二
五
○
メ
ー
ト
ル
）
予
定
地
を
み
つ
け
荷
上
げ
を

開
始
し
、
偵
察
隊
が
リ
ル
ン
・
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
に
取
付
い
て
、
第
一
期
の
登
肇
が
始
っ
た
の
は
四
月
十
三
日
で
あ
る
。

取
付
点
か
ら
急
峻
な
氷
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
こ
の
壁
を
通
過
す
る
た
め
に
、
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
工
作
隊
は
苦
労
し
た
。

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
急
峻
で
あ
る
ば
か
り
か
、
氷
河
の
左
右
か
ら
の
押
出
し
で
非
常
に
変
化
が
激
し
く
、
大
小
無
数
の
セ
ラ
ッ
ク
地
帯

に
は
固
定
ザ
イ
ル
、
縄
バ
シ
ゴ
等
を
多
数
使
用
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
Ｃ
Ⅱ
（
五
○
七
○
メ
ー
ト
と
設
営
に
成
功
し
た
の
は
四
月
十
六
日
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
模
様
を
森
本
隊
長
は
次
の
よ
う
に
日
記
に
記
録
し
て
い
る
。

、
八
四
月
十
六
日
、
大
島
、
伴
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
の
第
二
次
工
作
隊
は
、
個
人
装
備
を
持
っ
て
七
時
Ｂ
Ｃ
よ
り
、
広

谷
以
下
の
第
一
次
工
作
隊
の
設
営
・
ボ
ッ
カ
隊
と
共
に
Ｃ
Ⅱ
へ
十
三
時
半
着
、
カ
マ
ボ
コ
型
テ
ン
ト
を
設
営
。
高
度
五
○
七
○
メ
ー
ト

ル
。
広
谷
隊
は
荷
上
げ
設
営
を
終
え
て
Ｃ
Ｉ
を
経
て
十
七
時
Ｂ
Ｃ
着
、
四
時
間
ご
苦
労
さ
ん
で
あ
る
。
森
本
、
近
藤
は
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー

察
、
㈲
リ
ル
ン
西
面
取
付
点
（
ラ
ン
タ
ン
部
落
側
）
の
探
査
、
等
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

各
パ
ー
テ
ィ
に
分
れ
て
の
四
日
に
わ
た
る
偵
察
の
結
果
は
、
南
稜
及
び
西
面
取
付
の
可
能
性
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

一
方
氷
河
の
取
付
、
氷
河
上
部
ル
ー
ト
の
見
通
し
が
出
て
来
た
。

然
し
、
リ
ル
ン
氷
河
突
破
ル
ー
ト
に
就
い
て
の
、
幾
つ
か
の
資
料
で
得
た
一
応
の
計
画
も
、
現
地
で
の
偵
察
で
、
そ
の
険
し
さ
が
一
通

り
で
な
い
こ
と
を
知
る
と
同
時
に
、
登
頂
へ
の
道
は
リ
ル
ン
氷
河
を
直
登
す
る
以
外
に
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

リ
ル
ン
氷
河
は
、
高
度
約
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
か
ら
張
り
出
し
た
氷
雪
が
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
の
台
地
で
押
し
固
め
ら

れ
、
そ
の
下
部
に
あ
る
〃
イ
ン
ゼ
ル
〃
に
依
っ
て
二
分
さ
れ
、
更
に
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
で
合
流
し
て
い
る
。
従
っ
て
イ
ン
ゼ
ル
下

部
の
合
流
点
附
近
は
、
二
つ
の
力
の
、
ハ
ラ
ン
ス
で
常
に
激
し
い
変
化
を
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
偵
察
を
重
ね
た
末
、
イ
ン
ゼ
ル
直
下
の
五

○
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
に
あ
る
ア
ズ
キ
岩
上
部
迄
直
登
し
、
そ
こ
か
ら
右
俣
に
入
り
上
部
台
地
（
雪
原
）
に
到
達
す
る
こ
と
に
努
力
し

た
◎
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タ
ー
三
名
を
つ
れ
て
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
た
。
ハ
ン
デ
ィ
・
ト
ー
キ
ー
交
信
、
好
調
、
お
互
に
テ
ン
ト
の
中
か
ら
「
モ
シ
モ
シ
」
が
出
来
る
の
で

便
利
な
こ
と
こ
の
上
な
い
。
「
明
日
は
縄
梯
子
を
か
け
る
。
」
「
今
晩
の
メ
シ
は
何
の
御
馳
走
か
？
」
な
ど
な
ど
：
…
・
四
台
共
同
調
だ
か
ら

Ｃ
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
間
の
会
話
を
Ｃ
Ｉ
で
盗
聴
す
る
の
も
又
一
興
で
あ
る
：
…
．
ｖ

私
た
ち
は
万
事
が
好
調
に
運
ん
で
、
第
二
次
工
作
隊
は
四
月
二
十
日
、
Ｃ
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
Ⅲ
間
の
開
拓
に
成
功
し
て
下
山
し
て
来
た
。
Ｃ
Ⅱ
か

ら
の
登
路
は
、
Ｃ
Ⅱ
か
ら
右
上
部
の
氷
河
へ
約
一
時
間
で
出
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
か
ら
上
部
は
常
時
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
、
即
ち
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ク
レ
バ
ス
群
が
多
く
、
そ
れ
に
加
え
て
激
し
い
移
動
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｃ
Ⅲ
は
上
部
台
地
（
雪
原
）
の
入
口
辺
に
あ
り
、
丁
度
イ
ン
ゼ
ル
の
頭
の
裏
側
に
な
り
、
そ
の
位
置
か
ら
は
キ
ム
シ
ュ
ン
の
吊
尾
根
迄

約
四
、
五
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
隊
長
は
第
一
期
の
計
画
を
Ｃ
Ⅲ
建
設
ま
で
と
し
て
い
た
が
、
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ
の
必
要
性
か
ら
Ｃ
Ⅳ
、
Ｃ
Ｖ

位
置
の
決
定
ま
で
行
動
を
延
期
す
る
こ
と
に
し
、
第
三
次
工
作
隊
の
編
成
が
成
っ
た
。

「
さ
あ
交
代
だ
。
」
Ｃ
Ｉ
ｌ
Ｃ
Ⅱ
間
の
荷
上
げ
に
従
事
し
て
い
た
第
一
次
工
作
隊
は
、
第
三
次
工
作
隊
と
し
て
四
月
二
十
日
Ｃ
Ⅲ
（
五
六
○
○

メ
ー
ト
ル
）
に
入
り
、
そ
の
後
近
藤
隊
員
の
応
援
を
得
て
Ｃ
Ⅳ
（
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、
Ｃ
Ｖ
予
定
地
の
設
定
と
登
路
の
偵
察
に
時
を
過
し
た
。

四
月
二
十
一
日
、
第
三
次
工
作
隊
広
谷
、
パ
・
ノ
ル
ブ
は
Ｃ
Ⅲ
か
ら
雪
原
を
横
断
、
南
西
端
の
巨
大
な
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
右
に
廻

り
込
み
、
国
境
稜
線
か
ら
出
来
た
傾
斜
約
四
十
度
の
大
斜
面
に
取
付
き
、
や
や
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
る
。
雪
面
は
連
日
の
好
天
で
軟
か

く
、
場
所
に
よ
っ
て
は
膝
ま
で
も
ぐ
る
ラ
ッ
セ
ル
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
し
ば
し
、
長
い
ト
ラ
バ
ー
ス
の
末
、
午
後
一
時
過
ぎ
国
境
稜
線
に

至
軋
稜
線
上
に
馬
乗
り
と
な
っ
て
初
め
て
チ
ペ
ッ
ト
側
を
の
ぞ
き
見
た
。

↓
直
下
は
約
二
千
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
と
な
り
、
そ
の
下
に
曲
り
く
ね
っ
た
氷
河
が
あ
り
、
広
大
な
チ
や
ヘ
ッ
ト
高
原
に
続
い
て
い
る
。
三
、

四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
離
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
梯
形
を
し
た
山
塊
か
ら
の
入
り
乱
れ
た
氷
河
の
右
端
に
、
ゴ
サ
イ
ン
タ
ー
ン
西
端
が

キ
ム
シ
ュ
ン
の
蔭
に
消
え
て
い
る
。

リ
ル
ン
主
峰
は
、
直
ぐ
前
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
岩
峰
に
よ
り
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
南
側
は
る
か
下
に
Ｃ
Ⅲ
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
地
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返
し
、
見
上
樺

デ
ポ
ー
し
た
。

翌
日
、
第
三
次
工
作

Ｊ
ト
ル
で
《
雪
原
西
型

点
と
な
る
筈
で
あ
る
。

四
月
二
十
三
日
、
一

の
道
を
切
り
開
い
た
。

第
三
次
工
作応

咋
・
昨
日
の
用
具
テ
ポ
ー
地
点
か
ら
左
に
そ
れ
、
直
登
約
十
メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
ッ
ク
を
つ
め
、
稜
線
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
稜
線
上
に
は

二
つ
三
つ
の
岩
峰
が
み
ら
れ
、
頂
上
迄
は
比
較
す
る
も
の
が
な
い
た
め
か
非
常
に
近
く
見
ら
れ
る
。
や
せ
尾
根
で
の
氷
塔
乗
越
し
の
危
険

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ク
ラ
ッ
ク
下
の
小
さ
な
台
地
を
Ｃ
Ｖ
と
し
、
こ
れ
よ
り
張
り
出
し
た
雪
庇
の
下
に
沿
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
更

に
上
部
の
稜
線
に
出
る
見
当
を
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

す
で
に
第
一
期
の
登
筆
の
目
的
は
果
た
さ
れ
た
。
高
度
の
影
響
が
隊
員
に
も
シ
ェ
ル
パ
に
も
出
始
め
る
。
各
キ
ャ
ン
プ
に
連
絡
が
取
ら

れ
、
四
月
二
十
四
日
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
る
こ
と
が
隊
長
か
ら
指
令
さ
れ
た
。

森
本
隊
長
の
計
画
は
二
日
’
三
日
の
休
養
の
後
、
第
二
期
登
肇
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
思
わ
ざ
る
不
運
が
待
っ
て
い

点
が
、
国
境
稜
線
と
キ
ム
シ
ュ
ン
と
の
吊
尾
根
に
か
か
る
附
近
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

眼
前
の
岩
峰
を
乗
越
す
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
よ
り
、
稜
線
へ
の
出
口
を
も
う
少
し
上
部
に
す
る
こ
と
に
決
め
、
下
る
。
約
二
十
分
引

返
し
、
見
上
げ
る
と
、
先
程
の
岩
峰
の
約
二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
上
部
に
出
ら
れ
る
氷
の
ク
ラ
ッ
ク
を
見
出
し
、
こ
の
地
点
に
登
肇
用
具
を

た
。
そ
れ
は
天
候
の
悪
化
で
あ
る
心

今
迄
の
好
天
は
く
ず
れ
、
連
日
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
天
気
が
続
い
た
。
休
養
を
三
日
予
定
し
て
い
た
隊
長
も
、
こ
れ
で
は
と
一
日
一
日
延

し
、
い
つ
の
間
に
か
二
週
間
が
た
つ
た
り

隊
は
、
昨
日
決
め
て
来
た
Ｃ
Ⅳ
予
定
地
に
ザ
イ
ル
エ
作
と
荷
上
げ
を
か
ね
、
登
っ
た
。
Ｃ
Ⅳ
は
高
度
六
○
○
○
メ

、
ゞ
雪
原
西
端
の
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
い
た
右
肩
に
位
置
し
、
Ｃ
Ⅲ
か
ら
比
較
的
近
距
離
で
あ
る
が
、
上
部
大
斜
面
突
破
の
拠

援
に
登
っ
て
来
た
近
藤
と
パ

●
ノ
ル
ブ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
は
過
日
の
ル
ー
ト
を
ト
レ
ー
ス
し
、
国
境
稜
線
へ
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隊
長
森
本
、
隊
員
広
谷
、
藤
本
、
近
藤
、
伴
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
、
パ
・
ノ
ル

ブ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
ら
計
十
一
人
の
一
行
は
、
快
晴
の
リ
ル
ン
氷
河
を
直
登
し
た
。
二
週
間
振
り
の
行
動
な
の
で
皆
元
気
で
楽
し
そ

う
だ
（
’
た
。
森
本
隊
長
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

八
五
月
八
日
、
朝
か
ら
素
晴
し
い
快
晴
、
七
時
過
ぎ
出
発
準
備
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
ソ
ナ
ム
・
テ
ン
ジ
ン
（
一
九
三
四
年
か
ら
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
ヘ
行
っ
て
い
る
古
強
者
）
が
ラ
マ
と
な
っ
て
、
門
出
の
お
祈
り
を
す
る
。
小
高
い
所
で
「
一
寸
法
師
石
楠
花
」
を
ど
ん
ど
ん
燃
や
し
、
お

期
登
肇
計
画
を
実
行
し
た
。

卿
Ｃ
Ⅲ
入
り
に
関
し
て
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
待
機
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ト
が
こ
わ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
故
、
漸
次
補
修
し

な
が
ら
全
員
交
代
性
で
こ
れ
に
当
り
、
目
的
を
達
成
さ
せ
る
。

国
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｉ
に
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
五
名
を
二
分
し
、
待
機
さ
せ
、
Ｂ
Ｃ
の
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
Ｋ
・
ア
マ
ッ
ュ
ァ
氏

に
は
、
登
肇
の
経
過
を
定
時
通
話
を
も
っ
て
連
絡
報
告
す
る
。

興

し
、
登
頂
す
る
。

私
た
ち
は
第
一
期
の
行
動
、

Ｈ
Ｃ
Ⅲ
を
ア
ド
バ
ン
ス

よ
り
、
Ｃ
Ⅳ
を
使
用
し
な
い
。

ラ
ジ
オ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
の
気
象
通
報
と
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
長
年
の
勘
を
に
ら
み
合
せ
た
隊
長
は
、
五
月
八
日
大
挙
し
て
出
発
、
第
二

㈲
Ｃ
Ｖ
か
ら
第
一
次
登
頂
隊
を
出
し
、
登
頂
不
可
能
な
時
は
稜
線
上
に
Ｃ
Ⅵ
予
定
地
を
決
め
て
下
っ
て
く
る
。

匂
通
信
機
連
絡
を
有
効
に
使
い
、
第
一
次
隊
の
失
敗
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、
第
二
次
登
頂
隊
は
行
動
を
開
始
し
、
Ｃ
Ⅵ
に
仮
泊

第
二
期
登
筆

荷
上
量
か
ら
計
算
し
て
、
第
二
期
計
画
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

尋
ヘ
ー
ス
と
し
、
Ｃ
Ｖ
（
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
）
の
設
営
に
全
員
（
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
）
が
当
る
こ
と
に
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五
月
九
日
、
朝
の
ネ
パ
ー
ル
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
イ
ン
ド
隊
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
第
三
峰
登
頂
が
五
月
七
日
成
功
し
た
由
、
や
は
り
刺

戟
さ
れ
る
。
慌
て
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
が
。
…
：
。
今
日
は
八
時
半
’
十
時
半
ま
で
晴
、
午
後
は
例
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
と
雪
。

天
気
予
報
は
相
変
ら
ず
「
雷
と
雪
」
、
Ｃ
Ⅱ
の
唯
一
つ
の
娯
楽
品
「
碁
」
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
パ
連
中
は
雪
だ
る
ま
作
り
、
雪

だ
る
ま
と
言
っ
て
も
彼
等
の
作
る
の
は
ハ
ヌ
マ
ン
、
即
ち
猿
の
神
様
。
ｖ

森
本
隊
長
の
記
録
は
こ
こ
で
切
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
日
遭
難
現
場
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
月
十
日
、
晴
れ
の
ち
曇
小
雪
。
Ｃ
Ⅱ
出
発
九
時
三
十
分
。
前
夜
来
の
降
雪
で
ラ
ッ
セ
ル
深
く
、
急
な
キ
ム
シ
ュ
ン
岩
壁
直
下
の
リ
ル

ン
氷
河
河
岸
を
、
深
く
え
ぐ
り
な
が
ら
迂
曲
を
重
ね
、
Ｃ
Ⅲ
を
目
指
し
た
。

シ
ェ
ル
パ
は
ト
ッ
プ
交
代
を
続
け
な
が
ら
強
引
に
Ｃ
Ⅲ
に
登
る
。
私
た
ち
も
二
つ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
れ
、
そ
れ
に
続
く
。
第
一
期
の

ル
ー
ト
は
す
で
に
変
り
、
わ
ず
か
な
足
跡
を
た
よ
っ
て
シ
ェ
ル
パ
隊
は
三
時
半
頃
、
私
た
ち
は
四
時
過
ぎ
Ｃ
Ⅲ
に
着
い
た
が
、
こ
の
Ｃ
Ⅲ

米
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
長
い
お
祈
り
が
始
ま
る
。

私
た
ち
も
リ
ュ
ッ
ク
を
担
ぎ
、
時
々
米
を
天
に
ま
い
て
和
唱
す
る
。

七
時
半
出
発
。
Ｃ
’
九
時
二
十
分
、
下
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
セ
ラ
ッ
ク
が
溶
け
て
、
大
分
細
く
な
っ
て
い
る
。
固
定
ザ
イ
ル
も
は
ず

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
シ
ェ
ル
パ
五
人
が
一
つ
の
ザ
イ
ル
で
ル
ー
ト
を
な
お
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
行
き
、
隊
員
は
三
人
ず
つ
二
本

の
ザ
イ
ル
に
つ
な
が
っ
て
登
る
。
中
央
部
の
ス
ノ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
ど
こ
も
凄
い
デ
ブ
リ
で
、
全
然
形
が
変
り
、
赤
旗
も
な
く
な
り
、

ま
っ
た
く
新
し
い
所
の
よ
う
だ
。
十
時
四
十
分
頃
今
迄
に
見
た
最
大
の
雪
崩
、
稜
線
直
下
の
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
一
部
が
こ
わ
さ

れ
た
ら
し
い
。
ス
ノ
ウ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
敬
遠
し
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
沿
い
に
直
登
し
て
、
途
中
か
ら
上
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
に
出
る
。
十
一

時
頃
か
ら
う
ろ
こ
雲
が
出
始
め
、
十
二
時
頃
か
ら
雪
、
Ｃ
Ⅱ
着
十
四
時
。
狭
い
テ
ン
ト
場
に
Ｃ
Ｉ
か
ら
荷
上
げ
し
た
カ
マ
ボ
コ
型
テ
ン
ト

を
も
う
ひ
と
張
り
、
向
い
合
せ
と
す
る
。
限
ら
れ
た
場
所
だ
け
に
、
ち
ょ
っ
と
外
に
出
る
と
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
そ
う
で
危
い
こ
と
で
あ

る
0
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未踏の山ランタン リルン

私
は
十
時
過
ぎ
セ
イ
ロ
ン
放
送
を
聞
い
て
寝
袋
に
入
っ
た
。
す
で
に
隣
り
の
大
島
隊
員
、
向
う
隣
り
の
森
本
隊
長
は
深
い
眠
り
に
つ
い

て
い
た
。
何
と
な
く
寝
苦
し
い
夜
だ
っ
た
。
午
前
二
時
頃
、
私
は
小
用
の
た
め
テ
ン
ト
の
外
に
出
た
。
風
一
つ
な
い
。
山
は
静
か
だ
。
満

天
の
星
空
で
リ
ル
ン
の
頂
き
に
も
無
数
の
星
が
輝
い
て
い
る
。
雪
山
は
あ
く
ま
で
も
壮
大
で
あ
り
、
か
つ
静
か
で
眠
っ
た
よ
う
に
白
く
動

す
る
。

頂
計
画
を
発
表
し
た
。

第
一
登
頂
隊
と
し
て
広
谷
と
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
こ
れ
を
支
援
す
る
は
伴
、
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
第
二
登
頂
隊
は
大
島

と
近
藤
、
こ
れ
を
助
け
る
藤
本
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
。

明
朝
は
早
め
に
出
発
し
て
全
員
で
Ｃ
Ｖ
に
荷
上
げ
し
、
第
一
登
頂
隊
を
残
し
、
Ｃ
Ⅲ
に
帰
る
。
い
つ
も
賑
や
か
な
テ
ン
ト
も
一
瞬
緊
張

丁
度
隊
長
も
一
泊
し
て
い
て
、
テ
ン
ト
に
吹
き
込
む
爆
風
に
一
瞬
ギ
ョ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
で
も
こ
の
地
形
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
納

得
の
ゆ
く
安
全
地
帯
で
も
あ
り
、
隊
長
は
こ
の
大
雪
原
が
駄
目
な
ら
、
こ
の
山
に
は
幕
営
地
は
な
い
よ
、
と
ま
で
言
っ
て
い
た
。

第
二
次
工
作
隊
が
、
こ
の
地
点
に
初
め
て
登
っ
て
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
を
選
定
し
た
関
係
上
、
後
で
こ
の
話
を
聞
い
た
大
島
、
ギ
ャ
ル

ッ
ェ
ン
は
ひ
ど
く
気
に
や
み
、
相
談
の
結
果
第
二
期
に
は
テ
ン
ト
の
位
置
を
少
し
ず
ら
す
こ
と
に
し
て
い
た
。

即
ち
第
一
期
の
時
は
大
雪
原
の
入
口
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
最
南
端
に
い
る
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ⅲ
は
約
十

五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
雪
を
踏
み
な
ら
し
、
入
口
を
向
い
合
せ
に
し
、
便
利
に
設
営
さ
れ
た
。

夕
食
後
降
雪
も
や
み
、
静
か
な
夕
暮
れ
の
あ
か
り
の
中
に
、
遠
く
う
っ
す
ら
と
雪
山
の
美
し
く
輝
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
明
日
の
快
晴
を
約
束
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
食
後
、
隊
長
は
テ
ン
ト
に
全
隊
員
と
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
を
呼
び
、
明
日
か
ら
の
登

第
一
期
の
時
、

襲
撃
を
受
け
た
。

の
位
置
は
第
一
期
の
時
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
が
あ
っ
た
。

第
一
期
の
時
、
第
三
次
工
作
隊
が
四
日
間
滞
在
し
上
部
の
登
路
を
開
拓
し
て
い
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
二
度
も
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
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か
な
い
。
八
明
日
は
う
ま
く
ゆ
く
ぞ
！
ｖ

睡
眠
剤
を
飲
み
、
私
も
い
つ
か
深
い
眠
り
に
落
ち
て
い
た
．
…
：
。

落
ち
て
い
る
。

（
事
故
発
生
月
日
）
一
九
六
一
年
五
月
十
一
日

（
事
故
発
生
時
間
）
午
前
四
時
四
十
五
分
（
藤
本
隊
員
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
）
。

（
事
故
発
生
場
所
）
高
度
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
リ
ル
ン
氷
河
上
部
大
雪
原
中
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
。

地
形
リ
ル
ン
氷
河
は
、
高
度
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
の
稜
線
直
下
よ
り
出
来
た
傾
斜
約
四
○
度
の
雪
原
よ
り
形
成
さ
れ
、
こ
れ
は

一
旦
約
二
○
○
’
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
に
よ
り
部
分
的
に
切
断
さ
れ
、
そ
の
下
部
の
東
西
約
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
八
○
○

メ
ー
ト
ル
の
大
雪
原
に
続
い
て
い
る
・
こ
れ
よ
り
氷
河
は
大
雪
原
の
南
端
に
あ
る
岩
尾
根
に
よ
り
左
俣
と
右
俣
に
分
流
し
、
更
に
そ
の
下

部
の
高
度
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
で
再
び
合
流
し
、
変
化
の
激
し
い
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
形
成
し
つ
つ
本
流
と
な
り
、
ラ
ン
タ
ン
谷
に

事
故
現
場
は
、
こ
の
リ
ル
ン
氷
河
の
上
部
大
雪
原
（
東
西
約
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
Ｃ
Ⅲ
で
あ
る
が
、
図
に
示
す
よ

う
に
大
雪
原
は
殆
ん
ど
傾
斜
な
く
、
し
か
も
雪
原
の
中
央
部
附
近
に
は
高
さ
約
二
○
メ
ー
ト
ル
の
小
山
が
東
西
に
走
り
、
小
山
の
南
面
に

は
ク
レ
バ
ス
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

Ｃ
Ⅲ
の
位
置
Ｃ
Ⅲ
は
雪
原
の
南
端
（
直
下
は
ク
レ
や
ハ
ス
群
と
な
り
、
岩
尾
根
に
よ
っ
て
出
来
た
漏
斗
状
の
ル
ン
ゼ
と
な
っ
て
右
俣
に
落
下
し
て
い
る
）
に
位
置

し
、
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
も
っ
て
岩
尾
根
の
頭
が
見
ら
れ
る
。
テ
ン
ト
は
約
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
雪
面
を
踏
み
固
め
、
三
角

形
の
頂
点
の
位
置
に
三
人
用
ウ
イ
ン
パ
ー
テ
ン
ト
ニ
張
、
五
人
用
カ
マ
ポ
コ
テ
ン
ト
ー
張
が
入
口
を
向
え
合
せ
に
し
て
張
ら
れ
、
：
図
の
第

二
テ
ン
ト
に
は
藤
本
、
近
藤
、
伴
、
第
三
テ
ン
ト
に
は
森
本
、
広
谷
、
大
島
、
第
四
テ
ン
ト
に
は
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
パ
・
ノ
ル

事
故
発
生
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Ⅶ
く
、
Ｖ
、
。
一
ご
Ｆ
Ｎ
Ｓ
拙
一
希
さ
い
、
叫
庁
紺
い
朴
苛
で
刈
配
Ｓ
笑
当
叶
苦
八
鯵
卉
合
ロ
ー
誹
苧
・
靴
ｌ
、
ｌ

ｒ
Ｏ
Ｏ
里
ロ
○
『
．
耐
『
，
い
「
の
い
庁
－
．
ｍ
○
コ
四
ｍ
訂
０
－
①
「
庁
①
「
「
ｍ
Ｏ
の
口
の
グ
ミ
①
の
ゴ
。
①
ヨ
ロ
帆
胃
④
．
。
目
。
ｒ
四
コ
、
庁
ロ
ゴ
、
Ｅ
「
仁
．
ｍ

（
画
く
天
．
三
。
ユ
ョ
０
８
）

患



側
詞
什
Ｓ
拙
四
冊
寸
乳
叶
号
鈩
可
・
動
ｑ
今
巾
″
吐
苧
・
薄
Ｈ
で
．
、
や
乢
浄
ｑ
弗
囲

Ｏ
①
ョ
℃
旨
（
回
句
つ
つ
『
づ
）
○
コ
《
ゴ
①
帆
．
○
乏
｛
一
の
一
Ｑ
（
ジ
ロ
「
一
一
ろ
．
こ
つ
一
）
（
｜
の
ま
庁
Ｏ
「
一
ｍ
丁
弄
）
ジ
コ
、
ロ
④
乏
四
三
一
の
Ｋ
①
｜
庁
切
①
．
ｚ
Ｏ
『
す
仁

四
コ
Ｑ
亟
蚕
「
凹
田
①
．
．
（
す
Ｋ
大
．
○
コ
い
ユ
ョ
い
）



｜
ご
唇
、
笑
到
Ｓ
ｊ
Ｉ
ｘ
令
士
で
ｕ
サ
ザ
細
計
Ⅷ
く
む
い
、
・
言
屑
、
亙
匹
片
言
Ｆ
、
”
、
Ａ
ｘ
ｕ
斗
Ｉ
や
（
計
）

ｒ
口
．
、
３
．
，
Ｆ
一
『
・
仁
．
、
（
｜
①
津
）
⑪
．
Ｑ
ｒ
一
「
仁
．
、
一
○
の
｛
四
一
一
（
「
一
ｍ
ゴ
こ
い
①
①
「
一
才
Ｏ
ヨ
ヰ
応
田
口
帆
の
‐
。
①
『
ゴ
ロ
（
↑
つ
つ
雪
ゴ
）
○
コ
庁
丁
①
Ｅ
「
仁
．
、
Ｑ
ｌ
ｍ
ｇ
①
『
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今
フ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
エ
リ
ン
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
が
夫
々
身
体
を
交
互
に
し
て
睡
眠
し
て
い
た
。
な
お
テ
ン
ト
の
位

置
よ
り
南
側
は
、
約
三
○
度
の
傾
斜
を
も
っ
て
ク
レ
バ
ス
群
に
続
い
て
い
る
。

第
一
テ
ン
ト
は
第
一
期
登
肇
時
（
四
月
十
九
日
’
四
月
二
十
四
日
）
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
で
あ
る
が
、
第
二
期
時
に
移
動
し
た
理
由

第
一
テ
ン
ト
は
第

第
一
期
登
筆
時
四
月
十
九
日
、
大
島
、
藤
本
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
、
ア
ン
・
ダ
ワ
の
四
名
は
Ｃ
Ⅱ
か
ら
登
路
を
開
拓
、
最
終
の
荷
上
げ
を

か
ね
Ｃ
Ⅲ
を
大
雪
原
の
入
口
に
設
営
し
、
下
山
し
た
。
そ
の
後
四
月
二
十
日
、
森
本
、
広
谷
、
伴
、
・
ハ
・
ノ
ル
ブ
が
入
幕
、
事
実
上
の
Ｃ

Ⅲ
設
営
を
完
了
し
た
が
、
夕
方
四
時
頃
爆
風
と
共
に
小
数
の
小
氷
塊
の
襲
撃
を
受
け
、
翌
日
テ
ン
ト
の
周
囲
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
む
こ
と
を

相
談
し
た
。
四
月
二
十
四
日
、
広
谷
、
近
藤
、
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
四
名
が
睡
眠
中
、
未
明
再
度
の
小
規
模
の
爆
風
を

受
け
た
が
、
こ
と
な
き
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
二
張
り
張
っ
て
い
る
一
方
の
テ
ン
ト
の
パ
・
ノ
ル
ブ
は
、
小
さ
な
氷
塊
を
体
に
受
け
て

い
た
し
、
又
他
方
の
テ
ン
ト
の
直
ぐ
横
に
約
八
○
立
方
セ
ン
チ
の
氷
塊
が
転
が
り
来
て
い
る
の
を
、
翌
朝
発
見
し
た
。
四
月
二
十
四
日
、

指
令
で
下
山
す
る
際
、
相
談
の
結
果
再
度
の
氷
塊
の
襲
撃
に
よ
る
テ
ン
ト
及
び
器
具
の
破
損
を
考
慮
し
て
、
テ
ン
ト
を
た
た
み
一
カ
所
に

集
め
て
置
い
た
。
こ
の
よ
う
な
二
度
も
の
爆
風
と
氷
塊
の
襲
撃
で
、
危
険
性
を
感
知
し
た
私
た
ち
は
、
森
本
隊
長
以
下
隊
員
及
び
ギ
ャ
ル

ッ
エ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
・
ハ
・
ノ
ル
ブ
等
と
相
談
の
上
、
氷
塊
の
到
達
距
離
を
計
算
に
入
れ
て
、
第
二
期
登
肇
時
に
は
雪
原
の
南
端
に
テ
ン
ト

の
位
置
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
五
月
十
日
、
Ｃ
Ⅲ
サ
イ
ト
に
先
着
し
た
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
以
下
シ
ェ
ル
パ
等
は
、
上
記
検
討
の
結
果

を
忠
実
に
実
行
し
、
雪
原
の
最
南
端
に
三
張
り
の
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
い
た
。

事
故
発
生
直
後
の
状
況
午
前
四
時
四
十
五
分
、
爆
風
を
受
け
眼
ざ
め
た
。
直
後
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク
と
共
に
全
員
雪
崩
に
流
さ
れ
、
第

二
の
テ
ン
ト
に
い
た
藤
本
、
近
藤
、
伴
は
約
五
○
メ
ー
ト
ル
流
さ
れ
テ
ン
ト
外
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
、
な
お
テ
ン
ト
は
破
損
し
て
附
近
に
飛

散
し
て
い
た
・
第
三
の
テ
ン
ト
に
い
た
森
本
、
広
谷
、
大
島
は
テ
ン
ト
ご
と
（
多
分
）
流
さ
れ
、
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
下
部
に
あ
る
ク
レ

、
ハ
ス
中
に
落
ち
、
広
谷
の
み
テ
ン
ト
外
に
放
り
出
さ
れ
ク
レ
や
ハ
ス
中
に
埋
没
、
約
十
五
分
後
に
救
出
さ
れ
た
が
、
他
は
同
テ
ン
ト
と
共
に

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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未踏の山ランタン。 リルン

事
故
後
の
経
過
生
存
隊
員
及
び
シ
ェ
ル
パ
に
よ
っ
て
約
一
時
間
半
、
行
方
不
明
者
二
名
の
捜
査
を
行
っ
た
が
、
氷
塊
は
固
化
す
る
上

シ
ャ
、
ヘ
ル
、
ピ
ッ
ケ
ル
そ
の
他
の
器
具
が
見
当
ら
ず
、
捜
査
は
困
難
を
極
め
、
生
存
隊
員
及
び
シ
ェ
ル
パ
の
疲
労
も
激
し
く
、
ま
た
寒
気

が
厳
し
い
た
め
一
旦
捜
査
を
中
止
し
、
散
失
し
た
装
具
、
食
糧
を
集
め
た
の
ち
ミ
ル
ク
を
沸
か
し
、
高
所
用
食
等
を
与
え
、
重
傷
者
の
応

行
方
不
明
で
あ
っ
た
。
第
四
テ
ン
ト
に
い
た
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
、
ミ

ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
は
雪
崩
と
同
時
に
テ
ン
ト
外
に
放
り
出
さ
れ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
及
び
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
み
ク
レ
バ
ス
上
部
の

雪
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
、
他
は
ク
レ
バ
ス
中
に
落
下
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
、
パ
・
ノ
ル
ブ
は
埋
没
を
免
が
れ
た
が
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・

ノ
ル
ブ
は
頭
部
を
雪
中
に
埋
没
し
て
い
た
。
約
一
五
分
後
救
出
さ
れ
人
工
呼
吸
を
受
け
た
が
、
既
に
こ
と
き
れ
て
い
た
。
テ
ン
ト
は
著
し

く
破
損
し
て
ク
レ
バ
ス
上
部
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
。
生
存
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
負
傷
の
程
度
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
広
谷
Ⅱ
左
顔

面
腰
部
打
撲
。
藤
本
Ⅱ
異
常
な
し
。
近
藤
Ⅱ
異
常
な
し
。
伴
Ⅱ
軽
度
の
打
撲
。
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
Ⅱ
背
部
打
撲
。
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号

Ⅱ
異
状
な
し
。
パ
・
ノ
ル
ブ
Ⅱ
胸
部
強
打
。
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
Ⅱ
胸
部
強
打
、
肋
骨
骨
折
。

な
お
雪
崩
発
生
直
前
の
状
況
を
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
及
び
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
か
ら
聴
取
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
遭
遇
し

た
雪
崩
の
起
る
数
分
前
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
は
こ
れ
を
感
知
（
テ
ン
ト
に
吹
き
つ
け
た
比
較
的
弱
い
風
）
し
、
す
ぐ
横
に
寝
て
い
た
ミ
ン

マ
・
ツ
ェ
リ
ン
を
起
し
、
、
ヘ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
か
ら
外
部
を
観
察
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
の
こ
と
を
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
も
知
っ
て
い
た
と

の
こ
と
（
炊
事
の
た
め
雪
を
溶
か
し
に
か
か
っ
て
い
て
、
う
と
う
と
し
て
い
た
）
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
は
観
察
の
結
果
危
険
性
の
な
い
こ
と
を
ギ
ャ

ル
ッ
ェ
ン
に
伝
え
た
。
従
っ
て
数
分
後
爆
風
が
襲
来
し
た
時
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
み
寝
袋
か
ら
出
て
、
ヘ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
か
ら
外
部
を
観
察

し
て
い
た
ら
し
い
が
、
脱
出
す
る
こ
と
が
出
来
ず
事
故
に
遭
遇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
事
故
直
後
全
員
が
寝
袋
に
入
っ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
の
に
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
み
寝
袋
か
ら
出
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
）

Ｃ
Ⅲ
の
広
谷
と
大
島
は
、
事
故
発
生
直
前
に
雪
崩
に
よ
る
爆
風
で
あ
ろ
う
と
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
森
本
隊
長
は
知
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
っ
た
。
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急
処
置
の
後
、
再
び
捜
査
に
従
事
す
る
。
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
の
精
神
混
乱
状
態
よ
り
決
断
を
下
し
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
埋
葬
を

行
う
こ
と
に
し
、
近
藤
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
は
ク
レ
バ
ス
中
に
降
り
、
遺
品
を
は
ず
し
て
ク
レ
バ
ス
中
に
ギ
ャ
ル

ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
を
埋
葬
し
た
。
重
傷
者
を
除
く
他
の
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
は
そ
の
間
行
方
不
明
者
捜
査
を
続
行
し
て
い
た
が
、
発
見
出
来

た
も
の
は
少
数
の
遺
品
と
装
備
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
全
員
集
っ
て
三
名
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
た
時
（
九
時
二
十
分
）
、
突
然
稜
線
直
下

の
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
崩
壊
に
よ
る
雪
崩
を
再
び
受
け
避
難
し
た
が
、
多
大
の
危
険
を
感
じ
即
刻
下
山
す
る
こ
と
を
申
し
合
せ
た
。

散
失
し
た
登
筆
用
具
を
集
め
た
も
の
の
、
ピ
ッ
ケ
ル
（
二
本
）
、
ア
イ
ゼ
ン
（
一
足
半
）
の
不
足
に
よ
る
下
山
時
の
危
険
性
を
考
え
、
全
て

の
残
存
装
備
、
食
糧
を
放
棄
し
、
寝
袋
及
び
少
数
の
個
人
装
備
の
み
を
持
ち
Ｃ
Ⅱ
に
下
山
す
る
。

元
気
な
ア
ン
・
ダ
ワ
四
号
を
完
全
装
備
さ
せ
、
重
傷
者
を
間
に
入
れ
、
昨
日
登
っ
た
ル
ー
ト
を
静
か
に
下
っ
た
。
Ｃ
Ⅲ
出
発
九
時
三
十

Ｂ
Ｃ
に
下
山
し
た
私
た
ち
は
、
た
だ
荘
然
と
し
て
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
か
ら
手
を
打
つ
べ
き
か
、
検
討
の
余
地
は
な
い
。
折
返
し

て
登
っ
て
来
て
い
る
筈
の
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
と
連
絡
を
取
り
、
一
刻
も
早
く
こ
の
知
ら
せ
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
相
談
を

ま
と
め
次
の
よ
う
な
計
画
を
た
て
た
。

分
、
Ｃ
Ⅱ
十
二
時
三
十
分
着
。

たル
0

夕
刻
五
時
、
ハ
ン
デ
ィ
・
ト
ー
キ
ー
に
よ
る
定
時
通
話
が
今
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
の
間
に
と
ら
れ
、
Ｂ
Ｃ
に
い
る
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
イ
サ

ー
に
事
の
一
切
を
説
明
、
Ｃ
Ⅱ
か
ら
下
部
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
突
破
が
現
在
の
装
備
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
ロ
ー
カ
ル
・
ポ

ー
タ
ー
に
予
備
の
ピ
ッ
ケ
ル
及
び
ア
イ
ゼ
ン
を
、
十
二
日
早
朝
に
荷
上
げ
す
る
よ
う
連
絡
し
た
。
四
月
十
二
日
午
前
九
時
過
ぎ
、
ロ
ー
カ

ル
・
ポ
ー
タ
ー
三
名
が
要
請
通
り
荷
上
げ
し
て
来
た
。
重
傷
者
を
間
に
は
さ
ん
で
Ｃ
Ⅱ
を
後
に
し
、
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
の
は
夕
刻
で
あ
っ

冥
福
を
祈
る
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Ｈ
ツ
ン
ガ
氷
河
踏
査
計
画
を
放
棄
す
る
。

目
Ｂ
Ｃ
で
の
後
始
末
は
五
月
十
三
日
か
ら
四
日
間
と
し
、
五
月
十
七
日
に
は
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
を
編
成
し
て
、
予
定
通
り

五
月
二
十
三
日
に
は
ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
に
到
着
す
る
よ
う
に
す
る
。

目
関
係
各
方
面
へ
の
報
告
書
、
連
絡
、
報
道
発
表
等
は
隊
長
代
行
者
、
広
谷
を
し
て
一
本
化
さ
せ
る
。

報
告
書
の
作
成
、
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
編
成
日
程
、
ポ
ー
タ
ー
雇
用
交
渉
、
梱
包
作
業
、
不
要
装
備
・
食
糧
・
燃
料
の
処
理
等
、
仕
事
に
追
わ

れ
て
ま
た
た
く
間
に
日
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

五
月
十
五
日
、
昨
日
ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
に
下
っ
た
パ
サ
ン
・
カ
メ
が
、
早
朝
彼
等
を
従
え
て
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。
手
紙
の
束

の
中
に
主
な
き
手
紙
数
通
、
自
然
と
涙
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
用
意
し
た
便
り
を
持
っ
て
直
ち
に
下
山
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
急
行
す
る
よ
う

た
の
む
。
私
た
ち
の
報
告
は
四
日
後
に
は
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
く
筈
で
あ
る
。
内
地
へ
の
電
報
も
五
月
十
九
日
晩
く
に
は
着
く
筈
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
誤
報
を
恐
れ
て
、
彼
等
に
は
何
も
し
や
、
へ
ら
ぬ
よ
う
厳
重
に
念
を
押
し
た
。

昨
日
か
ら
ソ
ナ
ム
・
テ
ン
ジ
ン
が
、
夜
を
徹
し
て
ラ
マ
教
の
経
文
を
彫
っ
て
く
れ
た
五
○
セ
ン
チ
四
方
の
石
碑
を
、
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
Ｉ
の
間

の
小
高
い
丘
に
担
ぎ
上
げ
た
。
こ
の
丘
の
前
方
に
は
リ
ル
ン
の
頂
き
が
聟
え
、
後
方
に
は
ホ
ン
ゲ
ン
ド
プ
ケ
、
ナ
ャ
カ
ン
ガ
等
の
高
峰
が

望
み
見
ら
れ
、
つ
い
先
月
迄
は
深
々
と
雪
が
覆
っ
て
い
た
の
に
、
今
は
花
が
咲
き
蝶
が
舞
っ
て
い
る
。
沢
山
の
石
を
集
め
、
二
メ
ー
ト
ル

位
築
き
上
げ
石
碑
を
は
め
込
ん
だ
。
石
碑
に
は
冨
獄
・
〆
冒
日
冒
○
ｓ
・
冒
禺
・
夙
○
の
臣
日
興
・
冨
同
．
の
冒
屏
ｇ
ｚ
ｏ
３
旦
貝
の
呈
巨
．
ご
畠
〉

忌
日
．
○
・
○
口
閏
駒
．
Ｑ
シ
も
シ
ｚ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
好
き
だ
っ
た
酒
を
か
け
、
タ
尋
ハ
コ
を
そ
な
え
た
。
隊
長
の
愛
用
し
た
ハ

ー
モ
ニ
カ
で
亡
き
先
輩
の
愛
唱
歌
を
吹
奏
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
ラ
マ
教
の
お
経
を
唱
え
な
が
ら
、
墓
の
周
囲
を
グ
ル
グ
ル
回
っ
た
。

今
日
ま
で
涙
を
隠
し
て
い
た
者
も
、
こ
の
静
か
な
葬
式
に
臨
ん
で
目
が
し
ら
を
拭
っ
て
い
た
。
お
り
し
も
夕
陽
に
染
っ
た
峰
は
、
永
遠

の
眠
り
に
つ
い
た
三
人
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

下
山
の
足
ど
り
は
重
か
っ
た
。
壮
大
に
聟
え
る
リ
ル
ン
の
主
峰
を
ふ
り
返
り
、
あ
の
部
落
こ
の
部
落
で
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
曲
り
角
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で
、
愉
快
に
話
し
合
っ
た
友
は
も
う
い
な
い
の
だ
と
し
み
じ
み
思
う
。
真
紅
の
色
も
鮮
や
か
だ
っ
た
石
楠
花
は
い
つ
し
か
枯
れ
果
て
、
青

青
と
し
た
緑
だ
け
が
強
烈
な
初
夏
の
太
陽
に
さ
か
え
て
い
た
。

五
月
二
十
三
日
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
最
後
の
日
で
あ
る
。
前
日
の
テ
ン
ト
地
、
今
へ
ト
ラ
ワ
チ
か
ら
約
二
時
間
で
ト
リ
ス
リ
．
、
ハ
ザ
ー
ル
に
入

る
。
先
発
し
た
藤
本
と
Ｋ
・
ア
マ
ッ
ュ
ア
氏
は
ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
、
彼
の
厚
意
で
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
ト
ラ
ッ
ク
の
交
渉
が
成
立
し
、
二
十

四
日
午
前
中
に
配
車
す
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
年
令
的
に
話
が
合
い
、
し
か
も
苦
労
を
共
に
し
て
来
た
彼
の
私
た
ち
に
対
す
る
処
置
は
寛
大

で
あ
り
、
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。

↓
ハ
ザ
ー
ル
下
手
の
空
地
に
、
私
た
ち
の
最
終
キ
ャ
ン
プ
が
設
営
さ
れ
る
と
、
ま
ず
ポ
ー
タ
ー
の
解
雇
で
あ
る
。
ラ
ン
タ
ン
か
ら
一
人
の

落
伍
者
も
出
さ
ず
に
、
こ
こ
ま
で
荷
を
運
ん
で
く
れ
た
彼
等
は
、
み
ん
な
愉
快
な
割
軽
者
ば
か
り
で
、
冷
静
さ
を
失
い
か
け
て
い
た
私
た

ち
を
、
い
つ
も
笑
わ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

午
後
四
時
過
ぎ
ジ
ー
プ
が
着
き
、
朝
日
新
聞
デ
リ
ー
支
局
長
の
秋
岡
氏
が
尋
ね
て
来
ら
れ
た
。
夜
晩
く
、
デ
リ
ー
大
使
館
の
松
田
書
記

官
、
通
産
省
ネ
パ
ー
ル
駐
在
技
官
恵
下
氏
、
共
同
通
信
社
清
水
氏
も
急
行
さ
れ
、
そ
の
夜
は
今
後
の
処
置
問
題
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
弔
慰
金

問
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
善
処
を
計
っ
た
。
隊
長
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
大
島
を
失
っ
て
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
各

位
の
暖
か
い
心
情
が
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

翌
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
い
て
か
ら
住
屋
台
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
多
忙
さ
で
あ
っ
た
。
報
道
関
係
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
肋
骨

骨
折
、
或
い
は
痙
痛
を
う
っ
た
え
る
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
政
府
要
人
立
会
い
に
よ
る
診
断
、
ギ

ャ
ル
ッ
エ
ン
弔
慰
金
問
題
に
か
ら
む
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
ナ
ジ
ャ
ー
ル
マ
ン
・
シ
ン
の
問
題
、
紛
失
物
と
パ
ッ
キ
ン
グ
・
リ
ス

ト
作
成
の
問
題
、
荷
物
梱
包
運
送
の
問
題
、
シ
ェ
ル
パ
賃
金
問
題
（
紛
失
物
の
件
等
）
等
で
あ
る
。

返
し
た
よ
う
な
多
忙
さ
で
あ
っ
た
。
報
道
関
係
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
肋
骨

パ
・
ノ
ル
ブ
、
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
政
府
要
人
立
会
い
に
よ
る
診
断
、
ギ

テ
イ
と
ナ
ジ
ャ
ー
ル
マ
ン
・
シ
ン
の
問
題
、
紛
失
物
と
パ
ッ
キ
ン
グ
・
リ
ス

そ
の
後
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五
月
二
十
九
日
未
明
、
私
た
ち
は
遭
難
を
知
っ
て
応
援
に
か
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
阪
大
Ｐ
二
九
隊
の
副
隊
長
住
吉
氏
と
共
に
、
ジ
ー
プ

を
馳
っ
て
朝
霜
の
カ
カ
ニ
の
丘
に
向
っ
た
。
思
い
出
の
カ
カ
ニ
の
丘
の
夜
明
け
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
晴
れ
わ
た
っ
た

空
だ
っ
た
。
は
る
か
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
が
、
多
く
の
山
々
の
間
か
ら
山
容
を
の
ぞ
か
せ
て
白
く
輝
い
て
い
た
。
未
踏
の
山
、
ラ
ン
タ

ン
・
リ
ル
ン
の
登
頂
は
天
災
の
前
に
失
敗
に
終
り
、
隊
長
以
下
三
人
の
尊
い
命
を
失
っ
た
。
い
ま
も
な
お
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
リ
ル
ン

氷
河
の
中
に
眠
っ
て
い
る
亡
き
人
々
の
冥
福
を
祈
り
た
い
。

た
◎

負
傷
シ
ェ
ル
パ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
規
定
通
り
補
償
金
を
支
払
う
手
筈
に
な
っ
て
い
た
が
、
政
府
の
医
師
立
会
い
に
よ
る
診
断
の
結

果
は
、
快
癒
し
て
い
る
と
い
う
以
外
に
異
常
が
見
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
解
決
に
至
っ
た
。

帰
国
準
備
の
あ
わ
た
だ
し
い
中
に
も
、
泉
救
援
隊
長
の
ユ
ー
モ
ア
な
弁
舌
で
、
隊
員
た
ち
は
久
し
く
忘
れ
て
い
た
笑
い
を
取
り
も
ど
し

決
っ
た
。

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
再
三
に
わ
た
る
話
合
い
が
な
さ
れ
、
彼
等
と
し
て
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
か
ら
未
亡
人
に
渡
す
心
積
り
で
あ
り
、
私
た
ち
と
し
て
は
直
接
未
亡
人
に
渡
す
方
針
で
あ
っ
た
た
め
、
話
が
難
行
し

た
。
ナ
ジ
ャ
ー
ル
マ
ン
・
シ
ン
と
泉
の
最
終
会
談
に
入
っ
て
、
交
渉
は
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
た
。
即
ち
、
私
た
ち
は
ナ
ジ
ャ
ー
ル
マ

ン
・
シ
ン
を
仲
介
人
と
し
て
、
一
旦
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
弔
慰
金
を
渡
し
、
そ
の
金
は
私
た
ち
に
再
び
依
託
さ
れ
、
ダ
ー
ジ
リ

ン
で
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ケ
イ
立
合
い
の
も
と
に
未
亡
人
に
渡
し
、
受
領
書
の
コ
ピ
ー
一
部
を
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
送
付
す
る
と

い
う
方
法
で
あ
る
。

五
月
二
十
七
日
、
二
十
四
日
日
本
を
発
っ
た
Ｏ
Ｂ
泉
隆
次
郎
氏
が
、
蝶
理
株
式
会
社
ボ
ン
寺
へ
－
駐
在
員
光
間
氏
と
共
に
到
着
し
た
。
な

つ
か
し
い
顔
で
あ
る
。
内
地
の
状
況
を
聞
き
胸
が
つ
ま
る
思
い
の
中
に
、
事
の
一
切
を
報
告
し
、
す
、
へ
て
を
泉
氏
が
統
率
さ
れ
る
こ
と
に

（115）



一
九
六
○
年
の
春
、
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
ル
ー
ム
で
は
、
偶
然
に
も
組
織
と
母
体
と
を
異
に
し
た
三
つ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画
が
熱
心
に

進
め
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
翌
一
九
六
一
年
春
の
も
の
で
、
そ
の
一
は
大
阪
市
立
大
学
の
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
隊
長
、
森
本
嘉
一

氏
）
。
次
は
ピ
ー
ク
二
九
へ
行
こ
う
と
い
う
大
阪
大
学
（
隊
長
、
篠
田
軍
治
氏
）
。
更
に
私
ど
も
の
計
画
が
重
な
っ
て
い
た
。
三
隊
の
プ
ラ

ン
ナ
ー
は
前
支
部
長
や
支
部
委
員
と
し
て
、
な
が
く
共
通
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
遠
征
の
初
心
者
で
あ
る
私
の
隊
は
、
諸
先
輩
お
よ

び
前
二
隊
か
ら
多
く
の
便
宜
と
指
導
と
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
不
幸
に
も
大
阪
市
大
隊
は
森
本
、
大
島
両
氏
逝
き
て
、
い
ま
私
ど
も

は
お
礼
の
こ
と
ば
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
好
意
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

も
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ス
ゥ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検
記
を
読
ん
で
、
未
開
の
高
地
へ
行
き
た
い
と
お
も
い
た
っ
た
の
は
、
中
学
一
年
生
の
秋
、

も
う
二
十
八
年
も
昔
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
少
年
の
頃
の
、
ひ
た
む
き
な
夢
で
あ
っ
て
、
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ
ー
ク
が
で
き
る
な
ら
ば
ヒ
マ
ラ

ヤ
や
ア
ン
デ
ス
の
高
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
南
極
や
北
極
の
果
て
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
山
登
り
の
好
き
な
人
は
、
誰
で

ジ
ュ
ガ
ー
ル

ヒ
マ
ー
ル
主
峰
の
直
下
ま
で
（
一
九
六
一
年
）

梶
本
徳
次

郎
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ジュガール で
の
茨
世
詳

ま軒
瀬
副
隊
長

嘩
前
号
・
山

主ル
あ
っ
た
。
）

雷
名
古
屋
名
古
屋
会
談
の
結
果
、
大
阪
に
お
け
る
主
唱
者
で
あ
っ
た
梶
本
は
、
武
内
大
阪
岳
連
会
長
は
じ
め
大
阪
方
の
意
見
を
ま
と
め
て
、
次
の

計
画
は
東
京
、
大
阪
合
同
隊
で
や
ろ
う
と
い
う
決
心
を
本
部
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
一
カ
月
後
に
、
全
岳
連
理
事
会
と
同
海
外
遠
征
審
議
会

と
は
、
熟
慮
の
上
で
大
阪
案
を
認
め
て
、
梶
本
を
一
九
六
一
年
度
の
隊
長
に
任
命
し
た
。

幾
年
も
の
間
、
よ
く
考
え
、
四
月
か
ら
具
体
化
を
急
い
だ
計
画
は
三
転
四
変
し
て
、
十
月
に
な
っ
て
や
っ
と
本
ぎ
ま
り
に
な
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
具
体
的
な
も
の
と
し
て
は
一
九
六
○
年
四
月
に
、
大
阪
府
山
岳
連
盟
の
総
会
に
関
西
登
高
会
か
ら
提
案
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
計
画
、
目
標
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山
塊
の
タ
ル
ン
・
ピ
ー
ク
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
ヘ
は
東

海
地
区
山
岳
連
盟
登
山
隊
（
隊
長
、
伊
藤
久
行
氏
）
が
登
山
を
し
て
い
た
の
で
、
や
が
て
成
功
の
報
ら
せ
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
、
は
じ

め
か
ら
候
補
地
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
先
蹴
者
の
努
力
に
対
す
る
私
ど
も
の
礼
譲
で
も
あ
っ
た
。

六
月
上
旬
、
「
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
は
不
成
功
に
お
わ
っ
た
。
頂
上
ま
で
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
を
残
し
て
標
高
六
六
○
○
メ
ー
ト

ル
の
地
点
か
ら
惜
し
く
も
後
退
し
た
」
と
い
う
趣
旨
の
電
報
が
あ
っ
た
。
全
日
本
山
岳
連
盟
の
理
事
会
は
、
連
盟
は
翌
年
も
引
続
い
て
ジ

ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
登
山
隊
を
お
く
る
と
い
う
決
定
を
し
て
、
大
阪
岳
連
へ
通
告
を
し
て
き
た
。
伊
藤
隊
長
は
連
盟
の
指
示
に
よ
っ

て
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
一
九
六
一
年
春
の
登
山
の
仮
許
可
を
と
っ
て
か
え
っ
た
。

連
盟
の
一
九
六
一
年
度
の
海
外
登
山
は
、
東
京
都
と
大
阪
府
両
岳
連
の
競
願
に
な
っ
て
い
た
。
九
月
某
日
、
荒
川
東
海
地
区
岳
連
会
長

の
お
世
話
で
、
尾
関
連
盟
会
長
は
じ
め
山
岳
連
盟
主
脳
と
、
東
京
、
大
阪
の
関
係
者
と
は
名
古
屋
に
集
っ
て
、
帰
国
し
た
伊
藤
隊
長
、
岩

瀬
副
隊
長
以
下
の
方
々
か
ら
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
の
実
情
と
、
次
年
度
へ
の
意
見
を
聴
い
た
。
（
そ
の
報
告
の
内
容
は
、
本
誌

前
号
・
山
岳
第
五
十
六
年
掲
載
、
一
九
六
○
年
の
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
に
つ
い
て
Ｉ
伊
藤
久
行
氏
Ｉ
に
ひ
と
し
い
も
の
で

計
画
と
編
成
と
準
備
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隊
の
編
成
は
、
隊
長
と
ド
ク
タ
ー
を
別
に
し
て
、
東
京
都
四
名
、
大
阪
四
名
の
計
十
名
。
隊
員
は
各
山
岳
連
盟
加
入
の
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
名
簿
に
よ
っ
て
、
東
京
岳
連
は
同
連
盟
の
理
事
会
が
仮
ぎ
め
し
て
隊
長
に
呈
示
し
、
大
阪
岳
連
は
隊
長
の
指
名
し
た
も
の
を
同
連
盟

理
事
会
が
承
認
し
た
。
海
外
登
山
に
経
験
の
深
い
日
本
山
岳
会
や
一
部
の
大
学
で
は
、
既
に
隊
員
の
選
び
方
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
定
見
が

出
て
い
る
け
れ
ど
も
、
連
盟
と
い
う
む
ず
か
し
い
全
国
組
織
で
は
、
登
山
そ
の
も
の
の
成
否
に
関
す
る
要
素
と
と
も
に
、
つ
ね
に
連
盟
間

の
行
政
的
な
か
ね
あ
い
が
重
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
出
来
上
っ
た
理
想
に
い
っ
き
ょ
に
近
つ
こ
う
と
努
め
て
み
た
が
、
や
は
り
前

者
の
轍
を
踏
ん
で
経
験
を
積
み
か
さ
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
と
で
、
こ
の
計
画
を
後
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
読
売
新
聞
社
と
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社
か
ら
、
記
者
一
名
と
ス
チ
ー
ル
撮
影
と

テ
レ
ビ
撮
影
各
一
名
の
専
門
家
が
特
派
さ
れ
た
。

隊
は
総
勢
十
三
名
で
、
全
日
本
山
岳
連
盟
一
九
六
一
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

隊
長
梶
本
徳
次
郎
（
四
○
歳
）
全
日
本
山
岳
連
盟
理
事
、
関
西
登
高
会
（
株
式
会
社
山
晴
社
役
員
）
．

副
隊
長
中
野
満
（
三
五
歳
）
兎
早
鵬
翔
山
岳
会
（
中
野
一
Ｚ
ト
店
経
営
）
登
肇
担
当
。

野
村
哲
也
（
三
三
歳
）
大
阪
・
関
西
登
高
会
（
府
立
河
南
高
校
教
諭
）
渉
外
担
当
。

″隊員
赤
山
伸
夫
（
一
一
三
歳
）
大
阪
・
関
西
山
岳
会
（
大
阪
府
農
林
部
水
産
課
勤
務
）
会
計
担
当
。

番
場
宏
明
（
三
歳
）
東
皐
山
岳
巡
礼
ク
ラ
ブ
（
県
立
大
宮
商
業
高
校
教
諭
）
装
備
担
当
。

″

小
泉
順
太
郎
（
一
一
一
○
歳
）
大
阪
・
関
西
登
高
会
（
住
友
電
気
ェ
業
会
社
勤
務
）
食
料
担
当
。

″

山
田
隆
保
（
三
○
歳
）
東
京
・
三
共
山
岳
部
三
共
株
式
会
社
研
究
部
勤
務
）
渉
外
担
当
。

″

塚
崎
義
人
（
二
九
歳
）
大
阪
・
関
西
登
高
会
（
清
瀬
療
養
所
外
科
・
医
学
博
士
）
医
務
担
当
。

″

浜
田
啓
司
（
二
八
歳
）
大
阪
・
清
風
高
校
山
岳
会
（
渭
風
高
校
教
諭
）
装
備
・
梱
包
担
当
。

″

森
田
格
（
二
六
歳
）
東
京
・
昭
和
山
岳
会
（
東
京
営
林
局
経
営
部
勤
務
）
食
料
担
当
。

〃
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－ル・ヒマール主峰の直下までジュカ

隊
員
野
沢
正
英
（
三
五
歳
）
読
売
新
聞
社
・
大
阪
ス
チ
ー
ル
写
真
担
当
。

″

高
木
真
（
三
四
歳
）
Ｒ
本
テ
レ
ビ
放
送
網
テ
レ
ビ
写
真
担
当
。

″

茂
野
徹
太
郎
（
二
七
歳
）
読
売
新
聞
社
・
東
京
渉
外
・
記
事
担
当
。

隊
員
は
登
山
と
併
行
し
て
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
お
よ
び
バ
レ
ピ
ー
・
コ
ー
ラ
と
イ
ン
ド
ラ
ワ
チ
河
付
近
で
、
登
山
と
キ
ャ
ラ
や
ハ

ン
の
往
復
に
お
い
て
、
各
々
の
専
門
に
つ
い
て
資
料
を
蒐
集
し
、
医
学
と
自
然
地
理
と
人
文
地
理
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
分
担
は
次
の
通
り
で
、
ま
た
計
画
全
般
に
つ
い
て
文
部
省
の
後
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
医
学
調
査
登
山
に
際
し
高
度
病
、
風
土
病
、
身
体
の
環
境
順
応
等
に
つ
い
て
観
察
を
試
み
、
さ
ら
に
原
住
民
の
生

活
用
式
、
衛
生
状
態
に
つ
い
て
も
で
き
る
か
ぎ
り
の
資
料
を
集
め
る
．
…
…
：
…
塚
崎
担
当
。

Ｂ
自
然
地
理
学
お
よ
び
人
文
地
理
学
調
査

１
氷
河
の
調
査
、
岩
石
採
集
、
村
落
形
態
と
交
通
、
風
土
、
部
落
民
の
習
俗
の
観
察
：
．
…
野
村
、
番
場
浜
田
担
当
。

２
植
物
採
集
な
ら
び
に
植
物
の
立
体
分
布
の
調
査
．
：
…
森
田
担
当
。

３
昆
虫
採
集
な
ら
び
に
昆
虫
の
立
体
分
布
の
調
査
…
．
：
山
田
担
当
。

４
淡
水
魚
採
集
な
ら
び
に
魚
類
の
立
体
分
布
の
資
料
蒐
集
…
：
赤
山
担
当
。

Ｃ
記
録
文
化
映
画
な
ら
び
に
写
真
の
撮
影
…
…
野
沢
、
高
木
担
当
．

遠
征
の
予
算
は
、
旅
費
、
装
備
、
食
料
お
よ
び
シ
ェ
ル
パ
等
の
人
件
費
の
す
べ
て
、
装
備
、
食
料
等
で
現
場
寄
贈
を
受
け
る
予
定
の
も

の
を
も
含
め
て
、
一
名
当
り
百
万
円
、
十
名
で
合
計
一
千
万
円
と
概
算
を
た
て
た
。
隊
員
は
五
十
万
円
宛
を
負
担
、
各
自
は
個
人
あ
る
い

は
所
属
団
体
、
勤
務
先
、
労
働
組
合
等
の
好
意
に
よ
っ
て
調
達
し
、
十
二
月
末
と
出
発
直
前
と
に
分
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
り
の
約

五
百
万
円
相
当
額
は
、
読
売
、
日
本
テ
レ
ビ
両
社
の
後
援
お
よ
び
産
業
界
、
公
共
団
体
等
よ
り
の
御
寄
贈
連
盟
加
入
団
体
な
ら
び
に
個

人
の
多
く
の
方
々
の
醸
金
に
よ
っ
て
円
滑
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
御
好
意
に
対
し
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
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十
月
に
決
定
し
た
メ
ン
寺
ハ
ー
は
》
こ
れ
ま
で
の
分
担
に
従
っ
て
準
備
を
急
い
だ
。
隊
の
特
性
に
従
っ
て
事
務
局
は
東
西
に
開
設
し
、
東

京
事
務
局
は
高
橋
定
昌
（
全
岳
連
理
事
長
）
、
大
阪
事
務
局
は
大
賀
寿
二
（
大
阪
岳
連
理
事
）
の
両
氏
が
引
受
け
ら
れ
た
。

十
一
月
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
東
西
の
全
隊
員
十
名
（
報
道
関
係
三
名
は
未
定
で
あ
っ
た
）
が
、
大
阪
郊
外
の
隊
長
宅
に
集
っ
た
。
こ

の
日
、
初
め
て
顔
を
会
わ
し
た
同
志
も
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
二
日
徹
夜
で
作
戦
を
ね
り
、
分
担
を
き
め
て
東
京
組
は
夜
行
で
か
え
っ
た
。

十
二
月
上
旬
、
再
び
大
阪
へ
全
員
召
集
、
数
日
全
く
の
徹
夜
で
討
議
と
計
算
を
く
り
か
え
し
た
。
休
暇
は
遂
に
時
間
切
れ
、
休
養
を
か

ね
て
六
甲
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
計
画
倒
れ
に
お
わ
っ
た
。
ま
だ
全
員
が
勤
務
を
も
っ
て
い
て
、
準
備
に
専
念
で
き
る
も
の
は
ひ
と
り
も

い
な
か
っ
た
。
社
会
人
の
き
び
し
さ
で
あ
る
。

出
発
ま
で
に
全
員
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
か
ね
た
小
さ
な
登
山
を
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
も
う
そ
ん
な
時
間
は
な
か
っ
た
。

一
九
六
一
年
一
月
。
正
月
の
短
か
い
休
暇
を
全
員
は
ス
キ
ー
を
は
い
て
、
上
高
地
ホ
テ
ル
の
冬
小
屋
に
集
合
し
た
。
徳
沢
園
、
浅
間
温

泉
へ
と
一
晩
ず
つ
会
議
の
場
を
移
し
、
内
定
し
て
い
た
報
道
側
の
隊
員
も
加
わ
っ
て
チ
ー
ム
の
懇
親
を
は
か
り
、
松
本
で
解
散
し
た
。

一
月
五
日
、
中
央
線
の
列
車
の
中
で
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
日
本
登
山
隊
に
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
を
許
可
し
た
（
カ
ト
マ
ン
ズ

特
電
）
と
い
う
小
さ
な
記
事
を
発
見
、
こ
れ
で
本
当
に
遠
征
で
き
る
の
だ
と
大
よ
ろ
こ
び
を
し
た
。

一
月
六
日
よ
り
ま
た
東
西
に
分
れ
て
準
備
。
東
京
の
官
庁
関
係
の
渉
外
は
主
と
し
て
山
田
が
担
当
し
、
郵
船
航
空
会
社
の
協
力
と
文
部

省
中
島
体
育
官
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
十
分
な
外
貨
割
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
で
集
荷
し
た
物
資
は
大
阪
へ
移
送
し
、
二
月
上
旬
に
関
西
大
学
の
体
育
館
を
借
用
し
、
所
属
団
体
の
多
く
の
会
員
の
献
身
的
な
努

力
で
、
二
百
三
十
個
約
八
ト
ン
の
装
備
と
食
料
と
の
梱
包
を
お
わ
っ
た
。

一
九
六
一
年
二
月
十
七
日
、
梶
本
隊
長
以
下
十
一
名
は
英
印
汽
船
・
サ
ー
ダ
ナ
号
で
神
戸
港
を
出
帆
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
・
ヘ
ナ

出

発
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ジュガール・ヒマール主峰の直下まで

ン
に
寄
港
。
三
月
七
日
、
梶
本
隊
長
と
野
村
副
隊
長
は
ラ
ン
グ
ー
ン
で
下
船
。
貨
物
の
揚
陸
お
よ
び
通
関
交
渉
の
た
め
に
翌
日
空
路
カ
ル

ヵ
ッ
タ
ヘ
先
発
し
た
。
三
月
九
日
、
読
売
・
竹
下
特
派
員
は
デ
リ
ー
よ
り
飛
来
し
て
、
不
馴
れ
な
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
く
だ
さ
る
。

三
月
十
日
、
高
木
、
茂
野
二
隊
員
は
機
で
羽
田
を
出
発
、
そ
の
日
の
二
三
時
五
九
分
に
カ
ル
カ
ッ
タ
到
着
。
三
月
十
四
日
に
、
サ
ー
ダ

ナ
号
は
カ
ル
カ
ッ
タ
入
港
、
中
野
副
隊
長
以
下
は
下
船
し
て
宿
舎
リ
ッ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
全
員
十
三
名
が
揃
っ
た
。

翌
十
五
日
に
野
村
副
隊
長
と
茂
野
は
、
シ
ェ
ル
パ
交
渉
の
た
め
空
路
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
先
行
し
、
三
日
目
の
朝
早
く
に
有
利
な
条
件
で
シ

ェ
ル
パ
の
契
約
を
お
わ
っ
た
と
い
う
電
報
を
よ
こ
し
た
。

三
月
二
十
四
日
、
隊
長
は
カ
ト
マ
ン
ズ
の
宿
舎
コ
ロ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ホ
テ
ル
の
中
庭
で
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
山
麓
か
ら
出
向
い
て
き
た

シ
ェ
ル
パ
（
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
兼
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
含
む
）
十
九
名
を
引
見
し
た
。

サ
ー
ダ
ー
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
２
号
（
四
八
歳
）

コ
ッ
ク
キ
リ
ヶ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
（
四
七
歳
）

シ
ェ
ル
パ
ア
ン
・
ド
ル
ヂ
ェ

（
三
八
歳
）

″

ミ
ン
マ
・
ノ
ル
ブ
（
三
五
歳
）

″

イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
三
○
歳
）

〃

ア
イ
ラ
・
ゥ
ン
デ
ー
（
五
○
歳
）

″

ツ
ェ
リ
ン
・
タ
ル
ケ
（
四
五
歳
）

″

ア
ン
・
ギ
ャ
ル
ブ
（
三
五
歳
）

〃

テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
（
三
六
歳
）

〃

ア
ン
・
ノ
ル
ブ
（
一
二
歳
）

〃

ア
ン
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
ー
号
（
二
四
歳
）
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シ
ェ
ル
パ
ア
ン
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
２
号
（
一
三
歳
）

〃

ラ
ク
パ
・
ギ
ャ
ル
ブ
三
五
歳
）

ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
兼
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

ダ
ブ
ー
（
四
七
歳
）

″

ナ
ワ
ン
・
グ
ン
デ
ー
（
四
○
歳
）

″

ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
（
一
八
歳
）

〃

・
ヘ
ン
バ
・
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
（
不
詳
）

〃

タ
ッ
シ
ー
（
二
六
歳
）

″

ア
ン
・
パ
サ
ン
（
不
詳
）

ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
は
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
、
Ｐ
．
Ｋ
・
シ
ル
ス
タ
ー
君
（
二
四
歳
）
が
任
命
さ
れ
て
き
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
の
貨
物
通
関
は
日
本
三
隊
で
協
議
を
し
て
、
す
寺
へ
て
、
ハ
ル
ワ
ラ
商
会
に
取
扱
わ
せ
た
。
日
本
総
領
事
館
の
御
協
力
に
も
拘

わ
ら
ず
予
想
通
り
の
難
行
で
、
陸
揚
げ
完
了
ま
で
に
約
十
日
間
か
か
っ
た
。
貨
物
は
ト
ラ
ッ
ク
二
台
に
満
載
し
て
、
ネ
パ
Ｉ
ル
国
境
に
近

い
町
パ
ト
ナ
に
陸
送
し
た
。
そ
こ
か
ら
大
阪
市
大
隊
と
共
同
で
イ
ン
ド
航
空
一
機
を
丸
一
日
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
パ
ト
ナ
ー
ヵ
ト
マ
ン
ズ

間
を
四
往
復
さ
せ
て
、
両
隊
の
全
貨
物
を
三
月
二
十
六
日
に
空
輸
す
る
契
約
を
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ロ
ー
モ
ー
な
イ
ン
ド
人
の
運
航
と
国
境

付
近
の
悪
天
候
に
災
い
さ
れ
て
、
第
一
、
二
便
で
大
阪
市
大
隊
の
全
貨
物
と
、
わ
れ
わ
れ
の
三
分
の
一
が
着
い
た
だ
け
で
、
あ
と
は
遂
に

欠
航
し
て
し
ま
う
。
毎
日
１
．
Ａ
。
Ｃ
の
カ
ト
マ
ン
ズ
事
務
所
へ
催
促
に
出
か
け
た
が
要
領
を
え
な
い
・

三
月
三
十
日
、
早
朝
ポ
カ
ラ
ヘ
飛
ぶ
大
阪
大
学
・
篠
田
隊
長
と
小
秋
元
氏
を
カ
ト
マ
ン
ズ
飛
行
場
に
見
送
る
。
正
午
、
大
阪
市
大
隊
は

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
に
向
っ
て
元
気
よ
く
出
発
し
た
。
宿
舎
ラ
ナ
家
へ
梶
本
と
赤
山
が
見
送
り
に
出
向
い
た
と
き
、
森
本
隊
長
以
下
は
送

別
の
料
理
を
行
儀
よ
く
に
こ
や
か
に
待
っ
て
お
ら
れ
た
。
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
は
「
ジ
ュ
ガ
ー
ル
隊
の
成
功
を
祈
る
」
と
い
っ
て
握
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ジユガール・ヒマール主峰の直下まで

四
月
五
日
の
朝
、
ホ
ー
ル
の
庭
に
二
百
人
の
ポ
ー
タ
ー
が
集
っ
て
き
た
。
隣
り
は
王
宮
で
日
本
な
ら
ば
二
重
橋
前
出
発
と
い
う
わ
け
だ

ろ
う
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
総
勢
は
日
本
人
十
三
名
、
シ
ェ
ル
パ
十
三
名
と
見
習
六
名
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
一
名
に
ポ
ー
タ
ー
を
合
せ

て
二
百
三
十
三
名
に
な
っ
た
。
コ
ー
ス
は
一
九
五
八
年
の
深
田
隊
、
昨
年
の
伊
藤
隊
と
全
く
同
じ
で
、
ポ
ー
タ
ー
は
三
五
キ
ロ
宛
の
荷
物

を
担
い
で
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
と
の
国
境
に
近
い
根
拠
地
ま
で
十
一
日
間
、
毎
日
一
八
’
二
五
キ
ロ
位
歩
い
て
行
く
。
サ
ン
ク
ー
、
ナ
ワ
ル
プ
ー

ル
、
チ
ョ
ー
タ
ラ
の
町
を
過
ぎ
る
と
チ
寺
ヘ
ッ
ト
人
の
区
域
に
は
い
り
、
八
日
目
の
テ
ン
パ
タ
ン
部
落
で
人
影
は
消
え
た
。

第
一
日
の
夜
サ
ン
ク
ー
郊
外
で
雷
雨
に
見
舞
れ
た
だ
け
で
、
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
終
始
快
晴
に
恵
ま
れ
た
。
前
半
の
低
地
で
は
暑
気
と

炎
天
に
あ
え
い
だ
が
、
毎
日
毎
日
、
見
る
も
の
間
く
も
の
、
す
今
へ
て
が
珍
し
い
人
文
と
自
然
と
の
つ
な
が
り
で
、
新
し
い
よ
ろ
こ
び
と
希

望
と
の
連
続
で
あ
っ
た
。
四
月
十
五
日
の
正
午
、
士
語
で
ポ
ン
バ
ゼ
ル
と
呼
ぶ
や
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
予
定
地
に
着
い
た
。

手
。
こ
れ
が
森
本
、
大
島
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
三
氏
と
の
永
別
で
あ
っ
た
。

四
月
一
日
と
二
日
に
Ｒ
・
Ｎ
．
Ｃ
航
空
の
チ
ャ
タ
ー
機
で
、
パ
ト
ナ
か
ら
最
後
の
貨
物
と
隊
員
と
が
到
着
。
翌
三
日
、
す
ぐ
に
通
関
を

お
わ
り
、
そ
の
貨
物
と
共
に
ト
ラ
ッ
ク
で
プ
ラ
バ
ー
ホ
ー
ル
（
王
宮
の
隣
に
あ
る
貴
族
の
古
い
劇
場
、
ｗ
・
Ｈ
．
Ｏ
駐
在
の
正
垣
氏
の
斡

旋
で
借
用
）
に
移
転
し
た
。
隊
員
は
大
劇
場
の
豪
華
な
二
階
で
ゴ
ロ
森
、
シ
ェ
ル
パ
達
は
前
庭
の
芝
生
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
。

四
月
四
日
、
殆
ん
ど
二
十
四
時
間
の
徹
夜
で
七
ト
ン
の
装
備
と
食
糧
と
を
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
た
め
に
一
個
三
五
キ
ロ
宛
に
再
梱
包
し

た
。
官
庁
、
知
人
へ
の
出
発
の
挨
拶
廻
り
、
事
務
の
処
理
、
内
地
へ
の
便
り
等
、
全
員
実
に
忙
し
く
働
い
た
。
最
後
の
夜
、
梶
本
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
学
術
登
山
隊
の
会
食
に
招
か
れ
正
垣
氏
宅
で
歓
談
し
た
。
さ
ら
に
夜
更
け
、
隊
長
と
副
隊
長
と
は
、
や
っ
と
開
梱
さ
れ
た
お
み

や
げ
を
携
え
て
、
外
務
省
登
山
係
シ
ン
氏
の
自
宅
を
訪
問
、
か
え
り
に
は
恵
下
氏
宅
へ
挨
拶
に
立
寄
り
、
暗
闇
の
オ
ー
ル
ド
・
シ
テ
ィ
を

抜
け
て
深
夜
の
宿
舎
へ
か
え
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

rlワq，
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ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
標
高
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
穂
高
の
洞
沢
に
似
た
台
地
は
ま
だ
半
ば
雪
に
埋
れ
て
い
た
。
昨
年
マ
ッ
キ
ン
レ
ー

（
明
治
大
学
隊
）
へ
行
っ
た
高
木
隊
員
を
除
い
た
十
二
名
の
日
本
人
に
は
、
富
士
山
よ
り
も
高
い
は
じ
め
て
の
高
度
で
、
既
に
軽
い
頭
痛

を
訴
え
る
者
も
あ
っ
た
。
対
岸
に
は
処
女
峰
プ
ル
ピ
・
チ
ャ
チ
ュ
（
六
四
四
○
メ
ー
ト
ル
）
が
、
け
わ
し
い
氷
河
と
三
千
メ
ー
ト
ル
近
い
岩
肌

を
垂
直
に
見
せ
、
お
そ
ろ
し
い
よ
う
な
巨
体
を
す
え
て
い
た
。

主
峰
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
（
七
○
八
三
メ
ー
ト
ル
、
士
語
で
は
ロ
ン
ポ
・
ガ
ン
と
呼
ぶ
）
は
、
や
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
は
見
え
な
い
。
こ

こ
か
ら
プ
ル
ビ
・
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
を
約
二
○
キ
ロ
湖
っ
た
チ
零
ヘ
ッ
ト
国
境
に
連
な
る
山
稜
の
、
ま
だ
そ
の
奥
に
あ
る
と
い
う
。
防
寒

服
を
着
た
全
隊
員
は
メ
ス
テ
ン
ト
に
集
ま
っ
て
、
日
本
で
作
成
し
た
登
山
計
画
を
再
検
討
し
た
。
イ
ン
ド
の
通
関
・
輸
送
で
遅
れ
た
日
程

を
と
り
か
え
す
た
め
に
、
翌
十
六
日
か
ら
す
ぐ
に
攻
撃
を
は
じ
め
る
こ
と
に
決
め
た
。
前
半
の
コ
ー
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
ニ

隊
、
日
本
二
隊
の
記
録
を
よ
く
検
討
し
て
い
た
の
で
概
略
は
判
っ
て
い
た
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
頂
上
近
く
ま
で
に
は
六
個
の
キ
ャ
ン
プ
が
予
定
さ
れ
、
テ
ン
ト
や
炊
事
具
、
登
山
用
具
は
一
○
四
○
キ
ロ
、
食
糧
は
二
六

○
キ
ロ
、
写
真
材
料
は
六
○
キ
ロ
で
、
合
計
二
二
六
○
キ
ロ
の
荷
上
げ
量
が
計
算
さ
れ
た
。

隊
員
十
三
名
と
シ
ェ
ル
パ
十
三
名
と
が
登
山
に
あ
た
り
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
は
第
三
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
荷
上
げ
を
手
伝
わ
せ
る
こ

と
、
登
山
経
験
の
な
い
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
常
駐
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
の
警
戒
と
管
理
に
あ
た
り
、
テ
ン
ト
か

ら
四
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ぬ
よ
う
に
命
じ
た
。

四
月
十
六
日
、
中
野
副
隊
長
、
小
泉
、
山
田
、
浜
田
、
高
木
と
シ
ェ
ル
パ
六
名
と
は
、
偵
察
を
か
ね
て
氷
爆
の
末
端
へ
器
材
を
運
ぶ
。

第
一
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
ま
で
一
気
に
荷
上
げ
を
す
る
の
は
遠
す
ぎ
る
の
で
、
氷
河
へ
降
る
中
間
の
台
地
上
に
ゼ
ロ
．
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て

中
継
を
図
り
、
野
村
副
隊
長
以
下
は
シ
ェ
ル
パ
及
び
選
抜
し
た
十
五
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
率
い
て
荷
上
げ
を
は
じ
め
た
。

プ
ル
ビ
・
チ
ャ
チ
ュ
ン
ブ
氷
河
を
謝
る
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う
Ａ
Ｘ
Ｎ
Ｓ
拙
。
冊
寺
ャ
刈
号
〃
Ｊ
や
叩
４
Ｎ
・
氏
ｌ
、
印
川
合
例
叩
屏
Ｈ
ｑ
Ｈ
て
汎
テ
パ
ロ
ー
・
漣
Ｈ

ｒ
ｍ
ｇ
の
ｍ
Ｕ
の
回
天
（
ｇ
ｇ
ョ
）
い
①
①
。
才
○
ョ
０
，
０
コ
子
①
：
工
面
ゴ
ー
ロ
①
い
い
：
乏
一
子
三
庁
．
円
く
①
「
①
２
回
．
Ｑ
ｒ
プ
Ｏ
耐
①
｜
コ
子
①
け
凹
○
天
四
○
に
．
Ｑ

（
画
く
三
．
ｚ
ｏ
Ｎ
凹
乏
、
）
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四
月
十
七
日
、
最
初
の
氷
爆
は
中
心
を
避
け
右
岸
の
岩
壁
に
、
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
突
破
し
た
。
岩

登
り
は
シ
ェ
ル
パ
よ
り
も
隊
員
が
数
等
う
ま
い
。
隊
長
以
下
五
名
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
中
野
副
隊
長
、
森
田
、
三
シ
ェ
ル
パ
の
五
名
が
、
初

め
て
氷
河
上
の
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
泊
っ
た
。

第
二
と
第
三
キ
ャ
ン
プ
の
中
間
の
氷
爆
は
、
五
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
隊
長
等
が
ナ
ダ
レ
で
遭
難
し
た
難
所
で
あ
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
は
二
日
間
の
注
意
深
い
観
察
の
後
、
四
月
二
十
四
日
に
隊
長
、
森
田
、
サ
ー
ダ
ー
と
二
シ
ェ
ル
パ
の
五
名
で
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
進

ん
だ
。
Ｃ
３
は
氷
爆
上
の
安
定
の
悪
い
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
屋
上
に
あ
っ
て
、
い
つ
も
不
安
で
あ
っ
た
。
四
月
二
十
五
、
六
日
隊

長
と
森
田
は
、
Ｃ
４
へ
続
く
氷
の
迷
路
に
コ
ー
ス
を
作
っ
て
、
Ｃ
１
で
休
養
を
し
て
き
た
中
野
副
隊
長
に
引
継
い
だ
。

四
月
二
十
七
日
、
中
野
副
隊
長
、
サ
ー
ダ
ー
、
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
の
三
名
は
、
森
田
以
下
三
名
の
援
け
で
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の

氷
河
の
広
場
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
野
村
副
隊
長
の
指
揮
す
る
荷
上
げ
は
、
漸
や
く
Ｃ
２
に
集
ま
り
か
け
て
い
た
。

四
月
二
十
九
日
天
皇
誕
生
日
に
、
第
五
キ
ャ
ン
プ
に
進
み
た
い
と
い
う
希
望
は
、
荷
上
げ
の
都
合
で
一
日
遅
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
夜
よ

り
朝
に
か
け
て
快
晴
、
午
後
は
吹
雪
と
い
う
天
候
の
悪
い
ク
セ
が
つ
い
て
吹
雪
の
襲
来
は
毎
日
す
こ
し
ず
つ
早
く
な
っ
て
、
ラ
ン
タ
ン
と

ジ
ュ
ガ
ー
ル
の
山
城
で
は
そ
の
ま
ま
モ
ン
ス
ー
ン
に
つ
づ
い
て
し
ま
い
、
あ
と
で
隊
が
頂
上
近
く
か
ら
後
退
す
る
主
な
原
因
を
な
し
て
し

Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
５
ま
で
、
先
登
の
隊
は
僅
か
十
五
日
間
で
急
進
し
た
の
で
、
補
給
の
速
度
は
追
付
け
な
か
っ
た
。
悪
天
候
の
周
期
が
き
て

交
通
が
途
絶
え
る
と
、
集
積
の
で
き
て
い
な
い
Ｃ
３
以
上
は
孤
立
状
態
に
な
っ
て
、
展
開
直
後
か
ら
食
糧
と
燃
料
の
節
約
が
必
要
で
あ
っ

た
。
Ｃ
５
の
す
ぐ
上
に
は
中
央
山
稜
へ
つ
づ
く
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
が
あ
っ
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
で
足
場
を
き
り
な
が
ら
固
定
ロ
ー
プ
を

と
り
つ
け
る
の
に
、
不
足
の
資
材
を
下
か
ら
運
び
上
げ
る
日
と
、
嵐
の
日
と
が
続
い
た
の
で
八
日
間
を
費
し
て
し
ま
っ
た
。
登
肇
を
始
め

て
か
ら
快
調
の
隊
が
、
は
じ
め
て
経
験
し
た
大
き
な
焦
盧
で
あ
っ
た
。
五
月
五
日
、
母
国
で
は
男
の
節
句
の
日
。
登
頂
を
祝
っ
て
天
高
く

掲
げ
よ
う
と
し
て
携
え
た
鯉
の
ぼ
り
は
、
雪
嵐
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
で
わ
び
し
く
黒
と
緋
の
尾
を
垂
れ
て
い
た
。

ま
っ
た
。
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五
月
八
日
の
午
後
、
半
ば
雪
に
埋
れ
た
Ｃ
５
の
せ
ま
い
テ
ン
ト
で
、
隊
長
、
中
野
副
隊
長
、
赤
山
、
小
泉
、
森
田
、
野
沢
、
高
木
の
各

隊
員
と
、
サ
ー
ダ
ー
、
パ
サ
ン
・
プ
ー
タ
ル
２
号
の
九
名
が
、
登
頂
の
た
め
の
会
議
を
開
い
た
。
野
村
副
隊
長
ほ
か
五
名
の
隊
員
は
、
輸

送
任
務
の
た
め
Ｃ
４
以
下
の
テ
ン
ト
に
分
散
し
て
い
た
。
今
朝
、
Ｃ
５
に
い
た
尖
兵
達
は
氷
壁
に
固
定
ロ
ー
プ
を
つ
け
お
わ
っ
て
、
Ｃ
６

の
方
向
へ
道
を
つ
け
た
の
で
、
い
よ
い
よ
最
後
の
攻
撃
に
移
る
と
き
が
や
っ
て
き
た
。

会
議
の
決
定
は
、
明
九
日
に
小
泉
、
森
田
、
サ
ー
ダ
ー
の
第
一
隊
は
、
中
野
副
隊
長
以
下
四
名
の
援
助
で
Ｃ
６
に
前
進
し
、
そ
の
翌
十

日
は
頂
上
を
往
復
す
る
。
も
し
第
一
隊
が
成
功
す
れ
ば
、
翌
日
は
第
二
隊
と
し
て
中
野
、
赤
山
、
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
を
、
さ
ら
に
第

三
隊
に
隊
長
誇
塚
崎
、
ア
ン
・
ノ
ル
ブ
と
、
そ
れ
に
続
く
こ
と
の
で
き
る
人
員
と
い
う
こ
と
で
、
攻
撃
終
了
日
を
五
月
十
五
日
と
予
定
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｃ
５
に
は
中
野
副
隊
長
以
下
四
隊
員
と
三
シ
ェ
ル
パ
と
が
残
り
、
隊
長
以
下
は
Ｃ
４
へ
降
り
た
。

五
月
九
日
朝
七
時
の
定
時
交
信
で
、
Ｃ
５
の
無
線
電
話
は
「
強
風
の
た
め
上
に
は
動
け
な
ど
と
伝
え
て
き
た
。
十
時
頃
ち
ょ
っ
と
青

で
空
が
見
え
た
け
れ
ど
も
、
や
が
て
風
と
吹
雪
の
定
期
便
が
や
っ
て
き
た
。
登
頂
計
画
は
一
日
延
期
さ
れ
て
、
下
の
キ
ャ
ン
プ
だ
け
が
補
給

ま軒
の
た
め
交
通
を
し
た
。
食
糧
を
再
計
算
し
て
計
画
の
縮
少
と
再
配
分
と
を
、
無
電
と
手
紙
と
で
各
キ
ャ
ン
プ
に
指
示
し
た
。

峰
五
月
十
日
、
第
一
隊
は
氷
壁
を
越
え
て
中
央
山
稜
を
登
っ
た
が
、
ド
ル
ジ
エ
・
ラ
ク
パ
氷
河
側
の
新
雪
と
氷
と
に
悩
ん
で
、
つ
い
に
マ

主斗
デ
ィ
ァ
・
ピ
ー
ク
に
続
く
国
境
線
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
第
六
キ
ャ
ン
プ
は
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
稜
上
で
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の

』
ミ
ー
ド
型
テ
ン
ト
ー
張
で
あ
っ
た
。
塚
崎
ド
ク
タ
ー
と
野
沢
、
高
木
を
保
健
と
報
道
の
仕
事
の
た
め
に
Ｃ
５
へ
派
遣
し
た
。

五
月
十
一
日
（
小
泉
隊
員
の
日
記
）
。
四
時
ア
ラ
ー
ム
で
目
覚
め
る
と
夜
明
け
は
快
晴
。
六
人
用
テ
ン
ト
に
森
田
、
小
泉
、
サ
ー
ダ
ー

あ
と
三
十
三
メ
ー
ト
ル

第
六
キ
ャ
ン
プ
に
進
む
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の
三
人
だ
け
で
は
寒
い
。
中
央
山
稜
の
ド
ル
ジ
ェ
側
の
棚
に
あ
る
第
六
キ
ャ
ン
プ
を
、
頂
上
め
ざ
し
て
七
時
に
出
発
し
た
。
稜
線
上
は
ア

イ
ス
・
ビ
ル
が
階
段
上
に
あ
っ
て
進
め
な
い
の
で
、
左
よ
り
に
軽
い
ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
国
境
線
に
向
い
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
た
。
と
つ
ぜ
ん

先
頭
の
パ
サ
ン
が
、
四
メ
ー
ト
ル
程
の
浅
い
ク
レ
バ
ス
の
底
に
墜
落
し
た
。
負
傷
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
と
で
強
い
捻
挫
に
な
っ

た
。
今
日
は
偵
察
に
お
わ
っ
て
し
ま
い
、
吹
雪
の
中
を
Ｃ
６
へ
引
返
し
た
。
Ｃ
５
か
ら
中
野
副
隊
長
、
赤
山
、
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
、

ア
ン
・
ノ
ル
ブ
の
四
名
が
登
っ
て
き
て
、
隊
長
か
ら
の
指
示
を
伝
え
た
の
で
、
今
日
の
経
験
を
話
し
て
作
戦
を
た
て
た
。
夜
間
登
肇
の
意

見
も
出
た
が
シ
ェ
ル
パ
は
夜
の
行
動
を
嫌
っ
た
。
明
日
の
第
二
回
目
の
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
赤
山
、
小
泉
、
森
田
の
三
隊
員
。
中
野
副
隊
長

と
サ
ー
ダ
ー
以
下
の
三
シ
ェ
ル
パ
は
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

五
月
十
二
日
（
Ｃ
５
へ
登
っ
た
茂
野
隊
員
よ
り
の
手
紙
を
、
午
後
三
時
半
に
シ
ェ
ル
パ
が
Ｃ
４
に
携
え
て
き
た
。
）

「
梶
本
隊
長
殿
。
本
日
七
人
編
成
で
頂
上
ア
タ
ッ
ク
。
野
沢
さ
ん
は
シ
ェ
ル
パ
三
人
が
主
稜
線
に
出
た
の
を
十
一
時
半
に
目
撃
、
四
人
の

サ
ー
ブ
は
同
四
五
分
に
コ
ル
を
通
過
し
た
そ
う
で
す
。
コ
ル
か
ら
頂
上
ま
で
は
三
時
間
で
行
け
る
見
込
の
由
。
本
日
中
に
登
頂
は
ま
ち
が

い
な
い
が
、
Ｃ
５
ま
で
帰
幕
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
委
細
は
五
時
の
交
信
、
そ
れ
で
わ
か
ら
な
け
れ
ば
七
時
、
場
合
に
よ
っ

て
（
帰
っ
て
こ
な
け
れ
ば
）
茂
野
は
Ｃ
５
に
と
ま
り
、
あ
す
の
取
材
に
そ
な
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
三
時
、
Ｃ
５
に
て
、
茂
野
。
」
午
後
五

時
、
六
時
、
七
時
に
Ｃ
５
と
Ｃ
４
と
は
交
信
「
塚
崎
ド
ク
タ
ー
は
Ｃ
５
へ
帰
ら
な
い
。
強
風
の
た
め
テ
ン
ト
外
で
は
立
っ
て
お
れ
な
い
・

登
頂
成
功
し
て
全
員
Ｃ
６
へ
帰
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
」

ア
タ
ッ
ク
隊
赤
山
、
小
泉
、
森
田
の
三
名
は
、
マ
デ
ィ
ア
・
ピ
ー
ク
と
主
峰
の
コ
ル
に
登
り
、
昨
年
の
伊
藤
隊
の
引
返
し
点
を
過
ぎ
、

午
後
の
吹
雪
の
中
を
登
り
つ
づ
け
て
、
五
時
、
六
九
九
○
メ
ー
ト
ル
の
稜
線
に
ピ
ッ
ケ
ル
で
小
さ
な
雪
洞
を
つ
く
っ
て
、
防
寒
服
の
ま
ま

で
フ
ォ
ー
ス
ト
・
ビ
バ
ー
ク
を
し
て
い
た
。
夜
の
頂
上
は
、
ま
だ
遠
く
高
い
と
こ
ろ
に
聟
え
て
い
た
。

五
月
十
三
日
（
再
び
小
泉
隊
員
の
日
記
）
。
長
い
夜
が
明
け
た
。
昨
日
の
ル
ー
ト
を
伝
わ
っ
て
国
境
線
へ
出
た
。
チ
尋
ヘ
ッ
ト
側
を
覗
き

こ
む
と
、
瓦
を
積
ん
だ
よ
う
な
岩
肌
の
上
に
雪
庇
が
は
り
だ
し
て
い
た
。
稜
線
は
危
な
く
て
登
れ
な
い
。
ト
ッ
プ
を
交
代
し
な
が
ら
一
歩
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ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
切
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
側
の
傾
斜
四
○
’
七
○
度
の
氷
雪
の
壁
を
登
っ
た
。
九
時
頃
か
ら
ガ
ス
が
か
か
り
は
じ
め
て
、
豆

粒
の
よ
う
な
Ｃ
７
の
テ
ン
ト
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
十
一
時
頃
に
は
風
雪
が
は
げ
し
さ
を
増
し
、
吹
雪
の
合
い
間
に
ち
ら
っ
と
見
え
る

頂
上
は
、
も
う
殆
ん
ど
高
さ
が
な
い
・
直
線
距
離
で
二
百
メ
ー
ト
ル
位
だ
。
ト
ッ
プ
の
ス
テ
ッ
プ
が
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
吹

雪
に
な
っ
て
い
た
。
や
や
安
全
な
テ
ラ
ス
に
三
名
が
集
り
思
案
を
し
た
。
「
こ
の
ま
ま
行
こ
う
」
と
い
う
意
見
も
で
た
。
今
朝
か
ら
の
速

度
を
考
え
る
と
、
吹
雪
の
頂
上
ま
で
ま
だ
五
’
六
時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
。
頂
上
付
近
で
ビ
バ
ー
ク
は
必
至
で
あ
る
。
や
っ
て
や
れ
な
い

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
吹
雪
の
中
の
む
ず
か
し
さ
、
七
千
メ
ー
ト
ル
で
の
初
め
て
の
経
験
、
隊
全
体
の
余
力
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と

を
考
え
合
せ
て
、
無
理
の
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
も
う
い
ち
ど
各
自
が
、
自
問
自
答
。
し
ば
ら
く
寒
い
時
間
が
流
れ
た
。

「
よ
し
帰
ろ
う
。
」
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
は
非
情
の
山
で
あ
っ
た
。
航
空
自
衛
隊
か
ら
借
用
し
て
き
た
高
度
計
は
七
○
五
○
メ
ー

ト
ル
を
示
し
て
い
た
。
頂
上
ま
で
あ
と
高
さ
三
十
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

後
退
、
吹
雪
の
壁
の
降
り
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
毎
に
た
い
へ
ん
疲
れ
た
。
午
後
四
時
に
ビ
や
ハ
ー
ク
点
に
辿
り
着
き
、
埋
っ
た
雪
穴
を
掘
り

出
し
て
、
も
う
一
晩
、
着
衣
の
ま
ま
で
苦
し
い
ビ
バ
ー
ク
を
し
た
。
翌
十
四
日
は
Ｃ
６
と
５
を
経
て
、
Ｃ
４
ま
で
下
っ
た
。

五
月
十
一
日
（
梶
本
隊
長
の
日
記
）
。
今
日
は
登
頂
の
日
で
あ
る
。
す
雫
へ
て
の
準
備
と
展
開
と
は
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
天
に
聟

え
る
未
踏
の
頂
き
に
初
登
す
る
わ
れ
わ
れ
の
選
手
を
見
な
が
ら
、
国
境
へ
登
っ
て
み
よ
う
と
思
い
た
ち
、
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
待
機
し
て
い

た
番
場
隊
員
と
、
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
以
下
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
引
率
し
、
午
前
八
時
に
テ
ン
ト
を
出
発
し
た
。
そ
し
て
ロ
ー
プ
で
結
び
あ

っ
た
二
組
は
、
殆
ん
ど
休
む
こ
と
な
く
六
時
間
の
ラ
ッ
セ
ル
を
つ
づ
け
て
チ
寺
ヘ
ッ
ト
と
の
国
境
に
達
し
た
。
吹
雪
の
定
期
便
が
や
っ
て
き

た
の
で
、
雪
穴
を
掘
っ
て
夕
刻
ま
で
待
ち
、
落
伍
し
た
シ
ェ
ル
パ
一
名
を
コ
ル
に
残
し
て
、
日
没
前
の
晴
れ
間
に
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ピ
ー

ク
（
六
七
○
五
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
上
に
立
っ
た
。
一
九
五
五
年
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
一
九
六
○
年
の
日
本
東
海
隊
に
つ
づ
い
て
、
い
ま
私
ど
も
は

a

ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・
ピ
！
ク
の
頂
上
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五
月
十
’
十
三
日
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
待
機
し
て
い
た
野
村
副
隊
長
と
山
田
隊
員
、
ツ
ェ
リ
ン
・
タ
ル
ヶ
、
イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
四
名

は
、
レ
デ
ィ
ス
の
氷
河
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
南
側
か
ら
レ
デ
ィ
ス
・
ピ
ー
ク
（
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
攻
め
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
隊

の
か
な
し
さ
、
ハ
ー
ケ
ン
類
が
不
足
し
て
頂
上
近
く
か
ら
引
返
し
、
プ
ル
ビ
峰
に
つ
な
が
る
国
境
稜
線
の
上
に
六
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
無

名
峰
を
発
見
し
た
の
で
、
転
じ
て
五
月
十
三
日
、
そ
の
白
い
ド
ー
ム
状
の
頂
上
に
登
り
グ
マ
ジ
・
ピ
ー
ク
（
の
ご
冒
少
閏
ネ
パ
ー
ル
語
で
円
い

峰
）
と
命
名
し
た
。

五
月
十
四
日
、
登
頂
隊
に
退
却
を
命
じ
た
。
「
必
要
な
最
少
限
の
荷
を
も
っ
て
下
山
。
最
後
尾
は
中
野
副
隊
長
指
揮
。
全
員
の
Ｂ
Ｃ
下

山
は
五
月
二
十
日
ｌ
」
五
月
十
八
日
、
午
後
二
時
、
ラ
ジ
オ
で
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
登
山
中
の
大
阪
市
大
隊
遭
難
の
放
送
を
聞
い
た
。

判
読
で
き
ぬ
ま
ま
に
誤
報
で
あ
る
よ
う
に
神
に
祈
っ
た
。

六
月
一
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
か
え
り
、
隊
員
は
飛
行
機
と
汽
船
と
に
分
れ
、
六
月
中
旬
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
帰
国
し
た
。

（
附
記
）
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
主
峰
は
一
九
六
二
年
五
月
三
、
五
日
に
、
全
日
本
山
岳
連
盟
第
三
次
登
山
隊
が
登
頂
、
全
員
が
三
回
に
わ
た
り
反
覆
し
て
頂
上
に
立
つ

と
い
う
見
事
な
成
功
を
お
さ
め
た
。
そ
の
概
要
は
本
誌
次
号
に
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
氷
雪
の
頂
上
の
三
番
目
の
登
筆
者
に
な
っ
た
。
謎
の
国
チ
等
ヘ
ッ
ト
は
コ
ー
ヒ
ー
色
の
果
て
し
な
い
高
原
で
あ
っ
た
。

頂
上
に
日
の
丸
と
ネ
パ
ー
ル
国
旗
と
岳
連
旗
と
を
た
て
、
そ
の
下
に
日
本
ア
ル
プ
ス
や
大
陸
の
戦
場
に
散
っ
た
山
仲
間
の
写
真
と
遺
骨

と
を
金
色
の
壷
に
納
め
て
埋
め
た
。
主
峰
の
頂
き
は
北
西
二
キ
ロ
に
ひ
と
き
わ
高
く
、
は
っ
き
り
と
見
え
た
が
、
登
頂
の
し
る
し
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
午
後
七
時
、
Ｃ
４
に
か
え
る
。
一
日
に
九
百
メ
ー
ト
ル
の
登
降
は
す
こ
し
過
労
で
あ
っ
た
。

グ
マ
ジ
・
ピ
ー
ク
の
登
頂

退

却
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マッキンレー登頂記

母
校
明
治
大
学
開
校
八
十
周
年
（
一
九
六
○
年
）
に
際
し
、
学
校
当
局
か
ら
海
外
遠
征
登
山
の
誘
い
を
受
け
た
こ
と
か
ら
発
足
し
た
マ

ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
は
、
結
局
、
明
治
大
学
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
「
ア
ラ
ス
カ
地
域
綜
合
学
術
調
査
団
」
と
い
う
名

称
の
も
と
に
、
考
古
学
・
民
俗
学
・
地
理
学
の
三
部
門
か
ら
ア
ラ
ス
カ
州
の
ほ
ぼ
全
域
に
亘
り
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー

登
山
は
地
理
学
班
の
中
に
包
含
さ
れ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
山
岳
部
と
し
て
は
、
も
と
よ
り
一
本
立
ち
の
登
山
隊
と
し
て
行
き
た
か
っ

た
が
、
す
で
に
一
九
五
九
年
度
の
海
外
登
山
の
外
貨
は
割
り
当
て
ず
み
に
な
っ
て
お
り
、
内
部
的
に
も
登
山
隊
だ
け
の
遠
征
で
は
学
校
も

資
金
を
出
し
し
ぶ
る
様
子
も
み
え
た
の
で
、
形
は
ど
う
と
も
あ
れ
、
海
外
の
登
山
・
氷
河
の
あ
る
山
登
り
を
経
験
で
き
る
機
会
を
逃
す
今
へ

き
で
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
国
を
出
る
ま
で
は
学
術
調
査
隊
の
衣
を
か
ぶ
っ
て
準
備
を
す
す
め
ね
ば
な
ら
ぬ
不
利
・
不
便
を
承
知
の

上
で
実
行
に
踏
み
切
っ
た
。
隊
員
の
中
に
、
南
極
観
測
隊
に
参
加
し
た
地
理
調
査
所
の
鍛
治
晃
三
技
官
を
加
え
て
、
「
氷
河
流
下
の
観
測
」

を
盛
り
こ
ん
だ
の
も
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
。
調
査
団
全
部
に
対
す
る
学
校
か
ら
の
資
金
は
五
○
○
万
円
、
外
に
読
売
新
聞
社
の

後
援
費
五
○
○
万
円
、
合
計
一
千
万
円
の
頭
金
を
も
っ
て
計
画
は
進
め
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
計
画
が
す
す
む
に
従
っ
て
、
こ
れ
で
は
資

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
頂
記

－

，

発

端

交
野
武
一
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金
が
不
足
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
登
山
に
関
す
る
直
接
費
は
登
山
隊
自
身
で
造
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
だ
が
経
費
の
全
額
を

募
金
に
依
ら
な
い
で
行
け
る
こ
と
は
、
恵
ま
れ
た
隊
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
が
隊
を
出
す
こ
と
に
決
定
し
た
そ
の
頃
、
早
稲
田
大
学
の
０
．
Ｂ
吉
阪
隆
正
君
達
も
、
時
を
同
じ
く
し
て
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登

山
を
計
画
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
国
内
的
に
も
募
金
そ
の
他
の
事
柄
を
処
理
す
る
た
め
の
不
利
を

避
け
る
上
か
ら
も
、
ま
た
彼
の
地
に
渡
っ
て
か
ら
の
行
動
上
の
思
惑
か
ら
も
、
一
つ
の
隊
と
し
て
行
き
得
れ
ば
と
吉
阪
君
達
と
話
し
あ
っ

た
。
当
時
す
で
に
吉
阪
君
達
は
、
現
地
に
関
す
る
新
ら
し
い
諸
資
料
を
入
手
し
て
お
ら
れ
て
、
当
初
わ
れ
わ
れ
の
計
画
の
樹
立
に
は
大
い

に
た
す
か
っ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
早
・
明
が
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
登
頂
を
争
う
か
の
如
く
世
間
か
ら
と
ら
れ
る
こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
気
に
す
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の
思
い
上
り
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
野
球
の
リ
ー
グ
戦
の
つ
づ
き
み
た
い
に
考
え
る
向
き

が
な
い
で
も
な
い
・
登
山
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
ア
ル
プ
ス
で
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
め
ぐ
り
、
国
内
で
は
槍
ケ
岳
の
北
鎌
尾
根
の
初
登
肇

を
め
ぐ
っ
て
、
二
者
が
相
争
っ
た
か
の
如
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
は
る
ば
る
ア
ラ
ス
カ
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
二
の
舞
い
を
演

じ
た
く
は
な
か
っ
た
。
国
内
で
こ
そ
早
稲
田
だ
明
治
だ
と
言
っ
て
も
、
彼
の
地
に
渡
っ
て
し
ま
え
ば
、
日
本
登
山
隊
の
一
語
で
片
付
け
ら

れ
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
。
若
し
二
隊
が
別
行
動
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
万
が
一
事
故
が
い
ず
れ
か
に
起
っ
た
際
に
は
、
一
方
の
隊
は

自
ら
の
ス
ケ
デ
ュ
ー
ル
を
中
止
し
て
も
救
援
に
赴
く
、
へ
き
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
隊
を
一
つ
に
ま
と
め
る
問
題
に
つ
い
て
難
色
を

示
し
た
の
は
、
夫
々
の
後
援
者
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
報
道
関
係
と
あ
っ
て
、
期
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
の
後
援
で
あ
る
か
ら
、
二
隊

を
一
隊
に
ま
と
め
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
一
隊
を
中
止
さ
せ
た
か
っ
た
と
言
う
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
は
考
え
る
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
全
く
嫌
な
想
い
で
あ
っ
た
。
別
に
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
糸
を
引
い
た
訳
で
は
な
い
と
思
う
が
、
帰
国
し
て
か
ら
、
早
・
明
が
登
っ

た
と
か
登
ら
な
い
と
か
が
一
部
の
世
間
の
話
題
に
な
り
、
は
て
は
ウ
オ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
か
ら
問
い
合
せ
ま
で
い
た
だ
い
た
。
と
も
角
も

初
旅
を
無
事
に
終
え
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
実
に
後
味
の
わ
る
い
想
い
で
あ
っ
た
。

結
局
、
早
明
両
隊
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
高
日
本
山
岳
会
長
の
御
助
言
に
よ
っ
て
、
明
治
は
地
理
学
班
登
山
隊
と
し
て
マ
ッ
キ
ン
レ
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マッキンレー登頂記

－
山
に
登
り
、
早
稲
田
は
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
カ
ナ
ダ
を
縦
断
し
て
の
自
動
車
旅
行
を
旗
印
と
し
て
》
余
力
が
あ
っ
た
ら
マ
ッ
キ
ン
レ

ー
山
に
登
る
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
面
目
は
た
て
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
両
隊
員
の
中
に
は
あ
き
た
ら
な
い
者
も
い
た
の
は
止
む
を
得
な

い
が
、
後
事
は
万
事
両
隊
長
の
間
で
判
断
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
の
登
山
に
つ
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
（
米
国
政
府
機
関
）
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
届
出
の
書
類
に
は
救
助
隊
を
き
め
て
、
登
山
隊
長
と
救
助
隊
長
は
契
約
書
を
作
っ
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
人
数
の

少
な
い
早
大
隊
の
救
助
隊
と
し
て
、
明
大
隊
の
一
部
の
者
が
申
請
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
柄
は
両
隊
長
間
で
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
後
援
者
に
対
し
て
は
当
初
言
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
ん
と
言
っ
て
も
、
異
国
の
山
中
で
お
互
い
に
頼
り
あ
え
る
こ
と

が
、
い
ず
れ
も
雑

は
強
味
で
あ
る
。

わ
が
部
が
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
（
六
一
九
一
メ
ー
ト
ル
）
に
登
山
の
目
標
を
定
め
た
の
は
、
ア
ラ
ス
カ
・
レ
イ
ン
ジ
の
初
登
頂
の
山
を
ね
ら
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
実
力
で
登
り
得
る
だ
ろ
う
山
で
あ
る
と
言
う
点
で
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
の
山
で
あ
る
と
言
う
こ

と
で
、
或
る
程
度
の
登
高
慾
は
み
た
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
準
備
に
際
し
て
あ
れ
こ
れ
と
渉
猟
し
た
ア
ラ
ス
カ
関
係
の
書
物
の
中
で
、
吉

沢
一
郎
氏
が
第
二
次
大
戦
中
に
出
さ
れ
た
「
北
の
山
・
南
の
山
」
の
ア
ラ
ス
カ
の
稿
の
終
り
に
「
米
国
と
の
間
に
今
日
の
様
に
モ
ャ
モ
ャ

が
な
く
な
っ
た
ら
、
ア
ラ
ス
カ
の
処
女
峰
へ
太
平
洋
を
斜
め
に
横
切
っ
て
行
く
事
も
面
白
い
と
思
う
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
は
、
支

那
の
属
国
位
に
し
か
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
か
ら
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
や
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
や
Ｇ
・
ブ
ラ
ウ
ン
等
を
向
う
に
廻
し
て
、

ア
ラ
ス
カ
の
巨
峰
を
征
服
す
る
事
な
ど
も
、
一
面
か
ら
考
え
れ
ば
米
国
人
の
認
識
を
改
め
さ
せ
、
日
本
の
国
威
を
宣
揚
さ
せ
る
一
手
段
と

し
て
は
持
っ
て
来
い
の
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
は
米
人
に
よ
っ
て
何
回
も
登
ら
れ

た
山
で
は
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
充
分
に
意
慾
を
燃
え
上
が
ら
せ
得
る
未
知
の
巨
峰
で
あ
っ
た
。

二
、

準

備
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装
備
の
中
で
唯
一
つ
わ
れ
わ
れ
な
り
に
工
夫
し
た
の
は
、
ア
ザ
ラ
シ
皮
を
滑
走
面
の
真
中
に
張
り
つ
け
た
短
ス
キ
ー
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
の
氷
河
の
登
降
に
非
常
に
役
に
た
っ
た
。
そ
の
他
は
マ
ナ
ス
ル
隊
や
南
極
越
冬
隊
の
も
の
を
指
針
と
し
て

調
度
を
そ
ろ
え
た
。
食
糧
は
二
カ
月
間
の
氷
雪
上
の
生
活
に
充
分
耐
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
行
っ
た
が
、
乾
燥
し
た
酷
寒
地
帯
の
生
活
に

は
可
な
り
ち
ぐ
は
ぐ
な
も
の
が
あ
っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
を
飛
行
機
で
入
る
登
山
の
場
合
に
、
何
よ
り
も
重
要
な
装
備
と
し
て
携
行
す
、
へ
き
無
線
通
信
機
を
軽
視
し
た
訳
で
は
な
い

準
備
に
と
り
か
か
っ
て
何
よ
り
面
喰
っ
た
の
は
、
輸
送
の
仕
事
と
そ
の
方
法
で
あ
る
。
登
山
そ
の
も
の
の
資
料
は
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン

氏
が
Ａ
Ａ
Ｃ
の
年
報
に
記
さ
れ
、
ま
た
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
等
に
も
記
さ
れ
て
あ
っ
た
し
、
パ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
刊
行

物
で
事
た
り
た
が
、
日
本
か
ら
の
荷
物
を
輸
送
す
る
確
実
な
資
料
を
つ
か
む
ま
で
の
不
安
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
問

題
は
結
局
、
交
野
、
高
橋
が
先
発
し
て
シ
ア
ト
ル
に
赴
い
て
、
そ
れ
か
ら
先
の
船
便
と
陸
揚
げ
し
て
か
ら
、
登
山
基
地
ま
で
の
陸
運
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
は
全
く
不
安
で
あ
っ
た
。
第
四
十
九
番
目
の
州
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ア
ラ
ス
カ
に
つ
い
て
、
特
に
交
通
、
冬
期
間
の
輸
送

は
ま
こ
と
に
不
便
、
不
確
実
で
あ
る
。
今
日
ノ
ー
ス
・
ウ
エ
ス
ト
機
に
よ
れ
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
調
査
団
全
体
の
五
噸
に
余
る
資
材
の
航

空
運
賃
は
、
登
山
隊
の
背
負
い
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

装
備
、
食
糧
を
定
め
る
に
先
だ
っ
て
登
路
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
開
発
の
大
先
達
で
あ
る
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ

ー
ン
氏
か
ら
の
指
示
に
は
、
東
南
面
の
未
登
路
を
登
っ
て
み
な
い
か
と
あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
一
九
五
七
年
以
来
数
隊
に
よ
っ
て
登
ら

れ
た
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
か
ら
の
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
を
経
て
登
る
ル
ー
ト
を
採
る
こ
と
に
定
め
た
。

装
備
、
食
糧
に
つ
い
て
は
部
と
し
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
か
ら
、
将
来
に
そ
な
え
て
無
駄
は
承
知
の
上
で
、
出
来
る
限
り
の
重
装
備

を
も
っ
て
万
全
を
計
っ
た
。
吉
阪
君
達
か
ら
重
巡
洋
艦
装
備
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
い
さ
さ
か
早
大
隊
の
お
役
に
も
た
っ
た
筈
で
あ

る
。
ま
た
偶
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
行
き
ち
が
い
に
登
っ
て
遭
難
事
故
の
生
じ
た
ア
メ
リ
カ
ニ
隊
の
救
援
に
も
、
い
さ
さ
か
お
役
に
た

る
ｃ
ま
た
偶
然
（

っ
た
訳
で
あ
る
。
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が
、
無
線
通
信
の
扱
い
と
心
得
の
あ
る
隊
員
を
持
た
な
い
わ
れ
わ
れ
は
、
止
む
を
得
ず
、
定
時
飛
来
を
約
束
し
た
飛
行
機
と
の
空
地
連
絡

を
サ
イ
ン
・
ボ
ー
ド
で
代
替
す
る
こ
と
に
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
も
、
か
つ
て
の
登
山
隊
で
サ
イ
ン
・
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
隊
も
あ
る
と
言
っ

て
い
た
。
然
し
な
が
ら
、
現
地
に
行
っ
て
基
地
か
ら
百
マ
イ
ル
山
に
入
っ
た
氷
河
の
中
に
幕
営
し
て
、
吹
雪
か
れ
て
先
ず
感
じ
た
不
安

は
、
事
故
の
起
っ
た
時
の
連
絡
を
い
か
に
す
ゃ
へ
き
か
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
ア
ラ
ス

カ
電
信
電
話
会
社
の
フ
ィ
ー
ル
ド
社
長
の
御
好
意
で
、
波
長
登
録
済
み
の
強
力
な
無
線
通
信
機
を
貸
し
て
い
た
だ
い
て
携
行
し
た
。
だ
が
、

そ
び
え
た
つ
岩
稜
に
さ
え
ぎ
ら
れ
た
氷
河
地
帯
の
中
で
は
、
通
信
が
で
き
な
か
っ
た
。
無
電
中
継
基
地
ま
で
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
四
五

五
○
メ
ー
ト
ル
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
で
は
働
ら
い
た
が
、
寒
冷
に
弱
い
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
の
無
線
機
は
、
天
幕
の
外
で
の
わ
ず
か
な
交
信
で

音
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
わ
れ
わ
れ
の
後
に
や
っ
て
来
た
ア
ラ
ス
カ
隊
の
携
行
し
て
い
た
小
型
の
無
線
機
の
お
蔭
で
、
下
山
時
の
基

地
と
の
連
絡
が
と
れ
た
。
小
型
の
も
の
は
保
温
が
し
や
す
い
け
れ
ど
、
こ
れ
と
て
も
Ｃ
ｌ
９
．
位
の
テ
ン
ト
外
で
の
交
信
は
、
二
十
分
位

で
声
が
消
え
て
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
に
登
頂
前
後
に
見
舞
わ
れ
た
荒
天
つ
づ
き
の
問
も
、
ま
た
登
山
中
に
お
い
て
も
事
故

が
な
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
も
の
の
、
若
し
事
故
が
生
じ
た
と
し
た
ら
と
考
え
て
み
る
と
、
寒
々
と
し
た
心
持
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
・

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
、
つ
ま
り
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
国
立
公
園
内
に
あ
る
高
山
岳
に
登
る
場
合
に
は
、
米
国
政
府
機
関
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
パ
ー
ク
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
登
山
の
申
請
を
し
た
上
で
、
現
地
に
お
い
て
装
備
全
般
に
つ
い
て
点
検
を
う
け
、
更
に
飛
行
機
を
使
用
す

る
場
合
に
は
、
着
地
点
及
び
物
資
投
下
の
地
点
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

飛
行
機
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
か
ら
前
も
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ド
ン
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
を
推
薦
さ
れ
て
い
た
。
シ

ェ
ル
ダ
ン
は
今
日
ア
ラ
ス
ヵ
き
っ
て
の
名
ブ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、
特
に
氷
河
上
に
着
陸
す
る
こ
と
で
は
斯
界
で
の
腕
達
者

で
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
に
つ
い
て
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
彼
は
ア
ラ
ス
カ
鉄
道
沿
線
の
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
で
エ
ヤ
ー
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
営
ん

で
い
る
好
漢
で
あ
る
。
飛
行
機
を
操
つ
る
た
め
に
生
れ
て
き
た
よ
う
な
人
間
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
九
月
に
Ｏ
Ｂ
後
藤
大
策
が
商
用
で
北
米
に
赴
く
つ
い
で
に
、
諸
々
の
現
地
調
査
を
依
頼
し
た
。
後
藤
は
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
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Ｇ
・
木
村
氏
を
介
し
て
、
シ
ェ
ル
ダ
ン
に
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
か
ら
や
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
輸
送
・
物
資
の
補
給
を
予
約
し
、
ボ
ス
ト
ン
に

廻
り
ウ
オ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ー
ン
氏
か
ら
登
山
に
参
考
に
な
る
各
種
の
写
真
、
等
高
線
の
入
っ
た
だ
け
の
ウ
氏
作
製
の
五
万
分
の
一
マ
ッ
キ
ン
レ

ー
山
周
辺
の
地
図
を
入
手
し
て
来
た
。
こ
れ
ら
に
依
っ
て
登
山
の
ル
ー
ト
を
決
定
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
数
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
出
発

を
間
近
か
に
ひ
か
え
た
時
に
ウ
氏
か
ら
大
変
な
依
頼
を
う
け
た
。
そ
れ
は
一
九
五
一
年
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
南
峰
に
登
頂
の
際
に
、
山
頂

に
樹
て
た
竹
製
の
ポ
ー
ル
が
、
一
九
五
七
年
に
登
っ
た
連
中
が
行
っ
た
際
に
、
そ
の
ポ
ー
ル
を
樹
て
た
位
置
が
北
に
ず
れ
て
ポ
ー
ル
が
曲

っ
て
い
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
ポ
ー
ル
を
、
す
で
に
ド
ン
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
気
付
で
送
っ
て
あ
る
特
殊
テ
ー
プ
で
補
強
の
上
、
指
示
通

り
の
角
度
か
ら
写
真
を
と
っ
て
来
い
と
英
・
和
両
文
の
説
明
の
つ
い
た
写
真
を
添
付
し
て
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

隊
員
の
決
定
ｌ
山
岳
部
と
し
て
の
海
外
登
山
の
経
験
峰
、
ナ
ス
ル
隊
に
参
加
し
た
大
塚
博
美
だ
け
で
あ
る
。
当
然
大
塚
を
隊
の
責
任

者
と
し
て
隊
は
編
成
さ
れ
る
零
へ
き
で
あ
っ
た
が
、
勤
務
先
の
都
合
に
よ
っ
て
ｌ
雪
男
調
査
隊
に
参
加
の
た
め
Ｉ
駄
目
に
な
り
、
一
九

五
九
年
も
お
し
つ
ま
っ
て
か
ら
、
Ｏ
Ｂ
交
野
武
一
金
）
を
隊
長
と
し
て
、
同
じ
く
Ｏ
Ｂ
か
ら
金
沢
恒
雄
弱
）
、
高
橋
進
釣
）
、
藤
田

佳
宏
分
）
の
四
名
に
、
学
生
か
ら
東
真
人
２
）
、
小
林
孝
次
兎
）
、
三
室
喜
義
ａ
）
、
土
肥
正
毅
罰
）
の
四
名
、
外
に
第
二
次

南
極
地
域
観
測
隊
に
参
加
し
た
地
理
調
査
所
技
官
の
鍛
治
晃
三
（
犯
）
を
加
え
て
、
九
名
が
隊
員
に
決
定
さ
れ
た
。

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
後
援
者
で
あ
る
読
売
新
聞
社
、
日
本
テ
レ
ビ
、
東
映
か
ら
夫
々
報
道
及
び
カ
メ
ラ
マ
ン
の
参
加
の
申
出
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
時
す
で
に
装
備
、
食
糧
と
も
に
パ
ッ
キ
ン
グ
に
か
か
っ
て
い
た
。
装
備
、
食
糧
の
追
加
よ
り
も
、
問
題
は
ポ
ー
タ

ー
を
雇
え
ぬ
現
地
で
、
こ
れ
ら
の
連
中
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
ま
ず
登
山
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
貰
っ
て
、
隊
と
し
て
は
彼
等
の
同
行
を
承
知
し
た
。
そ
し
て
読
売
新
聞
社
か
ら
報
道
記
者
と
し
て
片
柳
英
司
ａ
）
、
同
写
真
部
員

鈴
木
金
次
郎
命
）
、
日
本
テ
レ
ビ
映
画
部
高
木
真
金
）
、
東
映
撮
影
技
師
松
田
忠
彦
盆
）
の
四
名
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
登
山
隊

は
十
三
名
に
な
っ
た
。
隊
と
し
て
は
、
登
山
に
経
験
の
な
い
こ
れ
ら
四
名
の
特
殊
任
務
の
連
中
を
連
れ
て
登
る
の
は
、
頭
痛
の
種
で
あ
っ

た
。
だ
が
然
し
今
回
の
登
山
を
結
果
か
ら
断
ず
れ
ば
、
彼
等
四
名
ｌ
片
柳
記
者
は
不
幸
発
病
第
一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
下
山
ｌ
の
頭
が
下
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一
九
六
○
年
三
月
一
日
に
横
浜
を
で
る
三
井
船
舶
の
明
石
山
丸
で
荷
を
送
り
出
し
、
三
月
十
八
日
に
明
石
山
丸
シ
ア
ト
ル
入
港
予
定
の

知
ら
せ
を
受
け
て
、
三
月
十
六
日
に
交
野
、
高
橋
は
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
通
関
処
理
、
及
び
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
海
・
陸
輸
送
の
手

配
、
確
認
、
現
地
調
度
品
の
手
配
等
の
た
め
に
ノ
ー
ス
・
ウ
エ
ス
ト
機
で
先
発
し
た
。

四
月
五
日
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
本
隊
到
着
。
Ｇ
・
木
村
氏
宅
に
落
ち
つ
い
て
、
隊
員
は
夫
々
分
担
し
て
現
地
調
度
物
品
の
買
付
に
あ
た

り
、
隊
長
は
Ｇ
・
木
村
、
Ｌ
・
ラ
ー
ソ
ン
氏
の
案
内
で
エ
ル
メ
ン
ド
ル
フ
の
ア
ラ
ス
カ
空
軍
基
地
に
司
令
官
Ｃ
⑥
Ｆ
・
ネ
ク
ラ
ソ
ン
氏
を

訪
ね
、
登
山
中
に
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
際
の
救
援
を
お
願
い
し
て
承
諾
を
得
た
。

四
月
七
日
。
国
を
出
る
ま
で
は
止
む
な
く
学
術
調
査
隊
の
衣
を
か
ぶ
っ
て
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
ア
ラ
ス
カ
に
来
て

し
ま
え
ば
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山
隊
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
身
も
心
も
す
っ
き
り
し
た
思
い
で
あ
る
。
午
後
九
時
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
駅
か
ら

ア
ラ
ス
カ
鉄
道
に
の
り
こ
ん
で
、
街
灯
一
つ
な
く
黒
く
凍
て
つ
い
た
深
夜
の
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
に
着
い
た
。
空
輸
を
引
受
け
て
く
れ
た
ド

ン
・
ジ
ェ
ル
ダ
ン
に
迎
え
ら
れ
て
、
フ
ェ
ァ
ピ
ュ
ー
・
イ
ン
と
ロ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス
と
言
う
旅
舎
に
分
宿
。

四
月
八
日
。
隊
は
宿
舎
を
シ
ェ
ル
ダ
ン
の
格
納
庫
に
移
し
た
。
こ
こ
し
ば
ら
く
降
り
つ
づ
い
て
い
る
と
い
う
雪
は
、
い
く
ら
か
小
止
み

に
な
っ
た
が
、
空
は
ひ
く
い
。
早
朝
、
シ
ェ
ル
ダ
ン
は
装
備
点
検
を
す
る
国
立
公
園
管
理
事
務
所
の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
を
迎
え
に
、
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
パ
ー
ク
に
飛
び
出
し
た
。
隊
員
総
が
か
り
で
荷
を
ほ
ど
き
、
空
輸
向
き
に
整
理
す
る
。
午
後
、
シ
ェ
ル
ダ
ン
が
伴
っ
て
来
た
二
名

が
る
よ
う
な
協
力
が
な
か
っ
た
ら
、
成
功
し
た
か
ど
う
か
と
も
思
え
る
ほ
ど
、
テ
ン
ト
間
の
輸
送
、
登
山
隊
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
努
力
に
、
心
か
ら
敬
服
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
広
い
社
会
生
活
に
経
験
の
あ
る
連
中
の
加
っ
て
い
た
こ
と
は
、
吹
雪
に
と
じ
こ
め
ら

れ
て
若
い
隊
員
の
心
持
が
滅
入
り
が
ち
の
キ
ャ
ン
プ
内
で
も
、
笑
い
の
種
が
ま
か
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
報
道
・
映
画
の
製
作
と
い
う
任
務

を
は
た
し
な
が
ら
、
彼
等
ほ
ど
登
山
行
動
に
挺
身
協
力
し
た
人
達
は
な
い
だ
ろ
う
。

三
、
登
山
行
動
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護
し
て
い
る
か
ら
、
金
も
埋

け
あ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

を
さ
か
ん
に
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
。

住
民
は
白
人
が
主
だ
が
、
ア
ラ
↓

だ
が
、
ア
ラ
ス

の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
点
検
を
受
け
た
。
装
備
、
食
糧
の
点
検
は
す
こ
ぶ
る
綿
密
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
重
装
備
に
つ

い
て
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
、
特
に
高
所
用
の
天
幕
を
ほ
め
て
い
た
。
だ
が
履
物
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
で
は
皮
靴
よ
り
も
甲
皮

に
空
気
を
つ
め
て
イ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ほ
ど
こ
し
た
防
寒
ゴ
ム
靴
を
推
奨
し
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
持
参
し
た
軽
く
作
ら
れ
た
毛
皮

を
内
側
に
つ
け
た
高
所
靴
を
手
に
と
っ
て
、
ぬ
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
注
意
を
受
け
た
。
着
陸
地
点
は
学
術
調
査
隊
の
お
か
げ
で
、
国
立
公

園
区
域
内
で
あ
る
三
一
二
○
メ
ー
ト
ル
の
カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
パ
ス
に
許
可
さ
れ
た
。

こ
れ
で
万
事
Ｏ
Ｋ
、
あ
と
は
天
気
ま
か
せ
、
隊
員
の
心
持
も
落
ち
つ
い
た
。

タ
ル
キ
ー
ト
ナ
は
、
人
口
二
○
○
名
た
ら
ず
の
小
部
落
で
あ
る
。
昔
時
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
時
代
に
は
、
探
鉱
者
が
群
が
っ
て
に
ぎ
わ

っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
今
は
二
軒
の
旅
舎
、
一
軒
の
雑
貨
店
、
チ
エ
ホ
フ
の
小
説
に
で
も
出
て
く
る
よ
う
な
木
造
家
屋
の
た
た
ず
ま
い
・

シ
ス
ト
ナ
河
は
凍
て
つ
い
て
河
原
は
白
く
広
が
り
、
こ
の
辺
の
ヘ
ム
ロ
ッ
ク
の
林
は
か
な
り
深
く
所
々
に
ム
ー
ズ
か
キ
ャ
リ
ブ
ー
の
糞
が

ち
ら
ば
っ
て
い
る
。
晴
れ
れ
ば
北
に
八
○
マ
イ
ル
の
彼
方
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
が
眺
め
ら
れ
る
と
言
う
。
格
納
庫
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
登
山

隊
の
荷
物
を
見
に
、
村
人
が
二
人
三
人
と
や
っ
て
来
る
。
誰
れ
も
が
全
く
素
朴
で
、
人
な
つ
っ
こ
ぐ
「
こ
ん
な
寒
い
の
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー

に
登
る
な
ん
て
気
狂
い
ざ
た
だ
」
と
皆
ん
な
が
言
う
。
け
れ
ど
わ
れ
わ
れ
の
日
本
製
の
装
備
に
は
お
ど
ろ
い
た
ら
し
く
、
「
ほ
ん
と
う
に

日
本
製
か
」
と
か
、
「
い
く
ら
か
：
…
・
」
と
目
を
見
は
っ
て
い
た
。
フ
ェ
ア
ビ
ュ
ー
・
イ
ン
は
男
世
帯
の
旅
舎
で
、
酒
場
も
あ
り
午
後
に

な
る
と
村
人
が
集
っ
て
来
て
玉
を
撞
き
、
カ
ー
ド
を
遊
び
一
杯
を
楽
し
ん
で
い
る
。
す
こ
ぶ
る
気
前
の
い
い
イ
ン
の
親
爺
は
、
缶
ビ
ー
ル

四
月
九
日
午
前
九
時
、
小
雪
は
や
ん
だ
が
空
は
ひ
く
い
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
シ
ェ
ル
ダ
ン
は
、
片
目
を
つ
ぶ
っ
て
右
手
の
人
差
指
で
輪
を

カ
・
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
や
エ
ス
キ
モ
ー
も
い
る
。
ア
ラ
ス
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
は
州
政
府
で
生
活
を
保

金
も
物
も
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
人
種
的
な
差
別
も
な
く
、
厳
し
い
自
然
の
中
に
仲
よ
く
助

(139）



つ
く
り
、
天
候
好
転
、
出
発
準
備
の
託
宣
を
う
け
、
第
一
便
に
交
野
は
最
少
限
の
露
営
用
具
と
十
二
名
一
日
分
の
食
糧
を
持
っ
て
飛
び
立

っ
た
。
こ
の
日
シ
エ
ル
ダ
ン
の
予
報
は
は
ず
れ
て
午
後
か
ら
再
び
降
雪
。
第
二
便
は
中
止
し
た
。
隊
長
塔
乗
の
第
一
便
機
は
雪
面
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
わ
る
く
、
予
定
の
三
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
パ
ス
に
着
陸
で
き
ず
、
一
段
さ
が
っ
た
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
二

四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
着
陸
し
た
。

四
月
十
日
正
午
頃
晴
れ
上
っ
て
、
二
便
、
三
便
と
空
輸
は
つ
づ
け
ら
れ
、
土
一
日
に
寺
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
設
営
を
了
し
た
。
、
ヘ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）
か
ら
の
眺
め
は
、
東
の
方
ノ
ー
ス
・
フ
オ
ー
ク
・
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
の
奥
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
の
西
壁
が
聲
え
立
ち
、
西

は
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
の
向
う
に
フ
オ
ー
レ
ー
カ
ー
（
五
二
一
○
三
メ
ー
ト
ル
）
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
Ｂ
Ｃ
の
辺
り
で
氷
河
の
幅
は
二
○
○
○
メ
ー
ト

ル
。
ノ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ク
・
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
に
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
、
広
々
し
た
雪
原
で
あ
る
。

四
月
十
四
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
１
）
（
三
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
隊
員
は
ス
キ
ー
で
登
り
、
荷
は
空
輸
し
た
。
第
六
便
が
薄
暮
Ｃ
１
に

着
陸
す
る
時
に
、
左
翼
を
雪
面
に
突
き
こ
ん
で
脚
を
曲
げ
て
横
転
し
た
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
携
行
し
た
修
理
材
料
を
工
夫
し
て
使
い
、

と
も
角
離
陸
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
若
し
修
理
が
不
能
で
あ
っ
た
ら
、
翌
日
か
ら
十
一
日
間
も
荒
れ
狂
っ
た
吹
雪
の
た
め

に
、
隊
の
前
進
に
大
き
な
支
障
を
生
じ
た
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
第
七
便
で
荷
と
と
も
に
運
ば
れ
る
筈
の
交
野
は
、
氷
河
入

り
の
第
一
夜
に
つ
等
つ
い
て
、
ま
た
も
Ｂ
Ｃ
に
と
り
残
さ
れ
た
。
十
七
日
の
小
晴
れ
に
Ｃ
２
建
設
と
小
量
の
荷
上
げ
を
、
三
九
○
○
メ
ー
ト

ル
の
ウ
イ
ン
デ
イ
・
コ
ー
ナ
ー
ま
で
行
っ
た
だ
け
で
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
沿
い
に
や
っ
て
来
た
低
気
圧
の
た
め
に
、
山
は
荒
れ
に
荒
れ

た
。
け
た
外
れ
に
多
い
降
雪
で
何
度
も
天
幕
は
埋
め
ら
れ
た
。
天
幕
は
食
堂
用
を
除
い
て
、
前
室
を
備
え
て
い
た
が
、
前
室
は
雪
が
吹
き

こ
み
溜
り
、
大
小
の
用
を
た
す
時
は
ま
こ
と
に
難
儀
で
あ
っ
た
。
更
に
外
に
で
て
用
を
足
す
こ
と
は
、
外
に
出
た
だ
け
で
尿
意
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
寒
冷
地
の
雪
中
天
幕
生
活
で
は
、
天
幕
内
で
大
小
の
用
を
足
せ
る
よ
う
に
す
ゃ
へ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

い
つ
晴
れ
る
と
も
わ
か
ら
ぬ
吹
雪
に
備
え
て
、
大
型
の
雪
洞
を
退
避
用
に
掘
っ
た
。
四
十
一
日
間
の
登
山
期
間
中
に
お
け
る
最
大
の
試
練

で
あ
っ
た
。
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マッキン'レー登頂記

五
月
二
日
。
早
大
隊
が
カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
パ
ス
の
Ｃ
１
に
到
着
。
吉
阪
君
達
と
話
し
を
交
し
た
と
た
ん
に
、
異
境
の
山
に
登
っ
て
い
る
想

い
が
薄
れ
て
、
何
ん
だ
か
立
山
か
ど
こ
か
内
地
の
冬
山
の
よ
う
な
感
じ
に
な
る
。
Ｃ
２
ま
で
は
同
じ
天
幕
場
。
旅
立
ち
の
時
に
は
一
緒
に

登
ろ
う
と
言
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
特
に
二
十
日
余
り
も
先
に
入
っ
て
、
追
い
つ
か
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
隊
の
特
に
若
い
隊
員
の

中
に
は
、
あ
せ
り
も
み
え
、
言
葉
に
は
現
わ
さ
な
い
が
先
を
急
ぐ
模
様
が
目
だ
っ
て
く
る
。
早
大
隊
か
ら
も
何
ん
と
も
言
っ
て
来
な
い
。

そ
し
て
Ｃ
３
の
手
前
で
わ
れ
わ
れ
は
予
定
通
り
に
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
に
路
を
と
り
、
早
大
隊
は
南
壁
に
ル
ー
ト
を
と
っ
て
、
こ
こ

ま
で
Ｂ
Ｃ
か
ら
一
本
の
線
で
つ
づ
い
て
来
た
ト
レ
ー
ス
は
、
右
と
左
に
別
れ
た
。

五
月
三
日
。
登
肇
隊
は
ウ
エ
ス
ト
．
、
ハ
ッ
ト
レ
ス
の
氷
壁
の
真
下
、
四
五
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
３
を
建
設
し
た
。
そ
し
て
、
五

月
四
日
に
斜
度
、
三
五
度
か
ら
四
五
度
の
氷
壁
に
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル
を
固
定
し
て
登
路
を
確
保
し
た
。
こ
の
氷
壁
の
登
肇
が
登

頂
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
を
決
定
す
る
も
の
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
Ｉ
下
山
の
際
に
ア
ラ
ス
カ
隊
の
申
入
れ
で
、
彼
等
に
撤
収

を
約
し
て
残
し
た
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
固
定
ザ
イ
ル
は
、
早
大
の
サ
ポ
ー
ト
隊
に
も
、
ア
メ
リ
カ
ニ
隊
に
も
使
わ
れ
て
、
そ
の
後
に
起
っ

た
ア
メ
リ
カ
隊
の
遭
難
の
救
援
に
際
し
役
に
た
っ
た
訳
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
２
か
ら
先
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
高
橋
の
良
識
に
ゆ
だ
ね
た
。

五
月
五
日
。
高
橋
、
藤
田
、
三
室
、
土
肥
の
四
名
は
Ｃ
４
へ
の
登
路
偵
察
に
向
っ
た
。
九
時
三
○
分
に
出
発
。
携
行
品
は
三
食
分
余
の

た
0

四
月
二
十
七
日
。
吹
雪
も
お
さ
ま
っ
て
Ｃ
２
建
設
に
向
う
。
Ｃ
２
は
ゥ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
の
直
下
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点

で
、
ゥ
氏
が
ウ
ィ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ナ
ー
と
名
づ
け
た
所
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
を
前
進
キ
ャ
ン
プ
と
し
た
。
風
雪
十
日
間
の
お
く
れ
を
取
り

か
え
す
た
め
に
、
こ
こ
で
登
肇
隊
と
輸
送
隊
に
分
け
、
登
華
隊
は
高
橋
が
、
輸
送
隊
は
交
野
が
受
持
つ
こ
と
に
し
、
二
十
九
日
に
登
肇
隊

は
Ｃ
２
に
入
る
。
そ
し
て
登
筆
隊
は
必
要
最
少
限
の
装
備
・
食
糧
を
持
っ
て
、
更
に
前
進
す
る
こ
と
に
し
、
カ
メ
ラ
、
報
道
班
を
主
力
に

し
た
輸
送
隊
は
、
ひ
き
つ
づ
い
て
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
、
そ
し
て
Ｃ
３
へ
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
に
あ
た
っ
た
。
気
温
は
さ
す
が
に
春
の
近
づ
く

の
を
示
す
よ
う
に
、
入
山
当
時
ｏ
ｌ
ｇ
ｏ
か
ら
９
．
位
で
あ
っ
た
の
が
、
Ｃ
２
（
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
で
も
○
１
９
．
位
ま
で
昇
っ
て
来

（141）



設
、
そ
し
て
荷
上
げ
に
か
か
っ
て
正

度
の
登
頂
と
北
峰
登
頂
に
向
っ
た
。

五
月
九
日
。
久
し
ぶ
り
に
全
員
一

な
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
見
舞
わ
れ
た
。
く

る
有
様
で
、
二
人
用
は
っ
ぶ
さ
れ
竺

品
を
発
見
し
た
。
ち
ょ
う
ど
高
所
画

五
月
九
日
。
久
し
ぶ
り
に
全
員
で

食
糧
と
非
常
用
幕
営
用
具
。
氷
壁
を
一
時
間
半
で
登
り
、
そ
れ
か
ら
吹
き
さ
ら
し
の
岩
稜
つ
た
い
に
南
・
北
峰
間
の
デ
ナ
リ
ィ
・
パ
ス
め

が
け
て
、
そ
の
直
下
の
Ｃ
４
建
設
予
定
地
に
十
二
時
半
着
。
登
路
偵
察
の
足
を
の
ば
し
て
デ
ナ
リ
イ
・
パ
ス
（
五
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い

た
の
は
十
五
時
三
十
五
分
。
北
側
か
ら
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
は
激
し
く
な
っ
て
く
る
。
気
温
は
降
り
ｏ
Ｉ
ｇ
。
の
寒
暖
計
の
目
も
り
は
つ
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
頂
上
ま
で
の
標
高
差
七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
す
で
に
北
極
圏
に
近
い
こ
の
辺
は
白
夜
の
は
じ
ま
り
で
、
二
十
三
時
頃
ま

で
は
薄
明
る
い
。
図
上
に
お
い
て
も
デ
ナ
リ
イ
・
パ
ス
か
ら
先
の
南
峰
頂
上
ま
で
の
稜
線
上
の
登
行
は
、
さ
し
て
困
難
と
も
思
え
な
い
・

四
名
と
も
体
力
の
余
裕
を
確
認
し
て
南
峰
に
向
っ
た
。
寒
さ
は
厳
し
い
が
、
ブ
リ
ザ
ー
ド
も
し
ず
ま
っ
て
、
一
九
時
五
○
分
、
四
名
は
南

峰
山
頂
六
一
九
一
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
四
名
が
、
こ
の
日
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３
に
入
っ
た
金
沢
、
東
に
途
中
ま
で
出
迎
え
ら
れ
て
、
Ｃ
３
に

帰
投
し
た
の
は
五
月
六
日
一
時
三
○
分
。
登
路
偵
察
の
足
を
伸
し
て
の
予
期
せ
ざ
る
登
頂
で
は
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
明
治
大
学
八
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
の
目
的
は
達
成
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
前
進
基
地
で
あ
る
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
は
完
了
し
、
Ｃ
３
の
天
幕
の
増

設
、
そ
し
て
荷
上
げ
に
か
か
っ
て
い
た
。
南
峰
登
頂
達
成
で
隊
全
体
の
気
持
も
楽
に
な
り
、
落
ち
つ
い
た
心
持
で
、
全
員
の
南
峰
へ
の
再

Ｃ
４
に
入
っ
た
。
Ｉ
報
道
関
係
の
鈴
木
、
高
木
は
Ｃ
３
か
ら
下
山
。
’
十
日
、
十
一
日
、
猛
烈

な
ブ
リ
ザ
ー
ド
に
見
舞
わ
れ
た
。
Ｃ
４
は
六
人
用
一
張
り
、
二
人
用
一
張
り
。
六
人
用
の
天
幕
が
人
の
重
量
で
辛
う
じ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
有
様
で
、
二
人
用
は
つ
ぶ
さ
れ
た
。
風
の
間
を
記
念
に
持
ち
帰
る
岩
さ
が
し
に
出
て
、
何
年
か
前
に
登
っ
た
ア
メ
リ
カ
隊
の
残
置
食
糧

品
を
発
見
し
た
。
ち
ょ
う
ど
高
所
用
食
糧
の
内
容
が
、
食
慾
の
お
と
ろ
え
な
い
わ
れ
わ
れ
の
胃
袋
を
み
た
し
き
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
肉
製
品
、
乾
果
物
等
の
残
置
品
を
発
見
し
た
時
は
、
ま
る
で
宝
物
の
よ
う
に
有
難
か
っ
た
。
こ
こ
ま
で
登
っ
て
く
る
問

に
若
い
隊
員
二
名
を
除
い
て
、
特
に
目
立
っ
て
高
所
で
う
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
人
体
の
変
異
が
目
だ
た
な
か
っ
た
の
は
、
数
次
に
わ

た
る
停
滞
で
自
然
に
高
度
に
身
体
が
な
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ｌ
酸
素
は
病
人
治
療
用
と
し
て
航
空
飛
行
用
に
使
わ
れ
る
酸
素

吸
入
器
を
持
参
し
た
。
Ｉ
デ
ナ
リ
イ
ゞ
・
負
直
下
の
広
い
雪
面
は
か
た
く
し
ま
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
隊
の
記
録
に
は
こ
こ
で
は
雪
洞
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わ
れ
わ
れ
が
Ｃ
３
の
撤
収
を
し
て
い
る
時
に
、
下
か
ら
Ｋ
２
や
ヒ
ド
ゥ
ン
・
ピ
ー
ク
に
登
っ
た
Ｐ
・
シ
ェ
ー
ニ
ン
グ
の
隊
が
登
っ
て
来

た
。
当
時
、
す
で
に
ア
ラ
ス
カ
隊
は
同
じ
所
に
キ
ャ
ン
プ
し
て
い
た
。
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
の
直
下
に
一
時
、
早
・
明
二
隊
、
ア
メ

リ
カ
ニ
隊
の
天
幕
が
目
の
と
ど
く
間
に
ち
ら
ば
っ
て
、
歌
声
こ
そ
は
ひ
び
か
な
い
け
れ
ど
、
人
間
臭
が
漂
っ
て
き
た
想
い
が
し
た
。

十
六
日
か
ら
降
り
だ
し
た
雪
は
激
し
く
つ
づ
き
、
迎
え
の
飛
行
機
も
来
ず
、
待
つ
身
の
四
日
間
無
線
機
は
働
か
ず
、
食
糧
の
先
が
見
え

己
て
く
る
と
、
登
頂
達
成
で
肩
の
荷
が
お
ろ
さ
れ
た
想
い
の
心
に
、
新
ら
た
な
不
安
が
も
ち
上
っ
て
く
る
。
軽
装
備
で
登
っ
た
ア
メ
リ
ヵ
ニ

三
一
口澤
隊
の
こ
と
も
気
に
か
か
る
。
特
に
Ｃ
３
で
す
で
に
高
山
病
の
隊
員
が
い
た
ア
ラ
ス
カ
隊
。

し
十
八
日
の
夜
に
な
っ
て
、
白
夜
の
空
に
吹
雪
が
少
し
ず
つ
切
れ
て
、
青
黒
い
空
が
の
ぞ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
爆
音
が
ひ
び
い
て
く

ン痔
る
。
だ
が
こ
れ
は
迎
え
の
飛
行
機
で
は
な
い
ら
し
い
。
夜
を
徹
し
て
各
種
の
爆
音
が
空
を
騒
き
廻
し
て
い
る
よ
う
。
物
を
投
下
す
る
様
子

マ
も
な
い
。
き
っ
と
シ
エ
ル
ダ
ン
の
飛
行
機
で
は
駄
目
な
の
で
、
エ
ル
メ
ン
ド
ル
フ
基
地
か
ら
救
助
空
軍
が
さ
が
し
に
や
っ
て
来
て
る
の
で

五
月
十
二
日
。
デ
ナ
リ
イ
・
パ
ス
に
Ｃ
５
を
建
設
し
高
橋
、
小
林
入
幕
。

五
月
十
三
日
。
午
前
中
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
激
し
か
っ
た
。
Ｃ
５
に
入
っ
て
い
た
高
橋
、
小
林
は
十
五
時
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
止
ん
だ
の
を
機
会

に
北
峰
に
向
い
、
十
九
時
、
北
峰
山
頂
に
達
し
、
二
十
一
時
Ｃ
５
に
帰
投
。

五
月
十
四
日
・
南
峰
再
登
頂
。
（
交
野
、
鍛
治
、
藤
田
は
Ｃ
３
か
ら
食
糧
不
足
分
の
荷
上
げ
）
。
ゥ
オ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
の
依
頼
に
よ
り

竹
竿
の
補
強
を
し
て
、
二
人
用
の
ナ
イ
ロ
ン
天
幕
を
南
峰
山
頂
に
張
り
、
高
橋
、
小
林
を
残
し
て
他
は
Ｃ
４
に
降
る
。

五
月
十
五
日
。
第
二
次
登
頂
隊
は
Ｃ
４
を
撤
収
し
て
Ｃ
２
に
降
り
、
山
頂
に
一
泊
し
た
高
橋
、
小
林
は
天
幕
を
記
念
に
山
頂
に
残
し
て

Ｃ
３
に
降
る
。
そ
し
て
十
六
日
、
交
野
、
高
橋
、
藤
田
、
小
林
、
松
田
は
Ｃ
３
を
撤
収
し
、
先
に
Ｃ
２
に
降
っ
た
隊
と
合
流
し
て
吹
雪
き

だ
し
た
中
を
強
行
し
て
Ｃ
１
に
降
っ
た
。
何
故
こ
ん
な
に
強
行
し
た
か
と
言
う
と
、
十
七
日
に
迎
え
の
飛
行
機
を
約
束
し
て
い
た
か
ら
で

を
使
用
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
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は
な
い
か
な
ど
と
勝
手
に
考
え
て
い
た
ら
、
十
九
日
の
夜
に
入
っ
て
、
か
ら
つ
と
晴
れ
上
っ
た
ら
三
台
の
軽
飛
行
機
が
着
陸
し
た
。
て
っ

き
り
わ
れ
わ
れ
の
迎
え
に
と
思
っ
た
ら
お
ど
ろ
い
た
。
降
り
て
来
た
モ
レ
ナ
ー
氏
（
Ｋ
２
ヘ
シ
ェ
ー
ニ
ン
グ
と
同
行
し
た
）
か
ら
ア
メ
リ

カ
ニ
隊
の
遭
難
を
知
ら
さ
れ
た
。
す
ぐ
登
る
と
言
う
。
一
緒
に
行
け
と
言
わ
れ
て
も
、
雪
は
止
ん
だ
ば
か
り
で
、
Ｃ
２
に
登
る
途
中
雪
崩

の
で
そ
う
な
所
も
あ
る
。
聞
け
ば
前
夜
か
ら
空
を
か
き
ま
わ
し
た
爆
音
は
、
彼
等
の
た
め
に
救
助
空
軍
が
動
員
さ
れ
て
、
救
助
物
資
の
投

下
を
行
っ
て
い
た
そ
の
音
だ
と
言
う
。
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
の
軍
の
中
継
基
地
に
は
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
、
又
は
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
救
助
隊

も
集
っ
て
い
る
と
言
う
。
吉
阪
君
と
相
談
し
た
結
果
、
わ
れ
わ
れ
の
隊
に
救
助
に
協
力
す
る
余
力
の
な
い
こ
と
を
説
明
し
て
断
っ
た
。
今

回
の
登
山
に
際
し
て
全
然
予
期
し
な
い
判
断
、
処
置
に
心
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
た
事
柄
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
救
助
隊
を
運
ん
で
く
る
飛
行

機
に
入
れ
か
わ
り
に
乗
っ
て
、
深
夜
、
白
夜
の
中
に
青
白
く
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
の
山
肌
を
振
り
向
き
振
り
向
き
、
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
に
戻
っ

た
。
も
う
下
界
は
春
、
機
上
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
の
末
端
を
は
ず
れ
る
と
、
機
内
に
吹
き
こ
む
風
の
あ
た
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

幸
い
ア
メ
リ
カ
ニ
隊
の
遭
難
者
も
救
助
さ
れ
た
。
た
だ
救
助
に
従
事
し
た
民
間
飛
行
士
と
、
同
乗
の
か
つ
て
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
登
っ
た

と
言
う
士
官
が
、
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
二
人
と
も
亡
く
な
っ
た
。

一
カ
月
余
り
前
に
は
、
ま
だ
深
い
雪
に
と
ざ
さ
れ
て
い
た
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
は
、
あ
わ
い
緑
り
に
つ
つ
ま
れ
て
、
ツ
バ
メ
が
と
ん
で
い

た
。
格
納
庫
の
前
の
草
原
に
荷
を
ひ
ろ
げ
て
、
乾
し
た
り
、
た
た
ん
だ
り
し
て
い
る
と
、
は
る
か
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
、
フ
ォ
ー
レ
ー
ヵ

ー
山
が
黄
色
を
お
び
て
、
明
る
く
は
て
し
な
く
澄
ん
だ
空
の
下
に
輝
い
て
い
る
。
初
心
の
わ
れ
わ
れ
は
無
事
に
山
神
の
お
恵
み
に
あ
ず
か

り
、
歴
戦
の
勇
士
は
傷
つ
い
て
山
を
降
る
。
久
方
ぶ
り
に
土
の
上
に
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
た
め
て
、
は
か
り
知
れ
な
い
自
然
の
前

に
、
人
間
の
弱
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
帰
途
に
つ
い
た
。

附
記

ア
ラ
ス
カ
に
赴
く
際
に
現
地
に
お
け
る
問
合
せ
先
に
つ
い
て
。
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マッキンレー登頂記

七
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
周
辺
の
地
図
は
、
Ｂ
・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
作
製
の
五
万
分
の
一
、
色
刷
り
の
立
派
な
も
の
が
、
《
《
且
扇
巨
。
日
〕
冨
旨
弓
。
筐
、

邑
臼
‐
団
・
〕
の
附
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
《
《
Ｑ
目
匡
侭
冨
○
口
昌
冨
。
園
己
昌
色
旦
○
号
の
【
関
瞥
冨
。
巨
国
冨
冒
の
旨
巨
ｏ
ロ
昌
冒
。
厨
巨
ｇ
ｚ
畠
○
国
堅
顧
鳥
〉
〉

は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
だ
が
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
か
ら
、
必
要
の
向
き
は
右
へ
依
頼
さ
れ
た
い
。

六
、
な
お
明
治
大
学
山
岳
部
機
関
誌
「
炉
辺
・
第
七
号
』
（
一
九
六
二
年
三
月
刊
行
）
に
は
、
本
登
山
の
詳
細
な
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
参
照

五
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
国
立
公
園
内
の
登
山
に
つ
い
て
は
、

ロ
寓
旨
＆
鱒
旦
の
ゅ
。
§
凹
鼻
日
の
昌
旦
夢
①
旨
冨
Ｈ
ざ
吋
管
ｚ
異
５
画
巴
も
色
詩
の
胃
冒
８
》
巨
○
巨
昌
言
◎
〆
冒
一
畠
ｚ
里
旨
旨
旦
も
胃
〆
昌
ｏ
尻
旨
一
旦

〔
〕
巳
寓
の
』
の
《
四
庁
の
ゆ

｜
、
一
般
事
情
Ｉ
Ｃ
冨
日
冨
旬
具
Ｃ
Ｏ
目
員
の
儲
８
．
画
Ｅ
⑦
．
聾
『
の
輿
〉
Ｐ
目
。
言
国
鴨
》
と
四
の
宮
．

二
、
ア
ラ
ス
カ
山
系
の
飛
行
機
チ
ャ
ー
タ
ー
１
口
。
旨
馨
の
匡
○
目
》
目
四
房
の
①
冒
画
〉
ど
画
の
宮
．

三
、
ア
ラ
ス
カ
鉄
道
１
月
冨
匡
“
の
富
詞
弾
時
。
且
）
シ
昌
呂
○
国
鴨
》
ど
麗
冨
．

ア
ラ
ス
カ
鉄
道
は
非
常
に
親
切
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
。

四
、
ア
ラ
ス
カ
山
系
の
登
山
事
情
に
つ
い
て
は
、

（
四
）
旨
○
口
回
国
旨
①
閂
冒
晦
Ｑ
ロ
ケ
具
少
置
の
冨
寧
具
○
］
○
口
の
の
国
８
号
の
扇
警
弓
。
、
晉
鈩
ぐ
の
。
》
シ
ロ
呂
○
日
照
）
シ
盲
の
函
．

（
ご
シ
ロ
ｇ
ｏ
吋
侭
の
旨
ｏ
屋
昌
国
冒
の
閂
冒
館
Ｑ
匡
戸
勺
同
⑦
の
匙
の
旨
冨
巨
局
．
き
ず
邑
国
．
］
Ｃ
言
勗
さ
ロ
）
聾
胃
詞
庁
．
Ｐ
．
嘗
国
○
×
弓
９
１
。
〉
鉾
）
⑦
旨
鯨
ａ
画

さ
れ
た
い
。

勺
胃
〆
少
匿
鳥
幽

シ
昌
彦
○
国
胴
の
．
シ
底
の
百
・
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登
山
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
本
来
は
そ
れ
か
ら
出
発
し
た
も
の
だ

と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
人
生
の
一
つ
の
生
き
か
た
で
も
あ
る
。
一
つ
の

と
私
は
つ
け
加
え
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
最
上
の
と
思
わ

れ
る
し
、
そ
れ
な
く
し
て
は
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

そ
れ
は
喜
怒
哀
楽
の
波
に
も
ま
れ
て
終
る
短
か
な
人
生
に
、
一
つ
で
も

二
つ
で
も
喜
び
や
楽
し
い
こ
と
の
方
を
追
加
す
る
こ
と
な
の
だ
。
忘
れ
ら

れ
た
り
、
知
ら
れ
ず
に
い
た
も
の
を
発
見
し
て
皆
の
宝
と
す
る
こ
と
な
の

だ
。
あ
る
い
は
、
よ
り
簡
便
に
そ
の
喜
び
や
楽
し
承
を
得
る
ぶ
ち
を
見
出

し
て
、
示
す
こ
と
な
の
だ
と
。

私
た
ち
の
過
去
の
山
歴
に
関
し
て
、
そ
の
計
画
や
行
動
、
ま
た
今
回
の

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
山
行
が
、
何
ら
か
そ
う
し
た
意
味
を
認
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
満
足
は
な
い
だ
ろ
う
。

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山

ｌ
新
し
い
一
般
ル
ー
ト
の
提
案
Ｉ

I

吉
阪
隆
正

今
私
は
こ
の
報
告
を
ア
ン
デ
ス
の
山
麓
で
書
い
て
い
る
が
、
か
つ
て
一

九
五
二
年
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
ヘ
の
遠
征
は
、
国
内
の
沈
滞
し
て
し
ま
っ
た

気
分
の
一
掃
を
求
め
て
、
戦
後
の
最
初
の
海
外
登
山
を
実
現
し
た
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ
は
日
本
女
性
の
海
外
初
遠
征
と
い
う
ぷ

ち
を
開
き
た
か
っ
た
の
だ
。

ム
ー
ラ

南
米
の
時
は
山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
騨
馬
を
使
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
時

に
は
自
動
車
を
用
意
し
た
。
今
度
の
ア
ラ
ス
カ
で
は
飛
行
機
が
登
場
し

た
。
こ
れ
ら
は
直
接
山
行
と
は
別
だ
が
、
思
わ
ぬ
人
々
の
間
に
歓
迎
さ
れ

て
、
新
し
い
経
験
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
多
く
の
人
に
与
え
て
き
て
い
る

と
思
う
。

さ
て
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
と
各
大
陸
の
最
高
峯
を
訪

ね
て
見
る
と
、
北
米
や
大
洋
州
の
最
高
峯
も
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
し

て
や
赤
道
直
下
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
次
に
、
極
圏
に
近
い
最
高
峯
と
な

る
と
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
が
話
題
に
の
ぼ
る
。
そ
し
て
ま
た
一
方
に
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
ウ
ン
ト
・
ク
ッ
ク
と
。
南
米
と
ア
フ
リ
カ
の
続
き
と
し

て
、
後
者
は
女
性
だ
け
の
隊
で
、
前
者
を
男
性
が
、
そ
し
て
男
性
と
し
て

は
な
る
べ
く
身
軽
く
動
き
、
し
か
も
で
き
れ
ば
新
し
い
ル
ー
ト
を
登
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
何
か
を
加
え
よ
う
と
い
っ
た
話
に
な
っ
た
の
は
、
も
う
三

年
程
前
で
あ
る
。

着
々
と
一
歩
ず
つ
何
か
を
登
山
界
の
た
め
に
貢
献
し
て
行
こ
う
と
考
え

Ⅱ
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マッキンレー登山

て
い
な
が
ら
、
実
は
そ
の
逆
に
国
内
に
お
い
て
相
次
い
で
遭
難
者
を
出
し

て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
大
量
の
貴
い
命
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
た
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
も
マ
ウ
ン
ト
・
ク
ッ
ク
の
計
画
も
、
そ
ん
な
中
で

苦
悶
し
つ
つ
育
て
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

た
ま
た
ま
明
治
大
学
の
八
十
周
年
記
念
事
業
に
ア
ラ
ス
カ
学
術
探
検
隊

の
話
が
、
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
出
発
し
、
そ
の
一
部
に
マ
ッ
キ
ン

レ
ー
山
へ
の
遠
征
が
計
画
さ
れ
た
の
で
、
同
登
山
隊
長
の
交
野
武
一
氏
と

は
、
同
じ
日
本
か
ら
同
じ
山
へ
行
く
の
だ
か
ら
と
共
同
遠
征
の
相
談
を
し

た
の
だ
っ
た
。
山
の
仲
間
と
し
て
は
こ
れ
は
賛
成
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
諸
般
の
外
的
条
件
は
、
こ
れ
を
退
け
ざ
る
を
得
な
く
し
て
し
ま
っ

た
。
資
金
調
達
や
報
道
上
の
関
係
で
止
む
を
得
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、

こ
れ
は
は
な
は
だ
心
残
り
で
あ
る
。
各
大
陸
最
高
峯
め
ぐ
り
の
最
後
の
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
時
に
は
、
こ
う
し
た
小
さ
な
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
競
争

か
ら
何
と
か
抜
け
た
形
に
持
っ
て
行
く
こ
と
を
、
一
つ
の
新
し
い
試
承
に

し
た
い
と
今
で
は
考
え
て
い
る
。

結
局
、
山
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
日
本
隊
と
い
っ
た
一
つ
に
、
山

の
仲
間
と
し
て
は
実
質
的
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
妥
協
し
た
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
は
あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
見
事
に
成
功
し
た
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

Ⅲ

さ
て
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
か
ら
帰
っ
た
い
ま
、
山
行
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
な
お
し
て
見
る
と
、
私
た
ち
の
行
動
は
必
ず
し
も
予
期
し
た
こ
と

を
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
ま
た
予
期
し
な
か
っ
た
成
果
を
生
む
結
果
に

も
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
新
し
い
ル
ー
ト
を
開
発
し
よ
う
と
い
う

計
画
に
つ
な
が
る
の
だ
が
、
私
た
ち
の
の
ぼ
っ
た
ル
ー
ト
は
、
そ
の
前
年

に
ア
メ
リ
カ
隊
の
ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
氏
ら
の
登
っ
た
新
ル
ー
ト
と
か
な

り
近
い
線
を
、
新
し
い
も
の
と
し
て
登
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

困
難
の
度
合
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う

に
、
二
度
あ
の
ぶ
ち
を
の
ぼ
り
た
く
な
い
と
い
う
程
、
先
方
の
方
が
困
難

で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
私
た
ち
の
通
っ
た
ゑ
ち
は
、
あ
と
か
ら
考
え
れ
ば
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
主
峯
へ
の
一
般
ル
ー
ト
と
し
て
、
最
短
最
安
全
な
ル
ー
ト
を
ワ
セ

ダ
ル
ー
ト
と
し
て
開
く
結
果
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
今
後
の
一
般
登
山

ル
ー
ト
と
し
て
推
薦
で
き
る
と
自
負
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
ウ
ォ
シ
ュ
パ
ー
ン
に
よ
る
一
般
ル
ー
ト
を
辿
っ

て
、
着
実
を
旨
と
し
て
登
山
し
た
明
治
大
学
の
隊
と
比
較
し
て
も
い
え
る

こ
と
な
の
だ
。
ウ
ォ
シ
ュ
バ
ー
ン
の
ル
ー
ト
で
は
、
少
な
く
と
も
二
カ
所

に
相
当
な
長
さ
の
フ
ィ
ク
ス
ド
・
ロ
ー
プ
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
な
お

こ
の
一
つ
で
シ
ア
ト
ル
の
隊
の
遭
難
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
ル
ー
ト
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
一
カ
所
だ
け
で
す
む
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
報
告
は
明
治
大
学
の
報
告
と
の
重
複
を
さ
け
る
た
め
、
同
一

ル
ー
ト
の
部
分
は
簡
略
に
し
て
お
く
。
そ
し
て
ワ
セ
ダ
ル
ー
ト
の
こ
と
に

つ
い
て
特
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。
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Ⅳ

鬼
頭
万
太
郎
、
寺
谷
昌
恭
、
今
村
俊
輔
、
菊
島
芳
彦
、
山
本
晃
の
五
名

は
、
一
九
六
○
年
三
月
末
に
海
路
を
シ
ア
ト
ル
に
渡
り
、
そ
れ
か
ら
プ
リ

ン
ス
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
一
切
の
装
備
食
糧
を
の
せ
て
、
カ
ナ
ダ
経
由
ア

ラ
ス
カ
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
走
っ
て
、
四
月
二
十
七
日
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
着

い
た
。
私
は
飛
行
機
で
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
直
行
し
て
一
行
を
待
っ
て
い

た
。
早
速
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
の
ド
ン
・
シ
ェ
ル
ド
ン
氏
（
山
中
へ
私
た
ち
を
パ

イ
パ
ー
で
運
ん
で
く
れ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
土
曜
日

に
国
立
公
園
の
ワ
ー
ド
を
呼
ん
で
置
く
か
ら
、
そ
の
日
の
汽
車
で
来
る
よ

う
に
と
の
連
絡
（
週
に
二
度
し
か
走
ら
ぬ
汽
車
）
。
ま
た
明
大
隊
は
昨
日

一
七
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
ま
で
登
っ
た
と
か
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
一
○
、

二
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
所
に
造
る
が
よ
い
、
な
ど
と
つ
け
加
え
て
、
山
が
急

に
近
く
な
り
皆
の
気
分
を
い
よ
い
よ
盛
り
上
げ
る
話
を
し
て
来
た
。

二
十
九
日
、
明
日
は
汽
車
に
乗
る
の
だ
と
、
夜
に
な
っ
て
個
人
装
備
な

ど
を
点
検
し
て
い
た
ら
、
ま
る
で
私
た
ち
の
前
途
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う

に
頭
上
に
オ
ー
ロ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
北
斗
七
星
の
ひ
し
ゃ

く
か
ら
、
洗
礼
で
も
す
る
よ
う
に
星
を
パ
ッ
と
四
方
に
ま
い
た
よ
う
な
姿

か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
星
が
尾
を
引
い
て
白
い
光
を
残
す
。
そ
れ
が
ま
る

で
風
に
で
も
ゆ
れ
る
う
す
も
の
の
よ
う
に
な
び
き
出
し
、
か
す
か
な
五
色

の
色
縞
を
見
せ
る
。
一
時
間
余
り
も
こ
の
う
す
も
の
の
幕
は
あ
ち
ら
に
な

び
き
、
こ
ち
ら
に
ゆ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
次
第
に
北
の
方
へ
流
れ
て
、

北
極
星
を
中
に
白
い
ぼ
や
け
た
ア
ー
チ
状
の
雲
の
よ
う
に
な
っ
て
消
え
て

行
っ
た
。
流
れ
星
が
時
々
こ
の
間
を
、
随
分
長
い
時
間
を
か
け
て
横
切
っ

て
行
く
。

案
の
定
、
快
晴
に
恵
ま
れ
て
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
に
到
着
、
早
速
装
備
の
検

査
を
受
け
る
。
そ
し
て
翌
五
月
一
日
か
ら
、
山
に
向
っ
て
飛
行
機
に
よ
る

ピ
ス
ト
ン
輸
送
が
は
じ
ま
っ
た
。
寺
谷
、
山
本
君
を
送
っ
て
空
は
曇
り
、

氷
河
の
上
と
地
上
と
に
別
れ
別
れ
の
一
夜
が
過
ぎ
る
。
午
前
は
晴
れ
て
も

午
後
は
あ
ら
し
と
い
う
の
が
独
立
峯
の
性
格
だ
。
翌
朝
も
早
く
か
ら
残
り

を
運
ん
で
貰
っ
て
、
一
人
宛
氷
河
の
上
に
立
つ
。

国
立
公
園
内
に
は
着
陸
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
そ
の
境
界
の

八
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
（
明
大
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
）
に
一
応
下
り
た
が
、

荷
物
だ
け
は
一
○
、
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
所
へ
お
と
し
て
貰
っ
て
、
早
速

に
氷
河
を
つ
め
る
。

天
候
の
見
透
し
さ
え
あ
れ
ば
、
八
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
は
最
低
の
必
需
品

だ
け
に
し
て
、
大
部
分
の
荷
物
は
一
○
、
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
へ
直
行
さ
せ

て
、
身
軽
に
な
っ
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
の
が
よ
い
方
法
だ
ろ
う
。

一
○
、
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
所
は
特
に
平
ら
で
広
く
、
風
当
り
も
少
な

い
。
し
か
し
、
雪
が
深
い
お
そ
れ
は
多
い
。

次
の
前
進
キ
ャ
ン
プ
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
の
手

前
に
張
る
の
が
常
識
だ
ろ
う
。
明
大
隊
も
私
た
ち
も
そ
こ
に
一
つ
設
け

た
。
か
た
つ
む
り
式
キ
ャ
ン
プ
前
進
を
行
っ
て
い
た
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
隊
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マッキンレー登山

も
、
や
は
り
こ
こ
を
一
時
の
泊
り
と
し
た
。

こ
こ
は
穂
高
の
澗
沢
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
カ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

南
か
ら
吹
き
つ
け
る
季
節
風
が
、
西
の
バ
ッ
ト
レ
ス
に
沿
っ
て
抜
け
ぶ
ち

を
探
し
、
山
を
廻
る
所
が
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
・
コ
ー
ナ
ー
だ
が
、
こ
こ
の
カ

ー
ル
の
中
は
音
だ
け
は
し
て
も
比
較
的
静
か
で
あ
る
。

こ
の
次
の
キ
ャ
ン
プ
あ
た
り
か
ら
が
、
私
は
新
コ
ー
ス
と
考
え
る
。
西

バ
ッ
ト
レ
ス
の
南
面
沿
い
に
の
ぼ
っ
て
行
く
と
、
主
峯
の
直
下
に
ぶ
つ
か

る
の
だ
が
、
そ
こ
に
ま
た
二
キ
ロ
四
方
位
の
平
地
が
あ
る
。
こ
の
平
地

は
、
後
の
遭
難
救
助
の
時
の
物
資
投
下
場
所
と
し
て
は
有
効
に
働
い
た
。

シ
ア
ト
ル
隊
は
時
間
節
約
の
た
め
、
登
山
用
品
を
こ
こ
に
投
下
し
て
貰
っ

て
登
っ
て
行
っ
た
。
高
度
に
馴
れ
た
者
な
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
一
気

に
、
こ
の
平
地
ま
で
来
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
天
候
の
こ
と
を
考

え
る
と
キ
ャ
ン
プ
間
の
距
離
が
遠
す
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
危
険
で
も
あ
る
。

Ｂ
Ｃ
が
一
○
、
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
、
Ｃ
１
が
一
三
、
二
○
○
フ
ィ
ー
ト
、

こ
の
平
地
の
奥
が
一
四
、
八
○
○
フ
ィ
ー
ト
と
地
図
で
は
読
め
る
。
お
そ

ら
く
こ
の
方
面
か
ら
直
登
す
る
こ
と
が
今
ま
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
南
か
ら
の
も
の
凄
い
風
を
さ
け
た
い
と
い
う
気
持
が
強
か
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
。

主
峯
を
含
む
将
棋
の
角
の
よ
う
な
形
の
山
塊
の
西
側
の
稜
線
の
下
、
こ

こ
に
私
た
ち
の
Ｃ
２
を
張
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
西
南
稜
を
真

直
に
頂
上
に
向
っ
て
行
こ
う
と
い
う
の
が
計
画
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
途

中
で
も
う
一
泊
の
用
意
を
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
見
透
し
で
あ

し
か
し
そ
れ
は
今
だ
か
ら
云
え
る
の
で
あ
っ
て
、
当
時
現
地
に
あ
っ
た

時
は
、
別
の
気
持
で
あ
っ
た
。
明
大
が
し
っ
か
り
と
ロ
ー
プ
も
フ
ィ
ッ
ク

ス
し
て
、
何
回
も
荷
上
げ
に
往
復
し
た
西
の
パ
ッ
ト
レ
ス
か
ら
、
デ
ナ
リ

峠
へ
の
ゑ
ち
は
、
シ
ア
ト
ル
隊
の
人
が
い
ゑ
じ
く
も
評
し
た
よ
う
に
、
ハ

イ
ウ
ェ
ー
の
よ
う
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
極
北
の
山
で
は
人
間

が
何
か
工
作
し
た
所
だ
け
が
、
私
た
ち
の
生
命
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る

所
な
の
だ
。

私
た
ち
の
前
に
あ
っ
た
の
は
未
知
の
世
界
で
あ
る
。
お
ま
け
に
南
風
が

吹
き
出
す
と
全
く
行
動
は
で
き
な
い
。
五
月
十
日
、
山
本
は
Ｃ
２
か
ら
Ｃ

１
に
引
上
げ
て
来
た
時
に
、
鬼
頭
の
次
の
よ
う
な
手
紙
を
携
え
て
来
た
。

「
今
日
六
時
出
発
、
三
名
全
員
で
出
か
け
ま
し
た
。
結
果
は
一
昨
日
行
っ

た
所
よ
り
上
の
尾
根
の
岩
の
取
付
点
（
オ
ッ
パ
イ
岩
の
一
段
下
）
近
く

ま
で
、
時
間
は
約
三
時
間
半
。

上
に
行
け
な
か
っ
た
原
因
。

っ
た
し
、
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
の
程
度
で
も
よ
か
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
今

か
ら
考
え
れ
ば
（
そ
し
て
そ
れ
は
途
中
に
ち
ょ
う
ど
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
る

こ
と
の
で
き
る
平
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
）
、
も
う
一
つ
Ｃ
３

を
つ
く
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
進
め
ば
よ
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が

あ
る
か
ら
、
主
峯
へ
の
一
般
路
と
し
て
、
ワ
セ
ダ
ル
ー
ト
が
将
来
と
も
有

望
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
と
信
じ
る
の
で
あ
る
。

V
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１
猛
烈
な
強
風
の
た
め
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い
（
か
な
り
急

傾
斜
）
、
同
様
の
理
由
の
た
め
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
小
岩
が
飛
ん
で
来

る
た
め
危
険
（
山
本
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
当
っ
て
ス
リ
ッ
プ
し
た
が
ケ
ガ

は
な
か
っ
た
）
。

２
朝
六
時
の
出
発
で
は
温
度
低
く
、
強
風
の
た
め
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

悪
く
、
岩
場
に
取
付
く
ま
で
に
体
の
疲
労
が
激
し
い
。

ま
た
手
足
と
も
感
覚
は
完
全
に
な
く
な
る
し
、
羽
毛
服
を
通
し
て

風
が
入
り
込
む
た
め
、
出
発
時
間
を
お
く
ら
せ
た
と
し
て
も
、
強
風

の
場
合
は
危
険
が
多
い
。

３
南
面
は
や
は
り
か
な
り
の
傾
斜
の
た
め
、
見
透
し
と
ル
ー
ト
を
見

つ
け
る
の
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
よ
い
方
が
よ
い
。

し
か
し
風
が
な
け
れ
ば
か
な
り
快
適
な
登
山
と
な
る
こ
と
は
、
以
前

の
隊
長
の
見
透
し
と
全
く
同
じ
で
、
晴
天
一
日
を
待
っ
て
登
山
し
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
云
々
」

こ
こ
に
出
て
来
た
オ
ッ
パ
イ
岩
と
は
、
私
た
ち
の
命
名
で
、
飛
行
機
で

着
陸
し
た
地
点
か
ら
主
峯
の
方
を
眺
め
る
と
、
南
壁
が
全
面
的
に
の
し
か

か
っ
た
よ
う
に
仰
が
れ
る
。
そ
の
南
壁
の
白
い
雪
の
肌
の
た
て
じ
わ
の
中

に
、
二
つ
乳
の
よ
う
に
丸
く
も
り
上
っ
た
岩
が
あ
っ
た
。
位
置
か
ら
し
て

も
オ
ッ
パ
イ
岩
と
い
い
た
い
所
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
そ
う
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
シ
ア
ト
ル
の
ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

私
た
ち
の
着
陸
点
か
ら
直
接
こ
の
オ
ッ
パ
イ
岩
の
方
に
向
け
て
登
っ
た
ら

し
く
、
最
後
に
向
っ
て
左
の
オ
ッ
パ
イ
の
端
を
伝
っ
て
登
っ
て
い
る
。
岩

場
と
し
て
は
、
こ
の
辺
は
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
岩
場
に
と
り
つ
く
ま
で
に
、
五
月
の
八
日
に
は
今
村
と
山
本
、
十

日
に
は
今
村
、
鬼
頭
と
山
本
、
そ
し
て
十
二
日
に
は
今
村
と
鬼
頭
が
試
承

て
、
ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ハ
の
テ
ン
ト
跡
ら
し
い
も
の
を
一
六
、
○
○
○
フ

ィ
ー
ト
に
発
見
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
何
回
か
の
試
承
で
、
氷
河
の
上
に
ラ
ッ
セ
ル
を
し
て
ゑ
ち
を
つ

く
っ
て
し
ま
う
方
が
、
却
っ
て
岩
場
よ
り
は
早
く
楽
で
あ
る
こ
と
も
わ
か

り
、
十
三
日
に
は
寺
谷
、
菊
島
が
こ
の
ぶ
ち
つ
く
り
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

か
つ
て
七
時
間
余
り
か
か
っ
た
所
を
三
時
間
位
で
の
ぼ
り
、
一
時
間
位
で

下
っ
て
い
る
。

そ
し
て
十
四
日
朝
六
時
、
今
村
、
寺
谷
、
菊
島
、
鬼
頭
と
二
人
宛
ロ
ー

プ
に
つ
な
が
っ
て
、
上
ま
で
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

二
時
間
余
で
岩
場
に
と
り
つ
き
、
第
一
段
は
三
時
間
ば
か
り
で
越
え

た
。
白
っ
ぽ
い
風
化
し
か
け
た
花
崗
岩
の
岩
肌
は
凍
り
つ
い
て
い
る
。
雪

の
斜
面
は
風
に
た
た
か
れ
て
青
氷
り
に
近
く
な
っ
て
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
を

切
る
の
が
も
ど
か
し
い
。
更
に
岩
と
氷
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
五
時

間
、
足
も
と
を
見
る
と
自
分
の
足
場
の
下
に
は
直
接
八
千
フ
ィ
ー
ト
下
の

氷
河
が
見
え
る
よ
う
な
所
が
続
い
て
い
る
。

午
後
四
時
岩
の
最
上
段
に
出
た
。
こ
こ
に
は
か
な
り
広
い
所
が
あ
り
、

Ｃ
３
を
つ
く
っ
て
こ
こ
ま
で
荷
上
げ
を
し
た
な
ら
、
頂
上
へ
は
翌
日
か
な

り
楽
に
行
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
八
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
位
の
高
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度
に
当
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
上
に
は
稜
線
と
お
ぼ
し
き
所
ま
で
、
白
い
斜
面
が
続
い
て
雪

庇
が
終
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
彼
ら
は
か
な
り
高
度
の
影

響
と
疲
労
を
感
じ
出
し
て
、
つ
い
に
二
十
二
時
白
い
斜
面
に
ツ
ェ
ル
ト
ザ

ッ
ク
を
出
し
て
、
暮
れ
や
ら
ぬ
北
国
の
白
夜
に
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
を
し
た
の

だ
っ
た
。

ず
る
ず
る
と
下
へ
、
追
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
具
合
の
悪
い
姿
勢
で
四
人
は

ツ
ェ
ル
ト
に
頭
を
つ
っ
こ
ん
で
、
し
ば
し
ま
ど
ろ
ん
だ
。
し
か
し
呼
吸
は

た
ち
ま
ち
ツ
ェ
ル
ト
の
幕
に
ふ
れ
る
と
白
い
結
晶
と
な
り
、
風
の
吹
く
度

に
こ
れ
が
は
ら
わ
れ
て
、
ツ
ェ
ル
ト
の
中
で
吹
雪
を
生
じ
る
の
だ
っ
た
。

カ
サ
カ
サ
に
乾
い
た
雪
で
あ
る
。
ぬ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
寒
い

世
界
で
あ
る
。

菊
島
の
頭
痛
も
、
今
村
の
吐
き
気
も
ど
う
や
ら
こ
の
休
養
に
も
な
ら
ぬ

休
養
で
お
さ
ま
っ
て
、
翌
朝
は
き
わ
め
て
元
気
に
簡
単
に
稜
線
に
出
た
の

だ
っ
た
。
稜
線
は
広
い
肩
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
北
に
向
っ
て
ゆ
る
や

か
に
マ
ル
ド
ロ
氷
河
の
方
に
つ
な
が
っ
て
下
っ
て
い
る
。
頂
上
は
右
手
に

聟
え
て
い
る
。
そ
の
中
間
に
い
く
つ
か
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
、
あ
る
い
は

青
氷
の
頂
を
、
あ
る
い
は
赤
茶
け
た
よ
う
な
岩
肌
を
あ
ら
わ
し
て
そ
そ
り

立
っ
て
い
る
。
し
か
し
全
体
が
主
峯
の
大
き
な
白
い
マ
ン
ト
を
か
ぶ
っ
て

い
る
。北
峯
は
こ
の
稜
線
か
ら
ず
っ
と
白
く
続
い
た
斜
面
が
、
デ
ナ
リ
の
峠
の

所
で
急
に
曲
げ
こ
わ
れ
た
よ
う
な
形
で
、
黒
々
と
し
た
岩
肌
を
眼
下
に
見

せ
て
い
る
。

は
じ
め
の
予
定
で
は
、
山
本
と
私
は
西
バ
ッ
ト
レ
ス
経
由
で
彼
ら
を
こ

の
所
で
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
頂
上
へ
行
く
の
は

あ
と
一
般
ル
ー
ト
を
踏
承
な
お
す
だ
け
だ
し
、
先
ず
私
た
ち
の
い
る
と
予

想
さ
れ
る
テ
ン
ト
ま
で
下
っ
て
一
体
承
し
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
具

合
の
悪
い
こ
と
に
は
一
日
ず
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
私
た
ち
の
テ
ン
ト

が
そ
の
前
日
不
在
に
し
て
い
る
間
に
吹
き
と
ば
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
予
定
の
行
動
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
結
局
西
バ
ッ
ト
レ

ス
経
由
で
全
員
が
再
び
午
後
に
は
Ｃ
２
に
集
っ
た
の
だ
っ
た
。

早
速
翌
日
に
は
、
も
う
一
度
西
バ
ッ
ト
レ
ス
経
由
で
頂
上
を
踏
ん
で
こ

よ
う
と
い
う
声
は
皆
の
中
に
強
か
っ
た
。
し
か
し
一
行
の
大
部
分
は
前
夜

の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
で
手
先
足
先
ま
た
は
耳
に
若
干
の
凍
傷
を
起
し
て
い
た
。

時
間
が
経
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
程
度
を
判
断
し
か
ね
た
。
そ
れ
と
、
西

方
か
ら
波
の
よ
う
に
打
ち
よ
せ
る
雲
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
私
は
一
旦
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
下
っ
て
様
子
を
見
る
こ
と
を
決
め
た
。

皆
は
不
服
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
三
日
間
吹
雪
の
中
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
時
少
し
ず
つ
諦
め
た
。
更
に
吹
雪
あ
け
の
日
に
遭
難
救

助
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
群
が
飛
来
し
た
時
、
気
持
は
す
っ
か
り
落
ち
つ
い
て

い
た
。
私
た
ち
が
頂
上
へ
行
こ
う
と
し
た
日
、
も
し
行
っ
て
い
れ
ば
シ
ア

ト
ル
隊
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
隊
と
も
一
緒
に
頂
に
立
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
あ
と
で
何
が
起
っ
て
い
た
か
を
考
え
る
と
、
頂
上
に
向
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
幸
で
あ
っ
た
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
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シ
ア
ト
ル
の
遭
難
救
助
隊
は
四
十
名
近
い
者
が
集
っ
て
一
○
》
二
○
○

フ
ィ
ー
ト
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
時
な
ら
ぬ
テ
ン
ト
村
を
出
現
し
た
。
空

軍
の
演
習
か
と
思
わ
れ
る
程
の
飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
群
が
飛
来
し

て
、
救
い
出
し
に
当
っ
た
。
私
た
ち
は
上
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
、
そ
の
参
謀
本
部
の
相
談
役
に
な
っ
て
、
一
刻
も
早
く
怪
我
人
を
下

ろ
す
作
業
の
手
伝
い
を
し
た
。
そ
し
て
担
架
に
の
せ
ら
れ
た
デ
イ
氏
と
相

前
後
し
て
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
の
飛
行
場
に
下
山
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
沿
い
に
約
一

時
間
を
下
る
と
、
一
月
前
に
は
残
雪
の
中
に
あ
っ
た
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
は
す

っ
か
り
緑
に
芽
ぶ
い
て
い
た
。
そ
の
新
芽
の
香
り
を
嗅
い
だ
時
の
喜
び
は

今
ま
で
に
味
っ
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
は
生
物
の
生
き
ら
れ

る
世
界
だ
と
い
う
感
が
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
迫
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
考

え
て
見
て
、
は
じ
め
て
、
あ
の
山
中
が
全
く
無
機
の
世
界
で
あ
っ
た
こ
と

が
思
わ
れ
る
の
だ
っ
た
。

天
候
の
よ
い
時
は
、
何
か
大
変
楽
々
と
歩
き
廻
れ
る
雪
の
世
界
で
は
あ

る
が
、
い
っ
た
ん
荒
れ
出
せ
ば
、
ど
こ
に
も
生
命
を
保
つ
方
法
の
な
い
世

界
に
急
変
す
る
。
僅
か
に
十
分
な
装
備
を
と
と
の
え
て
設
営
し
た
根
拠
地

が
、
唯
一
の
避
難
場
所
な
の
だ
。
こ
ん
な
に
簡
単
に
そ
う
し
た
無
人
境
へ

飛
び
込
め
る
山
を
他
に
知
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
羽
田
を
立
っ
て
十
数
時
間
で
、
こ
の
氷
河
の
上
に
立
つ
こ
と

も
将
来
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
主
峯
は
と
も
角
、
そ
の

周
囲
を
と
り
ま
く
三
、
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
峯
群
は
、
ま
だ
誰
も
登
っ

た
こ
と
も
な
く
》
千
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
を
聟
え
さ
せ

て
い
る
。
そ
の
山
懐
で
ゆ
っ
く
り
合
宿
な
ど
で
き
る
日
の
来
る
こ
と
を
祈

り
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
装
備
の
十
分
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
必
要
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
こ
に
私
た
ち
の
装
備
か
ら
ノ
ー
ト
そ
の
他
を
つ
け
加
え
て
置

少
く
、
○

器
具

一
、
テ
ン
ト

登
山
計
画
表
か
ら
テ
ン
ト
の
数
は
五
張
と
決
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
三
人

用
ウ
イ
ン
パ
ー
型
テ
ン
ト
三
張
、
二
人
用
ミ
ー
ド
型
テ
ン
ト
ニ
張
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
三
人
用
ウ
イ
ン
パ
ー
型
テ
ン
ト
は
、
東
洋
高
圧
（
株
）
合

成
繊
維
室
の
御
厚
意
に
よ
り
コ
リ
ロ
ン
（
ポ
リ
尿
素
繊
維
、
未
市
販
）
の

生
地
を
分
け
て
い
た
だ
き
作
る
こ
と
が
出
来
た
。
生
地
は
、
』
９
口
途
心
甸

シ
リ
コ
ン
防
水
を
し
て
で
き
上
っ
た
時
の
重
さ
は
ボ
デ
ィ
が
三
・
二
蛇
、

ポ
ー
ル
（
三
本
継
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
）
が
二
・
三
蛇
、
ペ
ッ
グ
（
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
）
一
・
八
蛇
で
あ
っ
た
。

こ
の
テ
ン
ト
は
高
度
八
一
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
着
陸
地
点
、
一
○
、
二
○

○
フ
ィ
ー
ト
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
一
三
、
一
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
第
一
キ

ャ
ン
プ
で
使
っ
た
。
外
気
と
テ
ン
ト
内
部
の
温
度
の
差
は
、
風
、
日
光
、

高
度
等
の
要
因
に
比
べ
て
デ
ー
タ
が
不
足
し
た
の
で
各
要
因
別
に
分
類

し
て
、
そ
の
差
を
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
テ
ン
ト
内
で
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当
初
の
計
画
で
は
、
器
具
食
糧
の
大
半
は
飛
行
機
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
附
近
へ
落
と
し
、
先
に
着
陸
し
た
者
が
拾
い
集
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
梱
包
を
な
す
べ
き
か
に
迷
っ
た
が
、
結
局
、

小
型
飛
行
機
に
積
ん
で
小
さ
な
窓
か
ら
落
と
せ
る
程
度
の
ズ
タ
袋
（
ら
の
日

×
曲
っ
日
×
ｇ
ｏ
日
）
を
沢
山
用
意
し
た
。
袋
の
生
地
は
勿
論
強
く
て
軽
い

も
の
が
良
い
の
で
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
（
株
）
の
御
好
意
で
ビ
ニ
ロ
ン
を
使

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
実
際
に
は
エ
ア
ー
・
ド
ロ
ッ
プ
を
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
程
度
の
小
袋
な
ら
ば
荷
上
げ
の
際
背
負
子
に
容
易
に
附
け
ら
れ
る

し
、
食
糧
の
何
日
何
人
分
か
の
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
時
も
過
不
足
な
く
つ

め
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
ワ
カ
ン

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
山
の
管
理
事
務
所
か
ら
は
、
是
非
ス
ノ
ー
・
ラ
ケ
ッ
ト

を
用
意
す
る
よ
う
に
連
絡
を
受
け
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
に
ス
ノ
ー
・
ラ
ケ

ッ
ト
は
ど
う
も
な
じ
ゑ
が
薄
く
、
は
き
こ
な
せ
る
自
信
が
無
か
っ
た
。
そ

こ
で
管
理
事
務
所
へ
提
出
す
べ
き
器
具
リ
ス
ト
に
は
、
旨
冒
ロ
①
の
①
普
○
君

詞
四
烏
凰
な
ど
と
書
い
て
ワ
カ
ン
を
持
参
し
た
。
実
際
に
氷
河
上
の
深
い

雪
の
上
で
は
、
こ
の
ワ
カ
ン
は
効
果
を
表
し
た
。
同
じ
時
期
に
登
っ
た
シ

ア
ト
ル
隊
や
救
助
隊
の
人
々
は
皆
ス
ノ
ー
・
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
た

火
気
を
使
用
し
な
い
場
合
に
外
気
と
常
に
四
’
一
○
度
の
差
が
あ
っ
た
。

ナ
イ
ロ
ン
よ
り
比
重
の
軽
い
国
産
の
コ
リ
ロ
ン
が
高
所
テ
ン
ト
と
し
て

快
適
に
使
え
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

二
、
器
具
袋

食
糧

今
回
の
登
山
に
お
け
る
食
糧
計
画
の
最
大
の
課
題
は
重
量
の
点
で
あ
っ

た
。

一
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
こ
と
な
り
、
隊
員
だ
け
で
荷
上
げ
を
す
ま
さ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
体
力
の
ロ
ス
を
考
え
る
と
重
量
の
大
幅
の
軽
減
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
登
山
基
地
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
、
輸
送
は
す
べ
て
空
輸

に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
輸
送
費
軽
減
の
た
め
に
は
、
食
糧
を
軽
く
す
る
こ

と
が
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

三
、
今
後
の
軽
遠
征
隊
の
派
遣
を
考
え
る
時
、
費
用
削
減
の
た
め
に

は
、
食
糧
の
ウ
エ
イ
ト
を
軽
く
す
る
こ
と
が
大
き
な
要
素
を
占
め
る
こ

、
〃
」
Ｏ

右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
今
回
の
食
糧
計
画
を
重
量
点
か
ら
し
ぼ
り
、

梱
包
も
含
め
て
一
人
一
日
当
り
の
消
費
重
量
を
一
キ
ロ
に
押
え
た
。

外
装
は
従
来
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
使
わ
れ
て
い
た
カ
ー
ト
ン
ボ
ッ
ク
ス
を

や
め
、
六
人
二
日
分
の
食
糧
を
市
販
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
で
パ
ッ
ク
し
、

そ
れ
を
五
袋
ず
つ
ビ
ニ
ロ
ン
布
袋
に
パ
ッ
キ
ン
グ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
よ
り
も
約
六
キ
ロ
の
重
量
を
へ
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ワ
カ
ン
の
方
が
登
り
易
か
っ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
シ

ェ
ル
ド
ン
氏
も
「
俺
も
使
っ
て
承
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
お
世
辞
ば

か
り
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
（
寺
谷
昌
恭
）
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ま
た
個
々
の
食
糧
包
装
に
も
注
意
を
払
い
、
二
幸
食
料
研
究
所
な
ど
の

御
好
意
に
よ
り
、
可
能
な
も
の
は
す
べ
て
ポ
リ
袋
に
パ
ッ
ク
し
て
軽
減
を

は
か
っ
た
ｏ
‘

結
果
的
に
ゑ
て
、
所
期
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
好
評

を
得
、
同
時
期
に
登
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
隊
員
達
に
も
重
宝
が
ら
れ
た
。

（
菊
島
芳
彦
）

輸
送

わ
れ
わ
れ
の
車
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
西
端
の
港
に
船
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ

た
時
、
こ
れ
か
ら
四
カ
月
の
間
無
事
に
行
動
を
共
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
と
、
い
さ
さ
か
不
安
の
眼
を
持
っ
て
な
が
め
や
っ
た
。
そ
し
て
今
こ
う

し
て
筆
を
取
っ
て
い
る
時
、
日
本
の
工
業
の
発
展
の
す
ば
ら
し
さ
、
特
に

車
輌
に
関
す
る
技
術
の
向
上
、
工
業
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
心
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

ア
ラ
ス
カ
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
登
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
人
員
及
び

荷
物
を
、
そ
の
山
麓
ま
で
何
ら
か
の
も
の
を
使
っ
て
は
こ
び
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
と
し
て
日
本
の
自
動
車
で
行
け
る
所
ま
で
行
っ

て
承
よ
う
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。

幸
い
に
も
わ
れ
わ
れ
は
プ
リ
ン
ス
自
動
車
の
援
助
に
よ
っ
て
車
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
車
は
、
日
本
で
は
小
型
車
と
し
て
は
最
高
の
技
術

の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
注
文
に
よ
っ
て
作
っ
た
の
で
は
な
く
、
一

般
の
オ
ー
ナ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
ま
た
商
業
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
車

で
あ
る
、
プ
リ
ン
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ス
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
。
こ
の
日
本
で
普
段
使
用
さ
れ
て
い
る
車

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
登
山
に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う

こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
馬
力
や
そ
の
他
の
車
の
性
質

上
、
道
の
な
い
所
は
走
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
車
の
性
能
以
上
の
坂

の
あ
る
道
は
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
短
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
車
を
山
の
中

に
持
ち
込
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
山
の
麓
の
町
ま
で
は
車
で
行
く
こ

と
は
で
き
る
と
い
う
考
え
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
登
る
べ
き

山
は
ア
ラ
ス
カ
の
中
央
に
あ
る
。
で
は
ど
こ
か
ら
、
こ
の
車
を
出
発
さ
せ

る
べ
き
か
と
い
う
考
え
が
で
て
き
た
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
や
り
た
い
所

か
ら
車
を
走
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
出
発
点
を
定
め
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
は
な
ん
と
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
で
あ
る
。

ア
｜
フ
ス
カ
の
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
シ
ア
ト
ル
の
間
は
、
幸
い
に
も
自
動
車

道
路
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ん
と
五
千
キ
ロ
の
道

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
を
走
ら
な
い
こ
と
に
は
山
に
は
登
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

事
実
わ
れ
わ
れ
は
走
り
に
走
り
、
約
十
日
の
日
数
を
持
っ
て
山
へ
と
飛

込
め
る
場
所
に
た
ど
り
つ
い
た
。

そ
し
て
登
山
後
も
、
こ
の
距
離
の
何
倍
も
の
距
離
を
走
り
廻
り
、
北
米

大
陸
の
西
の
端
か
ら
東
の
端
ま
で
動
き
廻
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
で
終
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
間
に
自
動
車
自
体
の
故
障
は
、
た
い
し
て
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マッキンレー登山

こ
う
な
れ
ば
日
本
に
い
る
時
の
状
態
を
保
つ
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
ス

タ
ミ
ナ
の
問
題
は
全
然
他
に
消
耗
さ
れ
る
場
所
が
な
い
た
め
に
心
配
は
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

起
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
特
に
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。

山
と
車
、
山
に
行
く
に
は
、
ど
の
道
歩
か
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
山
に
入
る
前
に
ス
タ
ミ
ナ
を
消
耗
し
な
い
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
に
車
と
い
う
も
の
に
眼
が
向
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

車
に
関
し
て
は
非
常
に
知
識
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
動

か
す
た
め
に
は
専
門
的
な
も
の
は
必
要
と
し
な
い
。

一
台
の
車
が
十
人
の
人
間
と
荷
物
二
ト
ン
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し

た
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
一
つ
の
登
山
遠
征
隊
は
、
ど
の
方

向
へ
で
も
進
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
他
の
機
関
を
用
い

る
と
す
れ
ば
、
汽
車
や
飛
行
機
に
し
ろ
、
非
常
に
手
続
き
や
そ
の
他
で
め

ん
ど
う
な
こ
と
が
起
る
可
能
性
が
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

車
を
主
と
し
た
一
つ
の
遠
征
隊
に
お
い
て
は
、
自
動
車
に
関
し
て
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
者
が
一
人
な
い
し
二
人
い
れ
ば
、
そ
れ
で
じ
ゅ
う
ぶ

ん
で
あ
り
、
他
の
者
は
運
転
者
か
大
名
的
な
乗
客
で
こ
と
は
た
り
る
の
で

あ
る
。
車
は
私
は
一
つ
の
国
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
も
、
常
に
移
動
し
う
る
国

家
で
あ
る
。
車
の
中
で
は
日
本
語
が
通
用
し
、
常
に
日
本
の
食
物
を
口
に

次
に
、
登
山
に
要
す
る
器
具
や
食
糧
は
わ
れ
わ
れ
と
常
に
い
っ
し
ょ
に

動
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
背
に
背
負
っ
て
い
る
時
と
同
様

に
、
失
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
あ
り
、
必
要
性
を
感
ず
れ
ば
、

た
だ
ち
に
調
べ
た
り
、
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
目
的
地

に
着
く
と
同
時
に
、
登
山
と
い
う
行
動
に
う
つ
る
可
能
性
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
あ
る
。

金
銭
的
に
も
ま
た
車
は
非
常
に
わ
れ
わ
れ
を
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
の

も
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
幸
い
に
も
世
界
で
一
、
二
の
道

路
の
発
達
し
て
い
る
大
陸
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
目
的
の
一
つ

と
し
て
、
そ
の
大
陸
を
車
で
走
り
廻
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
山
に
登
る
必
要
品
と
し
て
車
に
注
目
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
思

う
。
車
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
山
と
い
う
こ
と
の
承
で
な
く
、

そ
の
計
画
が
非
常
に
１
’
－
－
ク
な
も
の
に
な
る
の
は
た
し
か
で
あ
る
。

（
山
本
晃
）

（
附
記
）
本
登
山
に
つ
い
て
は
既
に
吉
阪
隆
正
著
「
原
始
境
か
ら
文
明
境
へ
ｌ
ア
ラ

ス
カ
・
カ
ナ
ダ
の
旅
」
（
相
模
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
編
者
）
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カ
ラ
コ
ル
ム
入
り

私
た
ち
を
の
せ
た
双
発
の
オ
ン
ボ
ロ
機
は
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
の

白
い
谷
間
を
縫
っ
て
、
一
路
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
向
っ
て
頼
り
な
い
飛
行
を
続

け
て
行
っ
た
。

（
日
本
側
メ
ン
バ
ー
）

島
澄
夫
（
二
八
才
）
東
大
農
学
部
研
究
員
（
隊
長
）

竹
内
正
已
（
二
四
才
）
中
央
大
学
学
生

（
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
側
メ
ン
バ
ー
）

ハ
ッ
サ
ン
・
バ
ド
ル
デ
ィ
ン
（
二
二
才
）
学
生

カ
ー
ン
・
タ
リ
ク
（
二
二
才
）
学
生

（
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
）

ア
リ
マ
ダ
ッ
ド
・
カ
ー
ン
（
二
五
才
）

シ
ャ
バ
ン
・
ア
リ
（
二
一
才
）

（
但
し
右
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
生
二
名
は
夏
季
休
暇
の
都
合
で
、
数
日
の
キ
ャ
ラ
尋
ハ

ン
に
同
行
し
た
だ
け
で
帰
国
し
た
。
）

西
部
カ
ラ
コ
ル
ム
紀
行
（
一
九
六
一
年
）

島
澄
夫

羽
田
を
発
っ
て
か
ら
二
カ
月
、
そ
の
間
私
た
ち
は
パ
キ
ス
タ
ン
国
内
の

各
大
学
や
研
究
所
を
ま
わ
り
、
私
の
専
門
で
あ
る
農
業
技
術
の
視
察
研
究

を
行
っ
て
来
た
。
八
月
末
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
で
の
夏
季
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も

終
り
、
私
た
ち
は
い
よ
い
よ
待
望
の
カ
ラ
コ
ル
ム
入
り
に
踏
承
切
る
こ
と

に
な
っ
た
。
大
学
側
の
色
々
な
骨
折
り
で
、
フ
ン
ザ
王
国
入
国
の
許
可
を

得
た
私
た
ち
は
、
二
人
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
生
を
と
も
な
っ
て
、
九
月
五

日
ラ
ワ
ー
ル
ピ
ン
デ
イ
の
飛
行
場
を
飛
び
立
っ
た
の
だ
っ
た
。

ラ
ワ
ー
ル
ピ
ン
デ
イ
を
た
つ
前
、
私
は
、
カ
シ
ミ
ー
ル
省
に
出
向
い

て
、
フ
ン
ザ
王
国
の
首
府
バ
ル
テ
ィ
ッ
ト
以
北
へ
の
入
境
を
、
再
三
再
四

要
請
し
た
が
、
役
所
は
軍
事
上
の
問
題
を
楯
に
と
っ
て
譲
っ
て
は
く
れ
な

か
っ
た
。
止
む
な
く
私
た
ち
は
、
パ
ル
テ
ィ
ッ
ト
以
南
の
パ
ヅ
ラ
山
域
南

西
部
を
踏
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
地
域
は
私
の
知
る
限
り
、
一
九
五

四
年
、
レ
ピ
ッ
チ
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
独
澳
隊
（
註
１
）
を
始
め
、
一
九

五
六
年
（
註
２
）
と
一
九
五
九
年
（
註
３
）
に
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
隊
の
入
境
を

許
し
て
い
る
。
従
っ
て
局
部
的
に
は
未
踏
の
地
域
を
探
査
す
る
こ
と
が
出

来
る
に
せ
よ
、
そ
の
大
部
分
は
独
填
隊
の
ト
レ
ー
ス
に
な
る
こ
と
は
止
む

を
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
地
区
が
一
九
五
五
年
、
一
九
五
七
年
に
行
な
わ
れ
た
京

大
隊
の
カ
ラ
コ
ル
ム
、
及
び
ス
ワ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検
域
の
、
云
わ
ば

盲
点
に
あ
た
る
関
係
上
、
私
た
ち
日
本
隊
と
し
て
の
入
域
に
は
、
大
い
な

る
意
義
が
あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

ギ
ル
ギ
ッ
ト
で
飛
行
機
を
捨
て
る
と
、
私
た
ち
は
す
ぐ
知
事
に
会
い
、
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西部カラコルム紀行

ダ
イ
ン
タ
ー
ル
氷
河
へ

チ
ャ
ル
ト
か
ら
は
ジ
ー
プ
を
捨
て
、
徒
歩
で
入
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
早
速
ナ
ギ
ー
ル
王
に
電
話
連
絡
し
、
チ
ャ
ル
ト
村
の
領
民
を
ク

ー
リ
ー
と
し
て
使
用
す
る
許
可
を
取
っ
た
。

翌
九
月
九
日
、
一
六
名
の
ポ
ー
タ
ー
、
そ
れ
に
ギ
ル
ギ
ッ
ト
で
雇
っ
た

二
人
の
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
、
私
た
ち
四
名
、
総
勢
二
二
名
は
、
ポ
ラ
ダ
ス

谷
の
中
腹
に
つ
け
ら
れ
た
細
い
踏
跡
を
頼
り
に
、
長
い
列
を
つ
く
っ
て
進

ん
で
行
っ
た
。
ふ
り
か
え
る
と
頭
上
に
は
、
名
峰
ラ
カ
ポ
シ
が
陽
光
に
キ

ラ
キ
ラ
と
氷
の
肌
を
映
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

午
後
五
時
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
最
後
部
が
ト
ル
ブ
ド
ダ
ス
村
に
入
る
。
標

ジ
ー
プ
や
ク
ー
リ
ー
達
の
手
配
を
頼
ん
だ
。
知
事
の
ラ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン

氏
は
実
に
親
切
に
私
達
の
世
話
を
引
き
受
け
て
く
れ
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
着

い
た
翌
日
に
は
、
す
ぐ
出
発
出
来
る
よ
う
に
手
配
を
し
て
く
れ
た
。

九
月
八
日
、
ジ
ー
プ
二
台
に
約
四
○
○
キ
ロ
の
荷
物
を
積
象
込
む
と
、

私
た
ち
は
ギ
ル
ギ
ッ
ト
河
に
沿
っ
て
、
チ
ャ
ル
ト
村
目
指
し
て
出
発
し

た
。
こ
の
ギ
ル
ギ
ッ
ト
河
は
バ
ッ
ラ
山
群
の
北
か
ら
、
西
に
バ
ッ
ラ
氷
河

東
に
ヒ
ス
パ
ー
氷
河
の
水
を
集
め
、
フ
ン
ザ
河
と
な
り
、
途
中
ナ
ル
タ
ル

及
び
ボ
ラ
ダ
ス
の
渓
谷
を
統
合
し
て
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
を
南
下
し
大
イ
ン
ダ

ス
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
最
初
の
目
的
は
、
チ
ャ
ル
ト
か
ら
ボ

ラ
ダ
ス
渓
谷
を
遡
ぽ
り
、
ダ
イ
ン
タ
ー
ル
氷
河
に
入
っ
て
そ
の
地
形
を
探

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

高
二
五
○
○
メ
ー
ト
ル
。
村
は
ず
れ
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
第
一

夜
に
結
ぶ
夢
は
ま
た
格
別
だ
。
月
も
あ
が
っ
て
、
遠
く
ラ
カ
ポ
シ
を
青
白

い
夢
の
中
に
誘
い
込
ん
で
い
た
。

ト
ル
ブ
ド
ダ
ス
か
ら
は
山
路
を
西
に
と
り
、
ダ
イ
ン
タ
ー
ル
渓
谷
に
入

る
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
三
○
キ
ロ
に
近
い
荷
を
ゆ
す
り
上
げ
な
が
ら
、
二
尺

に
も
満
た
な
い
断
崖
の
路
を
へ
ず
っ
て
行
く
。

ダ
イ
ン
タ
ー
ル
の
部
落
は
標
高
三
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
人
口
お
よ
そ
百

名
程
で
、
谷
あ
い
の
乏
し
い
田
畑
を
耕
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
住
承
つ
い
て

い
た
。
私
た
ち
は
部
落
の
中
の
比
較
的
綺
麗
そ
う
な
住
居
を
見
つ
け
、
そ

の
住
人
か
ら
二
ル
ピ
ー
（
邦
貨
五
五
○
円
）
で
借
り
う
け
、
こ
こ
を
ベ
ー

ス
・
ハ
ウ
ス
に
決
め
る
こ
と
に
し
た
。
次
の
日
、
氷
河
を
偵
察
し
、
そ
の

末
端
に
恰
好
な
草
地
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
を
発
見
し
た
の
で
、
翌
十

日
、
部
落
民
を
雇
っ
て
、
こ
こ
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
標
高

三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
氷
河
は
サ
ト
・
マ
ル
ー
（
六
二
九
三
メ
ー
ト
ル
）
、

ド
ル
ク
シ
ュ
・
ガ
ー
ロ
の
稜
線
に
続
く
、
推
定
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
程
の

コ
ル
か
ら
落
ち
て
来
る
比
較
的
小
規
模
な
氷
河
な
の
で
、
長
駆
す
れ
ば
一

日
で
コ
ル
に
出
ら
れ
る
筈
だ
っ
た
。

ベ
ー
ス
設
置
の
翌
日
、
私
た
ち
は
ビ
バ
ー
ク
用
の
装
備
を
持
っ
て
、
氷

河
を
つ
め
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
氷
の
中
に
足
を
踏
承
入
れ
て
見

る
と
、
縦
横
無
尽
の
ク
レ
バ
ス
と
無
数
の
セ
ラ
ッ
ク
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
ま

る
で
迷
路
を
行
く
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で

大
氷
爆
に
行
手
を
は
ば
ま
れ
、
退
却
を
決
意
す
る
。
い
っ
た
い
に
八
月
、
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九
月
の
氷
河
は
、
雪
崩
の
心
配
が
少
な
い
か
わ
り
に
諺
氷
の
状
態
が
極
度

に
悪
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
比
較
的
降
雪
の
少
な
い
西
部
カ
ラ
コ
ル
ム

で
は
、
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
入
山
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
好
条
件

と
は
云
い
難
い
。
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
達
も
、
「
且
邦
、
五
月
か
六
月
な
ら

ど
ん
な
谷
で
も
入
れ
ま
す
よ
。
今
は
雪
が
ノ
ー
。
グ
ッ
ド
だ
」
と
、
口
を

そ
ろ
え
て
し
き
り
に
退
却
の
弁
解
に
つ
と
め
て
い
た
。

バ
ル
タ
ー
ル
氷
河
へ

ダ
イ
ン
タ
ー
ル
の
部
落
民
一
三
名
を
集
め
、
ベ
ー
ス
を
撤
収
す
る
。
ダ

●
●
●

イ
ン
タ
ー
ル
の
我
が
家
で
一
泊
し
た
の
ち
、
再
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
編
成
し

て
一
路
バ
ル
タ
ー
ル
氷
河
へ
向
う
。
ト
ル
ブ
ド
ダ
ス
を
経
て
、
二
日
目
に

バ
ー
ル
部
落
に
着
く
。
こ
の
村
は
か
な
り
大
き
く
、
戸
数
も
百
を
超
え

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
地
方
の
村
々
は
各
々
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、

春
が
来
て
雪
が
消
え
始
め
る
と
、
大
部
分
の
村
人
が
山
深
い
ダ
イ
ン
タ
ー

ル
、
ト
ル
ブ
ド
ダ
ス
の
村
々
へ
出
稼
せ
ぎ
に
行
き
、
冬
の
到
来
と
共
に
山

を
降
り
、
パ
ー
ル
村
に
帰
っ
て
来
る
と
云
う
。
耕
地
の
狭
院
さ
が
、
こ
う

し
た
二
重
生
活
を
要
求
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
註
４
）

バ
ー
ル
部
落
か
ら
二
日
目
、
九
月
一
六
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
ク
ク
ァ
イ

氷
河
の
分
岐
を
過
ぎ
て
、
バ
ル
タ
ー
ル
氷
河
に
入
っ
て
行
っ
た
。
ト
ル
タ

ー
ル
か
ら
東
へ
一
○
キ
ロ
程
の
と
こ
ろ
に
、
約
二
○
人
あ
ま
り
の
羊
飼
い

が
四
・
五
軒
の
小
屋
を
建
て
て
住
ま
っ
て
い
た
。
標
高
四
○
○
○
メ
ー
ト

ル
。
ポ
ー
タ
ー
達
の
話
で
は
「
ダ
ッ
ペ
」
と
云
う
と
こ
ろ
ら
し
い
。
氷
河

の
舌
端
に
か
か
っ
た
、
こ
の
小
さ
な
小
牧
場
に
、
点
々
と
草
を
は
む
羊
の

む
れ
は
、
青
い
氷
の
山
々
に
包
ま
れ
て
、
美
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
詩
情
を
か

な
で
て
い
た
。
目
の
前
に
は
七
七
八
八
メ
ー
ト
ル
の
バ
ッ
ラ
主
峰
が
、
青

白
い
氷
の
鎧
を
身
に
ま
と
っ
て
聟
立
し
て
い
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の

夜
、
バ
ッ
ラ
に
か
か
る
月
は
、
物
凄
い
ほ
ど
青
か
っ
た
。
時
々
落
ち
る

ア
イ
ス
・
ア
バ
ラ
ン
ジ
エ

氷
雪
崩
が
、
段
々
と
月
の
谷
間
に
木
魂
し
、
巨
獣
の
炮
嘩
の
よ
う
に
寝
て

い
る
私
た
ち
の
天
幕
を
ゆ
す
ぶ
っ
た
。

翌
一
八
日
、
私
た
ち
は
羊
飼
い
三
名
を
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
雇
い
、
Ｃ
１

建
設
に
向
っ
た
。
バ
ッ
ラ
の
南
西
に
は
し
る
尾
根
、
私
た
ち
の
Ｂ
Ｃ
の
丁

度
東
側
に
、
テ
ィ
ギ
・
ガ
モ
ッ
ク
（
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
が
美
し
い
稜
線

を
描
い
て
そ
び
え
て
い
た
。
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
の
話
で
は
、
一
九
五
九
年

の
ド
イ
ツ
隊
が
こ
れ
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
が
、
雪
崩
の
襲
来
に
会
い
敗
退
し

た
と
云
う
こ
と
だ
。
バ
ッ
ラ
南
面
の
あ
ま
り
に
絶
望
的
な
壁
に
比
べ
、
こ
の

テ
ィ
ギ
峰
は
い
か
に
も
食
指
の
動
き
そ
う
な
、
緩
傾
斜
の
氷
河
を
そ
の
広

い
胸
壁
か
ら
落
し
て
い
た
。
た
っ
た
二
名
の
、
し
か
も
充
分
な
装
備
を
も

た
ぬ
私
た
ち
に
と
っ
て
、
登
頂
の
採
算
は
予
期
し
得
な
か
っ
た
が
、
と
に

か
く
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
試
登
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
Ｃ
Ｉ
は
四
二
○
○

メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
、
氷
の
棚
を
け
づ
っ
て
サ
イ
ト
と
し
た
。
竹
内
が
サ

イ
ト
の
下
の
方
で
ポ
リ
袋
と
空
缶
を
拾
っ
て
来
た
。
二
年
前
の
シ
ュ
ナ
ィ

ダ
ー
隊
の
も
の
に
違
い
な
い
。
翌
日
、
私
た
ち
は
Ｃ
Ⅱ
建
設
に
更
に
上
へ

登
っ
た
。
し
か
し
、
数
時
間
に
お
よ
ぶ
ク
レ
バ
ス
と
セ
ラ
ッ
ク
と
の
苦
痛

に
満
ち
た
か
く
れ
ん
ぼ
も
、
す
べ
て
徒
労
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
約
四
七
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ク
ク
ア
イ
氷
河
へ

九
月
一
三
日
、
ダ
ッ
ペ
の
羊
飼
い
一
○
名
ほ
ど
を
か
り
集
め
、
再
び
ク

ク
ァ
イ
氷
河
へ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
す
る
。
ク
、
ク
ァ
イ
氷
河
は
ト
ル
タ

ー
ル
で
、
こ
の
バ
ル
タ
ー
ル
氷
河
と
別
れ
、
西
に
サ
ト
・
マ
ル
ー
（
六
二

九
三
メ
ー
ト
ル
）
、
ス
ワ
ー
ト
・
マ
ラ
オ
（
六
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、
東
に
サ

ニ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
（
六
八
七
二
メ
ー
ト
ル
）
、
バ
リ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
（
六
七
八

○
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
き
上
げ
て
い
る
全
長
約
二
○
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
、
か
な

り
広
大
な
氷
河
で
あ
る
。
ト
ル
タ
ー
ル
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
。
白
砂
の
河

原
で
満
月
を
仰
ぎ
な
が
ら
羊
肉
を
頬
ぱ
る
。
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
の
ダ
イ
ヤ

ル
を
廻
わ
す
と
「
白
鳥
の
湖
」
が
流
れ
て
来
た
。
ソ
連
放
送
だ
。
名
曲
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
盃
を
重
ね
る
。
…

翌
日
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
指
揮
を
竹
内
に
ま
か
せ
、
私
は
ハ
イ
・
ポ
ー
タ

○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
》
全
く
手
の
つ
け
ら
れ
ぬ
大
ク
レ
バ
ス
に
遭
遇

し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
私
と
竹
内
は
一
時
間
近
く
も
、
割
目
の
淵
を
行

っ
た
り
来
た
り
し
て
突
破
口
を
探
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
コ
ー
’
三

○
メ
ー
ト
ル
の
ハ
シ
ゴ
が
必
要
だ
」
と
云
う
以
外
に
は
、
他
に
良
い
結
論

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
氷
の
迷
路
に
つ
け
た
標
識
を
た
ど
っ
て
、
夕
刻
近
く
へ
ト
ヘ

ト
に
な
っ
て
Ｃ
工
に
帰
っ
た
。
翌
二
○
日
ベ
ー
ス
に
帰
り
、
次
の
日
は
一

日
停
滞
す
る
こ
と
に
決
め
る
。
ダ
イ
ン
タ
ー
ル
か
ら
連
れ
て
来
た
二
頭
目

の
羊
を
血
祭
り
に
あ
げ
る
。
今
晩
は
羊
肉
の
シ
チ
ュ
ウ
だ
。

－
の
シ
ャ
バ
ン
と
ク
ー
リ
ー
一
人
を
つ
れ
、
ク
ク
ア
イ
氷
河
の
東
側
の
偵

察
に
先
発
し
た
。
氷
河
が
ク
テ
ィ
・
ド
ル
ク
、
ソ
ュ
峰
に
突
き
あ
た
る
地
点

で
、
私
た
ち
先
発
の
三
人
は
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

翌
朝
、
同
行
の
ク
ー
リ
ー
を
そ
こ
に
残
し
、
シ
ャ
パ
ン
と
二
人
で
谷
の
東

側
に
ま
わ
り
込
ん
で
見
た
。
こ
こ
は
、
東
の
バ
ッ
ラ
山
群
か
ら
連
ら
な
る

巨
大
な
西
尾
根
に
囲
ま
れ
、
云
わ
ば
、
バ
ッ
ラ
南
面
の
奥
院
（
旨
昌
曾

の
目
ｏ
冒
口
ｑ
）
と
云
っ
た
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
記
録
を
見
て
も
殆
ん
ど
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
。
サ
ニ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
、
バ
リ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
、
ド
デ
・

ド
ル
ク
シ
ュ
な
ど
の
名
を
持
つ
美
し
い
峰
々
は
、
神
秘
的
な
氷
河
に
包
ま

れ
て
、
不
思
議
な
魅
力
と
尽
き
ぬ
登
高
欲
を
充
分
に
そ
そ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
現
実
の
問
題
と
し
て
、
残
り
少
な
い
食
糧
を
抱
え
た
、
隊
員

二
名
、
ポ
ー
タ
ー
ニ
名
の
弱
小
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
ど
う
算
盤
を
弾
い
て

も
、
拱
手
傍
観
以
外
に
手
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
七
千
メ
ー
ト

ル
級
の
山
で
は
、
少
な
く
と
も
十
日
以
上
の
登
筆
日
程
、
四
張
以
上
の
キ

ャ
ン
プ
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
折
角
上
マ
ラ
ャ
く
ん
だ

り
ま
で
来
て
、
一
つ
の
ピ
ー
ク
す
ら
踏
ま
ぬ
よ
う
で
は
ど
う
に
も
寝
覚
め

が
悪
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ク
ク
ァ
イ
氷
河
の
分
岐
点
か
ら
真
直
に
突
き

上
げ
て
い
る
、
ク
テ
ィ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
に
登
る
こ
と
に
決
め
た
。
六
千
メ

ー
ト
ル
程
度
の
こ
の
山
は
、
サ
ト
・
マ
ル
ー
側
か
ら
入
っ
て
い
る
小
さ
な

氷
河
に
、
容
易
な
ル
ー
ト
を
蔵
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
た
ち

は
、
一
昨
日
の
ビ
バ
ー
ク
地
近
く
に
ベ
ー
ス
を
か
ま
え
、
九
月
二
五
日
登

頂
工
作
を
開
始
し
た
。

（159）



Ｕ
一
望
。 い

、
六
ｇ
ｏ
ゴ
三
ｍ
で
ａ
ｚ
ｏ
『
チ
ミ
の
伜
六
四
３
六
○
己
ョ

＝
一

Ｊ
７
丁

】
Ｕ
室

(160）



西部カラコルム紀行

ベ
ー
ス
の
標
高
は
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
。
一
日
に
千
メ
ー
ト
ル
の
高
度

を
稼
ぐ
と
し
て
、
登
頂
に
三
日
、
下
山
に
一
日
、
計
四
日
と
云
う
ギ
リ
ギ

リ
の
日
程
を
組
ん
だ
。
従
っ
て
、
荷
物
は
テ
ン
ト
ー
張
、
食
糧
四
日
分
の

ラ
ッ
、
ン
１
．
ア
タ
ッ
ク
の
方
式
に
切
り
替
え
た
。

ま
ず
、
サ
ト
・
マ
ル
ー
氷
河
に
入
り
、
右
に
ま
わ
り
こ
ん
で
ク
テ
ィ
・

ド
ル
ク
シ
ュ
直
下
の
ル
ン
ゼ
に
取
り
つ
く
。
こ
の
氷
河
の
ル
ー
ト
エ
作

は
、
予
期
し
た
以
上
に
手
間
が
か
か
っ
た
。
荷
物
の
極
端
な
軽
量
化
を
は

か
っ
た
も
の
の
、
四
名
各
自
の
担
荷
は
や
は
り
二
○
キ
ロ
以
上
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
重
荷
を
つ
け
た
ま
ま
の
氷
刻
承
は
、
高
度
の
影
響
も
あ
っ

て
、
お
世
辞
に
も
快
適
と
は
云
え
な
い
。
ル
ン
ゼ
の
傾
斜
も
思
っ
た
よ
り

き
つ
く
、
と
く
に
上
部
で
は
壁
状
に
な
っ
て
い
て
、
尺
取
虫
よ
ろ
し
く
、

相
当
な
ル
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
い
ら
れ
る
。
お
ま
け
に
、
体

を
動
か
す
た
び
に
背
の
重
荷
が
グ
ラ
グ
ラ
ゆ
れ
て
、
壁
か
ら
剥
が
さ
れ
そ

う
に
な
る
。
夕
方
近
く
、
辛
じ
て
ル
ン
ゼ
の
落
ち
口
に
出
る
。
落
ち
口
は

長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
○
セ
ン
チ
程
の
狭
い
棚
に
な
っ
て
い
た
。
時
間

も
遅
い
の
で
棚
の
斜
面
を
け
づ
り
Ｃ
Ｉ
サ
イ
ト
を
作
る
。
標
高
四
五
○
○

メ
ー
ト
ル
。
足
下
に
は
今
登
っ
た
来
た
サ
ト
・
マ
ル
ー
氷
河
が
、
ク
ク
ア

イ
と
合
流
し
、
銀
蛇
の
よ
う
に
う
ね
っ
て
、
ラ
カ
ポ
シ
の
か
な
た
へ
と
消

え
て
行
っ
た
。
夜
九
時
。
や
っ
と
キ
ャ
ン
プ
エ
作
を
終
え
、
狭
い
な
が
ら

も
今
夜
の
ね
ぐ
ら
が
出
来
上
る
。
素
晴
し
い
月
光
が
、
氷
河
を
青
白
く
照

ら
し
出
し
て
い
る
。
ラ
ヵ
ポ
シ
が
手
に
と
る
よ
う
だ
。
景
色
は
天
下
一
品

だ
っ
た
が
、
寝
心
地
は
快
適
と
は
云
い
難
か
っ
た
。
一
た
び
寝
返
り
を
打

と
う
も
の
な
ら
、
翌
朝
は
遥
か
下
に
細
長
く
光
っ
て
い
る
サ
ト
・
マ
ル
ー

氷
河
の
中
に
、
寝
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

翌
日
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
更
に
急
傾
斜
の
壁
状
ル
ン
ゼ
に
取
り
つ

く
。
四
○
メ
ー
ト
ル
・
ザ
イ
ル
で
二
ピ
ッ
チ
。
距
離
は
短
か
い
が
重
荷
と

息
苦
し
さ
に
は
相
当
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
上
は
、
見
渡

す
限
り
の
広
い
氷
原
だ
っ
た
。
標
高
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
。
二
日
で
一
五

○
○
メ
ー
ト
ル
稼
い
だ
わ
け
だ
。
午
後
二
時
、
上
部
氷
河
の
末
端
近
く
の

岩
の
上
に
Ｃ
Ⅱ
を
建
設
す
る
。
稜
線
上
に
あ
る
た
め
凄
い
風
あ
た
り
だ
。

翌
二
十
七
日
朝
。
サ
ポ
ー
ト
の
竹
内
・
ア
リ
隊
と
別
れ
て
、
私
と
、
ン
ヤ

バ
ン
は
二
日
分
の
食
糧
と
ツ
ェ
ル
ト
を
サ
ブ
に
つ
め
、
主
峰
（
六
○
○
○

メ
ー
ト
ル
？
）
に
向
っ
て
氷
原
を
登
り
つ
め
て
行
っ
た
。
ピ
ー
ク
へ
の
最

大
難
関
は
、
高
距
一
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
、
上
下
四
段
の
滝
を
も
つ

大
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
あ
っ
た
。
無
数
の
ク
レ
バ
ス
が
無
気
味
な
口
を
開

け
て
、
私
た
ち
を
迎
え
る
。
Ｆ
３
ま
で
は
正
面
の
ク
ラ
ッ
ク
を
、
ピ
ッ
ケ

ル
を
ふ
る
っ
て
突
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ル
ー
ト
そ
の
も
の
は
さ
ほ
ど

困
難
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
呼
吸
が
苦
し
く
二
メ
ー
ト
ル
も
続
け
て

は
登
れ
な
い
。
食
欲
は
全
く
な
く
、
紅
茶
だ
け
の
昼
食
も
早
々
に
、
再
び

登
筆
を
続
け
る
。
最
後
の
Ｆ
４
は
か
な
り
の
悪
相
な
の
で
、
正
面
攻
撃
を

遠
慮
し
、
左
側
の
カ
ー
ル
を
迂
廻
し
て
落
口
に
達
す
る
。
し
か
も
、
そ
こ

か
ら
更
に
巨
大
な
氷
壁
が
、
私
た
ち
の
頭
上
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
。
こ

れ
も
、
氷
の
ク
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
高
度
を
稼
ぐ
。
四
ピ
ッ
チ
目
が
か
ぶ

っ
て
い
て
す
こ
ぶ
る
悪
い
。
胸
が
つ
か
え
て
身
体
が
宙
に
出
て
し
ま
う
。
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あ
と
三
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
壁
は
終
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
一
時
間
以
上
も

も
た
つ
い
て
し
ま
う
。
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
三
本
を
叩
き
込
承
、
振
り
子
で

辛
じ
て
乗
り
切
る
。

標
高
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
か
ら
上
は
更
に
広
大
な
氷
原
が
、
ピ

ー
ク
か
ら
流
れ
落
ち
て
い
た
。
時
計
は
五
時
に
近
か
っ
た
。
大
氷
曝
に
取

り
つ
い
て
か
ら
七
時
間
経
過
し
て
い
る
。
氷
の
割
れ
目
に
入
り
込
承
、
頭

か
ら
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。
や
が
て
陽
が
か
げ
る
と
、
予
期
以
上
の
寒
気

と
頭
痛
が
、
私
た
ち
を
襲
っ
て
来
た
。
頭
痛
で
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
流
れ

る
。
シ
ャ
バ
ン
が
ガ
タ
ガ
タ
震
る
え
な
が
ら
、
一
生
県
命
、
私
の
膝
を
さ

す
っ
て
く
れ
る
。
ど
う
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
ビ
バ
ー
ク
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
私
は
グ
レ
ラ
ン
の
威
力
と
、
こ
の
召
使
の
素
晴
し
い
献
身
の
お
蔭

で
、
僅
か
な
仮
眠
を
と
る
こ
と
が
出
来
た
。

待
望
の
朝
が
来
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
霧
の
朝
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
ド

ロ
ッ
プ
を
二
粒
口
に
放
り
込
む
と
、
ツ
ェ
ル
ト
を
た
た
ゑ
始
め
た
。
考
え

て
見
る
と
、
昨
日
か
ら
採
っ
た
固
型
物
と
云
え
ば
、
こ
の
ア
メ
玉
ぐ
ら
い

な
も
の
だ
。
重
い
足
に
重
い
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
。
昨
日
見
た
と
き
、
南

西
に
走
る
岩
尾
根
が
ル
ー
ト
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
基
部

に
達
し
て
、
私
の
足
は
釘
付
け
に
な
っ
た
。
緑
色
に
凍
結
し
た
氷
面
は
、

鏡
の
よ
う
に
滑
ら
か
だ
っ
た
。
最
大
傾
斜
六
○
度
は
あ
ろ
う
。
か
て
て
加

え
て
、
一
○
メ
ー
ト
ル
先
も
さ
だ
か
で
な
い
灰
色
の
世
界
は
、
私
た
ち
の

フ
ァ
イ
ト
を
打
ち
の
め
す
に
充
分
だ
っ
た
。
力
ま
か
せ
に
打
ち
お
ろ
し
た

ピ
ッ
ケ
ル
の
第
一
撃
は
、
氷
面
に
幽
か
な
亀
裂
を
の
こ
す
の
承
だ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
し
ば
ら
く
考
え
た
後
、
斜
面
の
北
側
に
ま
わ
っ
て
見
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
ザ
ク
ロ
の
よ
う
な
ク
レ
バ
ス
の
巣
窟
だ
っ
た
。
私
た
ち

は
主
峰
を
あ
き
ら
め
た
。
今
は
時
期
が
悪
い
。
氷
が
最
悪
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
気
休
め
を
く
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
私
た
ち
は
右
手
の
前
衛
峰
に
向
っ
た
。
深
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
と
雪
庇
切

り
を
く
り
か
え
し
て
、
九
時
二
○
分
霧
の
ピ
ー
ク
に
立
っ
た
。
高
度
計
は

五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
を
示
し
て
い
た
。
深
い
霧
の
中
で
、
私
た
ち
は
記
念

撮
影
も
そ
こ
そ
こ
に
、
逃
げ
る
よ
う
に
下
山
の
途
に
つ
い
た
。
疲
労
と
倦

怠
で
骨
抜
き
に
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
殆
ん
ど
確
保
な
し
に
ク
レ
バ
ス
の
間

を
降
り
て
行
っ
た
。
例
の
大
氷
爆
も
懸
垂
で
難
な
く
降
り
た
。
「
難
な
く
」

と
云
う
よ
り
も
、
「
不
注
意
」
と
云
っ
た
方
が
当
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
、

注
意
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
こ
の
時
ほ
ど
億
劫
に
思
わ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。

氷
爆
を
降
り
切
る
と
、
間
も
な
く
ア
リ
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

「
サ
ラ
ー
ム
・
サ
ー
ヴ
」
（
よ
か
っ
た
。
旦
那
）

テ
ン
ト
に
帰
っ
た
私
た
ち
の
胃
袋
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
巨
大

な
食
欲
を
訴
え
始
め
た
。
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
雲
の
切
目
か
ら
暖
か
い

陽
光
が
さ
し
込
ん
で
、
テ
ン
ト
の
中
を
明
る
く
陽
気
に
し
た
。

下
山

翌
朝
、
天
候
の
悪
化
が
予
測
さ
れ
た
の
で
休
養
せ
ず
に
す
ぐ
に
Ｃ
Ⅱ
を

撤
収
す
る
。
Ｃ
Ｉ
上
部
の
嫌
な
壁
状
ル
ン
ゼ
を
、
ス
タ
ッ
ヵ
ッ
ト
で
慎
重
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に
降
り
る
と
、
苦
心
し
て
作
っ
た
Ｃ
Ｉ
の
台
地
に
降
り
立
つ
。
暗
い
雲
が

次
第
に
厚
承
を
増
し
て
行
く
。
翌
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
向
う
こ
ろ

に
は
、
承
ぞ
れ
混
り
の
白
い
も
の
が
、
ち
ら
つ
き
始
め
た
。
ふ
り
か
え
る

ク
テ
ィ
・
ド
ル
ク
シ
ュ
も
、
サ
ト
・
マ
ル
ー
も
、
真
白
な
新
雪
に
お
お
わ

れ
て
い
た
。
カ
ラ
コ
ル
ム
に
は
、
十
月
の
声
と
共
に
冬
が
訪
れ
始
め
て
い

た
の
だ
。
シ
ャ
バ
ン
が
バ
ー
ル
部
落
に
ポ
ー
タ
ー
達
を
呼
び
に
行
っ
て
来

る
三
日
間
、
私
た
ち
は
ベ
ー
ス
を
ク
ク
ア
イ
の
羊
飼
部
落
に
移
し
、
彼
等

と
共
に
生
活
し
た
。
一
緒
に
木
登
り
や
、
綱
引
き
、
そ
れ
に
石
投
げ
な
ど

を
し
た
り
、
彼
等
の
不
潔
さ
だ
け
を
除
外
す
れ
ば
、
気
の
よ
い
愉
快
な
連

中
だ
っ
た
。
や
が
て
バ
ー
ル
部
落
民
一
○
名
の
到
着
と
同
時
に
、
撤
収
に

と
り
か
か
る
。
一
カ
月
以
上
も
過
し
て
来
た
ク
ク
ァ
イ
氷
河
と
も
お
別
れ

だ
ｏ
バ
ー
ル
、
ト
ル
ブ
ド
ダ
ス
、
ナ
サ
プ
ー
ル
を
経
て
、
チ
ャ
ル
ト
に
帰
り

つ
い
た
の
は
三
日
後
の
十
月
二
日
、
午
後
五
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
チ
ャ
ル
ト

の
レ
ス
ト
・
ハ
ゥ
ス
は
、
相
変
ら
ず
静
か
な
林
の
中
に
ポ
ッ
ン
と
立
っ
て

い
た
。
庭
の
コ
ス
モ
ス
は
一
面
の
花
盛
り
だ
っ
た
。
ハ
ウ
ス
の
コ
ッ
ク
が

一
一
コ
二
コ
し
な
が
ら
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。
ポ
ー
タ
ー
に
賃
金
を

市
支
払
い
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
解
散
す
る
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
札
束
を
握
り
し

糸踏
め
、
私
た
ち
二
人
に
挙
手
の
礼
を
す
る
と
、
三
々
五
々
林
の
中
に
消
え
て

ノー
表
い
っ
た
。

紗
翌
朝
私
た
ち
は
、
バ
ル
テ
ィ
ッ
ト
に
行
く
準
備
を
し
た
。
ジ
ー
プ
で
お

西
よ
そ
六
時
間
、
フ
ン
ザ
渓
谷
の
奥
深
く
に
二
千
年
来
の
静
寂
を
た
た
え

後
記
ｌ
ラ
ザ
・
ポ
‐
タ
ー
に
触
れ
て
ｌ

こ
の
た
び
の
私
た
ち
の
踏
査
行
は
、
学
術
調
査
と
し
て
そ
の
規
模
も
小

さ
く
、
ま
た
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
と
の
合
同
隊
と
し
て
二
人
の
学
生
が
参
加

し
た
た
め
、
リ
ェ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
つ
か
ず
、
現
地
交
渉
は
す
べ
て

私
た
ち
で
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
カ
ラ
コ
ル
ム
、
と
く
に
フ
ン
ザ
、
ナ

ギ
ー
ル
王
国
の
住
民
は
、
非
常
に
開
放
的
（
女
性
を
除
い
て
）
且
つ
友
好

的
で
、
し
か
も
夫
々
強
力
な
支
配
者
（
ミ
ー
ル
）
の
厳
然
た
る
統
治
下
に

あ
る
た
め
、
《
ミ
ー
ル
の
承
認
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
ポ
ー
タ
ー
の
雇
用
、
物

資
の
調
達
な
ど
は
、
ハ
イ
・
ポ
ー
タ
ー
の
通
訳
を
通
し
て
、
何
の
問
題
も

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
交
渉
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
彼
等
フ
ン
ザ
・
ポ

ー
タ
ー
は
非
常
な
体
力
の
持
主
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
彼
等
の
強
靱
な
筋
力

に
は
、
そ
の
勇
敢
さ
と
共
に
し
ば
し
ば
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
っ
た
。

「
私
は
、
フ
ン
ザ
の
住
民
ほ
ど
、
岩
登
り
に
か
け
て
天
性
足
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
も
の
に
、
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
…
…
・
…
：
…
忍
耐
強
く
、
し

っ
か
り
し
て
信
頼
が
お
け
る
・
・
・
…
・
」
と
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
の
著
者
ケ
ー
ス
・

メ
イ
ス
ン
も
述
べ
て
い
る
（
註
５
）
。
こ
う
し
た
フ
ン
ザ
、
ナ
ギ
ー
ル
人

の
中
か
ら
、
幾
度
か
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
外
国
遠
征
隊
に
参
加
し
、
登
山
経

験
を
体
得
し
た
も
の
が
、
現
在
、
い
わ
ゆ
る
閏
答
少
言
言
号
呼
風
魚

て
、
フ
ン
ザ
王
国
の
首
府
バ
ル
テ
ィ
ッ
ト
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。

私
た
ち
は
そ
こ
で
町
を
見
物
し
た
り
、
王
様
（
ミ
ー
ル
）
始
め
王
家
の
人

人
と
親
し
く
語
ら
っ
た
り
、
楽
し
い
数
日
を
過
す
こ
と
が
出
来
た
。
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と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ェ
ル
パ
に
劣
ら
ぬ
活
躍
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
彼
等
は
、
い
わ
ゆ
る
「
遠
征
ず
れ
」
し
て
い
な
い
故
か
、
そ
の
仕
事

振
り
は
実
に
忠
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
だ
登
山
の
啓
蒙
化
が
、
ネ
パ
ー

ル
ほ
ど
行
き
渡
っ
て
い
な
い
現
在
、
経
験
的
に
も
、
技
術
的
に
も
、
今
一

歩
の
感
は
否
め
な
い
。
最
近
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
も
登
山
や
観
光
開
発
に

目
を
つ
け
、
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
の
登
山
学
校
の
開
設
な

ど
、
組
織
的
な
動
き
が
拾
頭
し
始
め
て
い
る
の
で
、
今
後
の
遠
征
に
は
更

に
大
き
な
期
待
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
。

す
ぐ
れ
た
天
稟
を
持
つ
フ
ン
ザ
人
が
、
登
山
に
関
す
る
、
よ
り
合
理
的

且
つ
組
織
的
な
訓
練
を
経
た
と
き
、
彼
等
が
刮
目
す
べ
き
ク
ラ
イ
マ
ー
に

な
る
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ

ず
、
将
来
の
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
の
一
大
発
展
の
原
動
力
に
な
る
こ
と
で
も

ず
、
楠

あ
る
。

文
献

（
註
１
）
閃
①
亘
蔚
３
．
国
．
』
言
．
国
斤
昌
園
①
Ｈ
〉
↑
↓
弓
冨
冒
○
匡
己
冨
旨
言
日
匡

］
や
切
廻
。
》
Ｆ
Ｒ
ａ
Ｏ
Ｐ

（
註
２
）
國
需
ロ
．
閃
・
国
．
ゞ
君
．
弔
崖
①
昌
国
①
射
》
国
．
］
・
呼
言
］
①
丘
①
Ｈ
，
《
・
閃
ａ
‐

岸
ロ
ロ
ユ
Ｐ
ｘ
↓
ご
国
○
国
ロ
岳
認
．

（
註
３
）
呼
冒
の
昼
の
Ｈ
ゞ
西
・
］
．
↑
《
目
胃
冨
○
巨
口
冨
旨
弓
○
獄
巨
］
鵲
里
忌
９
．
．
．

Ｆ
ｏ
冒
旦
○
口
．

（
註
４
）
拙
著
「
秘
境
ブ
ン
ザ
王
国
」
二
見
書
房

（
註
５
）
ケ
ー
ス
・
メ
イ
ス
ン
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ー
そ
の
探
検
と
登
山
の
歴
史
」
（
田

辺
・
望
月
訳
）
白
水
社
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劔岳「源治郎尾根」の由来と当時の思い出

劔
岳
の
源
治
郎
尾
根
の
由
来
も
、
そ
の
名
付
け
親
と
も
言
う
べ
き
こ
の

私
が
、
当
時
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
こ
の
辺
で
筆
を
執
ら
せ
て
頂
き
、
何

時
、
誰
が
、
ど
う
し
て
命
名
さ
れ
た
か
を
明
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
よ
か

ろ
う
か
と
想
う
。

源
治
郎
尾
根
は
又
源
次
郎
尾
根
と
も
書
か
れ
、
山
案
内
の
源
次
郎
か
、

大
工
の
源
治
郎
の
ど
ち
ら
の
名
か
ら
付
け
ら
れ
た
か
の
二
説
が
あ
る
の

大
正
の
末
期
と
言
え
ば
、
名
の
あ
る
頂
は
殆
ん
ど
登
り
つ
く
さ
れ
て
、

日
本
の
岳
界
も
、
残
さ
れ
た
よ
り
困
難
な
未
踏
の
尾
根
や
人
跡
も
稀
れ
な

渓
谷
を
求
め
、
又
は
新
興
の
ス
キ
ー
を
使
用
し
て
の
積
雪
期
登
山
や
岩
登

り
等
に
よ
っ
て
、
新
生
面
を
見
出
そ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
当

時
活
躍
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
や
ガ
イ
ド
達
も
、
終
戦
を
前
後
す
る
頃
に
次
々

と
故
人
と
な
っ
て
行
っ
た
者
も
あ
っ
て
、
世
の
流
れ
と
は
言
え
心
残
り
の

こ
と
だ

劒
岳
「
源
治
郎
尾
根
」
の
由
来
と

当
時
の
思
い
出

馬
場
忠
三
郎

で
、
そ
の
真
実
を
伝
え
て
世
の
誤
解
を
後
世
に
残
さ
な
い
こ
と
が
、
山
岳

界
に
と
っ
て
あ
な
が
ち
無
意
味
で
も
な
か
ろ
う
。

富
山
県
下
新
川
郡
平
沢
村
の
山
男
沢
崎
源
次
郎
は
、
二
十
才
を
過
ぎ
て

間
も
な
い
大
正
の
半
ば
頃
、
斯
界
の
先
覚
者
な
る
田
部
重
治
、
木
暮
理
太

郎
氏
と
偶
然
の
出
会
い
か
ら
毛
勝
岳
か
ら
劔
岳
へ
案
内
し
た
。
彼
は
見
た

と
こ
ろ
小
柄
な
が
ら
、
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
の
雪
渓
の
登
降
や
渓
谷
渡

り
が
う
ま
く
、
岩
場
も
猿
の
よ
う
に
伝
わ
る
の
に
感
心
し
た
そ
う
だ
。
こ

の
山
歩
き
に
た
け
て
剰
桿
そ
の
も
の
の
よ
う
な
源
次
郎
で
あ
っ
た
か
ら
に

は
、
劔
岳
の
谷
に
其
の
名
を
残
し
た
名
ガ
イ
ド
な
る
大
山
村
の
宇
治
長
次

郎
や
、
芦
峅
寺
の
佐
伯
平
蔵
と
並
ん
で
、
劔
の
三
羽
烏
と
し
て
、
そ
の
名

を
留
め
さ
せ
た
か
っ
た
と
思
う
。

一
方
、
芦
峅
寺
の
佐
伯
源
治
郎
は
代
々
大
工
で
、
山
小
屋
造
り
の
面
で

山
に
縁
を
持
っ
た
よ
う
だ
。
彼
は
豪
胆
で
意
志
の
強
い
性
格
だ
っ
た
。
彼

が
劔
沢
か
ら
芦
峅
に
降
る
途
中
、
別
山
か
ら
雄
山
詣
り
を
私
と
二
人
で
し

た
が
、
鉄
棒
を
片
手
に
黙
々
と
歩
い
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

大
正
十
三
年
七
月
の
こ
と
、
私
は
佐
伯
宗
作
を
つ
れ
て
、
劔
岳
八
シ
峯

に
入
っ
た
。
こ
の
八
シ
峯
は
、
そ
の
前
年
の
大
正
十
二
年
八
月
に
学
習
院

の
岡
部
長
量
君
が
最
初
に
試
登
し
た
と
言
わ
れ
、
次
い
で
馬
場
が
二
番
目

の
登
筆
者
と
な
っ
た
。
折
柄
、
劔
沢
の
小
屋
は
新
設
工
事
中
で
、
夏
山
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
最
後
の
仕
上
げ
を
急
い
で
い
た
。
そ
の
大
工

の
棟
梁
が
山
男
な
ら
ぬ
源
治
郎
だ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
小
屋
を
建
て
た
記
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明
け
て
、
大
正
十
四
年
の
夏
山
期
を
迎
え
た
七
月
に
入
っ
て
間
も
な

く
、
明
大
山
岳
部
の
馬
場
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
一
行
三
名
は
、
佐
伯
宗
作

を
つ
れ
て
未
だ
未
開
の
鐘
釣
温
泉
か
ら
小
黒
部
谷
を
遡
っ
て
、
小
窓
、
三

窓
を
経
て
別
山
北
平
（
劔
沢
）
小
屋
に
歩
を
運
ん
だ
。

た
ま
た
ま
小
屋
の
外
で
、
京
都
三
高
の
今
西
錦
司
、
渡
辺
漸
の
両
君

ほ
こ
ら

念
に
も
と
祠
を
造
っ
て
劔
岳
の
頂
に
ま
つ
る
べ
く
、
丁
度
、
私
が
八
シ
峯

に
足
跡
を
残
し
た
の
と
日
を
同
じ
く
し
た
七
月
十
日
に
、
祠
を
背
負
っ
て

平
蔵
谷
を
登
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
中
途
で
ル
ー
ト
を
誤
っ
た
の
か
、
右
手

の
雪
渓
に
析
れ
、
尾
根
に
取
付
い
て
劔
の
頂
上
に
達
し
た
の
だ
っ
た
。

劔
沢
小
屋
の
創
設
工
事
は
、
床
板
が
ま
だ
仮
並
べ
の
未
完
成
で
、
芦
峅

第
一
の
大
力
を
も
っ
て
聞
え
た
大
男
の
佐
伯
福
松
が
、
劔
沢
の
下
か
ら
製

材
さ
れ
た
材
木
を
肩
に
し
て
、
幾
度
と
な
く
運
び
上
げ
て
い
た
。

私
は
、
こ
の
山
行
に
、
高
田
の
月
岡
ス
キ
ー
店
に
注
文
し
た
ケ
ヤ
キ

材
、
二
本
溝
、
三
尺
五
寸
の
特
製
短
ス
キ
ー
で
あ
ち
こ
ち
を
滑
り
廻
っ
た

り
、
八
シ
峯
周
辺
の
未
だ
人
間
の
感
触
を
知
ら
ぬ
尖
峯
を
求
め
て
登
っ
た

り
し
た
。
三
高
の
高
橋
健
治
君
が
後
年
訪
れ
て
名
付
け
た
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
・
ニ
ー
ド
ル
峯
も
私
が
初
登
筆
に
恵
ま
れ
た
一
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
て

未
完
の
劔
沢
小
屋
で
源
治
郎
と
数
日
の
寝
起
き
を
共
に
し
た
。
こ
の
頃
が

日
本
で
試
承
ら
れ
た
夏
ス
キ
ー
の
初
期
時
代
の
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
ス
キ

ー
と
共
に
薬
師
岳
を
越
え
て
、
槍
沢
を
滑
っ
て
上
高
地
へ
下
り
て
行
っ

た
。

が
、
今
日
初
登
筆
し
た
の
だ
と
言
っ
て
、
長
次
郎
谷
と
平
蔵
谷
を
は
さ
む

中
間
尾
根
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

（
三
高
の
黄
金
時
代
を
築
き
上
げ
た
西
堀
栄
三
郎
、
今
西
、
高
橋
の
諸
君

を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
山
岳
部
の
面
々
と
は
、
越
後
関
温
泉
の
ス
キ
ー
合
宿

を
同
じ
宿
舎
で
や
っ
て
い
た
の
で
、
よ
き
山
仲
間
と
な
っ
て
い
た
。
当

時
、
岳
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
慶
応
山
岳
部
も
亦
同
宿
で
、
こ
の
頃
の
関

温
泉
は
山
ス
キ
ー
を
磨
く
学
生
達
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
た
。
）

三
高
の
両
君
は
、
私
に
尾
根
を
指
さ
し
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
さ
て
、

そ
の
尾
根
の
名
は
？
私
は
う
な
づ
き
な
が
ら
、
あ
の
尾
根
の
上
部
は
、

昨
夏
、
源
治
郎
が
ル
ー
ト
を
間
違
え
た
と
は
言
え
、
そ
の
一
部
に
最
初
の

足
跡
を
印
し
た
の
だ
か
ら
、
「
源
治
郎
尾
根
」
と
名
付
け
た
ら
よ
か
ろ
う

と
提
唱
し
た
。

日
本
の
山
や
谷
は
、
人
名
を
と
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
三
高
山

岳
部
報
告
第
五
号
に
、
大
正
十
五
年
夏
に
登
っ
た
高
橋
健
治
君
が
「
源
治

郎
尾
根
」
の
名
で
、
そ
の
紀
行
を
発
表
し
て
い
る
。
以
来
何
時
と
は
な
し

に
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
の
日
、
あ
の
小
屋
で
折
よ
く
三
高
と
明
治
の
顔
合
せ
を
見
た
こ
と
か

ら
、
大
工
の
源
治
郎
も
劔
岳
に
そ
の
名
を
残
す
こ
と
が
出
来
よ
う
と
は
、

何
ん
た
る
運
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。
若
し
機
会
を
得
な
け
れ
ば
「
三
高
尾
根
」

と
命
名
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

昭
和
十
六
年
八
月
も
半
ば
過
ぎ
て
、
劔
岳
の
頂
上
で
ス
ゲ
笠
姿
の
源
治

郎
と
私
は
、
幾
年
振
り
か
で
偶
然
に
顔
を
合
せ
た
。
彼
は
劔
沢
の
小
屋
番
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劔岳「源治郎尾根」の由来と当時の思い出

さ
て
、
こ
こ
で
、
立
山
、
劔
山
塊
を
舞
台
と
し
て
数
々
の
岳
人
の
た
め

し
と
ね

に
生
涯
を
か
け
、
そ
の
案
内
最
中
、
雪
を
褥
に
悲
し
く
永
眠
し
た
二
人
の

名
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
書
添
え
て
見
た
い
と
思
う
。

前
述
の
劔
沢
小
屋
新
設
資
材
の
運
搬
を
担
当
し
た
佐
伯
福
松
は
、
村
随

一
の
力
持
ち
で
知
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
温
和
な
性
格
は
、
多
く
の
岳
人
に

好
感
を
持
た
れ
て
い
た
。
私
も
彼
を
連
れ
て
、
立
山
周
辺
の
春
山
、
夏
山

を
歩
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
福
松
が
昭
和
五
年
の
一
月
に
、
金
沢
四
高
Ｏ
Ｂ
の
窪
田
他
吉
郎
、

田
部
正
太
郎
両
君
等
五
名
と
共
に
、
厳
冬
の
劔
岳
の
登
頂
を
夢
見
な
が
ら
、

こ
の
劔
沢
小
屋
で
就
眠
し
て
い
た
。
数
日
来
続
い
た
吹
雪
に
加
え
て
、
そ

の
夜
も
雪
が
音
も
な
く
降
り
し
き
っ
て
、
益
々
そ
の
量
を
増
し
て
行
っ

た
。
夜
は
い
よ
い
よ
更
け
て
、
突
如
鶴
ガ
御
前
の
支
沢
か
ら
押
出
し
た
不

慮
の
新
雪
表
層
雪
崩
が
、
劔
沢
を
越
え
て
対
岸
の
小
高
い
丘
に
建
て
ら
れ

た
小
屋
に
ま
で
の
し
上
げ
よ
う
と
は
、
誰
が
予
測
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
数

年
前
に
福
松
自
身
が
汗
水
流
し
て
運
ん
だ
柱
の
下
敷
と
な
っ
て
、
一
行
六

名
が
共
に
こ
の
世
を
去
ろ
う
と
は
如
何
な
る
因
縁
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
八
シ
峯
の
初
登
筆
者
と
し
て
聞
え
、
立
山
群
峯
を
縦
横
に
足
跡
を

残
し
た
佐
伯
宗
作
は
、
芦
峅
で
若
手
随
一
の
ガ
イ
ド
と
し
て
知
ら
れ
、
狩

を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
源
治
郎
は
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
に
七
十
四
才
で

他
界
し
て
い
る
。
二
世
源
治
郎
は
山
と
縁
を
き
っ
て
、
富
山
で
土
建
業
を

し
て
い
る
と
か
。

猟
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。
大
正
十
四
年
の
五
月
、
春
山
ス
キ
ー
に
立
山
温

泉
に
入
っ
た
時
、
山
の
彼
方
に
熊
が
見
え
た
と
言
っ
て
、
山
行
も
そ
っ
ち

の
け
、
私
達
を
も
置
き
ざ
り
に
し
て
、
さ
っ
さ
と
熊
追
い
に
出
掛
け
て
し

ま
っ
た
。
彼
の
忠
実
な
愛
犬
は
、
腹
を
雪
に
つ
け
て
直
滑
降
を
や
っ
て
の

け
、
ス
キ
ー
の
後
に
つ
い
て
来
る
。

越
中
の
生
ん
だ
下
世
出
の
名
ガ
イ
ド
宗
作
も
、
一
瞬
の
突
発
的
事
故
に

遭
っ
て
、
あ
え
な
く
散
っ
て
し
ま
お
う
と
は
、
世
の
無
情
を
し
承
じ
ゑ
感

ぜ
さ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
十
年
の
五
月
初
、
慶
応
の
中
村
知
一
君
一
行
を
案
内
し
て
立
山
よ

り
の
帰
途
、
地
獄
谷
の
雪
穴
に
落
ち
込
ん
だ
同
僚
の
若
き
ガ
イ
ド
豊
太
郎

を
救
出
せ
ん
と
穴
に
飛
び
込
承
、
亜
硫
酸
ガ
ス
の
中
毒
で
身
代
り
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
山
男
が
山
に
生
き
山
に
逝
く
の
は
慣
い
か
は
知
れ
な

い
が
、
惜
ん
で
も
惜
し
承
き
れ
な
い
。

そ
の
年
の
秋
、
中
村
君
は
大
阪
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
私
の
自
宅
を
訪
ね
て
、

宗
作
の
最
期
に
つ
い
て
報
告
し
て
く
れ
た
。
私
も
、
宗
作
の
立
派
な
往
生

に
対
し
て
涙
を
新
た
に
し
、
冥
福
を
祈
っ
た
。

宗
作
は
遭
難
死
の
前
、
昭
和
十
年
の
冬
に
は
海
外
遠
征
の
は
し
り
、
京

大
山
岳
部
西
堀
、
今
西
両
君
等
に
従
っ
て
、
朝
鮮
白
頭
山
へ
行
っ
た
。

二
世
の
宗
弘
君
も
第
一
次
南
極
観
測
隊
に
加
わ
り
、
昭
和
基
地
設
営
を

担
当
し
て
、
立
山
男
の
本
領
を
発
揮
し
た
。

（167）



近
年
に
お
け
る
登
山
の
普
及
の
急
上
昇
に
と
も
な
い
、
施
設
が
拡
充
さ

れ
る
と
と
も
に
、
登
山
者
の
技
術
習
得
の
便
宜
も
昔
と
は
く
ら
べ
ら
れ
な

い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
あ
る
レ
ヴ
ェ
ル
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
う
た
め
に

は
、
以
前
よ
り
は
は
る
か
に
短
時
日
の
練
習
に
よ
っ
て
こ
れ
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
登
山
界
の
進
承
方
が
あ
る
一
方
、
遭
難
も
激
増
し
て
い
る
。

登
山
者
の
数
が
ふ
え
れ
ば
、
遭
難
の
数
も
ふ
え
る
道
理
で
は
あ
る
が
、
遭

難
の
質
そ
の
も
の
も
低
下
し
て
い
る
と
い
う
現
象
は
、
け
っ
し
て
登
山
の

進
歩
と
は
い
い
え
な
い
。
い
わ
ば
、
命
を
粗
末
に
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
の

遭
難
が
ふ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
リ
ル
を
追
う
若
者
た
ち
と
い
え
ど

も
、
好
ん
で
怪
我
や
死
を
求
め
る
者
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
事
故
に
至
る

の
は
、
事
故
予
防
に
つ
い
て
の
欠
陥
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
欠
陥
の
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
基
礎
技
術
の
不
徹

底
と
見
た
。
登
る
方
法
と
同
時
に
、
身
を
守
る
方
法
を
、
登
山
の
初
期
か

登
山
技
術
指
導
者
講
習
会

金
坂
一
郎

ら
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

た
と
し
た
ら
、
登
山
に
お
い
て
立
派
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
身
を
守
る
こ
と
だ
け
に
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
て
い
た
ら
進
歩
は
望
め

な
い
が
、
登
る
方
法
の
承
を
追
求
し
て
い
る
と
き
は
、
技
術
上
の
不
具
者

を
生
じ
、
い
ず
れ
遭
難
に
陥
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
自
明
の
理
に
も
気
の
つ
か
な
い
登
山
者

が
多
い
と
い
う
の
が
現
実
の
姿
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
察
に
も
と
づ
い
て
、
今
回
の
講
習
会
が
計
画
さ
れ
た
。
登

山
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
習
得
す
る
な
ら
ば
、
一
方
に
お
い
て
明
日
の
大

き
な
発
展
も
期
待
さ
れ
る
。
基
礎
が
し
っ
か
り
し
て
こ
そ
、
そ
の
上
に
大

き
な
構
造
が
可
能
な
の
で
、
今
日
の
第
一
級
の
登
山
は
す
べ
て
、
コ
ッ
コ

ッ
と
地
道
に
山
を
歩
い
て
来
た
道
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
講
習
会
に
よ
っ
て
海
外
登
山
隊
の
隊
員
級
の
登
山
者
を
、
い
っ
き
に
養

成
す
る
な
ど
と
い
っ
た
ら
飛
躍
が
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
一
週
間
の
講
習
会
に

お
い
て
は
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
と
の
け
じ
め
が
大
切
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
講
習
会
の
指
導
方
針
に
も
と
．
つ
い
て
、
将
来
大
き
く
発
展
す

る
人
達
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
。

会
場
は
三
月
の
西
穂
高
と
定
め
ら
れ
た
。
技
術
訓
練
を
主
と
す
る
な
ら

ば
、
夏
の
堅
い
雪
渓
を
利
用
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
登
山
全
般

を
取
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
冬
山
の
き
び
し
さ
を
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
三

月
の
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
の
方
が
適
当
で
、
雪
崩
に
よ
る
重
大
な
支
障

を
避
け
る
た
め
西
穂
高
が
選
ば
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
地
区
な
ら
ば
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ま
た
信
濃
支
部
に
よ
る
強
力
な
支
援
も
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

隊
の
編
成
は
原
則
と
し
て
、
各
県
の
本
会
支
部
ま
た
は
山
岳
連
盟
か
ら

選
ば
れ
た
二
名
の
受
講
者
に
対
し
一
名
の
講
師
を
つ
け
た
。
講
師
は
そ
れ

ぞ
れ
の
登
山
団
体
に
お
い
て
、
後
進
の
育
成
に
多
年
の
経
験
を
有
す
る
優

れ
た
登
山
者
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
教
師
で
は
な
い
。

短
時
間
に
多
数
の
登
山
者
を
指
導
す
る
よ
う
な
仕
事
に
慣
れ
た
者
は
少
な

い
。
だ
か
ら
教
課
内
容
を
受
講
者
に
教
え
こ
む
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

講
師
ゑ
ず
か
ら
登
山
者
と
し
て
の
模
範
を
示
し
、
受
講
者
は
体
に
よ
っ
て

こ
れ
を
感
得
す
る
と
い
っ
た
点
に
重
点
を
お
か
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が

っ
て
多
数
の
講
師
を
要
す
る
点
、
ま
た
山
小
屋
や
テ
ン
ト
の
収
容
能
力
の

面
か
ら
も
、
全
国
を
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
三
年
計
画
に
よ
っ
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
計
画
は
始
め
、
浜
野
、
金
坂
、
藤
平
、
日
下
田
の
四
理
事
に
よ
る
小

委
員
会
に
お
い
て
企
画
、
実
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
日
本
山
岳
協
会
の
設

立
に
と
も
な
い
、
第
二
回
以
降
は
本
会
に
設
け
ら
れ
た
登
山
技
術
研
究
委

員
会
の
所
管
事
項
と
な
っ
た
。
講
習
会
費
用
は
、
受
講
者
の
松
本
到
着
以

降
解
散
ま
で
の
一
切
を
本
会
に
お
い
て
負
担
し
た
が
、
日
本
体
育
協
会
よ

り
多
額
の
補
助
金
を
得
て
い
る
。

実
施
の
概
要
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

講リ

グ

マ
ネ
ジ
ヤ
ー

ド
ク
タ
－

連
絡
員

期
チ
ー
ブ

サ
ブ ノ

I

リ リ
1 1

ダダ
1 1 日
一

師
／

相
沢
裕
文

竹
田
寛
次

梶
本
徳
次
郎

（
山
野
井
武
夫
）

山
本
健
一
郎

熊
谷
義
信

芳
賀
孝
郎

昭
謁
・
３
心
、
Ｉ
墾
昭
調調

小
里
頼
忠

二
木
計
臣

小
林
巖

早
乙
女
緩
次

井
口
謙
司

浅
輪
幸
久

日
高
信
六
郎

高
山
忠
四
朗

住山徳
吉野久
井
仙武球
也夫雄

金
坂
一
郎

日
下
田
実

第

一
回
一
第
二
回
一
第
三
回

相
沢
裕
文

竹
田
寛
次

酒
井
敏
明

大
蔦
正
芳

片
桐
理
一
郎

熊
谷
義
信

芳
賀
孝
郎

日
高
信
六
郎

高
山
忠
四
朗

浜
野
正
男

加
藤
泰
安

折
元
秀
穂

・
３
．
四
ｌ
溺
一
昭
諏
・
３
．
肥
Ｉ
型

三
田
幸
夫
浜
野
正
男

日
下
田
実
片
桐
理
一
郎

高
橋
進

川
上
隆
川
上
隆

山
野
井
武
夫
山
野
井
武
夫

田
村
扇
一
宮
本
貴
文

田
村
扇
一

小
里
頼
忠
小
里
頼
忠

中
野
和
郎
二
木
計
臣

百
瀬
寿
雄
百
瀬
寿
雄

日
高
信
六
郎

高
山
忠
四
朗

山
崎
安
治

金
坂
一
郎

梶
本
徳
次
郎

村
木
潤
次
郎

相
沢
裕
文

竹
田
寛
次

酒
井
敏
明

大
蔦
正
芳

山
本
健
一
郎

広
谷
光
一
郎

田
辺
寿
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受
講
者
北
海
道
計
良
幸
作

浅
田
光
一

千
葉
島
澄
夫

田
久
保
勇
治

青
森
作
見
徹

田
島
昭
三

秋
田
畠
山
陽
一

保
坂
隆
司

岩
手
出
堀
宏
明

矢
羽
々
昭
夫

山
形
音
山
信
二

菅
原
求

群
馬
黒
川
篇

須
田
淑
人

宮
城
寺
島
公
也

佐
野
秀
彦

埼
玉
野
井
篤

相
沢
鎮
夫

福
島
近
藤
暉

仲
西
昌
寛

百
瀬

（
住
吉
塚
本
石
島
篠
原

敏衰茂仙
弘二樹也孝

一

静
岡
佐
野
仁

生
井
伯
典

石
川
上
田
鉄
一

森
孝
雄

奈
良
松
本
国
男

藤
井
利
一

滋
賀
吉
田
孝

石
井
澄

和
歌
山
薮
田
武
人

東
条
純
一

兵
庫
山
本
義
弘

定
行
吉
信

富
山
井
上
晃

山
口
得
美

福
井
高
村
利
幸

中
村
幸
一

大
阪
高
山
京
二

相
馬
慶
造

長
野
井
口
謙
司

一
亜
戸
尭
穗

東年阿菊西長田
森部島川尾中

真 盛芳益悌敏
人靖明彦男夫男

三
室
喜
義

本
多
昭
一

清
水
英
雄

中
島
宏

大
屋
悌
二

海
老
沼
清

江
上
康

太
田
晃
介

甘
利
仁
朗

岡
山
洲
崎
明

大
村
正
行

香
川
谷
沢
桂
三

高
知
川
村
早
雄

熊
本
竹
下
聖

鳥
取
田
中
潤
一

福
岡
中
村
正
義

林
国
昭

桧
垣
高
行

宮
本
次
夫

坂
本
直

西
尾
彰
二

徳
島
加
藤
勝
康

光
野
明

広
島
福
田
豊
治

長
安
浄

寺
西
義
夫

藤
田
喜
徳

愛
媛
宮
崎
治
芳

今
井
政
幸

’一

’
書生

同丹実

義技
一
高
所
露
営

挨
拶
（
日
高
）

講
習
会
の
主
旨

（
金
坂
）

登
山
技
術
座
談
〈

（
梶
本
）

遭
難
対
策
座
談
今

（
日
下
田
）

講反雪海
評省 外
,一､会 登

鐸豊崩竪山
田返返

新
潟
佐
藤
俊
彦

藤
井
信

栃
木
阿
部
重
男

加
島
清
美

茨
城
大
和
道
輔

佐
藤
撲

東
京
年
森
靖

田
中
敏
男

石
川
昇

居
樹
敦
雄

云
一
確
保
、
登
山
技
術

露
営
用
具
積
雪
期
登
山
の

（
片
桐
）
危
険
（
金
坂
）

）
遭
難
対
策
（
折
元
）
海
外
登
山
（
金
坂
）

反
省
会
（
日
下
田
）
反
省
会
（
片
桐
）

講
評
講
評

（
日
下
田
、
折
元
）
（
浜
野
）

云
冬
山
の
危
険
積
雪
期
露
営

（
加
藤
）
（
村
木
）

海
外
登
山
積
雪
期
発
露
技
術

（
三
田
）
（
梶
本
）

露
営
用
具
（
片
桐
）
能
磨
期
壷
釦
麺
）

山
梨
浅
川
瑞
穂

斉
藤
実

京
都
堀
田
真
一

西
根
栄
次

三
重
栗
本
克
行

水
谷
親
稔

自
衛
隊
神
村
明
徳

中
野
博
夫

若
浦
義
弘

講
習
会
の
主
旨

挨
拶歩

き
方
歩
き
方
、
確
保

（
日
下
田
）
（
金
坂
）

（
日
下
田
）

（
日
高
）

（
三
田
）

高
津
頼
重

十
亀
茂
樹

山
口
山
根
皇
房

岡
本
敏

大
賀
茂
正

長
崎
伊
東
秀
明

石
川
勝
也

大
分
伊
東
亨

西
諒

長
野
矢
崎
源
市

太
田
秀
春

騨
衛
徳
本
富
士
夫

遠
山
安
夫

台
湾
周
廷
旺

挨
拶
（
日
高
）

葬
眠
羽
曰
く
室
の
＋
舌
日

（
浜
野
）

登
山
に
つ
い
て

（
山
崎
）

(170）



登山技術指導者講習会

行
動
記
録

第
一
日

登’第
三
日

第
二
日

山

登
降
、
綱
の
取
扱
高
所
露
営

（
梶
本
）
（
竹
田
）
高
所
露
営

制
動
確
保
（
金
坂
）
癖
嬬
停
止
、
制
動
わ
か
ん
じ
き

確
保
、
歩
き
方
雪
洞
（
田
辺
）

雪
崩
の
判
断
（
金
坂
）

（
午
後
）
浅

間
温
泉
集
合

開
講
式

準
備
会

浅
間
Ｉ
（
自

衛
隊
ト
ラ
ッ

ク
に
て
）
Ｉ

中
の
湯
ｌ
上

高
地
村
営
ホ

テ
ル（
夜
）
座
談

会
（
登
山
技

術
）
雨
天
の
た
め

上
高
地
停
滞

（
午
前
）
長

野
県
警
特
別

参
加
者
と
懇

談
（
午
後
）
座

西
穂
高
一
西
穂
高
一
鋤
穂
鎬
独
標

焼
岳

上
高
地
ｌ
西

穂
高
山
荘

（
滞
在
中
一

部
交
代
に
て

テ
ン
ト
泊
）

（
午
後
）
山

荘
裏
に
て
実

浅
間
Ｉ
（
自

衛
隊
ト
ラ
ッ

ク
に
て
）
ｌ

沢
渡
ｌ
上
高

地
村
営
ホ
テ

レノ 冒
側
‐
エ

】｜

（
午
後
）
山

荘
裏
に
て
実

（
夜
）
講
義

（
積
雪
期
露

営
）同
上

同
上

同
上

第
六
日

第
五
日

第
四
日

西
穂
山
荘
泊

（
悪
天
候
の

た
め
行
動
中

止
）
山
荘
附

近
に
て
雪
崩
、

風
速
気
温
、

西
穗
山
荘
泊

Ａ
西
穂
高
Ｂ

焼
岳
往
復

（
夜
）
講
義

（
海
外
登
山
）

上
高
地
ｌ
西

穗
山
荘
（
山

荘
滞
在
中
一

部
交
代
に
て

テ
ン
ト
泊
）

（
午
後
）
山

荘
附
近
に
て

講
義
と
実
技

（
夜
）
座
談

会
（
登
山
技

術
） 談

会
（
遭
難

防
止
と
対
策
）

同
上

全
員
西
穂
登

頂
（
午
後
）
各

班
ご
と
懇
談

（
夜
）
講
義

（
冬
山
装
備
）

西
穂
山
荘
ｌ

上
高
地
村
営

ホ
テ
ル

（
午
後
）
討

論
（
遭
離
対

策
） 技

（
夜
）
講
義

と
討
論
（
確

保
及
び
登
山

技
術
一
般
）

西
穂
山
荘
泊

（
昼
間
）
山

荘
上
部
ゲ
レ

ン
デ
に
て
実

技
（
確
保
）

（
夜
）
講
義

（
冬
山
の
危

険
。
海
外
登

山
）

（
午
後
）
講

義
（
海
外
登

山
） 同

上
（
雪
）
同
上

（
午
前
）
一

部
は
独
標
附

近
に
て
実
技
。

一
部
は
山
荘

附
近
に
て
輪

か
ん
実
技

（
午
後
）
雪

洞
研
究

（
夜
）
講
義

（
積
雪
期
登

山
の
危
険
性
）

同
上

全
員
焼
岳
往

復 技
（
夜
）
講
義

（
積
雪
期
の

登
鑿
技
術
）
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以
上
の
よ
う
に
、
本
講
習
会
は
終
始
登
山
の
基
礎
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

に
し
ぼ
っ
た
が
、
受
講
者
の
大
部
分
は
そ
の
主
旨
を
理
解
し
て
く
れ
た
も

の
と
信
じ
る
。
あ
る
程
度
予
想
は
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
受
講
者

の
冬
山
以
前
の
基
本
的
な
勉
強
は
多
分
に
甘
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た

が
、
講
習
会
の
指
導
方
針
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぶ
ず
か
ら
進
承

方
を
つ
か
ん
で
頂
け
る
か
と
期
待
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
わ
け
で
、
講

義
や
実
技
に
よ
る
直
接
的
収
穫
は
別
と
し
て
、
講
習
会
の
本
当
の
成
果
は

今
後
に
期
す
べ
き
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
断
の
し
ょ
う
が
な
い
。

本
講
習
会
の
主
た
る
対
象
は
受
講
者
で
あ
る
こ
と
論
を
ま
た
な
い
が
、

わ
れ
わ
れ
に
は
別
の
副
次
的
な
ね
ら
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
講

師
団
が
一
週
間
と
い
う
も
の
現
実
に
あ
い
つ
ど
い
、
と
も
に
一
つ
の
作
業

に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
に
知
り
あ
い
、
他
流
を
学
ぶ
と
と
も

第
七
日

、

雪庇等の観察研究

（午後）反省会（
夜
）
自
由

懇
談
上
高
地
ｌ
中

の
湯
、
閉
講

式
（
自
衛
隊

ト
ラ
ッ
ク
に

て）松本駅前解散

（
夜
）
反
省

△
云上

高
地
ｌ
沢

渡閉
講
式

同
上

上
高
地
ｌ
沢

渡
（
自
衛
隊

ト
ラ
ッ
ク
に

て
）
松
本
駅

前
解
散

反
省
会

（
夜
）
講
評

閉
講
式

に
、
本
会
の
若
手
会
員
の
中
に
一
つ
の
団
結
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
講
師
団
を
も
っ
て
直
ち
に
登
山
隊
を
編
成
し
、
大
学
単
位
く
ら
い
の
隊

で
は
手
の
出
せ
な
い
よ
う
な
規
模
の
山
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考

え
る
の
も
夢
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
受
講
者
の
中
か
ら
こ

れ
に
加
わ
る
よ
う
な
人
が
現
れ
て
く
れ
れ
ば
、
な
お
申
分
な
い
。

以
上
報
告
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
本
計
画
の
実
現
に
多
大
の
協
力
を

惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
講
師
諸
氏
、
信
濃
支
部
、
松
本
自
衛
隊
、
安
曇
村
、

そ
の
他
の
方
々
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
い
。
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山
崎
春
雄
先
生
の
追
悼
を
書
く
に
は
、
僕
は
個
人
的
に
す
こ
し
ち
か
す

ぎ
る
立
場
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
生
は
専
門
の
領
域
で
は
特
筆
に
値
す

る
業
績
は
残
さ
な
か
っ
た
が
、
教
養
の
高
さ
と
い
う
点
で
は
一
流
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
先
生
を
語
る
に
は
僕
は
か
な
ら
ず
し
も
適
格
で
な
い
。
先

生
の
無
二
の
親
友
で
あ
っ
た
太
田
正
雄
博
士
（
木
下
杢
太
郎
）
か
児
島
喜

久
雄
さ
ん
が
筆
を
執
れ
ば
、
先
生
の
ほ
ん
と
う
の
面
目
が
躍
如
と
す
る
に

違
い
な
い
が
、
と
も
に
先
生
よ
り
先
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま

と
な
っ
て
は
致
し
か
た
も
な
い
。
も
う
ひ
と
り
の
同
年
配
の
親
友
で
あ
っ

た
吉
井
勇
氏
も
す
で
に
な
い
。

先
生
が
二
年
間
の
外
国
留
学
を
終
っ
て
、
新
設
の
北
大
医
学
部
の
解
剖

学
教
授
と
し
て
札
幌
に
赴
任
し
た
の
は
、
大
正
十
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。

悼
翌
年
の
四
月
に
は
、
第
一
期
生
が
予
科
か
ら
学
部
に
進
ん
だ
の
で
、
先
生

の
北
大
で
の
講
義
は
十
一
年
の
四
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
明

自、
工
治
十
九
年
の
生
れ
だ
か
ら
、
三
十
七
才
の
小
壮
教
授
で
あ
っ
た
。
そ
の
年

山
崎
春
雄
氏
（
一
八
八
六
’
一
九
空
）

の
四
月
に
、
偶
然
僕
が
北
大
予
科
に
入
学
し
た
の
が
、
先
生
と
僕
と
の
交

遊
の
機
縁
で
あ
る
。
交
遊
と
い
っ
て
も
、
ふ
た
ま
わ
り
年
が
違
う
子
弟
の

間
柄
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
僕
を
先
生
の
お
宅
に
誘
っ
た
の
は
、
中
学
の

同
窓
で
写
真
の
上
手
な
須
藤
勇
君
だ
っ
た
。

北
海
道
に
来
ら
れ
る
ま
で
の
先
生
は
、
ス
キ
ー
も
山
登
り
の
経
験
も
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
ス
ゥ
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
に
遊
学
し
て
い
た
の

だ
か
ら
、
二
年
間
ア
ル
プ
ス
は
毎
日
眺
め
て
い
た
わ
け
だ
が
、
登
る
と
い

う
こ
と
に
は
考
え
及
ば
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
そ
の
暇
も

な
か
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
山
の
写
真
は
た
く
さ
ん
撮
っ
て
こ
ら
れ
た
。
最

初
お
訪
ね
し
た
の
は
、
そ
の
ア
ル
プ
ス
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
く
た
め

だ
っ
た
。
後
年
の
円
山
の
山
崎
家
は
、
本
州
か
ら
の
山
の
客
で
、
先
生
も

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
で
は
定
宿
に
し
て
い
た
パ
ン
シ
ョ
ン
・
ゾ
ン
ネ
ン
ベ

ル
グ
ほ
ど
の
賑
い
を
呈
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
萌
し
は
す
で
に
は
や
く
か

ら
あ
っ
て
、
桑
園
時
代
の
お
宅
に
も
、
い
つ
と
は
な
し
に
山
の
常
連
が
押

し
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
で
も
、
僕
よ
り
数
年
上
級
の

松
川
五
郎
さ
ん
と
僕
な
ど
が
旗
頭
だ
っ
た
よ
う
だ
。
北
大
在
学
中
に
家
庭

を
も
っ
た
山
県
浩
君
の
ご
と
き
は
、
親
子
三
人
で
数
ヶ
年
円
山
の
お
宅
の

二
階
を
占
領
し
て
い
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
居
心
地
が
よ
か
っ
た
ら

し
い
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
山
の
連
中
が
心
お
き
な
く
出
入
り
し
た
の
は
、

奥
さ
ん
の
功
徳
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
人
嫌
い
で
、
学
会

そ
の
他
の
集
会
に
は
ほ
と
ん
ど
顔
を
出
し
た
こ
と
の
な
い
先
生
が
、
ま
た

山
に
行
く
若
者
た
ち
に
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
愛
情
を
示
し
た
も
の
で
あ
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る
。
卒
業
後
、
解
剖
教
室
の
助
手
に
な
っ
た
中
野
征
紀
君
な
ど
は
、
ま
っ

た
く
先
生
の
誘
披
に
よ
っ
て
、
学
究
と
し
て
も
山
岳
人
と
し
て
も
成
長
し

た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
若
い
連
中
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
先
生
の
山
に

た
い
す
る
興
味
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
っ
た
。
た
ち
ま
ち
山
の

本
の
渉
猟
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
、
や
が
て
先
生
の
話
題
に
は
、
ド
イ
ツ
や

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
登
山
家
や
ア
ル
プ
ス
の
こ
と
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
話
ば
か
り
で
な
し
に
、
実
際
に
ス
キ
ー
や
山
登
り
を
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
昭
和
二
年
に
は
、
ふ
た
り
の
ス
ゥ
イ
ス
人
と

共
同
で
、
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ァ
・
ヒ
ュ
ッ
テ
を
作
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
発
展

し
て
は
、
病
は
す
で
に
膏
盲
に
い
た
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

先
生
の
そ
の
後
の
山
歴
は
、
藤
島
さ
ん
の
一
文
に
つ
き
て
い
る
か
ら
、

こ
こ
に
は
先
生
の
人
柄
の
一
面
を
伝
え
る
挿
話
を
ひ
と
つ
ふ
た
つ
書
き
誌

し
て
お
こ
う
。
先
生
は
地
位
や
名
声
に
は
括
淡
と
し
て
お
ら
れ
た
が
、
昭

和
七
年
か
ら
九
年
ま
で
と
、
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
二
期
を
医
学
部

長
に
推
さ
れ
、
そ
の
他
の
期
間
も
長
く
大
学
の
評
議
員
を
し
て
お
ら
れ
た

こ
と
を
ふ
て
も
、
同
僚
の
先
生
に
対
す
る
信
望
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。

先
生
の
本
領
は
つ
ね
に
正
論
を
は
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
に
は

所
信
を
貫
く
と
い
う
一
徹
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
く
に
道
義
的
問
題
に
な

る
と
、
節
を
ま
げ
な
い
モ
ラ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
北
大
の
佐
藤
昌
介
総
長
が

逝
去
さ
れ
た
と
き
は
大
学
葬
が
営
ま
れ
た
が
、
佐
藤
博
士
は
札
幌
農
学
校

の
一
期
生
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
、
遺
族
の
意
志
を
く
ん
で
葬

儀
も
キ
リ
ス
ト
教
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
国
立
大
学
の
大
学
葬

と
し
て
は
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
を
き
め
た
大
学
の

評
議
会
で
は
、
そ
れ
に
反
対
し
て
神
式
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
調
し
た

評
議
員
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
山
崎
先
生
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
こ
と

が
、
佐
藤
博
士
の
霊
に
対
す
る
儀
礼
と
し
て
は
最
高
の
、
そ
し
て
唯
一
の

方
法
で
あ
る
こ
と
を
熱
烈
に
力
説
し
て
、
狭
量
な
国
粋
主
義
を
反
駁
し

た
。
そ
の
結
果
、
結
局
は
キ
リ
ス
ト
教
に
落
ち
つ
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
昭
和
三
年
の
冬
に
秩
父
宮
殿
下
の
御

来
道
の
と
き
の
は
な
し
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
、
先
生
が
『
山

岳
」
四
十
八
年
に
、
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
・
ヒ
ュ
ッ
テ
と
秩
父
宮
殿
下
」
と

題
す
る
一
文
に
も
書
い
て
お
ら
れ
る
が
、
北
海
道
で
の
ス
キ
ー
旅
行
に
は

学
生
だ
け
と
行
動
し
た
い
と
い
う
お
客
様
の
御
希
望
が
あ
っ
た
た
め
に
、

始
め
て
殿
下
を
お
迎
え
す
る
道
庁
当
局
も
北
大
本
部
も
当
惑
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
の
収
容
人
員
が
わ
ず
か
十
名
な
の
で
、
殿
下
の
パ
ー
テ

ィ
に
警
官
が
は
い
る
余
地
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
が
、
客
人
の
意
志
の
尊

重
よ
り
も
、
自
分
た
ち
の
責
任
と
い
う
こ
と
の
方
を
第
一
義
的
に
考
え
る

習
慣
の
あ
る
道
庁
当
局
が
考
え
た
こ
と
は
、
宮
様
の
隊
の
前
後
に
、
ス
キ

ー
の
で
き
る
警
官
二
十
名
ず
つ
の
警
備
隊
を
つ
け
る
と
い
う
奇
抜
な
も
の

だ
っ
た
。
佐
藤
総
長
に
し
て
も
、
宮
様
を
学
生
だ
け
に
任
せ
き
っ
て
、
雪

に
埋
も
れ
た
山
小
屋
に
送
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
に

不
安
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
山
崎
先
生
の
苦
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心
と
努
力
に
よ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
先
生
の
文
に
「
す
べ
て
の
無
知

か
ら
来
る
俗
慮
の
介
入
を
拒
否
し
て
、
殿
下
と
学
生
だ
け
の
隊
を
編
成
す

る
と
い
う
最
高
原
則
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
強
力
に
排
除
し
て
そ
の
目
的

を
達
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
間
の
消
息
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
警

備
隊
に
は
、
ス
キ
ー
部
と
山
岳
部
の
現
役
部
員
を
あ
て
る
と
い
う
こ
と

で
、
道
庁
と
も
折
合
い
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
本
来
気
楽
な
ス
キ
ー
行

に
、
本
隊
と
か
警
備
隊
と
か
お
お
げ
さ
な
名
前
が
つ
い
た
の
も
、
お
そ
ら

く
空
前
絶
後
だ
ろ
う
。
あ
の
「
山
岳
』
の
一
文
は
、
短
い
な
が
ら
先
生
の

非
凡
な
教
養
が
、
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
名
文
で
あ
る
。

先
生
の
本
業
の
解
剖
学
の
こ
と
は
、
本
誌
で
は
す
こ
し
筋
違
い
で
あ
る

か
ら
、
精
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
先
生
の
大
学
で
の
講
義
は
独
特
の
風
格

の
あ
る
名
講
義
だ
っ
た
よ
う
だ
。
講
義
に
は
ノ
ー
ト
や
テ
キ
ス
ト
は
い
っ

さ
い
使
わ
ず
、
教
室
に
は
解
剖
学
名
彙
（
ｚ
ｏ
目
口
画
シ
ロ
胃
○
目
８
）
を
一

冊
も
っ
て
く
る
だ
け
で
、
し
か
も
流
れ
る
よ
う
に
流
暢
な
も
の
だ
っ
た
そ

う
だ
。
し
か
し
先
生
の
講
義
の
口
調
は
、
す
こ
し
沈
み
が
ち
の
重
い
調
子

で
あ
っ
た
う
え
に
、
講
義
の
内
容
が
、
人
間
の
骨
と
か
筋
肉
と
か
い
う
巨

視
的
な
基
礎
構
造
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
か
に
は
無
味
乾
燥
と
感

じ
る
も
の
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
先
生
の
講
義
の
滋
味
を
掬
す
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
学
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
僕
は
学
部
が
違
っ
た

悼
の
で
、
先
生
の
講
義
を
き
く
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
灰
間
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
黒
板
に
描
く
先
生
の
解
剖
図
は
じ
つ
に
見
事
な
も
の
だ
っ
た
ら
し

且１
い
。
こ
れ
は
先
生
の
特
技
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
得
意

だ
っ
た
絵
画
が
、
解
剖
学
の
講
義
に
一
段
の
光
彩
を
そ
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

先
生
に
は
若
い
こ
ろ
に
い
く
つ
か
の
研
究
論
文
が
あ
る
が
、
北
大
に
移

っ
て
か
ら
は
、
学
会
に
も
あ
ま
り
顔
を
出
さ
ず
、
論
文
も
ほ
と
ん
ど
発
表

し
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
助
手
や
研
究
生
の
研
究
指
導
は
さ
れ
た
か
ら
、

先
生
の
指
導
の
も
と
に
学
位
を
と
っ
た
門
下
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
先

生
自
身
は
つ
い
に
博
士
号
は
と
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
あ

ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
の
は
、
先
生
の
生
来
の
気
質
の
あ
ら
わ
れ
か
、

あ
る
い
は
先
生
に
な
に
か
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の
辺
の

消
息
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
先
生
の
明
哲
な
頭
脳
を
知
る
も
の

に
と
っ
て
、
先
生
が
学
問
上
に
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
、
惜
し
か
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
あ
る
。

先
生
は
東
大
の
明
治
四
十
三
年
の
卒
業
生
で
あ
る
が
、
解
剖
学
者
の
な

か
で
は
、
先
生
よ
り
一
、
二
年
先
輩
の
西
成
甫
、
長
谷
部
言
人
両
博
士
と

も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
く
の
知
友
の
な
か
で
、
と
く
に

先
生
の
親
友
と
よ
ぶ
べ
き
人
は
、
冒
頭
に
あ
げ
た
三
人
の
学
者
文
人
と
、

槇
有
恒
、
松
川
五
郎
の
両
氏
で
あ
っ
た
。

先
生
の
遺
稿
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
し
か
し
文
藻
の
豊
か
な
先
生
が
、

若
い
こ
ろ
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
に
、
友
人
に
書
き
送
っ
た
書
簡
は
け

っ
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
ら
の
書
簡
が
一
本
に

編
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
機
知
と
譜
諺
に
あ
ふ
れ
た
興
味
津
々
た
る
文
集
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
（
一
九
六
二
・
七
・
五
）
（
伊
藤
秀
五
郎
）

(175）



＊
な
が
い
病
臥
の
す
え
、
一
九
六
一
年
十
月
、
山
崎
さ
ん
が
逝
か
れ
た
こ

と
は
、
北
海
道
大
学
の
山
仲
間
に
と
っ
て
慈
父
を
失
っ
た
よ
う
な
大
き
な

悲
し
承
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
東
京
の
知
友
た
ち
に
も
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
っ
た
し
、
会
と
し
て
は
在
籍
三
十
年
に
及
ぶ
古
る
い
先
輩
会
員
を

失
っ
た
の
は
淋
し
い
こ
と
で
あ
る
。

山
崎
さ
ん
の
入
会
は
昭
和
六
年
二
月
（
会
員
番
号
一
二
八
九
番
）
、
紹
介

者
は
伊
藤
秀
五
郎
、
槇
有
恒
、
松
方
三
郎
の
三
名
、
四
十
五
才
の
と
き
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
三
月
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
か
け
る
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
会
員
で
あ
る
方
が
、
都
合
よ
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
と
も
推
察
さ

れ
る
。
渡
欧
後
は
、
は
た
し
て
そ
の
た
よ
り
に
あ
る
通
り
．
寸
シ
ベ
リ

ア
旅
行
の
疲
れ
を
休
め
る
と
の
口
実
で
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
に
や
っ
て
来

た
の
で
す
が
、
す
っ
か
り
根
が
生
え
て
一
ヶ
月
以
上
も
暮
し
て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
槇
氏
以
来
の
ガ
イ
ド
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ブ

ラ
ヴ
ァ
ン
ド
と
、
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
登
ら
れ
た
の

だ
。
会
報
第
十
号
の
「
瑞
西
だ
よ
り
」
は
槇
氏
宛
の
通
信
か
ら
、
私
が
書

抜
い
た
も
の
だ
が
（
全
文
を
の
せ
な
か
っ
た
の
が
、
い
ま
と
な
っ
て
は
惜

し
ま
れ
る
）
、
山
崎
さ
ん
が
ア
ル
プ
ス
の
山
と
人
と
の
中
で
、
い
か
に
楽

し
い
月
日
を
過
ご
し
た
か
壁
よ
く
出
て
い
る
。
帰
国
歓
迎
の
集
り
で
「
老

い
ら
く
の
山
恋
い
」
と
言
わ
れ
て
、
ご
本
人
は
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
の
を

思
い
出
す
。

た
し
か
に
山
崎
さ
ん
の
山
は
、
老
い
ら
く
と
言
わ
な
い
ま
で
も
、
中
年

か
ら
の
山
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
か
ら
若
い
頃
は
文
学
芸
術
を
愛
す
る
青

年
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
木
下
杢
太
郎
、
児
島
喜
久
雄
の
両
氏
が
終
生
の
心

友
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
う
か
耳
わ
れ
る
。

「
木
下
杢
太
郎
（
太
田
正
雄
）
と
は
中
学
、
一
高
、
東
大
を
通
じ
て
の
同

窓
で
あ
り
、
親
友
で
あ
っ
た
。
山
崎
は
中
学
以
来
造
形
芸
術
を
理
解
す
る

点
で
は
太
田
正
雄
の
尊
敬
す
る
友
で
あ
り
、
彩
管
に
於
て
は
彼
を
ぬ
き
ん

で
る
も
の
が
あ
っ
た
。
太
田
正
雄
が
画
家
に
な
る
こ
と
を
断
念
す
る
に
至

っ
た
理
由
に
は
、
山
崎
が
彼
よ
り
も
画
が
上
手
で
あ
っ
た
に
も
か
上
わ
ら

ず
、
画
家
に
も
な
ら
ず
に
医
学
を
志
し
た
こ
と
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
程
で

あ
る
。
山
崎
は
又
、
北
原
白
秋
や
吉
井
勇
や
長
田
秀
雄
等
に
と
っ
て
も
画

才
の
所
有
者
と
し
て
多
く
の
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
『
日
本
耽
美
派
の
誕
生
』
（
野
田
卯
太
郎
著
・
昭
和
廿
六
年
一

月
・
河
出
耆
房
刊
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
同
書
の
あ
ち
こ
ち
に
山
崎

さ
ん
の
名
が
ゑ
え
、
人
名
索
引
で
は
当
時
の
新
ら
し
い
文
芸
運
動
の
重
要

な
役
割
を
演
じ
た
中
に
あ
げ
ら
れ
、
若
い
頃
の
山
崎
さ
ん
を
想
見
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
そ
う
い
う
山
崎
さ
ん
が
、
ス
キ
ー
や
山
登
り
に
熱
を
上
げ

る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
十
年
（
当
時
冊
五
才
）
熊
本
か
ら

札
幌
へ
転
じ
た
の
が
動
機
で
、
北
大
文
武
会
ス
キ
ー
部
の
山
班
の
人
々

（
松
川
五
郎
、
植
田
守
、
井
田
清
、
伊
藤
秀
五
郎
等
）
か
ら
ス
キ
ー
を
吹

込
ま
れ
た
の
が
、
病
承
つ
き
の
は
じ
ま
り
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

札
幌
附
近
、
中
央
高
地
、
日
高
の
山
な
ど
を
、
主
と
し
て
積
雪
期
に
、
頼

も
し
い
、
よ
い
若
者
達
と
大
い
に
歩
か
れ
た
。
ひ
ら
け
す
ぎ
な
い
自
然
の
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姿
を
ま
だ
多
分
に
保
っ
て
い
た
北
海
道
の
山
が
、
手
近
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
本
土
の
山
へ
は
あ
ま
り
足
が
向
か
な
か
っ
た
ら
し
く
、
槍
穂
高

縦
走
、
ス
キ
ー
で
の
白
馬
岳
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
と
ｒ
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
詳
し
い
登
山
歴
は
、
北
大
山
岳
部
報
か
ら
探
し
出
し
で
も
し
な
い
こ

と
に
は
わ
か
ら
な
い
。
私
は
昭
和
九
年
一
月
十
勝
吹
上
温
泉
か
ら
、
快
晴

に
め
ぐ
ま
れ
た
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
、
フ
ラ
ノ
、
十
勝
の
三
山
に
山
崎
さ

ん
と
共
に
登
っ
た
。
相
川
正
義
、
中
野
征
紀
、
田
中
菅
雄
、
初
見
一
雄
の

諸
君
が
一
緒
だ
っ
た
が
、
帰
途
私
が
右
足
骨
折
と
い
う
ヘ
マ
を
演
じ
、
一

行
に
大
迷
惑
を
か
け
た
。
骨
折
直
後
山
崎
さ
ん
に
応
急
処
置
を
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
通
り
が
上
り
の
人
が
、
ソ
ン
ナ
処
置
で
は
駄
目
と
や
り
直

し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
で
「
医
学
部
の
大
先
生
が
骨
折
の
応
急

処
置
ぐ
ら
い
の
こ
と
…
…
』
と
伺
ひ
を
立
て
る
と
、
言
下
に
「
僕
は
生
き

て
る
人
間
に
は
用
が
な
い
か
ら
」
と
大
笑
さ
れ
た
。
解
剖
学
が
山
崎
さ
ん

の
専
門
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
骨
折
が
北
大
病
院
で
完
全
に
元
通
り
に
な
っ

た
の
に
気
を
よ
く
し
て
、
翌
十
年
一
月
に
は
、
山
崎
さ
ん
が
或
い
は
吾
家

よ
り
も
愛
情
を
そ
上
が
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ァ
・
ヒ
ュ
ッ
テ

に
数
日
の
生
活
を
共
に
し
た
。
芯
か
ら
の
山
好
き
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

広
い
深
い
教
養
の
持
主
だ
っ
た
山
崎
さ
ん
と
の
山
小
舎
の
幾
夜
か
異
今

で
も
い
か
に
た
の
し
い
想
出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
。
と
も
に
山
を
歩
い

悼
た
こ
と
の
あ
る
者
の
心
に
、
い
つ
ま
で
も
印
象
の
残
る
よ
う
な
、
山
崎
さ

ん
は
そ
う
い
う
人
で
あ
っ
た
。

追

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
報
や
「
山
岳
」
へ
の
寄
稿
は
多
く
な
い
が
、
昭
和
六
年
十
一

月
会
報
第
十
号
に
「
瑞
西
だ
よ
り
」
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
第
一
五
九
号

に
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ァ
・
ヒ
ュ
ッ
テ
の
二
十
五
年
祭
」
、
「
山
岳
」
第
四
十
八

年
に
「
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
・
ヒ
ュ
ッ
テ
と
秩
父
宮
殿
下
」
の
三
稿
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
山
崎
さ
ん
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
、
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
外
に
雑
誌
「
山
と
ス
キ
ー
」
や
北
大
山
岳
部
々
報
へ
の
寄

稿
も
数
多
い
こ
と
＆
お
も
わ
れ
る
が
、
手
許
に
な
い
の
で
こ
上
で
は
触
れ

な
い
。一
九
五
七
年
四
月
、
ス
イ
ス
か
ら
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
来
朝
、
と
も
に
ア
ル

プ
ス
の
峰
々
を
あ
る
い
た
面
々
が
喜
ん
だ
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
二

十
六
年
ぶ
り
の
再
会
に
山
崎
さ
ん
の
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
軽
る
い
発
作
が
起
り
、
東
京
で
休
養

後
帰
札
さ
れ
た
き
り
、
山
崎
さ
ん
は
東
京
で
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
加
わ
る

機
会
な
く
し
て
逝
か
れ
た
。
い
つ
も
遠
く
に
離
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ

う
か
、
私
に
は
山
崎
さ
ん
が
ま
た
学
会
に
い
つ
か
上
京
し
て
こ
ら
れ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

山
崎
春
雄
氏
略
年
譜

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
二
月
四
日
前
橋
に
生
る
。
独
逸
協
会
中

学
・
一
高
・
東
大
を
通
じ
木
下
杢
太
郎
と
親
交
を
結
ぶ
。
ま
た
三
宅
克
巳

画
塾
に
て
児
島
喜
久
雄
と
知
る
。

明
治
四
十
三
年
十
二
月
東
大
医
学
部
卒
。

大
正
二
年
一
月
熊
本
医
専
教
授
、
狩
猟
を
始
む
。
八
年
三
月
’
十
年

六
月
欧
州
留
学
、
独
逸
へ
入
国
出
来
ず
、
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
に
滞
留
し
た
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る
も
、
ア
ル
プ
ス
に
登
山
を
試
承
る
こ
と
な
し
。
十
年
五
月
北
大
医
学
部

教
授
、
こ
の
冬
よ
り
ス
キ
ー
を
始
む
。

昭
和
六
年
三
月
欧
米
出
張
、
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
大
い
に
登
る
。
十
二

月
帰
朝
（
四
十
五
才
）
。
昭
和
七
年
’
九
年
及
び
十
四
年
’
十
六
年
の
二

期
医
学
部
長
。
二
十
三
年
北
大
退
職
。
同
名
誉
教
授
。
二
十
五
年
札
幌
医

大
教
授
。
三
十
三
年
退
職
。
三
十
六
年
十
月
二
十
一
日
病
残
（
七
十
五

才
）
）
。
（
一
九
六
二
年
七
月
記
）
（
藤
島
敏
男
）

ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
と
日
本
隊
と
の
関
係
は
、
一
九
五
五
年
秋
、
第

三
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
先
遣
隊
に
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
行
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
彼
を
推
薦
し
た
の
は
、
当
時
ダ
ー
ジ
リ
ン
在
住
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・

ク
ラ
ブ
書
記
の
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
選
択
は
登

山
隊
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事
で
あ
る
が
、
こ
と
に
サ
ー
ダ
ー
（
シ
ェ
ル
パ

頭
）
の
選
択
は
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
年
の
春
、
フ

ラ
ン
ス
隊
の
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
マ
カ
ル
ー
の
登
頂
に
成
功
し
た
業
績
を

挙
げ
て
お
り
、
そ
の
手
腕
は
既
に
世
に
認
め
ら
れ
て
お
っ
た
の
承
な
ら

ず
、
シ
ェ
ル
パ
の
事
情
に
精
通
す
る
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
は
、
彼
の
人
柄

ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
冨
冒
房
①
自
ｚ
ｏ
ｇ
屋

（
国
・
の
．
ｚ
○
．
匡
巴
（
一
九
一
八
’
一
九
六
一
）

’

を
高
く
評
価
し
て
推
奨
し
た
の
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
彼
は
、
先
遣
隊
に

よ
っ
て
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
の
推
奨
に
価
す
る
サ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
、
翌
年
の
本
隊
も
同
伴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
、
わ
た

し
た
ち
の
間
で
は
、
シ
ェ
ル
パ
の
リ
ス
ト
も
一
通
り
は
調
製
さ
れ
て
い
る

が
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
当
初
か
ら
第
三
次
に
至
る
ま
で
は
、
主
と
し
て
記

録
に
よ
る
選
択
に
頼
る
他
に
途
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
夫
人
の
懇
切
な
助
力
は
、
何
に
も
替
え
が
た
い
寄
与
で
あ
っ
た
。
夫

君
と
共
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
在
住
四
十
年
に
も
及
ぶ
夫
人
の
、
シ
ェ
ル
パ
に
対

す
る
知
識
と
経
験
は
他
に
比
な
く
、
彼
等
の
信
望
を
集
め
ら
れ
て
お
っ

た
。
英
国
隊
は
も
と
よ
り
、
各
国
登
山
隊
の
同
夫
人
に
負
う
と
こ
ろ
は
、

ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
と
思
う
。
こ
と
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
経
験
の
浅
い

わ
が
国
に
と
っ
て
は
、
同
夫
人
の
寄
せ
ら
れ
た
好
意
は
シ
ェ
ル
パ
問
題
を

容
易
な
ら
し
め
、
爾
後
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
と
思
う
。

一
九
五
六
年
三
月
二
日
、
私
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
ガ
ル
ッ
ェ
ン
と
始
め
て

会
っ
た
。
彼
は
十
九
名
の
約
束
の
シ
ェ
ル
パ
た
ち
を
連
れ
て
、
借
り
た
郊

外
の
タ
パ
氏
別
宅
に
、
先
発
隊
と
共
に
待
っ
て
い
た
。
中
背
痩
ぎ
す
で
微

笑
を
湛
え
た
柔
和
な
彼
と
会
っ
て
、
ふ
と
立
山
で
死
ん
だ
佐
伯
宗
作
に
ど

こ
か
似
て
い
る
と
思
っ
た
。
体
つ
き
、
も
の
ご
し
が
似
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
は
一
見
し
て
山
に
年
季
を
入
れ
た
姿
で
あ
っ
た
。
第
七
次
エ

ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
と
き
、
ノ
ー
ス
・
コ
ル
ま
で
の
荷
揚
げ
に
活
躍

し
、
隊
長
テ
ィ
ル
マ
ン
の
推
薦
で
タ
イ
ガ
ー
ズ
・
バ
ッ
ジ
を
受
け
た
ほ
ど

の
こ
の
人
物
は
、
い
か
に
も
謙
虚
で
あ
っ
て
私
の
心
を
強
く
惹
き
つ
け
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た
。
私
は
彼
を
サ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
隊
員
の
資
格
で
待
遇
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
彼
に
と
っ
て
の
承
な
ら
ず
、
他
の
シ
ェ
ル
パ
に
と

っ
て
も
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
、
ま
た
励
承
と
も
な
っ
た
。
他
の
十
九

名
の
シ
ェ
ル
パ
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
歴
を
も
っ
て

お
り
、
元
気
溌
刺
た
る
連
中
で
、
彼
の
指
揮
の
も
と
に
欣
然
と
し
て
働
い

た
。
三
月
十
一
日
、
四
○
○
名
に
近
い
ポ
ー
タ
ー
を
連
れ
て
マ
ナ
ス
ル
ヘ

出
発
し
た
が
、
出
発
に
さ
き
だ
っ
て
私
は
彼
に
、
ポ
ー
タ
ー
や
住
民
と
の

紛
争
は
彼
等
の
間
で
処
理
せ
ず
、
直
接
私
に
訴
え
る
こ
と
、
及
び
キ
ャ
ラ

バ
ン
中
は
特
に
ポ
ー
タ
ー
に
事
故
を
起
さ
ぬ
よ
う
注
意
し
、
悪
場
で
は
補

助
繩
な
ど
を
使
用
し
て
援
助
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
と
ポ
ー

タ
ー
と
の
紛
争
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、
サ
マ
部
落
で
登
山
の
阻
止
を
受

け
た
と
き
も
、
ス
ッ
パ
や
隊
員
に
事
を
委
し
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
そ
の
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
は
山
路
に

慣
れ
ぬ
も
の
も
多
く
、
そ
の
た
め
足
下
の
危
険
な
咀
路
や
吊
橋
で
は
必
ず

シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
補
助
繩
を
張
っ
た
り
、
代
っ
て
荷
を
運
ん
だ
り
し
て
助

け
た
。
ポ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ダ
ー
は
彼
の
兄
の
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
で
あ
っ

た
が
、
彼
は
い
つ
も
卒
先
し
て
協
力
し
、
す
べ
て
の
悪
場
を
こ
の
よ
う
に

し
て
無
事
に
通
過
し
た
。
こ
の
大
部
隊
の
運
営
が
事
故
な
く
進
行
し
た
の

は
、
彼
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
よ
り
登

悼
頂
へ
の
行
動
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
と
は
異
り
、
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
と
の
協

力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
行
動
に
よ
り
天
候
の
ゆ
る
す
限
り
、
日

追
を
追
う
て
キ
ャ
ン
プ
は
上
へ
延
び
て
い
っ
た
。
ま
た
空
気
の
稀
薄
に
よ
る

困
難
も
登
る
に
伴
っ
て
加
え
た
が
、
堅
実
な
歩
承
は
些
さ
か
も
渋
滞
し
な

か
っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
以
上
は
行
動
の
便
と
危
険
防
止
の
た
め
、
数

人
で
一
隊
と
し
、
各
々
に
隊
員
一
名
が
加
わ
っ
て
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。

こ
の
登
頂
へ
の
前
進
は
ほ
と
ん
ど
休
息
も
な
く
一
カ
月
も
続
い
た
が
、
シ

ェ
ル
パ
の
真
骨
頂
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
弱
音
を
吐
く
も
の
な
ど
は
一

人
も
な
か
っ
た
。
ガ
ル
ッ
ェ
ン
の
強
い
意
志
が
、
そ
の
部
下
に
彦
透
し
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
誠
実
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
西
寿
雄
君

と
共
に
、
第
一
次
登
頂
隊
と
し
て
成
功
し
た
彼
の
よ
ろ
こ
び
と
満
足
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
し
て
彼
は
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
登
頂
二
回
の

記
録
を
も
つ
、
唯
一
人
の
シ
ェ
ル
パ
た
る
栄
誉
を
得
た
。

彼
は
其
年
九
月
、
日
本
山
岳
会
よ
り
招
か
れ
て
ペ
ン
バ
・
リ
ー
ダ
夫
人

と
息
子
ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
を
伴
っ
て
来
日
し
、
約
一
カ
月
間
滞
在
し
た
。

は
じ
め
東
京
の
雑
沓
に
些
か
疲
労
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
至
る
と
こ
ろ

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
旅
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
元
気
を
回
復
、
日
光
、
鎌

倉
、
大
阪
、
京
都
、
奈
良
な
ど
を
遍
歴
し
、
敬
虚
な
ラ
マ
教
徒
で
あ
る
彼

は
寺
院
に
詣
で
仏
像
を
拝
す
る
の
を
好
ん
だ
。
そ
し
て
謙
虚
な
虚
飾
な
き

人
柄
は
、
皆
人
に
愛
好
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
ろ
こ
び
の
中
に
、

さ
ら
に
勲
六
等
旭
日
章
を
授
与
せ
ら
れ
、
ま
た
東
京
都
名
誉
都
民
に
推
薦

さ
れ
た
。

其
後
わ
が
国
よ
り
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
隊
、
雪
男
探
検
隊
、
ア
ピ
隊
、
デ

オ
・
テ
ィ
バ
隊
等
に
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
行
し
、
一
九
六
一
年
、
大
阪
市

立
大
学
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
登
山
隊
に
同
じ
く
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
行
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中
、
五
月
十
一
日
未
明
リ
ル
ン
氷
河
上
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
諺
隊

長
森
本
嘉
一
、
隊
員
大
島
健
司
両
君
と
共
に
雪
崩
の
た
め
遭
難
死
し
た
。

享
年
四
十
四
才
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
痛
恨
に
た
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、

三
君
の
霊
に
対
し
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
森
本
隊
長
と

は
出
発
前
会
っ
た
が
、
既
に
心
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峯
に
あ
る
か
の
よ
う
に

元
気
で
あ
っ
た
。
ガ
ル
ッ
ェ
ン
と
は
幾
月
の
間
毎
日
苦
労
と
喜
び
を
共
に

し
た
こ
と
と
て
、
感
慨
の
深
い
も
の
を
覚
え
る
。
ペ
ン
バ
・
リ
ー
ダ
夫
人

は
四
人
の
遺
児
を
か
入
え
、
卒
然
と
し
て
一
家
の
支
柱
を
失
っ
た
今
日
、

今
後
の
養
育
に
つ
い
て
思
案
に
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
昨
年

八
月
、
日
本
山
岳
会
内
に
ガ
ル
ッ
ェ
ン
遺
児
援
助
資
金
募
集
委
員
会
を
設

け
、
十
一
月
に
至
る
三
カ
月
間
募
金
を
行
っ
た
。
こ
の
企
に
対
し
広
く
全

国
よ
り
同
情
を
寄
せ
ら
れ
、
三
六
○
口
、
一
○
○
○
人
を
越
え
総
額
九
二

三
、
六
二
円
の
醗
金
を
得
た
。
募
金
は
駐
印
松
平
康
東
大
使
に
託
し
、

遺
族
に
贈
っ
た
。
（
槙
有
恒
）

＊

ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
名
が
私
達
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
仲
間
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
五
年
春
、
サ
マ
問
題
解
決
の
た
め
に

渡
印
さ
れ
た
西
堀
、
成
瀬
両
氏
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
ヘ
シ
ェ
ル
パ
の
交
渉
に
立

寄
っ
た
と
き
に
は
じ
ま
る
。

事
実
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
書
記
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
夫
人
か
ら
パ
サ

ン
・
ダ
ワ
・
ラ
マ
を
第
一
候
補
に
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
を
第
二
候
補
に
推
薦
さ

れ
る
迄
、
私
達
の
頭
に
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
名
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

前
年
ア
ピ
で
超
人
的
な
活
躍
を
し
、
そ
の
後
マ
カ
ル
ー
ヘ
サ
ー
ダ
ー
と

し
て
出
か
け
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
当
時
と
し
て
は
ガ
ル
ッ
ェ

ン
が
こ
れ
程
優
秀
な
サ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
は
、
知
る
由
も
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
幸
か
不
幸
か
、
パ
サ
ン
・
ダ
ワ
・
ラ
マ
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

を
希
望
し
た
の
で
、
私
達
は
ガ
ル
ッ
ェ
ン
を
つ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
第
三
次
マ
ナ
ス
ル
隊
の
先
遣
隊
で
あ
る
小
原
隊
に
参
加
し

た
彼
は
、
私
達
の
期
待
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
前
年
あ
れ

程
反
対
し
た
サ
マ
の
部
落
の
人
達
を
も
納
得
さ
せ
、
マ
ナ
ス
ル
登
頂
へ
の

最
大
の
難
関
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

迎
え
た
一
九
五
六
年
の
第
三
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
で
の
活
躍
は
、
今
更
こ

こ
に
く
ど
く
ど
と
述
べ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
四
○
○
人
の
ポ
ー
タ
ー

を
操
縦
し
て
、
二
日
間
を
短
縮
す
る
と
い
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
っ
て
の

け
、
サ
マ
の
問
題
を
解
決
し
、
高
処
で
は
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
・
サ
ー

ダ
ー
と
し
て
参
加
し
た
彼
の
兄
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
と
の
す
ぐ
れ
た
コ
ン

ビ
に
よ
っ
て
、
見
事
な
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
せ
し
め
、
そ

し
て
自
ら
も
八
一
二
五
メ
ー
ト
ル
の
マ
ナ
ス
ル
山
頂
に
、
今
西
隊
員
と
共

に
初
登
頂
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
マ
カ
ル
ー
、
マ
ナ
ス
ル
と

八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
二
座
登
頂
の
輝
か
し
い
記
録
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
記
録
は
一
九
六
二
年
の
現
在
に
至
る
も
、
シ
ェ
ル
パ
と
し
て

は
未
だ
に
彼
の
承
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
一
九
五
六
年
の
秋
に
、
日
本
山
岳
会
と
毎
日
新
聞
社
の
招
き

に
よ
り
来
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
羽
田
に
着
い
て
か
ら
の
彼

は
、
各
地
で
大
変
な
歓
迎
を
う
け
た
が
、
謙
虚
な
な
か
に
も
愛
矯
の
あ
る

彼
の
態
度
は
、
日
本
の
す
べ
て
の
人
々
に
好
感
を
も
た
れ
、
日
本
・
ネ
パ

ー
ル
・
印
度
の
間
の
親
善
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

議
事
堂
を
チ
ョ
ル
テ
ン
と
間
違
え
た
り
、
地
下
鉄
に
驚
い
た
り
、
デ
パ

ー
ト
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
上
へ
行
っ
た
階
段
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
う
の
か
と
彼
ら
し
い
疑
問
を
抱
い
た
り
、
滞
日
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
拾

い
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
私
も
多
田
等
観
先
生
と
一
緒
に
、
彼
を
日
光

に
案
内
し
た
が
、
東
照
宮
で
修
学
旅
行
の
中
学
生
に
遇
っ
た
時
に
は
、
日

本
の
教
育
制
度
に
す
っ
か
り
感
心
し
、
仏
教
国
と
し
て
の
日
本
を
再
認
識

し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

丸
の
内
東
宝
劇
場
で
行
わ
れ
た
「
マ
ナ
ス
ル
に
立
つ
」
の
試
写
会
で

は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
．
ア
ン
ド
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
：
．
…
」
と
堂
々
と
挨
拶

を
し
、
居
並
ぶ
私
達
を
唖
然
と
せ
し
め
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
勲
六
等
旭
日
章
授
与
、
東
京
都
名
誉
都
民
の
鍵
授
与
…
：
。
。
全
国
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
心
暖
ま
る
歓
待
に
は
、
彼
も
す
っ
か
り
感
激
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
し
て
日
本
隊
と
な
ら
、
ど
こ
迄
も
協
力
し
て
、
全
国
民
の
期

待
に
こ
た
え
た
い
と
、
堅
く
心
に
誓
っ
て
帰
国
し
た
に
違
い
な
い
。

悼
一
九
五
七
年
は
、
こ
う
し
た
彼
の
希
望
を
充
た
す
よ
う
な
日
本
か
ら
の

登
山
隊
が
な
く
、
彼
も
失
望
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
年
の
初

追
夏
に
は
、
イ
ン
ド
登
山
学
校
の
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
コ
ー
ス
隊
に
つ
い
て
ナ

ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
に
向
い
、
秋
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ヌ
ー
偵
察
に
協
力
、

冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
は
、
ト
ム
・
ス
リ
ッ
ク
の
イ
ェ
テ
ィ
隊
に
参
加

し
て
ア
ル
ン
の
源
流
に
で
か
け
て
い
る
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
の
彼
の
手
紙
に
も
、
日
本
山
岳
会
の
次
の
計
画
を
期

待
す
る
声
が
し
き
り
に
聞
か
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ

は
、
彼
が
マ
ナ
ス
ル
山
頂
か
ら
次
の
目
標
と
は
っ
き
り
決
め
た
山
で
も
あ

っ
た
。
日
本
山
岳
会
の
次
期
計
画
が
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
時
の
彼
の
喜
び
は
、
想
像
以
上
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
て
一
九
五
八
年
秋
に
は
、
金
坂
隊
に
随
っ
て
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
を

偵
察
し
、
東
尾
根
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
希
望
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
一
九
五
九
年
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
は
、
彼
に
と
っ
て
は
マ

ヵ
ル
ー
、
マ
ナ
ス
ル
に
次
ぐ
久
し
振
り
の
本
格
的
登
山
隊
で
あ
っ
た
。
中

で
も
、
マ
ナ
ス
ル
で
共
に
苦
労
し
た
村
木
さ
ん
が
隊
長
で
あ
り
、
親
し
く

し
て
い
た
私
も
参
加
す
る
と
い
う
の
で
、
彼
の
熱
の
入
れ
方
は
大
変
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
に
シ
ェ
ル
パ
も
彼
に
よ
っ
て
集
め
う
る
ベ
ス
ト
メ
ン
バ

ー
を
選
び
、
こ
れ
に
加
え
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
彼
を
し

た
っ
て
集
っ
て
来
た
若
い
シ
ェ
ル
パ
を
配
し
、
こ
の
指
導
と
監
督
を
実
兄

の
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
に
ま
か
せ
る
と
い
う
、
マ
カ
ル
ー
以
来
の
彼
一
流

の
シ
ェ
ル
パ
編
成
で
あ
っ
た
。
こ
の
隊
は
、
隊
員
も
若
い
張
り
切
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
極
め
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
、
気
合
い

に
充
ち
た
隊
を
編
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
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不
幸
に
し
て
こ
の
年
は
天
候
も
悪
く
、
七
四
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て

引
返
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
。
ヒ
マ

ル
チ
ュ
リ
に
は
数
々
の
難
問
が
控
え
て
い
た
。
山
麓
の
ナ
ム
ル
ー
部
落
の

村
人
達
は
、
登
山
に
対
し
て
必
ず
し
も
協
力
的
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
ガ
ル
ッ
ェ
ン
の
頭
脳
的
作
戦
は
見
事
で
あ
っ
た
。
ゴ
ム
パ
に
寄
付
を
申

し
出
て
、
日
本
隊
の
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
た
り
、
夕
食
前
に
多

羅
菩
薩
の
読
教
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
隊
が
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
山
に

お
参
り
に
来
た
こ
と
に
し
て
説
得
し
た
り
、
彼
の
卓
越
し
た
頭
脳
作
戦
な

く
し
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
山
に
入
る
こ
と
す
ら
出
来
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。東
尾
根
の
前
衛
峰
の
下
降
で
は
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
で
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
す

る
一
幕
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
救
援
に
対
し
て
の
彼
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力

も
、
私
に
と
っ
て
は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
二
日
振
り
に
救
出
さ
れ

て
握
手
を
交
わ
し
た
時
に
は
、
彼
は
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
直
後
に
、
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
の
急
死
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

遭
遇
し
た
と
き
す
ら
、
涙
を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
ゑ
て
も
、
彼
が
い

か
に
サ
ー
ブ
に
対
し
て
忠
実
で
あ
り
、
主
人
を
支
配
し
て
く
れ
て
い
た
か

が
分
る
の
で
あ
る
。

ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
の
死
は
、
若
い
シ
ェ
ル
パ
に
対
し
て
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
っ
た
。
即
日
登
山
を
捨
て
て
下
山
す
る
と
い
う
よ
う
な
ム
ー
ド

も
、
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
こ
は
彼
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
で
あ
る
。
喪
に
服
し
た
三
日
間
の
休
養
の
後
は
、
若
い
シ
ェ
ル
パ
の
士

気
を
す
っ
か
り
回
復
さ
せ
、
再
び
頂
へ
の
フ
ァ
イ
ト
を
ゑ
ち
溢
れ
さ
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ダ
ー
の
行
く
と
こ
ろ
、
彼
の
部
下
は
ど
こ
迄
も
黙
々

と
し
て
荷
を
上
げ
よ
う
と
す
る
フ
ァ
イ
ト
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
彼
の
す
ぐ

れ
た
サ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
彼
は
後
輩
の
指
導
に
は
常
に
意
を
用
い
て
い
た
。
若
い
シ

ェ
ル
パ
を
檜
舞
台
に
出
す
た
め
に
、
積
極
的
に
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
起
用
し
、
養
成
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
若
い
シ
ェ
ル
パ
に
は
、
サ
ー
ブ

に
対
し
て
の
礼
儀
、
喉
が
、
最
近
地
に
お
ち
た
の
を
嘆
き
、
英
語
の
教
育

等
に
つ
い
て
も
、
特
に
意
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
ダ
ー
ジ
リ
ン

で
の
ガ
ル
ッ
ェ
ン
一
家
は
、
こ
う
し
て
若
さ
と
希
望
に
満
ち
た
頼
母
し
い

グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
反
面
、
彼
は
先
輩
を
常
に
尊
敬
し
、
礼
を
つ
く
す
こ
と
も
忘

れ
な
か
っ
た
。
か
の
老
雄
ダ
ワ
・
ト
ン
ダ
ッ
プ
も
、
寄
る
年
波
は
あ
ら
そ

え
ず
、
最
近
は
第
一
線
か
ら
敬
遠
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン

は
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
登
山
歴
と
、
シ
ェ
ル
パ
と
し
て
の
立
派
な
態
度
に
常

に
敬
意
を
表
し
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
は
彼
の
一
家
の
面
倒
も
見
、
ど
の
隊
に

も
必
ず
と
い
っ
て
い
い
程
彼
を
同
行
さ
せ
、
し
か
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
登

頂
隊
に
も
意
識
し
て
起
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
「
ダ
ワ
・
ト
ン
の
よ

う
な
す
ぐ
れ
た
シ
ェ
ル
パ
が
、
年
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
相
手
に
さ
れ

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ェ
ル
パ
族
と
し
て
の
恥
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
も
老
先
き
の
短
か
い
ダ
ワ
に
機
会
が
あ
れ
ば
登
頂
さ
せ
て
、
そ
の
花

を
咲
か
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う
暖
か
い
心
遣
い
に
は
、
私
達
も
常
に
頭
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の
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

一
九
五
九
年
と
い
う
年
は
例
年
に
な
く
天
候
の
悪
い
年
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
私
達
も
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
高
処
で
、
し
ば
し
ば
風
雪
に
見
舞
わ
れ

て
困
難
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
風
雪
と
い
え
ば
、
彼
は
一
九
五
四
年
の
ア

ピ
登
山
の
折
、
ル
ー
ト
を
見
失
な
っ
て
大
変
な
苦
労
の
末
、
一
人
で
帰
還

し
た
と
い
う
経
験
の
持
主
で
あ
る
だ
け
に
、
気
の
く
ば
り
よ
う
た
る
や
一

通
り
で
は
な
か
っ
た
。
赤
旗
の
間
隔
が
長
い
と
感
じ
た
場
合
に
は
、
自
ら

キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
カ
ー
ト
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
の
空
缶
を
も
っ
て
い
っ
て
、
そ

の
途
中
に
た
て
る
と
い
う
程
の
慎
重
さ
で
あ
っ
た
。
第
五
キ
ャ
ン
プ
へ
帰

着
す
る
直
前
に
、
物
凄
い
風
雪
に
遭
っ
た
時
に
は
、
さ
す
が
の
彼
も
顔
色

が
な
か
っ
た
。
こ
の
時
に
私
が
自
信
を
も
っ
て
誘
導
し
て
第
五
キ
ャ
ン
プ

へ
帰
着
し
て
以
来
、
彼
の
私
に
対
す
る
態
度
が
一
変
し
た
こ
と
を
ぶ
て

も
、
風
雪
に
対
し
て
い
か
に
気
を
つ
か
っ
て
い
た
か
が
解
る
よ
う
な
気
が

す
る
の
で
あ
る
。
後
日
、
同
志
社
大
学
の
ア
ピ
登
山
隊
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で

会
合
し
た
時
の
彼
の
第
一
声
が
、
「
赤
旗
は
何
本
も
っ
て
き
た
か
」
「
五
○

○
本
あ
り
」
「
Ｏ
Ｋ
、
ア
ピ
は
大
丈
夫
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

有
名
な
語
り
草
に
も
な
っ
て
い
る
。

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
で
は
、
第
四
キ
ャ
ン
プ
か
ら
先
で
は
、
グ
ン
デ
ィ
ー
、

ダ
ワ
・
ト
ン
ダ
ッ
プ
、
ア
ン
・
ダ
ワ
Ⅳ
号
と
い
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
シ
ェ
ル

パ
が
大
い
に
活
躍
し
た
が
、
グ
ン
デ
ィ
ー
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
シ
ェ

ル
パ
で
さ
え
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
東
北
壁
の
氷
壁
に
は
頭
を
下
げ
て
い
た
。

「
自
分
達
は
第
五
キ
ャ
ン
プ
迄
は
い
く
ら
で
も
荷
を
上
げ
る
が
、
そ
れ
か

ら
上
は
勘
弁
し
て
貰
い
た
い
。
第
五
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
は
ひ
と
つ
サ
ー
ブ

の
力
で
登
っ
て
貰
い
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
ガ
ル
ッ
ェ
ン
は

違
っ
て
い
た
。
彼
に
は
頂
上
に
立
と
う
と
す
る
フ
ァ
イ
ト
が
あ
っ
た
。
サ

ー
ブ
と
共
に
登
頂
し
た
い
と
い
う
執
念
が
彼
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

は
ど
の
隊
に
も
大
抵
の
場
合
メ
ン
バ
ー
の
資
格
で
招
か
れ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
な
登
琴
意
欲
の
あ
る
点
が
他
の
シ
ェ
ル
パ
と
の
大
き
な
違
い
で
あ

っ
た
。一

方
彼
は
登
山
を
科
学
的
に
行
な
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
た
。
「
二

六
、
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
山
は
酸
素
を
用
い
て
登
る
べ
き
で
あ
る
。
」

こ
れ
も
彼
の
持
論
で
あ
っ
た
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
酸
素
不
要
説
を
と
な
え
た

パ
サ
ン
・
ダ
ワ
・
ラ
マ
と
は
、
こ
の
点
で
大
い
に
意
見
を
異
に
し
て
い

た
。
し
か
し
強
気
の
パ
サ
ン
は
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
失
敗
し
た
が
、
ガ
ル
ッ

ェ
ン
は
二
つ
の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
登
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
説
の

正
し
い
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
高
度
馴
化
を
考
慮
し

た
荷
上
げ
の
作
戦
、
頂
上
攻
撃
前
に
全
員
を
Ｂ
・
Ｃ
へ
休
養
に
下
ろ
す
こ

と
な
ど
、
多
年
の
経
験
か
ら
え
た
彼
一
流
の
す
ぐ
れ
た
セ
オ
リ
ー
を
も
っ

て
い
た
。

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
の
最
中
に
、
内
地
か
ら
イ
ェ
テ
ィ
ー
・
エ
ク
ス
ペ

デ
ィ
シ
ョ
ン
派
遣
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
。
彼
は
直
ち
に
参
加
を
申
し
出

た
が
、
彼
は
前
年
の
経
験
か
ら
、
ソ
ロ
・
ク
ー
ン
ブ
の
ラ
ン
ボ
チ
ェ
谷
を

イ
ェ
テ
ィ
ー
の
穴
場
と
し
て
考
え
て
い
た
。
彼
の
意
見
は
そ
の
後
大
い
に

採
り
入
れ
ら
れ
た
。
勿
論
彼
の
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
参
加
は
、
こ
の
隊
に
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と
っ
て
の
前
提
条
件
で
も
あ
っ
た
。

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
終
り
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
帰
る
と
彼
は
常
に
次

の
遠
征
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
私
の
と
こ
ろ
へ
も
、
し
ば
し
ば
手
紙
を

よ
こ
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
私
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
蝶
の
コ
レ

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
「
こ
れ
は
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
の
高

山
蝶
で
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
参
加
し
た
山
で
捕
え
た
蝶
を
送
っ

て
く
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ゑ
て
も
、
彼
が
い
か
に
細
か
く
こ
う
し

た
こ
と
に
気
を
つ
か
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

イ
ェ
テ
ィ
ー
が
終
る
と
、
今
度
は
引
き
つ
づ
い
て
直
ち
に
同
志
社
隊
に

つ
い
て
ア
ピ
に
で
か
け
た
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
に
ギ
リ
オ
ネ
隊
と
同
行

し
た
時
の
貴
重
な
経
験
を
い
か
し
て
、
五
月
十
日
に
見
事
登
頂
を
果
し
た

の
で
あ
る
。
彼
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
ル
ー
ト
の
提
案
、
Ｂ
・
Ｃ
に
入

っ
て
か
ら
の
す
ぐ
れ
た
作
戦
等
に
お
い
て
、
同
隊
へ
の
貢
献
は
大
き
か
っ

た
。

こ
の
年
の
秋
に
日
本
か
ら
初
の
婦
人
登
山
隊
が
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
の
デ

オ
・
テ
ィ
パ
に
で
か
け
た
。
同
隊
の
細
川
沙
多
子
隊
長
の
要
請
も
あ
っ

て
、
こ
の
時
に
は
長
女
の
ニ
マ
・
ラ
モ
を
同
行
し
た
。
テ
ン
ジ
ン
の
娘
た

ち
が
、
ク
ロ
ー
ド
・
コ
ー
ガ
ン
の
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
隊
に
招
聰
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
負
け
ず
ぎ
ら
い
の
ガ
ル
ッ
ェ
ン
も
、
娘
を
同

行
し
た
い
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、
彼
は
テ
ン
ジ

ン
の
考
え
方
と
は
違
っ
て
い
て
、
ニ
マ
・
ラ
モ
を
女
流
登
山
家
に
仕
込
も

う
と
い
う
よ
り
も
、
父
の
職
業
を
理
解
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
か
ら
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
カ
ル
カ
ッ
タ
で
同
隊
の
隊
員
達
に
紹
介
し
た
時
も
、
私

は
、
こ
れ
を
登
山
家
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
父
が
山
を

相
手
に
ど
ん
な
苦
し
い
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
も
う
教
え
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
年
ご
ろ
と
考
え
て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
可
愛
が
っ
て
や
っ
て
下
さ

い
」
と
ゑ
ん
な
に
紹
介
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
も
、
終
始
な

ご
や
か
な
中
に
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
の
登
頂
に
成
功
し
て
帰
っ
て
き
た
。
彼

に
と
っ
て
は
デ
オ
・
テ
ィ
パ
に
登
頂
し
た
こ
と
よ
り
以
上
に
、
別
な
意
味

で
嬉
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
時
の
幸
福
そ
う
な
ガ
ル
ッ
ェ
ン
父
娘

を
ぶ
て
、
そ
れ
が
ら
半
年
後
に
お
き
た
不
幸
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
、
誰
が

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
ろ
う
か
。

マ
ナ
ス
ル
に
登
頂
し
た
直
後
か
ら
、
彼
は
現
在
脚
光
を
浴
び
て
い
る
華

や
か
な
シ
ェ
ル
パ
の
職
業
が
、
い
つ
ま
で
つ
づ
く
か
と
常
に
心
を
痛
め
て

い
た
。
そ
の
頃
か
ら
は
訪
れ
る
登
山
隊
の
規
模
も
小
さ
く
な
り
、
シ
ェ
ル

パ
も
小
人
数
し
か
傭
わ
な
い
と
い
う
隊
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
従
っ
て
、

そ
の
頃
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
と
失
業
す
る
シ
ェ
ル
パ
も
で
て
き
た
訳
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
シ
ェ
ル
パ
を
締
め
だ

そ
う
と
し
た
の
で
、
彼
の
心
配
は
な
お
さ
ら
大
き
く
、
老
後
の
生
活
の
安

定
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
た
。
日
本
へ
来
た
時
も
、
多
田
等
観
先

生
に
は
常
に
こ
の
こ
と
を
相
談
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
将
来
、
ダ
ー
ジ
リ

ン
に
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
在
印
日
本
人
ク
ラ
ブ
の
、
別
荘
の
管
理
人
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て
は
一
つ
の
大
き
な
希
望
で
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
そ
し
て
一
人
息
子
の
ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
は
、
是
非
と
も
日
本
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で
教
育
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
し
た
い
、
と
い
う
の
が
彼
の
生
涯
の
念
願

で
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
隊
の
隊
員
に
も
よ
く
そ
の
よ
う
な

相
談
を
も
ち
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
頃
か
ら
彼
は
日
本
隊
専
属
の
サ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ネ

パ
ー
ル
政
府
の
作
っ
た
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
問
題
で
は
、
ダ
ー

ジ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し
て
は

い
た
が
、
彼
は
万
難
を
排
し
て
日
本
隊
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

ど
の
隊
も
、
勲
六
等
を
も
つ
彼
を
メ
ン
バ
ー
の
資
格
で
招
待
し
て
、
彼
の

好
意
に
こ
た
え
て
い
た
。

こ
う
し
て
一
九
六
一
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
に
は
、
大
阪
市
立
大
学

の
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
隊
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九

六
一
年
五
月
十
一
日
未
明
に
、
同
峰
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
を
突
如
と
し
て
襲

っ
た
雪
崩
事
故
に
つ
い
て
は
、
今
更
こ
こ
に
と
り
上
げ
て
説
明
す
る
こ
と

も
な
い
が
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
悲
し
承
と
い
う
よ
り
も
、

「
馬
鹿
野
郎
／
，
ど
う
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
／
」
と
呼
び
た
い
気

持
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
つ
く
づ
く
と
彼
の
輝
や
か
し
い
山
歴
を

ふ
り
か
え
っ
て
ゑ
て
思
う
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
風
雪
の
試
練
は
随
分
と
う

け
て
い
る
が
、
雪
崩
ら
し
い
雪
崩
に
は
殆
ん
ど
あ
っ
て
い
な
い
。
皮
肉
な

悼
こ
と
に
今
回
の
事
故
は
、
何
か
彼
の
こ
う
し
た
弱
点
を
つ
か
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
雪
崩
の
ス
ケ
ー
ル

追
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
彼
の
判
断
を
も
誤
ま
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
・
・
：
…
・
・
こ

の
点
を
思
う
と
残
念
で
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
彼
の
留
守
宅
に
は
、
未
亡
人
ペ
ン
バ
・
リ
タ
・
シ

ェ
ル
パ
ー
が
未
だ
幼
な
い
彼
の
子
供
達
を
相
手
に
、
静
か
に
喪
に
服
し
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
カ
ル
ー
で
ク
ッ
ク
を
つ
と
め
た
こ
と
の
あ

る
彼
女
は
、
「
日
本
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
シ
ェ
ル
パ
や
サ
ー
ダ
ー
を

斡
旋
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
け
な
げ
な
知
ら
せ
も
よ
こ
し
て
い
る
。

一
方
十
八
才
に
な
る
長
女
の
ニ
マ
・
ラ
モ
は
、
デ
オ
・
テ
ィ
バ
隊
に
参

加
し
た
中
村
さ
ん
の
世
話
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ン
ド
旭
ガ
ラ
ス
会
社

に
事
務
員
と
し
て
就
職
し
、
弟
妹
た
ち
の
面
倒
を
承
る
た
め
に
働
い
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
今
後
共
暖
か
い
眼
で
な
が
め
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

ガ
ル
ッ
ェ
ン
を
失
な
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
に
と
っ

て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
こ
こ
数
年
の
間
は
、
彼
の
よ
う
な
す

ぐ
れ
た
サ
ー
ダ
ー
は
、
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
彼

な
き
後
、
生
前
彼
が
養
成
し
た
若
手
シ
ェ
ル
パ
は
皆
一
人
前
に
生
長
し

て
、
若
手
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

彼
の
意
志
を
継
い
で
、
彼
の
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
実
現
す
る
者
も
で
て

く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
は
亡
き
ガ
ル
ッ
ェ
ン
の
冥
福
を
祈
り
つ
つ
。

（
諏
・
８
．
１
記
）

ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
プ
略
歴

一
九
一
八
年
誕
生
。

一
九
三
八
年
第
七
次
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
に
参
加
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
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ブ
に
⑦
冨
碕
①
ロ
ョ
の
名
前
で
、
罠
○
．
ｚ
ｏ
．
Ｅ
、
と
し
て
登
録
さ

れ
る
。
な
お
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
は
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
・
ラ
イ
ン
に
達

し
、
そ
の
功
に
よ
り
タ
イ
ガ
ー
ズ
・
バ
ッ
ジ
を
授
与
さ
れ
た
。

一
九
三
九
年
カ
ラ
コ
ル
ム
（
シ
プ
ト
ン
隊
）
。

一
九
四
一
年
ペ
ン
バ
・
リ
タ
・
シ
ェ
ル
パ
ー
と
結
婚
。

一
九
四
六
年
バ
ン
ダ
ル
・
プ
ン
チ
。

一
九
四
六
年
’
五
三
年
Ｅ
・
シ
プ
ト
ン
が
カ
シ
ュ
ガ
ー
ル
総
領
事
と
し

て
赴
任
の
際
、
実
兄
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
と
共
に
サ
ー
バ
ン
ト
と
し
て

カ
シ
ュ
ガ
ー
ル
ヘ
。
こ
の
間
一
九
四
七
年
、
シ
プ
ト
ン
、
テ
ィ
ル
マ
ン

に
従
い
ム
ズ
タ
ー
グ
・
ア
ー
タ
に
登
山
。

一
九
五
三
年
ダ
ー
ジ
リ
ン
ヘ
帰
る
。

一
九
五
四
年
春
ア
ピ
隊
（
ギ
リ
オ
ネ
隊
）
に
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

（
以
下
各
隊
と
も
す
べ
て
サ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
）
。

一
九
五
四
年
秋
マ
カ
ル
ー
偵
察
（
ブ
ラ
ン
コ
隊
）
。

一
九
五
五
年
春
マ
カ
ル
ー
登
頂
（
ブ
ラ
ン
コ
隊
）
。

一
九
五
五
年
秋
マ
ナ
ス
ル
偵
察
（
小
原
隊
）
。

一
九
五
六
年
春
マ
ナ
ス
ル
登
頂
（
槇
隊
）
。

一
九
五
六
年
九
月
’
十
月
日
本
山
岳
会
の
招
待
に
よ
り
来
日
、
マ
ナ
ス
ル

登
山
に
協
力
し
た
功
に
よ
り
叙
勲
六
等
、
授
旭
日
章
。
東
京
都
名
誉
都

民
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
。

一
九
五
七
年
夏
ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
（
イ
ン
ド
登
山
学
校
ア
ド
ヴ
ァ
ン

ス
・
コ
ー
ス
隊
）
。

一
九
五
七
年
秋
ジ
ャ
ヌ
ー
偵
察
（
フ
ラ
ン
ス
隊
）
。

一
九
五
七
年
冬
’
五
八
年
春
ア
ル
ン
源
流
雪
男
探
検
に
参
加
（
ス
リ
ッ

ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
隊
）
。

一
九
五
八
年
秋
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
偵
察
（
金
坂
隊
）
。

一
九
五
九
年
春
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
（
村
木
隊
）
。

一
九
五
九
年
冬
’
六
○
年
春
雪
男
探
検
隊
（
小
川
隊
）
。

一
九
六
○
年
春
ア
ピ
登
頂
（
津
田
隊
）
。

一
九
六
○
年
秋
デ
オ
・
テ
ィ
バ
登
頂
（
細
川
隊
）
。

一
九
六
一
年
春
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
隊
（
森
本
隊
）
に
参
加
。
五
月
十

一
日
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
於
て
雪
崩
に
よ
り
遭
難
死
す
。
享
年
四
十
四

才
。
（
松
田
雄
一
）

＊

（
編
者
附
記
）
な
お
ガ
ル
ッ
ェ
ン
の
名
前
に
つ
い
て
編
者
か
ら
松
田
雄

一
氏
へ
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
返
信
に
接
し
た
。

籾
て
お
問
合
わ
せ
の
⑦
冨
房
①
ロ
発
音
の
件
で
す
が
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン

の
方
が
正
確
な
発
音
に
近
い
の
で
す
が
、
我
々
マ
ナ
ス
ル
隊
は
毎
日
新

聞
が
ガ
ル
ッ
ェ
ン
と
し
て
、
当
初
よ
り
取
扱
っ
た
い
き
さ
つ
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
は
『
マ
ナ
ス

ル
』
の
正
式
報
告
の
時
に
も
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
多
田
等
観
先
生
に

よ
れ
ば
、
の
冨
言
①
ロ
Ⅱ
勝
憧
、
ｚ
ｏ
Ｈ
言
Ｉ
摩
尼
の
意
味
だ
そ
う
で
、
勝

利
の
の
ぼ
り
と
い
う
名
で
、
大
変
縁
起
の
よ
い
名
前
だ
そ
う
で
す
。
多

田
先
生
の
チ
ベ
ッ
ト
名
は
目
昌
①
侭
の
の
具
の
①
旨
と
い
う
の
だ
そ
う
で
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一
九
六
一
年
五
月
十
一
日
午
前
五
時
四
十
五
分
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン

第
三
キ
ャ
ン
プ
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
お
い
て
雪
崩
の
た
め
、
大
島

健
司
隊
員
、
サ
ー
ダ
ー
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
両
君
と
共
に
遭
難
死

亡
、
彼
の
肉
体
は
こ
こ
で
終
止
符
を
打
っ
た
が
、
彼
の
残
し
て
い
っ
た
山

に
対
す
る
不
屈
の
精
神
は
、
大
阪
市
立
大
学
山
岳
部
の
歴
史
と
共
に
、
い

つ
い
つ
迄
も
語
り
引
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
遠
征
の
計
画
が
一
九
六
○
年
二
月
初
旬
に
決
定
、

悼
発
表
さ
れ
て
よ
り
、
翌
ハ
ー
年
三
月
二
日
勇
躍
神
一
円
港
を
、
再
び
故
国
に

ま
承
え
る
こ
と
な
き
運
命
の
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
露
を
も
知
ら
ず
、
元
気

追
一
杯
、
家
族
や
山
友
達
の
激
励
の
声
に
五
彩
の
テ
ー
プ
を
切
っ
て
夕
闇
の

す
が
、
こ
の
ゲ
ン
ッ
ェ
ン
は
ラ
サ
の
標
準
語
で
あ
り
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン

と
全
く
同
名
の
由
で
す
。
だ
か
ら
正
式
に
は
ゲ
ン
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
で

す
が
、
こ
れ
が
シ
ェ
ル
パ
語
に
な
る
と
な
ま
っ
て
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
に
な

る
そ
う
で
す
。
英
語
の
つ
づ
り
も
の
冨
旨
①
ロ
と
い
う
の
が
多
く
、
げ

ん
に
シ
ェ
ル
パ
も
ギ
ャ
ル
ヅ
ェ
ン
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ル
ッ
ェ

ン
・
ノ
ル
ブ
は
自
か
ら
⑦
冒
言
の
ｐ
ｚ
ｏ
Ｈ
ｇ
と
サ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

森
本
嘉
一
氏
二
九
一
九
’
一
九
六
一
）

’

海
上
に
消
え
て
い
っ
た
一
年
余
り
と
い
う
も
の
は
、
は
た
の
見
る
眼
も
、

あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
と
思
わ
れ
る
程
の
東
奔
西
走
で
し
た
。
全
く
研
究
と
準

備
に
あ
け
く
れ
た
毎
日
で
し
た
。
立
案
か
ら
出
発
迄
全
く
森
本
君
一
人
で

な
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

０
．
Ｂ
、
現
役
は
そ
の
時
々
に
彼
の
助
手
を
勤
め
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
死
ん
だ
今
、
殊
更
彼
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
彼
の
責
任
を
云
々
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今

と
な
っ
て
は
彼
に
余
り
に
も
大
き
な
負
担
を
か
け
過
ぎ
、
彼
を
酷
使
し
た

こ
と
に
つ
い
て
全
く
申
し
訳
け
な
い
思
い
で
一
杯
で
す
。

人
一
倍
の
ハ
ニ
カ
ミ
ャ
、
人
前
に
出
て
ハ
ッ
タ
リ
を
言
っ
た
り
、
ハ
デ

な
行
動
を
す
る
こ
と
の
嫌
い
な
彼
、
出
発
前
に
沢
山
の
報
道
関
係
者
か
ら

写
真
の
ポ
ー
ズ
を
い
ろ
い
ろ
要
求
さ
れ
る
度
に
苦
笑
し
て
い
た
彼
、
モ

ー
、
カ
ン
ニ
ン
シ
テ
と
逃
げ
ま
わ
っ
て
い
た
彼
の
朴
調
な
姿
が
今
も
目
に

浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

彼
が
今
度
の
遠
征
で
正
式
に
隊
長
と
決
定
発
表
さ
れ
た
時
、
各
新
聞
社

か
ら
彼
の
横
顔
と
い
っ
た
も
の
を
間
か
し
て
ほ
し
い
と
問
わ
れ
て
、
私
は

ハ
タ
と
返
答
に
困
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
の

な
い
男
、
逸
話
の
な
い
山
男
、
華
や
か
さ
の
な
い
同
窓
、
そ
れ
だ
け
に
地

味
で
山
岳
人
の
理
想
像
と
い
っ
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
男
、
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
が
一
本
、
ソ
ッ
カ
リ
通
っ
て
い
た
男
、
所
謂
頼
も
し
い
男
で
し
た
。
彼
が

出
発
す
る
時
、
何
か
先
輩
の
一
人
と
し
て
注
意
を
与
え
よ
う
と
思
っ
た

が
、
さ
て
改
ま
っ
て
彼
の
顔
を
見
る
と
何
も
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
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そ
れ
も
そ
の
筈
、
自
分
な
ん
か
よ
り
数
等
ま
さ
っ
た
細
心
さ
と
、
統
率
力

を
持
っ
た
彼
を
前
に
し
て
は
、
彼
か
ら
教
え
ら
れ
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、

彼
に
教
え
る
も
の
は
何
一
つ
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
、
た
だ
だ
ま
っ
て
彼

の
手
を
シ
ッ
カ
リ
握
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
ひ
と
こ
と
シ
ッ
カ
リ
ャ
ッ
テ
コ
イ
ョ
と
い
っ
た
ら
「
気
持
ち
の

よ
い
山
登
り
を
や
っ
て
来
ま
す
」
と
云
う
彼
の
力
強
い
言
葉
が
、
未
だ
に

ジ
ー
ン
と
心
の
底
に
焼
き
つ
い
た
よ
う
に
残
っ
て
い
ま
す
。

隊
員
全
部
が
年
代
こ
そ
ち
が
え
、
す
べ
て
そ
の
時
代
の
チ
ー
フ
リ
ー
ダ

ー
ば
か
り
だ
し
、
商
大
の
卒
業
生
と
云
う
よ
り
も
、
商
大
山
岳
部
を
出
ま

し
て
ネ
、
と
口
癖
の
よ
う
に
い
っ
て
い
た
彼
を
隊
長
に
、
「
す
べ
て
ツ
ー

と
云
え
ば
カ
ー
の
気
心
の
解
っ
た
信
頼
の
持
て
る
山
仲
間
ば
か
り
だ
か

ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
全
然
心
を
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
阪
人

の
土
根
性
で
登
っ
て
見
せ
ま
す
」
と
自
信
の
程
を
ひ
ら
め
か
し
て
く
れ
た

心
強
さ
。

そ
れ
だ
け
に
遭
難
第
一
報
を
耳
に
し
た
時
の
驚
き
、
頭
の
先
か
ら
ス
ー

ツ
と
血
の
気
の
引
く
思
い
で
し
た
。

山
に
生
き
山
に
死
ん
で
行
っ
た
心
の
友
、
森
本
君
よ
：
…
・
山
で
死
ね
ば

本
望
だ
な
ど
と
云
う
奴
は
、
本
当
に
山
を
知
ら
な
い
人
々
が
洩
ら
す
言
葉

で
あ
り
、
慰
め
の
言
葉
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
山
は
登
る
た
め
に
あ
り
、
そ
れ

に
は
周
到
な
準
備
と
細
心
の
注
意
と
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
と
い
つ
も

口
癖
の
よ
う
に
云
っ
て
い
た
彼
、
彼
も
矢
張
り
自
然
の
無
慈
悲
な
猛
威
の

前
に
あ
え
な
く
屈
し
た
の
か
。

不
可
抗
力
の
一
言
に
つ
き
る
今
度
の
不
測
の
事
故
は
、
彼
に
と
っ
て
は

全
く
残
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
彼
の
こ
と
だ
。
「
ア
レ
！
俺
は
コ
ン
ナ

処
に
埋
っ
て
い
る
。
隊
員
達
は
？
シ
ェ
ル
パ
達
は
？
」
と
、
今
頃
は
ラ

ン
タ
ン
氷
河
の
ク
レ
パ
ス
の
奥
深
く
で
コ
ン
ナ
こ
と
を
口
走
り
な
が
ら
、

他
の
者
た
ち
を
気
づ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

森
本
の
馬
鹿
ヤ
ロ
ー
、
何
故
お
前
は
死
ん
だ
の
だ
。
お
前
と
は
、
山
で

だ
け
は
死
な
な
い
と
ア
レ
程
か
た
く
約
束
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。

穂
高
岳
の
中
又
白
に
作
っ
た
我
々
の
お
墓
ｌ
こ
れ
は
我
々
山
仲
間
達

が
山
で
、
或
い
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
と
共
に
我
々
生
存
者
の
名
前

も
一
枚
の
銅
板
に
刻
ん
で
、
岩
盤
に
は
め
こ
ん
だ
も
の
ｌ
ヒ
マ
ラ
ヤ
か

ら
帰
っ
て
来
た
ら
皆
ん
な
揃
っ
て
、
賑
か
に
元
気
な
雪
焼
け
し
た
顔
で
報

告
に
行
こ
う
と
約
束
し
て
い
た
の
に
、
今
年
は
お
前
の
墓
参
り
に
行
か
ね

ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
断
腸
の
思
い
で
す
。

思
い
の
承
先
走
っ
て
、
筆
が
つ
づ
か
ぬ
ジ
レ
ッ
タ
さ
を
も
ど
か
し
く
思

い
ま
す
。

こ
の
度
の
遭
難
事
故
で
多
数
の
皆
様
に
御
心
配
を
お
か
け
し
、
ま
た
世

間
を
お
騒
が
せ
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

海
外
遭
難
事
件
が
か
く
も
短
時
日
の
間
に
一
応
結
末
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、
内
外
を
問
わ
ず
沢
山
の
人
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心
暖
た

ま
る
御
注
言
や
御
親
切
な
御
援
助
の
賜
も
の
と
、
た
だ
感
謝
の
念
で
一
杯

で
ご
ざ
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
泉
隆
次
郎
）
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私
が
初
め
て
大
島
君
に
会
っ
た
の
は
、
市
大
へ
入
っ
て
山
岳
部
の
ル
ー

ム
へ
新
入
部
員
の
申
込
承
に
行
っ
た
時
だ
っ
た
。
眼
鏡
を
か
け
、
ま
だ
ク

リ
ク
リ
坊
主
の
頭
を
し
て
学
生
服
を
き
ち
ん
と
着
込
ん
だ
彼
は
、
私
の
目

か
ら
も
初
々
し
く
ま
た
可
愛
ら
し
く
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
彼
も
入
部
の
申

込
承
に
き
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
卒
業
し
た
春
日
丘
高
校
時
代
の
友

人
の
話
に
よ
る
と
、
高
校
時
代
は
別
段
特
定
の
ク
ラ
ブ
に
も
属
せ
ず
、
と

い
っ
て
ガ
リ
勉
型
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
は
何
故
彼
が
山
岳
部

へ
入
っ
た
の
か
、
そ
の
動
機
は
判
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
別
段
聞
く
機
会

も
な
く
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
結
局
判
ら
ず
じ
ま
い
に
な

森
本
嘉
一
氏
略
歴

大
正
八
年
一
月
二
七
日
誕
生
。

昭
和
一
六
年
一
二
月
大
阪
商
科
大
学
（
市
大
前
身
）
卒
業
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

遠
征
当
時
、
タ
ー
ナ
ー
色
彩
株
式
会
社
常
務
取
締
役
。
山
岳
部
時
代
に
冬

の
鴨
線
江
源
流
の
踏
査
も
や
っ
た
。
（
「
山
岳
」
第
三
六
年
第
一
号
参
照
）

昭
和
二
三
年
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
三
三
四
六
）
。
関
西

支
部
委
員
。

大
島
健
司
氏
（
一
九
三
四
’
一
九
蚕
）

っ
て
し
ま
っ
た
。

フ
レ
シ
ュ
マ
ン
の
夏
山
は
劔
の
真
砂
沢
合
宿
で
あ
っ
た
。
最
初
の
日
の

粟
巣
野
か
ら
の
行
程
は
苦
し
か
っ
た
。
皆
重
荷
と
暑
さ
に
パ
テ
て
し
ま
っ

た
が
、
彼
だ
け
は
元
気
で
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
へ
着
く
と
、
パ
テ
て
動
け
な

く
な
っ
た
も
の
の
荷
物
を
と
り
に
、
今
き
た
道
を
ひ
き
返
し
て
い
っ
た
。

こ
の
時
、
え
ら
い
奴
だ
な
あ
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
た
。

そ
の
年
の
冬
山
は
栂
池
か
ら
白
馬
ま
で
登
る
予
定
で
、
リ
ー
ダ
ー
と
私

と
彼
の
三
人
は
先
発
隊
で
森
上
か
ら
栂
池
ま
で
ラ
ッ
セ
ル
し
た
。
雪
は
音

も
な
く
降
り
続
き
、
森
林
地
帯
で
は
ス
キ
ー
を
は
い
て
も
胸
ぐ
ら
い
潜
る

き
つ
い
ラ
ッ
セ
ル
だ
っ
た
。
彼
は
初
め
て
ス
キ
ー
を
は
き
、
そ
れ
を
扱
い

か
ね
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
そ
の
上
借
り
物
の
シ
ー
ル
が
時
々
切
れ
る

の
で
、
お
く
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
達
は
、
先
に
行
く
と
彼
に
つ

げ
て
、
ラ
ッ
セ
ル
し
て
い
っ
た
。
目
的
地
で
私
達
は
、
今
ご
ろ
彼
は
初
め

て
は
い
た
ス
キ
ー
に
泣
き
べ
そ
を
か
い
て
い
る
ぞ
、
と
笑
っ
て
待
っ
て
い

た
が
、
一
時
間
も
す
る
と
彼
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら
、
す
で
に
暗
く
な

っ
た
道
に
姿
を
現
し
た
の
で
、
い
さ
さ
か
拍
子
抜
け
が
し
た
。
彼
は
ス
キ

ー
を
ぬ
い
で
、
ま
た
ラ
ッ
セ
ル
を
や
り
直
し
な
が
ら
歩
い
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。二
年
の
冬
と
春
に
は
西
穂
高
の
稜
線
を
ト
レ
ー
ス
し
た
が
、
彼
は
春
山

に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
冬
山
の
先
発
隊
は
彼
と
私
と
フ
レ
ッ
、
ン
ユ
マ

ン
ニ
人
で
あ
っ
た
。
最
初
の
日
、
中
の
湯
で
泊
っ
た
私
達
は
翌
朝
早
く
釜

ト
ン
ネ
ル
に
さ
し
か
か
っ
た
。
釜
ト
ン
ネ
ル
の
雪
ヨ
ケ
棚
を
潜
り
抜
け
た

(189）



私
達
は
、
側
面
か
ら
の
雪
崩
の
デ
ブ
リ
の
傾
斜
面
を
鼻
歌
ま
じ
り
で
歩
い

て
い
た
。
よ
も
や
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど
う
こ
う
起
る
筈
は
な
い
と
た
か

を
く
く
っ
て
い
た
と
た
ん
に
、
フ
レ
シ
ュ
マ
ン
の
一
人
が
足
を
す
べ
ら
し

た
。
す
ぐ
あ
と
を
歩
い
て
い
た
彼
は
、
す
早
く
そ
の
腕
を
つ
か
ま
え
た

が
、
双
方
と
も
重
荷
の
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
、
そ
の
儘
崖
を
滑
り

落
ち
、
下
の
滝
壺
へ
水
音
も
高
く
は
ま
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
私
は
い
つ

も
釜
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
と
き
、
下
の
滝
壺
を
承
て
思
わ
ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
あ
の
時
は
夢
中
で
救
い
上
げ
た
が
、
あ
と
で
考

え
る
と
こ
れ
は
ま
さ
に
喜
劇
的
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
時
の
彼
の
態
度
は
彼
の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
う
。
彼
は
友
人

が
困
ま
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
て
そ
れ
を
助
け
る
と
い
う
侠

気
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
訳
で
こ
の
年
の
冬
は
彼
は
山
の
姿
も
ゑ

ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

三
年
の
冬
山
と
春
山
は
、
慶
応
尾
根
か
ら
前
穂
高
北
尾
根
を
ト
レ
ー
ス

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
冬
山
で
も
三
峰
の
登
り
で
彼
は
災
難
に
あ
っ

た
。
丁
度
三
’
四
の
コ
ル
で
私
と
彼
は
二
日
間
吹
雪
か
れ
て
い
た
。
登
る

途
中
で
円
ピ
を
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
雪
洞
が
掘
れ
ず
、
私
達
は
狭
い

ツ
ェ
ル
ト
の
中
で
動
く
に
動
か
れ
ず
、
体
も
こ
わ
ば
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
頃
、
名
古
屋
の
岩
稜
会
の
パ
ー
テ
ィ
が
、
真
向
い
の
四
峰
の
Ａ
フ
ェ
ー
ス

あ
た
り
で
ビ
バ
ー
ク
し
て
い
た
。
吹
雪
が
や
承
昼
過
ぎ
、
彼
等
が
盛
ん
に

コ
ー
ル
す
る
の
で
、
彼
と
私
は
出
来
れ
ば
四
峰
の
頂
上
か
ら
下
を
の
ぞ
い

て
、
そ
の
パ
ー
テ
ィ
と
連
絡
を
と
っ
て
ゑ
た
い
と
三
峰
へ
登
り
か
け
た
。

彼
が
ト
ッ
プ
で
私
が
確
保
し
て
い
た
。
し
か
し
体
が
い
う
こ
と
を
き
か

ず
、
彼
は
常
に
似
合
わ
ず
ス
リ
ッ
プ
し
下
の
谷
へ
お
ち
て
し
ま
っ
た
。
ナ

イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
は
い
と
も
簡
単
に
切
れ
、
私
は
楽
だ
っ
た
が
、
む
か
い
の

岩
稜
会
の
パ
ー
テ
ィ
は
同
じ
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
が
き
れ
、
そ
ち
ら

の
方
は
犠
性
者
が
で
た
こ
と
を
あ
と
で
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
岩
稜
会
の

石
岡
さ
ん
の
お
宅
に
も
よ
く
お
邪
魔
し
た
。
そ
の
後
の
同
会
の
ナ
イ
ロ
ン

ザ
イ
ル
に
つ
い
て
の
真
蟄
な
啓
蒙
運
動
に
、
彼
は
深
い
感
動
を
受
け
て
、

そ
の
後
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
話
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年

の
春
山
で
、
彼
と
私
は
ま
た
こ
の
稜
線
を
ト
レ
ー
ス
し
た
が
、
つ
い
ぞ
二

カ
月
程
前
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
は
顔
に
出
さ
な
か
っ
た
。
相
変
ら
ず
難
し

い
岩
場
を
た
く
承
に
こ
な
し
て
ゆ
く
の
で
私
は
彼
の
度
胸
に
感
心
し
た
。

四
年
の
春
山
は
ブ
ナ
ク
ラ
谷
か
ら
劔
へ
ト
レ
ー
ス
し
た
。
最
後
の
学
生

時
代
の
山
で
あ
り
、
先
輩
風
を
吹
か
し
て
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー
に
し
て
も

ら
い
、
私
と
彼
は
仲
良
く
劔
の
頂
上
を
踏
ん
だ
。

卒
業
し
て
か
ら
も
彼
と
は
同
じ
会
社
に
入
り
、
山
以
外
の
こ
と
で
も
彼

か
ら
相
変
ら
ず
感
化
を
う
け
て
い
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
行
き
が
き
ま
り
森
本
先
輩
と
彼
が
二
人
き
り
で
横
浜
港
を
出

る
と
き
、
私
は
一
人
で
彼
等
を
見
送
り
に
い
っ
た
。
そ
の
日
は
海
か
ら
の

風
が
き
つ
く
寒
い
日
だ
っ
た
。
彼
は
私
に
高
い
デ
ッ
キ
の
上
か
ら
、
「
寒

い
か
ら
早
く
帰
れ
！
」
と
何
回
も
く
り
返
し
て
叫
ん
だ
。
私
は
今
迄
の
彼

と
の
つ
き
合
い
で
も
い
つ
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
言
葉
に
甘
え
て
テ

ー
プ
も
切
ら
ず
、
出
航
前
に
別
れ
を
告
げ
て
船
か
ら
離
れ
た
。
何
遍
も
振
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昭
和
九
年
一
月
一
○
日
誕
生
。

昭
和
三
一
年
三
月
大
阪
市
立
一

産
業
株
式
会
社
輸
出
課
勤
務
。

昭
和
三
五
年
六
月
日
本
山
岳
〈

○
日
誕
生
。

大
阪
市
立
大

日
本
山
岳
会

り
返
っ
て
承
た
が
》
い
つ
迄
も
彼
は
私
の
後
姿
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
彼
を
見
る
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
こ
と
を
思
う

と
、
言
い
知
れ
ぬ
悲
し
承
に
包
ま
れ
る
。
（
橋
本
信
行
）

大
島
健
司
氏
略
歴

学
卒
業
。

入
会

（
会
員
番
号
五
○
三
八
）
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
当
時
、
関
谷
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◇
十
月
理
事
会
十
月
五
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
日
高
会
長
、
（
理
事
）
渡
辺
、
折
井
、
太
田
、
山
崎
、
金
坂
、
木
下
、

古
沢
、
川
上
、
田
辺
、
高
橋
、
村
木
、
田
村
、
（
評
議
員
）
藤
島
、
交
野
、
須

賀
東
海
支
部
長
、
初
見
、
中
野
、
小
林
（
以
上
北
大
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
本
会
財
政
の
現
況
に
つ
い
て
。
会
費
未
納
者
は
三
十
五
年
度
分
ま
で
三
一
○
名

（
九
月
二
十
九
日
現
在
）
。

三
五
年
度
分
会
費
収
入
一
、
一
○
四
、
五
○
○
円

同
支
出
二
、
四
三
二
、
六
六
一
円

支
出
増
に
伴
い
財
政
状
態
は
苦
し
い
。
会
費
値
上
げ
の
必
要
が
あ
る
。

二
、
ル
ー
ム
、
山
荘
基
金
の
募
集
に
つ
い
て
。

１
ク
ラ
プ
ル
ー
ム
移
転
計
画
（
第
一
青
山
ビ
ル
の
予
定
）
総
額
二
二
○
万
円
。

２
上
高
地
山
荘
（
日
本
山
岳
会
山
岳
綜
合
研
究
所
）
総
額
二
八
○
万
円
。
計
五

○
○
万
円
の
募
金
と
し
て
委
員
会
を
つ
く
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
評
議
員
会

を
開
く
こ
と
。

三
、
海
外
遠
征
各
隊
の
歓
迎
会
の
件
。
十
一
月
下
旬
に
年
次
晩
餐
会
を
か
ね
て
開
催

す
る
。

会
務
報
告

一
九
六
一
年
十
月
１
一
九
六
二
年
九
月

四
、
上
高
地
山
荘
の
件
。
厚
生
省
の
了
解
を
得
た
の
で
正
式
に
申
請
書
を
提
出
す

る
。
開
所
式
は
十
月
下
旬
の
予
定
、
管
理
人
決
定
次
第
一
般
会
員
に
通
知
す
る
。

五
、
第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
の
件
。

場
所
、
西
穂
高
岳
。
期
日
、
昭
和
三
七
年
度
三
月
十
八
日
’
二
十
四
日
。
今
年
度

が
最
終
と
な
る
の
で
若
い
講
師
を
集
め
る
方
針
。

六
、
登
山
技
術
研
究
委
員
会
懇
談
会
の
件
。
十
一
月
初
旬
に
谷
川
岳
付
近
で
開
催
予

定
。

七
、
米
国
南
極
隊
長
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ロ
ネ
氏
が
目
下
各
国
を
講
演
旅
行
中
で
あ

り
、
本
会
で
も
出
来
れ
ば
日
本
に
立
寄
る
よ
う
米
大
使
館
に
依
頼
中
、
実
現
す
れ

ば
朝
日
講
堂
で
講
演
会
を
開
き
た
い
。

八
、
ル
ー
ム
備
付
図
書
の
新
分
類
完
了
の
件
。

蔵
書
目
録
を
作
製
し
、
会
報
付
録
と
し
て
会
員
に
配
布
の
企
画
を
し
て
い
る
。

九
、
東
京
支
部
十
五
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
の
件
。

十
月
十
八
日
。
国
際
文
化
会
館
に
て
開
催
の
予
定
。

十
、
静
岡
支
部
の
件
。
大
室
支
部
長
退
任
に
伴
い
後
任
に
つ
き
理
事
会
と
し
て
態
度

決
定
の
必
要
あ
り
、
取
り
あ
え
ず
牧
野
衛
氏
に
支
部
長
事
務
取
扱
い
を
依
頼
す
る

声
」
、
』
」
◎

十
一
、
東
京
外
大
蒙
古
遠
征
の
件
。
無
期
延
期
と
な
る
。

十
二
、
北
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
件
。
当
初
の
目
標
カ
ン
ジ
ロ
パ
・
ヒ
マ
ー
ル
を
チ
ャ

ム
ラ
ン
に
変
更
。
中
野
征
紀
隊
長
他
六
名
、
期
間
三
月
一
七
日
’
六
月
二
六
日
の

予
定
。

◇
十
一
月
理
事
・
評
議
員
会
十
一
月
二
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
（
理
事
）
渡
辺
、
折
井
、
山
崎
、
川
上
、
金
坂
、
田
村
、
徳
久
、
古
沢
、

高
橋
、
（
監
事
）
野
口
、
（
評
議
員
）
交
野

▽
議
事
、
報
告
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会務報告

一
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
ハ
ウ
ス
ト
ン
氏
来
日
の
件
。
ハ
ウ
ス
ト
ン
氏
父
子
と
の
懇
談

会
を
十
一
月
十
五
日
、
三
井
本
館
食
堂
に
て
開
催
の
予
定
。

二
、
年
次
晩
餐
会
開
催
の
件
。
十
二
月
一
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り
茗
渓
会
館
に
て

開
催
に
決
定
。

三
、
台
湾
省
山
岳
協
会
登
山
隊
来
日
の
件
。
十
一
月
下
旬
に
来
日
予
定
の
連
絡
が
あ

っ
た
。

四
、
ル
ー
ム
図
書
総
目
録
作
製
の
件
。

五
、
文
部
省
主
催
登
山
指
導
者
講
習
会
（
日
本
山
岳
協
会
ｌ
担
当
全
日
本
山
岳
連
盟
）

の
件
。

十
一
月
二
十
三
日
’
二
十
六
日
、
富
士
山
に
於
て
、
本
会
か
ら
講
師
派
遣
に
つ
い

て
。

六
、
上
高
地
山
荘
開
き
の
件
。

日
高
会
長
、
山
崎
、
川
上
、
高
橋
各
理
事
、
片
桐
、
竹
田
、
山
野
井
、
高
山
信
濃

支
部
長
、
百
瀬
、
出
席
。
営
林
署
関
係
者
、
地
元
有
志
と
懇
談
す
。

七
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
読
売
新
聞
社
）
受
賞
者
推
薦
に
つ
い
て
。
本
年
度
は
該
当

者
な
し
と
回
答
の
こ
と
。

八
、
昭
和
三
十
六
年
度
秋
季
コ
ー
チ
会
議
（
体
協
主
催
）
の
件
。
十
一
月
十
一
日
、

順
天
堂
大
学
に
於
て
、
田
村
理
事
に
一
任
す
。

九
、
ア
メ
リ
カ
内
務
長
官
富
士
登
山
の
件
。

十
一
月
四
日
’
五
日
、
槙
名
誉
会
員
、
松
方
副
会
長
、
成
瀬
評
議
員
、
折
井
、
田

辺
理
事
が
同
行
す
る
予
定
。

十
、
昭
和
三
十
七
年
度
海
外
遠
征
外
貨
割
当
の
件
。
現
在
、
北
大
、
日
大
、
京
大
、

大
阪
大
、
早
大
の
計
画
に
つ
き
計
四
一
、
五
九
八
ド
ル
の
申
請
あ
り
。
海
外
登
山

審
議
委
員
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

◇
十
二
月
理
事
会
士
一
月
七
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
日
高
会
長
、
（
理
事
）
浜
野
、
折
井
、
太
田
、
山
崎
、
川
上
、
金
坂
、

田
村
、
中
島
、
古
沢
、
徳
久
、
田
辺
、
高
橋
、
（
監
事
）
野
口
、
松
本
、
藤
島

越
後
支
部
長
、
岩
佐
東
京
支
部
委
員

▽
議
事
、
報
告

一
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
遺
児
援
助
資
金
募
金
結
果
報
告
。

一
般
寄
附
（
二
三
件
）
五
六
五
、
六
○
九
円

本
会
員
寄
附
（
二
○
○
件
）
二
○
三
、
八
七
○
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
員
（
三
八
件
）
二
○
三
、
五
○
○
円

会
計
（
三
六
○
件
）
九
七
二
、
九
七
九
円

二
、
海
外
遠
征
の
件
。
十
一
月
二
十
九
日
海
外
登
山
審
議
委
員
会
を
開
い
た
結
果
、

外
貨
の
割
当
額
と
要
求
額
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
、
一
応
白
紙
に
戻
し
十
二
月

十
日
各
隊
の
代
表
者
と
話
合
い
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

京
大
、
サ
ル
ト
ロ
カ
ン
リ
一
三
、
四
○
四
ド
ル

北
大
、
チ
ャ
ム
ラ
ン
一
○
、
七
二
四
・
三
五
ド
ル

日
大
、
ム
ク
ト
・
ヒ
マ
ー
ル
六
、
三
六
○
・
八
○
ド
ル

大
阪
大
、
Ｐ
羽
六
、
五
○
○
ド
ル

早
大
、
ア
ン
デ
ス
五
、
六
九
四
・
六
ド
ル

計
四
二
、
六
八
三
・
七
五
ド
ル

割
当
予
想
は
二
万
ド
ル
以
上
は
無
理
の
模
様
。

三
、
静
岡
支
部
長
後
任
に
つ
い
て
。
牧
野
衛
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
定
す
。

四
、
イ
ン
ド
政
府
主
催
「
高
所
医
学
に
関
す
る
研
究
会
」
昭
和
三
十
七
年
一
月
五
日

１
七
日
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
於
て
、
本
会
よ
り
辰
沼
会
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
。

五
、
山
梨
岳
連
懇
親
会
に
本
会
よ
り
沼
倉
寛
二
郎
氏
（
東
京
支
部
評
議
員
）
出
席
。

六
、
ル
ー
ム
、
山
荘
基
金
寄
附
申
込
の
件
。

賛
助
会
員
を
設
け
大
口
寄
附
を
受
入
れ
て
は
如
何
、
評
議
員
が
推
薦
し
た
個
人
及
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ぴ
団
体
を
受
け
る
か
等
に
つ
き
意
見
の
交
換
あ
り
。

七
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
氏
よ
り
山
岳
図
書
の
寄
贈
申
出
に
接
す
。
五
月
頃
ア
メ
リ
カ
よ
り

送
付
あ
る
筈
。

八
、
近
藤
等
会
員
（
在
パ
リ
）
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
登
山
学
校
入
学
の
件
、
承
認
。

九
、
福
岡
支
部
の
件
。
北
九
州
支
部
を
改
め
て
福
岡
支
部
と
す
る
。

支
部
長
、
末
松
大
助
、
副
支
部
長
、
高
尾
徳
繁
、
顧
問
、
岡
田
喜
一
の
各
氏
が
就

任
し
た
。

福
岡
県
在
住
会
員
五
十
一
名
（
十
一
月
末
現
在
）
。

事
務
所
、
八
幡
市
中
央
町
Ｓ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
内
。

十
、
法
政
大
学
山
岳
部
三
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
の
件
。
十
一
月
十
一
日
、
私
学
会

館
に
て
。
太
田
理
事
が
出
席
し
た
。

◇
一
月
理
事
・
評
議
員
会
一
月
十
一
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長
、
（
理
事
）
渡
辺
、
折
井
、
浜
野
、
山
崎
、

太
田
、
川
上
、
金
坂
、
村
木
、
木
下
、
田
村
、
田
辺
、
古
沢
、
中
島
、
徳
久
、

（
監
事
）
野
口
、
松
本
、
（
評
議
員
）
神
谷
、
深
田
、
望
月
、
永
井
大
分
支
部

長
、
岩
佐
東
京
支
部
委
員

▽
議
事
、
報
告

一
、
登
山
遭
難
対
策
打
合
せ
会
（
文
部
省
主
催
）
の
件
。
一
月
十
三
日
、
午
後
二
時

よ
り
文
部
省
に
お
い
て
、
浜
野
、
山
崎
理
事
出
席
の
こ
と
。

二
、
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
の
件
。

本
年
度
講
習
会
（
第
三
年
目
）
を
以
っ
て
一
応
予
定
の
コ
ー
ス
を
終
る
こ
と
に
な

る
。
テ
キ
ス
ト
は
一
月
下
旬
に
出
来
上
る
予
定
。

三
、
次
期
登
山
技
術
研
究
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
目
標
と

し
て
綜
合
研
究
と
資
料
の
整
理
、
調
査
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員

会
と
連
絡
の
下
に
、
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
の
方
向
に
進
み
た
い
。
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
に
対
し
て
は
、
日
高
会
長
、

折
井
理
事
か
ら
内
容
説
明
す
る
こ
と
に
し
て
承
認
。
）

四
、
会
費
値
上
の
件
。

東
京
支
部
所
属
会
員
と
他
の
地
方
支
部
会
員
の
会
費
の
均
衡
に
つ
い
て
考
慮
を
要

す
（
例
、
東
京
一
六
○
○
円
、
地
方
一
二
○
○
円
）
。

終
身
会
費
に
つ
い
て
は
常
識
的
な
線
で
考
え
た
い
。
尚
原
案
を
各
支
部
長
に
送
り

意
見
を
聞
く
こ
と
。

五
、
山
日
記
の
件
。
六
二
年
版
、
三
一
、
七
○
○
部
印
刷
、
既
に
関
係
先
に
配
布
、

一
般
売
行
良
好
。

六
、
新
年
度
役
員
の
件
。
常
務
理
事
に
一
任
。

◇
二
月
理
事
・
評
議
員
会
二
月
一
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
日
高
会
長
、
（
理
事
）
渡
辺
、
折
井
、
浜
野
、
太
田
、
川
上
、
徳
久
、

村
木
、
田
村
、
木
下
、
中
島
、
古
沢
、
（
評
議
員
）
深
田
、
小
原
、
青
木
、
（
監

事
）
野
口
、
牧
野
静
岡
支
部
長
、
岩
佐
東
京
支
部
委
員

▽
議
事
、
報
告

一
、
新
年
度
役
員
推
薦
の
件
．

日
高
会
長
が
健
康
上
の
理
由
で
辞
任
を
希
望
さ
れ
る
に
伴
い
次
期
会
長
、
副
会
長

そ
の
他
に
つ
い
て
も
新
し
い
構
想
を
た
て
た
い
の
で
、
人
材
の
推
薦
を
願
い
三
月

役
員
会
ま
で
に
会
員
総
会
上
提
の
推
薦
者
を
決
定
す
る
こ
と
。

二
、
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
き
各
担
当
理
事
よ
り
資
料
提
出
の
こ
と
。

三
、
ル
ー
ム
、
山
荘
募
金
の
応
募
状
況
。

先
般
各
会
員
宛
依
頼
状
発
送
に
よ
り
、
一
月
末
ま
で
に
一
、
三
八
三
、
五
○
○
円

の
申
込
あ
り
、
各
支
部
関
係
の
分
は
未
着
に
つ
き
予
想
つ
か
な
い
。

四
、
海
外
登
山
の
外
貨
割
当
に
つ
い
て
。

北
大
は
昭
和
三
十
六
年
度
分
の
中
か
ら
種
目
振
替
で
割
当
を
貰
え
る
見
透
し
が
つ
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い
た
。
京
大
、
早
大
は
昭
和
三
十
七
年
度
分
の
体
協
割
当
を
以
て
す
る
。
日
大
は

一
般
外
貨
が
割
当
て
ら
れ
た
。

五
、
第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
テ
キ
ス
ト
作
成
に
つ
い
て
。

第
三
次
を
以
っ
て
一
応
講
習
会
が
終
了
と
な
る
の
で
今
ま
で
の
反
省
と
検
討
の

上
、
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
の
で
批
判
さ
れ
た
い
。
な
お
入
要
の
向
あ
れ
ば
申
込

ま
れ
た
い
。

六
、
第
二
一
八
回
小
集
会
の
件
。

恒
例
に
よ
る
現
地
小
集
会
は
三
月
三
日
（
土
）
’
四
日
（
日
）
宮
城
支
部
担
当
、
蔵

王
か
も
し
か
温
泉
白
雲
山
荘
に
て
開
催
す
る
。
会
費
六
百
円
、
多
数
参
加
を
希
望

す
る
。

七
、
静
岡
支
部
の
現
況
に
つ
い
て
。
毎
月
第
二
土
曜
日
に
定
例
会
合
を
も
つ
こ
と
に

し
た
。
現
在
支
部
所
属
会
員
三
十
六
名
。

八
、
山
形
支
部
主
催
冬
山
登
山
技
術
講
習
会
へ
講
師
派
遣
の
件
。

二
月
十
五
日
’
十
八
日
（
日
）
蔵
王
山
に
て
、
川
上
理
事
を
派
遣
決
定
。

九
、
文
部
省
主
催
の
遭
難
対
策
協
議
会
に
つ
い
て
。
農
林
、
気
象
、
電
々
公
社
、
群

馬
県
、
長
野
県
、
警
察
各
方
面
か
ら
出
席
あ
り
。
浜
野
理
事
出
席
、
具
体
的
な
決

定
事
項
な
し
。

十
、
山
日
記
一
九
六
二
年
版
反
省
会
に
つ
い
て
。

二
月
二
十
日
午
後
六
時
、
本
会
ル
ー
ム
に
て
開
催
の
予
定
。

十
一
、
「
山
岳
」
総
索
引
に
つ
い
て
。

故
沼
井
鉄
太
郎
氏
労
作
の
原
稿
を
刊
行
し
た
い
の
で
担
当
者
を
決
め
て
年
次
計
画

に
の
せ
、
予
算
措
置
を
講
じ
た
い
。

◇
三
月
理
事
・
評
議
員
会
三
月
八
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
日
高
会
長
、
松
方
副
会
長
、
（
理
事
）
渡
辺
、
浜
野
、
折
井
、
太
田
、

山
崎
、
川
上
、
金
坂
、
村
木
、
田
村
、
（
監
事
）
野
口
、
松
本
、
（
評
議
員
）
藤

島
、
深
田
、
成
瀬
、
神
谷
、
高
山
信
濃
支
部
長
、
牧
野
静
岡
支
部
長
、
辰
沼
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
役
員
改
選
に
つ
き
候
補
者
推
薦
の
件
。

日
高
会
長
辞
任
に
つ
き
、
後
任
に
現
松
方
副
会
長
、
三
田
副
会
長
留
任
、
副
会
長

の
後
任
と
し
て
渡
辺
常
務
理
事
を
推
薦
、
新
理
事
に
辰
沼
広
告
、
皆
川
完
一
、
竹

田
吉
文
三
氏
を
推
薦
。
太
田
理
事
辞
任
の
他
は
現
理
事
を
推
薦
す
る
。

新
東
京
支
部
長
に
石
原
憲
治
氏
、
監
事
松
本
熊
次
郎
氏
留
任
を
総
会
に
提
出
す
る

声
」
Ｔ
こ
◎

（
来
年
度
日
本
山
岳
協
会
長
は
日
高
会
長
に
代
っ
て
新
会
長
が
就
任
す
る
こ
と
に

な
る
。
）

二
、
役
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

理
事
会
が
単
な
る
事
務
連
絡
の
み
に
終
る
傾
向
が
あ
る
が
、
会
と
し
て
は
山
の
思

想
的
な
面
も
掘
下
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
常
務
理
事
会
、
常
任
委
員
会

な
ど
週
一
回
位
開
く
よ
う
に
し
た
い
・
支
部
長
会
も
年
三
回
位
は
開
い
て
各
支
部

相
互
と
の
連
絡
を
十
分
に
し
た
い
。

三
、
通
常
会
員
総
会
開
催
の
件
。

期
日
、
四
月
二
十
一
日
（
土
）
、
場
所
、
体
協
会
議
室
、
同
日
東
京
支
部
総
会
も

開
催
す
る
。

四
、
会
費
値
上
げ
に
つ
い
て
。

①
地
方
支
部
一
二
○
○
円
（
支
部
費
は
各
支
部
の
実
情
に
よ
り
決
定
す
る
。
）

②
東
京
支
部
一
六
○
○
円
（
支
部
費
と
し
て
一
○
○
円
を
含
む
。
）

③
入
会
金
は
三
○
○
○
円
。
終
身
会
員
会
費
は
一
○
万
円
、
但
し
二
○
年
以
上

在
籍
会
員
は
五
万
円
と
す
る
。

五
、
ル
ー
ム
・
山
荘
募
金
に
つ
い
て
。

二
八
八
名
申
込
み
、
一
、
七
五
五
、
五
○
○
円
（
二
月
末
現
在
）
。
各
役
員
に
は
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重
ね
て
募
金
方
を
お
顯
い
す
る
。

六
、
「
山
岳
」
五
十
六
年
広
告
の
件
。

広
告
代
十
七
万
八
千
円
也
申
込
み
を
得
た
の
で
、
今
月
末
発
行
の
予
定
。

七
、
海
外
登
山
の
外
貨
に
つ
い
て
。

日
大
、
北
大
は
既
に
学
術
調
査
と
し
て
外
貨
割
当
を
獲
得
し
た
の
で
、
体
協
割
当

の
外
貨
は
京
大
、
早
大
に
決
定
し
た
。

八
、
第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
の
件
。

三
月
十
八
日
’
二
十
四
日
、
西
穂
高
岳
、
今
回
は
歩
く
こ
と
を
中
心
に
基
礎
的
な

も
の
を
徹
底
し
て
実
施
す
る
。

九
、
イ
ン
ド
国
防
省
主
催
「
高
所
医
学
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
出
席
報
告
（
辰

沼
）
。

期
間
、
一
月
四
日
’
七
日
、
場
所
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
。

十
、
韓
国
山
岳
会
に
つ
い
て
。

海
外
遠
征
今
ツ
キ
ン
レ
ー
）
の
計
画
あ
り
。
日
本
装
備
の
展
示
希
望
あ
り
。
な

お
学
校
山
岳
部
の
交
流
に
つ
き
申
込
み
が
あ
っ
た
。

◇
四
月
理
事
・
評
議
員
会
四
月
五
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
（
理
事
）
折
井
、
浜
野
、
山
崎
、
川
上
、
太
田
、
田
村
、
古
沢
、
中

島
、
徳
久
、
（
監
事
）
松
本
、
（
評
議
員
）
神
谷
、
深
田
、
織
内

▽
議
事
、
報
告

一
、
通
常
会
員
総
会
開
催
の
件
。

期
日
、
四
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
。

場
所
、
日
本
体
育
協
会
々
議
室
に
て
、
な
お
東
京
支
部
総
会
を
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
と
す
る
。

報
告
、
一
九
六
一
年
度
の
行
事
、
決
算
報
告
。

議
案
、
一
九
六
二
年
度
予
算
案
。

会
長
、
副
会
長
、
定
款
改
正
（
会
費
、
入
会
金
の
値
上
げ
）

理
事
改
選
、
新
理
事
と
し
て
辰
沼
広
吉
、
皆
川
完
一
、
竹
田
吉
文
、
及
び

松
本
監
事
は
再
任
を
推
薦
決
定
。

今
年
度
に
限
り
地
方
支
部
に
年
会
費
中
か
ら
一
○
○
円
を
還
元
す
る
方
法
を
考

慮
し
た
い
。

二
、
中
華
民
国
台
湾
省
体
育
会
山
岳
協
会
訪
日
登
山
の
件
。
神
戸
に
四
月
七
日
頃
着

予
定
。
富
士
山
、
八
ガ
岳
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
に
登
る
計
画
、
東
京
着
の
上
詳
細

打
合
せ
す
る
。

三
、
韓
国
山
岳
会
よ
り
装
備
展
示
に
つ
き
協
力
要
請
の
件
。
本
会
と
し
て
出
来
る
だ

け
援
助
す
る
。
な
お
、
共
和
運
動
具
製
作
所
竹
内
社
長
か
ら
も
賛
意
あ
り
。

四
、
富
士
山
頂
気
象
観
測
所
員
の
疲
労
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
書
が
出
来
た
。

五
、
図
書
の
件
。
分
類
の
整
理
が
完
了
し
た
。

六
、
第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
終
了
の
こ
と
。

期
間
、
三
月
十
八
日
’
二
十
四
日
、
場
所
、
西
穂
高
岳
、
受
講
者
、
三
十
五
名
、

講
師
及
び
連
絡
員
三
十
二
名
計
六
十
七
名
参
加
す
。
三
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
実
施
し
た

講
習
会
は
こ
れ
で
終
了
。
今
回
は
雪
に
馴
れ
な
い
者
が
多
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
点
で

は
し
や
ヘ
ル
が
低
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に
真
面
目
で
あ
っ
た
。
来
年
か
ら
は

新
し
い
方
針
で
、
海
外
登
山
に
つ
い
て
も
諸
研
究
を
行
い
度
い
。

◇
通
常
会
員
総
会
四
月
二
十
一
日
（
土
）
体
協
会
議
室
。

▽
議
事
、
報
告

一
、
一
九
六
一
年
度
事
業
報
告
並
び
に
各
支
部
報
告
。

二
、
一
九
六
一
年
度
決
算
報
告
。

三
、
一
九
六
二
年
度
予
算
案
付
議
、
可
決
。

四
、
定
款
改
正
の
件
。
入
会
金
三
千
円
（
現
二
千
円
）
年
会
費
墜
塁
尿
都
、
神
奈
川

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
在
住
者
、
千
六
百
円
。
そ
の
他
地
域
の
在
住
者
、
千
二
百
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円
（
現
八
百
円
）
。
終
身
会
費
（
一
時
金
）
十
万
円
。
但
し
入
会
後
二
十
年
を
経

過
し
た
会
員
は
五
万
円
と
す
る
（
現
五
万
円
）
。
可
決
。

五
、
会
長
、
副
会
長
改
選
の
件
。

会
長
、
松
方
三
郎
。
副
会
長
、
三
田
幸
夫
、
渡
辺
公
平
各
氏
を
選
任
（
一
九
六
二

年
’
六
四
年
）
。

六
、
一
九
六
二
年
理
事
と
し
て
、
浜
野
正
男
、
析
井
健
一
、
山
崎
安
治
、
古
沢
肇
、

木
下
是
雄
、
金
坂
一
郎
、
村
木
潤
次
郎
、
徳
久
球
雄
、
川
上
隆
、
高
橋
進
、
日
下

田
実
、
田
村
扇
一
、
中
島
伊
平
、
田
辺
寿
、
辰
沼
広
吉
、
皆
川
完
一
、
竹
田
吉
文

各
氏
を
選
任
、
会
長
、
副
会
長
を
含
め
二
十
氏
に
決
定
。

七
、
監
事
一
名
改
選
の
件
。

松
本
熊
次
郎
氏
再
任
（
一
九
六
二
年
’
六
三
年
）
を
可
決
。

八
、
緊
急
提
案
事
項
、
退
任
さ
れ
た
日
高
前
会
長
を
評
議
員
に
推
薦
。
可
決
。

◇
五
月
理
事
・
評
議
員
会
五
月
十
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
会
長
、
渡
辺
副
会
長
、
（
理
事
）
浜
野
、
折
井
、
山
崎
、
川
上
、

辰
沼
、
中
島
、
村
木
、
古
沢
、
皆
川
、
高
橋
、
田
辺
、
竹
田
、
（
監
事
）
松
本
、

（
評
議
員
）
神
谷
、
成
瀬
、
深
田
、
北
川
宮
城
支
部
長
、
後
藤
山
形
支
部
長
、

永
井
大
分
支
部
長
、
岩
佐
一
塁
界
支
部
委
員

▽
議
事
、
報
告

一
、
理
事
の
事
務
分
掌
。

（
常
務
理
事
）
Ⅱ
浜
野
（
企
画
、
遭
難
対
策
）
、
折
井
（
総
務
、
海
外
連
絡
）
、
山

崎
（
指
導
、
編
集
）
、
川
上
（
総
務
、
集
会
）
、
中
島
（
経
理
、
集
会
）
、
辰
沼
（
調

査
、
研
究
）
。

（
理
事
）
Ⅱ
古
沢
（
会
報
）
、
木
下
（
調
査
、
研
究
）
、
村
木
（
海
外
登
山
）
、
徳

久
（
図
書
）
、
金
坂
（
指
導
）
、
高
橋
（
指
導
）
、
日
下
田
（
指
導
）
、
田
辺
（
指

導
）
、
皆
川
（
山
日
記
）
、
田
村
（
調
査
、
研
究
）
、
竹
田
（
総
務
）
。

渡
辺
副
会
長
（
編
集
、
支
部
担
当
）

二
、
委
員
委
嘱
の
件
。

①
海
外
登
山
審
議
委
員
会
Ⅱ
委
員
長
は
従
来
会
長
兼
務
で
あ
っ
た
が
前
会
長
日
高

信
六
郎
と
し
、
松
方
三
郎
、
三
田
幸
夫
、
槙
有
恒
、
入
沢
文
明
、
今
西
錦
司
、
渡

辺
公
平
、
竹
節
作
太
、
成
瀬
岩
雄
、
堀
田
弥
一
、
小
原
勝
郎
、
加
藤
泰
安
、
望
月

達
夫
、
今
西
寿
雄
、
辰
沼
広
吉
、
金
坂
一
郎
、
村
木
潤
次
郎
、
松
田
雄
一
。

②
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
Ⅱ
委
員
長
三
田
幸
夫
、
成
瀬
岩
雄
、
小
原
勝
郎
、
金
坂
一

郎
、
村
木
潤
次
郎
。

③
登
山
技
術
委
員
会
Ⅱ
委
員
長
松
方
三
郎
、
浜
野
正
男
、
折
井
健
一
、
山
崎
安

治
、
金
坂
一
郎
、
川
上
隆
、
村
木
潤
次
郎
、
田
村
扇
一
、
加
藤
喜
一
郎
、
今
西
寿

雄
、
梶
本
徳
次
郎
、
石
島
衰
二
、
高
橋
進
、
田
辺
寿
、
片
桐
理
一
郎
、
日
下
田

実
ァ
竹
田
寛
次
、
山
野
井
武
夫
。

④
山
日
記
編
集
委
員
Ⅱ
大
貫
良
夫
。

⑤
図
書
委
員
会
Ⅱ
深
田
久
弥
、
小
林
義
正
、
大
橋
晋
、
朝
倉
宏
、
鈴
木
郭
之
。

三
、
登
山
技
術
研
究
委
員
会
の
件
。

第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
も
終
了
し
た
の
で
、
新
年
度
は
海
外
登
山
の
研

究
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
新
潟
県
山
岳
協
会
主
催
登
山
講
習
会
の
件
。

四
月
十
四
日
’
十
五
日
谷
川
岳
に
て
三
十
九
年
度
国
体
飯
豊
登
山
の
リ
ー
ダ
ー
養

成
の
た
め
講
習
会
が
行
わ
れ
藤
島
越
後
支
部
長
、
川
上
理
事
が
参
加
。

五
、
支
部
よ
り
の
希
望
事
項
。

大
分
支
部
Ⅱ
各
支
部
単
位
に
講
習
会
的
な
も
の
を
実
施
さ
れ
た
い
。
会
報
を
支
部

に
余
分
に
送
付
さ
れ
た
い
。

宮
城
支
部
Ⅱ
第
二
一
八
回
現
地
小
集
会
は
盛
会
に
終
了
し
た
が
、
今
後
も
支
部
主

催
行
事
に
各
地
か
ら
多
数
参
加
さ
れ
た
い
。
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山
形
支
部
Ⅱ
地
方
講
習
会
に
は
積
極
的
に
講
師
を
派
遣
さ
れ
た
い
。
熊
肉
を
喰
う

会
を
開
催
（
五
月
十
二
日
’
十
三
日
、
大
井
沢
に
て
）
に
つ
き
多
数
の
参
加
を
希

望
す
る
。

六
、
山
日
記
編
集
の
件
。

年
内
出
版
を
目
標
に
既
に
編
集
を
初
め
た
。

七
、
高
体
連
登
山
の
件
。

七
月
、
八
ガ
岳
に
お
い
て
、
文
部
省
、
高
体
連
主
催
で
講
習
会
を
行
う
に
つ
き
援

助
さ
れ
た
い
意
響
あ
り
。

◇
六
月
理
事
会
六
月
七
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
会
長
、
渡
辺
副
会
長
、
（
理
事
）
折
井
、
浜
野
、
山
崎
、
辰
沼
、

古
沢
、
木
下
、
徳
久
、
村
木
、
高
橋
、
田
辺
、
（
監
事
）
野
口
、
高
木
関
西
支

部
委
員
、
岩
佐
東
京
支
部
委
員

▽
議
事
、
報
告

一
、
役
員
会
運
営
の
件
。

理
事
会
の
開
催
は
従
来
通
り
第
一
木
曜
日
午
後
六
時
半
か
ら
八
時
半
と
す
る
。
常

務
理
事
、
常
任
評
議
員
会
を
毎
月
二
十
日
前
後
の
昼
食
時
に
開
催
の
予
定
と
す

》
（
》
◎

二
、
支
部
長
会
議
開
催
の
件
。

七
月
十
四
日
（
士
）
午
後
三
時
’
七
時
、
国
際
文
化
会
館
に
て
開
催
予
定
。

三
、
日
本
山
岳
協
会
役
員
総
会
の
件
。

六
月
十
一
日
（
月
）
日
本
山
岳
会
図
書
室
に
て
。
協
会
規
約
に
よ
り
、
協
会
副
会

長
に
松
方
会
長
、
浜
野
退
任
（
大
阪
転
勤
の
た
め
）
、
残
任
期
間
を
山
崎
理
事
、

な
お
専
務
理
事
に
は
渡
辺
副
会
長
に
就
任
願
う
こ
と
に
す
る
。
議
案
、
報
告
と
し

て
会
計
報
告
（
三
五
・
六
年
度
）
、
事
業
報
告
、
計
画
が
提
出
さ
れ
る
筈
。

四
、
第
十
六
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
報
告
。

六
月
二
日
’
三
日
、
徳
本
峠
越
え
に
て
上
高
地
に
入
り
、
三
日
碑
前
祭
を
行
っ

た
。

五
、
訪
日
台
湾
省
山
岳
協
会
登
山
隊
帰
国
の
伴
。

蘇
梅
焔
隊
長
外
十
名
四
月
十
一
日
来
日
以
来
予
定
の
登
山
を
終
了
し
、
六
月
十
二

日
帰
国
し
た
。
な
お
今
回
を
契
機
と
し
て
、
日
本
か
ら
も
渡
台
登
山
の
希
望
が
あ

る
。
（
同
志
社
、
早
大
ワ
ン
ゲ
ル
、
静
岡
支
部
等
）
。

六
、
上
高
地
山
荘
の
件
。

使
用
規
定
を
制
定
し
会
報
に
発
表
、
会
員
の
利
用
を
希
望
す
る
。
管
理
は
信
濃
支

部
で
担
当
す
る
。

七
、
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
、
ク
ラ
ブ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
近
藤
等
（
在
パ
リ
）
、

岡
村
崔
両
氏
を
派
遣
す
る
。

八
、
読
売
新
聞
社
主
催
、
立
山
登
山
講
習
会
に
共
催
依
頼
あ
り
、
可
決
す
る
。

九
、
富
士
山
美
化
清
掃
の
件
。

国
土
美
化
の
会
主
唱
、
本
会
に
も
呼
び
か
け
が
あ
り
、
第
一
回
打
合
せ
会
（
五
月

二
十
一
日
）
に
石
原
東
京
支
部
長
が
出
席
し
た
。

十
、
富
士
山
頂
研
究
所
開
設
の
件
。

例
年
通
り
七
月
’
八
月
開
設
に
決
定
。

十
一
、
日
本
山
岳
会
医
療
連
絡
会
の
件
。

夏
山
診
療
所
開
設
に
厚
生
省
よ
り
支
給
さ
れ
る
薬
品
類
は
連
絡
会
で
一
括
受
領
し

配
布
に
決
定
。

十
二
、
図
書
目
録
和
書
の
部
完
成
の
件
。

会
報
発
送
時
に
同
封
し
会
員
に
配
布
す
る
。

十
三
、
山
日
記
の
件
。

六
十
三
年
度
山
日
記
の
予
定
原
稿
決
定
に
つ
き
依
頼
中
。

十
四
、
山
梨
支
部
百
瀬
舜
太
郎
氏
県
政
功
績
者
表
彰
祝
賀
会
の
件
。
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会務報告

五
月
二
十
七
日
甲
府
に
て
、
渡
辺
副
会
長
、
折
井
理
事
出
席
。

十
五
、
東
京
薬
科
大
学
山
岳
部
十
周
年
記
念
会
の
件
。

本
会
に
招
待
あ
り
、
六
月
十
七
日
、
辰
沼
理
事
出
席
と
す
る
。

◇
七
月
理
事
会
七
月
五
日
（
木
）
、
図
書
室

出
席
者
松
方
会
長
、
渡
辺
副
会
長
、
（
理
事
）
折
井
、
山
崎
、
辰
沼
、
金
坂
、

木
下
、
古
沢
、
皆
川
、
竹
田
、
（
監
事
）
野
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
ル
ー
ム
、
山
荘
募
金
の
件
（
六
月
三
十
日
仮
締
切
）

口
数
Ⅱ
三
百
三
十
六
口
、
申
込
額
Ⅱ
二
百
十
二
万
八
千
六
百
円
也
。
八
月
発
行
予

定
の
会
報
に
寄
附
申
込
者
氏
名
を
報
告
す
る
。
な
お
募
金
は
続
け
る
。

二
、
本
年
度
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て
。

六
月
三
十
日
現
在
、
納
入
者
二
百
八
十
三
名
。
年
度
末
と
い
わ
ず
早
く
約
入
さ
れ

る
よ
う
会
員
に
依
頼
す
る
こ
と
。

三
、
支
部
長
会
議
（
七
月
十
四
日
）
議
題
に
つ
い
て
。

①
海
外
登
山
の
経
過
報
告
。
②
山
日
記
に
対
す
る
要
望
。
③
支
部
よ
り
の
要
望
。

④
そ
の
他
を
中
心
に
懇
談
し
た
い
。

四
、
報
知
新
聞
社
よ
り
「
山
岳
遭
難
救
助
法
実
技
公
開
」
に
つ
き
後
援
及
び
講
師
派

遣
依
頼
の
伴
。

七
月
十
五
日
、
三
越
本
店
に
て
。
後
援
と
講
師
と
し
て
山
崎
理
事
派
遣
を
決
定
。

五
、
新
生
活
運
動
協
会
よ
り
「
旅
の
新
生
活
運
動
」
の
協
賛
名
義
使
用
依
頼
あ
り
。

承
認
。

六
、
会
員
章
の
件
。

戦
前
の
会
員
章
と
同
程
度
の
も
の
に
す
る
よ
う
見
本
を
作
っ
た
の
で
、
今
後
の
も

の
は
こ
れ
に
決
定
。
希
望
会
員
に
は
実
費
で
作
る
こ
と
。

七
、
山
日
記
の
件
。

各
県
の
遭
難
対
策
に
関
す
る
組
織
を
調
査
の
結
果
、
二
十
七
県
に
何
ら
か
の
組
織

が
あ
り
相
当
量
の
資
料
が
集
っ
た
。
カ
ッ
ト
に
山
小
屋
を
入
れ
た
い
の
で
適
当
な

写
真
を
集
め
た
い
。
日
記
欄
に
日
々
の
山
岳
史
な
ど
掲
載
を
考
え
て
い
る
。

八
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
よ
り
「
登
山
入
門
書
」
執
筆
依
頼
の
件
。

登
山
技
術
委
員
会
編
と
す
る
こ
と
で
承
諾
。

九
、
海
外
遠
征
に
つ
い
て
。

七
月
十
九
日
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
、
登
山
技
術
委
員
会
、
常
務
理
事
で
次
期
海
外

遠
征
に
つ
い
て
懇
談
会
を
す
る
。

十
、
静
岡
支
部
「
訪
中
華
民
国
登
山
隊
」
の
件
。

台
湾
省
山
岳
協
会
へ
連
絡
し
準
備
中
。

◇
九
月
理
事
・
評
議
員
会
九
月
十
三
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
会
長
、
三
田
副
会
長
、
（
理
事
）
折
井
、
辰
沼
、
山
崎
、
中
島
、

川
上
、
金
坂
、
古
沢
、
田
村
、
村
木
、
徳
久
、
田
辺
、
皆
川
、
高
橋
、
（
監
事
）

野
口
、
松
本
、
（
評
議
員
）
藤
島
、
神
谷
、
深
田
、
篠
田
、
織
内
、
石
原
東
京

支
部
長
、
岩
佐
東
京
支
部
委
員
。

▽
議
事
、
報
告

一
、
山
岳
「
五
十
七
年
」
発
行
の
件
。

五
十
六
年
と
同
様
に
広
告
二
十
万
円
は
確
保
し
た
い
。
内
容
①
山
岳
十
話
（
槙
）

②
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
と
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
（
吉
沢
）
③
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ

ス
の
山
（
藤
木
）
④
Ｐ
羽
の
西
面
（
篠
田
）
⑤
未
踏
の
山
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン

（
広
谷
）
⑥
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
（
梶
本
）
⑦
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
登
山

（
交
野
及
び
吉
阪
）
⑧
西
部
カ
ラ
コ
ル
ム
紀
行
（
島
）
⑨
劔
岳
源
治
郎
尾
根
の
由

来
（
馬
場
）
⑩
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
年
譜
（
続
）
（
田
中
他
）
他
。
編
集
Ⅱ
望
月
。

二
、
立
教
大
学
山
岳
部
創
立
四
十
周
年
記
念
会
（
十
月
五
日
）
招
待
の
件
。

松
方
会
長
に
出
席
願
う
こ
と
。
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三
、
映
画
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
Ｋ
２
」
推
薦
の
件
。

イ
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
社
よ
り
依
頼
あ
り
、
承
認
。

四
、
山
日
記
の
件
。

山
小
屋
等
の
原
稿
完
了
。
本
文
原
稿
が
揃
わ
な
い
が
予
定
通
り
進
行
中
。

五
、
夏
山
診
療
所
の
件
。

各
大
学
医
学
部
山
岳
部
の
夏
山
診
療
報
告
会
は
月
末
に
予
定
す
る
。

六
、
登
山
技
術
研
究
委
員
会
の
件
。

三
回
の
西
穂
高
岳
に
お
け
る
講
習
会
に
つ
き
反
省
会
を
九
月
二
十
八
日
に
開
催
の

予
定
。

七
、
小
集
会
の
予
定
。

十
月
中
に
全
日
本
岳
連
「
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
登
頂
」
、
講
師
高
橋
照

隊
長
に
依
頼
。

八
、
図
書
の
件
。

洋
書
目
録
を
今
秋
中
に
整
理
す
る
。
会
員
よ
り
「
山
の
本
」
に
つ
い
て
質
問
が
多

い
の
で
、
本
会
と
し
て
基
本
的
な
も
の
を
選
定
し
た
く
小
林
委
員
に
依
頼
中
。

九
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
計
画
の
件
。

登
山
技
術
委
員
会
は
予
定
の
講
習
会
も
終
了
し
た
の
で
海
外
登
山
に
関
し
て
研

究
、
計
画
を
し
て
き
た
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
と
登
山
技
術
研
究
委
員
会
の
一
部

の
委
員
と
懇
談
の
結
果
、
な
お
海
外
登
山
審
議
委
員
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
、
常
務

理
事
等
の
メ
ン
バ
ー
と
も
懇
談
会
を
持
っ
た
。
本
会
と
し
て
の
目
標
は
一
応
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
等
の
大
き
な
山
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
ヒ

マ
ラ
ヤ
委
員
会
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
爾
后
処
理
を
完
了
し
た
が
、
な
お
調
査
研

究
実
施
を
任
務
と
し
、
任
期
も
本
年
度
の
半
で
あ
る
が
、
一
応
解
散
し
て
新
し
い

構
想
に
よ
り
新
委
員
会
を
設
置
し
て
実
施
計
画
な
ど
を
進
め
た
い
。
よ
っ
て
委
員

の
選
定
は
会
長
、
副
会
長
、
日
高
、
槙
氏
に
一
任
の
結
果
、
次
の
六
氏
に
委
員
を

委
嘱
す
る
こ
と
に
決
定
。
三
田
幸
夫
、
加
藤
泰
安
、
辰
沼
広
吉
、
村
木
潤
次
郎
、

今
西
寿
雄
、
梶
本
徳
次
郎
。

十
、
来
年
度
海
外
登
山
の
計
画
に
つ
い
て
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
阪
市
大
（
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
）
、
同
志
社
大
（
サ
イ
パ
ル
）
、

東
京
農
大
（
ル
ン
バ
ス
ン
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
）
が
あ
る
。

×
×
×

◇
小
集
会

▽
第
二
一
五
回
、
十
月
十
日
（
火
）
体
協
会
議
室

Ｐ
酌
遠
征
に
つ
い
て
篠
田
軍
治
氏

▽
第
一
二
六
回
、
十
一
月
二
十
日
（
月
）
体
協
会
議
室

雪
崩
対
策
に
つ
い
て
金
坂
一
郎
氏

▽
第
二
一
七
回
、
一
月
三
十
日
（
火
）
体
協
会
議
室

ペ
ル
ー
と
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
の
山
吉
沢
一
郎
氏

▽
第
二
一
八
回
、
三
月
三
日
’
四
日
（
日
）

宮
城
支
部
担
当
。
蔵
王
宮
城
県
側
樹
氷
地
帯
を
中
心
に
現
地
小
集
会
。
地
元
三
十

二
名
。
県
外
四
十
名
、
な
お
台
北
市
登
山
会
周
庭
旺
参
加
。
三
日
夜
は
白
雲
山
荘

に
て
懇
親
会
開
催
。

▽
第
二
一
九
回
、
五
月
十
六
日
（
水
）
図
書
室

イ
ン
ド
紀
行
「
デ
カ
ン
高
原
の
旅
」
西
丸
震
哉
氏

×
×
×

◇
第
十
六
回
国
体
登
山
部
門
十
月
八
日
’
十
三
日
、
秋
田
県
山
岳
連
盟
の
運
営
に

よ
り
、
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
て
開
催
。
武
田
名
誉
会
員
（
日
本
山
岳
協
会

長
）
日
高
会
長
（
同
副
会
長
）
等
が
参
加
。

◇
東
京
支
部
創
立
十
五
周
年
配
念
祝
賀
会
十
月
十
八
日
（
水
）
於
国
際
文
化
会
館

一
○
二
名
出
席
。
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◇
木
暮
祭
十
月
二
十
二
日
（
日
）
山
梨
県
金
山
平
に
て
碑
前
祭
。
日
高
会
長
、
藤

木
顧
問
、
小
野
幸
氏
及
び
地
元
関
係
者
出
席
す
。

◇
１
－
ド
ル
米
内
務
長
官
の
富
士
登
山
十
一
月
四
日
’
五
日
（
日
）
槙
名
誉
会

員
、
松
方
副
会
長
、
成
瀬
評
議
員
、
折
井
、
田
辺
理
事
、
百
瀬
舜
太
郎
、
松
方
峰

雄
会
員
と
登
っ
た
。

◇
ハ
ウ
ス
ト
ン
父
子
の
来
日
ハ
ウ
ス
ト
ン
父
子
（
オ
ス
カ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
両

氏
）
を
囲
ん
で
有
志
懇
談
会
を
十
一
月
十
五
日
、
三
井
本
館
食
堂
に
て
開
催
。
出

席
者
近
藤
茂
吉
、
槙
有
恒
、
日
高
信
六
郎
、
松
方
三
郎
、
西
堀
栄
三
郎
、
吉
沢
一

郎
、
島
田
巽
、
小
林
義
正
、
交
野
武
一
、
加
藤
泰
安
、
山
崎
安
治
、
辰
沼
広
吉
、

松
田
雄
一
、
田
辺
寿
、
折
井
健
一
・

◇
北
九
州
支
部
改
組
十
一
月
十
五
日
、
従
来
の
北
九
州
支
部
を
改
組
し
て
「
福
岡

支
部
」
と
す
る
・
支
部
長
末
松
大
作
氏
。
副
支
部
長
高
尾
徳
繁
氏
が
新
し
く
就
任
。

◇
年
次
晩
餐
会
十
二
月
一
日
（
金
）
於
茗
渓
会
館
海
外
遠
征
の
各
隊
Ⅱ
一
橋

大
学
、
関
西
学
院
大
学
（
以
上
ア
ン
デ
ス
）
、
大
阪
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
、
日

本
岳
連
梶
本
隊
長
（
以
上
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
の
歓
迎
を
兼
ね
て
盛
大
に
開
催
、
出
席
者

九
十
六
名
。

◇
第
三
次
登
山
技
術
指
導
者
講
習
会
三
月
十
八
日
’
二
十
四
日
、
西
穂
高
山
荘
を

ベ
ー
ス
に
、
四
国
、
中
国
、
九
州
の
十
六
県
よ
り
各
二
名
選
出
の
受
講
者
に
よ

り
、
チ
ー
フ
・
リ
ー
ダ
ー
浜
野
正
男
、
講
師
日
高
会
長
等
役
員
団
三
十
二
名
が
、

日
本
山
岳
協
会
主
催
、
責
任
担
当
日
本
山
岳
会
と
し
て
実
施
。
台
北
市
登
山
会
周

廷
旺
が
特
別
参
加
し
た
。

◇
中
華
民
国
台
湾
省
山
岳
協
会
訪
日
登
山
隊
歓
迎
会
四
月
二
十
一
日
（
土
）
於
体

協
会
議
室
。

登
山
隊
員
、
蘇
梅
燗
、
余
初
雄
、
紀
林
全
、
荘
国
章
、
陳
建
地
、
鄭
丁
塗
、
曽
耀

鱗
、
郭
光
仁
、
林
陳
査
某
、
鄭
林
阿
却
、
鄭
清
玉
、
十
一
名
を
囲
ん
で
歓
談
す
。

出
席
者
五
十
名
。

◇
第
十
六
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
六
月
二
日
’
三
日
（
日
）
徳
本
峠
越
え
、
上
高
地
に

て
碑
前
祭
と
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

◇
有
志
閑
懇
会
（
第
五
回
）
六
月
十
七
日
（
日
）
小
石
川
六
義
園
心
泉
亭
に
て
。

出
席
者
二
十
六
名
。

◇
支
部
長
会
議
七
月
十
四
日
（
土
）
国
際
文
化
会
館
に
て
。
出
席
者
、
池
田
（
石

川
）
牧
野
（
静
岡
）
末
松
（
福
岡
）
藤
島
（
越
後
）
水
野
、
津
田
（
関
西
）
須
賀

（
東
海
）
高
山
（
信
濃
）
福
田
（
秋
田
）
石
原
、
岩
佐
（
東
京
）
、
松
方
会
長
、
渡

辺
副
会
長
、
日
高
、
神
谷
、
青
木
、
織
内
、
野
口
、
松
本
、
辰
沼
、
金
坂
、
川

上
、
山
崎
、
竹
田
、
中
島
、
折
井
、
太
田
、
皆
川
、
坂
本
。

各
支
部
情
報
交
換
、
特
に
支
部
主
催
諸
行
事
に
対
し
積
極
的
な
援
助
を
す
る
こ

と
。
支
部
地
域
会
員
で
、
そ
の
支
部
に
未
登
録
者
に
つ
い
て
は
調
査
し
支
部
に
連

絡
を
計
る
こ
と
。
山
日
記
の
資
料
に
つ
い
て
各
支
部
か
ら
現
地
情
報
を
通
知
願
う

こ
と
。
山
岳
協
会
の
運
営
に
は
役
員
会
の
回
数
を
増
し
、
対
人
関
係
を
通
じ
円
滑

化
を
計
り
、
地
方
岳
連
の
育
成
に
つ
と
め
る
こ
と
等
懇
談
し
た
。

◇
富
士
山
頂
研
究
所
開
設
厚
生
省
国
立
公
園
管
理
入
舎
に
て
、
七
月
十
四
’
八
月

三
十
一
日
、
医
師
延
人
員
二
十
九
名
、
患
者
総
数
一
三
六
○
名
。

◇
上
高
地
山
荘
開
設
六
月
二
十
日
よ
り
。

①
使
用
は
原
則
と
し
て
本
会
々
員
及
び
そ
の
同
伴
者
に
限
る
。
②
使
用
者
は
予
め

信
濃
支
部
に
申
込
み
許
可
を
取
付
け
る
。
③
使
用
に
際
し
て
は
使
用
許
可
書
を
管

理
人
に
渡
し
、
会
員
証
（
当
該
年
度
）
を
提
示
す
る
。
以
上
の
使
用
規
程
に
よ
り

会
員
の
利
用
に
供
す
る
。
バ
ス
開
通
期
間
は
管
理
人
常
駐
の
見
込
み
。

×
×
×

◇
山
岳
五
十
六
年
を
三
月
三
十
日
発
行
、
編
集
者
望
月
達
夫
。

◇
会
報
二
一
七
号
’
二
二
二
号
を
発
行
、
編
集
者
古
沢
肇
。

(201)



監

事

理

事

理常副会
会

事務長長

松
方
三
郎

三
田
幸
夫 、
渡
辺
公
平

浜
野
正
男 、
折
井
健一

、
山

崎

安
治 、
辰
沼
広
吉 、
川
上
隆 、

中
島
伊

平古
沢
肇 、
木
下
是

雄、

皆
川
完一

、
金
坂一
郎 、

村

木
潤
次
郎 、
徳
久

球
雄、

高
橋
進 、
日
下

田
実 、

田
村
扇一

、
田
辺
寿 、

竹

田
吉
文

野
口
末
延 、
松
本
熊
次

郎

一

九
六
二

年
度
役
員

◇
山
日
記
一
九
六
二
年
版
（
第
二
十
七
輯）
を
十
二
月
二
十
日
発
行 、
編
集
担
当

理
事
渡
辺
公
平 、
委
員
皆
川
完一

。

常

任

入
沢
文
明 、

成
瀬
岩

雄、

望
月
達
夫 、
小
原
勝
郎

評
議
員

評
議
員

日
高
信
六
郎 、

藤
島
敏
男 、
神
谷
恭 、
早
川
種
三 、
交
野
武一

、
伊
藤

秀
五
郎 、

今
西
錦
司 、
深

田
久
弥 、
篠

田
軍
治 、

橋
本
三
八 、

青
木
昇

織
内
信
彦 、

今
西
寿

雄、

藤
井
運
平

評
議
員

荒
巻
広
政
（
秋

田） 、

後
藤
幹
次
（
山
形） 、

伊
藤
弥
十

郎
（
福
島） 、

支
部

長

北
川
正
次
（
宮
城） 、

藤
島
玄
（
越
後） 、

石
原
憲
治
（
東
京） 、

三
井

松
男
（
山
梨） 、

高
山
忠
四
朗
（
信
濃） 、

中
田
勇
吉
（
富
山） 、

池
田

知
幸
（
石
川） 、
牧
野
衛
（
静
岡） 、

須
賀
太
郎
（
東
海） 、

水
野
祥
太

郎
（
関
西） 、

織
田
収
（
山
陰） 、
末
松
大
作
（
福
岡） 、
永
井
清一
（

大

分） 、
三
谷
孝一
（
熊
本）

顧

問

藤
木
九
三
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AndesExpedition, 1961

BylchiroYoshizawa

(1) PucahircaNorte(6050m)-CordilleraBlanca-

TheHitotsubashiNationalUniversityExpeditiontotheAndesofl961was

organizedanddespatchedbytheExpeditionCommitteeoftheHitotsubashiUni-

versityAlpineClub,sponsoredandrealizednotonlybytheAsahiPress,butalso

bymanyleadingtradingandmanufacturingcompanies.Theykindlycontributed

nearly22thousanddollerstotheexpeditionintheformofequipmentsandother

materialsaswellasmuchneedcash.

W'ehopedtocelebratethe85thanniversaryofthe foundationoftheUni-

versityandatthesame timetoimmortalizethe40-yearexistenceoftheHitotsu-

bashiUniversityAlpineClub. Ihavebeen, tomygreathonour, anactivemem-

beroftheclubsinceits inception.

ThemainobjectiveofourexpeditionwasthefirstascentofPucahircaNorte

(6050m)intheCordilleraBlancaofthePeruvianAndes.Afterhavingattacked

Pucahirca, successfullyorunsuccessfully,wewouldthengoover totheCor-

dilleraApolobambawhichliesnorthofthe famousTiticacaLakeandalsoon

thefrontierbetweenPeruandBolivia.Therewehadespeciallyhopedtoexplore

andclimbthePupuyagroupwhichwasfoundbut leftuntouchedbytheGerman

Expeditioninl957.

Thenamesofour7-manexpeditionare as follows :(allarethegraduates

orstudentsoftheUniversity.)

IchiroYoshizawa, theleader(57)

JiroAmari, thesub-leader (27) ､

TamotsuNakamura(26)

NorijiMaruyama(26)

ShigeoNakagawa(23)

HiroshiNakajima(23)

KeiKurachi (22)

Now, tobeginwith, Imustsendmyheartiestthanks,especiallytothefam-

ousHimalayanistMr.NicolasB.ClinchofBerkeley, (nowresiding toSouth
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Pasadena)Californiawhohelpedusbyall sortsofpreciousadviceandinforma-

tionaboutthePucahircagroup.Heandhiscompanionswerethereinl955, and
exploredandclimbedsomehighandvirginpeaksofthegroupforthefirsttime.｡

BesidesMr.N.B・ Clinch, Icannot forget thenames of thefollowing
s"alpinistas''whogaveusmuchvaluableadviceandinstructionwhichcontributed

tooursuccesses intheCordilleraBlancaandApolobamba.

CharlesS.Houston(Aspen,Colorado),GeoffreyC.Bratt (Tasmania,Aus-

tralia),FredN・Lakin(Tasmania,Australia),Mr.LeighandMrs. IreneOrten-

burgers (LosAltos,California),RaymondLeininger (Paris),GiintherHauser

(Stuttgart,WestGermany),EmanueleAndreis (Torino, Italy),AlessandroMu-

sitelli, (Bergamo, Italy),MrFrancisP.Farquharandhiswife(Berkeley、Cali-
－〃

fornia).

Atthebeginningofourexpedition,wewerethrownintoconfusionwiththe

problemofnomenclature.Intheopeningstagesofourcampaignwehaddecided

thatourprimaryobjectwastomakethefirstascentofCentralPucahirca, accor-
dingtotheaccount andridgediagramofMr.HarbeyN. Plattswhowrote

":NevadoPucahirca'' intheA"2"ic･@z'zA"'zeJb"7wfzZ(1956).BoththeRavmond

Lambert'sparty(1957)andBrunoBerlendi'sparty(1960)attackedCentralPuca.

hirca, too. Infact therewereactuallytwoCentralpeakswhichhadkept their
virginityuntil themiddleofJunel961.

Toourgreatgoodfortune,wefoundthereal objectivesonlyafterwearri-

vedinPeru.AnltalianexpeditionbegananascentofthesouthernCentralPeak

(C.6000m)andweattemptedthenorthernCentralPeak(6050m)whichisnow
knownasNorthPucahircaorPucahircaNorte.

Thuswecouldattackthe twovirginpeaks respectivelywithpeace. The

ItaliansstartedfromHuaras,thecapitalcityoftheDepartmentofAncash,which
liesonthewesternsideoftheCordilleraBlanca,about oneweekearlier than
ourdeparture.

WeleftHuaras (whichmeans @@theGreatDaybreak'' inoldQuechua)on

the27thofMay.Theweatherwasvery fineas isusual in thosedavsofthe

dryseason.Manyspirelikewhitepeaksof theCordilleraBlancaseemedsonear、

andyetweremany,manykilometersaway.Mr．S.Tanikawaandhisfamilvsent
ご

ofusontheoutskirtsofthetown.Mr.J.M.Ramirez(40)whohadaccompanied
theAmericanexpeditioninl955as interpreterandkeeperof theirbase camp,
shookhandswithus, too, andwishedussuccess inourclimbing.

Fromthe lakeYanganuco,wetravelledupanddownonhorsebackthrough
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theveryinterestingcountryoftheQuechuatribes.PortachuerodeYanganuco

isoneofthehighest <<puntas'' (pass, 4767m) intheCordilleraBlancaandlOOO

mhigherthanMt・FujiinJapan.

Whenldescendeddownthis pass,Iwas caughtbyaseverec.soroche''

(mountainsickness)forthefirsttime.Butasourcaravanwenton, Igradually

recoveredfrommysickness;andafter4daysarduousmarching,weat last

reachedthebasecampsiteunderthePucahircaglacieronMay31st.Thealtitude

ofthisMarchen-likeplacewas4000m.

Afterestablishingthiscamp,wefollowedalmost the same routetakenby

theAmericanpartyinl955asfarastheupperglacierplateau.

OnthewaytoCampl(4700m),wefoundsomecairnsbuiltbyAmericans,

andmoreover, bythesideofour camp,wewereverypleased to findsome

remainsoftheirformercamplivesthere.

Whenweclimbedontheglacierplateau、wewere somuchastonishedand

pleasedthatthepeaksoftheltalianpartyandofourswereentirelydifferent.

Wefoundthat theaimof theltalianpartyis ･6real'' PucahircaCentral

whichstandsonthe leftsideofPucahircaNorte. So-calledPucahircaNorth,

whichwasclimbedbytheAmericans'partywas seenontheright sidewith

snowcornicesoverhangingtothenorth・Moreover,wewereall veryhappyto

iindoutthatourPucahircaNortewasthehighestpeakinthatgroup.

Camplwasestablishedonthe2ndofJuneandlsentoHthereconnoiter-

ingparties toclimbupanddownthe rockspurwhichdescends fromthe

Americans' peak.Atlastwe foundaverynegotiable rock.shelf onthelower

partof thisspur.

Crossingthiscomparativelybroadandeasyshelf, weclimbedaglacierhill

anddownthesheersnowslopetotheSouthGlacierwhichdescends fromthe

colbetweenPucahircaNorteandtheAmericans'Peak.

Underthegreathangingside-glacierandofcourseonthespotwherethere

seemsnodangerfromit,wemadeourCampm(5150m)ontheglacierterrace.

ThesiteofCampm(5400m)was foundunder therockwall directlybelow

theperpendicularrockycliffoftheAmericans'peak.

Ice-fallbetweenCampmandthecolwasa littledi缶cult anddangerous.

Thegreatcrevassebetweenthecolandtheupperendof the ice-fallwasmost

difIiculttocross. Ittookthefirst attackingpartyabout4hourstocrosswhich

delayedtheirreachingtothetopofPucahircaNorte.

Thetimerecordsoftheclimbingpartiesareasfollows.

（ 3 ）



Thefirstreconnoiteringparty(J.Amari,H.Nakajima,K.Kurachi)
-Junellth-Cm(7.00a.m.)-Ice-shelf(5650m,2.00p.m.)-Cm(4.00p.m.)

Thefiirstattackingparty(T.Nakamura,H.Nakajima,S.Nakagawa)
-Junel2th-CI(5.40a.m.)-Ice-self(9-9.30a.m.)-Under lipofthegreat

crevasse(10.30-11.00a.m,)-Upperlip(3.00p.m.)-Snowpla-

teauof thecol(3,15p.m.)-main ridge (4.45p.m.)-Topof

PucahircaNorte(6.15-6.45p.m.)-bivouac(5750m,Upperlip
ofthebigcrevasse,9.00p.m.)

-Junel3th-Bivouac(6.20a.m.)-Ice-shelf(9.30-10,00a.m.,metwiththe
secondparty)-CI(11.15a.m.)-toCH

Thesecondattackingparty(J.Amari,N.Maruyama,K.Kurachi)
-Junel3th-Cm(5.25a.m.)-Ice-shelf (7.30-9.30a.m.)-mainridge

(12.00-12.30p.m.)-Top (1.25-3.50p.m.)-mainridge (4.15

p.m.)-pointofbivouac(4.30p.m.)-CI(6.50p.m.)
一

ThuswecompletedtheiirstascentofPucahircaNortewhichhas remained

asvirginuntil l961. It isnotSohighwhencomparedwiththoseofthehighests
ofHimalayas・Butwehadnoglacierexperiences inour countrybefore. Fortu-

nately,wemetwithmanyinterestingandreasonabledifficulties intheice-falls,
ontheicewalls, oroverthegreatcrevassesandtreacheroussonwslopes.
Asforme,57yearslcontentedmyselftoclimbashighasCm(5150m)
inthiscase.But lateron, Iwashappyenoughtomakeafirstascentofa5450

mpeak,namedCacahuaycho(@;BirdMountain'')andasecondascentofa5836

mhighpeak,Huelancalloc, intheCordilleraApolobamba.

Themainobjectiveofourexpeditionhasbeensolved satisfactorilV.Bvthe
－

lateeveningofthel4thofJune,alittleelectric lightcamedownHickeringon
thesparselyforestedsideslope. Iwas literallyalone inourbasecamp. The
electriclightgotnearer.Istood･inthedarkpampas. Ishouted through this
darkness． ‘‘Who， ，n theworld， areyou？，，Thelittle light replied‘‘IamNa‐

kajima・ Icamedownaloneall thewayfromCm, to informyou, our Jefe,
aboutour successfulclimb.All theclimbingmembers reachedthe topandre-
turnedtothelowercampswithout incident.''

Hearingthesewords, Iembracedhimwarmlybyhisshouldersandcould

notkeepmy tears back.At last,wehaddoneit. AlotofmanVfacesofmv
ゲ

friends, ofmyfamily, especiallyofmyoldmotherwhohasbeeneagerlywaiting
｡ ■

forheroldson'ssuccess,goodnews, ranfastbeforeme. wehaddoneit, it is
true.The lastunclimbedpeakover6000mthroughoutthelongCordilleraBlanca
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nowkindlygaveusitswhiteandvirgintower.

Theroutewhichwetookinourreturnjourney,wasalmostthesameasthat

oftheAmericanexpeditioninl955・Solthinkitisnotnecessarytosaymore

hereaboutthelastpartofourtravelstoHuaras.

(I) CordilleraApolobamba

-NorthernpartandSouthernpart(Pupuyagroup)-

ThereisamountainCalledHuelancalloc(5836m) inthe southernpartof

theCordilleraApolobambawhichstretchesaboutlOOkilometers fromPeruto

Bolivia,crossingtheboundarylineof the twocountries.Thismountainwas

climbedfor the first time inl957byaGermanpartyofwhichMr.Werner

Karlwastheleader・Fromitstop, theyfoundasplendidmountaingroupinclud-

ingmanyfinevirginicepeaks stretching southwardas far as theendlessand

hazyBolivianpampas.Iwasverymuchimpressedwhenlreadhisarticlein

the〃〃6"cﾉi cZEsDe"おChe"A〃eか”だ"s, 1958.Attheendofhisstoriesabout

theactivitiesoftheirexpedition,hewroteasfollows． ‘‘……DiegewaltigeKette

derhoch-kordillerebirgtnochvielewenigbekannteundmancheunbekannte

Gebirgsziige・ InihrenKliiftenundFlanken, aufihrenGratenundGipfelnwartet

dasgrosseAbenteuerdertat.･･･…,,

Infact、wefo,,n(Itheremorethantenvirginpeaks over5600mhigh.No

manevertouchedtheseices,sonwsandrocks.Nomaneverenteredandexplored

intheseremoteandfarawayhighvalleyswithglitteringandtremendouswhite
l ･

glac1ers・

InthenorthernpartofCordilleraApolobamba,weestablishedourNorthern

BaseCamp(4650m)atChochacota(G$GreenLake'' inAymara).Thisisonthe

westernsideoftheboundaryline.Fromheretwopartieswentovertothenorth

andeast.TheformerpartyledbyT・NakamuraclimbedChaupiorco(GCCentre

Mountain'' inAymara)Norte(C.6000m),Puinapata(5600m),NevadoK.(5600

m),andLosTresHombres (5500m).The firstpeakseems tobe the second

ascentandthelattertwoarethefirstascents.

Onthe27thofJuly,Mr.NakajimaandmyselfclimbedthevirginCacahu-

aycho(5450m) forthe firstthme.Itwasaveryfinepeakmuchlikeabird

spreadingherwingsonbothsides・ The lastsixpitches of240metres onthe

deepandsteepsnowridgewereveryinterestin9.

ThesecondpartyledbyMr. J・AmarimadethethirdascentofChaupiorco

(6044m),Chocfiacota(5650m,thesecondascent),PalomaniGrande(5769m,the

thirdascent),Salluyo(5808m､hesecondascent)andoneminorpeak.
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Mr.NakagawaandKurachihadafinerock-climbingonNevadoN.K・(5250

m, thefirstascent)eastofCallejon(5824m).AIso,Mr・NakagawaandaBoli-

vian, #$Pollo'',reachedthetopofRitipata(5272m) onthel7thofJuly,butit

isnotanimportantpeak.

Thesouthernmost partofCordilleraApolobamba, theycallit G@Cordillera

Pupuya''……Pupuya,PuyuPuyu,PuyoPuyomeans C<agreatmass ofblack

cloudg' inAymara.

WeestablishedourSouthernBaseCamp(4700m)neartheAymaravillage>

PuyoPuyo,about20kilometerseastofUllaUlla(4600m).

Hereagainldividedourpartyintotwo. ･:B'' partyledbyT・Nak"Tnura

wastogotothesouthernendofthegroupandclimb twopeaks,thatis,Ac-

amani (5700m)andYanaorco(5600m).

d4A''PartyledbymyselfwastoclimbCanisaya(5750m),Cavayani(5700m)

andHuelancalloc(5836m).

Onthesameday,7thofAugust, thetwoparties leftBaseCampwiththe:

pureblueskyoverourheads. .CA'' partyestablishedCampl(5100m) under

thegreat ice-cliffofHuelancallocnearasmallglacierstream. Thevirginpeaks

whichwereclimbedbythe c･A''partyareshowninthetablebelow.

$sB''partyreached theirCampl(4900m)onthe8thofAugust・From

theretheyhadtoestablishonemorehighercamp,CH(5350m)near thecrest

lineofthemainridge.Ofthetwopeakswhichtheyclimbedforthe firsttime、

Acamaniwasverydi伍cult.Theyhadtospendonenightontheverytreacherous

rockwallontheirwaydownfromthetop.

Whenthe.GA''partyreturnedtothePuyoPuyoBaseCamp,onthel4thof

August､heyfoundthemembersofthe ･<B''partyalreadythere.Ourclimbing

daysnowcametotheendat last･Wewereallhappytohavehadnoaccidents.

Inall,weclimbedl7mountainsincludinglOvirginpeaksinthePeruvianand

BolivianAndes.Butwewillnotbeabletoforgetthatweclimbedthosemoun-

tainsfromtheshouldersofourmanypioneersandpredecessors.Somemembers

andespeciallyMissGertrudBandholz,SecretariaGeneral, oftheClubAndino

Bolivianowereverykindtous･ I thinktheydidtheirverybesttoassistus.

But itseemsthattheyneedmorepracticalexperiences inthe truehighmoun-

tainsandinbigexpeditions.ThesameadviceswouldbeappliedtoMr.Alfred

Martinez(26)andtoMr.RaulCenteno(4$Pollo'',23),thetwowhoaccompanied

usfromLaPaztotheCordilleraApolobamba.

Atanyratewereceivedaverywonderful impressionsoftheircountryand
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especiallyfromthosebeautifulandsplendidmountains.

Ihopewewillhaveanotherchancestogo intothisareaagainandenjoy
thewoderfulmountainstoourheartScontent.

(1) Thefollowingnames are theportersemployedinPeruandBolivia.

Peru(Huaraz)

EmilioAngeles(36)HehadbeeninCordilleraBlancaseveral times

sincel951・Usefulhighaltitudeporter.

DemetrioNatividadHenostroza(21)

PabloMoralesFIores(21)

Bolivia(LaPaz)

VenancioPachaway(30)

JulioChoque(18)

(2) ItwasmygreathonourtobeinvitedtolectureaboutourAndesExpe-

ditionbeforethemembersoftheAmericanAlpineClubinNewYork.

MissMonaMonahan, theSecretaryoftheClubwasverykindtopre-

pareits firstmeetingoftheseason.

(3) Onmywayhome, IcalledonMr. FrancisP.Farquhar'sandMr.

NickClinchinBerkeley,California.Theytreatedmesokindlythatl

willnotbeabletoforgetthemforever.

ThePeruvianAndesExpedition,1961

ByTakaneFujiki

Incelebrationofthe70thanniversaryofKwanseiGakuinUniversityand

ofthe40thK.G.A.C､,we,K.G.A.C.,decidedtoorganize thePeruvianAndes

Expedition・ThereasonwhywechosethePeruvianAndesisthatthreemembers

ofourclubtookpart intheJapanesePeruvianAndesExpeditioninl959and

foundunexploredregionC:Ccoylloritti''.

Ourmembersareasfollows:

Leader DaizenKawamura(44)

Sub-leader TakaneFujiki (34)

Member lchizoMisawa(30)

: SotojiTanaka(26)
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: HidehiroMinamii (25)

: HiromitsuNagai (25)

: AkiraNomura(24)

YoshihikoOgawa(21)凸

舎

: SukenariYokoyama(21)

: ItaruNishimura(28)

OnApril2, sevenofus leftYokohamabythe･CCuba-Maru'' ownedbythe

Kawn9al<iKisenK.K.andlandedonCallaoonMayl8・Ontheotherhand,our

leaderandsub-leaderhadalreadyreachedLimabyaironMay5.

Inorder toascendHuascaran, we departedfromLimaby taxi with

Nishimura,whohadjoinedwithusatLima.

MtZy26.Wegot intoMushovillage(3200m)byatruck, andspentthefirst

night intentsinAndes.

MZZy29.WeestablishedourBaseCampat 4200m.Uptothere, allofour

packageswerecarriedbytwenty-sixdonkeys.

M上Zy31.WeestablishedCampl(5300m)onaglacier,westsideofHuas-

caran.Thereweresomanynarrowbut longcrevassesnear thefoot of the

glacierthatwewereforcedto try to searchasafetyroutefor carryingof

foodsandequipments・AtCampl,propanegasrangesworkedingoodcondition

aswellas intheBaseCamp.

〃"e4.WesetupCamp2(5800m) inthemiddleofprecipitous ice-fall.As

itwas impossibletotakearouteinthecenterofthe ice-fall,wehadtotakea

traverseroutefromunderpartofthemainpeak.

〃"e9.At6a.m.,FujikiandNishimurastarted toattacktheNorthPeak

fromCamp2.BywayoftheCol :cGarganda'' theycouldcomeuptotheNorth

PeakofHuascaranat4.25p．m．

"宛ell.Sofar,weretreatedfromattackthree times owing tonot only

failureofacclimatizationbut alsoheavymists comingfromAmazonarea, at

last,thelastchancetoattackthemainpeakcame.At5a.m.TanakaandOgawa

leftCamp2,andat2．20p.m.theycouldmakeanascent of themainpeakof

Huascaran, thehighestofthePeruvianAndes.

〃"e14.WecamebacktoMusho,wherewasthevillagewe left onMay

29．

""e20～23．WeleftLimabyatruck, twobuses,andreachedCuzcoon

June23～25.Atthisplace,wehappenedtomeetandtalkwiththeSpanishExp.

party,andfoundthattheyhadalreadymadetheexpeditionofCcoyllorittiarea
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andmanVfrStaSCentS.
〃

ん"e28.WewenttoMarhuayani(4100m)byatruck,atwherewecamped.

JizZyl・WeestablishedourBaseCamp(4650m)intheCcoylloritti valley.

』"Iy4・Afterdecidingthetwoappropriateroutes,westartedtoclimbCcoy-

lloritti fromthere,oneparty(Minamii,Nagai andNomura) triedtoapproach

fromalongice-ridge,andanother party (MisaWalNishimuraandYokoyama)

didfromadirectroute・Mr.Victorjoinedusasapolice-escortofusfromCuz-

CO．

"Zy6.Fujiki,Tanaka,Ogawa'spartydidit too. All of us succeededin

ascendingCcoylloritti, thatwasthemainobjectofourparty.Fromthetopof

it,wecouldtakeaviewofAyacachi(N),Corquepunco(N.E),Cayangate(S.

E.S),Ausangate(S),andotherpeaksof theVilcanota-group.Therest ofus

setupanadvancecamp(5000m) inCorquepuncovalleycrossinga long ice

ridgeofCcoylloritti.

JizZy7・MisawaandMinamiiascendedCorquepunco(5600m)andAyacachi

4(5550m).AccordingtoZheA""eJb"7-"@zZNov.,1955, theheightofCorque-

puncowasrecorded6020m,butouraltimeterindicateditas5600m.

〃砂9.Tanaka,NomuraandOgawagottothreepeaks:Ayacachil(5600

m),Ayacachi2(5450m),andAyacachi3(5500m).Aboveall,Ayacachil,first

ascentbyourparty.

〃JylO.Wecarriedatransitcompassacross our shoulder byturns and,

fromthetopofCcoylloritti,tookphotostodrawmapsofitsvicinity.

〃砂12.WebrokeupourBaseCampandgotdowntoMarhuayani.

"〃16_WeleftforCayangatewithMr. Victor.Ontheotherhand,Ka-

wamuraandNagaiturnedbacktoCuzcotoinvestigate:CInca''.

J"lyl7・WesetupBaseCamp(5000m)besidePichita.cochawhichliesin

avalleybetweenCayangateandHuayna-Ausangate.

JMy21.AdvanceCamp (5300m)wasestablishedonamorainebetween

CayangateandJatunhuma.

〃bﾉ26.Despitetwicefailuresofattack,NomuraandOgawasucceededin

thefirstascentofCayangate2(5931m).TheystartedfromadvancecamponJuly

25at6.45a.m．, bivouackedinthatnightonaglacierandonthefollowingday

12.40p.m.theyclimbedupavirginpeak@｡Cayangate2''.

Jtlly27・TanakaandYokoyamastartedfromAdvanceCampat7.00a､m.and

madethefirstascentofCayangate3(5969m)at3.10p.m． Itwasverydangerous

totakearouteontheglacierwhichhadbeenHowingdownfromPeak2and

(10)



Peak3, becauseof its steepness, numerous crevassesandbreakingdownof

hugeiceblocks.

JijZy30. Fujiki,Misawa,MinamiiandMr.Victorclimbedanunnamedvirgin

icepeak(5885m) justN.E.N. sideofCayangate l.Wenamedit @<Picode
Victor''afterMr.Victor.

A"9． 5．WecamebacktoCuzcoafter finishingallofourclimbingschedu-

les.

Itcomestotheconclusionthatthemainfactorsofoursuccessareasfollows:

(1) Inthatseason,goodweatherfavoredus intheAndes.

(2)Wecouldcooktastyfoodswithpropanegasanditsavedus timeand

energy。

(3) Fortunately,wecouldtakeJapanese-stylefoodsat everymealswhich

weusedtohavehadinJapan.

(4)Wecouldkeepincontactwitheachotherbyfourhandy-talkies.But it

goeswithoutsayingthatwedidnotignore,allthetime, thesignificance

of cdteam-work''.

Besides,wemust add thedifferencebetweentheJapaneseAlps andthe

Andes,thatis; 1) extremesoftemperature innightandday. 2) glacier,

hardice,nieve.penitenteandnumeroushidden-crevasses. 3) steepnessofmoun-

tainitself. 4) highaltimdeandsoon.

Atanyrate,wecan'tforgetthatoursuccesswas doneunder theauspices

ofthepartyconcerned.

Peak29, 1961

ByGImjiShinoda

OurPeak29Expedition inthe springof l961 failedto reach thesummit

owingtounfriendlyconditionsofthemountain.

ThereasonofwhyPeak29(7835m)wasaimedisthat it liesbetweenMa-

nasluandHimalchuli,boththescenesofthegreatJapaneseeHort,andalsoit is

oneofthehighestvirginpeaksintheworld.

Studyingtheinformationsgivenfromtheexpeditionstotheadjacentpeaks,

wereachedaconclusionthattherefoundnopossibleroutetothesummit ifwe
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approachthemountainfromtheeast,orBuri.Gandaki,but fromthewest,or

Marsyandi,wehadnopositivedatatodenytofindthehopefulroute.However,
geographically, theareaaroundthemountainwas entirelyblanktous before
weclimbedupthere.

Afteraformidablebusinessofpreparations, theadvancepartyset sail for

CalcuttafromKobeonl7thFebruary.Themainpartydepartedbyaironllth
March, butarrivedwell inadvance.

Thememberswere:Prof.GunjiShinodaaged56, leader;SenyaSumiyoshi

aged34, deputyleader;ShojiBitoaged32, doctor;MitsujiYamamotoaged30;

MotooNishikawaaged27;YoshioKanekiyoaged23;NobukiYamamotoaged
23andTakakuniKoakimotoaged53, cameraman.

Ourmountainousbaggagesweretransported fromCalcuttatoBhairawaby
lorrieS, andBhairawatoPokharabyair･Four ofus travelledwiththesepack-
agestowatchoverthetransferenceofthem.Meanwhile, themainpartyHewto

PokharaviaKathmandu, andmadearendezvous. Sirdar,Ajeeba, andother
Sherpasalreadyarrivedthere.

On4thAprilareconnaissancepartystartedfromPokhara.Twodavslater｡

themainpartywithll6cooliesstarted.AtKhudi,alittletownontheMarsvanrli

river,westayedforaboutoneweek, andsent another reconnaissancepartyto
aneHective-lookingridge.Theyreachedover4300metersbutcarnedowninvain.

Meanwhile, theadvancepartywasgoinguptheMusiKholatofindtl'"tnot

aglacierfloweddownfromPeak29 totheMusiKhola, butthemountainap-

pearedutterlyinaccessiblefromthis south-west side. Theglacierseemedtobe

beyondthewestridgeofPeak29.Onl7thApril,theyfoundapassablepass

overtheridge,whoseheightwasabout4900meters.FromthePass thevdis-

coveredspellboundlyagreatglacierfallingdownfromthe innerSanctuaryof

ManasluandPeak29withGreat lcefall,Howing to thewest, turning to the
north,andtherewasalargelakeattheend.

Themainpartybegantomoveagainat this report. Thecoolies didnot

wanttogofartherfromakhalkaof4000meters inheight,andalso impossible

forcooliestocarrythebaggageacrossthePassontheirbarefoot, thebaggages

weighingthreetonswerecarriedbyclimbersandSherpas,andsomevolunteered
cooliesthereafter.

ThebasecampwasestablishedonthelastdayofApril ontheleftbankof

theglacierabout7000metersbelowthePass.Thesitewasnotaidealone、but

ithadtheadvantageofbeingnear tothe footofthegreat icefall・Wehadto

（12）



findawayinthegreaticefall,fortheotherpartofthemountainwasprotected

bysheerprecipicesofbrownrockandblueice.

Weengagedinreconnaissanceofthegreat icefall underconsiderablediffi-
culties.Daybyday, the frequencyof iceavalancheHowingover theglacier

increased,andtheglacieritselfbegantobreaktofall.Werealized that tosur-
mounttheicefall inthisseasonwastooperilousandwouldbesuicidal.

Justatthismoment, amortal troublehappenedatthebasecamp・ Onl4th

Mav,theleaderProf.Shinodasuddenlyvomitedmuchblood.OurdoctorBito

camedownonthenextday,diagnosedhimasgastriculcer.Helaydown,very

feebleandseverewithanaemia. The immediateconcernwashim・Wecould

onlygiveuptoclimbhigher, andthen, upto29thMay,wewereengagedto

reconnoitreandsurveythemountainfromeverypossibledirections,andgotmany

imDormntdata.
坐

Abouttwoweeksthereafter,fortunately,theleaderrecoveredastobecarried

downthemountain.

Meanwhile,wesent aparty togodownthevalley.Thevalleywas very

deepandbeautiful,decreasingtheheight,Iovelyrhododendronblossomsgraduated

fromwhitetopink, andintoscarlet. The secondday, they founda trail in

thevalley; andonthethirdday, theycouldmeetagaintheMarsyandi riverat

thevillagecalledNaje.TheylearnedthevalleywascalledDonaKhola.

On30thMay,themountainstoodbehindus,asweleaved thebasecamp

SiteforNaje.Onthereturning tripwehadno troubles,andcamebackto

PokharaonllthJune.

LangtangLirung, 1961

ByKoichiroHirotani

Inthe40thanniversaryofthe foundingofOsakaCityUniversityAlpine

Club,anexpeditionwas organizedforclimbingLangtangLirung(7,245m),the

mainpeakoftheLangtangHimal,andreconnaissanceoftheTungaGlacier.

Leader:KaichiMorimoto(age41)

Sub-leader:KoichiroHirotani (age28,medicaldoctor)

Member:KenjiOshima(age26)
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IsamuFujimoto(age25)

TetsuyaKondo(" 24)

AkiraBan(" 21)

LiaisonoHicer:ShreeKrishnaAmatya(age27)

TheSherpasemployedwereGyaltsenNorbu(Sirdar),LhakpaTsering,Pa
Norbu,AngDawa4andMingmaTsering.

Onl7thofFebruary,wesailedfromKobewiththeluggagesof3tons,and
couldleaveKathmanduon30thofMarchwithoutanydi伍culttroubles.

Afteraninedayscaravan, thebasecamp (4,000m)waspitchedonthe

LirungGlacieron8thofApril,andwebegantoreconnoiterthewesternside

andsouthernridgeofLangtangLirung, andcametotheconclusionthat itwas

impossibileforustoclimbLangtangLirungfromboth thewesternsideanrl

southernridge.

WethereforedecidedtotaketheroutealongtheLirungGlaciertotheridge
of6,400metershigh.

Onl3thofApril:Campl(4,200m)wasestablished.

Onl6thofApril :CampH(5,070m)waspitched.

(BetweenCamplandn,therewasabigandsteepice-fall)

On21stofApril:Campm(5,600m)waslocatedon the south-east edge
ofabigsnow-field.

Fromcampm,wehadtogoroundalongthesteepwall sideofKymshun
tothisfield.

Next,ourtwomemberssucceededtoreachtheeasternridge(6,450m)and

foundthesuitablesiteofCampW, thatwas expected tobe theattackcamp.

Finishing thepreparative stageasabove, allmembers gathered thebasecamp
andscheduledtoatattackafter takingtherestfor3days.

But, owingtotheunexpectedbadweather,wewere compelled tostayat
thebasecampfor2weeks.

On8thofMay, as theweather improved,weagain left thebasecamp,
beginningtoexecutethefinalattackplan_

OnlOthofMay, all our6membersand5Sherpas reachedCampmon

thesnow-field.At4:45a.m. ofllthMay, withstrongblast, blockavalanche

rushedonandourthreetents inwhichallmembersweresleeping,wereblown

offbyit.Thatwasduetothecollapseof GGicebuilding'' around theedgeof

theridge, slidingdownoverthebigsnow-field.

Unfortunately,GyaltsenNorbuwasfounddead, andtheleader,KaichiMo-

（14）



rimoto,andKenjiOShimawerelost.Withonlyoneandhalf cramponandfour
ice-axes, dugfromdebris,wecouldscarcelysearchformissingmembersbe-
causeofhardiceblock.WeburiedGyaltsenNorbutothebottomofacrevasse,

prayingsilentlyforthreepersons,andcamedowntoCampH.
Onl2thofMay:Returnedthebasecamp.

On24thofMay:ReachedKathmandu.

Theaboveisthebriefrecordofour expeditiontoLangtangLirungl961,

inwhichweexperiencedthe6rstaccidentamongallJapaneseHimalayanexpe-
ditionS.

Forevermaythe souls ofKaichiMorimotojKenjiOshimaandGyaltsen
Norburestand sleepinpeaceinthe crevasseof5,600metershighat the

LirungGlacier.

JugalHimal, 1961

ByTokujiroKajimoto

The secondattemptof LongpoGang(theBigWhitePeak,7083m), the

highestmountainintheJugalHimal,wasmadebyAllJapanMountaineering
AsSociationinthespringofl961.Thefirstattempt inl960wasfailedtoreach
thes,,mmitduetothebadweather,buttheyclimbedanunnamed6800m-peak

locatedinjustfrontofLongpoGangandchristenedit $CMadiya Peak''. (See
J.J.A.C.Vol、 56,1961)

ThemembersofoursecondexpeditionhavebeenselectedamongtheTokyo

andOsakabranchesoftheAssociation.Ourteamattackedthetopofthismoun-

tainbV excellentmemberswith suHicient equipments andprovisions, and

reachedattheheightofabout 7050m(only33minheightandabout200min

distancefromthetop)6However,wewereobligedtogobackduetobadwea-

theralso,becausethemonsoonhadcomeearlytotheJugalandLangtangarea.

Summaryofourexpeditionasfollows :

1.Members

TokujiroKajimoto (39ofage)Leader ofAllJapanHimalayanExpedition
(A.J.H.E. 1961), MitsuruNakano(35)Vice-1eader, TetsuyaNomura(33)
Vice-leader,NobuoAkayama(32),HiroharuBamba(31),JyuntaroKoizumi
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(30), TakayasuYamada(30), KeijiHamada(28), TadashiMorita(26),
YoshitoTsukazaki(29), Tetsutaro Shigeno(27),MasahideNozawa(35)
Photographer,MakotoTakagi (34)Cameraman.

2．LiaisonO伍cer:PreKumarShresta(24).

3． Sherpas:PasangPhutarl(48)Sirdar,Sherpasl2,LocalPorters6.
4.Records

Februaryl7DepartedfromJapan.

March l4AllmembersarrivedinCalcutta.

15AdvancedpartyarrivedinKathmandu.

April 5DepartedfromKathmanduforJugalHimal.

15ArrivedatBompaselandestablishedBaseCamp(4200m).

17 SettledCamplonPhurbiChyachumbuGlacier(4400m).
19 SetupofCamp2(4900m).

24 SetupofCamp3(5400m).

27 SetupofCamp4(5800m).

30 SetupofCamp5(6100m).

May l-9ReconnoitredandtracedtheroutefromCamp5toCamp6.
10 SetupofCamp6(6700m).

12 3members(Akayama,KoizumiandMorita)attackedthetopof
LongpoGang, but becauseofbadweather theycompelledto

bivouacinasnowholewithouttentatabout6990minheight.

13 3memberswhopassedthenight, attackedagainthe top, but
theroutewas entirelycoveredwithhardiceandfurthermore

theweatherbecameworse, sotheygaveuptogofurtherand

retiredfromthepointabout7050minheight.Onthewayback,〃

theyagainbivouckedanothernight inthesamesnowhole.

14Becauseofbadweatherandshortageoffood, theycouldnot

stayinthehighaltitudecamps.SotheywentdowntoCamp4

andreportedtheleader,whodecidedtogiveupanotherattempt
consideringallcircumstances.

20AIlmembersandSherpaswithdrewtoBaseCamp.
24DepartedfromBaseCamp.

June 2ArrivedinKathmandu.

Furthermore,duringourscalingthemainpeakofJugalHimal,someofour
membersclimbedothertwominorpeaks.

1)OnMayll,Kajimoto,Bambaand4SherpasclimbedGyaltzenPeak(6705m),
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whichwasalreadyclimbedbyaBritishpartyin1955.

2)OnMayl3,Nomura,Yamadaand2Sherpaswentalong theLadiesG1acier

andclimbedanunnamedpeakwhichsituatedontheborderridgebetween

LadiesPeak(6000m)andPhurbiChyachu(6440m).Wenamedit $GGumasi

Peak'' anditsheightisabout6100mabovethesealevel.

(Note)LongpoGangwasascendedbythethirdexpeditionofA.J､M.A. inMay,

1962. Itsrecordwillbeshownonthenextvolume・一Ed．

Mt.McKinley, 1960

ByTakeichiKatano

Commemoratingthe80thanniversaryofthe foundingofMeijiUniversity,

theAlaskanAreaCombinedAcademicResearchTeamwasorganized inl960.

And,asapartofitsgeographical research, amountaineeringgroupwiththe

purposeofclimbingMt.McKinleyandinvestigatingitsglacierswasaddedtoit.

TheMountaineeringGroupof l3-manconsistedofTakeichiKatano (52),

the leader;TsuneoKanazawa(29); SusumuTakahashi (29);YoshihiroFujita

(27);MasatoHigashi(24);KojiKobayashi(22);KiyoshiMimuro(21);Masatake

Dohi (21);KozoKaji (32), technicalo缶cerforgeographicalresearchinMinistry

ofConstructiOnandmembersofPublicitycircleincludingEijiKatayanagi (31),

KinjiroSuzuki (36)oftheYomiuriNewsPaper; TadahikoMatsuda(33) of

theToeiFilmCo.,Ltd. ;ShinTakagi (32)oftheNihonN.T.V.

WeaskedDr.BradfordWashburn, theMuseumofScienceinBostonfor

concreteinstructions of themountaineering.Availingofanaircraft, ourparty

arrivedattheupperpartoftheKahiltnaGlacieranddesidedtoclimbtheWest

Buttress.

OnApril5,1960,thepartyarrivedatAnchorageandatTalkeema,where

Mr・DonSheldon、anativepilottransportedforusbyairabout twotonsof

fittingsandprovisionsrequiredforourl3-memberpartyfortwomonthsthere-

after・OnApril9, thebasecampwasestablishedattheheightof2400monlhe

KahilmaGlacierandthenCamplontheKahilmaPass (3120m).Noadvance

was、however，madethereafterforl7daysduetosnowstorm・ OnApril25,we

pitchedCampl(3900m)ontheWindyCornerandonMay3,Campmon

theWestButtress (4550m).OnMay5,apartyheadedbySusumuTakahashi
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sentforthepurposeofreconnoiteringthe route to thesummit ofMcKinley,

extendedtheirrecnnnaisRHT'cetorea(Thasfarasthes,,mmitofSouthPeakzm,l

remrned the camp inthemidnight・OnMay9,wepitchedCampWatthe

heightof5150mdirectlybelowtheDenaliPassandallmembersoccupiedit.

OnMayl2,CampVwasestablishedontheDenaliPass(5450m)．OnMay

13,S.Takahashi andKojiKobayashiwent out for thereconnaissanceofa

climbingrouteforNorthPeakandevenmallyreachedthesummitat7p.m. On

Mayl4, theyfurthermoresucceededinthesecondclimbingofSouthPeak, on

thetopofwhichtheystretchedatentfortwoandstayedovernightunderlhe

tentandonMayl5, theycamedowntoCampmandnextdayallmembers

returnedtoCamplandtoTalkeemaonMay20.

Beforestartingfortheclimbing,Dr.B.Washburnhadaskedustoreinforce

abamboopo]eerectedbyhiminl957onthe topofSouthPeak.So・we

reinforcedit,whichwefoundleaningtowardthenorthalittle, usingaspecial

tapegivenbyhim.

ClimbingtheSouth-WestRidge

ofMt.McKinley

ByTakamasaYoshizaka

恥"℃α"c〃o〃

TheSouth-WestRidgeofMt．McKinleywasconqueredby4men-Kito,

Teratani、 ImamuraandKikushima-onl4thandl5thofMay, 1960. This

partywascomposedof6old.timers ofWasedaUniversityAlpineClub.They

areTakamasaYoshizaka(Leader),MantaroKito(Treasurerandalsoincharge

ofgeneralaffairs),MasayasuTeratani (Recorderandalso inchargeofuten-

sils),Shunsuke lmamura (Cameraman),YoshihikoKikushima (inchargeof

food),andAkiraYamamoto(Carrier).

nffwl
シ

WetookanairplanefromthetownofTalkeetna inAlaska, which is the

entrancetoMt.McKinley, totheglaciersandfromthere,webeganourclimb-

ing. This glaciers, the landingplace, isabout 8,000ft. highabove the sea

level.
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MZZy2

Wemovedtotheplaceofll,000ft・ hightomakeaBaseCamp, andwe

madeitperfectly.

MZMy3-6

Twiceinaday, earlyinthemorningandintheevening,wecarriedbun-

dlestomakeacamp,becauseinthedaytime, thesunbeamontheglacierswas

tooexhaustingforourbodies.

TheplaceoftheCamplwasonthe :<WindyCorner.''

M"ﾉ7－9

WespentalldaytomakeuptheCamp2.ThisCamp2wasonthetableland

whichisaboutlkm. southofthejunctionoftheWestRidge,anditbecamean

advancecampoftheSouth-WestRidgeattackparty､

M上ZylO

Nowwebeganattacking.Kito,ImamuraandYamamototriedtomakeitbut

hadtoreturnonhalfwaybecauseofthewind, justasthedaybeforeyesterday.

MtZyll

Yoshizaka,Teratani,KikushimaandYamamotospentthenightattheCamp

1,WhileKitoandlmamuraattheCamp2.

MtIyl2

Yoshizaka, theleaderandYamamotoweredecidedtosupportfromtheWest

Ridge,sowetwobroughtupourtent totheshoulderoftheWestRidge.Tera-

taniandKikushimawentuptotheCamp2. ImamuraandKitowentout toat-

tackfromtheCamp2buttheyhadtoreturnfromtheheightofl7,000ft.

MtZyl3

YoshizakaandYamamotowenttonear the topfromthe shoulder of the

WestRidgeforsupporting.TerataniandKikushimawentupashighasl6,000

ft.andreturned.

MZZyl4

Kito、 Imamura,TerataniandKikushimawentout forattacking fromthe

Camp2,andbivouackedontheSouth-WestRidge・ Supportingtwo,Yoshizaka

andYamamotospent thenightnear thetopandall returnedtotheCamp2in

themorning.

Mtmyl5

AfterKito, Imamura, TerataniandKikushimaclimbeduptheSouth-West

Ridge,theycamebacktotheCamp2throughtherouteofWestRidge.

MZwl6
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WestrucktheCamp2andallgatheredat theCampl.

八血yl7

AllcamedowntotheBaseCamptogether.Herewehadasmallpartywith

theguestsoftheMeijiUniversityExpeditionfromJapan.

MZlyl8-19

Wecouldn'tmoveaninchbecauseofaheavysnowstorm.

JMfzv20
－

AsweheardthenewsoftheSeatlepartyfromtheStateshavingmetan

accident,weclimbedagainto thehalfwayguiding therescue squad・After

comingbacktotheBaseCamp,wewentbacktoourbaseofclimbing,thetown

ofTalkeetnabyair.

α"cI"s""

Ourclimbingreport isas ldecribedabove.

Whenwetriedclimbing,therewere3otherpartiesbesidesus, theMeiji

UniversitypartyfromJapan,AnchoragepartyofAlaskaandSeatlepartyfrom

theStates, andfortunately(thankheaven)2partiesfromJapancouldmakeout

theclimbing.

WestKarakoram, 1961

BySumoShima

Insummerl961,we,SumioShimaandMasamiTakeuchi stayinginthe

universityofthePanjabas theforeignresearchers,wereplanningonreconnoi-

tringtheBaturariverinwestKarakoram.

Ourplan,however,wasrejectedbythegovernmentofPakistanonaccount

ofnationaldeffenceaHairs.Wedecidedunavoidablytochangeour scheduleto

thereconnaissanceinsouthernareaoftheBaturagroup.

OnSeptember7th,weleftGilgit toChaltwithtwostudents oftheuniver-

sityofPanjabwhoaccompaniedwithusasthecombinatedparty.

InChalt, sixteenporterswereemployedfor theorganizationofcaravan. It

setoffonthenextmorningandwentupinto thevalleyofBolaDas.Ourpur-

posewasplacedonreconnoitringmanyglaciersand investigatingwayof lives

ofshepherds livedinthesethreevalleiescalledDaintar,KukuarandBaltar.

（20）



AftertwodaysofjourneyfrOmChalt,wearrivedatDaintarvillage． Spen-

dingfewdays for observing theconditions ofvillagersand their farmings,

weleftfor theDaintarglacierwiththirteenporters.Thisglacierwas relatively

small・ Frombase camp, itwaspossibletogettheDaintarcol, about 5,000m

high,bythreedays,whichreachedat theeasternridgeofSatoMaru(6,293m)

andSwatMarao(6,300m).

BySeptember l6th, removal of ourbasecamp tonext destination, the

Baltarglacierwasmade.Onfifthdayofmarchinbarrenvalebottom,thetongue

ofBaltarglacierappearedinoursightoverthevastpiledmoraineplateau.

Atthepointoftheheightof4,000m,prettysmallgrassyplainwas there.

Baturapeaksrosetotheskyandfrequentlyfrightenedourbasecampwithinter-

mittentroarofhugeavalanches.

Thenextday， thetrial-climbingat thepeaknamedTeigni （7,200m？）， led

thesnowridgeupwardthepeakofBatura fromsouth-west side,was carried

Out・WebuiltCamplatthesiteof4,000mhighwherealotoficyterrace

piledupontheTeigniglacier.

Thenextmiddayourprogresswassuddenlyinterceptedwithoutgettingthe

heightof4,500m・Largebottomlesscrevasseswerethere1Thesehugeobstacles

hadspoiledallourplansandmadeusretreattobasecamp.

･cThistimetheconditionsofglacierweregettingworst''.

Allofuscouldnotbutagreewiththishopelessopinion.

Fortwodaysofstayingourbasecamp, thebrilliantsunlightandcalmvale

madeuscheerfulwithsedatepromenadeontheglacier.

Thenextdestination1 ThatwasontheKukuarglacier.

Weissued<Cmobilizationorder'' toshepherdslivednearbyourbasecamp

fororganizationofcaravan.

Thethirdbasecamp, twodaysmarchapart,was establishedatthesiteof

3,500mhighclosedtothejunctionoftheKukuarandSatoMaruglaciers.

Reconnoitringtheeasternsideof theKukuarglaciercontinuedtothefoot

ofBariDorkush(6,780m),SaniDorkush(6,872m)etc.

September25th,wemadeaprogresstothemountaincalledKutiDorkush

(6,000m)situatedinfrontofourbasecamp.

Atthattimewehadtwopurposes.Oneof themwasjustclimbingupthe

summitofthismoutain, theotherinsurveyingtheoppositevalleies,Baturaand

KampireDior,was.
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Camplestablishedontheheightof4,500m,CampH,atastretch,on

5,000m,wheretheridgeofupperglacierfell intolower.Onthethirddaysince
wedepartedfrombasecamp, thetrial toattackthesummitbrokeoutwithsun-

rise.Theconditionsofglacierweregettingoutofhand. Inupperglacier,5,700

minheight,weshouldhavespentonenight intheshallowcrevasse,becausethe

hugeicefall,aboutlOOmhigh,hadthrownpertinaciouslyobstaclesinourway.
Thenextmorningafterthebitterbivouac,itwascoveredwithdeepgloomy

fog.Wealmostdidnotbringwithanyfoodsandclothes.Forecastofthreatening

weathermadeusgiveuptheideaofclimbingthemainsummit・Timefliedfor

hesitation.

Wethenattackedtheothersnowpeak, that istobesaidtheforepeak, and

stoodonthetopofit.Thealtimetershowedtheheightof5,800m.

OnthereturningwaytoGilgit,wevisitedBaltit,thecapitalofHunzaState

andspentjoyfulfourdaysbysurveying thelifeofthepeopleandmeetingthe
MirofHun安角一

This lightexpeditionwasnotexpectedtobringagreatfruit inthefieldof

moutainclimbing・Thiswould,we suppose, result in insu伍cient equipageand

foods,besidesweakparty.

Onthecontrary, thewanderingaboutvast rangeinBolaDasvalleywas

carriedouttotheextentofourfull satisfaction, inorderofthelightequipage.

Anditwasconvenientforustoobserve theconditions ofvillagersandcollect

variousdataofagricultureandglaciers.
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ヒマラヤ登山年譜 (続・補遺）

(1954～1955）

田中栄蔵・馬場勝嘉共編

凡 例

1.本年譜は『山岳』第49年に発表した「戦後のヒマラヤ登筆年譜」の補遺を行い，その後1954

～1955年までの各遠征を収録したつもりであるが，調査不十分のところもあり，洩れているも

のは御教示を乞う。

2．配列と記載の順序＝年代，遠征期間，隊長名（隊名)，地域と目標の山岳の登肇・探査範囲，到

達地点，人名，月日，文献抄を附した。

3．文献のうち定期刊行物は下記の略号を用いた（カッコ内は発行山岳会名)。

AAJ=AmericanAlpineJournal(AAC)

AJ=AlpineJournal(AC)

Alpen=DieAlpen,LesAIpes． (CAS)

GHM=GroupedeHauteMontagne.

BW=MW=BergederWeltorTheMountainWorld.(SSAF)

DAVJ=JahrbuchdesDeutschenAlpenverein(DAV)

GJ=GeographicalJournal(R.G.S.)

HJ=HimalayanJournal.(HC)

J=JOurnal(SwissFoundationforAlpineResearch)

KurzCH=MarcelKurz;Chroniquehimalayenne,1959．SSAF・

MA=MontagneetAlpinisme(CAF)

RM=RivistaMensile(CAI)

1954

3～6． SirEdmundHillary

(NewZealandH-

Exp.)

Nepal.Arun河に入り途中でChoyang, Iswa,Barun

渓谷の3隊に分れて測量，探査をしながら測り,Barun渓

谷に集合．再び分散して探査.Malrnl''へは，同名の氷河

を登りMakalulとⅡを結ぶ北西稜上のコルを目指した

が，隊員MacFarlaneを救助するときうけた肋骨の傷が

悪化したHillaryを下山さすため中止した. Baruntse

(7,181m)はPlateal'氷河から5月30BG.Harrowと

C.Toddが初登頂. 6月1日G.LoweとW.Beaven
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が第2登． このほかPethangtse(6,730m),NauLekh

(6,529m)など6,000m以上の峯19座に登頂した．

HillaryandLowe:EastofEverest,AJ=291. 227-

238,MW=1955.97-110,NZAJ=1955,5-53,GJ=121

-2. 129-135．

Nepal.BuriGandaki河を湖りManasluを目指したが，

Samn部落民の登山阻止にあい， 目標をGaneshHimal

に変更,ToloGompa氷河からGaneshの北面を試登し，

Lampuとの主稜6,350mに達した．帰路ChhulingKhola

からRimalfhuliを偵察し,RupinaLa(4,734m)を越す．

日本山岳会編：マナスル1954-6,山岳＝第50年42

-63,MW=1955. 129-132.

Nepal.MayandiKholaに入りDhaulagiriを目指す．

北面に挑ゑ<Pear>上端にダイナマイトをかけ，頂稜直

下7,500mにC7を設け，北西面を登り主稜（西稜）か

ら頂上直下170mに達した． イパニエスはカトマンズで

凍傷死した．

Magnani,A.E.,:ArgentinosalHimalaya．An''aT･io

delClubAndinoBarilocheNo.23.MW=1955 122-

124．

Nepal.デイリー・メイル紙のイェテイ（雪男）探検隊と

して，エヴェレスト西面-Khumbu地方を探査し,Kang

Cho(6,100m) (第2登）などに登頂した．

R・Izzard:TheAbominableSnowmanAdventure,C.

Stoner:TheSherpaandtheSnowman.

Nepal.Arun河からRm･1'n渓谷に入り,Makalu北西

稜を偵察後，南東稜を攻撃したが悪天候のため一旦BCに

戻り，再登したが約7,200mに達し，嵐と新雪のため引

返した．

AAJ=9-2.7-24,HJ=19.57-67.

Nepal.Kangchenjunga南西面偵察行.Yalung氷河に

入りTalungsaddleへの試登などを行い, TalungPeak

を北面から試敦， この時にKangchenjungaのgreat

ice-shelfに取付くルートを発見した．

J.Tucker:Kanchenjunga,AJ=289.428-431,HJ=

19． 18－32．

3～6．堀田弥一

(J.H.E.)

3～6．F.G・ Ibahez

(Argentine)

3～6．Ralphlzzard

(DailyMailAbo-

mfn"bleSnowman

Exp.)

3～6．Dr.W.Siri

(America)

4～6.JohnKempe

(Britain)
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Nepal・DarondiKholaに入りRa''rllin峯の南稜を試登

したが断念. RupinaLaを越して北面に出てChhuling

Kholaに入り, Baudha峯の東面を試登したが再び断念．

ルピナ・ラで堀田隊と逢う．

S・Styles :TheMoatedMountain.

Nepal-West.Kali河を越して東進し,Seti河から支流の

GhatKholaに入り, Saipal氷河に基地をおく．左岸の

5,450m峯と右岸の5,850m峯に登頂後東面に廻る．

Saipalの東稜の下のコルに達したが登筆の可能性なく基

地に戻る．ついでFirnkopf氷河からその主稜に登り，そ

の前峯(6,500m)に達した．

RudolfJonas:Ho,Pasang1

Nepal-West.Chamlia渓谷を測りApi南面を偵察後，

RaplaからKali河をへてApi渓谷に入り，西Api氷

河をつめ， 6月15HBarenghiが悪天候をついて単身登

頂後行方不明となる.Bignamiは疲労死．

PieroGhiglione:EroismoeTragediasulMonteApi,

Barenghi,Bignami,RosenKrantz:AllaConquistadel

MonteApi,Alpen=31.169-173,HJ=19.176-179.

Karakorum.H1,n"RのChalt北方のKuIT''zIT･および

Baimr氷河をさぐった後,Batura氷河を精査し，その右

岸のP、 6,885mに登頂した(8月5HD.MeyerとM.

Schliessler). この隊は登華班と科学斑から成立っている．

W. Pillewizer:ZwischenWiisteundGletschereis,

Paffen,Pellewizer,Schneider:ErdkundelO-1.1-33,

MW=1955. 19-33,HJ=19. 120-130.

Garhwal-Tibet.DhauliGanga支流のDunagiriから

Pharchola(4,825m)を東稜から登り, BampaからT｣nma

Surjang(5,139m)を西稜から初登頂(6/13),次いで北

方のBaraHotiを中心としてP.5,350mなどに登る．

6/27～7/16まではチベットに入る. Sutlej左岸を進承

Kailas峯を1周しManagarowar r.z'1rPに達し，右岸を

BaraHotiに戻る．続いて南稜よりSilakang(5,873m)

に第2登.BamlasLaを越してNitiに出た．

AJ=291.257-269,HJ=19. 3-17.

KRrakorum. Baltoro氷河に入り, 5月末からK2
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4～5．ShowellStyles

(Britain)

5～6.Dr.R. Jonas

(Oesterreich)

5～6．P.Ghiglione

(Italia)

5～8．M.Rebitsch

(Deutsch-Oesterrei-

chenH-K-Exp.)

6～7.G.Singh

(India)

I

6～10.ArditoDesio



(Italia) (8,611m)Abruzzi稜に攻撃をかけ, 7-31日C9を出

たA.Compagnoni, L. Laccedelliが初登頂した．登山

班と科学班17名で編成された．

A. Desio:LaconquistadelK2.M. Fantin:K2

SongoVissuto.AJ=290.3-16,HJ=19.82-97,MW=

1955.37-66,GJ=121-3.261-273,RM=74.278-

330．

6～8.A.Tissieres KRTakor''m.ケンブリッジからヨーロッパ大陸を自動車

(C.U.M.C.Exp.) で横断し,Rakaposhiの北西稜のSecordPeakに達し，

続いて南西支稜を忠実に登り,Monk'sHeadの6,340m

に達した．天候悪化と食糧欠乏のため引返えした．

G.Band:RoadtoRakaposhi.AJ=290.48-57,HJ

=19. 109-119,MW=1955. 34-36.

7.PierreVittoz Ladak.YanKangri (6,100m)北稜より,Mashro

(Suisse) West(5,950m)に初登頂．

J=5. 283-284,AIpen=31.272-280.

7～9.R.PIatts,N.Woll- Lahul.Chandra河のSissuNalaBasinに入り，氷河

aston 右岸の5,770m,5,181m,5,331m,左岸のGepang(5,870

(Britain) m)に登頂した．

AJ=290.62-68.

8～9.Dr.Harrington Nepal.Seti河のNiunoKholaに入ったが通過不能の

ゴルジュで本流に引返えし,RakshyaUrai (Byasrikhi

Himal)周辺を探査し， モンスーン中に6,000m峯3座

に登り，植物昆虫などを研究する．

HJ=19. 142-146.

8～11.JeanFranco Nepal-Tibet.Barun渓谷に入り,Makaluの登路を偵

(F-H-Exp.) 察, 10月22BMakalun(7,660m),10月30日Chomo

L6nzo(7815m)に夫々初登頂．なおPethangtseに第2

登し，附近の6,000m峯8座に登頂した．

MA=11955-Feb,4-19,GHM=1955. 2-18,AJ=

292. 13-18,MW=1956-57. 129-130.

9～11.Dr.H.Tichy Nepal.NamcheBazarからNangpaljaを越し, Cho

(Oesterreich) Oyuの西面からこれを攻撃した． C4(7,000m)でジェ

ットストリームをうけて退却． 10月12日JOchlerと

Heubergerは対岸のTirolerK6pH (6,300m)に初登

頂． フランス・スイス隊に合同登山を申入れられたが断
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り，攻撃再開， 10月19BTichy(凍傷中),J6chler,Pas-

angDawaLamaがChoOyu(8,153m)に初登頂した．

H・Tichy:ChoOyu,HJ=19. 131-141, AJ=291.

239-247,MW=1955,81-95,OAVJ=1955.80-102,M

A=2． 42－49．

Nepal.Rolwaling谷からHadengiLaをこしてMen-

lung盆地に入りGauriSanl<RT･に試登したが見込なく

MenlungLa,NangpaLaを越してChoOyuに向う．

Tichy隊のあと10月28日C4から攻撃したが,寒気と

悪天候のため7,700mで引返えす.MmeC.Koganik

女性最高到達記録を樹立した．

LambertetKogan:Recordal'Himalaya.

Karakorum. HiddenPeak目指してRaltoro氷河へ

入ったが， 目標をBroadPeak(8,047m)にかえた．同

峯の西面の1氷河の支稜を登り， 11月6日7,200mに達

した．

K.Herrligkoffer :DeutscheamBroadPeak.

Karakorum.Herrligkoffer隊科学班として, Arandu

からChogoLungma氷河を精査した．

GJ=122-1. 93-96,MW=1956/57. 163-172．

Nepal.DhaulagiriHimalの北面BarbungKholaに

入り, Himalの北，北東，北西から調査し, 6,150m峯

2座に登頂. 11月11BRobertsとAngNimaはPutha

Hiunchuli (7,240m)に初登頂. Kali河にそって下る．

HJ=19.19-108,AJ=291.248-256.

9～11.R. T.nmbert

(Franco-Suisse)

9～11．K.Herrligkoffer

(D-H-Exp.)

9～11．W・Kick

(D-H-Exp.)

9～12. J.0.M.Roberts

(Britain)

1955

2～6．RudolfRott

(Deutsche)

Panjab.前半はネパールを歩き, 4月Malana河を湖り

5月末5,229m峯に登頂, 6月3日今度こそ本当のDeo

Tibba(6,001m)第2登に成功した．

R.Rott:DurchlndienzumHimalaya.

Nepal.BhoteKosiからRolwalingHimalに入り，

Parchamo(6,320m),Pimu(6,349m南東稜より),Sing-

kar(6,291m,ShiptonのTrident)その南の6,260m峰，

Daplipangdigo(6,100m),PanaioToupa(6,660m)等

19座に登り， この地方の地誌を明確にした．

AJ=292. 54-59.

（27）

3～5.AlfredGregory

(M-H-E.）



3～6．Char1esEvans

' (B-H-E.)

Nepal.Yalung渓谷に入りWesternButtressのGreat

Shelfに達し, 5月25日Band,BrOwnがWestColよ

り西山稜を通ってKangchenjunga(8,585m)に初登頂，

翌日Hardie,Streatherが第2登をした．

C.Evans :Kangchenjunga,TheUntroddenPeak.

AJ=291. 207-226,HJ=19. 33-56,MW=1955.102-

123.MA=5.132-141.

Nepal.Barun渓谷に入り，前年のルートを辿りMal<al'1

Colから北西面を登り5月15日Terray,CouzyがMa-

kalul(8,470m)に初登頂． 続く2日間に全員で第2,

第3登をなしとげた．

J.Franco:Makalu,MA=4. 102-124,AJ=292. 13-

28.HJ=19.68-74.MW=1956/57.124-142.

Nepal.BalephiKhola-LangtangKholaに入り, Pu1-

mutangKholaよりJugalHimalのPhurbiChyaChumbu

氷河源頭のGyalgenPeakに5月11日Jackson,Stark,

Gyalgenが初登頂した．

Jackson&Stark;TentsintheClouds.AJ=292.

60-62,HJ=19.75-81.

Nepal.Marsyandi河からMusiKholaに入りRaral-'a

Pokhri T=elrl-!の稜線のMemePoMw･1からRimR1(huli

をねらう．主稜のSnowDome(6,000m)に前進したが．

A.Firminが遭難（途中死亡）で中止した．

AJ=292.38-44.

Karakorum.Shyok川からHushe渓谷に入り,S6rac氷

河よりMasherbrumを南東面より攻撃したが, 7,080m

で引返した．アタックの遅れと悪天候，ポーターの肺炎の

ため．

AJ=292.29-37.

Nepal.Marsyandi河を測り北面よりAnnapurnalV

(7,524m)を5月30日初登頂．続いてKangGuru(7,009

m)など8座に初登頂した． モンスーン中はMustangに

足をのばしTukchaをへて, PokharaからWestl.Lam-

jung(6,200m)に初登頂した．

Steinmetz&Wellenkamp:VierimHimalaya,-:

Nepal.DAVJ=81.87～94.

3～6.JeanFranco

(F-H-E.)

4～5.M.Jackson

(1stW-H-Exp.)

4～5.JohnHoward

(Kenya)

4～7.StanleyConwayご

(N-Z．H・Exp.)

4～11.H・Steinmetz

(D-H-E.)

（28）



Lahoul.ChanJT"河からKulti渓谷に入り, Tragiri

(6,400m),Jori,Tambu,登頂．ShikarBeh(6,200m)の

初登などを行った．

AJ=292.45-53,HJ=19. 147-155.

RinduKush.TirichMir氷河を登り，南面から西稜

をへて， 6月8HIstor-O-Nal (7,389m)に初登頂した．

HJ=19. 156-164.

Nepal.Dhaulagiriを北面から攻撃したが極寒と強風．

ひどい降雪のため7,600mから引返した． ドイツースイ

ス隊でリーダーとチームがしっくりしなかった．

DAVJ=81. 74-79.

Karakorum.ChogoLungma氷河に入り, Spantik

(ShiptonのYengutzHar7,027m)の南稜にとりつき，

7月5BR.Diepen,E.Reinhardt, J.Tietzeが初登頂

した．

DAVJ=81. 68-73,MW=1956/57. 173-190.

カラコラム・ギルギットからフンザ，ナガールをへて，

ヒスパー氷河＝スノーレークービアフォ氷河，アスコーレ

よりバルトロ氷河のコンコルディアに達し，再びアスコー

レよりスコロ・ラをこしてスカルドに出た．

今西錦司：カラコラム，山岳＝50. 1-23．

カラコラム．ギルギットからインダス河ぞいに測りカル

クルからイスタク・ラとガンガ・ラを越して，ブラルド河

ぞいにアスコーレに達し，バルトロ氷河は今西隊と合流

し，再びアスコーレでフンザ隊と別れ， フンザ隊のルート

をフンザ，ギルギットに出た．

藤田和夫・林田重男編：カラコラム（アサヒ写真ブック

30)，山岳＝卵． 24-41．

Garhwal.DhauliGanga渓谷を湖り,Raikhana氷河，

東KRmet氷河を進承西稜より, 7月6BKamet(7,759

m)に第2登する．途中より分れたSinghとDiasはAbi

Gaminに登頂した．

MW=1956/57.143-147.

Nepal.Kangchenjunga登頂後,Tseramで隊と分れ，

シェルパ3人といわゆるHighrouteを通って26日目に

Nam(EheBazarにつく．その後妻とInnukhu,Hongu,Imja
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5～6．A.J.M.Smyth

(RAF.M-A.Exp.)

5～6. J.E.MurphyJr.

(PrincetonM.C.

Exp.)

5～6MartinMeier

(D-SH.E.)

5～9ReinhardtSander

(FrankfurterH.E.)

5～9．今西錦司

（京大カラコラム．

ヒンズークシ学術探

検隊・フンザ隊）

5～9．藤田和夫

（同上インダス隊）

6～7.Maj.N.D. Jayal

(H.M.I. &B.S

Exp.)

6～10．NoTmanHardie

(N.Zealand)



などをさぐった．

N.Hardie; InHighestNepal・HJ=20.87-93.

T.ah,,l.Chandra渓谷からK']nzumLaを越しSouth

KunzamPPRIrに登頂後, ChandraTal湖に出てSamT'n-

darTapuにBCをおき， この氷河流域を探査測量をす

る. Tapugiri (5,791m)に登頂後, 8月5BCandiKi

Shigri (Silver氷河）右岸のTaraPahar(6,227m)に

西稜から登頂す．帰途は北にまわりRohtangPassに出

た．

AJ=293.279-295.

Panjab.Chandra渓谷からKunz'1mLaを越して，

Spiti渓谷に入り,Taktsi-Karcha分水嶺上の5,639m峯

に初登した後,Gyundi渓谷を探査し， さらに南にまわっ

て5,944m峯, 6,011m峯に初登， ついでShillaの高

度を確かめるためにGuanNeldaに登った．

AJ=293. 296-309,HJ=20.78-86.

Nepal.Lhotse目指してKhi'mbu氷河よりWestern

Cwmに入り, 9月末と10月15日アタックした．後者で

E.Sennは東Lhotse氷河上部の8,100mに達した．そ

の後アメリカ人はEverestの南部をさぐり, DudhKosi

奥のLangcha (6,400m)などに登頂. SennはPemba

とLhoLaに南から初めて登った．

DAVJ=81. 80-86,AIpen=32-4.86-104,AJ=295.

171-173,AAJ=10.7-20.

Nepal.ChilimeKholaを測って, Sangje氷河に入り，

東南面から10月24BE.Gauchat (帰途墜落死), C.

Kogan,LambertがGaneshHimql主峯(7,406m)に初

登頂した．

Alpen=32-4. 104-112.

Nepal.マナスル先遣隊としてブリ ・ガンダキを湖りサ

マをへて，ナイケ・コルから氷澤を偵察．帰途ラルキヤ峠

の北方チョウ・ダナからマナスルのプラトーを偵察，マル

シャンディを下る．

日本山岳会編：マナスル 1954～56,JAC会報182,

183号．

Nepal-Tibet.西NepalのSaipal奥のJungJung

7～8.H・MCArthur

(Britain)

全

8．P.F，Holmes

(C-U.Exp.)

9～10.N.G.Dyhrenfurth

(I.H.E.)

9～10．R、 T･ambert

(F-S・G-H-Exp.)

9～12．小原勝郎

(J.A.C.)

10～12．SydneyWignal
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Kholaを登りに出かけたが,WignalとHarropがTak-

1nlrotで中共兵につかまり, 2カ月捕えられクリスマス

に釈放された．

S.Wignal :PrisonerinRedTibet.

(Welsh-H-E)

補 遺 （山岳49年参照）

1948

?. J､T.M・Gibson Bhagirathi渓谷およびHarkiDoon附近探査．

HJ=18. 93.

1950

6.E.H.Peck Panjab.DeoTibba西面を偵察. Piangneru氷河の下

部プラトーまで踏査．

HJ=17.122-123.

1951 、

4～5.R，Becker-THT･sen Nepal.EverestのKhumbuLa試登,NangpaLa(2

回),ChangLaの6,800mまで．

BW=1952.277-279.

Panjab・DeoTibbaの南面を偵察試登． 5月25RDu-

hanganPassから南下し5,229m峯に登頂．

HJ=17. 123-125.

Garhwal.Trisul(7,120m)第3登. 6月23日,Dawa

Thundupを伴う． またMrigthuniの6,700mまで．お

よびRataban(6,166m)の第2登．

HJ=17. 112-114,AJ=291. 257-261.

Garhwal.Trisul第4登． 6月24日． NimaTenzing

同伴．

Alpinism=1952,57-62.

Ladak.StokKangri(6,121m)初登（単独)8月12B.

BW=1952.286-287.

Panjab.DeoTibba南東面のPitonridgeおよびWa-

tershedridge試登．

HJ=17. 118-125.

SiITITimのYalung氷河とその支流のTso氷河を探査．

RatongLaの第3登越.Kabru試登．Kabur(4,810m)

登頂.GochaLa探査．
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5.E.H.Peck夫妻

6.GurdialSingh,R.D
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6．RobertWalter

8．PierreVittoz

9.R.C.Evans

10.GeorgFrey



BW=1952. 145-154, 275-276,G.0.Dyhrenfurth

DasBuchvomKantsch. 138-142.

1952

4～6．T.H.Tilly Garhwal.Nilkant"西側から試登． 4<AvalzmchePeak''

(6,196m)南面より初登6月13B.DavidBryson,

JohnAJackson.

HJ=18.103-109,Jackson:More thanMountains.

65－81．

Garhwal.Chaukhamba(7,138m), 6月13日．北東稜

よりV.Russenberger,LucienGeorge初登頂．

DeoDaknni(6,075m)(Bhagirath-Kharak氷河左岸）

6月20日.Frendo,MmePlovier,Col.Repiton,Pasang

Dawa初登頂．

Alpinisme1952.115,J=1.50-52,M-L-P-Chapelle:

Pelerinageinterdit.
少

Garhwal.KzimPfの7,500mまで試登．

MonutainCraft.No.18,4-7.

Garhwal.Bandarpunch,Surgnalin,HarkiDunなど

を探査．

HJ=18. 93-97.

Panjab.DeoTibba(6,001m),Duhangan(西面）よ

り同名の峠の北で南稜に達し， 8月5HK.E.Berril,

PasangDawaLamaなどと初登頂．おなIndrasan(6,221

m)を試承た．

MW=1954.220-221.

Tehri-Garhwal.Bhagirathi河のR"TRilからRudug-

ariaK}'9mlfに入り,TysonとLamperyが, 9月10B

北東稜よりGangotrim(6,577m),Tyson,PasangDawa

およびPaulHugginsとAnnuluほかが, 10月3日北東

稜よりGangotril(6,672m)に夫々初登頂した.Hug-

ginsは肺炎のため10月6日死亡．

HJ=18.87-92,AJ=289.462-463.

Nepal-Rolwaling.Katmanduから東へ向い, Beding

附近で6,000～6,700mの4座に登頂. TesiLapchaを

越してNamcheRazarよりPhalongKarpoの1座に

登り, JubingよりCharikotに出た．

6.EdouardFrendo

6．HaroldWilligms

6. J.T､M・Gibson

6～8. JandeV，GT･RnH_

8～10.J.B.Tyson.

(O､U.E.C.)

9～11．T.MacKinnOn

（32）



AJ=289. 417-420,T・Weir:EastofKatmzm,lu.

（前出）今西，高木，中尾,林，ガルツェンは10月22日

ChuluWest(6,200m)に初登頂．

山岳＝48. 1-59．

SiIKkim.Zemu氷河のGreenLakeからHidden氷河

の南岸の6,114mの雪峯登頂およびSugarloafの南西頂

稜に試登．

MountainCraft21,6-9,AAJ=1953.573-9,MW=

1954. 189-190．

North-EastSikkim.Chombu(6,362m)の東北面を試

登，続いてLachungChu左岸のKangpupのP， 5581

および右岸のBurum附近をさぐった．

HJ=18.124-129.

9～11．今西錦司

10.MonicaJackson,

R.H.T・Dodson

10.T､H・Bra1-,am

1953

3．B.R・Goodfellow.

4～5. J.0.M.Roberts

AnnapurnaHimalの南面をさぐった． J=3,159-164.

Inukhu-Hongu.Everestへ酸素供給後, Schukungか

らHongu河に入り，右岸のMera(6,437m)に5月20

日登頂, LungsumaからChaunrilrl'"rlraまでをさぐっ

た．

J=3. 164-167,HJ=18. 59-64.

Nepal・ Yalung氷河左岸のBoktohに試登続いて

EastRatong氷河より （事実はこの氷河より南のもの!)

Koktangの北の肩に達した．引返してYalung氷河右岸

Tso氷河より, KabruとTalungPk.のアレートの

Kabruの北の肩(7,315m)に達した． 帰路RatongLa

(5,197m－第3登越）をこした．

AJ=288, 316-322.

Garhwal.AbiGamin(7,355m)第2登. 6月17B

N.D. Jayalらが南面および南稜より初登筆．

KurzCH,340-341.

Bandarpunch.同名の氷河（西面） よりBlackPeak

(6,387m)の6,200mまで試登.HJ=18. 93-102.

（註）前出．Nicoleは取消す．

Nepal.Pumori(7,135m)の南面から試登し6,700m

に達した.Pingero(約6,000m)に東北稜より登頂．

AJ=290, 58-61.

（33）

4～6. J.W.R｡Kempe

5-6.H・Willl"mg

6.J.T.M.Gibson

8～9.HamishMaclnnes.



8～12.H・Tichy Nepal-West.Kathmanduより西へMarsyandiを測り

M''Minn+hの北,MustangのRotKopf(6,480m)に

初登頂， さらに西に進玖PatrasiHimR1の6,000m級4

座に登り, TalkotからSaipal(7,040m)を南面から試

登しPithoragarhまで初横断をした．

Tichy;LanddernamenloseBerge, 1954.

Panjab.Kulu-Spiti分水嶺のBaraShigri氷河をさくﾞ9～10.A.E.Gunther

った．附近のPk.5,975,Pk､6,100mに登頂．

AJ=288.288-298,GJ.March1955.117-119.

Nepal・P,,moriの南面から約6,400m？まで試登9～10.NavnitParekh

HJ=18. 150-156.

〔このほかは山岳49年に既出〕

（34）
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有利・安全な
両
Ｈ
ロ
ハ

三井の貸付信託

三井信託銀汗
本店東京日本橋室町

支店都内及全国主要都市

町も■ ､

頂上をめざす山登りにも

“あと一息” という たのしい一瞬があるように

まとまったお金を あれこれと思いわずらう

あと 一息
心豊かなひと時がある

旅行資金の

お積み立てには

－

山 日 記 1963年版日本山岳会編 ￥30O
赤い表紙でおなじみの岳人必携の書。 28集のよき伝統を重ねていますが内容はいつも新鮮さを失わず年
々若々しい歩みを続けています。

山 で 唄 う 歌 戸野昭・朝倉宏編
A6ポケット版I¥130 n¥160

Iは赤いカヴァー Ⅱは濃緑色のカヴァーです。 Iのカットには各国の山岳会のマークとピッケルのマークが入れ
てあります。 Ⅱのカットは串田孫一氏のスケッチを豊富にいただくことが出来ました。
附録の解説は読んで面白く愛唱する歌にますます親しみが増すことでしょう。

アンナプルナ日記 京都大学山学会著
原色版3葉写真28頁地図2葉￥69O

これは小人数（7人）の貴重なヒマラヤ遠征の記録です。
出発前の準備から南面の障壁、困難な峠を越えて北面への大迂廻、頂上アタックを前にして、 ジェット気流の嵐に
最前線キャンプを吹き飛ばされて敗退するまでの克明な記録。

山 岳 日本山岳会機関誌年1回発売
在庫46, 47年合併号48年¥400 50, 51, 52" 53年¥500 54年¥700. 57年￥800

南極研究会発行
南極新聞 1956-7 B5版横トジ230頁写真16葉箱入 ￥600

第一次南極観測隊の記録集大成、公共、学校図書館必備の極地文献、学校訴聞部、職域新聞部等の好資料読物とし
ても遠征記録としても抜群。

書店に注文下さればどこの店でもすぐ取寄せてくれます。
東京神田

茗 溪 堂 電話（201） 9642駿河台2の1

計画預金
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技報堂の優良理工学図書選
F:弔■｡■:■盃■z宅｡■和守目 日 日 日､二｡二qゴーq二 二.即二.二. 』宰鄙宰日学:■F説■.■.■.■ ■.■ : :

ﾏ ' ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ 二 ﾆﾆﾆﾆﾆ E話.:垣･】･1.ｺ･ﾆ･ﾏﾆﾏﾆ､二'二LE ﾆ E ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆﾆ :ﾆﾆﾆEﾆﾆﾆﾆｰﾆﾆﾆ=ﾆ ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ ﾆ ﾆﾆﾆﾆﾆﾆ冒二合二･ﾆﾆﾆﾆ ｮ

気象学ハンドブック 気象学の基礎理論から応用までを気象庁

同編集委貝会編 A5.1200頁価2500円 第一線技術者が詳述

近代気象調査法鯛驚鯏：
渡辺次雄著 B6 ･ 310頁価450円 わかりやすく解説す

天 気学技報堂全書,0 蕊鯉茎震
渡辺次雄・荒井隆夫共著B6 ･ 350頁価500円 的にまとめた好書。

法 ：蕊縣灘
450円 わかりやすく解説す

天気のありようと天

=10 気のはたらきを体系
500円 的にまとめた好書。

ク繍鰄鱒
500円 好評の言関係者必携

基礎生化学をよりよ．

門 《理解するために書
100円 かれた教科書に好適
馬蕊蕊露悪驫溌薙蕊蕊蕊蕊蕊鍵溌蕊蕊霧辮鍵蕊:蝿識:識:蕊;;；

栄養学ハンドブック
同編集委貝会編 A5 ･1240頁価2500円

ﾊﾛｰ.ﾒｰザｰ生化学入門
西村民男訳 A5 ．350頁価1000円

蕊ﾖ報::I際羅韓識職:謹:鎚熱蕊轤鍔簿蕊蕊蕊蕊韓蕊t辮畠認報嬢:熱姦鞭概職溌蕊溌蕊蕊

図書目録送呈

技報 堂
づ

東京都港区赤坂溜池5振替東京10 Te1.481-8581

1

強曲霊
鰯
峰

睡

』

蒋
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醐

呼
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蕊
鐸
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紙･ F『¥F
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暁
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錨
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蝉

坤

部 蕗

画期的なサポーター

アイクバンドはいま、でのサポーターとちがい1本の糊';拭の

サポーターです。登山家にとって必携のサポーターで､この1本
のアイクバンドが不臘の出来ごとに対し立派にサポートしてく

オLます｡岩登')に、沢あるきに1ケのアイクバンドを尚方のボ
ケ､ソトに、貴方以外のパートナーのためにも｡”"…”

#K-63 ( | |])7cm (催ｻ)100cm (色)白､ベージュ1ケ¥25, **#
#B-64 (11)9cm(踵サ)100cm (色） 〃 〃 1ケ¥300 γ卿｡…u…。

ｽﾘｰランナーはサポーターのﾘｰﾀﾞ冒一

（ｼｮﾙダｰ） （胸帯） （プﾗｰソｱｰ) (I1帯） (ケートル） （止血用1 ニーｷﾔﾂブｴﾙボー アンクノI



白恵建識の
アルミサ､w彦
PAT形(エアタイト）
PAN形(普 通）
部材構造外観同一

PS形ｽﾁﾙ>#ﾃずｰ§
カーテン ウォール

蕊■殿>I､：蓼壬ア
日瓜厘獣淵式自社

刃…千代闘区霞壷闇,","‘
電話(581) 036 1 (代表）

_E
年金制度があります

~n’

あなたの会社に退職 か？

１
１uH 鱸 ﾄ｢、I

’圃
一

１
１

お問合わせはL_

明治生命・企業年金相談室

企業年金
■退職後く一生の間＞あなたの年金をお
支払する 明治生命の新らしい企業年金
制度をぜひご利用ください

■明治生命では各企業にマッチした年
金プランの設計をお引き受けいたします

東京・丸の内

…



鱈出光興産
石油／輸入・精製

！
黒

産業と科学を支える

計測／オートメーション計器

瑚蟹溝鰐(1燗代理店
有信計器株式会社
横浜市西区花咲町4丁目117 （中銀ビル）
TEL長者町(3) 6551 (代）

取締役社長神谷 恭
（会貝番号 774）
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隙､丸押

唾画魎

登ってよかず::職轆

読んでよ癖う提 ノ

サﾝﾃと毎日
毎週木曜日発売/40円

週
刊山を征月艮した感激は

一生忘れられません

そして、つくづく思います

"登ってよ力､った” と

"読んでよ力､つた”と

しみじみ思うの力ぎこれです

それは読む人の身になって

企画きれているからです

毎日罪ラァ
毎週木曜日発売/80円ー

同 夛無囲
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山小屋の窓に

グ､こヤグラスを
（断熱複層ガラス）

凍らない くもらない見晴らしがすばらしい

●お問合せはお気軽にどうぞ

板硝子卸商株式会社池田商店
常務取締役池田光二（会員）

東京都中央区日本橋浜町2の3 9
電話（671）6181～2， 5547， 7418， 7454

…

雌織、

谷
東京561･95il
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世界中のアルピニストのピッケル

蕊

：

ﾈ冒井株式会社
新宿・阿佐谷・吉祥寺・立川トビ印登山靴、キスリング、 テント発売元

シモン、モンスラー、 ラフマ

a
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言
．
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Ｉ

’

靴のNQI

鐘
1

L

’

場
'勘

瀞、
鐘
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定休日第1 ，第3月曜日 I

R n 全本用叩株式朴
東京都千代田区神田金沢町4 TEL (251) 1452, 4886

国電秋葉原酉口2分都電ﾊﾀゴ町下車1分 日通本社ビﾙ横

:|' ’
臺厚塵

交liヤマギヮ
デンキ
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爾締役社長本田弘敏
販締役副脹安面浩
東京都中央区八重州' 1の3
電話(281)0111-10.0121-10･1121-10

戸〃杉56Ⅳ アルケンとは･･ ･…

日本石油洗剤株式会社がこのたび米

mCaliforniaChemical社の特許と

技術を導入し，はじめて国産化に成
功したアルキルベン､/－ルの登録商

標名です。

肌ケニeO"

アルケンは．…・ ・

鉱油系洗剤の世界的最優秀の主原料

として今後さらに著しい需要の伸び

が期待されてお『)ます。

日本石油洗剤株式会社とは．…”

アルケンを製造販売するために日本
石油化学株式会社とCalifornia

Chemical社との共同出資により設
立された合弁会社です。

静

黙

洗剤株式会計
町1-4(日石本館) TEL. (502)1561

夜光8543-3TEL､川崎(3)6321

磯



東京ガスの

a1=L(ﾉ冠

①COKECO.,LTD.

☆東京コークス株式会社
ネ士君長者B留月券禾u

本 社東京都中央区八亜洲1－3（東京ガスビル）
・iE話・東京(281)6551～5番

新潟支社新潟市下大川前通一之町1943
電話・新潟(3)0765～6番

TOKYO

KANTO

ベンゾール類・コールタール類・コールタール分溜製品・タール酸類・タール乳剤･硫安

式“軍憲'獺蕊壽詩
東京瓦斯同系

山岳ス零■の雲門店
キスリング

門田ピッケル

〃アイゼン

夏冬用テント 時桐
東京都文京区湯島天神町3ノ19

片桐盛之助
′1794番

電話下谷(831) （6880番



’職雌縦画の
隅馳の尋W海

畑山荘
岡店
市大名町86

(5） 2 9 90

福
岡
話

神戸店
神戸市生田区三富町1の32のl

電話 （2） 5951
振替神戸21352

大阪店

大阪市北区老松町3の12
日新ピル1階

電話 （34） 7745

振替大阪68763

東京店
東京都中央区銀座西2の5

電話 （561） 3600
振替東京113657

福
孟 I

１
面
円

ご家庭に､、ご行楽にいつも“味の王様”をどうぞ

けし印缶詰’
一

8③ 今三井物産



菫
ロ の洋書丸 《山岳関係書選》

BergederWelt. l962/63.BandXIV. (Nymphenburger)･……･･ ¥2,780
Hagen, T・ -MountEverest･Tr・ byE.N. Bowman・ '63.

(OxfordU・P. )…･…………｡…･……･…･･…･…･……………･“…･……¥3,000
Herzo9,M. -LesAlpesqueJ'aime． (QueJ'aime' tome8)(Vilo)¥3,100
Hiebeler, T. -NorthFaceinWinter:Thefirstwinterclimbof

theEiger'snorthface,Marchl961. (Barrie&B.)･…………･･¥ 960

Hillary, E. -HighintheThinColdAir. (Hodder&Stoughton) inprep,
Huxiey, A､ed. ) -StandardEncyClopediaofWorldMountains..
’62． (Weinfeld)･…･……････………………………．．…･……･…………･･¥2,700
Maraini, F， -Karakoram:TheascentofGasherbrumlV・ '61.

(Hutchinson)……･･…………･…･…………．．…:……･…･…･…………･…¥3,600
Noyce,W・ -TotheUnknownMountain:TheasCentofTrivor.

'62. (Heinemann)･･･…･……･･………………･……･･･．･･･………………･･¥1,260
Sutton, G・ -ArtificialAids inMountaineering・ '62. (N.Kaye)¥ 570

らゅ1～～L

⑭丸善
東京 ・ 日本橋

電話（271） 235 1

他全国各地支店･出張所

上記の他関係書を豊富に取揃えており

ます。御探求書はお申し越し下さい。



’ 一

、

一一一一色 目 =

、 、 、 、 、 、

一
、

一
、

投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

原
稿
の
採
否
は
山
岳
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

原
稿
は
返
却
し
な
い
。

研
究
並
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

紀
行
に
は
な
る
べ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

地
名
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
振
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

る
。
校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。

送
り
先
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
四
ノ
六

日
本
山
岳
会
「
山
岳
」
編
集
部

「
山
岳
一
投
稿
規
定

一
望

編
集
委
員
一
癖
一
Ⅲ
ｕ

〆
０
１

月
達
夫

辺
公
平

井
健
一

崎
安
治

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る
。

一
九
六
三
年
三
月
三
十
日
発
行

山
岳
五
十
七
年
定
価
八
○
○
円

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
四
ノ
六

発
行
所
日
本
山
岳
会

電
話
東
京
三
一
局
全
三
番

振
替
口
座
東
京
四
谷
天
番

日
本
山
岳
会
内

編
集
兼

望
月
達
夫

発
行
者

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

識
鰄
茗
溪
堂

発
売
所

’

印
刷

写
真
版

製
本

電
話
東
京
二
○
一
局
九
六
四
二
番

振
替
東
京
二
四
七
二
三
番

株
式
会
社
技
報
堂

光
村
原
色
版
印
刷
所

株
式
会
社
三
水
舎

’



雄

大無間山より南アループスを望む

膠よ'瞳！川 =

▲

一

三
面 る

御在所ロープウエイ
蕊識鋸

鶏
途

灘

… 三重県湯の山温泉
§ 侭

溌
謎



ApoundTheWop1d

登頂に

観測に

このマークがお

〒苫瀞琶､l， ， 伴いたしました

1 1936年 立教大学 ナンタﾞ コート登山隊
Ⅱ 1952年 日本山岳会 マ ナ ス ル踏査隊 I

M1953年 〃 〃 登山隊
Ⅳ1954年 〃 第二次マナスル登山隊
V1954年 京都大学 アンナフ。ルナ登山隊

Ⅵ1955年 〃 カラコルム学術調査隊
Ⅶ1956年 日本山岳会 第三次マナスル登山隊
Ⅷ1957年 文部省学術会議 南極予備・本観測隊

Ⅸユ958年 神戸大学 バタ コ ニア登山隊
X1958年 深田隊長 ジユガールヒマール探査隊

Ⅲ1959年 日本山岳会 ヒマールチユリ一登山隊

Ⅲ’…年 ：本智満蔚，筒 雪男学術探険隊
Xm1960年 明治大学 アラスカ学術調査隊
Xml960年 同志社大学 ア ピ 遠 征 隊
XV1960年 早稲田大学 アジア， ヨーロッパ大陸横断隊
XW196ユ年 大阪大学 P 2 9 遠征隊
XW196ユ年 全日本山岳連盟 ピックホワイトピーク遠征隊
Xm1961年 早稲田大学 アンデスエクアドル遠征隊
Xml961年 上智大学 南米事情調査隊
XX1962年 全日本山岳連盟 ピックホワイトピーク第2次遠征隊
XM1962年 京都大学 サル ト ロ カ ン リ

Xnl962年 ビルマシッキム ヒマ－ル登山隊

XM1963年 電電九州 ヒマラヤ登山隊

ビニロン・ナイロン・テント製造元
千代田区神田株式 Te1. (251)

細野テント ‘‘‘‘須田町2－23会社
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